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View でのデスクトップ プールとアプリケーショ
ン プールの設定

『View でのデスクトップ プールおよびアプリケーション プールの設定』では、Microsoft リモート デスクトップ サ
ービス (RDS) のホストで実行するリモート アプリケーションのプールの作成、マシンのプールの作成とプロビジョニ
ング方法について説明します。マシンの準備、ポリシーの構成、ユーザーおよびグループへの資格の付与、リモート

デスクトップ機能の構成、View Persona Management でのユーザー プロファイルの構成に関する情報が含まれま
す。

対象読者

この情報は、デスクトップおよびアプリケーション プールを作成およびプロビジョニングする必要のあるユーザーを
対象としています。これらの情報は、仮想マシン テクノロジーおよびデータセンターの運用に精通している経験豊富
な Windows システム管理者向けに記述されています。
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デスクトップ プールとアプリケーシ
ョン プールの概要 1
VMware Horizon 6 では、デスクトップ プールを作成する場合、含まれる仮想デスクトップは 1 つでも 100 でも
1,000 でもかまいません。仮想マシン、物理マシン、および Windows Remote Desktop Services (RDS) ホストで
実行するデスクトップを展開できます。基本イメージとして 1 つの仮想マシンを作成すれば、View はそのイメージ
から仮想デスクトップのプールを生成できます。また、ユーザーにアプリケーションへのリモート アクセスを提供す
るアプリケーション プールも作成できます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n ファーム、RDS ホスト、デスクトップおよびアプリケーション プール

n デスクトップ プールの利点

n 特定のタイプの就業者用のデスクトップ プール

n アプリケーション プールの利点

ファーム、RDS ホスト、デスクトップおよびアプリケーション プール
View では、デスクトップ プールとアプリケーション プールを作成することにより、ユーザーに仮想マシン ベースの
デスクトップ、セッション ベースのデスクトップ、物理コンピュータ、およびアプリケーションへのリモート アク
セスを行わせることができます。View は、Microsoft リモート デスクトップ サービス (RDS) テクノロジーと
VMware PC-over-IP (PCoIP) テクノロジーを駆使して質の高いリモート アクセスをユーザーに提供します。

RDS ホスト

RDS ホストは、Windows リモート デスクトップ サービスと View Agent がインストールされたサーバ コンピュー
タです。これらのサーバは、ユーザーが遠隔地からアクセスできるアプリケーションとデスクトップ セッションをホ
ストします。RDS デスクトップ プールまたはアプリケーションを使用するには、エンド ユーザーはバージョン 3.0
以降の Horizon Client ソフトウェアにアクセスする必要があります。
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デスクトップ プール

デスクトップ プールは、自動、手動、RDS の 3 種類があります。自動デスクトップ プールは、vCenter Server 仮想
マシン テンプレートまたはスナップショットを使用して同一の仮想マシンのプールを作成します。手動デスクトッ
プ プールは、既存の vCenter Server 仮想マシン、物理コンピュータ、またはサードパーティ仮想マシンの集まりで
す。自動プールまたは手動プールでは、各マシンには、一度に 1 人のユーザーがリモート アクセスできます。RDS
デスクトップ プールはマシンの集まりではありません。このプールは、RDS ホストにおけるデスクトップ セッショ
ンをユーザーに提供します。RDS ホスト上のデスクトップ セッションは複数のユーザーによる同時利用が可能で
す。

アプリケーション プール

アプリケーション プールを利用して管理者は、多数のユーザーにアプリケーションを配布できます。アプリケーショ
ン プール内のアプリケーションは、RDS ホストのファームで実行されます。

ファーム

ファームは RDS ホストの集まりです。ファームを利用することでホストを円滑に管理できます。ファームに含める
RDS ホストの数は流動的に変更でき、共通のアプリケーション セットや RDS デスクトップをユーザーに提供できま
す。RDS デスクトップ プールまたはアプリケーション プールを作成する場合は、ファームを指定する必要がありま
す。ファーム内の RDS ホストは、ユーザーにデスクトップ セッションとアプリケーション セッションを提供しま
す。

デスクトップ プールの利点
View は、その集中管理の基盤として、デスクトップのプールを作成し、プロビジョニングする機能を備えています。

リモート デスクトップ プールは、次のいずれかのソースから作成できます。

n 物理デスクトップ PC や RDS ホストなどの物理システム

n ESXi ホスト上でホストされ vCenter Serverによって管理されている仮想マシン

n View Agent をサポートする vCenter Server 以外の仮想化プラットフォームで稼働する仮想マシン

vSphere 仮想マシンをデスクトップ ソースとして使用する場合は、同一の仮想デスクトップを必要な数だけ作成す
るプロセスを自動化できます。プールに作成される仮想デスクトップの最小数と最大数を設定できます。これらのパ

ラメータを設定すると、すぐに使用できるリモート デスクトップの数を常に十分確保できますが、使用可能なリソー
スを過剰に使用するほどの数ではありません。

プールを使用してデスクトップを管理すると、プール内のすべてのリモート デスクトップに設定を適用したり、アプ
リケーションを展開したりすることができます。次の例は、使用可能な設定の一部を示しています。

n リモート デスクトップのデフォルトとして使用するリモート表示プロトコルと、ユーザーにデフォルトのオーバ
ーライドを許可するかどうかの指定。

n 仮想マシンを使用する場合、仮想マシンが使用されていないときに仮想マシンをパワーオフするか、完全に削除

するかの指定。

n Microsoft Sysprep カスタマイズ仕様を使用するか、VMware の QuickPrep を使用するかの指定。Sysprep は
プール内の各仮想マシンに一意の SID および GUID を生成します。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定
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また、デスクトップ プールの使用には多くの利点があります。

専用割り当てプール 各ユーザーが特定のリモート デスクトップに割り当てられ、ログインするたびに同
じデスクトップに戻ります。ユーザーは各自のデスクトップをパーソナライズした

り、アプリケーションをインストールしたり、データを格納したりできます。

流動割り当てプール オプションで、リモート デスクトップが使用後に毎回削除および再作成されるた
め、高度な制御の可能な環境が提供されます。流動割り当てデスクトップは、各デ

スクトップに必要なアプリケーションがロードされ、すべてのデスクトップが必要

なデータにアクセスできるコンピュータ室またはキオスク環境に似ています。

流動割り当てプールを使用すると、異なるシフトのユーザーが使用できるデスクト

ップのプールも作成できます。たとえば、ユーザーが一度に 100 人のシフトで勤務
している場合、100 のデスクトップのプールを 300 人のユーザーが使用できます。

特定のタイプの就業者用のデスクトップ プール
View は、さまざまなユースケースに必要なストレージを節約したり、処理能力の量を削減したりするのに役立つ多
くの機能を提供します。これらの機能の多くは、プールの設定として使用できます。

考慮すべき最も基本的な問題は、特定のタイプのユーザーにとって、ステートフル デスクトップ イメージとステー
トレス デスクトップ イメージのどちらが必要かという点です。ステートフル デスクトップ イメージが必要なユー
ザーは、保存、保守、およびバックアップする必要のあるデータをオペレーティング システム イメージ自体に保持
しています。たとえば、これらのユーザーは独自のアプリケーションをいくつかインストールするか、またはファイ

ル サーバ上やアプリケーション データベース内などの、仮想マシン自体の外部には保存できないデータを保持して
います。

ステートレス デスクトップ
イメージ

ステートレス アーキテクチャには、より容易なサポート、より低いストレージ コス
トなどの多くの利点があります。その他の利点として、リンク クローン仮想マシン
をバックアップする必要性が低いことや、より容易で、より低価格なディザスタ リ
カバリおよびビジネス継続性オプションがあります。

ステートフル デスクトップ
イメージ

これらのイメージには、従来のイメージ管理テクニックが必要な可能性があります。

ステートフル イメージでは、特定のストレージ システム テクノロジとの組み合わ
せによりストレージ コストが低くなる場合があります。バックアップ、ディザスタ
リカバリ、およびビジネス継続性のための戦略を考慮する場合は、VMware
Consolidated Backup や VMware Site Recovery Manager などのバックアップ/
リカバリ テクノロジが重要です。

ステートレス デスクトップ イメージは、View Composer を使用し、リンク クローン仮想マシンの流動割り当てプ
ールを作成することによって作成します。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定
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ステートフル デスクトップ イメージは、リンク クローン仮想マシンまたはフル仮想マシンの専用割り当てプールを
作成することによって作成します。リンク クローン仮想マシンを使用する場合、View Composer の通常ディスクと
フォルダ リダイレクトを構成できます。一部のストレージ ベンダーは、ステートフル デスクトップ イメージのため
のコスト効率の良いストレージ ソリューションを用意しています。これらのベンダーは多くの場合、独自のベスト
プラクティスおよびプロビジョニング ユーティリティを備えています。これらのベンダーのいずれかを使用した場
合、手動の専用割り当てプールの作成が必要になることがあります。

タスク ワーカー用プール

タスク ワーカー用のステートレス デスクトップ イメージを標準化すると、常にイメージをサポートの簡単な使い慣
れた構成にすることができるため、就業者はどれでも使用可能なデスクトップにログインできるようになります。

タスク ワーカーは一連の少数のアプリケーションで反復的な作業を行うため、ステートレス デスクトップ イメージ
を作成することで、ストレージ容量を節約し、処理要件を抑えることができます。次のプール設定を使用します。

n 自動プールを作成して、そのプールの作成時にデスクトップが作成されるようにするか、プールの使用量に基づ

いてオン デマンドでデスクトップが生成されるようにすることができます。

n 流動割り当てを使用して、使用可能なすべてのデスクトップにユーザーがログインできるようにします。全員が

同時にログインする必要がない場合、この設定を行うことで、必要なデスクトップの数を削減できます。

n View Composer リンク クローン デスクトップを作成することで、デスクトップが同じ基本イメージを共有し、
データセンターで使用するストレージ容量をフル仮想マシンより少なくて済むようにします。

n ユーザーがログオフするときに実行されるアクションの種類を決定します（アクションがある場合）。ディスク

は、時間の経過とともに大きくなります。ユーザーがログオフするときにデスクトップを元の状態に更新すると、

ディスク領域を節約できます。また、スケジュールを設定することでデスクトップを定期的に更新できます。た

とえば、デスクトップが毎日、毎週、または毎月更新されるようにスケジュールを設定できます。

n 可能な場合には、ローカルの ESXi データストアにデスクトップを格納することを検証してください。この方法
には、安価なハードウェア、仮想マシンの迅速なプロビジョニング、高性能の電力操作、およびシンプルな管理

などの利点があります。制限事項のリストについては、ローカル データストアへのリンク クローンの保存を参
照してください。

注:    その他のタイプのストレージ オプションの詳細については、15 章 ストレージ要件の低減と管理を参照して
ください。

n 個人設定管理機能を使用すると、Windows のユーザー プロファイルと同じように、ユーザーは常に好みのデス
クトップの外観とアプリケーションの設定を使用できます。ログオフ時に更新または削除するように設定されて

いるデスクトップがない場合には、ログオフ時に個人設定を削除するように構成できます。

重要:    View Persona Management は、セッション間で設定を保持したいユーザー向けのフ流動割り当てプールの
実装を促進します。以前は、流動割り当てデスクトップの制限の一つは、エンド ユーザーがログオフすると、そのユ
ーザーのすべての構成設定およびリモート デスクトップに保存したデータが失われることでした。

エンド ユーザーがログオンするたびに、デスクトップの背景はデフォルトの壁紙に設定され、ユーザーは各アプリケ
ーションの環境設定を再度構成する必要がありました。View Persona Management を使用すると、エンド ユーザ
ーは流動割り当てデスクトップのセッションと専用割り当てデスクトップのセッションの区別がつきません。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定
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ナレッジ ワーカーとパワー ユーザー用プール

ナレッジ ワーカーは、複雑なドキュメントを作成し、それらをデスクトップ上に保持できる必要があります。パワー
ユーザーは、独自のアプリケーションをインストールし、それらを保持できる必要があります。保持する必要のある

個人データの性質および量に応じて、デスクトップはステートフルまたはステートレスのどちらかになります。

パワー ユーザーや、会計士、セールス マネージャー、マーケティング リサーチ アナリストなどのナレッジ ワーカー
は、ドキュメントや設定を作成して保持できる必要があるため、それらのユーザーのための専用割り当てデスクトッ

プが作成されます。一時的な使用を除き、ユーザーがインストールするアプリケーションを必要としないナレッジ ワ
ーカーの場合は、ステートレス デスクトップ イメージを作成し、すべての個人データを、ファイル サーバ上やアプ
リケーション データベース内などの仮想マシンの外部に保存することができます。その他のナレッジ ワーカーおよ
びパワー ユーザーの場合は、ステートフル デスクトップ イメージを作成できます。次のプール設定を使用します。

n 各ナレッジ ワーカーまたはパワー ユーザーが毎回同じデスクトップにログインするように、専用割り当てプー
ルを使用します。

n 個人設定管理機能を使用すると、Windows のユーザー プロファイルと同じように、ユーザーは常に好みのデス
クトップの外観とアプリケーションの設定を使用できます。

n 最初に、各デスクトップでディスクが初期の操作に必要とするストレージ容量のみが使用されように、vStorage
thin provisioning を使用します。

n 独自のアプリケーションをインストールする（これにより、オペレーティング システムのディスクにデータが追
加されます）必要のあるパワー ユーザーおよびナレッジ ワーカーの場合は、フル仮想マシン デスクトップを作
成します。ユーザがインストールしたアプリケーションを上書きすることなくアプリケーションの展開と更新を

行うには、Mirage を使用します。

n ナレッジ ワーカーが、一時的な使用を除き、ユーザーがインストールするアプリケーションを必要としない場合
は、View Composer リンク クローン デスクトップを作成できます。デスクトップ イメージは同じ基本イメー
ジを共有し、フル仮想マシンより少ないストレージ容量を使用します。

n vSphere 5.1 以降の仮想デスクトップで View Composer を使用する場合、vCenter Server およびデスクトッ
プ プール用の領域再利用機能を有効にします。領域再利用機能を使用すれば、ゲスト OS 内の無効または削除さ
れたデータは自動的にワイプおよび縮小プロセスで再利用されます。

n View Composer のリンク クローン デスクトップを使用する場合、View Persona Management、移動プロフ
ァイル、または別のプロファイル管理ソリューションを実装します。

ユーザー プロファイルのローカル コピーを通常ディスクに保持しながら、リンク クローン OS ディスクを更新
および再構成できるように、通常ディスクを構成します。

キオスク ユーザー用プール

キオスク ユーザーには、航空会社のチェックイン ステーションにいる顧客、教室または図書館にいる学生、医療デ
ータ入力ワークステーションにいる医療スタッフ、セルフサービス地点にいる顧客などが含まれます。ユーザーはク

ライアント デバイスまたはリモート デスクトップを使用するためにログインする必要がないため、これらのデスク
トップ プールを使用する資格はユーザーではなく、クライアント デバイスに関連付けられたアカウントに付与され
ます。ただし引き続き、ユーザーに、一部のアプリケーションでは認証情報を入力するよう求めることもできます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定
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ユーザーデータはオペレーティング システムのディスクに保存する必要がないため、キオスク モードで動作するよ
うに設定されている仮想マシン デスクトップはステートレス デスクトップ イメージを使用します。キオスク モー
ドのデスクトップは、シン クライアント デバイスまたはロックダウンされた PC で使用されます。デスクトップ ア
プリケーションに安全なトランザクションのための認証メカニズムが実装されていること、物理ネットワークが改ざ

んやスヌーピングに対して安全であること、およびネットワークに接続されているすべてのデバイスが信頼できるこ

とを確認する必要があります。

ベスト プラクティスとして、専用の View 接続サーバ インスタンスを使用してキオスク モードのクライアントを処
理し、Active Directory 内にこれらのクライアントのアカウントのための専用の組織単位とグループを作成してくだ
さい。この方法により、これらのシステムが不正な侵入から保護されるだけでなく、クライアントの構成および管理

が容易になります。

キオスク モードを設定するには、vdmadmin コマンドライン インターフェイスを使用し、『View の管理ガイド』の

キオスク モードに関するトピックに記載されているいくつかの手順を実行する必要があります。 このセットアップ
の一部として、次のプールの設定を使用できます。

n 自動プールを作成して、そのプールの作成時にデスクトップが作成されるようにするか、プールの使用量に基づ

いてオン デマンドでデスクトップが生成されるようにすることができます。

n ユーザーがプール内の任意の使用可能なデスクトップにアクセスできるように、流動割り当てを使用します。

n View Composer リンク クローン デスクトップを作成することで、デスクトップが同じ基本イメージを共有し、
データセンターで使用するストレージ容量をフル仮想マシンより少なくて済むようにします。

n デスクトップが頻繁に（たとえば、ユーザーがログオフするたびに）更新されるように、更新ポリシーを設定し

ます。

n 可能な場合には、ローカルの ESXi データストアにデスクトップを格納することを検証してください。この方法
には、安価なハードウェア、仮想マシンの迅速なプロビジョニング、高性能の電力操作、およびシンプルな管理

などの利点があります。制限事項のリストについては、ローカル データストアへのリンク クローンの保存を参
照してください。

注:    その他のタイプのストレージ オプションの詳細については、15 章 ストレージ要件の低減と管理を参照して
ください。

n デスクトップに対して最も近いプリンタが使用されるように、ロケーションベースの印刷を構成するための

Active Directory GPO（グループ ポリシー オブジェクト）を使用します。グループ ポリシー管理 (ADM) テン
プレートで使用できる設定の詳細なリストと説明については、16 章 デスクトップ プールとアプリケーション プ
ールのポリシーの構成を参照してください。

n デスクトップが起動されたとき、またはクライアント コンピュータに USB デバイスが挿入されたときの、デス
クトップへのローカル USB デバイスの接続を可能にするデフォルトのポリシーを無効にする場合は、GPO を使
用します。

アプリケーション プールの利点
アプリケーション プールを使用すると、ユーザーは個人のコンピュータやデバイスではなく、データセンター内のサ
ーバで実行されるアプリケーションにアクセスできます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定
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アプリケーション プールには複数の大きな利点があります。

n アクセシビリティ

ユーザーはネットワークの上のどこからでもアプリケーションにアクセスできます。セキュア ネットワーク ア
クセスも構成できます。

n デバイスの独立性

アプリケーション プールでは、スマート フォン、タブレット、ラップトップ、シン クライアント、個人のコン
ピュータなどのさまざまなクライアント デバイスをサポートできます。これらのクライアント デバイスは、
Windows、iOS、Mac OS、Android などのさまざまなオペレーティング システムを実行できます。

n アクセス制御

1 人のユーザーまたはユーザーのグループに対して、アプリケーションのアクセス権を簡単かつ迅速に付与また
は削除することができます。

n 展開の加速化

アプリケーション プールでは、データセンター内のサーバにのみアプリケーションを展開し、各サーバで複数の
ユーザーをサポートできるため、アプリケーションの展開を短期化することができます。

n 管理性

クライアント コンピュータやデバイスに展開されているソフトウェアを管理するには、かなり多くのリソースが
必要です。管理作業には、展開、構成、メンテナンス、サポート、アップグレードなどがあります。アプリケー

ション プールでは、ソフトウェアはデータセンター内のサーバで実行され、インストール コピーの数が少なく
て済むため、企業のソフトウェア管理を簡素化できます。

n セキュリティと規制コンプライアンス

アプリケーション プールでは、アプリケーションとその関連データがデータセンターに集約されるため、セキュ
リティを強化することができます。データを集約することで、セキュリティの考慮事項と規制コンプライアンス

の問題に対処できます。

n コスト削減

ソフトウェアの使用許諾契約によっては、データセンターでアプリケーションをホストすることでコスト効率を

高めることができます。展開の短期化、管理性の向上などを含むその他の要因によっても、企業のソフトウェア

コストを削減できます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定
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非管理対象マシンの準備 2
ユーザーは、vCenter Server によって管理されないマシンから配布されるリモート デスクトップにアクセスできま
す。これらの非管理対象マシンには、vCenter Server 以外の仮想化プラットフォームで実行される物理コンピュータ
および仮想マシンが含まれます。リモート デスクトップ アクセスを提供するには非管理対象マシンを準備する必要
があります。

リモート デスクトップ サービス (RDS) ホストとして使用するマシンの準備については、7 章 リモート デスクトップ
サービス ホストの設定を参照してください。

リモート デスクトップの展開に使用する Linux 仮想マシンの準備については、Horizon 6 for Linux のデスクトップ
の設定を参照してください。

この章には、次のトピックが含まれています。

n リモート デスクトップ展開用の非管理対象マシンの準備

n 非管理対象マシンへの View Agent のインストール

リモート デスクトップ展開用の非管理対象マシンの準備
リモート デスクトップ展開のために非管理対象マシンを準備するタスクを実行する必要があります。

前提条件

n 非管理対象マシンに対して管理者権限を持っていることを確認します。

n リモート デスクトップ ユーザーが非管理対象マシンのローカルの Remote Desktop Users グループに追加さ
れるようにするには、制限付きの Remote Desktop Users グループを Active Directory に作成します。詳細に
ついては、『View のインストール』を参照してください。

手順

1 非管理対象マシンをパワーオンし、View 接続サーバ インスタンスにアクセスできることを確認します。

2 非管理対象マシンをリモート デスクトップ用の Active Directory ドメインに参加させます。

3 非管理対象マシンへのリモート デスクトップ接続を許可するように Windows ファイアウォールを構成します。

次のステップ

非管理対象マシンに View Agent をインストールします。非管理対象マシンへの View Agent のインストールを参
照してください。
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非管理対象マシンへの View Agent のインストール
すべての非管理対象マシンに View Agent をインストールする必要があります。View では、View Agent がインス
トールされていないと非管理対象マシンを管理できません。

View Agent のサイレント インストールを実行すると、ウィザードのプロンプトに応答することなく 複数の
Windows 物理コンピュータに View Agent をインストールできます。View Agent のサイレント インストールを
参照してください。

前提条件

n 非管理対象マシンに対して管理者権限を持っていることを確認します。

n 非管理対象の Windows Server マシンを RDS ホストではなくリモート デスクトップとして使用するには、デス
クトップで使用するための Windows Server OS の準備に記載されている手順を実行します。

n 非管理対象マシン用の View Agent カスタム セットアップ オプションについて理解しておきます。非管理対象
マシン用の View Agent カスタム セットアップ オプションを参照してください。

n View Agent インストール プログラムによってファイアウォール上で開かれる TCP ポートについて理解してお
きます。詳細については、『View アーキテクチャの計画』ドキュメントを参照してください。

n マシンに Microsoft Visual C++ Redistributable パッケージがインストールされている場合、パッケージのバー
ジョンが 2005 SP1 以降であることを確認します。パッケージのバージョンが 2005 以前の場合、パッケージの
アップグレードまたはアンインストールのいずれかが可能です。

n VMware 製品ページ (http://www.vmware.com/go/downloadview) から、View Agent インストーラ ファ
イルをダウンロードします。

手順

1 View Agent インストール プログラムを起動するには、インストーラ ファイルをダブルクリックします。

インストーラのファイル名は、VMware-viewagent-y.y.y-xxxxxx.exe または VMware-viewagent-

x86_64-y.y.y-xxxxxx.exe です。y.y.y はバージョン番号、xxxxxx はビルド番号です。

2 VMware のライセンス条件に同意します。

3 インターネット プロトコル (IP) バージョンとして、[IPv4] または [IPv6] を選択します。

すべての View コンポーネントを同じ IP バージョンでインストールする必要があります。

4 FIPS モードを有効にするか無効にするかを選択します。

このオプションは、Windows で FIPS モードが有効にされている場合にのみ使用可能です。

5 カスタム セットアップのオプションを選択します。

6 インストール先フォルダを受け入れるか、変更します。

7 [サーバ] テキスト ボックスに、View 接続サーバ ホストのホスト名または IP アドレスを入力します。

インストール時に、インストーラがこの View 接続サーバ インスタンスに非管理対象マシンを登録します。登録
後、指定した View 接続サーバ インスタンスおよび同じ View 接続サーバ グループ内の他のインスタンスは非管
理対象マシンと通信できます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定
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8 認証方式を選択して、View 接続サーバ インスタンスに非管理対象マシンを登録します。

オプション アクション

現在ログインしているユーザーとして認証す

る

[ユーザー名] および [パスワード] テキスト ボックスは無効であり、現在のユーザー名とパスワ
ードを使用して View 接続サーバ インスタンスにログインします。

管理者の認証情報を指定する [ユーザー名] および [パスワード] テキスト ボックスに、View 接続サーバ管理者のユーザー名
とパスワードを入力する必要があります。

 
Domain\User の形式でユーザー名を入力します。

ユーザー アカウントは、View 接続サーバ インスタンスで View LDAP にアクセスできるドメイン ユーザーでな
ければなりません。ローカル ユーザーは使用できません。

9 View Agent インストール プログラムの指示に従ってインストールを終了します。

10 USB リダイレクト オプションを選択した場合は、非管理対象マシンを再起動して USB サポートを有効にしま
す。

さらに、[新しいハードウェアが見つかりました] ウィザードが起動する場合があります。非管理対象マシンを再
起動する前に、ウィザードの指示に従ってハードウェアを構成します。

VMware Horizon View Agent サービスは、非管理対象マシンで開始されます。

次のステップ

非管理対象マシンを使用してリモート デスクトップを作成します。手動デスクトップ プールを参照してください。

非管理対象マシン用の View Agent カスタム セットアップ オプション

非管理対象マシンに View Agent をインストールするとき、カスタム セットアップ オプションをオンまたはオフに
できます。また、View Agent は特定の機能を、サポートされているすべてのゲスト OS に自動的にインストールし
ます。これらの機能はオプションではありません。

最新の View Agent バージョンをインストールした後でカスタム セットアップ オプションを変更するには、View
Agent をアンインストールしてから再インストールする必要があります。パッチおよびアップグレードの場合、前の
バージョンをアンインストールすることなく、新しい View Agent インストーラを実行して、新しいオプション セッ
トを選択できます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定
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表 2-1. IPv4 環境の非管理対象マシンに対する View Agent のカスタム セットアップ オプション（オプション）

オプション 説明

USB リダイレクト デスクトップにローカルに接続されている USB デバイスにユーザーがア
クセスできるようにします。

USB リダイレクトは、単一ユーザー マシンに展開されたリモート デスク
トップ でサポートされます。また、USB フラッシュ ドライブとハード デ
ィスクのリダイレクトは、RDS デスクトップとアプリケーションでサポ
ートされます。

デフォルトではこのセットアップ オプションは選択されていません。こ
のオプションを選択してインストールする必要があります。

USB リダイレクトを安全に使用するガイダンスについては、『View セキ
ュリティ』ガイドを参照してください。たとえば、グループ ポリシー設
定を使用して、特定のユーザーの USB リダイレクトを無効にすることが
できます。

クライアント ドライブ リダイレクト これを使用すると、Horizon Client ユーザーはリモート デスクトップと
ローカル ドライブを共有できます。

このセットアップ オプションがインストールされた後は、リモート デス
クトップではこれ以上の構成は必要ありません。

クライアント ドライブ リダイレクトは、管理された単一ユーザー仮想マ
シン上で実行されている VDI デスクトップと、RDS デスクトップおよび
アプリケーションでもサポートされます。

View Persona Management ローカル デスクトップのユーザー プロファイルをリモート プロファイ
ル リポジトリと同期させて、ユーザーがデスクトップにログインすると
きはいつでもユーザー プロファイルにアクセスできるようにします。

PCoIP スマートカード ユーザーが、PCoIP 表示プロトコルの使用時にスマート カードを使用し
て認証できるようにします。

PCoIP スマートカードは、シングルユーザー マシンに展開されたリモー
ト デスクトップでサポートされますが、RDS ホストベースのリモート デ
スクトップではサポートされません。

仮想オーディオ ドライバ リモート デスクトップに仮想オーディオ ドライバを提供します。

IPv6 環境のオプション機能は、PCoIP スマートカードのみです。

表 2-2. IPv4 環境の非管理対象マシンに自動インストールされる View Agent の機能（非オプション）

機能 説明

PCoIP エージェント ユーザーが PCoIP 表示プロトコルを使用してリモート デスクトップに
接続できるようにします。

PCoIP Agent 機能は、Teradici TERA ホスト カードを使用して構成され
た物理マシン上でサポートされます。

Lync リモート デスクトップで Microsoft Lync 2013 クライアントをサポー
トします。

Unity Touch タブレットおよびスマートフォン ユーザーがリモート デスクトップで実
行している Windows アプリケーションを容易に操作できます。ユーザ
ーはすべてスタート メニューまたはタスクバーを使用せずに、Windows
アプリケーションやファイルの参照、検索、およびオープンを行ったり、

お気に入りのアプリケーションやファイルを選択したり、実行しているア

プリケーションを切り替えたりすることができます。
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IPv6 環境で自動インストールされる機能は、PCoIP Agent のみです。
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仮想マシンの作成および準備 3
vCenter Server によって管理される仮想マシンを使用して、リモート デスクトップのプロビジョニングや展開を行
うことができます。vCenter Server によって管理される仮想マシンを自動プールのテンプレート、リンク クローン
プールの親、または手動プール内のマシンとして使用できます。リモート デスクトップ アクセスを提供するには仮
想マシンを準備する必要があります。

リモート デスクトップ サービス (RDS) ホストとして使用するマシンの準備については、7 章 リモート デスクトップ
サービス ホストの設定を参照してください。

リモート デスクトップの展開に使用する Linux 仮想マシンの準備については、Horizon 6 for Linux のデスクトップ
の設定を参照してください。

この章には、次のトピックが含まれています。

n リモート デスクトップの展開のための仮想マシンの作成

n 仮想マシンへの View Agent のインストール

n View Agent のサイレント インストール

n View Agent のための複数の NIC を使用する仮想マシンの構成

n ゲスト OS のパフォーマンスの最適化

n Windows カスタマー エクスペリエンス向上プログラムを無効にする

n リンククローン仮想マシンでの Windows の最適化

n View Composer のための仮想マシンの準備

n 仮想マシン テンプレートの作成

n カスタマイズ仕様の作成

リモート デスクトップの展開のための仮想マシンの作成
最初の仮想マシンによって、リモート デスクトップの迅速な展開に使用する仮想ハードウェア プロファイルおよび
オペレーティング システムが確立されます。

手順

1 リモート デスクトップの展開のための仮想マシンの作成

vSphere Client を使用して、リモート デスクトップのための仮想マシンを vCenter Server で作成します。
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2 ゲスト OS のインストール

仮想マシンを作成したら、ゲスト OS をインストールする必要があります。

3 リモート デスクトップの展開のためのゲスト OS の準備

リモート デスクトップの展開のためにゲスト OS を準備する特定のタスクを実行する必要があります。

4 デスクトップで使用するための Windows Server OS の準備

Windows Server 2008 R2、または Windows Server 2012 R2 仮想マシンを（RDS ホストとしてではなく）
単一セッションの View デスクトップとして 使用するには、View Agent を仮想マシンにインストールする前
に、特定の手順を実行する必要があります。Windows Server を View デスクトップ対応のオペレーティング
システムとして扱うように View Administrator を構成する必要もあります。

5 Windows Server 2008 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスのインストール

RDS デスクトップとアプリケーション、および Windows Server を実行するシングルユーザー仮想マシンに展
開された VDI デスクトップの場合、スキャナ リダイレクトを使用するには、RDS ホストおよびシングルユーザ
ー仮想マシンにデスクトップ エクスペリエンス機能をインストールする必要があります。

6 Windows Server 2012 または 2012 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスのインストール

RDS デスクトップとアプリケーション、および Windows Server を実行するシングルユーザー仮想マシンに展
開された VDI デスクトップの場合、スキャナ リダイレクトを使用するには、RDS ホストおよびシングルユーザ
ー仮想マシンにデスクトップ エクスペリエンス機能をインストールする必要があります。

7 障害発生後に Windows ファイアウォール サービスを再起動させるための構成

シングルセッション デスクトップとしてデプロイされた一部の Windows Server 2012 R2、Windows 8.1、
および Windows 10 マシンは、プロビジョニングされた後、すぐには使用可能にならない場合があります。こ
の問題は、タイムアウトの期限が切れた後、Windows ファイアウォール サービスが再起動されない場合に発
生します。 デスクトップ プール内のすべてのマシンが使用可能になるように、親仮想マシンまたはテンプレー
ト仮想マシンで Windows ファイアウォール サービスを構成できます。

リモート デスクトップの展開のための仮想マシンの作成

vSphere Client を使用して、リモート デスクトップのための仮想マシンを vCenter Server で作成します。

前提条件

n ゲスト OS の ISO イメージ ファイルを ESXi サーバ上のデータストアにアップロードします。

n 仮想マシンのカスタム構成パラメータについて理解しておきます。仮想マシンのカスタム構成パラメータを参照

してください。

手順

1 vSphere Client で、vCenter Server システムにログインします。

2 [ファイル] - [新規] - [仮想マシン]を選択し、[新しい仮想マシン] ウィザードを起動します。

3 [カスタム] を選択し、カスタム構成パラメータを構成します。
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4 [完了前に仮想マシンの設定を編集] を選択し、[続行] をクリックしてハードウェア設定を構成します。

a CD/DVD ドライブを追加し、ISO イメージ ファイルを使用するようにメディアの種類を設定し、データス
トアにアップロードしたゲスト OS の ISO イメージ ファイルを選択した後、[パワーオン時に接続] を選択し
ます。

b [パワーオン ブート遅延] を 10,000 ミリ秒に設定します。

5 [終了] をクリックして仮想マシンを作成します。

次のステップ

仮想マシンにゲスト OS をインストールします。

仮想マシンのカスタム構成パラメータ

リモート デスクトップの展開のための仮想マシンを作成するときは、仮想マシンのカスタム構成パラメータを基本状
態の設定として使用できます。

View Administrator を使用して仮想マシンからデスクトップ プールを展開するときは、特定の設定を変更できます。

表 3-1. カスタム構成パラメータ

パラメータ 説明および推奨事項

Name and Location 仮想マシンの名前と場所。

仮想マシンをテンプレートとして使用する予定の場合は、総称的な名前を

割り当てます。場所には、データセンター インベントリ内の任意のフォ
ルダを使用できます。

Host/Cluster 仮想マシンを実行する ESXi サーバまたはサーバ リソースのクラスタ。

仮想マシンをテンプレートとして使用する予定の場合、最初の仮想マシン

の場所では、テンプレートから今後作成される仮想マシンが配置される場

所を指定しなくても構いません。

Resource Pool 物理 ESXi サーバ リソースがリソース プールに分割される場合は、それ
らを仮想マシンに割り当てることができます。

Datastore 仮想マシンと関連付けられるファイルの場所。

Hardware Machine Version 使用できるハードウェア マシン バージョンは、実行している ESXi バー
ジョンに応じて異なります。ベスト プラクティスとして、最高の仮想マ
シン機能を備えた、利用可能な最新のハードウェア マシン バージョンを
選びます。View 機能の中には、最小バージョンのハードウェア マシンを
必要とするものもあります。

Guest Operating System 仮想マシンをインストールするオペレーティング システムの種類。

CPUs 仮想マシン内の仮想プロセッサの数。

ほとんどのゲスト OS には、1 つのプロセッサで十分です。

Memory 仮想マシンに割り当てるメモリの容量。

ほとんどの場合、512 MB で十分です。
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パラメータ 説明および推奨事項

Network 仮想マシン内の仮想ネットワーク アダプタ（NIC）の数。

通常、1 つの NIC で十分です。ネットワーク名は、仮想インフラストラ
クチャ間で一貫性を保つ必要があります。テンプレート内のネットワー

ク名が正しくないと、インスタンスのカスタマイズ フェーズでエラーが
発生する可能性があります。

複数の NIC を使用する仮想マシンに View Agent をインストールする
ときは、View Agent が使用するサブネットを設定する必要があります。
詳細については、View Agent のための複数の NIC を使用する仮想マシ
ンの構成を参照してください。

重要:    Windows 8、Windows 7、Windows 2012 R2、および
Windows Server 2008 R2 オペレーティング システムの場合は、
VMXNET 3 ネットワーク アダプタを選択する必要があります。 デフォ
ルトの E1000 アダプタを使用すると、仮想マシン上でカスタマイズ タイ
ムアウト エラーが発生する可能性があります。VMXNET 3 アダプタを
使用するには、Microsoft 修正プログラム パッチをインストールする必
要があります。

n Windows 7 SP1 の場合：http://support.microsoft.com/kb/
2550978

SCSI Controller 仮想マシンで使用する SCSI アダプタのタイプ。

Windows 8/8.1 および Windows 7 ゲスト オペレーティング システム
の場合は、LSI Logic アダプタを指定する必要があります。 LSI Logic ア
ダプタはパフォーマンスが向上しており、汎用 SCSI デバイスで高い性能
を発揮します。

LSI Logic SAS は、ハードウェア バージョン 7 以降の仮想マシンでのみ
使用できます。

Select a Disk 仮想マシンで使用するディスク。

各ユーザーに割り当てることを決定したローカル ストレージの容量に基
づいて新しい仮想ディスクを作成します。OS インストール、パッチ、お
よびローカルにインストールされているアプリケーションに十分なスト

レージ領域を割り当てます。

必要なディスク領域を減らし、ローカル データの管理を軽減するために、
ユーザーの情報、プロファイル、およびドキュメントはローカル ディス
クではなくネットワーク共有に保存してください。

ゲスト OS のインストール

仮想マシンを作成したら、ゲスト OS をインストールする必要があります。

前提条件

n ゲスト OS の ISO イメージ ファイルが ESXi サーバ上のデータストアに存在していることを確認します。

n 仮想マシンの CD/DVD ドライブがゲスト OS の ISO イメージ ファイルを参照しており、CD/DVD ドライブが
パワーオン時に接続されるように構成されていることを確認します。

手順

1 vSphere Client で、仮想マシンが存在する vCenter Server システムにログインします。
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2 仮想マシンを右クリックし、[パワー] を選択し、[パワーオン] を選択して仮想マシンを起動します。

CD/DVD ドライブを、ゲスト OS の ISO イメージを参照し、パワーオン時に接続されるように構成したため、
ゲスト OS のインストール プロセスが自動的に開始されます。

3 [コンソール] タブをクリックし、オペレーティング システム ベンダによって提供されるインストール手順を実行
します。

4 Windows のアクティベーションをします。

次のステップ

View デスクトップの展開のためにゲスト OS を準備します。

リモート デスクトップの展開のためのゲスト OS の準備

リモート デスクトップの展開のためにゲスト OS を準備する特定のタスクを実行する必要があります。

前提条件

n 仮想マシンを作成し、ゲスト OS をインストールします。

n リモート デスクトップのための Active Directory ドメイン コントローラを構成します。詳細については、
『View のインストール』を参照してください。

n デスクトップ ユーザーが仮想マシンのローカルの Remote Desktop Users グループに追加されていることを確
認するには、制限付きの Remote Desktop Users グループを Active Directory に作成します。詳細について
は、『View のインストール』を参照してください。

n リモート デスクトップ サービスが仮想マシンで開始していることを確認します。 リモート デスクトップ サー
ビスは View Agent のインストール、SSO、およびその他の View 操作に必要です。デスクトップ プール設定お
よびグループ ポリシー設定を構成することにより View デスクトップへの RDP アクセスを無効にできます。
View デスクトップへの RDP を使用したアクセスの防止を参照してください。

n ゲスト OS に対する管理者権限があることを確認します。

n Windows Server オペレーティング システムで、デスクトップで使用するオペレーティング システムを準備し
ます。 デスクトップで使用するための Windows Server OS の準備を参照してください。

n デスクトップ プールに 3D グラフィックス レンダリングを構成したい場合、仮想マシンの [3D サポートを有効
にする] 設定を理解しておきます。

この設定は、Windows 7 以降のオペレーティング システムで有効になります。ESXi 5.1 以降のホストでは、
ESXi ホストで 3D レンダラーがどのように管理されるかを決定するオプションを選択することもできます。詳
細については、『vSphere Virtual Machine Administration』ドキュメントを参照してください。

手順

1 vSphere Client で、仮想マシンが存在する vCenter Server システムにログインします。

2 仮想マシンを右クリックし、[パワー] を選択し、[パワーオン] を選択して仮想マシンを起動します。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 28



3 仮想マシンを右クリックし、[ゲスト] を選択し、[VMware Tools のインストール/アップグレード] を選択して最
新バージョンの VMware Tools をインストールします。

注:    仮想印刷機能は、View Agent からインストールしたときのみサポートされます。VMware Tools でインス
トールした場合、仮想印刷はサポートされません。

4 VMware Tools の時刻同期機能を使用して、仮想マシンが ESXi と同期されていることを確認します。

ESXi は、外部の NTP ソース（たとえば、Active Directory と同じタイム ソース）と同期している必要がありま
す。

Windows Time サービスなど、その他の時間同期機能を無効にします。

VMware Tools のオンライン ヘルプに、ゲストとホストの間の時刻同期の構成に関する情報が提供されていま
す。

5 サービス パックと更新プログラムをインストールします。

6 ウイルス対策ソフトウェアをインストールします。

7 スマート カード認証を使用する場合は、スマート カード ドライバなど、その他のアプリケーションおよびソフ
トウェアをインストールします。

ThinApp アプリケーションを含むカタログを提供するために Workspace Portal を使用する予定である場合、
Workspace Portal for Windows をインストールする必要があります。

重要:    Microsoft .NET Framework をインストールする場合は、View Agent をインストールした後にインスト
ールする必要があります。

8 Horizon Client デバイスが PCoIP 表示プロトコルを使用して仮想マシンに接続する場合は、[ディスプレイの電
源を切る] の電源オプションを [なし] に設定します。

この設定を無効にしない場合は、省電力モードが開始されたときに、ディスプレイが最後の状態でフリーズした

ように見えます。

9 Horizon Client デバイスが PCoIP 表示プロトコルで仮想マシンに接続する場合、[コントロール パネル] - [シス
テム] - [詳細システム設定] - [パフォーマンス設定] の順に選択し、[視覚効果] の設定を [パフォーマンスを優先す
る] に設定します。

[パフォーマンスを優先する] または[コンピュータにとって何が最も優先されるかの選択を Windows に任せる]
と呼ばれる設定を代わりに使用すると、Windows はパフォーマンスの代わりに外観を選択し、パフォーマンス
に悪影響を及ぼします。

10 ネットワーク環境でプロキシ サーバが使用されている場合は、ネットワーク プロキシの設定を構成します。

11 ネットワーク接続のプロパティを構成します。

a 固定 IP アドレスを割り当てるか、または DHCP サーバによって IP アドレスが割り当てられるように指定し
ます。

View は、View デスクトップのリンク ローカル（169.254.x.x）アドレスをサポートしていません。

b 優先および代替 DNS サーバ アドレスを Active Directory サーバ アドレスに設定します。
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12 仮想マシンをリモート デスクトップ用の Active Directory ドメインに参加させます。

View Composer のために使用する親仮想マシンは、リンク クローン デスクトップが参加するドメインと同じ
Active Directory ドメインに属するか、ローカルの WORKGROUP のメンバーになる必要があります。

13 仮想マシンへのリモート デスクトップ接続を許可するように Windows ファイアウォールを構成します。

14（オプション） ホット プラグ PCI デバイスを無効にします。

この手順は、ユーザーが仮想マシンから仮想ネットワーク デバイス（vNIC）を誤って切断することを防ぎます。

15（オプション） ユーザー カスタマイズ スクリプトを構成します。

次のステップ

View Agent をインストールします。仮想マシンへの View Agent のインストールを参照してください。

デスクトップで使用するための Windows Server OS の準備

Windows Server 2008 R2、または Windows Server 2012 R2 仮想マシンを（RDS ホストとしてではなく）単一セ
ッションの View デスクトップとして 使用するには、View Agent を仮想マシンにインストールする前に、特定の手
順を実行する必要があります。Windows Server を View デスクトップ対応のオペレーティング システムとして扱
うように View Administrator を構成する必要もあります。

前提条件

n Windows Server 2008 R2 または Windows Server 2012 R2 でデスクトップ エクスペリエンス機能をインス
トールする手順を理解しておきます。Windows Server 2008 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスのインス
トール または Windows Server 2012 または 2012 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスのインストール を
参照してください。

n Windows Server 2012 R2 マシンで、障害が発生した後に Windows ファイアウォール サービスが再起動され
るように構成する手順を理解しておきます。障害発生後に Windows ファイアウォール サービスを再起動させ
るための構成を参照してください。

手順

1 リモート デスクトップ サービス ロールがインストールされていないことを確認します。

リモート デスクトップ サービス ロールが存在しない場合、View Agent インストーラから View Agent をデス
クトップ モードでインストールすることを確認するよう求められます。リモート デスクトップ サービス ロー
ルが存在する場合、View Agent インストーラはこのプロンプトを表示せず、Windows Server マシンを、単一
セッションの View デスクトップではなく、RDS ホストとして扱います。

2 Windows Server 2008 R2 Service Pack 1 (SP1) または Windows Server 2012 R2 をインストールします。

Windows Server 2008 R2 とともに SP1 をインストールせずに View Agent をインストールすると、エラーが
発生します。

3 （オプション） 次の機能を使用する予定がある場合は、デスクトップ エクスペリエンス機能をインストールしま
す。

n HTML Access
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n スキャナ リダイレクト

n Windows Aero

4 （オプション） Windows Aero を Windows Server デスクトップで使用するには、テーマ サービスを開始しま
す。

デスクトップ プールを作成または編集する際に、デスクトップの 3D グラフィックス レンダリングを構成できま
す。3D レンダラー設定は、Windows Aero をプール内のデスクトップで実行できるようにするソフトウェア オ
プションを提供します。

5 Windows Server 2012 R2 マシンで、障害が発生した後に Windows ファイアウォール サービスが再起動され
るように構成します。

6 Windows Server をデスクトップ対応のオペレーティング システムとして扱うように View Administrator を
構成します。

この手順を実行しなければ、View Administrator でデスクトップ用に Windows Server マシンを選択できませ
ん。

a View Administrator で、[View 構成] - [グローバル設定] を選択します。

b [全般] ペインで、[編集] をクリックします。

c [Windows Server デスクトップを有効にする] チェックボックスを選択して、[OK] をクリックします。

Windows Server デスクトップを View Administrator で有効にすると、View Administrator は View 接続サーバ
がインストールされているマシンを含む使用可能な Windows Server マシンのすべてを、デスクトップ用の潜在的マ
シンとして表示します。View Agent を他の View ソフトウェア コンポーネントがインストールされたマシンにイ
ンストールできません。

Windows Server 2008 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスのインストール

RDS デスクトップとアプリケーション、および Windows Server を実行するシングルユーザー仮想マシンに展開さ
れた VDI デスクトップの場合、スキャナ リダイレクトを使用するには、RDS ホストおよびシングルユーザー仮想マ
シンにデスクトップ エクスペリエンス機能をインストールする必要があります。

手順

1 管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 [機能] をクリックします。

4 [機能の追加] をクリックします。

5 [機能を選択] ページで、[デスクトップ エクスペリエンス] チェックボックスを選択します。

6 デスクトップ エクスペリエンス機能で必要な他の機能に関する情報を確認し、[必要な機能の追加] をクリックし
ます。

7 指示に従ってインストールを終了します。
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Windows Server 2012 または 2012 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスの
インストール

RDS デスクトップとアプリケーション、および Windows Server を実行するシングルユーザー仮想マシンに展開さ
れた VDI デスクトップの場合、スキャナ リダイレクトを使用するには、RDS ホストおよびシングルユーザー仮想マ
シンにデスクトップ エクスペリエンス機能をインストールする必要があります。

Windows Server 2012 および Windows Server 2012 R2 は、RDS ホストとして使用されるマシンでサポートされ
ています。Windows Server 2012 R2 はシングル ユーザー仮想マシンでサポートされています。

手順

1 管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 [ロールと機能を追加] を選択します。

4 [インストール タイプを選択] ページで、[ロールベースまたは機能ベースのインストール] を選択します。

5 [ターゲット サーバを選択] ページで、サーバを選択します。

6 [サーバ ロールを選択] ページで、デフォルトの選択を受け入れ、[次へ] をクリックします。

7 [機能を選択] ページで、[ユーザー インターフェイスとインフラストラクチャ] の下で [デスクトップ エクスペリ
エンス] を選択します。

8 指示に従ってインストールを終了します。

障害発生後に Windows ファイアウォール サービスを再起動させるための構成

シングルセッション デスクトップとしてデプロイされた一部の Windows Server 2012 R2、Windows 8.1、および
Windows 10 マシンは、プロビジョニングされた後、すぐには使用可能にならない場合があります。この問題は、タ
イムアウトの期限が切れた後、Windows ファイアウォール サービスが再起動されない場合に発生します。 デスクト
ップ プール内のすべてのマシンが使用可能になるように、親仮想マシンまたはテンプレート仮想マシンで Windows
ファイアウォール サービスを構成できます。

プロビジョニング中にこの問題が発生した場合、Windows イベント ログに次のようなエラー メッセージが表示され
ます: Windows ファイアウォール サービスは次のサービス固有のエラーによって終了しました。タイムアウトの期限が切れたため、このオ

ペレーションは戻されました。

この問題は、Windows Server 2012 R2、Windows 8.1、および Windows 10 マシンで発生します。その他のゲス
ト OS は影響を受けません。

手順

1 デスクトップ プールのデプロイ元となる Windows Server 2012 R2、Windows 8.1、または Windows 10 の
親仮想マシンまたはテンプレート仮想マシンで、[コントロール パネル] - [管理ツール] - [サービス]を選択しま
す。

2 [サービス] ダイアログ ボックスで [Windows ファイアウォール] サービスを右クリックし、[プロパティ] を選択
します。

3 [Windows ファイアウォールのプロパティ] ダイアログ ボックスで、[リカバリ] タブをクリックします。
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4 障害が発生した後にサービスを再起動するリカバリ設定を選択します。

設定 ドロップダウン メニュー オプション

最初の障害： [サービスの再起動]

2 番目の障害： [サービスの再起動]

それ以降の障害： [サービスの再起動]

 
5 [エラーで停止するようにアクションを有効化] チェックボックスを選択し、[OK] をクリックします。

6 親仮想マシンまたはテンプレート仮想マシンからデスクトップ プールを展開または再展開します。

仮想マシンへの View Agent のインストール
View 接続サーバが、vCenter Server によって管理される仮想マシンと通信できるようにするには、それらの仮想マ
シンに View Agent をインストールする必要があります。自動デスクトップ プールのテンプレート、リンク クロー
ン デスクトップ プールの親、および手動デスクトップ プール内のマシンとして使用するすべての仮想マシンに View
Agent をインストールします。

View Agent のサイレント インストールを実行すると、ウィザードのプロンプトに応答することなく複数の
Windows 仮想マシンに View Agent をインストールできます。View Agent のサイレント インストールを参照し
てください。

View Agent ソフトウェアは、セキュリティ サーバ、View 接続サーバ、View Composer、または Horizon Client
を含む他の View ソフトウェア コンポーネントと同じ仮想マシンまたは物理マシンにインストールすることはでき
ません。

前提条件

n リモート デスクトップの展開のためにゲスト OS を準備します。リモート デスクトップの展開のためのゲスト
OS の準備を参照してください。

n Windows Server 仮想マシンを（RDS ホストとしてではなく）リモート デスクトップとして使用するには、デ
スクトップで使用するための Windows Server OS の準備に説明されている手順を実行します。

n マシンに Microsoft Visual C++ Redistributable パッケージがインストールされている場合、パッケージのバー
ジョンが 2005 SP1 以降であることを確認します。パッケージのバージョンが 2005 以前の場合、パッケージの
アップグレードまたはアンインストールのいずれかが可能です。

n VMware 製品ページ (http://www.vmware.com/go/downloadview) から、View Agent インストーラ ファ
イルをダウンロードします。

n 仮想マシンに対して管理者権限を持っていることを確認します。

n View Agent カスタム セットアップ オプションについて理解しておきます。View Agent のカスタム セットア
ップ オプション を参照してください。

n View Agent インストール プログラムによってファイアウォール上で開かれる TCP ポートについて理解してお
きます。詳細については、『View アーキテクチャの計画』ドキュメントを参照してください。
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n View Composer Agent のカスタム セットアップ オプションを選択する場合は、View Composer を使用する
ためのライセンスを持っていることを確認します。

手順

1 View Agent インストール プログラムを起動するには、インストーラ ファイルをダブルクリックします。

インストーラのファイル名は、VMware-viewagent-y.y.y-xxxxxx.exe または VMware-viewagent-

x86_64-y.y.y-xxxxxx.exe です。y.y.y はバージョン番号、xxxxxx はビルド番号です。

2 VMware のライセンス条件に同意します。

3 リモート デスクトップ サービス (RDS) ロールがインストールされていない Windows Server マシンに View
Agent をインストールする場合は、[「デスクトップ モード」で VMware Horizon View Agent をインストー
ル] を選択します。

このオプションを選択すると、RDS ホストとしてではなくシングルユーザー View デスクトップとして
Windows Server マシンが構成されます。マシンを RDS ホストとして機能させる場合は、View Agent インス
トールをキャンセルして、マシンに RDS ロールをインストールし、View Agent インストールをもう一度開始し
ます。

4 インターネット プロトコル (IP) バージョンとして、[IPv4] または [IPv6] を選択します。

すべての View コンポーネントを同じ IP バージョンでインストールする必要があります。

5 FIPS モードを有効にするか無効にするかを選択します。

このオプションは、Windows で FIPS モードが有効にされている場合にのみ使用可能です。

6 カスタム セットアップのオプションを選択します。

リンク クローン デスクトップを展開するには、[View Composer Agent] オプションを選択します。

7 インストール先フォルダを受け入れるか、変更します。

8 View Agent インストール プログラムの指示に従ってインストールを終了します。

注:    ゲスト OS の準備中にリモート デスクトップ サポートを有効にしなかった場合は、View Agent インスト
ール プログラムから有効にするよう求められます。View Agent のインストール中にリモート デスクトップ サ
ポートを有効にしない場合は、インストールの終了後に手動で有効にする必要があります。

9 USB リダイレクト オプションを選択した場合は、仮想マシンを再起動して USB サポートを有効にします。

さらに、[新しいハードウェアが見つかりました] ウィザードが起動する場合があります。仮想マシンを再起動す
る前に、ウィザードの指示に従ってハードウェアを構成します。

VMware Horizon View Agent サービスは、仮想マシンで開始されます。

[View Composer Agent] オプションを選択した場合、VMware Horizon View Composer Guest Agent Server サ
ービスが仮想マシンで開始されます。

次のステップ

仮想マシンが複数の NIC を使用する場合は、View Agent が使用するサブネットを構成します。View Agent のため
の複数の NIC を使用する仮想マシンの構成を参照してください。
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View Agent のカスタム セットアップ オプション

仮想マシンに View Agent をインストールするときには、カスタム セットアップ オプションを選択または選択解除
できます。また、View Agent は特定の機能を、サポートされているすべてのゲスト OS に自動的にインストールし
ます。これらの機能はオプションではありません。

ゲスト OS でサポートされる機能については、『View アーキテクチャの計画』の「View Agent の機能サポート マト
リックス」を参照してください。

最新の View Agent バージョンをインストールした後でカスタム セットアップ オプションを変更するには、View
Agent をアンインストールしてから再インストールする必要があります。パッチおよびアップグレードの場合、前の
バージョンをアンインストールすることなく、新しい View Agent インストーラを実行して、新しいオプション セッ
トを選択できます。

すべてのカスタム セットアップ オプションは、シリアル ポート リダイレクト、スキャナ リダイレクト、USB リダ
イレクト、PCoIP スマートカードを除いて、デフォルトで選択されています。

表 3-2. View Agent のカスタム セットアップ オプション

オプション 説明

シリアル ポート リダイレクト クライアント システムに接続される シリアル COM ポートをリダイレク
トするので、それらをリモート デスクトップで使用できます。

デフォルトではこのセットアップ オプションは選択されていません。こ
のオプションを選択してインストールする必要があります。

シリアル ポート リダイレクトは、単一ユーザー マシンに展開されたリモ
ート デスクトップ でサポートされます。

シリアル ポート リダイレクトは Horizon 6 バージョン 6.1.1 以降のリ
リースで使用できます。

スキャナ リダイレクト クライアント システムに接続されるスキャン デバイスおよびイメージン
グ デバイスをリダイレクトするので、それらのデバイスをリモート デス
クトップまたはアプリケーションで使用できます。

デフォルトではこのセットアップ オプションは選択されていません。こ
のオプションを選択してインストールする必要があります。

スキャナ リダイレクトは Horizon 6.0.2 以降のリリースで使用できま
す。

USB リダイレクト デスクトップにローカルに接続されている USB デバイスにユーザーがア
クセスできるようにします。

USB リダイレクトは、単一ユーザー マシンに展開されたリモート デスク
トップ でサポートされます。また、USB フラッシュ ドライブとハード デ
ィスクのリダイレクトは、RDS デスクトップとアプリケーションでサポ
ートされます。

デフォルトではこのセットアップ オプションは選択されていません。こ
のオプションを選択してインストールする必要があります。

USB リダイレクトを安全に使用するガイダンスについては、『View セキ
ュリティ』ガイドを参照してください。たとえば、グループ ポリシー設
定を使用して、特定のユーザーの USB リダイレクトを無効にすることが
できます。

HTML Access ユーザーは HTML Access を使用して View デスクトップに接続できま
す。HTML Access Agent は View デスクトップにインストールする必
要があり、これによってユーザーは HTML Access に接続できます。
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オプション 説明

View Composer Agent View Agent をこの仮想マシンから展開されるリンククローン デスクト
ップで実行できるようにします。

リアルタイム オーディオビデオ クライアント システムに接続される Web カメラおよびオーディオ デバ
イスをリダイレクトするので、それらをリモート デスクトップで使用で
きます。

クライアント ドライブ リダイレクト これを使用すると、Horizon Client ユーザーはリモート デスクトップと
ローカル ドライブを共有できます。

このセットアップ オプションがインストールされた後は、リモート デス
クトップではこれ以上の構成は必要ありません。

クライアント ドライブ リダイレクトは RDS デスクトップおよびアプリ
ケーションと、未管理のマシンで実行される VDI デスクトップ上でもサ
ポートされます。

仮想印刷 ユーザーがクライアント コンピュータで使用できる任意のプリンタに出
力できるようにします。ユーザーは、デスクトップに追加のドライバをイ

ンストールする必要はありません。

Horizon 6.0.1 以降では、仮想印刷は次のリモート デスクトップとアプリ
ケーションでサポートされます。

n Windows Desktop や Windows Server マシンなど、単一ユーザ
ーのマシンに展開されたデスクトップ

n 仮想マシンである RDS ホストに展開されたデスクトップ

n ホスト型アプリケーション

n リモート デスクトップ内部の Horizon Client から起動されるホス
ト型アプリケーション

Horizon 6.0 以前では、仮想印刷は、単一ユーザーの Windows デスク
トップ マシンに展開されたデスクトップでサポートされます。

仮想印刷機能は、View Agent からインストールしたときのみサポートさ
れます。VMware Tools でインストールしてもサポートされません。

vRealize Operations Desktop Agent vRealize Operations for View が View デスクトップを監視するための
情報を提供します。

View Persona Management ローカル デスクトップのユーザー プロファイルをリモート プロファイ
ル リポジトリと同期させて、ユーザーがデスクトップにログインすると
きはいつでもユーザー プロファイルにアクセスできるようにします。

PCoIP スマートカード ユーザーが、PCoIP 表示プロトコルの使用時にスマート カードを使用し
て認証できるようにします。デフォルトではこのオプションが選択され

ていません。

PCoIP スマートカードは、単一ユーザー マシンに展開されたリモート デ
スクトップ でサポートされます。

VMware オーディオ リモート デスクトップに仮想オーディオ ドライバを提供します。

IPv6 環境における、オプション機能は View Composer Agent および VMware Audio のみです。
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表 3-3. 自動的にインストールされる View Agent 機能（非オプション）

機能 説明

PCoIP エージェント ユーザーが PCoIP 表示プロトコルを使用して View デスクトップに接続
できるようにします。

PCoIP Agent 機能をインストールすると、Windows デスクトップでス
リープ モードが無効になります。ユーザーが Power Options（電源オプ
ション） または Shut Down（シャットダウン） メニューに移動すると、
スリープ モードまたはスタンバイ モードは非アクティブになっていま
す。非アクティブのデフォルトの期間が過ぎても、デスクトップはスリー

プ モードやスタンバイ モードになりません。デスクトップはアクティブ
モードのままです。

Windows Media マルチメディア リダイレクト (MMR) Windows 7 以降のデスクトップおよびクライアントにマルチメディア
リダイレクトを拡張します。この機能は、クライアント コンピュータに
直接マルチメディア ストリームを配信し、これによってリモート ESXi ホ
ストの代わりにクライアント ハードウェアでマルチメディア ストリーム
を処理できます。

Unity Touch タブレットおよびスマートフォン ユーザーがリモート デスクトップで実
行している Windows アプリケーションを容易に操作できます。ユーザ
ーはすべてスタート メニューまたはタスクバーを使用せずに、Windows
アプリケーションやファイルの参照、検索、およびオープンを行ったり、

お気に入りのアプリケーションやファイルを選択したり、実行しているア

プリケーションを切り替えたりすることができます。

仮想ビデオ ドライバ リモート デスクトップに仮想ビデオ ドライバを提供します。

IPv6 環境で自動インストールされる機能は、PCoIP Agent のみです。

View Agent のサイレント インストール
Microsoft Windows Installer（MSI）のサイレント インストール機能を使用して、複数の Windows 仮想マシンま
たは物理コンピュータに View Agent をインストールできます。サイレント インストールはコマンド ラインを使用
して行い、ウィザードのプロンプトに応える必要はありません。

サイレント インストールを使うと、大規模なエンタープライズに View のコンポーネントを効率よく展開できます。

自動的に、つまりデフォルトでインストールされる機能の一部がインストールされないようにする場合は、ADDLOCAL

MSI プロパティを使用して個々のセットアップ オプションと機能を選択的にインストールできます。ADDLOCAL プ

ロパティの詳細については、表 3-5. MSI コマンド ライン オプションおよび MSI プロパティを参照してください。

前提条件

n デスクトップの展開のためにゲスト OS を準備します。リモート デスクトップの展開のためのゲスト OS の準
備を参照してください。

n Windows Server マシンを（RDS ホストではなく）シングルセッションのリモート デスクトップとして使用す
るには、デスクトップで使用するための Windows Server OS の準備に記載されている手順を実行します。

n マシンに Microsoft Visual C++ Redistributable パッケージがインストールされている場合、パッケージのバー
ジョンが 2005 SP1 以降であることを確認します。パッケージのバージョンが 2005 以前の場合、パッケージの
アップグレードまたはアンインストールのいずれかが可能です。
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n VMware 製品ページ (http://www.vmware.com/go/downloadview) から、View Agent インストーラ ファ
イルをダウンロードします。

インストーラのファイル名は、VMware-viewagent-y.y.y-xxxxxx.exe または VMware-viewagent-

x86_64-y.y.y-xxxxxx.exe です。y.y.y はバージョン番号、xxxxxx はビルド番号です。

n 仮想マシンまたは物理 PC に対する管理者権限があることを確認します。

n View Agent カスタム セットアップ オプションについて理解しておきます。View Agent のカスタム セットア
ップ オプション を参照してください。

n View Composer Agent のカスタム セットアップ オプションを選択する場合は、View Composer を使用する
ためのライセンスを持っていることを確認します。

n MSI インストーラのコマンドライン オプションについて理解しておきます。Microsoft Windows インストー
ラ コマンド ライン オプションを参照してください。

n View Agent で使用できるサイレント インストールのプロパティについて理解しておきます。View Agent の
サイレント インストールのプロパティを参照してください。

n View Agent インストール プログラムによってファイアウォール上で開かれる TCP ポートについて理解してお
きます。詳細については、『View アーキテクチャの計画』ドキュメントを参照してください。

n View Agent をサイレント インストールする予定のゲスト OS に、最新の Windows Update パッチがインスト
ールされていることを確認します。場合によっては、Windows Update パッチの保留を実行するために、管理
者によるインタラクティブなインストールを行う必要があります。すべての OS 操作とその後の再起動が完了し
ていることを確認します。

手順

1 仮想マシンまたは物理 PC で Windows コマンド プロンプトを開きます。

2 インストール コマンドを 1 行で入力します。

この例では、vCenter Server によって管理される仮想マシンに View Agent をインストールします。インスト
ーラは、View Composer Agent、仮想印刷、USB リダイレクト、HTML アクセス、リアルタイムの音声映像の
各カスタム セットアップ オプション、自動でインストールされる非オプション機能などを構成します。

VMware-viewagent-y.y.y-xxxxxx.exe /s /v"/qn VDM_VC_MANAGED_AGENT=1

ADDLOCAL=Core,SVIAgent,ThinPrint,USB,HtmlAccess,RTAV"

この例では、非管理対象コンピュータに View Agent をインストールし、指定した View 接続サーバ
（cs1.companydomain.com）にデスクトップを登録します。インストーラは仮想印刷と USB リダイレクト カ

スタム設定オプション、自動でインストールされた非オプション機能を構成します。

VMware-viewagent-y.y.y-xxxxxx.exe /s /v"/qn VDM_VC_MANAGED_AGENT=0

VDM_SERVER_NAME=cs1.companydomain.com VDM_SERVER_USERNAME=admin.companydomain.com

VDM_SERVER_PASSWORD=secret ADDLOCAL=Core,ThinPrint,USB"

Windows Server マシンに View Agent をインストールし、そのマシンを RDS ホストとしてではなくシングル
ユーザー View デスクトップとして構成する場合は、インストール コマンドに
VDM_FORCE_DESKTOP_AGENT=1 プロパティを含める必要があります。この要件は、vCenter Server によって

管理されるマシンと管理対象外のマシンに適用されます。
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VMware View Agent サービスは、仮想マシンで開始されます。

[View Composer Agent] オプションを選択した場合、VMware View Composer Guest Agent Server サービスが
仮想マシンで開始されます。

次のステップ

仮想マシンが複数の NIC を使用する場合は、View Agent が使用するサブネットを構成します。View Agent のため
の複数の NIC を使用する仮想マシンの構成を参照してください。

Microsoft Windows インストーラ コマンド ライン オプション

View コンポーネントのサイレント インストールを実行するには、Microsoft Windows インストーラ (MSI) のコマ
ンドライン オプションおよびプロパティを使用する必要があります。View コンポーネントのインストーラは MSI
プログラムであり、MSI の標準機能を使用します。

MSI の詳細については、Microsoft の Web サイトを参照してください。MSI コマンド ライン オプションについて
は、Microsoft Developer Network (MSDN) ライブラリの Web サイトを参照して、MSI コマンド ライン オプショ
ンを検索してください。MSI コマンド ラインの使用方法を確認するには、View コンポーネント コンピュータでコマ
ンド プロンプトを開いて、msiexec /? と入力します。

View コンポーネントのインストーラをサイレントに実行するには、まずブートストラップ プログラムを無効にしま
す。このプログラムはインストーラを一時ディレクトリに展開し、対話型インストールを開始します。

コマンド ラインで、インストーラのブートストラップ プログラムを制御するコマンド ライン オプションを入力する
必要があります。

表 3-4. View コンポーネントのブートストラップ プログラムのコマンドライン オプション

オプション 説明

/s ブートストラップのスプラッシュ画面と抽出ダイアログを無効にします。これによって、対話的なダイア

ログは表示されません。

例: VMware-viewconnectionserver-y.y.y-xxxxxx.exe /s

/s オプションがサイレント インストールを実行するために必要です。

/v"

MSI_command_line_options"
コマンド ラインで入力する二重引用符で囲んだ文字列を MSI のオプションのセットとして解釈するよう
にインストーラに指示します。二重引用符でコマンド ライン入力を囲む必要があります。/v の後とコマ

ンド ラインの最後に二重引用符を配置します。

例: VMware-viewagent-y.y.y-xxxxxx.exe /s /v"command_line_options"

スペースを含む文字列を解釈するように MSI インストーラに指示するには、その文字列を 2 組の二重引用
符で囲みます。たとえば、スペースを含むインストール パス名で View コンポーネントをインストールす
るとします。

例: VMware-viewconnectionserver-y.y.y-xxxxxx.exe /s /v"command_line_options
INSTALLDIR=""d:\abc\my folder"""

この例では、MSI インストーラはインストール ディレクトリのパスをそのまま渡し、2 つのコマンドライ
ン オプションとしての文字列の解釈を試行しません。コマンド ライン全体を囲む二重引用符が末尾にあ
ることに注意してください。

/v"command_line_options" オプションがサイレント インストールを実行するために必要です。
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コマンド ライン オプションおよび MSI プロパティ値を MSI インストーラ msiexec.exe に渡すことによってサイ

レント インストールの残りを制御します。MSI インストーラには、View コンポーネントのインストール コードが含
まれています。このインストーラはコマンド ラインに入力された値およびオプションを使用して、View コンポーネ
ントに固有のインストールの選択内容およびセットアップ オプションを解釈します。

表 3-5. MSI コマンド ライン オプションおよび MSI プロパティ

MSI オプションまたはプロパティ 説明

/qn MSI インストーラにインストーラ ウィザード ページを表示しないように指示します。

たとえば、次のように View Agent のサイレント インストールを実行し、デフォルトのセットアップ オプシ
ョンおよび機能のみを使用するようにすることができます。

VMware-viewagent-y.y.y-xxxxxx.exe /s /v"/qn"

その代わりに、/qb オプションを使用して、非対話的にウィザード ページを表示する自動インストールがで

きます。インストールが進むとウィザード ページが表示されますが、それらに応答はできません。

/qn または /qb オプションがサイレント インストールを実行するために必要です。

INSTALLDIR View コンポーネントの代替インストール パスを指定します。

INSTALLDIR=path の形式で、インストール パスを指定します。View コンポーネントをデフォルト パス

にインストールする場合は、この MSI プロパティを無視してかまいません。

この MSI プロパティはオプションです。
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MSI オプションまたはプロパティ 説明

ADDLOCAL コンポーネント固有のインストール オプションを決定します。

インタラクティブなインストールでは、View インストーラに設定または設定解除できるカスタムのセットア
ップ オプションが表示されます。サイレント インストールでは、ADDLOCAL プロパティを使用して、コマン

ド ラインでオプションを指定することで、個別のセットアップ オプションを選択的にインストールできます
明示的に指定しないオプションはインストールされません。

インタラクティブとサイレントの両方のインストールで、View インストーラは特定の機能を自動的にインス
トールします。ADDLOCAL を使用して、これらの非オプション機能をインストールするかどうかを制御できま

す。

インタラクティブなインストール時にインストール可能なカスタム設定オプションをすべてインストールす

るには、ADDLOCAL=ALL と入力します。これにはデフォルトでインストールされる項目と、インストールを

選択する必要がある項目、およびサポートされるゲスト・オペレーティング・システム上に自動でインストー

ルされる非オプション機能が含まれます。

次の例は Core、PCoIP、UnityTouch、VmVideo、PSG、およびゲスト・オペレーティング・システム上
でサポートされるすべての機能をインストールします: VMware-viewagent-y.y.y-
xxxxxx.exe /s /v"/qn ADDLOCAL=ALL"

ADDLOCAL プロパティを使用しない場合は、デフォルトでインストールされているカスタム設定オプション

と、自動的にインストールされる機能がインストールされます。デフォルトでオフになっている（選択解除さ

れている）カスタム設定オプションはインストールされません。

次の例は Core、PCoIP、UnityTouch、VmVideo、PSG、およびゲスト オペレーティング システム上でサ
ポートされているデフォルトでオンのカスタム設定オプションをインストールします: VMware-
viewagent-y.y.y-xxxxxx.exe /s /v"/qn"

個別のセットアップ オプションを指定するには、カンマで区切ったセットアップ オプション名のリストを入
力します。名前の間にスペースを使用しないでください。ADDLOCAL=value,value,value... の形式

を使用します。

ADDLOCAL=value,value,value... のプロパティを使用するときは、Coreを含める必要があります。

次ので例は、Core、PCoIP、UnityTouch、VMVideo、PSG, View Composer Agent、仮想印刷機能とと
もに、ゲスト・オペレーティング・システムに View Agent をインストールします（View Composer Agent
と仮想印刷がゲスト オペレーティング システムでサポートされている場合）。

VMware-viewagent-y.y.y-xxxxxx.exe /s /v"/qn

ADDLOCAL=Core,SVIAgent,ThinPrint"

前の例では、デフォルトでインタラクティブにインストールされる場合でも、他のオプションはインストール

しません。

ADDLOCAL MSI プロパティはオプションです。

REBOOT REBOOT=ReallySuppress オプションを使用して、システム構成作業をシステムが再起動する前に完了す

ることができます。

この MSI プロパティはオプションです。

/l*v log_file ログ情報を詳細出力で指定したログ ファイルに書き込みます。

例: /l*v ""%TEMP%\vmmsi.log""

この例は、対話的なインストール中に生成されたログに類似する詳細なログ ファイルを生成します。

このオプションを使用して、インストールで一意的に適用するカスタム機能を記録できます。記録された情報

を使用して、将来のサイレント インストールでインストール機能を指定できます。

/l*v オプションはオプションです。
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View Agent のサイレント インストールのプロパティ

コマンド ラインから View Agent をサイレント インストールする場合に特定のプロパティを含めることができま
す。Microsoft Windows Installer （MSI）がプロパティと値を解釈できるように、PROPERTY=value 形式を使用

する必要があります。

表 3-6. View Agent をサイレント インストールするときの MSI プロパティ に、コマンドラインで使用できる View
Agent サイレント インストールのプロパティを示します。

表 3-6. View Agent をサイレント インストールするときの MSI プロパティ

MSI プロパティ 説明 デフォルト値

INSTALLDIR View Agent ソフトウェアがインストールされるパスおよびフォルダ。

例：INSTALLDIR=""D:\abc\my folder""

パスを 2 つの二重引用符のセットで囲むと、MSI インストーラはパス内の領
域を無視します。

この MSI プロパティはオプションです。

%ProgramFiles%

\VMware\VMware View

\Agent

RDP_CHOICE デスクトップでリモート デスクトップ プロトコル（RDP）を有効にするかど
うかを決定します。

値 1 を指定すると、RDP が有効になります。値 0 を指定すると、RDP 設定
は無効のままです。

この MSI プロパティはオプションです。

1

UNITY_DEFAULT_APPS モバイル デバイスの Unity Touch サイドバーに表示されるデフォルトのお
気に入りのアプリケーションのリストを指定します。このプロパティは、

Unity Touch コンポーネントをサポートするために作成されました。これ
は一般的な MSI プロパティではありません。

お気に入りのアプリケーションのデフォルト リストの構成およびこのプロ
パティで使用するための構文とフォーマットについての詳細は、Unity
Touch で表示されるお気に入りアプリケーションの構成を参照してくださ
い。

この MSI プロパティはオプションです。

VDM_VC_MANAGED_AGENT View Agent がインストールされる仮想マシンを vCenter Server が管理す
るかどうかを決定します。

値 1 を指定すると、デスクトップは vCenter Server の管理対象仮想マシン
として構成されます。

値 0 を指定すると、デスクトップは vCenter Server の非管理対象として構
成されます。

この MSI プロパティは必須です。

なし

VDM_SERVER_NAME View Agent インストーラが非管理対象デスクトップを登録する View 接続
サーバ コンピュータのホスト名または IP アドレス。このプロパティは、非
管理対象デスクトップにのみ適用されます。

例: VDM_SERVER_NAME=10.123.01.01

非管理対象デスクトップでは、この MSI プロパティは必須です。

vCenter Server の管理対象の仮想マシン デスクトップには、この MSI プロ
パティを使用しないでください。

なし
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MSI プロパティ 説明 デフォルト値

VDM_SERVER_USERNAME View 接続サーバ コンピュータの管理者のユーザー名。この MSI プロパテ
ィは、非管理対象デスクトップにのみ適用されます。

例：VDM_SERVER_USERNAME=domain\username

非管理対象デスクトップでは、この MSI プロパティは必須です。

vCenter Server の管理対象の仮想マシン デスクトップには、この MSI プロ
パティを使用しないでください。

なし

VDM_SERVER_PASSWORD View 接続サーバ管理者ユーザー パスワード。

例: VDM_SERVER_PASSWORD=secret

非管理対象デスクトップでは、この MSI プロパティは必須です。

vCenter Server の管理対象の仮想マシン デスクトップには、この MSI プロ
パティを使用しないでください。

なし

VDM_IP_PROTOCOL_USAGE View Agent が使用する IP バージョンを指定します。 使用可能な値は
IPv4 および IPv6 です。

IPv4

VDM_FIPS_ENABLED FIPS モードを有効にするか無効にするかを指定します。値 1 は FIPS モー
ドを有効にします。値 0 は FIPS モードを無効にします。このプロパティが
1 に設定され、Windows が FIPS モードになっていない場合、インストーラ
は中断されます。

0

サイレント インストール コマンドでは、MSI プロパティ ADDLOCAL= を使用して、View Agent インストーラが構成

するオプションを指定できます。

表 3-7. View Agent のサイレント インストール オプションとインタラクティブ カスタム セットアップ オプション
（省略可能） には、コマンド ラインに入力できる View Agent オプションが示されます。これらのオプションには対
応するセットアップ オプションがあり、それらのオプションはインタラクティブ インストールで選択解除または選
択できます。カスタム セットアップ オプションの詳細については、View Agent のカスタム セットアップ オプショ
ン を参照してください。

コマンド ラインで ADDLOCAL プロパティを使用しない場合、View Agent はインタラクティブなインストール時にデ

フォルトでインストールされるすべてのオプションをインストールします（ゲスト オペレーティング システムでサ
ポートされている場合）。ADDLOCAL=ALL を使用すると、View Agent は次のオプションを、デフォルトでオンのもの

もオフのものもすべてインストールします（ゲスト オペレーティング システムでサポートされている場合）。詳細に
ついは、Microsoft Windows インストーラ コマンド ライン オプションにある ADDLOCAL の表のエントリを参照し

てください。

表 3-7. View Agent のサイレント インストール オプションとインタラクティブ カスタム セットアップ オプション
（省略可能）

サイレント インストール オプ
ション

対話的なインストールのカスタム セットアップ オプシ
ョン

インタラクティブなインストール時にデフォルトでイ

ンストールされる、または ADDLOCAL が使用されていな

い場合にインストールされる

USB USB リダイレクト いいえ

HtmlAccess HTML Access Agent はい

SVIAgent View Composer Agent はい

RTAV リアルタイム オーディオビデオ はい

ClientDriveRedirection クライアント ドライブ リダイレクト はい

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 43



サイレント インストール オプ
ション

対話的なインストールのカスタム セットアップ オプシ
ョン

インタラクティブなインストール時にデフォルトでイ

ンストールされる、または ADDLOCAL が使用されていな

い場合にインストールされる

SerialPortRedirection シリアル ポート リダイレクト いいえ

ScannerRedirection スキャナ リダイレクト いいえ

ThinPrint 仮想印刷 はい

V4V vRealize Operations Desktop Agent はい

VPA View Persona Management はい

SmartCard PCoIP スマートカード。インタラクティブなインスト
ールで、この機能がデフォルトでインストールされるこ

とはありません。

いいえ

VmwVaudio VMware オーディオ（仮想オーディオ ドライバ） はい

TSMMR Windows Media マルチメディア リダイレクト
(MMR)

はい

RDP この機能は、コマンド ラインの RDP_CHOICE=1 プロパ

ティを使用するか、View Administrator でデスクトッ
プ プールを作成または編集する際にデフォルトの表示
プロトコルとして RDP を選択する場合に、レジストリ
の RDP を有効にします。

この機能はインタラクティブなインストールでは非表示

になっています。

はい

表 3-8. 自動的にインストールされる View Agent サイレント インストール機能（非オプション） には、自動的にイ
ンストールされる View Agent 機能が示されます。これらの機能がサポートされるすべてのゲスト OS でインスト
ールされます。これらの機能はオプションではありません。ADDLOCAL= プロパティを使用して、これらをインストー

ルするかどうかを制御できません。

表 3-8. 自動的にインストールされる View Agent サイレント インストール機能（非オプション）

サイレント インストール機能 説明

Core View Agent のコア機能

ADDLOCAL=ALL を指定すると、Core 機能がインストールされます。

PCoIP PCoIP プロトコル エージェント

VmVideo 仮想ビデオ ドライバ

UnityTouch Unity Touch

PSG この機能は、View Agent が IPv4 または IPv6 を使用しているかどうかを、View 接続サーバ
に伝えるレジストリ エントリを設定します。

サイレント インストールでコマンド ライン引数 FlashURLRedirection を入力することによって、Flash URL リ

ダイレクト機能をインストールします。この機能は、インタラクティブなインストールでも、サイレント インストー
ルで ADDLOCAL=ALL を使用した場合でもインストールされません。

例: VMware-viewagent-y.y.y-xxxxxx.exe /s /v"/qn VDM_VC_MANAGED_AGENT=1
ADDLOCAL=Core,SVIAgent,ThinPrint,USB,HtmlAccess,FlashURLRedirection,RTAV"
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View Agent のための複数の NIC を使用する仮想マシンの構成
複数の NIC を使用する仮想マシンに View Agent をインストールするときは、View Agent が使用するサブネットを
設定する必要があります。サブネットによって、クライアント プロトコル接続のために View Agent が View 接続サ
ーバ インスタンスに提供するネットワーク アドレスが決まります。

手順

u View Agent がインストールされている仮想マシンで、コマンド プロンプトを開き、regedit.exe と入力しま

す。次に、サブネットを構成するためのレジストリ エントリを作成します。

たとえば、IPv4 ネットワークの場合は
HKLM\Software\VMware, Inc.\VMware VDM\IpPrefix = n.n.n.n/m (REG_SZ) のようにします。

この例で、n.n.n.n は TCP/IP サブネットで、m はサブネット マスクのビット数です。

注:    Horizon 6 バージョン 6.1 よりも前のリリースでは、このレジストリ パスが
HKLM\Software\VMware, Inc.\VMware VDM\Node Manager\subnet = n.n.n.n/m (REG_SZ) で

した。この古いレジストリ設定は、View Agent 6.1 以降で使用されません。以前のリリースからバージョン 6.1
以降に View Agent をアップグレードする場合は、現在のレジストリ設定を使用してください。

ゲスト OS のパフォーマンスの最適化
リモート デスクトップの展開のためにゲスト OS のパフォーマンスを最適化する特定の手順を実行できます。これ
らの手順はすべてオプションです。

推奨事項としては、スクリーン セーバーをオフにすること、およびスリープ タイマーを指定しないことが挙げられ
ます。組織によっては、スクリーン セーバーの使用を必須にしていることがあります。たとえば、スクリーン セー
バーが起動してから一定時間後にデスクトップをロックする GPO 管理のセキュリティ ポリシーを使用している場
合が考えられます。この場合は、ブランクのスクリーン セーバーを使用してください。

前提条件

n リモート デスクトップの展開のためにゲスト OS を準備します。

n Windows カスタマー エクスペリエンス向上プログラムを無効にする手順を理解しておきます。Windows カ
スタマー エクスペリエンス向上プログラムを無効にするを参照してください。

手順

u COM1、COM2、LPT などの未使用のポートを無効にします。

u 表示のプロパティを調整します。

a ベーシック テーマを選択します。

b 背景を単色に設定します。

c スクリーン セーバーを [なし] にします。

d ハードウェアのアクセラレーションを有効にしていることを確認します。

u 高パフォーマンスの電源オプションを選択し、スリープ タイマーを指定しません。
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u インデックス サービス コンポーネントを無効にします。

注:    インデックスを付けると、ファイルがカタログ化されて検索の速度が向上します。頻繁に検索を行うユーザ
ーに対しては、この機能を無効にしないでください。

u システムの復元ポイントを削除するか、または最小限に抑えます。

u C:¥ のシステム保護をオフにします。

u 不要なすべてのサービスを無効にします。

u サウンド設定を [サウンドなし] に設定します。

u 視覚効果を [パフォーマンスを優先する] に設定します。

u Windows Media Player を開き、デフォルトの設定を使用します。

u 自動コンピュータ保守をオフにします。

u パフォーマンス設定を最高のパフォーマンスに調整します。

u C:¥ 内の $NtUninstallKB893756$ などの非表示のアンインストール フォルダを削除します。

u すべてのイベント ログを削除します。

u ディスク クリーンアップを実行して一時ファイルを削除し、ごみ箱を空にして、必要でなくなったシステム フ
ァイルおよびその他の項目を削除します。

u ディスク デフラグを実行し、断片化されたデータを再配置します。

u Tablet PC コンポーネントの機能が必要でなければアンインストールします。

u IPv6 が必要でなければ無効にします。

u ファイル システム ユーティリティ（fsutil）コマンドを使用して、ファイルの最終アクセス時間を追跡する設

定を無効にします。

例：fsutil behavior set disablelastaccess 1

u レジストリ エディタ（regedit.exe）を起動し、[HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet

¥services¥Disk] の TimeOutValue REG_DWORD を 0x000000be(190) に変更します。

u Windows カスタマー エクスペリエンス向上プログラムをオフにし、タスク スケジューラから関連するタスクを
無効にします。

次のステップ

ゲスト OS をシャットダウンし、仮想マシンをパワーオフしてからパワーオンします。

View Composer リンククローン仮想マシンの増大を抑えるために Windows の特定のサービスやタスクを無効に
する方法の詳細については、リンククローン仮想マシンでの Windows の最適化を参照してください。さらに、特定
のサービスおよびタスクを無効にすることによって、フル仮想マシンのパフォーマンス上の利点も得られる可能性が

あります。
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Windows カスタマー エクスペリエンス向上プログラムを無効にする
Windows カスタマー エクスペリエンス向上プログラム、およびこのプログラムを制御する関連したタスク スケジュ
ーラのタスクを無効にすると、大規模なデスクトップ プール内の Windows 7、Windows 8/8.1、および Windows
10 のシステム パフォーマンスが向上する場合があります。

次の手順は、Windows 7 および Windows 8 に適用されます。別の Windows オペレーティング システムでは手順
が異なる可能性があります。

手順

1 Windows 7 または Windows 8 ゲスト OS で、コントロール パネルを起動して [アクション センター] - [アクシ
ョン センターの設定を変更] をクリックします。

2 [カスタマー エクスペリエンス向上プログラムの設定] をクリックします。

3 [いいえ、このプログラムに協力しません] を選択して [変更の保存] をクリックします。

4 コントロール パネルを起動して [管理ツール] - [タスク スケジューラ]をクリックします。

5 [タスク スケジューラ] ダイアログ ボックスの [タスク スケジューラ（ローカル）] ペインで[タスク スケジューラ
ライブラリ] - [Microsoft] - [Windows] ノードを展開し、[Application Experience]フォルダを開きます。

6 [AITAgent], [ProgramDataUpdater] を無効にし、使用できる場合は [Microsoft Compatibility Appraiser] タ
スクを無効にします。

7 [タスク スケジューラ ライブラリ] - [Microsoft] - [Windows] ノードで、[Customer Experience
Improvement Program] フォルダを開きます。

8 [Consolidator]、[KernelCEIPTask]、および [UsbCEIP] タスクを無効にします。

9 [タスク スケジューラ ライブラリ] - [Microsoft] - [Windows] ノードで[Autochk]フォルダを開きます。

10 [Proxy] タスクを無効にします。

次のステップ

他の Windows 最適化タスクを実行します。ゲスト OS のパフォーマンスの最適化を参照してください。

リンククローン仮想マシンでの Windows の最適化
Windows 7、Windows 8/8.1、および Windows 10 の特定のサービスおよびタスクを無効にすることによって、
View Composer リンククローン仮想マシンの拡大を抑えることができます。さらに、特定のサービスおよびタスク
を無効にすることによって、フル仮想マシンのパフォーマンス上の利点も得られる可能性があります。

Windows のサービスおよびタスクを無効にした場合の利点

Windows 7、Windows 8/8.1、および Windows 10 は、リンククローン マシンがアイドル状態の場合でも View
Composer のリンク クローンの拡大を招く可能性のあるサービスおよびタスクをスケジュール設定します。リンク
クローン OS ディスクが徐々に拡大することで、最初にリンク クローン マシンを作成したときに達成したストレージ
の節約が台なしになることがあります。これらの Windows のサービスを無効にすることによって、リンク クローン
の拡大を抑えることができます。
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Windows ゲスト OS により、デフォルトでディスクの最適化などのサービスの実行がスケジュール設定されます。
これらのサービスは、無効にしない限り、バックグラウンドで実行されます。

また、OS ディスクの拡大に影響を与えるサービスによって、Windows 仮想マシン上の IOPS（1 秒あたりの入出力
操作）も生成されます。これらのサービスを無効にすると、IOPS を削減し、フル仮想マシンやリンク クローン上の
パフォーマンスを向上させることができます。

Windows を最適化するためのこれらのベスト プラクティスは、ほとんどのユーザー環境に適用されます。ただし、
各サービスを無効にした場合の効果は、実際のユーザー、アプリケーション、およびデスクトップについて評価する

必要があります。特定のサービスをアクティブなままにしておくことが必要な場合もあります。

たとえば、リンク クローンを更新したり再構成したりする場合は、Windows Update サービスを無効にすると効果
的です。更新操作によって OS ディスクが最後のスナップショットに復元され、最後のスナップショットが作成され
た時点以降のすべての Windows 自動更新が削除されます。再構成操作によって、現在の Windows 更新が含まれて
いる可能性のある新しいスナップショットから OS ディスクが再作成されるため、Windows 自動更新が冗長になり
ます。

更新や再構成を定期的に行わない場合は、Windows Update サービスをアクティブなままにしておくことができま
す。

リンククローンの拡大を招く Windows のサービスおよびタスクの概要

Windows 7、Windows 8/8.1、および Windows 10 の特定のサービスおよびタスクは、リンククローン マシンが
アイドル状態の場合でも、数時間ごとに徐々にリンククローン OS ディスクの拡大を招く可能性があります。これら
のサービスおよびタスクを無効にすると、OS ディスクの拡大を抑制できます。

また、OS ディスクの拡大に影響を与えるサービスによって、Windows 仮想マシン上の IOPS も生成されます。フル
仮想マシンやリンク クローンで、これらのサービスを無効にした場合の利点を評価することができます。

表 3-9. OS がアイドル状態のとき Windows のサービスおよびタスクが OS ディスクの拡大と IOPS に与える影響に
示す Windows のサービスを無効にする前に、ゲスト OS のパフォーマンスの最適化の最適化の手順を実行したこと
を確認してください。
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表 3-9. OS がアイドル状態のとき Windows のサービスおよびタスクが OS ディスクの拡大と IOPS に与える影響

サービスまたはタスク 説明

デフォルトの頻度ま

たは起動

リンク クローン OS
ディスクへの影響 IOPS への影響

このサービスまたはタ

スクの無効化

Windows のハイバネ
ーション

コンピュータがパワ

ーオフされる前に、開

かれているドキュメ

ントやプログラムを

ファイルに格納する

ことによって省電力

状態を提供します。

このファイルは、コン

ピュータが再起動さ

れたときにメモリに

再びロードされ、ハイ

バネーションが起動

された時点の状態を

復元します。

デフォルトの電源プ

ラン設定では、ハイバ

ネーションは無効に

なっています。

高。

デフォルトでは、ハイ

バネーション ファイ
ル hiberfil.sys

のサイズは、仮想マシ

ンに搭載されている

RAM と同じです。こ
の機能は、すべてのゲ

スト OS に影響を与
えます。

高。

ハイバネーションが

起動されると、システ

ムは、搭載されている

RAM のサイズで
hiberfil.sys フ

ァイルを書き込みま

す。

はい

仮想環境では、ハイバ

ネーションに利点はあ

りません。

手順については、親仮

想マシンでの

Windows のハイバネ
ーションの無効化を参

照してください。

Windows でスケジュ
ール設定されたディス

クの最適化

ディスクの最適化は、

バックグラウンド処

理としてスケジュー

ル設定されます。

1 週間に 1 回 高。

ディスクの最適化操

作が繰り返されると、

リンク クローン OS
ディスクのサイズが

数 GB 増える場合が
あり、リンク クロー
ン上のディスク アク
セスの効率化にはほ

とんど役立ちません。

高 はい

Windows Update サ
ービス

Windows やその他
のプログラムの更新

を検出、ダウンロー

ド、およびインストー

ルします。

自動スタートアップ 中～高。

更新チェックが頻繁

に実行されるため、リ

ンク クローンの OS
ディスクへの書き込

みが頻繁に発生しま

す。影響は、ダウンロ

ードされる更新によ

って異なります。

中～高 View Composer の再
構成を使用して

Windows 更新をイン
ストールしたり、View
Composer の更新を
使用して OS ディスク
を元のスナップショッ

トに戻したりする場合

は行う。

Windows 診断ポリシ
ー サービス

Windows コンポー
ネントの問題を検出、

トラブルシューティ

ング、および解決しま

す。このサービスを

停止すると、診断が機

能しなくなります。

自動スタートアップ 中～高。

このサービスは、必要

に応じて起動されま

す。書き込みの頻度

は、要求によって異な

ります。

低～中 デスクトップ上で診断

ツールが機能する必要

がない場合は行う。

プリフェッチ/スーパ
ーフェッチ

実行するアプリケー

ションがより迅速に

起動されるように、ア

プリケーションに関

する特定の情報を格

納します。

無効にしない限り、常

に有効。

中

レイアウトおよびデ

ータベース情報や、必

要に応じて生成され

る個別のプリフェッ

チ ファイルに対する
定期的な更新が発生

します。

中 この機能を無効にした

後のアプリケーション

の起動時間が許容でき

る場合は行う。
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サービスまたはタスク 説明

デフォルトの頻度ま

たは起動

リンク クローン OS
ディスクへの影響 IOPS への影響

このサービスまたはタ

スクの無効化

Windows レジストリ
のバックアップ

（RegIdleBackup）

システムがアイドル

状態のときに、

Windows レジスト
リを自動的にバック

アップします。

10 日ごと、午前 12：
00

中。

このタスクが実行さ

れるごとに、レジスト

リのバックアップ フ
ァイルが生成されま

す。

中。 行う。

Windows レジストリ
のバックアップは必要

ありません。レジスト

リ データを復元するに
は、View Composer
の更新操作を使用でき

ます。

システムの復元 Windows システム
を以前の正常な状態

に戻します。

Windows の起動時
と、それ以降 1 日に 1
回。

低～中。

システムが必要と判

断した場合に、システ

ムの復元ポイントを

キャプチャします。

リンク クローンがア
イドル状態のときは、

オーバーヘッドは小

さいです。

大きな影響はありま

せん。

はい

影響は小さいものの、

View Composer の更
新を使用して OS ディ
スクを元のスナップシ

ョットに戻す場合、こ

のタスクは冗長です。

Windows Defender スパイウェア対策機

能を提供します。

Windows の起動時。
1 日に 1 回、クイック
スキャンを実行しま

す。各スキャンの前

に、更新をチェックし

ます。

中～高。

定義の更新、スケジュ

ール設定されたスキ

ャン、および必要に応

じて起動されるスキ

ャンを実行します。

中～高。 他のスパイウェア対策

ソフトウェアがインス

トールされている場合

は行う。

Microsoft Feeds
Synchronization タ
スク

（msfeedssync.exe

）

Windows Internet
Explorer Web ブラ
ウザ内の RSS フィー
ドを定期的に更新し

ます。このタスクは、

RSS フィードの自動
同期が有効になって

いる RSS フィードを
更新します。このプ

ロセスが Windows
タスク マネージャに
表示されるのは、

Internet Explorer
が実行されている場

合だけです。

1 日に 1 回。 中。

通常ディスクが構成

されていない場合は、

OS ディスクの拡大に
影響を与えます。通

常ディスクが構成さ

れている場合は、影響

が通常ディスクに移

ります。

中 ユーザーがデスクトッ

プ上での RSS フィード
の自動更新を必要とし

ない場合は行う。

Windows 親仮想マシンでのスケジュール設定されたディスクの最適化の無効化

リンク クローンを作成する前に、Windows 7、Windows 8/8.1、および Windows 10 親仮想マシンで、スケジュ
ール設定されたディスクの最適化を無効にする必要があります。Windows ゲスト OS により、デフォルトで週 1 回
のディスクの最適化がスケジュール設定されます。ディスクの最適化操作が繰り返されると、リンククローン OS デ
ィスクのサイズが大幅に増え、リンク クローン上のディスク アクセスが効率化されません。
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親仮想マシンからリンククローン プールを作成すると、リンク クローンはレプリカのディスクを共有します。レプ
リカのディスクは読み取り専用であるため、以降のディスクの最適化操作の影響を受けません。代わりに、ディスク

の最適化によって各クローンの OS ディスクが拡張されます。

ベスト プラクティスとして、スナップショットを作成してプールを作成する前に、親仮想マシンのディスクの最適化
を 1 回行うことをお勧めします。リンク クローンは、レプリカの最適化された読み取り専用ディスクを共有するた
め、ディスクの最適化はメリットがあります。

次の手順は、Windows 7 および Windows 8 に適用されます。別の Windows オペレーティング システムでは手順
が異なる可能性があります。

前提条件

n リンク クローンに展開しようとしているアプリケーションが仮想マシンにインストールされていることを確認
します。

n View Agent が View Composer Agent とともに仮想マシンにインストールされていることを確認します。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを選択し、[コンソールを開く] を選択します。

2 Windows ゲスト OS に管理者としてログインします。

3 [スタート] をクリックし、プログラムとファイルの検索 ボックスに「[デフラグ]」と入力します。

4 [プログラム] ペインで、ディスク デフラグ ツールをクリックします。

5 [ディスク デフラグ ツール] ダイアログ ボックスで、[ディスクの最適化] をクリックします。

ディスク デフラグ ツールによって、最適化されたファイルが仮想マシンのハード ディスク上に統合されます。

6 [ディスク デフラグ ツール] ダイアログ ボックスで、[スケジュールの構成] をクリックします。

7 [スケジュールに従って実行する (推奨)] の選択を解除し、[OK] をクリックします。

この親仮想マシンから作成されたリンククローン仮想マシンに対してディスクの最適化操作は実行されません。

Windows 仮想マシンでの Windows Update サービスの無効化

Windows Update サービスを無効にすると、更新がダウンロードされてインストールされるときに作成されるファ
イルの数や、発生する書き込みの数を削減できます。この操作によって、リンククローンの拡大を抑え、リンク クロ
ーンやフル仮想マシンの IOPS を削減することができます。

リンククローン デスクトップを更新したり再構成したりする場合は、Windows Update サービスを無効にしてくだ
さい。更新操作によって OS ディスクが元のスナップショットに復元され、Windows 自動更新が削除されます。再
構成操作によって、Windows 更新が含まれている可能性のある新しいスナップショットから OS ディスクが再作成
され、Windows 自動更新が冗長になります。

リンク クローンに Windows 更新をインストールするために再構成を使用しない場合は、Windows Update サービ
スを無効にしないでください。

次の手順は、Windows 7 および Windows 8 に適用されます。別の Windows オペレーティング システムでは手順
が異なる可能性があります。
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前提条件

最新の Windows 更新がダウンロードされ、仮想マシンにインストールされていることを確認します。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを選択し、[コンソールを開く] を選択します。

2 Windows ゲスト OS に管理者としてログインします。

3 [スタート] - [コントロール パネル] - [システムとセキュリティ] - [自動更新の有効化または無効化] をクリックし
ます。

4 [重要な更新プログラム] メニューで、[更新プログラムを確認しない] を選択します。

5 [推奨される更新プログラムについても重要な更新プログラムと同様に通知する] の選択を解除します。

6 [すべてのユーザーにこのコンピューターへの更新プログラムのインストールを許可する] の選択を解除し、[OK]
をクリックします。

Windows 仮想マシンでの診断ポリシー サービスの無効化

Windows 診断ポリシー サービスを無効にすると、システム書き込みの数を最小限にし、リンククローン マシンの拡
大を抑えることができます。

ユーザーがデスクトップに診断ツールを必要としている場合は、Windows 診断ポリシー サービスを無効にしないで
ください。

次の手順は、Windows 7 および Windows 8 に適用されます。別の Windows オペレーティング システムでは手順
が異なる可能性があります。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを選択し、[コンソールを開く] を選択します。

2 Windows ゲスト OS に管理者としてログインします。

3 [スタート] - [コントロール パネル] - [システムとセキュリティ] - [管理ツール] をクリックします。

4 [サービス] を選択し、[開く] をクリックします。

5 [Diagnostic Policy Service] をダブルクリックします。

6 （ローカル コンピュータ）Diagnostic Policy Service のプロパティ ダイアログで、[停止] をクリックします。

7 [起動タイプ] メニュー メニューで、[無効化] を選択します。

8 [OK] をクリックします。

Windows 仮想マシンでのプリフェッチとスーパーフェッチの機能の無効化

Windows のプリフェッチとスーパーフェッチの機能を無効にすることによって、プリフェッチ ファイルの生成と、
プリフェッチやスーパーフェッチの動作に関連したオーバーヘッドを回避できます。この操作によって、リンククロ

ーン マシンの拡大を抑え、フル仮想マシンやリンク クローン上の IOPS を最小限にすることができます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 52



プリフェッチとスーパーフェッチの機能を無効にするには、仮想マシンで Windows レジストリ キーを編集し、プリ
フェッチ サービスを無効にする必要があります。

次の手順は、Windows 7 および Windows 8 に適用されます。別の Windows オペレーティング システムでは手順
が異なる可能性があります。

前提条件

Windows レジストリ エディタの使用方法については、Microsoft TechNet Web サイトを参照してください。

手順

1 ローカル Windows 仮想マシンで Windows レジストリ エディタを起動します。

2 [PrefetchParameters] という名前のレジストリ キーに移動します。

このレジストリ キーのパスは、HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control

\Session Manager\Memory Management\PrefetchParameters です。

3 [EnablePrefetcher] と [EnableSuperfetch] の値を 0 に設定します。

4 [スタート] - [コントロール パネル] - [システムとセキュリティ] - [管理ツール] をクリックします。

5 [サービス] を選択し、[開く] をクリックします。

6 [Superfetch] サービスをダブルクリックします。

7 （ローカル コンピュータ）Superfetch のプロパティ ダイアログで、[停止] をクリックします。

8 [起動タイプ] メニュー メニューで、[無効化] を選択します。

9 [OK] をクリックします。

Windows 仮想マシンでの Windows レジストリのバックアップの無効化

Windows レジストリのバックアップ機能 (RegIdleBackup) を無効にすると、システム書き込みの数を最小限に

し、リンククローン マシンの拡大を抑えることができます。

次の手順は、Windows 7 および Windows 8 に適用されます。別の Windows オペレーティング システムでは手順
が異なる可能性があります。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを選択し、[コンソールを開く] を選択します。

2 Windows ゲスト OS に管理者としてログインします。

3 [スタート] - [コントロール パネル] - [システムとセキュリティ] - [管理ツール] をクリックします。

4 [タスク スケジューラ] を選択し、[開く] をクリックします。

5 左ペインで、[タスク スケジューラ ライブラリ]、[Microsoft]、[Windows] を展開します。

6 [Registry] をダブルクリックして、[RegIdleBackup] を選択します。

7 [アクション] ペインで、[無効化] をクリックします。
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Windows 仮想マシンでのシステムの復元の無効化

View Composer の更新を使用して、リンククローン OS ディスクを元のスナップショットに復元する場合は、
Windows のシステムの復元機能を使用する必要はありません。

オペレーティング システムがアイドル状態の場合は、システムの復元が OS ディスクの拡大に明らかな影響を与える
ことはありません。ただし、オペレーティング システムが使用中の場合、システムの復元はシステムの使用に基づい
て復元ポイントを生成します。これが、OS ディスクの拡大に大きな影響を与える可能性があります。

Windows のシステムの復元機能は、View Composer の更新と同じです。

ベスト プラクティスとして、Windows のシステムの復元を無効にして、リンク クローンの不必要な拡大を回避する
ことをお勧めします。

更新を使用しない場合は、View 環境でシステムの復元をアクティブなままにしておくことが最善かどうかを評価し
てください。

次の手順は、Windows 7 および Windows 8 に適用されます。別の Windows オペレーティング システムでは手順
が異なる可能性があります。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを選択し、[コンソールを開く] を選択します。

2 Windows ゲスト OS に管理者としてログインします。

3 [スタート] - [コントロール パネル] - [システムとセキュリティ] - [管理ツール] をクリックします。

4 [タスク スケジューラ] を選択し、[開く] をクリックします。

5 左ペインで、[タスク スケジューラ ライブラリ]、[Microsoft]、[Windows] を展開します。

6 [SystemRestore] をダブルクリックし、[SR] を選択します。

7 [アクション] ペインで、[無効化] をクリックします。

Windows 仮想マシンでの Windows Defender の無効化

Microsoft Windows Defender は、リンククローン OS ディスクの拡大を招き、リンク クローンやフル仮想マシン
の IOPS を増加させる可能性があります。仮想マシンに他のスパイウェア対策ソフトウェアをインストールする場合
は、Windows Defender を無効にしてください。

Windows Defender が仮想マシンにインストールされている唯一のスパイウェア対策ソフトウェアである場合は、
環境内のデスクトップで Windows Defender をアクティブなままにすることもできます。

次の手順は、Windows 7 および Windows 8 に適用されます。別の Windows オペレーティング システムでは手順
が異なる可能性があります。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを選択し、[コンソールを開く] を選択します。

2 Windows ゲスト OS に管理者としてログインします。

3 [スタート] をクリックし、プログラムとファイルの検索ボックスに「Windows Defender」と入力します。
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4 [ツール] - [オプション] - [管理者] をクリックします。

5 [このプログラムを使用する] の選択を解除し、[保存] をクリックします。

Windows 仮想マシンでの Microsoft Feeds Synchronization の無効化

Windows Internet Explorer は、Microsoft Feeds Synchronization タスクを使用して、ユーザーの Web ブラウ
ザ内の RSS フィードを更新します。このタスクは、リンククローンの拡大を招く可能性があります。ユーザーがブラ
ウザ内の RSS フィードの自動更新を必要としない場合は、このタスクを無効にしてください。

通常ディスクが構成されていない場合、Microsoft Feeds Synchronization は OS ディスクの拡大を招く可能性があ
ります。通常ディスクが構成されている場合は、影響が通常ディスクに移ります。この場合も、通常ディスクの拡大

を抑制するために Microsoft Feeds Synchronization を無効にする必要があります。

次の手順は、Windows 7 および Windows 8 に適用されます。別の Windows オペレーティング システムでは手順
が異なる可能性があります。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを選択し、[コンソールを開く] を選択します。

2 Windows ゲスト OS に管理者としてログインします。

3 [スタート] - [コントロール パネル] - [ネットワークとインターネット] - [インターネット オプション] をクリッ
クします。

4 [コンテンツ] タブをクリックします。

5 [フィードと Web スライス] で、設定をクリックします。

6 [フィードおよび Web スライスの更新の確認を自動的に行う] の選択を解除し、[OK] をクリックします。

7 [インターネットのプロパティ] ダイアログで、OK をクリックします。

View Composer のための仮想マシンの準備
リンク クローン デスクトップ プールを展開するには、View Composer サービスの要件を満たす親仮想マシンを準
備する必要があります。

n 親仮想マシンの準備

View Composer サービスには、リンク クローン デスクトップ プールの作成および管理のための基本イメージ
の生成元になる親仮想マシンが必要です。

n リンク クローン仮想マシンでの Windows のアクティベーション

リンククローン マシンで View Composer によって Windows 7、Windows 8/8.1、Windows 10、および
Windows Server オペレーティング システムの適切なアクティベーションが行われるようにするには、親仮想
マシンで Microsoft ボリューム アクティベーションを使用する必要があります。ボリューム アクティベーシ
ョン テクノロジーにはボリューム ライセンス キーが必要です。
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n 親仮想マシンでの Windows のハイバネーションの無効化

Windows のハイバネーション オプションによって、親仮想マシンから作成されたリンク クローン OS ディス
クのサイズを増やす可能性のある大きなシステム ファイルが作成されます。ハイバネーション オプションを
無効にすると、リンク クローンのサイズが削減されます。

n ローカル ストレージを使用するための親仮想マシンの構成

View Composer 用の親仮想マシンを準備するとき、仮想マシン スワップ ファイルをローカル データストアに
格納するように親仮想マシンとリンク クローンを構成できます。オプションのこの方法を使用すると、ローカ
ル ストレージを活用できます。

n 親仮想マシンのページング ファイル サイズの記録

リンク クローン プールを作成するとき、リンク クローンのゲスト OS のページング ファイルと一時ファイル
を別のディスクにリダイレクトすることができます。このディスクは、ゲスト OS 内のページング ファイルよ
り大きくなるように構成する必要があります。

n QuickPrep カスタマイズ スクリプトのタイムアウト制限の引き上げ

View Composer は、20 秒を経過した QuickPrep 同期後スクリプトまたはパワーオフ スクリプトを終了しま
す。親仮想マシンで Windows レジストリの値 ExecScriptTimeout を変更すると、これらのスクリプトの

タイムアウト制限を引き上げることができます。

親仮想マシンの準備

View Composer サービスには、リンク クローン デスクトップ プールの作成および管理のための基本イメージの生
成元になる親仮想マシンが必要です。

前提条件

n リモート デスクトップの展開のために使用する仮想マシンを準備したことを確認します。リモート デスクトッ
プの展開のための仮想マシンの作成を参照してください。

View Composer のために使用する親仮想マシンは、リンク クローン マシンが参加するドメインと同じ Active
Directory ドメインに属するか、ローカルの WORKGROUP のメンバーになる必要があります。

n 仮想マシンが View Composer リンク クローンから変換されたものではないことを確認します。リンク クロー
ンから変換された仮想マシンは、クローンの内部ディスクおよび状態の情報を持っています。親仮想マシンは状

態の情報を持つことはできません。

重要:    リンク クローンおよびリンク クローンから変換された仮想マシンは、親仮想マシンとしてサポートされ
ません。

n 親仮想マシンに View Agent をインストールするとき、[View Composer Agent] オプションを選択します。仮
想マシンへの View Agent のインストールを参照してください。
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大規模な環境で View Agent を更新するには、標準的な Windows 更新メカニズム（Altiris、SMS、LanDesk、
BMC などのシステム管理ソフトウェア）を使用できます。再構成操作を使用して View Agent を更新すること
もできます。

注:    親の仮想マシンで VMware View Composer Guest Agent Server サービスのログイン アカウントを変更
しないでください。デフォルトでは、これはローカル システム アカウントです。このアカウントを変更すると、
この親から作成されたリンク クローンは起動しなくなります。

n Windows マシンをデプロイするには、ボリューム ライセンス キーを構成し、親仮想マシンのオペレーティング
システムをボリューム アクティベーションによってアクティベーションします。リンク クローン仮想マシンで
の Windows のアクティベーションを参照してください。

n ベスト プラクティスに従ってオペレーティング システムを最適化していることを確認します。リンククローン
仮想マシンでの Windows の最適化を参照してください。

n デバイス ドライバの Windows Update 検索を無効にするための手順を理解しておきます。http://
technet.microsoft.com/en-us/library/cc730606(v=ws.10).aspx にある Microsoft Technet の記事
「Disable Searching Windows Update for Device Drivers」を参照してください。

手順

u 親仮想マシンの DHCP リースを削除して、リースされた IP アドレスがプール内のリンク クローンにコピーされ
ないようにします。

a 親仮想マシンで、コマンド プロンプトを開きます。

b ipconfig /release コマンドを入力します。

u システム ディスクにボリュームが 1 つだけ含まれていることを確認します。

複数のボリュームを含む親仮想マシンからリンク クローンを展開することはできません。View Composer サ
ービスは、複数のディスク パーティションをサポートしていません。複数の仮想ディスクはサポートされていま
す。

注:    親仮想マシンに複数の仮想ディスクが含まれている場合は、デスクトップ プールを作成するときに、親仮
想マシンにすでに存在する、またはネットワーク マウントされたドライブに使用されているドライブ文字と競合
する、View Composer 通常ディスクまたは廃棄可能データ ディスク用ドライブ文字は選択しないでください。

u 仮想マシンに独立ディスクが含まれていないことを確認します。

仮想マシンのスナップショットを作成するときに、独立ディスクは除外されます。仮想マシンから作成または再

構成されたリンク クローンには、独立ディスクは含まれません。

u リンク クローン マシンを作成するときに破棄可能データ ディスクを構成する場合は、デフォルト ユーザーの
TEMP および TMP 変数を親仮想マシンから削除します。

pagefile.sys ファイルを削除して、すべてのリンク クローンでファイルを複製することを回避することもで

きます。親仮想マシンの pagefile.sys ファイルを残しておくと、ファイルの読み取り専用バージョンがリン

ク クローンによって継承され、そのファイルの第 2 バージョンは破棄可能データ ディスクで使用されます。

u 親仮想マシンから作成されたリンク クローン OS ディスクのサイズを減らすには、ハイバネーション オプション
を無効にします。
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u 親仮想マシンのスナップショットをとる前に、デバイス ドライバの Windows Update 検索を無効にします。

この Windows 機能は、リンク クローン マシンのカスタマイズに干渉する場合があります。各リンク クローン
がカスタマイズされると、Windows はインターネット上でそのクローンの最適なドライバを検索し、検索を繰
り返してカスタマイズが遅延する結果となります。

u vSphere Client で、親仮想マシンの [vApp オプション] 設定を無効にします。

u Windows 8.1、Windows Server 2008 R2、および Windows Server 2012 R2 マシンで、未使用の機能を削除
することによってディスク領域を確保するスケジュール設定されたメンテナンス作業を無効にします。

例：Schtasks.exe /change /disable /tn "\Microsoft\Windows\AppxDeploymentClient

\Pre-staged app cleanup"

有効にしておくと、リンク クローンの作成後に、このメンテナンス作業により Sysprep カスタマイズ スクリプ
トが削除され、後続の再構成操作がカスタマイズ操作のタイムアウト エラーで失敗する可能性があります。詳細
については、Microsoft KB の記事（http://support.microsoft.com/kb/2928948）を参照してください。

親仮想マシンからリンク クローン プールを展開できます。

次のステップ

vSphere Client または vSphere Web Client を使用して、パワーオフ状態の親仮想マシンのスナップショットを作
成します。このスナップショットは、親仮想マシンに関連付けられた最初のリンク クローン マシン セットのための
基本状態の構成として使用されます。

重要:    スナップショットを作成する前に、ゲスト OS の [シャットダウン] コマンドを使用して、親仮想マシンを完全
にシャットダウンします。

リンク クローン仮想マシンでの Windows のアクティベーション

リンククローン マシンで View Composer によって Windows 7、Windows 8/8.1、Windows 10、および
Windows Server オペレーティング システムの適切なアクティベーションが行われるようにするには、親仮想マシン
で Microsoft ボリューム アクティベーションを使用する必要があります。ボリューム アクティベーション テクノロ
ジーにはボリューム ライセンス キーが必要です。

ボリューム アクティベーションによって Windows をアクティベーションするには、キー マネージメント サービス
(KMS) を使用します。これには KMS ライセンス キーが必要です。Microsoft 販売代理店に問い合わせて、ボリュー
ム ライセンス キーを取得し、ボリューム アクティベーションを構成してください。

注:    View Composer は、マルチプル アクティベーション キー（MAK）ライセンスをサポートしていません。

View Composer でリンク クローン マシンを作成する前に、ボリューム アクティベーションを使用して、親仮想マ
シンでオペレーティング システムをアクティベーションする必要があります。

リンク クローン マシンが作成されると、リンク クローンが再構成されるたびに、View Composer Agent は親仮想
マシンの KMS サーバを使用して、リンク クローンでオペレーティング システムをアクティベーションします。

View Composer QuickPrep ツールは、次の手順を使用してアクティベーションを実装します。

1 リンク クローン仮想マシンで既存のライセンス ステータスを削除するスクリプトを起動します。
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2 ゲスト OS を再起動します。

3 KMS ライセンスを使用してクローンでオペレーティング システムをアクティベーションするスクリプトを起動
します。

リンク クローン上で QuickPrep が実行されるたびに、アクティベーションが行われます。

KMS ライセンスの場合、View Composer は、親仮想マシンをアクティベーションするように構成された KMS サー
バを使用します。KMS サーバは、アクティベーション済みのリンク クローンを新しく発行されたライセンスを持つ
コンピュータとして扱います。

親仮想マシンでの Windows のハイバネーションの無効化

Windows のハイバネーション オプションによって、親仮想マシンから作成されたリンク クローン OS ディスクのサ
イズを増やす可能性のある大きなシステム ファイルが作成されます。ハイバネーション オプションを無効にする
と、リンク クローンのサイズが削減されます。

Windows のハイバネーション オプションによって、非表示のシステム ファイル Hiberfil.sys が作成されます。

Windows は、ハイブリッド スリープの設定が有効になったときに、このファイルを使用してシステム メモリのコピ
ーをハード ディスクに格納します。View Composer でリンク クローンが作成されると、各リンク クローンの OS
ディスクにファイルが作成されます。このファイルは 10 GB になる場合もあります。

注意:    ハイバネーションを使用不可にすると、ハイブリッド スリープの設定は機能しません。ハイブリッド スリー
プの設定が有効になっていて、停電が発生した場合は、データが失われる可能性があります。

前提条件

Windows のハイバネーション機能について理解しておきます。Microsoft のサポート Web サイトを参照してくだ
さい。ハイバネーションの無効化については、Microsoft のサポート Web サイトを参照し、Windows を実行して
いるコンピュータでハイバネーションを無効にしてから再び有効にする方法を検索してください。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを選択し、[コンソールを開く] を選択します。

2 Windows ゲスト OS に管理者としてログインします。

3 ハイバネーション オプションを無効にします。

a [スタート] をクリックし、[検索の開始] ボックスに「cmd」と入力します。

b 検索結果のリストで、[コマンド プロンプト] を右クリックし、[管理者として実行] をクリックします。

c [ユーザー アカウント制御] プロンプトで、[続行] をクリックします。

d コマンド プロンプトで、「powercfg.exe /hibernate off」と入力し、Enter キーを押します。

e 「exit」と入力し、Enter キーを押します。

4 ゲスト OS からログアウトします。

親仮想マシンからリンク クローン マシンを作成した場合は、リンク クローン OS ディスク上に Hiberfil.sys フ

ァイルは作成されません。
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ローカル ストレージを使用するための親仮想マシンの構成

View Composer 用の親仮想マシンを準備するとき、仮想マシン スワップ ファイルをローカル データストアに格納
するように親仮想マシンとリンク クローンを構成できます。オプションのこの方法を使用すると、ローカル ストレ
ージを活用できます。

この手順では、ゲスト OS のページング ファイルおよび一時ファイルではなく、仮想マシン スワップ ファイルのロ
ーカル ストレージを構成します。リンク クローン プールを作成するとき、ゲスト OS のページング ファイルと一時
ファイルを別のディスクにリダイレクトすることもできます。リンク クローン デスクトップ プールの作成用ワーク
シートを参照してください。

前提条件

View Composer サービスの要件を満たすように親仮想マシンを準備します。親仮想マシンの準備を参照してくだ
さい。

手順

1 リンク クローン プールを展開する ESXi ホストまたはクラスタでスワップファイル データストアを構成します。

2 vCenter Server で親仮想マシンを作成するときは、仮想マシン スワップ ファイルをローカル ESXi ホストまた
はクラスタ上のスワップファイル データストアに格納します。

a vSphere Client で、親仮想マシンを選択します。

b [編集設定] をクリックし、[オプション] タブをクリックします。

c [スワップファイル場所] をクリックし、[ホストのスワップファイル データストアに格納] をクリックしま
す。

詳細な手順については、VMware vSphere のドキュメントを参照してください。

この親仮想マシンからプールを展開する場合、リンク クローンはローカル ESXi ホストのスワップファイル データス
トアを使用します。

親仮想マシンのページング ファイル サイズの記録

リンク クローン プールを作成するとき、リンク クローンのゲスト OS のページング ファイルと一時ファイルを別の
ディスクにリダイレクトすることができます。このディスクは、ゲスト OS 内のページング ファイルより大きくなる
ように構成する必要があります。

破棄可能ファイルとは別のディスクで構成されているリンク クローンがパワーオフされると、View は一時ディスク
を、View Composer がリンク クローン プールで作成した元の一時ディスクのコピーに置き換えます。この機能に
より、リンク クローンの拡大を抑えることができます。ただし、この機能は、破棄可能ファイル ディスクをゲスト
OS のページング ファイルを保持するのに十分な大きさに構成した場合にのみ機能します。

破棄可能ファイル ディスクを構成する前に、親仮想マシンの最大ページング ファイル サイズを知っておく必要があ
ります。リンク クローンのページング ファイル サイズは作成元の親仮想マシンと同じです。
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ベスト プラクティスとして、スナップショットをとる前に pagefile.sys ファイルを親仮想マシンから削除して、

すべてのリンク クローンのファイルの重複を回避することができます。親仮想マシンの準備を参照してください。

注:    この機能は、仮想マシン スワップ ファイルのローカル ストレージの構成とは同じではありません。ローカル ス
トレージを使用するための親仮想マシンの構成を参照してください。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを右クリックし、[コンソールを開く] をクリックします。

2 [スタート] - [設定] - [コントロール パネル] - [システム] を選択します。

3 [詳細設定] タブをクリックします。

4 Performance（パフォーマンス） ペインで、[設定] をクリックします。

5 [詳細設定] タブをクリックします。

6 Virtual memory（仮想メモリ） ペインで、[変更] をクリックします。

Virtual Memory（仮想メモリ） ページが表示されます。

7 ページング ファイル サイズを、仮想マシンに割り当てられたメモリのサイズより大きい値に設定します。

重要:    [最大サイズ（MB）] の設定が仮想マシンのメモリ サイズより小さい場合は、大きい値を入力し、新しい
値を保存します。

8 選択したドライブのページング ファイル サイズ ペインで構成されている [最大サイズ（MB）] の設定を記録しま
す。

次のステップ

この親仮想マシンからリンク クローン プールを構成するときに、ページング ファイル サイズよりも大きい破棄可能
ファイル ディスクを構成します。

QuickPrep カスタマイズ スクリプトのタイムアウト制限の引き上げ

View Composer は、20 秒を経過した QuickPrep 同期後スクリプトまたはパワーオフ スクリプトを終了します。親
仮想マシンで Windows レジストリの値 ExecScriptTimeout を変更すると、これらのスクリプトのタイムアウト

制限を引き上げることができます。

引き上げられたタイムアウト制限は、親仮想マシンから作成されるリンク クローンに伝達されます。QuickPrep カ
スタマイズ スクリプトは、指定した時間、リンク クローンで実行できます。

または、カスタム スクリプトを使用して、長時間タスクを実行する別のスクリプトまたはプロセスを起動できます。

注:    ほとんどの QuickPrep カスタマイズ スクリプトは、20 秒の制限内で実行を終了できます。制限を引き上げる
前に、スクリプトをテストしてください。

前提条件

n [View Composer Agent] オプションを使用して親仮想マシンに View Agent をインストールします。
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n 親仮想マシンがリンク クローン プールの作成のために準備されていることを確認します。親仮想マシンの準備
を参照してください。

手順

1 親仮想マシンで、Windows レジストリ エディタを起動します。

a [スタート] - [コマンド プロンプト] を選択します。

b コマンド プロンプトで、[regedit]と入力します。

2 Windows レジストリで、vmware-viewcomposer-ga レジストリ キーを探します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\services\vmware-viewcomposer-ga

3 [編集] をクリックし、レジストリ値を修正します。

Value Name: ExecScriptTimeout

Value Type: REG_DWORD

Value unit: milliseconds

デフォルト値は 2000 ミリ秒です。

タイムアウト値が引き上げられます。この値を反映するために、Windows を再起動する必要はありません。

次のステップ

親仮想マシンのスナップショットを作成し、リンク クローン プールを作成します。

仮想マシン テンプレートの作成
フル仮想マシンを含む自動プールを作成する前に、仮想マシン テンプレートを作成する必要があります。

仮想マシン テンプレートとは、新しい仮想マシンの作成およびプロビジョニングに使用できる仮想マシンのマスタ
コピーです。通常、テンプレートには、インストールされたゲスト OS と一連のアプリケーションが含まれています。

仮想マシン テンプレートは vSphere Client で作成します。以前に構成した仮想マシンから仮想マシン テンプレー
トを作成することも、以前に構成した仮想マシンを仮想マシン テンプレートに変換することもできます。

vSphere Client を使用した仮想マシン テンプレートの作成については、『vSphere 基本システム管理』を参照して
ください。自動プールの作成については、フル仮想マシンを含む自動プールを参照してください。

注:    リンク クローン プールは仮想マシン テンプレートから作成しないでください。

カスタマイズ仕様の作成

カスタマイズ仕様はオプションですが、ライセンス情報、ドメインへの関連付け、DHCP 設定などの一般的なプロパ
ティの構成情報を入力することによって、自動プールの展開を大幅に効率化できます。

カスタマイズ仕様により、View Administrator でリモート デスクトップを作成するときにカスタマイズすることが
できます。vSphere Client の カスタマイズ仕様ウィザードを使用して、新しいカスタマイズ仕様を作成します。
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カスタマイズ仕様ウィザードの使用については、『vSphere Virtual Machine Administration』ドキュメントを参照
してください。

View Administrator でカスタマイズ仕様を使う場合は、その前に仕様が正確であることを確認してください。
vSphere Client で、カスタマイズ仕様を使ってテンプレートから仮想マシンを展開してカスタマイズします。リモー
ト デスクトップを作成する前に、その仮想マシンを完全にテストします（DHCP や認証を含む）。

Sysprep カスタマイズ仕様を使用して Windows デスクトップをドメインに参加させる場合は、Active Directory ド
メインの完全修飾ドメイン名 (FQDN) を使用する必要があります。Active Directory ドメインの NetBIOS 名を使用
することはできません。
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フル仮想マシンを含む自動デスクトッ
プ プールの作成 4
フル仮想マシンが含まれる自動デスクトップ プールでは、管理者が仮想マシン テンプレートを作成し、View がその
テンプレートを使用して各デスクトップの仮想マシンを作成します。管理者は、必要に応じて、自動プール展開を迅

速に処理するためのカスタマイズ仕様も作成できます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n フル仮想マシンを含む自動プール

n フル仮想マシンを含む自動プールの作成用ワークシート

n フル仮想マシンを含む自動プールの作成

n 自動デスクトップ プールのクローン作成

n フル仮想マシンを含む自動プールのデスクトップ設定

フル仮想マシンを含む自動プール

自動デスクトップ プールを作成するために、View はプールに適用された設定に基づいてマシンを動的にプロビジョ
ニングします。View は仮想マシンのテンプレートをプールの基準として使用します。テンプレートから、View は
vCenter Server に各デスクトップ用の新しい仮想マシンを作成します。

フル仮想マシンを含む自動プールの作成用ワークシート

自動デスクトップ プールを作成するときに、View Administrator の [デスクトップ プールを追加] ウィザードで特定
のオプションを構成するよう求められます。このワークシートを使用して、プールを作成する前に構成オプションを

準備します。

このワークシートを印刷し、[デスクトップ プールを追加] ウィザードを実行するときに、希望する値を記入すること
ができます。

リンク クローン プールの作成については、リンク クローン デスクトップ プールを参照してください。
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表 4-1. ワークシート：フル仮想マシンを含む自動プールを作成するための構成オプション

オプション 説明 値をここに記入

ユーザー割り当て ユーザー割り当てのタイプを選択します。

n 専用割り当てプールでは、各ユーザーがマシンに割り当

てられます。ユーザーは、プールにログインするたびに

同じマシンを受け取ります。

n 流動割り当てプールでは、ユーザーは、ログインするた

びに異なるマシンを受け取ります。

詳細については、以下を参照してください。デスクトップ プ
ールでのユーザー割り当て。

自動割り当てを有効にする 専用割り当てプールでは、マシンはユーザーが最初にプール

にログインするときに割り当てられます。マシンをユーザー

に明示的に割り当てることもできます。

自動割り当てを有効にしない場合は、マシンを各ユーザーに

明示的に割り当てる必要があります。

自動割り当てが有効になっている場合でも、マシンを手動で

割り当てることができます。

vCenter Server プール内の仮想マシンを管理する vCenter Server を選択し
ます。

デスクトップ プール ID View Administrator でプールを識別する一意の名前。

環境内で複数の vCenter Server を実行している場合は、別
の vCenter Server で同じプール ID を使用していないこと
を確認します。

View 接続サーバ構成は、スタンドアロンの View 接続サー
バ インスタンスまたは View LDAP 構成を共有する複製さ
れたインスタンスのポッドの場合があります。

表示名 クライアント デバイスからログインするときにユーザーに
表示されるプール名。表示名を指定しない場合は、プール ID
がユーザーに表示されます。

アクセス グループ プールを配置するアクセス グループを選択するか、プールを
デフォルトのルート アクセス グループに残します。

アクセス グループを使用する場合は、プールの管理を特定の
ロールを持つ管理者に委任できます。詳細については、

『View の管理』のロール ベースの委任管理についての章を参
照してください。

注:    アクセス グループは、デスクトップ仮想マシンを格納す
る vCenter Server フォルダとは異なります。vCenter
Server フォルダは、他の vCenter Server 設定とともにウィ
ザード内で後で選択します。

ログオフ後にマシンを削除 流動ユーザー割り当てを選択する場合は、ユーザーがログオ

フした後にマシンを削除するかどうかを選択します。

注:    このオプションは、[デスクトップ プールの設定] ページ
で設定します。
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オプション 説明 値をここに記入

デスクトップ プールの設定 デスクトップの状態、仮想マシンが使用中でないときの電源

ステータス、表示プロトコル、Adobe Flash 品質などを決定
する設定。

説明については、すべてのデスクトップ プール タイプのデス
クトップ プール設定を参照してください。

自動プールに適用される設定のリストについては、フル仮想

マシンを含む自動プールのデスクトップ設定を参照してくだ

さい。

電源ポリシーおよび自動プールの詳細については、デスクト

ップ プールの電源ポリシーの設定を参照してください。

エラーによりプロビジョニングを停止 仮想マシンのプロビジョニング中にエラーが発生した後で、

デスクトップ プールの仮想マシンのプロビジョニングを停
止するか続行するかを View に指示できます。この設定を選
択した状態にしておくと、複数の仮想マシンでプロビジョニ

ング エラーが繰り返されるのを防ぐことができます。

仮想マシンの名前付け マシン名のリストを手動で指定してマシンをプロビジョニン

グするか、それとも名前付けパターンとマシンの総数を指定

してマシンをプロビジョニングするかを選択します。

詳細については、以下を参照してください。マシンの手動で

の名前付けまたは名前付けパターンの指定。

名前を手動で指定 名前を手動で指定する場合は、マシン名のリストと、必要に

応じて関連するユーザー名を準備します。

名前付けパターン この名前付け方法を使用する場合は、パターンを指定します。

指定したパターンをすべてのマシン名のプレフィックスとし

て使用し、その後に各マシンを識別するための一意の番号を

付けます。

詳細については、以下を参照してください。自動デスクトッ

プ プールでの名前付けパターンの使用。

マシンの最大数 名前付けパターンを使用する場合は、プール内のマシンの総

数を指定します。

プールを最初に作成するときに、プロビジョニングするマシ

ンの最小数を指定することもできます。

スペアの（パワーオン状態の）マシンの

数

名前を手動で指定する場合、または名前付けパターンを使用

する場合は、新しいユーザーのために可用性とパワーオン状

態を維持しておくマシンの数を指定します。詳細について

は、以下を参照してください。マシンの手動での名前付けま

たは名前付けパターンの指定。

名前を手動で指定する場合、このオプションの名称は [パワー
オン状態の未割り当てのマシン数] です。

マシンの最小数 名前付けパターンを使用し、必要に応じてマシンをプロビジ

ョニングする場合は、プール内のマシンの最小数を指定しま

す。

プールを作成するときに、マシンの最小数が作成されます。

必要に応じてマシンをプロビジョニングする場合、ユーザー

がプールに初めて接続したとき、またはマシンをユーザーに

割り当てたときに追加のマシンが作成されます。
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オプション 説明 値をここに記入

vSphere Virtual SAN を使用する 可能な場合は、Virtual SAN を使用するかどうかを指定しま
す。Virtual SAN はソフトウェア定義のストレージ階層で、
ESXi ホストのクラスタで使用可能なローカル物理ストレー
ジ ディスクを仮想化します。詳細については、高パフォーマ
ンス ストレージとポリシー ベース管理のための Virtual
SAN の使用を参照してください。

テンプレート プールを作成するために使用する仮想マシン テンプレート
を選択します。

vCenter Server folder（vCenter
Server フォルダ）

デスクトップ プールが配置される vCenter Server 内のフ
ォルダを選択します。

Host or cluster（ホストまたはクラスタ） 仮想マシンが実行される ESXi ホストまたはクラスタを選択
します。

vSphere 5.1 以降では、最大 32 台の ESXi ホストでクラスタ
を選択できます。

Resource pool（リソース プール） デスクトップ プールが配置される vCenter Server リソー
ス プールを選択します。

データストア デスクトップ プールを格納するデータストアを 1 つ以上選
択します。

クラスタの場合は、共有またはローカル データストアを使用
できます。

注:    Virtual SAN を使用する場合、データストアを 1 つのみ
選択します。

View Storage Accelerator を使用 ESXi ホストで、共通の仮想マシン ディスク データをキャッ
シュするかどうかを指定します。View Storage
Accelerator を使用することで、多数の起動とウイルス対策
スキャンの I/O ストームを管理する際のパフォーマンスが向
上し、追加のストレージ I/O 帯域幅の必要性が少なくなりま
す。

この機能は vSphere 5.0 以降でサポートされています。

この機能は、デフォルトで有効になっています。

詳細については、以下を参照してください。デスクトップ プ
ール用に View Storage Accelerator を構成する。
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オプション 説明 値をここに記入

透過的ページ共有の範囲 透過的なページ共有 (TPS) を実行できるレベルを選択しま
す。 [仮想マシン]（デフォルト）、[プール]、[ポッド]、また
は [グローバル] から選択します。 プール、ポッド、またはグ
ローバルですべてのマシンに対して TPS をオンにすると、
ESXi ホストは、マシンが同じゲスト オペレーティング シス
テムまたはアプリケーションを使用した結果生じるメモリ

ページの余分なコピーを取り除きます。

ページ共有は ESXi ホストで発生します。 たとえば、プール
レベルで TPS を有効にするが、プールが複数の ESXi ホスト
にまたがっている場合、同じホスト上、または同じプール内

の仮想マシンのみがページを共有します。 グローバル レベ
ルでは、同じ ESXi ホスト上で View によって管理されている
すべてのマシンは、マシンが置かれているプールに関係なく、

メモリ ページを共有できます。

注:    TPS はセキュリティ上のリスクを招く可能性があるた
め、デフォルト設定ではマシン間でのメモリ ページの共有が
行われません。 調査では、非常に限定された構成シナリオに
おいて、TPS を悪用してデータへの不許可のアクセスを取得
できる可能性があることが示されています。

Guest customization（ゲストのカスタ
マイズ）

カスタマイズ仕様 (SYSPREP) をリストから選択して、マシン
上でライセンス、ドメインへの関連付け、DHCP 設定、およ
びその他のプロパティを構成します。

または、マシンの作成後に、マシンを手動でカスタマイズで

きます。

フル仮想マシンを含む自動プールの作成

選択した仮想マシン テンプレートに基づいて自動デスクトップ プールを作成できます。View は、デスクトップを動
的に展開して、vCenter Server に各デスクトップ用の新しい仮想マシンを作成します。

リンク クローン プールの作成については、リンク クローン デスクトップ プールを参照してください。

前提条件

n View がマシンを作成するために使用する仮想マシンのテンプレートを準備します。テンプレートで View
Agent がインストールされている必要があります。3 章 仮想マシンの作成および準備を参照してください。

n カスタマイズ仕様を使う予定がある場合は、仕様が正確であることを確認してください。vSphere Client で、カ
スタマイズ仕様を使ってテンプレートから仮想マシンを展開してカスタマイズします。結果として得られた仮想

マシンを完全にテストします（DHCP や認証を含む）。

n リモート デスクトップとして使用している仮想マシンに対して使用されている ESXi 仮想スイッチに十分な数の
ポートがあることを確認します。大規模なデスクトップ プールを作成する場合、デフォルト値では不十分なこと
があります。ESXi ホスト上の仮想スイッチ ポートの数は、仮想マシンの数に、仮想マシンあたりの仮想 NIC の
数をかけた数以上である必要があります。

n プールを作成するために指定する必要がある構成情報を収集します。フル仮想マシンを含む自動プールの作成用

ワークシートを参照してください。
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n 電源設定、表示プロトコル、Adobe Flash 品質、およびその他の設定を構成する方法を決定します。すべてのデ
スクトップ プール タイプのデスクトップ プール設定を参照してください。

n Workspace Portal からデスクトップとアプリケーションへのアクセスを提供しようとしている場合、View
Administrator のルート アクセス グループで Administrators ロールを持つユーザーとしてデスクトップ プー
ルとアプリケーション プールを作成していることを確認します。ルート アクセス グループ以外で
Administrators ロールをユーザーに付与すると、Workspace Portal は、View で構成する SAML 認証システム
を認識せず、Workspace Portal でプールを構成できません。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 [追加] をクリックします。

3 [自動化されたデスクトップ プール] を選択します。

4 [vCenter Server] ページで、[フル仮想マシン] を選択します。

5 ウィザードの指示に従って、プールを作成します。

ワークシートで収集した構成情報を使用します。ナビゲーション パネルのページ名をクリックすると、完了した
ウィザード ページに直接戻ることができます。

View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択すると、プールに追加されているとおりにマシン
を表示できます。

次のステップ

プールにアクセスするための資格をユーザーに付与します。デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格
の追加を参照してください。

自動デスクトップ プールのクローン作成
既存のプールから自動デスクトップ プールのクローンを作成できます。プールのクローンを作成する場合、既存のデ
スクトップ プールの設定が [デスクトップ プールを追加] ウィザードにコピーされるため、各設定を手動で入力する
ことなく新しいプールを作成できます。

この機能を使用すれば、[デスクトップ プールを追加] ウィザードで各オプションを入力する必要がなくなるため、プ
ールの作成を合理化できます。ウィザードの事前入力値を使用して、デスクトップ プール属性が標準化されているこ
とを確認できます。

フル仮想マシンを含む自動デスクトップ プールおよびリンククローン デスクトップ プールのクローンを作成できま
す。手動デスクトップ プールまたは RDS デスクトップ プールのクローンは作成できません。

デスクトップ プールのクローンを作成する場合、特定の設定は変更できません。

n デスクトップ プール タイプ

n クローン タイプ（リンク クローンまたはフル仮想マシン）

n ユーザー割り当て（専用または流動）

n vCenter Server インスタンス
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前提条件

n 元のデスクトップ プールを作成するための前提条件がまだ有効であることを確認します。

たとえば、フル仮想マシンを含むプールの場合、仮想マシン テンプレートが準備されていることを確認します。

リンククローン プールの場合、親仮想マシンが準備されていて、仮想マシンのパワーオフ後にスナップショット
が作成されていることを確認します。

プールのクローンを作成する場合、同じ仮想マシン テンプレートまたは親仮想マシンを使用することができます
が、別の仮想マシン テンプレートまたは親仮想マシンを選択することもできます。

n 自動フルクローン プールのクローンを作成するための前提条件については、フル仮想マシンを含む自動プールの
作成を参照してください。

n リンククローン プールのクローンを作成するための前提条件については、リンク クローン デスクトップ プール
の作成を参照してください。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 クローンを作成するデスクトップ プールを選択し、[クローン] をクリックします。

[デスクトップ プールを追加] ウィザードが表示されます。

3 [デスクトップ プールを追加] ページで、一意のプール ID を入力します。

4 [プロビジョニングの設定] ページで、仮想マシンの一意の名前を入力します。

オプション 説明

[名前付けパターンを使用] 仮想マシンの名前付けパターンを入力します。

[名前を手動で指定] 仮想マシンの一意の名前のリストを入力します。

 
5 ウィザードの他の指示に従って、プールを作成します。

必要に応じて、デスクトップ プールの設定および値を変更します。

View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択すると、プールに追加されているとおりにマシン
を表示できます。

次のステップ

プールにアクセスするための資格をユーザーに付与します。デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格
の追加を参照してください。

フル仮想マシンを含む自動プールのデスクトップ設定

フル仮想マシンを含む自動プールを構成するときに、デスクトップ プールの設定を指定する必要があります。専用ユ
ーザー割り当てを使用するプールと流動ユーザー割り当てを使用するプールには、異なる設定が適用されます。

表 4-2. フル仮想マシンを含む自動プールの設定 に、専用ユーザー割り当てを使用する自動プールおよび流動ユーザ
ー割り当てを使用する自動プールに適用される設定を示します。
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各デスクトップ プール設定の説明については、すべてのデスクトップ プール タイプのデスクトップ プール設定を参
照してください。

表 4-2. フル仮想マシンを含む自動プールの設定

設定 自動プール、専用割り当て 自動プール、流動割り当て

状態 はい はい

接続サーバ restrictions（接続サーバの制限） はい はい

リモート マシンの電源ポリシー はい はい

Automatic logoff after disconnect（切断後に
自動的にログオフ）

はい はい

ユーザーによるマシンのリセットを許可 はい はい

ユーザーが複数のクライアント デバイスからセ
ッションを個別に開始できるようにする

はい

ログオフ後にマシンを削除 はい

デフォルト表示プロトコル はい はい

ユーザーがプロトコルを選択できるようにする はい はい

3D レンダラー はい はい

Max number of monitors（モニタの最大数） はい はい

Max resolution of any one monitor（特定の
モニタの最大解像度）

はい はい

Adobe Flash quality（Adobe Flash の品質） はい はい

Adobe Flash throttling（Adobe Flash のスロ
ットル）

はい はい

Mirage 設定全体をオーバーライドする はい はい

Mirage サーバの構成 はい はい
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リンク クローン デスクトップ プール
の作成 5
リンク クローン デスクトップ プールを使用して、View は選択した親仮想マシンに基づいてデスクトップ プールを
作成します。View Composer サービスは、vCenter Server に各デスクトップ用の新しいリンク クローン仮想マシ
ンを動的に作成します。

この章には、次のトピックが含まれています。

n リンク クローン デスクトップ プール

n リンク クローン デスクトップ プールの作成用ワークシート

n リンク クローン デスクトップ プールの作成

n 自動デスクトップ プールのクローン作成

n リンク クローン デスクトップ プールのデスクトップ プール設定

n View Composer でのリンク クローンの SID およびサードパーティ アプリケーションのサポート

n View Composer の操作時に、リモート デスクトップ セッションで使用するようにプロビジョニングされたリ
ンククローン マシンを維持する

n リンク クローンに既存の Active Directory コンピュータ アカウントを使用する

リンク クローン デスクトップ プール
リンク クローン デスクトップ プールを作成するために、View Composer は、親仮想マシンのスナップショットか
らリンク クローン仮想マシンを生成します。View は、プールに適用された設定に基づいてリンク クローン デスクト
ップを動的にプロビジョニングします。

リンク クローン デスクトップは基本のシステム ディスク イメージを共有するため、使用するストレージはフル仮想
マシンよりも少なくなります。

リンク クローン デスクトップ プールの作成用ワークシート
リンク クローン デスクトップ プールを作成するときに、View Administrator の [デスクトップ プールを追加] ウィ
ザードで特定のオプションを構成するよう求められます。このワークシートを使用して、プールを作成する前に構成

オプションを準備します。

このワークシートを印刷し、[デスクトップ プールを追加] ウィザードを実行するときに、希望する値を記入すること
ができます。
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リンク クローン プールを作成する前に、vCenter Server を使用して、プールのために準備する親仮想マシンのスナ
ップショットを作成する必要があります。スナップショットを作成する前に親仮想マシンをシャットダウンする必要

があります。View Composer は、クローンを作成するための基本イメージとしてスナップショットを使用します。

注:    仮想マシン テンプレートからリンク クローン プールを作成することはできません。

表 5-1. ワークシート：リンク クローン デスクトップ プールを作成するための構成オプション

オプション 説明 値をここに記入

ユーザー割り当て ユーザー割り当てのタイプを選択します。

n 専用割り当てプールでは、各ユーザーがマシンに割り当てられ

ます。ユーザーは、ログインするたびに同じマシンを受け取り

ます。

n 流動割り当てプールでは、ユーザーは、ログインするたびに異

なるマシンを受け取ります。

詳細については、以下を参照してください。デスクトップ プールで
のユーザー割り当て。

自動割り当てを有効にする 専用割り当てプールでは、マシンはユーザーが最初にプールにログ

インするときに割り当てられます。マシンをユーザーに明示的に割

り当てることもできます。

自動割り当てを有効にしない場合は、マシンを各ユーザーに明示的

に割り当てる必要があります。

vCenter Server プール内の仮想マシンを管理する vCenter Server を選択します。

デスクトップ プール ID View Administrator でプールを識別する一意の名前。

環境内で複数の View 接続サーバ構成を実行している場合は、別の
View 接続サーバ構成で同じプール ID を使用していないことを確認
します。

View 接続サーバ構成は、スタンドアロンの View 接続サーバ イン
スタンスまたは View LDAP 構成を共有する複製されたインスタン
スのポッドの場合があります。

表示名 クライアント デバイスからログインするときにユーザーに表示され
るプール名。表示名を指定しない場合は、プール ID がユーザーに表
示されます。

アクセス グループ プールを配置するアクセス グループを選択するか、プールをデフォ
ルトのルート アクセス グループに残します。

アクセス グループを使用する場合は、プールの管理を特定のロール
を持つ管理者に委任できます。詳細については、『View 管理ガイド』
のロール ベースの委任管理についての章を参照してください。

注:    アクセス グループは、デスクトップとして使用される仮想マシ
ンを格納する vCenter Server フォルダとは異なります。vCenter
Server フォルダは、他の vCenter Server 設定とともにウィザード
内で後で選択します。

ログオフ時にマシンを削除または更

新

流動ユーザー割り当てを選択する場合は、ユーザーがログオフした

後にマシンを更新するか、マシンを削除するか、または何もしない

かを選択します。

注:    このオプションは、[デスクトップ プールの設定] ページで設定
します。
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オプション 説明 値をここに記入

デスクトップ プールの設定 マシンの状態、仮想マシンが使用中でないときの電源ステータス、

表示プロトコル、Adobe Flash 品質などを決定する設定。

説明については、すべてのデスクトップ プール タイプのデスクトッ
プ プール設定を参照してください。

リンク クローン プールに適用される設定のリストについては、リン
ク クローン デスクトップ プールのデスクトップ プール設定を参照
してください。

電源ポリシーおよび自動プールの詳細については、デスクトップ プ
ールの電源ポリシーの設定を参照してください。

エラーによりプロビジョニングを停

止

仮想マシンのプロビジョニング中にエラーが発生した後で、デスク

トップ プールの仮想マシンのプロビジョニングを停止するか続行す
るかを View に指示できます。この設定を選択した状態にしておく
と、複数の仮想マシンでプロビジョニング エラーが繰り返されるの
を防ぐことができます。

Virtual machine naming（仮想マ
シンの名前付け）

マシン名のリストを手動で指定してマシンをプロビジョニングする

か、それとも名前付けパターンとマシンの総数を指定してマシンを

プロビジョニングするかを選択します。

詳細については、以下を参照してください。マシンの手動での名前

付けまたは名前付けパターンの指定。

名前を手動で指定 名前を手動で指定する場合は、マシン名のリストと、必要に応じて

関連するユーザー名を準備します。

Naming pattern（名前付けパター
ン）

この名前付け方法を使用する場合は、パターンを指定します。

指定したパターンをすべてのマシン名のプレフィックスとして使用

し、その後に各マシンを識別するための一意の番号を付けます。

詳細については、以下を参照してください。自動デスクトップ プー
ルでの名前付けパターンの使用。

マシンの最大数 名前付けパターンを使用する場合は、プール内のマシンの総数を指

定します。

プールを最初に作成するときに、プロビジョニングするマシンの最

小数を指定することもできます。

スペアの（パワーオン状態の）マシ

ンの数

名前を手動で指定する場合、または名前付けパターンを使用する場

合は、新しいユーザーのために可用性とパワーオン状態を維持して

おくマシンの数を指定します。詳細については、以下を参照してく

ださい。マシンの手動での名前付けまたは名前付けパターンの指

定。

名前を手動で指定する場合、このオプションの名称は [パワーオン状
態の未割り当てのマシン数] です。
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オプション 説明 値をここに記入

View Composer のメンテナンス操
作中における（プロビジョニング済

み）動作可能マシンの最小数

名前を手動で指定するか名前付けパターンを使用する場合は、View
Composer のメンテナンス操作中に、リモート デスクトップ セッ
ションで使用するようにプロビジョニングされるマシンの最小数を

指定します。

この設定を使用すると、View Composer がプールにあるマシンを
更新、再構成、または再調整するときに、ユーザーは既存の接続を

維持したり、新しい接続要求を行ったりできます。この設定では、

新しい接続の受け入れ準備ができているスペア マシンと既存のデス
クトップ セッションですでに接続されているマシンは区別されませ
ん。

この値は、オンデマンドでマシンをプロビジョニングする場合に指

定する [マシンの最大数] より小さくなければなりません。

View Composer の操作時に、リモート デスクトップ セッションで
使用するようにプロビジョニングされたリンククローン マシンを維
持するを参照してください。

オンデマンドでマシンをプロビジョ

ニング

または

全マシンを事前にプロビジョニング

名前付けパターンを使用する場合は、プールが作成されたときにす

べてのマシンをプロビジョニングするか、必要に応じてマシンをプ

ロビジョニングするかを選択します。

n [全マシンを事前にプロビジョニング]。プールが作成されたと
きに、システムは、[マシンの最大数] で指定した数のマシンを
プロビジョニングします。

n [オンデマンドでマシンをプロビジョニング]。プールが作成さ
れたときに、システムは、[マシンの最小数] で指定した数のマ
シンを作成します。ユーザーがプールに初めて接続したとき、

またはマシンをユーザーに割り当てたときに追加のマシンが作

成されます。

マシンの最小数 名前付けパターンを使用し、必要に応じてデスクトップをプロビジ

ョニングする場合は、プール内のマシンの最小数を指定します。

システムは、プールが作成されたときに最小数のマシンを作成しま

す。この数は、[ログオフ時にマシンを削除または更新] などの設定
によってマシンが削除される場合でも保持されます。

Windows プロファイルを通常ディ
スクにリダイレクト

専用ユーザー割り当てを選択する場合は、Windows ユーザー プロ
ファイル データを別個の View Composer 通常ディスクに格納す
るか、OS データと同じディスクに格納するかを選択します。

別個の通常ディスクを使用すると、ユーザー データおよび設定を保
持できます。View Composer の更新、再構成、および再分散操作
は、通常ディスクに影響を与えません。通常ディスクをリンク クロ
ーンから切断し、切断されたディスクからリンク クローン仮想マシ
ンを再作成することができます。たとえば、マシンまたはプールが

削除されたとき、通常ディスクを切断しデスクトップを再作成して、

元のユーザー データおよび設定を保持することができます。

Windows プロファイルを OS ディスクに格納する場合、ユーザー
データおよび設定は、更新、再構成、および再分散操作時に削除さ

れます。
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オプション 説明 値をここに記入

Disk size and drive letter for
persistent disk（通常ディスクのデ
ィスク サイズおよびドライブ文字）

別個の View Composer 通常ディスクにユーザー プロファイル デ
ータを格納する場合は、ディスク サイズ（メガバイト単位）とドラ
イブ文字を指定します。

注:    親仮想マシンにすでに存在するドライブ文字、またはネットワ
ーク マウントされたドライブに使用されているドライブ文字と競合
するドライブ文字は選択しないでください。

ディスポーザブル ファイルのリダイ
レクト

ゲスト OS のページング ファイルと一時ファイルを別の読み取り専
用ディスクにリダイレクトするかどうかを選択します。リダイレク

トする場合は、ディスク サイズをメガバイト単位で指定します。

この構成では、リンク クローンがパワーオフされると、破棄可能フ
ァイル ディスクは、リンク クローン プールで作成された元のディス
クのコピーに置き換わります。ユーザーがデスクトップを操作する

たびに、リンク クローンのサイズが増える可能性があります。破棄
可能ファイルのリダイレクトにより、リンク クローンの拡大を抑え
ることで、ストレージ領域を節約できます。

Disk size and drive letter for
disposable file disk（破棄可能ファ
イル ディスクのディスク サイズお
よびドライブ文字）

破棄可能ファイルを読み取り専用ディスクにリダイレクトする場合

は、ディスク サイズ（MB）とドライブ文字を指定します。

ディスク サイズは、ゲスト OS のページ ファイル サイズよりも大き
くしてください。ページ ファイル サイズの決定については、親仮想
マシンのページング ファイル サイズの記録を参照してください。

破棄可能ファイル ディスクのサイズを構成する場合は、フォーマッ
トされたディスク パーティションの実際のサイズが、View
Administrator で指定した値よりわずかに小さいことを考慮してく
ださい。

破棄可能ファイル ディスクのドライブ文字は選択できます。デフォ
ルト値の [自動] を使用すると、View でドライブ文字を割り当てま
す。

注:    親仮想マシンにすでに存在するドライブ文字、またはネットワ
ーク マウントされたドライブに使用されているドライブ文字と競合
するドライブ文字は選択しないでください。

vSphere Virtual SAN を使用する 可能な場合、VMware Virtual SAN を使用するかどうかを指定しま
す。Virtual SAN はソフトウェア定義のストレージ階層で、ESXi ホ
ストのクラスタで使用可能なローカル物理ストレージ ディスクを仮
想化します。詳細については、高パフォーマンス ストレージとポリ
シー ベース管理のための Virtual SAN の使用を参照してください。

通常ディスクおよび OS ディスク用
に別のデータストアを選択します。

（Virtual SAN を使用しない場合にのみ使用可能）ユーザー プロファ
イルを別の通常ディスクにリダイレクトすると、通常ディスクおよ

び OS ディスクを別のデータストアに格納できます。
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オプション 説明 値をここに記入

レプリカおよび OS ディスク用に別
のデータストアを選択します

（Virtual SAN または Virtual Volumes を使用しない場合にのみ使
用可能）レプリカ（マスタ）仮想マシン ディスクを高パフォーマン
スのデータストアに格納し、リンク クローンを別のデータストアに
格納できます。

詳細については、以下を参照してください。別のデータストアへの

View Composer レプリカおよびリンク クローンの格納。

レプリカおよび OS ディスクを別のデータストアに格納すると、ネ
イティブ NFS スナップショットが使用できなくなります。NAS デ
バイス上のネイティブ クローン作成を実行できるのは、レプリカお
よび OS ディスクが同じデータストアに格納されている場合のみで
す。

親仮想マシン プールの親仮想マシンを選択します。

スナップショット（デフォルト イメ
ージ）

プールの基本イメージとして使用する親仮想マシンのスナップショ

ットを選択します。

vCenter Server からスナップショットと親仮想マシンを削除しな
いようにしてください。ただし、プール内のリンク クローンがデフ
ォルト イメージを使用せず、このデフォルト イメージから今後リン
ク クローンを作成することがない場合は削除しても構いません。シ
ステムでは、プール ポリシーに従ってプール内に新しいリンク クロ
ーンをプロビジョニングするために、親仮想マシンおよびスナップ

ショットが必要です。親仮想マシンとスナップショットは、View
Composer の保守作業にも必要です。

仮想マシンのフォルダの場所 デスクトップ プールが配置される vCenter Server 内のフォルダを
選択します。

Host or cluster（ホストまたはクラ
スタ）

デスクトップ仮想マシンが実行される ESXi ホストまたはクラスタ
を選択します。

Virtual SAN データストア（vSphere 5.5 Update 1 の機能）では、
最大 20 個までの ESXi ホストを持つクラスタを選択できます。
Virtual Volumes データストア（vSphere 6.0 の機能）では、最大
32 個までの ESXi ホストを持つクラスタを選択できます。

vSphere 5.1 以降では、レプリカが VMFS5 以降のデータストアま
たは NFS データストアに保存されている場合、最大で 32 台の ESXi
ホストでクラスタを選択できます。VMFS5 より前の VMFS バージ
ョンにレプリカを保存する場合、クラスタは最大で 8 ホストを持つ
ことができます。

vSphere 5.0 では、レプリカが NFS データストアに保存されている
場合、8 を超える ESXi ホストでクラスタを選択できます。レプリカ
を VMFS データストアに保存する場合、クラスタは最大で 8 つのホ
ストを持つことができます。8 台を超えるホストを含むクラスタで
のデスクトップ プールの構成を参照してください。

Resource pool（リソース プール） デスクトップ プールが配置される vCenter Server リソース プー
ルを選択します。
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オプション 説明 値をここに記入

データストア デスクトップ プールを格納するデータストアを 1 つ以上選択しま
す。

[デスクトップ プールを追加] ウィザードの [リンク クローンのデー
タストアを選択] ページにある表は、プールのストレージ要件を見積
もるための大まかなガイドラインを提供します。これらのガイドラ

インは、リンク クローン ディスクを格納するための十分な大きさが
あるデータストアを特定するのに役立ちます。詳細については、以

下を参照してください。リンク クローン デスクトップ プールのス
トレージのサイズ設定。

個別の ESXi ホストまたは ESXi クラスタに、共有またはローカル デ
ータストアを使用できます。ESXi クラスタでローカル データスト
アを使用する場合は、デスクトップの展開で課せられる vSphere イ
ンフラストラクチャの制約を考慮する必要があります。ローカル デ
ータストアへのリンク クローンの保存を参照してください。

Virtual SAN データストア（vSphere 5.5 Update 1 の機能）では、
最大 20 個までの ESXi ホストを持つクラスタを選択できます。
Virtual Volumes データストア（vSphere 6.0 の機能）では、最大
32 個までの ESXi ホストを持つクラスタを選択できます。

vSphere 5.1 以降では、VMFS5 以降または NFS であるデータスト
アにレプリカが保存されている場合、クラスタは 8 台を超える ESXi
ホストを持つことができます。vSphere 5.0 では、レプリカが NFS
データストアに保存されている場合、クラスタは 8 台を超える ESXi
ホストを持つことができます。8 台を超えるホストを含むクラスタ
でのデスクトップ プールの構成を参照してください。

リンク クローン用に作成されるディスクの詳細については、リンク
クローンのデータ ディスクを参照してください。

注:    Virtual SAN を使用する場合、データストアを 1 つのみ選択し
ます。

ストレージ オーバーコミット 各データストアでリンク クローンを作成する際のストレージ オー
バーコミット レベルを決定します。

レベルを高くすると、データストアに割り当てられるリンク クロー
ンの数が増加し、個々のクローンの増大に予約される領域は小さく

なります。ストレージ オーバーコミットのレベルを高くすると、デ
ータストアの物理ストレージ上限を超える合計論理サイズを持つリ

ンク クローンを作成できます。詳細については、以下を参照してく
ださい。リンククローン仮想マシンのストレージのオーバーコミッ

ト レベルの設定。

注:    Virtual SAN を使用する場合、この設定は効果がありません。

View Storage Accelerator を使用 ESXi ホストが共通の仮想マシン ディスク データをキャッシュでき
るようにする View Storage Accelerator を使用するかどうかを指
定します。View Storage Accelerator を使用することで、多数の
起動とウイルス対策スキャンの I/O ストームを管理する際のパフォ
ーマンスが向上し、追加のストレージ I/O 帯域幅の必要性が少なく
なります。

この機能は vSphere 5.0 以降でサポートされています。

この機能は、デフォルトで有効になっています。

詳細については、以下を参照してください。デスクトップ プール用
に View Storage Accelerator を構成する。
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オプション 説明 値をここに記入

ネイティブ NFS スナップショット
（VAAI）を使用

（Virtual SAN を使用しない場合にのみ使用可能） vStorage APIs
for Array Integration (VAAI) をサポートする NAS デバイスが展
開内に含まれている場合、ネイティブ スナップショット テクノロジ
ーを使用して仮想マシンのクローンを作成できます。

この機能を使用できるのは、VAAI を介したネイティブ クローン作
成操作サポートする NAS デバイスに存在するデータストアを選択
した場合だけです。

レプリカと OS ディスクを別々のデータストアに格納している場
合、この機能は使用できません。領域効率の高いディスクのある仮

想マシンでは、この機能は使用できません。

この機能は vSphere 5.0 以降でサポートされています。

詳細については、以下を参照してください。ネイティブ NFS スナッ
プショット テクノロジー（VAAI）を含む View Composer アレイ
統合の使用。

VM ディスク スペースを再利用 （Virtual SAN または Virtual Volumes を使用しない場合にのみ使
用可能）ESXi ホストがスペース効率的なディスク形式でフォーマッ
トされたリンク クローンの未使用ディスク領域を再利用できるよう
にするかどうかを決定します。 領域再利用機能により、リンク クロ
ーン デスクトップに必要なストレージ容量が削減されます。

この機能は vSphere 5.1 以降でサポートされています。リンク ク
ローン仮想マシンは、仮想ハードウェア バージョン 9 以降である必
要があります。

詳細については、以下を参照してください。リンク クローン仮想マ
シンのディスク領域を再利用する。

仮想マシンの未使用領域が次の値を

超えると再利用が開始されます。

（Virtual SAN または Virtual Volumes を使用しない場合にのみ使
用可能）領域再利用のトリガーとなる、リンク クローン OS ディス
ク上に蓄積する必要がある未使用ディスク領域の最小量 (GB) を入
力します。 未使用ディスク領域がこのしきい値を超過すると、View
は ESXi ホストに OS ディスク上の領域を再利用するように指示す
る操作を開始します。

この値は仮想マシンごとに計測されます。未使用ディスク領域が個

々の仮想マシンで指定したしきい値を超過すると、View はそのマシ
ンで領域再利用プロセスを開始します。

例：2 GB。

デフォルト値は 1 GB です。

停電期間 View Storage Accelerator の再生成と仮想マシン ディスク領域の
再利用が行われない日時を構成します。

必要に応じて ESXi のリソースがフォアグラウンド タスク専用にな
るように、ESXi ホストでこれらの操作を実行しない日時を指定でき
ます。

詳細については、以下を参照してください。View 仮想マシンにおけ
る ESXi 操作の停電期間の設定。
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オプション 説明 値をここに記入

透過的ページ共有の範囲 透過的なページ共有 (TPS) を実行できるレベルを選択します。 [仮
想マシン]（デフォルト）、[プール]、[ポッド]、または [グローバル]
から選択します。 プール、ポッド、またはグローバルですべてのマ
シンに対して TPS をオンにすると、ESXi ホストは、マシンが同じゲ
スト オペレーティング システムまたはアプリケーションを使用し
た結果生じるメモリ ページの余分なコピーを取り除きます。

ページ共有は ESXi ホストで発生します。 たとえば、プール レベル
で TPS を有効にするが、プールが複数の ESXi ホストにまたがって
いる場合、同じホスト上、または同じプール内の仮想マシンのみが

ページを共有します。 グローバル レベルでは、同じ ESXi ホスト上
で View によって管理されているすべてのマシンは、マシンが置か
れているプールに関係なく、メモリ ページを共有できます。

注:    TPS はセキュリティ上のリスクを招く可能性があるため、デフ
ォルト設定ではマシン間でのメモリ ページの共有が行われません。
調査では、非常に限定された構成シナリオにおいて、TPS を悪用し
てデータへの不許可のアクセスを取得できる可能性があることが示

されています。

ドメイン Active Directory ドメインおよびユーザー名を選択します。

View Composer では、リンク クローン プールを作成するために特
定のユーザー権限が必要となります。ドメインおよびユーザー アカ
ウントは、リンク クローン マシンをカスタマイズするために
QuickPrep または Sysprep によって使用されます。

このユーザーは、vCenter Server のための View Composer 設定
を構成するときに指定します。View Composer 設定を構成する場
合は、複数のドメインとユーザーを指定できます。[デスクトップ プ
ールを追加] ウィザードを使用してプールを作成する場合、リストか
ら 1 つのドメインとユーザーを選択する必要があります。

View Composer の構成については、『View 管理』のマニュアルを
参照してください。

AD コンテナ Active Directory コンテナの相対識別名を指定します。

例：CN=Computers

[デスクトップ プールを追加] ウィザードを実行するとき、Active
Directory ツリー内のコンテナを参照できます。
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オプション 説明 値をここに記入

既存のコンピュータ アカウントの再
利用を許可

View Composer によってプロビジョニングされたリンク クロー
ンで、Active Directory 内の既存のコンピュータ アカウントを使用
するには、このオプションを選択します。このオプションにより、

Active Directory で作成されたコンピュータ アカウントを管理で
きます。

リンク クローンがプロビジョニングされたときに、既存の AD コン
ピュータ アカウント名がリンク クローン マシン名と一致すれば、
View Composer は既存のコンピュータ アカウントを使用します。
一致しない場合は、新しいコンピュータ アカウントが作成されます。

既存のコンピュータ アカウントが、[Active Directory コンテナ] 設
定で指定する Active Directory コンテナに配置されている必要が
あります。

このオプションが無効になっていると、View Composer がリンク
クローンをプロビジョニングするときに、新しい AD コンピュータ
アカウントが作成されます。このオプションは、デフォルトで無効

になっています。

詳細については、以下を参照してください。リンク クローンに既存
の Active Directory コンピュータ アカウントを使用する。

Use QuickPrep or a
customization specification
(Sysprep)（QuickPrep またはカス
タマイズ仕様（Sysprep）を使用）

ライセンス、ドメインへの関連付け、DHCP 設定、およびその他の
プロパティをマシンで構成できるようにするために、QuickPrep を
使用するか、カスタマイズ仕様 (Sysprep) を選択するかを選択しま
す。

リンク クローンに対して Sysprep がサポートされるのは vSphere
4.1 以降のソフトウェア上だけです。

QuickPrep または Sysprep を使用してプールを作成すると、後で
そのプール内のマシンを作成または再構成するときに他のカスタマ

イズ方法に切り替えることはできません。

詳細については、以下を参照してください。リンク クローン マシン
をカスタマイズするための QuickPrep または Sysprep の選択。

Power-off script（パワーオフ スク
リプト）

QuickPrep は、リンク クローン マシンがパワーオフされる前にマ
シン上でカスタマイズ スクリプトを実行できます。

親仮想マシン上のスクリプトのパスおよびスクリプト パラメータを
指定します。

同期後スクリプト QuickPrep は、リンク クローン マシンが作成、再構成、および更
新された後にそのマシン上でカスタマイズ スクリプトを実行できま
す。

親仮想マシン上のスクリプトのパスおよびスクリプト パラメータを
指定します。

リンク クローン デスクトップ プールの作成
選択した親仮想マシンに基づいて自動リンク クローン デスクトップ プールを作成できます。View Composer サー
ビスは、vCenter Server に各デスクトップ用の新しいリンク クローン仮想マシンを動的に作成します。

フル仮想マシンを含む自動プールの作成については、フル仮想マシンを含む自動プールを参照してください。
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前提条件

n View Composer サービスが vCenter Server と同じホストまたは個別のホストにインストールされていて、
View Composer データベースが構成されていることを確認します。『View インストール ガイド』を参照してく
ださい。

n vCenter Server の View Composer 設定が View Administrator で構成されていることを確認します。『View
管理ガイド』を参照してください。

n リモート デスクトップとして使用している仮想マシンに対して使用されている ESXi 仮想スイッチに十分な数の
ポートがあることを確認します。大規模なデスクトップ プールを作成する場合、デフォルト値では不十分なこと
があります。ESXi ホスト上の仮想スイッチ ポートの数は、仮想マシンの数に、仮想マシンあたりの仮想 NIC の
数をかけた数以上である必要があります。

n 親仮想マシンを準備したことを確認します。親仮想マシンで View Agent がインストールされている必要があ
ります。3 章 仮想マシンの作成および準備を参照してください。

n vCenter Server で親仮想マシンのスナップショットを作成します。スナップショットを作成する前に親仮想マ
シンをシャットダウンする必要があります。View Composer は、クローンを作成するための基本イメージとし
てスナップショットを使用します。

注:    仮想マシン テンプレートからリンク クローン プールを作成することはできません。

n プールを作成するために指定する必要がある構成情報を収集します。リンク クローン デスクトップ プールの作
成用ワークシートを参照してください。

n 電源設定、表示プロトコル、Adobe Flash 品質、およびその他の設定を構成する方法を決定します。すべてのデ
スクトップ プール タイプのデスクトップ プール設定を参照してください。

n Workspace Portal からデスクトップとアプリケーションへのアクセスを提供しようとしている場合、View
Administrator のルート アクセス グループで Administrators ロールを持つユーザーとしてデスクトップ プー
ルとアプリケーション プールを作成していることを確認します。ルート アクセス グループ以外で
Administrators ロールをユーザーに付与すると、Workspace Portal は、View で構成する SAML 認証システム
を認識せず、Workspace Portal でプールを構成できません。

重要:    リンク クローン プールが作成されている間、vCenter Server で親仮想マシンを変更しないでください。たと
えば、親仮想マシンをテンプレートに変換しないでください。View Composer サービスでは、プールの作成中、親
仮想マシンが静的な未変更の状態のままであることが必要です。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 [追加] をクリックします。

3 [自動化されたデスクトップ プール] を選択します。

4 [vCenter Server] ページで、[View Composer のリンク クローン] を選択します。

5 ウィザードの指示に従って、プールを作成します。

ワークシートで収集した構成情報を使用します。ナビゲーション パネルのページ名をクリックすると、完了した
ウィザード ページに直接戻ることができます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 82



[vCenter 設定] ページで、[参照] をクリックし、vCenter Server の設定を順番に選択する必要があります。
vCenter Server の設定を省略することはできません。

a 親仮想マシン

b スナップショット

c 仮想マシンのフォルダの場所

d Host or cluster（ホストまたはクラスタ）

e Resource pool（リソース プール）

f データストア

View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択すると、プールに追加されているとおりにマシン
を表示できます。

リンク クローンは、プロビジョニング中に 1 回以上再起動される場合があります。リンク クローンがエラー状態に
ある場合、View の自動リカバリ メカニズムはそのリンク クローンのパワーオン、またはシャットダウンと再起動を
試みます。リカバリが繰り返し失敗すると、そのリンク クローンは削除されます。

View Composer は、リンク クローンのプロビジョニング用のマスタ イメージとして機能するレプリカ仮想マシン
も作成します。領域の使用を少なくするために、レプリカはシン ディスクとして作成されます。すべての仮想マシン
が再構成または削除され、レプリカにクローンが 1 つもリンクされていない場合、レプリカ仮想マシンは vCenter
Server から削除されます。

別のデータストアにレプリカを格納しない場合は、View Composer によって、リンク クローンが作成される各デー
タストアにレプリカが作成されます。

別のデータストアにレプリカを格納する場合は、リンク クローンが複数のデータストア上で作成されている場合でも
プール全体に対して 1 つのレプリカが作成されます。

次のステップ

プールにアクセスするための資格をユーザーに付与します。デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格
の追加を参照してください。

自動デスクトップ プールのクローン作成
既存のプールから自動デスクトップ プールのクローンを作成できます。プールのクローンを作成する場合、既存のデ
スクトップ プールの設定が [デスクトップ プールを追加] ウィザードにコピーされるため、各設定を手動で入力する
ことなく新しいプールを作成できます。

この機能を使用すれば、[デスクトップ プールを追加] ウィザードで各オプションを入力する必要がなくなるため、プ
ールの作成を合理化できます。ウィザードの事前入力値を使用して、デスクトップ プール属性が標準化されているこ
とを確認できます。

フル仮想マシンを含む自動デスクトップ プールおよびリンククローン デスクトップ プールのクローンを作成できま
す。手動デスクトップ プールまたは RDS デスクトップ プールのクローンは作成できません。

デスクトップ プールのクローンを作成する場合、特定の設定は変更できません。

n デスクトップ プール タイプ
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n クローン タイプ（リンク クローンまたはフル仮想マシン）

n ユーザー割り当て（専用または流動）

n vCenter Server インスタンス

前提条件

n 元のデスクトップ プールを作成するための前提条件がまだ有効であることを確認します。

たとえば、フル仮想マシンを含むプールの場合、仮想マシン テンプレートが準備されていることを確認します。

リンククローン プールの場合、親仮想マシンが準備されていて、仮想マシンのパワーオフ後にスナップショット
が作成されていることを確認します。

プールのクローンを作成する場合、同じ仮想マシン テンプレートまたは親仮想マシンを使用することができます
が、別の仮想マシン テンプレートまたは親仮想マシンを選択することもできます。

n 自動フルクローン プールのクローンを作成するための前提条件については、フル仮想マシンを含む自動プールの
作成を参照してください。

n リンククローン プールのクローンを作成するための前提条件については、リンク クローン デスクトップ プール
の作成を参照してください。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 クローンを作成するデスクトップ プールを選択し、[クローン] をクリックします。

[デスクトップ プールを追加] ウィザードが表示されます。

3 [デスクトップ プールを追加] ページで、一意のプール ID を入力します。

4 [プロビジョニングの設定] ページで、仮想マシンの一意の名前を入力します。

オプション 説明

[名前付けパターンを使用] 仮想マシンの名前付けパターンを入力します。

[名前を手動で指定] 仮想マシンの一意の名前のリストを入力します。

 
5 ウィザードの他の指示に従って、プールを作成します。

必要に応じて、デスクトップ プールの設定および値を変更します。

View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択すると、プールに追加されているとおりにマシン
を表示できます。

次のステップ

プールにアクセスするための資格をユーザーに付与します。デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格
の追加を参照してください。
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リンク クローン デスクトップ プールのデスクトップ プール設定
View Composer によって作成されたリンク クローンを含む自動プールを構成するときに、マシンとデスクトップ
プールの設定を指定する必要があります。専用ユーザー割り当てを使用するプールと流動ユーザー割り当てを使用す

るプールには、異なる設定が適用されます。

表 5-2. 自動リンク クローン デスクトップ プールの設定 に、専用ユーザー割り当てを使用するリンク クローン プー
ルおよび流動ユーザー割り当てを使用するリンク クローン プールに適用される設定を示します。

各設定の説明については、すべてのデスクトップ プール タイプのデスクトップ プール設定を参照してください。

表 5-2. 自動リンク クローン デスクトップ プールの設定

設定 リンク クローン プール、専用割り当て リンク クローン プール、流動割り当て

状態 はい はい

接続サーバ restrictions（接続サーバの制限） はい はい

リモート マシンの電源ポリシー はい はい

Automatically logoff after disconnect（切断
後に自動的にログオフ）

はい はい

ユーザーによるマシンのリセットを許可 はい はい

ユーザーが複数のクライアント デバイスからセ
ッションを個別に開始できるようにする

はい

ログオフ時にマシンを削除または更新 はい

Refresh OS disk after logoff（ログオフ後に
OS ディスクを更新）

はい

デフォルト表示プロトコル はい はい

ユーザーがプロトコルを選択できるようにする はい はい

3D レンダラー はい はい

Max number of monitors（モニタの最大数） はい はい

Max resolution of any one monitor（特定の
モニタの最大解像度）

はい はい

Adobe Flash quality（Adobe Flash の品質） はい はい

Adobe Flash throttling（Adobe Flash のスロ
ットル）

はい はい

Mirage 設定全体をオーバーライドする はい はい

Mirage サーバの構成 はい はい

View Composer でのリンク クローンの SID およびサードパーティ
アプリケーションのサポート

View Composer が、リンク クローン仮想マシンのローカル コンピュータ セキュリティ識別子（SID）を生成および
保持できる場合がます。サードパーティ アプリケーションが GUID を生成する方法によっては、View Composer は
そのアプリケーションのグローバル一意識別子（GUID）を保持できます。
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View Composer 操作が SID およびアプリケーション GUID にどのように影響するかを理解するには、リンク クロ
ーン マシンがどのように作成されてプロビジョニングされるかを理解する必要があります。

1 View Composer は、次の処理を行うことによってリンク クローンを作成します。

a 親仮想マシンのスナップショットを複製することによってレプリカを作成します。

b そのレプリカを親ディスクとして参照するリンク クローンを作成します。

2 View Composer および View は、プールの作成時に選択したカスタマイズ ツールに従って、QuickPrep また
は Sysprep カスタマイズ仕様によってリンク クローンをカスタマイズします。

n Sysprep を使用する場合は、クローンごとに一意の SID が生成されます。

n QuickPrep を使用する場合、新しい SID は生成されません。親仮想マシンの SID は、プール内のすべての
プロビジョニングされたリンク クローン マシンで複製されます。

n 一部のアプリケーションは、カスタマイズ時に GUID を生成します。

3 View は、リンク クローンのスナップショットを作成します。

スナップショットには、Sysprep で生成された一意の SID または QuickPrep で生成された共通 SID が含まれま
す。

4 View は、プールの作成時に選択した設定に従ってマシンをパワーオンします。

一部のアプリケーションは、マシンが初めてパワーオンされたときに GUID を生成します。

QuickPrep によるカスタマイズと Sysprep によるカスタマイズの比較については、リンク クローン マシンをカスタ
マイズするための QuickPrep または Sysprep の選択を参照してください。

リンク クローンを更新すると、View Composer はスナップショットを使用してクローンを初期状態に戻します。
SID は保持されます。

リンク クローンを再構成するときに QuickPrep を使用した場合は、再構成操作で同じ親仮想マシンを選択していれ
ば、親仮想マシンの SID がそのリンク クローン上に保持されます。再構成で別の親仮想マシンを選択した場合は、新
しい親の SID がクローンで複製されます。

Sysprep を使用する場合は、クローンで新しい SID が常に生成されます。詳細については、Sysprep でカスタマイ
ズしたリンク クローンの再構成を参照してください。

表 5-3. View Composer の操作、リンク クローン SID、およびアプリケーション GUID に、View Composer の操
作がリンク クローンの SID およびサードパーティ アプリケーションの GUID に与える影響を示します。
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表 5-3. View Composer の操作、リンク クローン SID、およびアプリケーション GUID

SID または GUID のサポート クローン作成 更新 再構成

Sysprep：リンク クローンの一意の
SID

Sysprep カスタマイズでは、リン
ク クローンに対して一意の SID
が生成されます。

一意の SID は保持されます。 一意の SID は保持されません。

QuickPrep：リンク クローンの共
通 SID

QuickPrep カスタマイズでは、プ
ール内のすべてのクローンに対し

て共通 SID が生成されます。

共通 SID は保持されます。 共通 SID は保持されます。

サードパーティ アプリケーション
の GUID

アプリケーションごとに動作が異

なります。

注:    GUID の保持については、
Sysprep と QuickPrep で結果に
違いはありません。

アプリケーションが初期スナップ

ショットが作成される前に GUID
を生成する場合、GUID は保持さ
れます。

アプリケーションが初期スナップ

ショットが作成された後で GUID
を生成する場合、GUID は保持さ
れません。

アプリケーションが View
Composer の通常ディスクとして
指定されたドライブに GUID を書
き込む場合を除き、再構成操作では

アプリケーション GUID は保持さ
れません。

リンク クローン マシンをカスタマイズするための QuickPrep または Sysprep
の選択

QuickPrep および Microsoft Sysprep では、リンク クローン マシンをカスタマイズするためのさまざまな方法を提
供します。QuickPrep は、View Composer と効率的に連携するように設計されています。Microsoft Sysprep は、
標準のカスタマイズ ツールを提供します。

リンク クローン マシンを作成する際は、仮想マシンがネットワーク上の一意のコンピュータとして機能できるよう
に各仮想マシンを変更する必要があります。View と View Composer では、リンク クローン マシンを個人用に設
定する方法が 2 つあります。

表 5-4. QuickPrep と Microsoft Sysprep の比較では、QuickPrep と、Microsoft Sysprep で作成されたカスタマイ
ズ仕様を比較しています。

表 5-4. QuickPrep と Microsoft Sysprep の比較

QuickPrep カスタマイズ仕様（Sysprep）

View Composer と連携するように設計されています。

詳細については、QuickPrep でのリンク クローン マシンのカスタマイズ
を参照してください。

標準の Microsoft Sysprep ツールを使って作成できます。

プール内のすべてのリンク クローンに対して同じローカル コンピュータ
セキュリティ識別子（SID）を使用します。

プール内の各リンク クローンに対して一意のローカル コンピュータ SID
を生成します。

リンク クローンのパワーオフ前、およびリンク クローンの作成、更新、
または再構成後に、追加のカスタマイズ スクリプトを実行できます。

ユーザーが初めてログインしたときに追加スクリプトを実行できます。

リンク クローン コンピュータを Active Directory ドメインに参加させ
ます。

リンク クローン コンピュータを Active Directory ドメインに参加させ
ます。

Sysprep カスタマイズ仕様に含まれるドメインと管理者の情報は使用さ
れません。仮想マシンは、プールの作成時に View Administrator で入
力するゲストのカスタマイズ情報を使ってドメインに結合されます。
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QuickPrep カスタマイズ仕様（Sysprep）

各リンク クローンで、一意の ID を Active Directory ドメイン アカウン
トに追加します。

各リンク クローンで、一意の ID を Active Directory ドメイン アカウン
トに追加します。

リンク クローンの更新後に新しい SID を生成しません。共通 SID が保
持されます。

各リンク クローンがカスタマイズされたときに新しい SID を生成しま
す。更新操作中は一意の SID を保持しますが、再構成または再分散操作
中は保持しません。

リンク クローンの再構成後に新しい SID を生成しません。共通 SID が
保持されます。

リンク クローンの再構成後に再度実行し、仮想マシンの新しい SID を生
成します。

詳細については、Sysprep でカスタマイズしたリンク クローンの再構成
を参照してください。

Sysprep より迅速に動作します。 QuickPrep よりも時間がかかることがあります。

QuickPrep または Sysprep でリンク クローン プールをカスタマイズした後、そのプール内のマシンを作成または再
構成する際に別のカスタマイズ方法に切り替えることはできません。

QuickPrep でのリンク クローン マシンのカスタマイズ

QuickPrep システム ツールを使用して、親仮想マシンから作成されたリンク クローン マシンを個人用に設定できま
す。View Composer は、リンク クローン マシンが作成または再構成される際に QuickPrep を実行します。

QuickPrep は、次のいくつかの方法でリンク クローン マシンをカスタマイズします。

n コンピュータに、リンク クローン プールを作成するときに指定した名前を付けます。

n Active Directory 内にコンピュータ アカウントを作成し、そのコンピュータを適切なドメインに参加させます。

n View Composer の通常ディスクをマウントします。Windows ユーザー プロファイルはこのディスクにリダ
イレクトされます。

n 一時ファイルとページング ファイルを別のディスクにリダイレクトします。

これらの手順では、リンク クローンを 1 回以上再起動しなければならない場合があります。

QuickPrep は KMS ボリューム ライセンス キーを使用して、Windows リンククローン マシンをアクティベーショ
ンします。詳細については、『View 管理ガイド』を参照してください。

リンク クローンをさらにカスタマイズする独自のスクリプトを作成できます。QuickPrep は、あらかじめ定義され
たタイミングで 2 種類のスクリプトを実行できます。

n リンク クローンが作成または再構成された後

n リンク クローンがパワーオフされる直前

QuickPrep のカスタマイズ スクリプトの使用に関するガイドラインおよびルールについては、QuickPrep カスタマ
イズ スクリプトの実行を参照してください。

注:    リンク クローン マシンを Active Directory ドメインに参加させるには、View Composer でドメインのユーザ
ー認証情報が必要です。詳細については、『View 管理ガイド』を参照してください。
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QuickPrep カスタマイズ スクリプトの実行

QuickPrep ツールでは、プール内のリンク クローン マシンをカスタマイズするためのスクリプトを作成できます。
2 つの事前に定義されたタイミングにカスタマイズ スクリプトを実行するように QuickPrep を構成できます。

QuickPrep スクリプトが実行される時期

同期後スクリプトは、リンク クローンが作成、再構成、または再分散され、そのクローンのステータスが [動作可能]
になった後に実行されます。パワーオフ スクリプトは、リンク クローンがパワーオフされる前に実行されます。こ
れらのスクリプトは、リンク クローンのゲスト OS で実行されます。

QuickPrep でのスクリプトの実行方法

QuickPrep プロセスは、Windows の CreateProcess API 呼び出しを使用してスクリプトを実行します。スクリプ

トは、CreateProcess API で作成できる任意のプロセスを呼び出すことができます。たとえば、cmd、vbscript、

exe、およびバッチ ファイル プロセスは、この API で動作します。

特に QuickPrep は、スクリプトに指定されたパスを 2 番目のパラメータとして CreateProcess API に渡し、最初の

パラメータを NULL に設定します。

たとえば、スクリプト パスが C:¥.cmd である場合、このパスは次のように View Composer ログ ファイル内の関

数では 2 番目のパラメータとして表示されます。CreateProcess(NULL,c:¥.cmd,...)

QuickPrep スクリプトへのパスの指定

リンク クローン マシン プールを作成する場合や、プールのゲストのカスタマイズ設定を編集する場合は、QuickPrep
カスタマイズスクリプトのパスを指定します。スクリプトは、親仮想マシンに配置する必要があります。ネットワー

ク共有の UNC パスは使用できません。

スクリプトの実行にインタープリタが必要なスクリプト言語を使用する場合は、スクリプト パスをインタープリタの
バイナリで始める必要があります。

たとえば、QuickPrep カスタマイズ スクリプトとして C:¥¥.vbs を指定した場合、View Composer Agent はスク

リプトを実行できません。次のように、インタープリタのバイナリ パスで始まるパスを指定する必要があります。

C:\windows\system32\cscript.exe c:\script\myvb.vbs

重要:    通常のユーザーがアクセスできないように QuickPrep カスタマイズ スクリプトを保護します。スクリプト
を安全なフォルダに配置します。

QuickPrep スクリプトのタイムアウト制限

View Composer は、20 秒を経過した同期後スクリプトまたはパワーオフ スクリプトを終了します。スクリプトが
20 秒より長くかかる場合は、タイムアウトの上限を引き上げることができます。詳細については、QuickPrep カス
タマイズ スクリプトのタイムアウト制限の引き上げを参照してください。

または、スクリプトを使用して、長時間タスクを実行する別のスクリプトまたはプロセスを起動できます。

QuickPrep スクリプトのアカウント

QuickPrep は、VMware View Composer Guest Agent Server サービスの実行が構成されたアカウントでスクリプ
トを実行します。デフォルトでは、このアカウントはローカル システムです。
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このログオン アカウントは変更しないでください。変更すると、リンク クローンが起動しなくなります。

QuickPrep プロセス権限

セキュリティ上の理由から、一部の Windows OS 権限は、QuickPrep カスタマイズ スクリプトを起動する View
Composer Guest Agent プロセスから削除されます。

QuickPrep カスタマイズ スクリプトは、View Composer Guest Agent プロセスから削除される権限を必要とする
操作は実行できません。

次の権限は、QuickPrep スクリプトを起動するプロセスから削除されます。

SeCreateTokenPrivilege

SeTakeOwnershipPrivilege

SeSecurityPrivilege

SeSystemEnvironmentPrivilege

SeLoadDriverPrivilege

SeSystemtimePrivilege

SeUndockPrivilege

SeManageVolumePrivilege

SeLockMemoryPrivilege

SeIncreaseBasePriorityPrivilege

SeCreatePermanentPrivilege

SeDebugPrivilege

SeAuditPrivilege

QuickPrep スクリプトのログ

View Composer ログには、QuickPrep スクリプトの実行に関する情報が含まれています。このログには、実行の開
始と終了や、出力またはエラー メッセージが記録されます。このログは、次の Windows の temp ディレクトリ内に

あります。

C:\Windows\Temp\vmware-viewcomposer-ga-new.log

Sysprep でカスタマイズしたリンク クローンの再構成

Sysprep でカスタマイズしたリンク クローン マシンを再構成すると、View は、OS ディスクが再構成された後で
Sysprep カスタマイズ仕様を再度実行します。この操作により、リンク クローン仮想マシンの新しい SID が生成さ
れます。

新しい SID が生成されると、再構成されたリンク クローンはネットワーク上で新しいコンピュータとして機能しま
す。システム管理ツールなどのソフトウェア プログラムは、管理対象のコンピュータを識別するために SID を使用し
ます。これらのプログラムが、リンク クローン仮想マシンを識別または検索できない場合があります。

また、サードパーティ ソフトウェアがシステム ディスクにインストールされている場合、カスタマイズ仕様によっ
て、再構成後にそのソフトウェアの GUID が再生成されることがあります。

再構成により、リンク クローンが元の状態（カスタマイズ仕様が初めて実行される前の状態）に戻ります。この状態
のリンク クローンには、ローカル コンピュータの SID またはシステム ドライブにインストールされているサードパ
ーティ ソフトウェアの GUID がありません。View は、リンク クローンが再構成された後で Sysprep カスタマイズ
仕様を実行する必要があります。
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View Composer の操作時に、リモート デスクトップ セッションで使
用するようにプロビジョニングされたリンククローン マシンを維持
する

ユーザーが常にリモート デスクトップにアクセスできる必要がある場合、View Composer のメンテナンス操作が行
われている間でも、リモート デスクトップ セッションで使用できるようにプロビジョニングされた一定数のマシン
を維持する必要があります。View Composer が、プールにあるリンククローン仮想マシンを更新、再構成、または
再調整するときに、メンテナンス モードに入らないマシンの最小数を設定できます。

[View Composer のメンテナンス操作中における（プロビジョニング済み）動作可能マシンの最小数] を設定すると、
View Composer がメンテナンス操作を続行する間も、指定された数のマシンが View によってプロビジョニングさ
れたままになり、メンテナンス モードに入らなくなります。

この設定を使用すると、View Composer のメンテナンス操作時に、ユーザーは既存の接続を維持したり、新しい接
続要求を作成したりできます。この設定では、新しい接続の受け入れ準備ができているスペア マシンと既存のデスク
トップ セッションですでに接続されているマシンは区別されません。

リンククローン プールを作成または編集するときに、この設定を指定できます。

以下のガイドラインがこの設定に適用されます。

n 多くのユーザーが既存のデスクトップ接続を維持できるようにし、新しい接続要求を受け入れることができるス

ペアの（パワーオン状態の）マシンの数を最小限にするには、[View Composer のメンテナンス操作中における
（プロビジョニング済み）動作可能マシンの最小数] に、両方のマシンのセットが含まれるように、十分に大きな
値を設定します。

n マシンのプロビジョニングに名前付けパターンを使用し、オン デマンドでマシンをプロビジョニングする場合、
View Composer 操作時にプロビジョニングされるマシンの数は指定された [マシンの最大数] よりも小さい値
に設定してください。最大数がこれよりも小さければ、プールの合計マシン数が、最終的に View Composer の
操作中にプロビジョニングされた状態のままにする最小数よりも小さくなる場合があります。この場合、View
Composer のメンテナンス操作が行われない可能性があります。

n 手動でマシン名のリストを指定することでマシンをプロビジョニングする場合、（マシン名を削除して）合計のプ

ール サイズをプロビジョニングされるマシンの最小数より小さい数字まで減らさないでください。この場合、
View Composer のメンテナンス操作が行われない可能性があります。

n プロビジョニングされるマシンの最小数をプール サイズに対して相対的に大きく設定すると、View Composer
のメンテナンス操作が完了するまで時間がかかる場合があります。View はメンテナンス操作中にプロビジョニ
ングされるマシンの最小数を維持しますが、操作では [最大同時 View Composer メンテナンス操作数] 設定で
指定した同時制限に達しない場合があります。

たとえば、プールに 20 台のマシンが含まれていて、プロビジョニングされるマシンの最小数が 15 の場合、View
Composer は最大でも同時に 5 台のマシンでしか稼動できません。同時 View Composer メンテナンス操作数
の制限が 12 の場合、同時制限に達することはありません。
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n この設定名では、「作動可能」という言葉は、リンククローン仮想マシンの状態に適用されるものであり、View
Administrator に表示されるマシンのステータスに適用されるものではありません。仮想マシンは、プロビジョ
ニングされてパワーオンされる準備ができていれば作動可能です。マシンのステータスは、マシンの View 管理
対象状態を反映します。たとえば、マシンは 接続済み、切断されました、エージェントに到達できません、削除中などの

ステータスになる場合がありますが、「作動可能」と見なされます。

リンク クローンに既存の Active Directory コンピュータ アカウント
を使用する

デスクトップ プールや自動ファームを作成または編集するとき、新しくプロビジョニングされたリンク クローンに
Active Directory の既存のコンピュータ アカウントを使用するように View Composer を構成できます。

デフォルトでは、View Composer はプロビジョニングしたリンク クローンごとに新しい Active Directory コンピ
ュータ アカウントを生成します。[既存のコンピュータ アカウントの再利用を許可] オプションでは、View
Composer が既存の AD コンピュータ アカウントを使用できるようにすることで、Active Directory で作成された
コンピュータ アカウントを管理できます。

このオプションを有効にすると、リンク クローンがプロビジョニングされたときに、View Composer は、既存の
AD コンピュータ アカウント名がリンク クローン マシン名と一致するかどうかを確認します。一致していれば、
View Composer は既存の AD コンピュータ アカウントを使用します。View Composer は、一致する AD コンピュ
ータ アカウント名を検出できない場合は、リンク クローン用の新しい AD コンピュータ アカウントを生成します。

デスクトップ プールや自動ファームを作成または編集するときに、[既存のコンピュータ アカウントの再利用を許可]
オプションを設定できます。プールまたはファームを編集してこのオプションを設定した場合、この設定は、今後プ

ロビジョニングされるリンククローン マシンに影響を与えます。すでにプロビジョニングされているリンク クロー
ンには影響しません。

[既存のコンピュータ アカウントの再利用を許可] オプションを設定すると、デスクトップ プールまたはファームを生
成する View Composer ユーザー アカウントに割り当てられる Active Directory の権限を制限できます。必要なの
は次の Active Directory の権限のみです。

n 内容の一覧表示

n すべてのプロパティの読み取り

n アクセス許可の読み取り

n パスワードのリセット

プロビジョニングを行うすべてのマシンに、Active Directory で既存のコンピュータ アカウントが割り当てられてい
る場合、Active Directory 権限のみを制限できます。一致する名前が見つからなければ、View Composer は、新し
い AD コンピュータ アカウントを生成します。コンピュータ オブジェクトの作成などの追加権限は、新しいコンピ
ュータ アカウント作成するために必要です。View Composer ユーザー アカウントに必要な権限の完全なリストに
ついては、『View 管理ガイド』を参照してください。

View Composer が現在、既存の AD コンピュータ アカウントを 1 つ以上使用している場合は、このオプションは
無効にできません。

次の手順は、リンククローン デスクトップ プールに適用されます。手順は、自動ファームの場合と同様です。
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前提条件

既存のコンピュータ アカウントが、[Active Directory コンテナ] 設定で指定する Active Directory コンテナに配置
されていることを確認します。既存のアカウントが別のコンテナに配置されている場合、それらのアカウント名のリ

ンク クローンではプロビジョニングは失敗し、Active Directory に既存のコンピュータ アカウントが既に存在する
というエラー メッセージが表示されます。

たとえば、[既存のコンピュータ アカウントの再利用を許可] オプションを選択し、[Active Directory コンテナ] がデ
フォルト値 CN=Computers であることを指定し、既存のコンピュータ アカウントが OU=mydesktops に配置され

ると、プロビジョニングはそれらのアカウントで失敗します。

手順

1 Active Directory で、リンククローン マシンに使用するコンピュータ アカウントを作成します。

例：machine1, machine2, machine3

View でマシンのプロビジョニング時に生成される名前と一致するように、コンピュータ アカウント名には連続
した整数を使用する必要があります。

2 View Administrator で、[デスクトップ プールを追加] ウィザードを使用してプールを作成するか、[編集] ダイ
アログ ボックスでプールを編集します。

3 [プロビジョニングの設定] ページまたはタブで、[名前付けパターンを使用] を選択します。

4 [名前付けパターン] テキスト ボックスに、Active Directory コンピュータ アカウント名と一致するマシン名を
入力します。

例：machine

View は一意の番号をパターンに付加し、各マシンに固有の名前を付けます。

例：machine1, machine2, machine3

5 [ゲストのカスタマイズ] ページまたはタブで、[既存のコンピュータ アカウントの再利用を許可] オプションを選
択します。
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手動デスクトップ プールの作成 6
手動デスクトップ プール内で、エンド ユーザーからアクセスされる各リモート デスクトップは別々のマシンです。
手動デスクトップ プールを作成するときに、既存のマシンを選択します。手動デスクトップ プールを作成し、単一
のマシンを選択することによって、単一のデスクトップを含むプールを作成することができます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n 手動デスクトップ プール

n 手動デスクトップ プールの作成用ワークシート

n 手動デスクトップ プールの作成

n 1 つのマシンを含む手動プールの作成

n 手動プールのデスクトップ プール設定

手動デスクトップ プール
手動デスクトップ プールを作成するために、View は既存のマシンからデスクトップをプロビジョニングします。プ
ール内のデスクトップごとに、別のマシンを選択します。

手動プールでは複数の種類のマシンを使用できます。

n vCenter Server で管理される仮想マシン

n vCenter Server 以外の仮想化プラットフォームで実行される仮想マシン

n 物理コンピュータ

Linux 仮想マシンを使用する手動デスクトップ プールの作成に関する詳細については、Horizon 6 for Linux のデス
クトップ の設定ガイドを参照してください。

手動デスクトップ プールの作成用ワークシート
手動デスクトップ プールを作成するときに、View Administrator の [デスクトップ プールを追加] ウィザードで特定
のオプションを構成するよう求められます。このワークシートを使用して、プールを作成する前に構成オプションを

準備します。
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このワークシートを印刷し、[デスクトップ プールを追加] ウィザードを実行するときに、希望する値を記入すること
ができます。

注:    手動プールで、リモート デスクトップ アクセスを提供するための各マシンを準備する必要があります。各マシ
ンで View Agent がインストールされ、実行されている必要があります。

表 6-1. ワークシート：手動デスクトップ プールを作成するための構成オプション

オプション 説明 値をここに記入

ユーザー割り当て ユーザー割り当てのタイプを選択します。

n 専用割り当てプールでは、各ユーザーがマシンに割り当

てられます。ユーザーは、ログインするたびに同じマシ

ンを受け取ります。

n 流動割り当てプールでは、ユーザーは、ログインするた

びに異なるマシンを受け取ります。

詳細については、以下を参照してください。デスクトップ プ
ールでのユーザー割り当て。

vCenter Server マシンを管理する vCenter Server。

このオプションは、マシンが vCenter Server によって管理
される仮想マシンである場合にのみ表示されます。

マシン ソース デスクトップ プールに含める仮想マシン、または物理コンピ
ュータ。

1 どの種類のマシンを使用するかを決定します。vCenter
Server によって管理される仮想マシンまたは非管理対
象の仮想マシンと物理コンピュータのいずれかを使用で

きます。

2 デスクトップ プールに含める、vCenter Server 仮想マ
シンまたは非管理対象の仮想マシンと物理コンピュータ

のリストを準備します。

3 デスクトップ プールに含める各マシンに View Agent
をインストールします。

非管理対象の仮想マシンまたは物理コンピュータであるマシ

ンで PCoIP を使用するには、Teradici ハードウェアを使用
する必要があります。

注:    View Administrator で Windows Server デスクトッ
プを有効にすると、View Administrator は使用可能なすべ
ての Windows Server マシン（View 接続サーバなどの
View server がインストールされているマシンなど）を潜在
的なマシン ソースとして表示します。

マシンに View server ソフトウェアがインストールされて
いる場合、それらのマシンをデスクトップ プールに選択する
ことはできません。View Agent は、View 接続サーバ、セ
キュリティ サーバ、View Composer、または Horizon
Client を含む他の View ソフトウェア コンポーネントと同
じ仮想マシンまたは物理マシンにインストールすることはで

きません。
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オプション 説明 値をここに記入

デスクトップ プール ID ユーザーのログイン時に表示され、View Administrator で
プールを識別するプール名。

環境内で複数の vCenter Server を実行している場合は、別
の vCenter Server で同じプール ID を使用していないこと
を確認します。

デスクトップ プールの設定 マシンの状態、仮想マシンが使用中でないときの電源ステー

タス、表示プロトコル、Adobe Flash 品質などを決定する設
定。

詳細については、以下を参照してください。すべてのデスク

トップ プール タイプのデスクトップ プール設定。

手動プールに適用される設定のリストについては、手動プー

ルのデスクトップ プール設定を参照してください。

透過的ページ共有の範囲 透過的なページ共有 (TPS) を実行できるレベルを選択しま
す。 [仮想マシン]（デフォルト）、[プール]、[ポッド]、また
は [グローバル] から選択します。 プール、ポッド、またはグ
ローバルですべてのマシンに対して TPS をオンにすると、
ESXi ホストは、マシンが同じゲスト オペレーティング シス
テムまたはアプリケーションを使用した結果生じるメモリ

ページの余分なコピーを取り除きます。

ページ共有は ESXi ホストで発生します。 たとえば、プール
レベルで TPS を有効にするが、プールが複数の ESXi ホスト
にまたがっている場合、同じホスト上、または同じプール内

の仮想マシンのみがページを共有します。 グローバル レベ
ルでは、同じ ESXi ホスト上で View によって管理されている
すべてのマシンは、マシンが置かれているプールに関係なく、

メモリ ページを共有できます。

注:    TPS はセキュリティ上のリスクを招く可能性があるた
め、デフォルト設定ではマシン間でのメモリ ページの共有が
行われません。 調査では、非常に限定された構成シナリオに
おいて、TPS を悪用してデータへの不許可のアクセスを取得
できる可能性があることが示されています。

手動デスクトップ プールの作成
既存の仮想マシンまたは物理コンピュータからデスクトップをプロビジョニングする手動デスクトップ プールを作
成できます。このデスクトップ プールに含めるマシンを選択する必要があります。

vCenter Server によって管理される仮想マシンが含まれている手動プールの場合は、ユーザーがスペア マシンに接
続できるように、View は必ず 1 つのスペア マシンがパワーオンされているようにします。このスペア マシンは、ど
の電源ポリシーが有効でもパワーオンされます。

前提条件

n リモート デスクトップ アクセスを提供するためのマシンを準備します。手動プールでは、各マシンを個別に準
備する必要があります。各マシンで View Agent がインストールされ、実行されている必要があります。

vCenter Server で管理される仮想マシンの準備については、3 章 仮想マシンの作成および準備を参照してくだ
さい。
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非管理対象の仮想マシンと物理コンピュータの準備については、2 章 非管理対象マシンの準備を参照してくださ
い。

n プールを作成するために指定する必要がある構成情報を収集します。手動デスクトップ プールの作成用ワーク
シートを参照してください。

n 電源設定、表示プロトコル、Adobe Flash 品質、およびその他の設定を構成する方法を決定します。すべてのデ
スクトップ プール タイプのデスクトップ プール設定を参照してください。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 [追加] をクリックします。

3 [手動デスクトップ プール] を選択します。

4 ウィザードの指示に従って、プールを作成します。

ワークシートで収集した構成情報を使用します。ナビゲーション パネルのページ名をクリックすると、完了した
ウィザード ページに直接戻ることができます。

View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択すると、プールに追加されているとおりにマシン
を表示できます。

次のステップ

プールにアクセスするための資格をユーザーに付与します。デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格
の追加を参照してください。

1 つのマシンを含む手動プールの作成
ユーザーが一意の専用デスクトップを必要としている場合や、単一ホスト ライセンスしかない高価なアプリケーショ
ンに複数のユーザーが異なる時間にアクセスする必要がある場合は、単一マシンを含むプールを作成できます。

手動デスクトップ プールを作成し、単一のマシンを選択することによって、個別のマシンを独自のプールでプロビジ
ョニングできます。

複数のユーザーが共有できる物理コンピュータを模倣するには、プールにアクセスするための資格が付与されている

ユーザーに対して流動割り当てを指定します。

単一のマシン プールを専用割り当てで構成しているか、流動割り当てで構成しているかにかかわらず、電源操作がセ
ッション管理によって開始されます。仮想マシンは、ユーザーがデスクトップを要求するとパワーオンされ、ユーザ

ーがログオフするとパワーオフされるかサスペンドされます。

[マシンは常にパワーオン] ポリシーを構成している場合、仮想マシンはパワーオンされたままです。ユーザーが仮想
マシンをシャットダウンした場合、すぐに再起動されます。

前提条件

n リモート デスクトップ アクセスを提供するためのマシンを準備します。マシンで View Agent がインストール
され、実行されている必要があります。
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vCenter Server で管理される仮想マシンの準備については、3 章 仮想マシンの作成および準備を参照してくだ
さい。

非管理対象の仮想マシン、物理コンピュータの準備については、2 章 非管理対象マシンの準備を参照してくださ
い。

n 手動プールを作成するために指定する必要がある構成情報を収集します。手動デスクトップ プールの作成用ワ
ークシートを参照してください。

n 電源設定、表示プロトコル、Adobe Flash 品質、およびその他の設定を構成する方法を決定します。すべてのデ
スクトップ プール タイプのデスクトップ プール設定を参照してください。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 [追加] をクリックします。

3 [手動デスクトップ プール] を選択します。

4 ユーザー割り当てのタイプを選択します。

オプション 説明

専用 マシンは 1 人のユーザーに割り当てられます。そのユーザーだけがこのデスクトップにログ
インできます。

流動 マシンは、そのプールに対する資格が付与されているすべてのユーザーによって共有されます。

別のユーザーがログインしていない限り、資格を持っているすべてのユーザーがこのデスクト

ップにログインできます。

 
5 [マシン ソース] ページで、デスクトップ プールに含めるマシンを選択します。

6 ウィザードの指示に従って、プールを作成します。

ワークシートで収集した構成情報を使用します。ナビゲーション パネルのページ名をクリックすると、完了した
ウィザード ページに直接戻ることができます。

View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択すると、プールに追加されるマシンを表示できま
す。

次のステップ

プールにアクセスするための資格をユーザーに付与します。デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格
の追加を参照してください。

手動プールのデスクトップ プール設定
手動デスクトップ プールの構成時に、マシンとプールの設定を指定する必要があります。すべての設定がすべての種
類の手動プールに適用されるわけではありません。

表 6-2. 手動デスクトップ プールの設定 に、以下のプロパティを使って構成される手動デスクトップ プールに適用さ
れる設定を示します。

n 専用ユーザー割り当て
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n 流動ユーザー割り当て

n 管理対象マシン（vCenter Serve 仮想マシン）

n 非管理対象マシン

これらの設定は、単一マシンを含む手動プールにも適用されます。

各デスクトップ プール設定の説明については、すべてのデスクトップ プール タイプのデスクトップ プール設定を参
照してください。

表 6-2. 手動デスクトップ プールの設定

設定

手動の管理対象プ

ール、専用割り当て

手動の管理対象プール、流動割

り当て

手動の非管理対象プール、専用

割り当て

手動の非管理対象プール、流動割

り当て

状態 はい はい はい はい

接続サーバ

restrictions（接続サ
ーバの制限）

はい はい はい はい

リモート マシンの電
源ポリシー

はい はい

Automatically
logoff after
disconnect（切断後
に自動的にログオフ）

はい はい はい はい

ユーザーによるマシ

ンのリセットを許可

はい はい

ユーザーが複数のク

ライアント デバイス
からセッションを個

別に開始できるよう

にする

はい はい

デフォルト表示プロ

トコル

はい はい はい

vCenter Server による非管理
対象マシンで PCoIP を使用す
るには、マシンに Teradici ハ
ードウェアをインストールする

必要があります。

はい

vCenter Server による非管理対
象マシンで PCoIP を使用するに
は、マシンに Teradici ハードウ
ェアをインストールする必要が

あります。

ユーザーがプロトコ

ルを選択できるよう

にする

はい はい はい はい

3D レンダラー はい はい

Max number of
monitors（モニタの
最大数）

はい はい

Max resolution of
any one monitor
（特定のモニタの最大

解像度）

はい はい
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設定

手動の管理対象プ

ール、専用割り当て

手動の管理対象プール、流動割

り当て

手動の非管理対象プール、専用

割り当て

手動の非管理対象プール、流動割

り当て

Adobe Flash
quality（Adobe
Flash の品質）

はい はい はい はい

Adobe Flash
throttling（Adobe
Flash のスロットル）

はい はい はい はい

Mirage 設定全体を
オーバーライドする

はい はい はい はい

Mirage サーバの構
成

はい はい はい はい
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リモート デスクトップ サービス ホス
トの設定 7
Microsoft リモート デスクトップ サービス (RDS) ホストにより、ユーザーがクライアント デバイスからアクセス可
能なデスクトップ セッションおよびアプリケーションが提供されます。RDS デスクトップ プールまたはアプリケー
ション プールを作成する場合は、まず RDS ホストを設定する必要があります。

この章には、次のトピックが含まれています。

n リモート デスクトップ サービス (RDS) ホスト

n Windows Server 2008 R2 へのリモート デスクトップ サービスのインストール

n Windows Server 2012 または 2012 R2 へのリモート デスクトップ サービスのインストール

n Windows Server 2008 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスのインストール

n Windows Server 2012 または 2012 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスのインストール

n ユーザーを単一セッションに制限する

n リモート デスクトップ サービス ホストへの View Agent のインストール

n RDS デスクトップ セッションと RDS アプリケーション セッションのタイム ゾーン リダイレクトの有効化

n アプリケーションでの Windows ベーシック テーマの有効化

n Runonce.exe を開始するグループ ポリシーの構成

n RDS ホスト パフォーマンス オプション

n RDS ホスト用の 3D グラフィックスの構成

リモート デスクトップ サービス (RDS) ホスト
RDS ホストは、リモート アクセスのためのアプリケーションおよびデスクトップ セッションをホストするサーバ コ
ンピュータです。RDS ホストには仮想マシンまたは物理サーバを使用できます。

View では、RDS ホストは、Microsoft リモート デスクトップ サービス ロール、Microsoft リモート デスクトップ
セッション ホスト サービスおよび View Agent がインストールされているサーバです。リモート デスクトップ サ
ービスは、かつてはターミナル サービスという名前でした。リモート デスクトップ セッション ホスト サービスを使
用すると、アプリケーションおよびリモート デスクトップ セッションをサーバでホストできます。RDS ホストに
View Agent をインストールすることで、ユーザーは表示プロトコル PCoIP を使用して、アプリケーションおよびデ
スクトップ セッションに接続できます。PCoIP は、画像、オーディオ、ビデオなどのリモート コンテンツの配信に
より、最適化されたユーザー体験を提供します。
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RDS ホストのパフォーマンスは、多くの要因に依存します。Windows Server の異なるバージョンのパフォーマンス
を調整する方法については、http://msdn.microsoft.com/library/windows/hardware/gg463392.aspx を参照し
てください。

View では、RDS ホスト上でユーザーごとに最大 1 つのデスクトップ セッションおよび最大 1 つのアプリケーション
セッションをサポートしています。

同一の RDS ホストでホストされる RDS デスクトップまたはアプリケーションから同時に印刷ジョブを実行すると、
RDS ホストの ThinPrint サーバは印刷要求を同時ではなく順次処理します。そのため、一部のユーザーでは遅延が発
生することがあります。印刷サーバは、印刷ジョブの完了を待機せずに次の印刷ジョブを処理します。異なるプリン

タに送信された印刷ジョブの場合は、同時に印刷されます。

アプリケーションと RDS デスクトップが両方とも同一の RDS ホストでホストされている場合にこれらを起動する
と、同一ユーザーのプロファイルが共有されます。デスクトップからアプリケーションを起動している場合に、両方

のアプリケーションがユーザー プロファイルの同じ部分にアクセスしようとしたり、変更を加えようとしたりすると
競合が発生することがあり、どちらかのアプリケーションが正しく実行されない場合があります。

アプリケーションまたはリモート アクセスのための RDS デスクトップ設定手順には、次のタスクが含まれます。

1 RDS ホストをセットアップします。

2 ファームを作成します。8 章 ファームの作成を参照してください。

3 アプリケーション プールまたは RDS デスクトップ プールを作成します。9 章 アプリケーション プールの作成
または 10 章 RDS デスクトップ プールの作成を参照してください。

4 ユーザーおよびグループに資格を付与します。12 章 資格のあるユーザーとグループを参照してください。

5 （オプション）RDS デスクトップおよびアプリケーション セッションのタイム ゾーン リダイレクトを有効にし
ます。RDS デスクトップ セッションと RDS アプリケーション セッションのタイム ゾーン リダイレクトの有効
化を参照してください。

注:    スマート カード認証が有効になっている場合は、RDS ホストでスマート カード サービスが無効になっているこ
とを確認してください。RDS ホストでスマート カード サービスが無効になっていない場合、認証が失敗する可能性
があります。デフォルトでは、このサービスは無効です。

注意:    ユーザーが Web ブラウザなどのアプリケーションを起動するとき、ユーザーがそのアプリケーションをホス
トしている RDS ホスト上のローカル ドライブにアクセスできる可能性があります。アプリケーションで Windows
Explorer を実行する機能が提供される場合、これが可能です。このような RDS ホストへのアクセスを防止するため、
http://support.microsoft.com/kb/179221 で説明されている手順に従い、アプリケーションで Windows
Explorer が実行されないようにします。

http://support.microsoft.com/kb/179221 の手順は、デスクトップおよびアプリケーション セッションの両方に
影響を与えるため、デスクトップ セッションが影響を受けないように、Microsoft KB 記事の手順に従う場合、同一
のファームに RDS デスクトップ プールとアプリケーション プールを作成しないことを推奨します。
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アプリケーションのインストール

アプリケーション プールを作成する場合、RDS ホストにアプリケーションをインストールする必要があります。
View でインストールされたアプリケーションのリストを自動的に表示するには、すべてのユーザーが[スタート] メ
ニューから利用できるようにアプリケーションをインストールする必要があります。アプリケーション プールを作
成する前であれば、いつでもアプリケーションをインストールできます。手動でアプリケーションを指定する場合は、

アプリケーション プールを作成する前または後の好きなときにアプリケーションをインストールできます。

重要:    アプリケーションをインストールするときに、ファーム内のすべての RDS ホストに、かつ各 RDS ホストの同
じ場所にインストールする必要があります。そうしなかった場合、健全性の警告が View Administrator ダッシュボ
ードに表示されます。この状況でアプリケーション プールを作成すると、アプリケーションの実行時にエラーが発生
する場合があります。

アプリケーション プールを作成するときに、View により、ファーム内のすべての RDS ホスト上で、[スタート] メニ
ューから個々のユーザーに利用可能なアプリケーションではなく、すべてのユーザーに利用可能なアプリケーション

が自動表示されます。このリストから任意のアプリケーションを選択できます。また、[スタート] メニューから、す
べてのユーザーに利用可能ではないアプリケーションを手動で指定できます。RDS ホストにインストールできるア
プリケーションの数に制限はありません。

Windows Server 2008 R2 へのリモート デスクトップ サービスのイ
ンストール

リモート デスクトップサービス (RDS) は、Windows Server で設定できるロールの 1 つです。Windows Server
2008 R2 を実行する RDS ホストをセットアップするには、このロールをインストールする必要があります。

前提条件

n RDS ホストで Windows Server 2008 R2 Service Pack 1 (SP1) が動作していることを確認します。

n RDS ホストが View の展開のための Active Directory ドメインの一部であることを確認します。

n http://support.microsoft.com/kb/2775511に記載されている Microsoft のホットフィックス ロールアップ
をインストールします。

手順

1 RDS ホストに管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 ナビゲーション ツリーで [ロール] を選択します。

4 [ロールを追加] をクリックして[ロールを追加]ウィザードを起動します。

5 [リモート デスクトップ サービス] ロールを選択します。

6 [ロール サービスを選択] ページで、[リモート デスクトップ セッション ホスト] を選択します。

7 認証方法の指定のページで、適宜、[ネットワーク レベル認証を必要とする] または [ネットワーク レベル認証を
必要としない] を選択します。

8 [クライアント エクスペリエンスの構成] ページで、ユーザーに提供する機能を選択します。
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9 指示に従ってインストールを終了します。

次のステップ

HTML Access またはスキャナ リダイレクトを使用する予定がある場合は、デスクトップ エクスペリエンス機能をイ
ンストールします。デスクトップ エクスペリエンスのインストール手順は、Windows Server 2008 R2 上と
Windows Server 2012 または 2012 R2 上では異なります。

ユーザーが 1 つのデスクトップ セッションのみを使用するように制限します。ユーザーを単一セッションに制限す
るを参照してください。

Windows Server 2012 または 2012 R2 へのリモート デスクトップ
サービスのインストール

リモート デスクトップサービスは、Windows Server 2012 または 2012 R2 が持つことのできるロールの 1 つです。
RDS ホストをセットアップするには、このロールをインストールする必要があります。

前提条件

n RDS ホストで Windows Server 2012 または Windows Server 2012 R2 が動作していることを確認します。

n RDS ホストが View の展開のための Active Directory ドメインの一部であることを確認します。

手順

1 RDS ホストに管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 [ロールと機能を追加] を選択します。

4 [インストール タイプを選択] ページで、[ロールベースまたは機能ベースのインストール] を選択します。

5 [ターゲット サーバを選択] ページで、サーバを選択します。

6 [サーバ ロールを選択] ページで、[リモート デスクトップ サービス] を選択します。

7 [機能を選択] ページで、デフォルトを受け入れます。

8 [ロール サービスを選択] ページで、[リモート デスクトップ セッション ホスト] を選択します。

9 指示に従ってインストールを終了します。

次のステップ

HTML Access またはスキャナ リダイレクトを使用する予定がある場合は、デスクトップ エクスペリエンス機能をイ
ンストールします。デスクトップ エクスペリエンスのインストール手順は、Windows Server 2008 R2 上と
Windows Server 2012 または 2012 R2 上では異なります。

ユーザーが 1 つのデスクトップ セッションのみを使用するように制限します。ユーザーを単一セッションに制限す
るを参照してください。
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Windows Server 2008 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスのイン
ストール

RDS デスクトップとアプリケーション、および Windows Server を実行するシングルユーザー仮想マシンに展開さ
れた VDI デスクトップの場合、スキャナ リダイレクトを使用するには、RDS ホストおよびシングルユーザー仮想マ
シンにデスクトップ エクスペリエンス機能をインストールする必要があります。

手順

1 管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 [機能] をクリックします。

4 [機能の追加] をクリックします。

5 [機能を選択] ページで、[デスクトップ エクスペリエンス] チェックボックスを選択します。

6 デスクトップ エクスペリエンス機能で必要な他の機能に関する情報を確認し、[必要な機能の追加] をクリックし
ます。

7 指示に従ってインストールを終了します。

Windows Server 2012 または 2012 R2 へのデスクトップ エクスペリ
エンスのインストール

RDS デスクトップとアプリケーション、および Windows Server を実行するシングルユーザー仮想マシンに展開さ
れた VDI デスクトップの場合、スキャナ リダイレクトを使用するには、RDS ホストおよびシングルユーザー仮想マ
シンにデスクトップ エクスペリエンス機能をインストールする必要があります。

Windows Server 2012 および Windows Server 2012 R2 は、RDS ホストとして使用されるマシンでサポートされ
ています。Windows Server 2012 R2 はシングル ユーザー仮想マシンでサポートされています。

手順

1 管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 [ロールと機能を追加] を選択します。

4 [インストール タイプを選択] ページで、[ロールベースまたは機能ベースのインストール] を選択します。

5 [ターゲット サーバを選択] ページで、サーバを選択します。

6 [サーバ ロールを選択] ページで、デフォルトの選択を受け入れ、[次へ] をクリックします。

7 [機能を選択] ページで、[ユーザー インターフェイスとインフラストラクチャ] の下で [デスクトップ エクスペリ
エンス] を選択します。

8 指示に従ってインストールを終了します。
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ユーザーを単一セッションに制限する

View では、RDS ホスト上でユーザーごとに最大 1 つのデスクトップ セッションおよび最大 1 つのアプリケーション
セッションをサポートしています。ユーザーを単一セッションに制限するように RDS ホストを構成する必要があり
ます。Windows Server 2008 R2、Windows Server 2012、および Windows Server 2012 R2 の場合、グループ
ポリシー設定の

Restrict Remote Desktop Services users to a single Remote Desktop Services session を有効にして

ユーザーを単一セッションに制限することができます。この設定は、Computer Configuration

\Administrative Templates\Windows Components\Remote Desktop Services\Remote Desktop

Session Host\Connections フォルダにあります。Windows Server 2008 R2 の場合、次の手順を使用してユー

ザーを単一セッションに制限することができます。

前提条件

n Windows Server 2008 R2 へのリモート デスクトップ サービスのインストール に説明されている方法で、リモ
ート デスクトップ サービス ロールをインストールします。

手順

1 [スタート] - [管理ツール] - [リモート デスクトップ サービス] - [リモート デスクトップ セッション ホストの構
成] の順にクリックします。

2 [編集設定] ペインの [全般] で、[各ユーザーを単一セッションに制限する] をダブルクリックします。

3 [プロパティ] ダイアログ・ボックスの [全般] タブで、[各ユーザーを単一セッションに制限する] を選択して、
[OK] をクリックします。

次のステップ

RDS ホストに View Agent をインストールします。リモート デスクトップ サービス ホストへの View Agent のイ
ンストールを参照してください。

リモート デスクトップ サービス ホストへの View Agent のインスト
ール

View Agent は、View 接続サーバと通信して、表示プロトコル PCoIP をサポートします。RDS ホストに View
Agent をインストールする必要があります。

前提条件

n Windows Server 2008 R2 へのリモート デスクトップ サービスのインストールまたはWindows Server 2012
または 2012 R2 へのリモート デスクトップ サービスのインストールに説明されている方法で、リモート デスク
トップ サービス ロールをインストールします。

n ユーザーが 1 つのデスクトップ セッションのみを使用するように制限します。ユーザーを単一セッションに制
限するを参照してください。

n View Agent のカスタム セットアップ オプションについて理解しておきます。RDS ホストに対する View
Agent のカスタム セットアップ オプションを参照してください。
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n マシンに Microsoft Visual C++ Redistributable パッケージがインストールされている場合、パッケージのバー
ジョンが 2005 SP1 以降であることを確認します。パッケージのバージョンが 2005 以前の場合は、パッケージ
のアップグレードまたはアンインストールのいずれかが可能です。

n VMware 製品ページ http://www.vmware.com/go/downloadview から、View Agent インストーラ ファイ
ルをダウンロードします。

手順

1 管理者としてログインします。

2 View Agent インストール プログラムを起動するには、インストーラ ファイルをダブルクリックします。

インストーラのファイル名は、VMware-viewagent-x86_64-y.y.y-xxxxxx.exe です。y.y.y はバージョン

番号、xxxxxx はビルド番号です。

3 インターネット プロトコル (IP) バージョンとして、[IPv4] または [IPv6] を選択します。

すべての View コンポーネントを同じ IP バージョンでインストールする必要があります。

4 カスタム セットアップのオプションを選択します。

手動ファームに置かれる RDS ホストに View Agent をインストールしている場合、[View Composer Agent]
オプションを選択しないでください。

5 [サーバ] テキスト ボックスに、View 接続サーバ ホストのホスト名または IP アドレスを入力します。

インストール時に、インストーラが View 接続サーバ インスタンスに RDS ホストを登録します。登録後、指定
した View 接続サーバ インスタンスおよび同じ View 接続サーバ グループ内の他のインスタンスは RDS ホスト
と通信できます。

6 認証方式を選択して、View 接続サーバ インスタンスに RDS ホストを登録します。

オプション 説明

現在ログインしているユーザーとして認証す

る

[ユーザー名] および [パスワード] テキスト ボックスは無効であり、現在のユーザー名とパスワ
ードを使用して View 接続サーバ インスタンスにログインします。

管理者の認証情報を指定する [ユーザー名] および [パスワード] テキスト ボックスに、View 接続サーバ管理者のユーザー名
とパスワードを入力する必要があります。

 
ユーザー アカウントは、View 接続サーバ インスタンスで View LDAP にアクセスできるドメイン ユーザーでな
ければなりません。ローカル ユーザーは使用できません。

7 指示に従ってインストールを終了します。

次のステップ

ファームを作成します。8 章 ファームの作成を参照してください。

RDS ホストに対する View Agent のカスタム セットアップ オプション

RDS ホストに View Agent をインストールする際に、カスタム セットアップ オプションを選択できます。また、
View Agent は特定の機能を、サポートされているすべてのゲスト OS に自動的にインストールします。これらの機
能はオプションではありません。
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最新の View Agent バージョンをインストールした後でカスタム セットアップ オプションを変更するには、View
Agent をアンインストールしてから再インストールする必要があります。パッチおよびアップグレードの場合、前の
バージョンをアンインストールすることなく、新しい View Agent インストーラを実行して、新しいオプション セッ
トを選択できます。

表 7-1. IPv4 環境の RDS ホストに対する View Agent のカスタム セットアップ オプション

オプション 説明

USB リダイレクト ローカルで接続されている USB ストレージ デバイスにユーザーがアクセスできるようにします。

特に、USB フラッシュ ドライブとハード ディスクのリダイレクトは、RDS デスクトップとアプリケーションでサポ
ートされています。他のタイプの USB デバイス、およびセキュリティ ストレージ ドライブ、USB CD-ROM などの
他のタイプの USB ストレージ デバイスのリダイレクトは、RDS デスクトップとアプリケーションでサポートされま
せん。

デフォルトではこのセットアップ オプションは選択されていません。このオプションを選択してインストールする
必要があります。このオプションは、Windows Server 2012 または 2012 R2 が動作している RDS ホストで利用
可能ですが、Windows Server 2008 R2 では利用できません。

USB リダイレクトを安全に使用するガイダンスについては、『View セキュリティ』ガイドを参照してください。た
とえば、グループ ポリシー設定を使用して、特定のユーザーの USB リダイレクトを無効にすることができます。

HTML Access ユーザーは HTML Access を使用して RDS デスクトップおよびアプリケーションに接続できます。この設定オプ
ションが選択されると、HTML Access エージェントがインストールされます。このエージェントは RDS ホストに
インストールする必要があり、これによってユーザーは HTML Access に接続できます。

3D RDSH この RDS ホストで実行されているアプリケーションで 3D グラフィックスを使用できるようにします。

View Composer Agent このマシンが自動ファームを作成するための親仮想マシンの場合、このオプションを選択します。このマシンが手動

ファームの RDS ホストの場合、このオプションは選択しないでください。

クライアント ドライブ リダイ
レクト

これを使用すると、Horizon Client ユーザーがローカル ドライブを RDS デスクトップおよびアプリケーションと
共有できます。

この設定オプションがインストールされた後は、RDS ホストではこれ以上の構成は必要ありません。

クライアント ドライブ リダイレクトは、単一ユーザーの仮想マシンおよび未管理のマシン上で実行されている VDI
デスクトップでもサポートされます。

仮想印刷 ユーザーがクライアント コンピュータで使用できる任意のプリンタに出力できるようにします。ユーザーは、デス
クトップに追加のドライバをインストールする必要はありません。

Horizon 6.0.1 以降では、仮想印刷は次のリモート デスクトップとアプリケーションでサポートされます。

n Windows Desktop や Windows Server マシンなど、単一ユーザーのマシンに展開されたデスクトップ

n 仮想マシンである RDS ホストに展開されたデスクトップ

n ホスト型アプリケーション

n リモート デスクトップ内部の Horizon Client から起動されるホスト型アプリケーション

Horizon 6.0 以前では、仮想印刷は、単一ユーザーの Windows デスクトップ マシンに展開されたデスクトップで
サポートされます。

仮想印刷機能は、View Agent からインストールしたときのみサポートされます。VMware Tools でインストール
してもサポートされません。
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オプション 説明

vRealize Operations
Desktop Agent

vRealize Operations Manager を vRealize Operations Manager for Horizon で動作させます。

スキャナ リダイレクト クライアント システムに接続されるスキャン デバイスをリダイレクトするので、そのデバイスを RDS デスクトップ
またはアプリケーションで使用できます。

このオプションを View Agent インストーラで使用できるようにするには、RDS ホストの Windows Server オペ
レーティング システムにデスクトップ エクスペリエンス機能をインストールする必要があります。

このセットアップ オプションは、Windows Server ゲスト OS にデフォルトではインストールされません。このオ
プションを選択してインストールする必要があります。

スキャナ リダイレクトは Horizon 6.0.2 以降のリリースで使用できます。

IPv6 環境では、オプション機能はありません。

表 7-2. RDS ホストに自動的にインストールされる View Agent の機能

オプション 説明

PCoIP エージェント ユーザーが PCoIP 表示プロトコルを使用してアプリケーションと RDS デスクトップに接続できるようにします。

ユーザーは PCoIP を使用してのみアプリケーションに接続できるため、アプリケーション プールを作成する予定
がある場合は、このコンポーネントをインストールする必要があります。

Windows Media マルチメデ
ィア リダイレクト (MMR)

RDS デスクトップへのマルチメディア リダイレクトを提供します。この機能は、クライアント コンピュータに直
接マルチメディア ストリームを配信し、これによってリモート ESXi ホストの代わりにクライアント ハードウェア
でマルチメディア ストリームを処理できます。

Unity Touch タブレット ユーザーとスマート フォン ユーザーが、リモー トデスクトップで実行されている Windows アプリケ
ーションを操作できるようになります。ユーザーは Windows アプリケーションやファイルの参照、検索、および
オープンを行ったり、お気に入りのアプリケーションやファイルを選択したり、スタート メニューまたはタスクバ
ーを使用しなくても実行中のアプリケーションを切り替えることができます。

PSG エージェント RDS ホストに PCoIP Secure Gateway をインストールし、RDS ホスト上で実行されているデスクトップ セッシ
ョンおよびアプリケーション セッション用に PCoIP 表示プロトコルを実装します。

VMwareRDS VMware でのリモート デスクトップ サービス機能の実装を可能にします。

IPv6 環境で自動的にインストールされる機能は、PCoIP Agent、PSG Agent、および VMwareRDS です。

RDS ホストでサポートされるその他の機能については、『View アーキテクチャの計画』の「View Agent の機能サポ
ート一覧」を参照してください。

RDS デスクトップ セッションと RDS アプリケーション セッションの
タイム ゾーン リダイレクトの有効化
RDS ホストのタイム ゾーンとユーザーのタイム ゾーンが異なる場合、デフォルトでは、そのユーザーが RDS デスク
トップに接続するときに RDS デスクトップには RDS ホストのタイム ゾーンの時間が表示されます。タイム ゾーン
リダイレクト グループ ポリシー設定を有効にすることにより、RDS デスクトップにローカル タイム ゾーンの時間を
表示することができます。このポリシー設定はアプリケーション セッションにも適用されます。

前提条件

n Active Directory サーバでグループ ポリシー管理機能が使用できることを確認します。
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グループ ポリシー管理コンソールを開く手順は、Windows 2012、Windows 2008、および Windows 2003
Active Directory の各バージョンによって異なります。View グループ ポリシーの GPO の作成を参照してくだ
さい。

n View RDS ADMX ファイルが Active Directory に追加されていることを確認します。リモート デスクトップ
サービス ADMX ファイルを Active Directory へ追加を参照してください。

n グループ ポリシー設定について理解しておきます。RDS デバイスおよびリソースのリダイレクトの設定を参照
してください。

手順

1 Active Directory サーバで、グループ ポリシー管理コンソールを開きます。

2 ドメインと [グループ ポリシー オブジェクト] を展開します。

3 グループ ポリシー設定用に作成した GPO を右クリックし、[編集] を選択します。

4 グループ ポリシー管理エディタで、[コンピュータの構成] - [ポリシー] - [管理用テンプレート] - [Windows コン
ポーネント] - [Horizon View RDSH サービス] - [リモート デスクトップ セッション ホスト] - [デバイスとリソ
ースのリダイレクト] の順に移動します。

5 設定 [タイム ゾーン リダイレクトの許可] を有効にします。

アプリケーションでの Windows ベーシック テーマの有効化
RDS ホスト上のデスクトップに接続したことがないユーザーが、RDS ホストでホストされているアプリケーション
を起動した場合、Aero スタイル テーマをロードするように GPO 設定が構成されていても、アプリケーションに
Windows ベーシック テーマは適用されません。View では、Aero スタイル テーマはサポートされませんが、
Windows ベーシック テーマはサポートされます。アプリケーションに Windows ベーシック テーマを適用するに
は、別の GPO 設定を構成する必要があります。

前提条件

n Active Directory サーバでグループ ポリシー管理機能が使用できることを確認します。

グループ ポリシー管理コンソールを開く手順は、Windows 2012、Windows 2008、および Windows 2003
Active Directory の各バージョンによって異なります。View グループ ポリシーの GPO の作成を参照してくだ
さい。

手順

1 Active Directory サーバで、グループ ポリシー管理コンソールを開きます。

2 ドメインと [グループ ポリシー オブジェクト] を展開します。

3 グループ ポリシー設定用に作成した GPO を右クリックし、[編集] を選択します。

4 グループ ポリシー管理エディタで、[ユーザーの構成] - [ポリシー] - [管理用テンプレート] - [コントロール パネ
ル] - [個人設定] に移動します。

5 [特定の視覚スタイル ファイルを強制するか、または Windows クラシックを強制する] という設定を有効にし
て、[視覚スタイルへのパス] を %windir%\resources\Themes\Aero\aero.msstyles に設定します。
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Runonce.exe を開始するグループ ポリシーの構成
デフォルトでは、Explorer.exe ファイルに依存する一部のアプリケーションは、アプリケーション セッションで実
行できないことがあります。この問題を回避するには、runonce.exe を実行するように GPO 設定を構成する必要が
あります。

前提条件

n Active Directory サーバでグループ ポリシー管理機能が使用できることを確認します。

グループ ポリシー管理コンソールを開く手順は、Windows 2012、Windows 2008、および Windows 2003
Active Directory の各バージョンによって異なります。View グループ ポリシーの GPO の作成を参照してくだ
さい。

手順

1 Active Directory サーバで、グループ ポリシー管理コンソールを開きます。

2 ドメインと [グループ ポリシー オブジェクト] を展開します。

3 グループ ポリシー設定用に作成した GPO を右クリックし、[編集] を選択します。

4 グループ ポリシー管理エディタで、[ユーザー構成] - [ポリシー] - [Windows 設定] - [スクリプト（ログオン/ロ
グオフ）] に移動します。

5 [ログオン] をダブルクリックし、[追加] をクリックします。

6 スクリプト名ボックスに、runonce.exe と入力します。

7 スクリプト パラメータ ボックスに、/AlternateShellStartup と入力します。

RDS ホスト パフォーマンス オプション
パフォーマンス オプションを設定することで、Windows をフォアグラウンド プログラムまたはバックグラウンド
サービス用に最適化できます。デフォルトでは、View により、サポートされている Windows Server のすべてのバ
ージョンに対し、RDS ホストの特定のパフォーマンス オプションは無効になっています。

次の表に、View により無効になっているパフォーマンス オプションを示します。

表 7-3. View により無効になっているパフォーマンス オプション

View により無効になっているパフォーマンス オプション

ウィンドウを最大化や最小化するときにアニメーションで表示する

マウス ポインタの下に影を表示する

ウィンドウの下に影を表示する

デスクトップのアイコン名に影を付ける

ドラッグ中にウィンドウの内容を表示する
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View により無効になっている 5 つのパフォーマンス オプションは、レジストリの 4 つの View 設定に対応します。
次の表は、View 設定とそのデフォルト レジストリ値を示します。レジストリ値はすべて、レジストリ サブキー
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\VMware, Inc.\VMware VDM\Agent\Configuration にあります。1 つ

以上の View レジストリ値を false に設定して、パフォーマンス オプションを再度有効にすることができます。

表 7-4. Windows パフォーマンス オプション に関連する View 設定

View 設定 レジストリセッテイ

カーソル シャドウの無効化 DisableMouseShadows

フル ウィンドウ ドラッグの無効化 DisableFullWindowDrag

リストビュー シャドウの無効化 DisableListViewShadow

ウィンドウ アニメーションの無効化 DisableWindowAnimation

RDS ホスト用の 3D グラフィックスの構成
RDS ホスト用の 3D グラフィックスが構成されている場合、アプリケーション プールのアプリケーションと RDS デ
スクトップで実行されているアプリケーションの両方で 3D グラフィックスを表示できます。

次の 3D グラフィックス オプションを使用できます。

NVIDIA GRID vGPU（共有
GPU ハードウェア アクセ
ラレーション）

ESXi ホスト上の物理 GPU は複数の仮想マシンで共有されます。ESXi 6.0 以降が必
要です。

Virtual Dedicated
Graphics Acceleration
(vDGA)

ESXi ホスト上の物理 GPU は単一の仮想マシン専用になります。ESXi 5.5 以降が必
要です。

vDGA を使用すると、パフォーマンスが向上しますが、RDS ホストを手動ファームに含める必要があります。

vGPU を使用すると、各グラフィックス カードで複数の RDS ホストをサポートできますが、RDS ホストを手動ファ
ームに含める必要があります。ESXi ホストに複数の物理 GPU がある場合、ESXi ホストが仮想マシンを GPU に割り
当てる方法を構成することもできます。デフォルトの場合、ESXi ホストは、すでに割り当てられている仮想マシンの
数が最も少ない物理 GPU に仮想マシンを割り当てます。これはパフォーマンス モードと呼ばれます。仮想マシンが
最大数に到達するまで ESXi ホストが仮想マシンを同じ物理 GPU に割り当ててから、次の物理 GPU 上に仮想マシン
を配置する場合は、統合モードを選択することもできます。統合モードを構成するには、/etc/vmware/config フ

ァイルを ESXi ホストで編集して、次のエントリを追加します。

vGPU.consolidation = "true"

PCoIP プロトコルを使用する場合、3D グラフィックスのみがサポートされます。そのため、ファームでデフォルト
プロトコルとして PCoIP を使用し、ユーザーがプロトコルを選択できないようにする必要があります。
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3D グラフィックスの構成手順の概要

ここでは、3D グラフィックスを構成するために vSphere および View で実行する必要のあるタスクについて説明し
ます。NVIDIA GRID vGPU の設定の詳細については、ドキュメント VMware Horizon 6.1 向け NVIDIA GRID vGPU
デプロイ ガイドを参照してください。vDGA の設定の詳細については、ドキュメント View 仮想デスクトップのグラ
フィックス アクセラレーションを参照してください。

1 RDS ホストの仮想マシンを設定します。詳細については、7 章 リモート デスクトップ サービス ホストの設定を
参照してください。

2 グラフィックス PCI デバイスを仮想マシンに追加します。『vSphere 仮想マシン管理』ドキュメントの「仮想マ
シン ハードウェアの構成」の章にある「その他の仮想マシン デバイスの構成」を参照してください。デバイス
を追加するときは、必ず [すべてのメモリの予約] をクリックしてください。

3 仮想マシンで、グラフィックス カードのデバイス ドライバをインストールします。

4 RDS ホストを手動ファームに追加して、RDS デスクトップ プールを作成します。次に、PCoIP を使用してデス
クトップに接続し、ディスプレイ アダプタをアクティベーションします。

3D オプションが vGPU の場合、自動ファームの親仮想マシンとして RDS ホストを使用できます。自動ファームの作
成を参照してください。

View Administrator で RDS ホストの 3D グラフィックスを構成する必要はありません。View Agent のインスト
ール時に、[3D RDSH] オプションを選択すれば済みます。デフォルトではこのオプションは選択されておらず、3D
グラフィックスは無効になっています。
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ファームの作成 8
ファームは RDS ホストのグループで、一般的なアプリケーションまたは RDS デスクトップをユーザーに提供しま
す。

この章には、次のトピックが含まれています。

n ファーム

n 自動ファームの親仮想マシンの準備

n 手動ファーム作成用ワークシート

n 自動ファーム作成用ワークシート

n 手動ファームの作成

n 自動ファームの作成

ファーム

ファームを使用すると、エンタープライズ内の RDS ホスト、RDS デスクトップ、アプリケーションを管理するタス
クが簡素化されます。手動ファームまたは自動ファームを作成して、異なるサイズ、または異なるデスクトップ要件

あるいはアプリケーション要件を持つユーザー グループを処理できます。

手動ファームは、すでに存在する RDS ホストで構成されます。RDS ホストは、物理マシンまたは仮想マシンです。
ファームを作成する場合、手動で RDS ホストを追加します。

自動ファームは、vCenter Server のリンククローン仮想マシンである RDS ホストで構成されます。View
Composer は、ファームの作成時に指定したパラメータに基づいて仮想マシンを作成します。仮想マシンに必要なス
トレージ容量を削減するメカニズムで、1 つの親仮想マシンから複数の仮想マシンがクローン作成され、親にリンク
されます。

アプリケーション プールまたは RDS デスクトップ プールを作成する場合は、ファームを 1 つだけ指定する必要があ
ります。ファーム内の RDS ホストは、RDS デスクトップ、アプリケーション、またはその両方をホストできます。
ファームでは RDS デスクトップ プールを 1 つまでしかサポートできませんが、複数のアプリケーション プールをサ
ポートできます。ファームは、両方のタイプのプールを同時にサポートできます。

ファームを使用すると、次のような利点があります。

n 負荷分散
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デフォルトでは、View はファーム内のすべての RDS ホストの RDS デスクトップ セッションおよびアプリケー
ション セッションの負荷を分散します。負荷分散スクリプトを作成して構成することにより、新しいアプリケー
ション セッションの配置を制御できます。詳細については、『View 管理』ドキュメントの「RDS ホストの負荷
分散の構成」を参照してください。

n 冗長性

ファーム内の 1 つの RDS ホストがオフラインの場合、ファーム内の他の RDS ホストが引き続きユーザーにアプ
リケーションやデスクトップを提供します。

n スケーラビリティ

ファームにはさまざまな数の RDS ホストを含めることができます。さまざまなサイズのユーザー グループを処
理するために、さまざまな数の RDS ホストを持つファームを作成できます。

ファームには、次のプロパティがあります。

n 1 つの View ポッドに、最大 200 のファームを含めることができます。

n 1 つのファームに、最大 200 の RDS ホストを含めることができます。

n ファーム内の RDS ホストでは、サポートされている任意のバージョンの Windows Server を実行できます。
『View のインストール』の「ゲスト OS のシステム要件」を参照してください。

n 自動ファームでは、View Composer の再構成操作はされていますが、更新操作または再調整操作はサポートさ
れていません。自動ファームを再構成することはできますが、ファームの RDS ホストのサブセットを再構築す
ることはできません。

重要:    Microsoft では、ファームごとに個別にユーザーの移動プロファイルを構成することを推奨しています。プロ
ファイルをファーム間またはユーザーの物理デスクトップ間で共有することはできません。ユーザーが同じプロファ

イルをロードする 2 台のマシンに同時にログインしている場合、プロファイルの破損およびデータの損失が発生する
可能性があるためです。

自動ファームの親仮想マシンの準備

自動ファームを作成するには、まず親仮想マシンを準備する必要があります。View Composer は、この親仮想マシ
ンを使用して、ファーム内の RDS ホストであるリンククローン仮想マシンを作成します。

n RDS ホストの親仮想マシンの準備

View Composer サービスには、リンク クローンの作成のための基本イメージの生成元になる親仮想マシンが
必要です。

n リンククローン RDS ホストでの Windows のアクティベーション

View Composer によってリンククローン RDS ホスト上の Windows Server オペレーティング システムの適
切なアクティベーションが行われるようにするには、親仮想マシンで Microsoft ボリューム アクティベーショ
ンを使用する必要があります。ボリューム アクティベーション テクノロジーにはボリューム ライセンス キー
が必要です。
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n 親仮想マシンでの Windows のハイバネーションの無効化

Windows のハイバネーション オプションによって、親仮想マシンから作成されたリンク クローン OS ディス
クのサイズを増やす可能性のある大きなシステム ファイルが作成されます。ハイバネーション オプションを
無効にすると、リンク クローンのサイズが削減されます。

RDS ホストの親仮想マシンの準備

View Composer サービスには、リンク クローンの作成のための基本イメージの生成元になる親仮想マシンが必要で
す。

前提条件

n RDS ホストの仮想マシンが設定されていることを確認します。7 章 リモート デスクトップ サービス ホストの
設定を参照してください。RDS ホストを設定するには、以前に View 接続サーバに登録されていた仮想マシンを
使用しないようにしてください。

View Composer のために使用する親仮想マシンは、リンク クローン マシンが参加するドメインと同じ Active
Directory ドメインに属するか、ローカルの WORKGROUP のメンバーになる必要があります。

n 仮想マシンが View Composer リンク クローンから変換されたものではないことを確認します。リンク クロー
ンから変換された仮想マシンは、クローンの内部ディスクおよび状態の情報を持っています。親仮想マシンは状

態の情報を持つことはできません。

重要:    リンク クローンおよびリンク クローンから変換された仮想マシンは、親仮想マシンとしてサポートされ
ません。

n 親仮想マシンに View Agent をインストールするとき、[View Composer Agent] オプションを選択します。リ
モート デスクトップ サービス ホストへの View Agent のインストールを参照してください。

大規模な環境で View Agent を更新するには、標準的な Windows 更新メカニズム（Altiris、SMS、LanDesk、
BMC などのシステム管理ソフトウェア）を使用できます。再構成操作を使用して View Agent を更新すること
もできます。

注:    親の仮想マシンで VMware View Composer Guest Agent Server サービスのログイン アカウントを変更
しないでください。デフォルトでは、これはローカル システム アカウントです。このアカウントを変更すると、
この親から作成されたリンク クローンは起動しなくなります。

n Windows マシンをデプロイするには、ボリューム ライセンス キーを構成し、親仮想マシンのオペレーティング
システムをボリューム アクティベーションによってアクティベーションします。リンク クローン仮想マシンで
の Windows のアクティベーションを参照してください。

n デバイス ドライバの Windows Update 検索を無効にするための手順を理解しておきます。http://
technet.microsoft.com/en-us/library/cc730606(v=ws.10).aspx にある Microsoft Technet の記事
「Disable Searching Windows Update for Device Drivers」を参照してください。

n RDS ホストと負荷分散機能を実装するには、『View 管理』ドキュメントの「RDS ホストの負荷分散の構成」で
説明されているように RDS ホストの親仮想マシンを変更します。
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手順

u 親仮想マシンの DHCP リースを削除して、リースされた IP アドレスがファーム内のリンク クローンにコピーさ
れないようにします。

a 親仮想マシンで、コマンド プロンプトを開きます。

b ipconfig /release コマンドを入力します。

u システム ディスクにボリュームが 1 つだけ含まれていることを確認します。

複数のボリュームを含む親仮想マシンからリンク クローンを展開することはできません。View Composer サ
ービスは、複数のディスク パーティションをサポートしていません。複数の仮想ディスクはサポートされていま
す。

u 仮想マシンに独立ディスクが含まれていないことを確認します。

仮想マシンのスナップショットを作成するときに、独立ディスクは除外されます。仮想マシンから作成または再

構成されたリンク クローンには、独立ディスクは含まれません。

u 親仮想マシンから作成されたリンク クローン OS ディスクのサイズを減らすには、ハイバネーション オプション
を無効にします。

u 親仮想マシンのスナップショットをとる前に、デバイス ドライバの Windows Update 検索を無効にします。

この Windows 機能は、リンク クローン マシンのカスタマイズに干渉する場合があります。各リンク クローン
がカスタマイズされると、Windows はインターネット上でそのクローンの最適なドライバを検索し、検索を繰
り返してカスタマイズが遅延する結果となります。

u vSphere Client で、親仮想マシンの [vApp オプション] 設定を無効にします。

u Windows Server 2008 R2 および Windows Server 2012 R2 マシンで、未使用の機能を削除することによって
ディスク領域を確保するスケジュール設定されたメンテナンス作業を無効にします。

例：Schtasks.exe /change /disable /tn "\Microsoft\Windows\AppxDeploymentClient

\Pre-staged app cleanup"

有効にしておくと、リンク クローンの作成後に、このメンテナンス作業により Sysprep カスタマイズ スクリプ
トが削除され、後続の再構成操作がカスタマイズ操作のタイムアウト エラーで失敗する可能性があります。詳細
については、Microsoft KB の記事（http://support.microsoft.com/kb/2928948）を参照してください。

u Windows Server 2012 マシンに、https://support.microsoft.com/en-us/kb/3020396 から入手可能な
Microsoft のホットフィックスを適用します。

このホットフィックスによって、Sysprep が RDS のロールが有効になっている Windows Server 2012 仮想マ
シンをカスタマイズできるようになります。このホットフィックスを適用しないと、自動ファームにデプロイさ

れる Windows Server 2012 リンククローン マシンで Sysprep カスタマイズが失敗します。
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次のステップ

vSphere Client または vSphere Web Client を使用して、パワーオフ状態の親仮想マシンのスナップショットを作
成します。このスナップショットは、親仮想マシンに関連付けられた最初のリンク クローン マシン セットのための
基本状態の構成として使用されます。

重要:    スナップショットを作成する前に、ゲスト OS の [シャットダウン] コマンドを使用して、親仮想マシンを完全
にシャットダウンします。

リンククローン RDS ホストでの Windows のアクティベーション

View Composer によってリンククローン RDS ホスト上の Windows Server オペレーティング システムの適切な
アクティベーションが行われるようにするには、親仮想マシンで Microsoft ボリューム アクティベーションを使用す
る必要があります。ボリューム アクティベーション テクノロジーにはボリューム ライセンス キーが必要です。

ボリューム アクティベーションによって Windows をアクティベーションするには、キー マネージメント サービス
(KMS) を使用します。これには KMS ライセンス キーが必要です。Microsoft 販売代理店に問い合わせて、ボリュー
ム ライセンス キーを取得し、ボリューム アクティベーションを構成してください。

注:    View Composer は、マルチプル アクティベーション キー（MAK）ライセンスをサポートしていません。

View Composer でリンク クローン マシンを作成する前に、ボリューム アクティベーションを使用して、親仮想マ
シンでオペレーティング システムをアクティベーションする必要があります。

リンク クローン マシンが作成されると、リンク クローンが再構成されるたびに、View Composer Agent は親仮想
マシンの KMS サーバを使用して、リンク クローンでオペレーティング システムをアクティベーションします。

KMS ライセンスの場合、View Composer は、親仮想マシンをアクティベーションするように構成された KMS サー
バを使用します。KMS サーバは、アクティベーション済みのリンク クローンを新しく発行されたライセンスを持つ
コンピュータとして扱います。

親仮想マシンでの Windows のハイバネーションの無効化

Windows のハイバネーション オプションによって、親仮想マシンから作成されたリンク クローン OS ディスクのサ
イズを増やす可能性のある大きなシステム ファイルが作成されます。ハイバネーション オプションを無効にする
と、リンク クローンのサイズが削減されます。

Windows のハイバネーション オプションによって、非表示のシステム ファイル Hiberfil.sys が作成されます。

Windows は、ハイブリッド スリープの設定が有効になったときに、このファイルを使用してシステム メモリのコピ
ーをハード ディスクに格納します。View Composer でリンク クローンが作成されると、各リンク クローンの OS
ディスクにファイルが作成されます。このファイルは 10 GB になる場合もあります。

注意:    ハイバネーションを使用不可にすると、ハイブリッド スリープの設定は機能しません。ハイブリッド スリー
プの設定が有効になっていて、停電が発生した場合は、データが失われる可能性があります。
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前提条件

Windows のハイバネーション機能について理解しておきます。Microsoft のサポート Web サイトを参照してくだ
さい。ハイバネーションの無効化については、Microsoft のサポート Web サイトを参照し、Windows を実行して
いるコンピュータでハイバネーションを無効にしてから再び有効にする方法を検索してください。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを選択し、[コンソールを開く] を選択します。

2 Windows ゲスト OS に管理者としてログインします。

3 ハイバネーション オプションを無効にします。

a [スタート] をクリックし、[検索の開始] ボックスに「cmd」と入力します。

b 検索結果のリストで、[コマンド プロンプト] を右クリックし、[管理者として実行] をクリックします。

c [ユーザー アカウント制御] プロンプトで、[続行] をクリックします。

d コマンド プロンプトで、「powercfg.exe /hibernate off」と入力し、Enter キーを押します。

e 「exit」と入力し、Enter キーを押します。

4 ゲスト OS からログアウトします。

親仮想マシンからリンク クローン マシンを作成した場合は、リンク クローン OS ディスク上に Hiberfil.sys フ

ァイルは作成されません。

手動ファーム作成用ワークシート

手動ファームを作成するときに、[ファームを追加] ウィザードで特定の設定を構成するように求められます。

このワークシートを印刷し、[ファームを追加] ウィザードを実行するときに指定する値を記入することができます。

表 8-1. ワークシート：手動ファームを作成するための構成設定

設定 説明 値をここに記入

ID View Administrator でファームを識別する一意の名前。

説明 このファームの説明。

アクセス グループ このファーム内のすべてのプールを含めるアクセス グループ。

アクセス グループの詳細については、『View 管理者ガイド』のロールベースの委任管
理に関する章を参照してください。

デフォルト表示プロトコル [PCoIP] または [RDP] を選択します。この設定はデスクトップ プールにのみ適用され
ます。アプリケーション プールの表示プロトコルは、常に [PCoIP] です。[RDP] を選
択し、このファームを使用してアプリケーション プールをホストする予定であれば、
[ユーザーがプロトコルを選択できるようにする] を [はい] に設定する必要があります。
デフォルトは、[PCoIP]です。

ユーザーがプロトコルを選択

できるようにする

[はい] または [いいえ] を選択します。この設定は RDS デスクトップ プールにのみ適
用されます。[はい] を選択すると、ユーザーは Horizon Client から RDS デスクトッ
プに接続するときに表示プロトコルを選択できます。デフォルトは [はい] です。
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設定 説明 値をここに記入

空のセッションのタイムアウ

ト（アプリケーションのみ）

空のアプリケーション セッションが開かれたままにする時間を決定します。アプリケ
ーション セッションで実行されているアプリケーションがすべて閉じられた時点で、
そのセッションは空の状態です。セッションが開かれている間、ユーザーはアプリケー

ションを速やかに開くことができます。空のアプリケーション セッションを切断また
はログオフすると、システム リソースを節約できます。タイムアウト値として、[なし]
を選択するか、または分単位で数字を設定します。デフォルトは [1 分後] です。

タイムアウトの発生時 [空のセッションのタイムアウト] 制限に達した時点で空のアプリケーション セッショ
ンを切断するか、それともログオフするかを決定します。[切断] または [ログオフ] を選
択します。ログオフされたセッションはリソースを解放しますが、アプリケーションを

開くのに比較的長い時間がかかります。デフォルトは [切断] です。

切断されたセッションからの

ログオフ

切断されたセッションをログオフするタイミングを決定します。この設定は、デスクト

ップ セッションとアプリケーション セッションの両方に適用されます。[なし]、[直
後]、または [...分後] を選択します。[直後] または [... 分後] の選択は慎重に行ってくだ
さい。切断されたセッションがログオフされる時点でそのセッションは失われます。

デフォルトは [なし] です。

このファームのデスクトップ

とアプリケーションへの

HTML Access を許可

RDS デスクトップおよびアプリケーションへの HTML Access を許可するかどうかを
決定します。[有効にする] ボックスをチェックして、RDS デスクトップおよびアプリ
ケーションへの HTML Access を許可します。ファーム作成後にこの設定を編集する
と、新しいデスクトップとアプリケーションだけでなく既存のデスクトップとアプリケ

ーションにも新しい値が適用されます。

注:    自動ファームとは異なり、手動ファームには [RDS サーバあたりの最大セッション数] 設定がありません。手動
ファームでは異なる RDS ホストを設定できるためです。手動ファームの RDS ホストの場合、個々の RDS ホストを
編集し、これに相当する設定である [接続数] を変更できます。

自動ファーム作成用ワークシート

自動ファームを作成するときに、[ファームを追加] ウィザードで特定の設定を構成するように求められます。

このワークシートを印刷し、[ファームを追加] ウィザードを実行するときに指定する値を記入することができます。

表 8-2. ワークシート：自動ファームを作成するための構成設定

設定 説明 値をここに記入

ID View Administrator でファームを識別する一意の名前。

説明 このファームの説明。

アクセス グループ このファーム内のすべてのプールを含めるアクセス グループ。

アクセス グループの詳細については、『View 管理者ガイド』のロールベースの委任管
理に関する章を参照してください。

デフォルト表示プロトコル [PCoIP] または [RDP] を選択します。この設定はデスクトップ プールにのみ適用され
ます。アプリケーション プールの表示プロトコルは、常に [PCoIP] です。[RDP] を選
択し、このファームを使用してアプリケーション プールをホストする予定であれば、
[ユーザーがプロトコルを選択できるようにする] を [はい] に設定する必要があります。
デフォルトは、[PCoIP]です。
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設定 説明 値をここに記入

ユーザーがプロトコルを選択

できるようにする

[はい] または [いいえ] を選択します。この設定は RDS デスクトップ プールにのみ適
用されます。[はい] を選択すると、ユーザーは Horizon Client から RDS デスクトッ
プに接続するときに表示プロトコルを選択できます。デフォルトは [はい] です。

空のセッションのタイムアウ

ト（アプリケーションのみ）

空のアプリケーション セッションが開かれたままにする時間を決定します。アプリケ
ーション セッションで実行されているアプリケーションがすべて閉じられた時点で、
そのセッションは空の状態です。セッションが開かれている間、ユーザーはアプリケー

ションを速やかに開くことができます。空のアプリケーション セッションを切断また
はログオフすると、システム リソースを節約できます。タイムアウト値として、[なし]
を選択するか、または分単位で数字を設定します。デフォルトは [1 分後] です。

タイムアウトの発生時 [空のセッションのタイムアウト] 制限に達した時点で空のアプリケーション セッショ
ンを切断するか、それともログオフするかを決定します。[切断] または [ログオフ] を選
択します。ログオフされたセッションはリソースを解放しますが、アプリケーションを

開くのに比較的長い時間がかかります。デフォルトは [切断] です。

切断されたセッションからの

ログオフ

切断されたセッションをログオフするタイミングを決定します。この設定は、デスクト

ップ セッションとアプリケーション セッションの両方に適用されます。[なし]、[直
後]、または [...分後] を選択します。[直後] または [... 分後] の選択は慎重に行ってくだ
さい。切断されたセッションがログオフされる時点でそのセッションは失われます。

デフォルトは [なし] です。

このファームのデスクトップ

とアプリケーションへの

HTML Access を許可

RDS デスクトップおよびアプリケーションへの HTML Access を許可するかどうかを
決定します。[有効にする] ボックスをチェックして、RDS デスクトップおよびアプリ
ケーションへの HTML Access を許可します。ファーム作成後にこの設定を編集する
と、新しいデスクトップとアプリケーションだけでなく既存のデスクトップとアプリケ

ーションにも新しい値が適用されます。

RDS サーバあたりの最大セッ
ション数

RDS ホストでサポートできる最大セッション数を指定します。[無制限] または [次の
値以下... ] を選択します。デフォルトは [無制限] です。

プロビジョニングを有効にす

る

このウィザードの完了後にプロビジョニングを有効にするには、このチェックボックス

を選択します。デフォルトでは、このボックスは選択されています。

エラーによりプロビジョニン

グを停止

プロビジョニング エラーが発生した場合にプロビジョニングを停止するには、このチ
ェックボックスを選択します。デフォルトでは、このボックスは選択されています。

名前付けパターン プリフィックスまたは名前の形式を指定します。View により、1 から始まる自動生成
番号が追加または挿入され、マシン名が形成されます。末尾に番号を追加する場合は、

プリフィックスを選択するだけです。それ以外の場合、文字列の任意の場所で [{n}] を
指定すると、[{n}] が番号に置き換わります。また、[{n:fixed=<number of digits>}]
を指定することもできます。[fixed=<number of digits>] はその番号に使用される
桁数を示します。たとえば、[vm-{n:fixed=3}-sales] を指定すると、マシン名は
vm-001-sales、vm-002-sales などのようになります。

注:    各マシン名（自動生成番号を含む）には、15 文字の制限があります。

マシンの最大数 プロビジョニングするマシンの数。

View Composer のメンテナ
ンス操作中における（プロビ

ジョニング済み）動作可能マ

シンの最小数

この設定により、View Composer がファームの仮想マシンを再構成している間、接
続要求を受け入れることができる仮想マシンの数を指定の数に維持できます。

vSphere Virtual SAN を使
用する

可能な場合、VMware Virtual SAN を使用するかどうかを指定します。Virtual SAN
はソフトウェア定義のストレージ階層で、ESXi ホストのクラスタで使用可能なローカ
ル物理ストレージ ディスクを仮想化します。詳細については、高パフォーマンス スト
レージとポリシー ベース管理のための Virtual SAN の使用を参照してください
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設定 説明 値をここに記入

レプリカおよび OS ディスク
用に別のデータストアを選択

します

（Virtual SAN を使用しない場合にのみ使用可能）パフォーマンスなどの理由により、
レプリカおよび OS ディスクを別のデータストアに配置できます。

親仮想マシン リストから親仮想マシンを選択します。リストには、View Composer Agent がイン
ストールされていない仮想マシンが含まれています。View Composer Agent は必要
なので、これらのマシンを選択しないでください。仮想マシンに View Composer
Agent がインストールされているかどうかがわかる命名規則を使用することをお勧め
します。

スナップショット ファームの基本イメージとして使用する親仮想マシンのスナップショットを選択しま

す。

vCenter Server からスナップショットと親仮想マシンを削除しないようにしてくださ
い。ただし、ファーム内のリンク クローンがデフォルト イメージを使用せず、このデ
フォルト イメージから今後リンク クローンを作成することがない場合は削除しても構
いません。システムでは、ファーム ポリシーに従ってファーム内に新しいリンク クロ
ーンをプロビジョニングするために、親仮想マシンおよびスナップショットが必要で

す。親仮想マシンとスナップショットは、View Composer の保守作業にも必要です。

仮想マシンのフォルダの場所 ファームが配置される vCenter Server 内のフォルダを選択します。

ホストまたはクラスタ デスクトップ仮想マシンが実行される ESXi ホストまたはクラスタを選択します。

Virtual SAN データストア（vSphere 5.5 Update 1 の機能）では、最大 20 個までの
ESXi ホストを持つクラスタを選択できます。Virtual Volumes データストア
（vSphere 6.0 の機能）では、最大 32 個までの ESXi ホストを持つクラスタを選択でき
ます。

vSphere 5.1 以降では、レプリカが VMFS5 以降のデータストアまたは NFS データス
トアに保存されている場合、最大で 32 台の ESXi ホストでクラスタを選択できます。
VMFS5 より前の VMFS バージョンにレプリカを保存する場合、クラスタは最大で 8
ホストを持つことができます。

vSphere 5.0 では、レプリカが NFS データストアに保存されている場合、8 を超える
ESXi ホストでクラスタを選択できます。レプリカを VMFS データストアに保存する
場合、クラスタは最大で 8 つのホストを持つことができます。

リソース プール ファームが配置される vCenter Server リソース プールを選択します。

データストア ファームを格納するデータストアを 1 つ以上選択します。

[ファームを追加] ウィザードの [リンク クローンのデータストアを選択] ページにある
表は、ファームのストレージ要件を見積もるための大まかなガイドラインを提供しま

す。これらのガイドラインは、リンク クローン ディスクを格納するための十分な大き
さがあるデータストアを特定するのに役立ちます。詳細については、以下を参照してく

ださい。リンク クローン デスクトップ プールのストレージのサイズ設定。

個別の ESXi ホストまたは ESXi クラスタに、共有またはローカル データストアを使用
できます。ESXi クラスタでローカル データストアを使用する場合は、デスクトップの
展開で課せられる vSphere インフラストラクチャの制約を考慮する必要があります。
ローカル データストアへのリンク クローンの保存を参照してください。

注:    Virtual SAN を使用する場合、データストアを 1 つのみ選択します。
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設定 説明 値をここに記入

ストレージ オーバーコミット 各データストアでリンククローンを作成する際のストレージ オーバーコミット レベル
を決定します。

レベルを高くすると、データストアに割り当てられるリンク クローンの数が増加し、
個々のクローンの増大に予約される領域は小さくなります。ストレージ オーバーコミ
ットのレベルを高くすると、データストアの物理ストレージ上限を超える合計論理サイ

ズを持つリンク クローンを作成できます。詳細については、以下を参照してください。
リンククローン仮想マシンのストレージ オーバーコミット。

注:    Virtual SAN を使用する場合、この設定は効果がありません。

ネイティブ NFS スナップシ
ョット（VAAI）を使用

（Virtual SAN を使用しない場合にのみ使用可能）vStorage APIs for Array
Integration (VAAI) をサポートする NAS デバイスが展開内に含まれている場合、ネイ
ティブ スナップショット テクノロジーを使用して仮想マシンのクローンを作成できま
す。

この機能を使用できるのは、VAAI を介したネイティブ クローン作成操作サポートする
NAS デバイスに存在するデータストアを選択した場合だけです。

レプリカと OS ディスクを別々のデータストアに格納している場合、この機能は使用で
きません。領域効率の高いディスクのある仮想マシンでは、この機能は使用できませ

ん。

この機能は vSphere 5.0 以降でサポートされています。

詳細については、以下を参照してください。ネイティブ NFS スナップショット テクノ
ロジー（VAAI）を含む View Composer アレイ統合の使用。

VM ディスク スペースを再利
用

（Virtual SAN または Virtual Volumes を使用しない場合にのみ使用可能）ESXi ホス
トがスペース効率的なディスク形式でフォーマットされたリンク クローンの未使用デ
ィスク領域を再利用できるようにするかどうかを決定します。 領域再利用機能によ
り、リンククローン デスクトップに必要なストレージ容量が削減されます。

この機能は vSphere 5.1 以降でサポートされています。リンク クローン仮想マシン
は、仮想ハードウェア バージョン 9 以降である必要があります。

詳細については、以下を参照してください。リンク クローン仮想マシンのディスク領
域を再利用する。

仮想マシンの未使用領域が次

の値を超えると再利用が開始

されます。

（Virtual SAN または Virtual Volumes を使用しない場合にのみ使用可能）領域再利用
のトリガとなる、リンククローン OS ディスク上に蓄積する必要がある未使用ディスク
領域の最小量 (GB) を入力します。 未使用ディスク領域がこのしきい値を超過すると、
View は ESXi ホストに OS ディスク上の領域を再利用するように指示する操作を開始
します。

この値は仮想マシンごとに計測されます。未使用ディスク領域が個々の仮想マシンで

指定したしきい値を超過すると、View はそのマシンで領域再利用プロセスを開始しま
す。

例：2 GB。

デフォルト値は 1 GB です。

停電期間 仮想マシン ディスク領域の再利用が行われない日時を構成します。

必要に応じて ESXi のリソースがフォアグラウンド タスク専用になるように、ESXi ホ
ストでこれらの操作を実行しない日時を指定できます。

詳細については、以下を参照してください。View 仮想マシンにおける ESXi 操作の停
電期間の設定。
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設定 説明 値をここに記入

透過的ページ共有の範囲 透過的なページ共有 (TPS) を実行できるレベルを選択します。 [仮想マシン]（デフォル
ト）、[ファーム]、[ポッド]、または [グローバル] から選択します。ファーム、ポッド、
またはグローバルですべてのマシンに対して TPS をオンにすると、ESXi ホストは、マ
シンが同じゲスト OS またはアプリケーションを使用した結果生じるメモリ ページの
余分なコピーを取り除きます。

ページ共有は ESXi ホストで発生します。 たとえば、ファーム レベルで TPS を有効に
するが、ファームが複数の ESXi ホストにまたがっている場合、同じホスト上、または
同じファーム内の仮想マシンのみがページを共有します。グローバル レベルでは、同
じ ESXi ホスト上で View によって管理されているすべてのマシンは、マシンが置かれ
ているファームに関係なく、メモリ ページを共有できます。

注:    TPS はセキュリティ上のリスクを招く可能性があるため、デフォルト設定ではマ
シン間でのメモリ ページの共有が行われません。 調査では、非常に限定された構成シ
ナリオにおいて、TPS を悪用してデータへの不許可のアクセスを取得できる可能性があ
ることが示されています。

ドメイン Active Directory ドメインおよびユーザー名を選択します。

View Composer には、ファームに対する特定のユーザー権限が必要です。ドメイン
およびユーザー アカウントは、リンククローン マシンをカスタマイズするために
Sysprep によって使用されます。

このユーザーは、vCenter Server のための View Composer 設定を構成するときに
指定します。View Composer 設定を構成する場合は、複数のドメインとユーザーを
指定できます。[ファームを追加] ウィザードを使用してファームを作成する場合、リス
トから 1 つのドメインとユーザーを選択する必要があります。

View Composer の構成については、『View 管理』のマニュアルを参照してください。

AD コンテナ Active Directory コンテナの相対識別名を指定します。

例：CN=Computers

[ファームを追加] ウィザードを実行するとき、Active Directory ツリー内のコンテナ
を参照できます。

既存のコンピュータ アカウン
トの再利用を許可

View Composer によってプロビジョニングされたリンク クローンで、Active
Directory 内の既存のコンピュータ アカウントを使用するには、この設定を選択しま
す。この設定により、Active Directory で作成されたコンピュータ アカウントを管理
できます。

リンク クローンがプロビジョニングされたときに、既存の AD コンピュータ アカウン
ト名がリンク クローン マシン名と一致すれば、View Composer は既存のコンピュー
タ アカウントを使用します。一致しない場合は、新しいコンピュータ アカウントが作
成されます。

既存のコンピュータ アカウントが、[Active Directory コンテナ] 設定で指定する
Active Directory コンテナに配置されている必要があります。

この設定が無効になっていると、View Composer がリンク クローンをプロビジョニ
ングするときに、新しい AD コンピュータ アカウントが作成されます。デフォルトで
は、この設定は無効になっています。

詳細については、以下を参照してください。リンク クローンに既存の Active
Directory コンピュータ アカウントを使用する。

カスタマイズ仕様（Sysprep）
を使用

仮想マシンをカスタマイズするための Sysprep カスタマイズ仕様を指定します。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 124



手動ファームの作成

アプリケーションまたは RDS デスクトップにユーザーがアクセスできるようにするプロセスの一部として、手動フ
ァームを作成します。

前提条件

n ファームに属する RDS ホストを設定します。7 章 リモート デスクトップ サービス ホストの設定を参照してく
ださい。

n すべての RDS ホストが使用可能ステータスであることを確認します。View Administrator で、[View 構成] -
[登録済みのマシン] を選択し、[RDS ホスト] タブの各 RDS ホストのステータスを確認します。

n ファームを作成するために指定する必要がある構成情報を収集します。手動ファーム作成用ワークシートを参照

してください。

手順

1 View Administrator で、[リソース] - [ファーム] をクリックします。

2 [追加] をクリックしてワークシートで収集した構成情報を入力します。

3 [手動ファーム] を選択します。

4 ウィザードの指示に従って、ファームを作成します。

ワークシートで収集した構成情報を使用します。ナビゲーション パネルのページ名をクリックすると、完了した
ウィザード ページに直接戻ることができます。

5 ファームに追加する RDS ホストを選択して、[次へ] をクリックします。

6 [終了] をクリックします。

View Administrator で、[リソース] - [ファーム] をクリックすることでファームを表示できるようになりました。

次のステップ

アプリケーション プールまたは RDS デスクトップ プールを作成します。9 章 アプリケーション プールの作成また
は 10 章 RDS デスクトップ プールの作成を参照してください。

自動ファームの作成

アプリケーションまたは RDS デスクトップにユーザーがアクセスできるようにするプロセスの一部として、自動フ
ァームを作成します。

前提条件

n View Composer サービスがインストールされていることを確認します。『View インストール ガイド』を参照し
てください。

n vCenter Server の View Composer 設定が View Administrator で構成されていることを確認します。『View
管理ガイド』を参照してください。
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n リモート デスクトップとして使用している仮想マシンに対して使用されている ESXi 仮想スイッチに十分な数の
ポートがあることを確認します。大規模なデスクトップ プールを作成する場合、デフォルト値では不十分なこと
があります。ESXi ホスト上の仮想スイッチ ポートの数は、仮想マシンの数に、仮想マシンあたりの仮想 NIC の
数をかけた数以上である必要があります。

n 親仮想マシンを準備したことを確認します。View Agent と View Composer Agent の両方が親仮想マシンに
インストールされている必要があります。自動ファームの親仮想マシンの準備を参照してください。

n vCenter Server で親仮想マシンのスナップショットを作成します。スナップショットを作成する前に親仮想マ
シンをシャットダウンする必要があります。View Composer は、クローンを作成するための基本イメージとし
てスナップショットを使用します。

注:    仮想マシン テンプレートからリンククローン プールを作成することはできません。

n ファームを作成するために指定する必要がある構成情報を収集します。自動ファーム作成用ワークシートを参照

してください。

手順

1 View Administrator で、[リソース] - [ファーム] をクリックします。

2 [追加] をクリックしてワークシートで収集した構成情報を入力します。

3 [自動ファーム] を選択します。

4 ウィザードの指示に従って、ファームを作成します。

ワークシートで収集した構成情報を使用します。ナビゲーション パネルのページ名をクリックすると、完了した
ウィザード ページに直接戻ることができます。

View Administrator で、[リソース] - [ファーム] をクリックすることでファームを表示できるようになりました。

次のステップ

アプリケーション プールまたは RDS デスクトップ プールを作成します。9 章 アプリケーション プールの作成また
は 10 章 RDS デスクトップ プールの作成を参照してください。
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アプリケーション プールの作成 9
ユーザーにアプリケーションへのリモート アクセスを提供するための作業の 1 つとして、アプリケーション プール
を作成します。アプリケーション プールに対する資格が付与されているユーザーは、さまざまなクライアント デバ
イスからアプリケーションにリモート アクセスを行うことができます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n アプリケーション プール

n アプリケーション プールの手動作成用ワークシート

n アプリケーション プールの作成

アプリケーション プール
アプリケーション プールを使用すると、1 つのアプリケーションを多くのユーザーに配信できます。アプリケーショ
ンは RDS ホストのファームで実行されます。

アプリケーション プールを作成する場合、ユーザーがネットワーク上のどこからでもアクセスできるデータセンター
にアプリケーションを展開します。アプリケーション プールの概要については、ファーム、RDS ホスト、デスクト
ップおよびアプリケーション プールを参照してください。

アプリケーション プールには 1 つのアプリケーションがあり、1 つのファームと関連付けられています。エラーを避
けるため、ファームのすべての RDS ホストにアプリケーションをインストールする必要があります。

View では、アプリケーション プールを作成すると、ファームのすべての RDS ホストの [スタート] メニューから、
（個々のユーザーではなく）すべてのユーザーが使用可能なアプリケーションが自動的に表示されます。リストから 1
つ以上のアプリケーションを選択できます。リストから複数のアプリケーションを選択すると、アプリケーションご

とに個別のアプリケーション プールが作成されます。リストにないアプリケーションを手動で指定することもでき
ます。手動で指定するアプリケーションがまだインストールされていない場合、View に警告メッセージが表示され
ます。

アプリケーション プールを作成する際、プールを配置するアクセス グループは指定できません。アプリケーション
プールと RDS デスクトップ プールについては、ファームの作成時にアクセス グループを指定します。

アプリケーションは PCoIP と Blast（HTML Access 向け）表示プロトコルをサポートします。HTML Access を有効
にするには、https://www.vmware.com/support/viewclients/doc/viewclients_pubs.htmlから利用できる
『HTML Access の使用』ドキュメントの「セットアップとインストール」の章の「HTML Access のためのデスクト
ップ、プール、ファームの準備」を参照してください。
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アプリケーション プールの手動作成用ワークシート
アプリケーション プールを作成して手動でアプリケーションを指定する際、[アプリケーション プールを追加] ウィザ
ードからアプリケーションに関する情報を入力するよう求められます。RDS ホストにアプリケーションをインスト
ールしておく必要はありません。

このワークシートを印刷し、アプリケーションを手動で指定するときのアプリケーションのプロパティを書き留める

ことができます。

表 9-1. ワークシート：アプリケーション プールを手動で作成するためのアプリケーションのプロパティ

プロパティ 説明 値をここに記入

ID View Administrator でプールを識別する一意の名前。
このフィールドは必須です。

表示名 Horizon Client にログインする際にユーザーに表示され
るプール名。表示名を指定しない場合は、[ID] と同じにな
ります。

バージョン アプリケーションのバージョン。

パブリッシャ アプリケーションのパブリッシャ。

パス アプリケーションのフル パス名。例：C:\Program
Files\app1.exe。このフィールドは必須です。

開始フォルダ アプリケーションの開始ディレクトリのフル パス名。

パラメータ アプリケーションの起動時にアプリケーションに渡すパ

ラメータ。たとえば、-username user1 -loglevel

3 を指定できます。

説明 このアプリケーション プールの説明。

アプリケーション プールの作成
RDS ホストで動作するアプリケーションにユーザーがアクセスできるようにする処理の一部として、アプリケーショ
ン プールを作成します。

前提条件

n RDS ホストをセットアップします。7 章 リモート デスクトップ サービス ホストの設定を参照してください。

n それらの RDS ホストが含まれるファームを作成します。8 章 ファームの作成を参照してください。

n アプリケーション プールを手動で追加する場合は、アプリケーションについての情報を収集します。アプリケー
ション プールの手動作成用ワークシートを参照してください。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] をクリックします。

2 [追加] をクリックします。
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3 ウィザードの指示に従って、プールを作成します。

アプリケーション プールを手動で追加することを選択する場合は、ワークシートで収集した構成情報を使用しま
す。View Administrator が表示するリストからアプリケーションを選択する場合は、複数のアプリケーション
を選択できます。アプリケーションごとに個別のプールが作成されます。

View Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] をクリックしてアプリケーション プールを確認で
きます。

次のステップ

プールにアクセスするための資格をユーザーに付与します。12 章 資格のあるユーザーとグループを参照してくださ
い。

RDS アプリケーションのサポートに必要な Horizon Client 3.0 以降のソフトウェアにエンド ユーザーがアクセスで
きることを確認します。

アプリケーションを実行できる十分なリソースがある RDS ホストでのみ View 接続サーバがアプリケーションを起
動するように限定するには、アプリケーション プールに非アフィニティ ルールを構成します。詳細については、
『View 管理』ドキュメントの「アプリケーション プールのアンチアフィニティ ルールの構成」を参照してください。
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RDS デスクトップ プールの作成 10
ユーザーにセッション ベース デスクトップへのリモート アクセスを提供するための作業の 1 つとして、リモート デ
スクトップ サービス (RDS) デスクトップ プールを作成します。RDS デスクトップ プールにより、リモート デスク
トップ展開のいくつかの具体的なニーズを満たすことができます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n RDS デスクトップ プールの概要

n RDS デスクトップ プールの作成

n RDS デスクトップ プールのデスクトップ プール設定

n Adobe Flash のスロットルを RDS デスクトップ プール用に Internet Exploler で構成する

RDS デスクトップ プールの概要
RDS デスクトップ プールは、作成可能な 3 種類のデスクトップ プールのうちの 1 つです。このタイプのプールは、
以前の View リリースでは Microsoft Terminal Services プールと呼ばれていました。

RDS デスクトップ プールおよび RDS デスクトップには次の特徴があります。

n RDS デスクトップ プールは RDS ホストのグループであるファームと関連付けられます。各 RDS ホストは複数
の RDS デスクトップをホストすることができる Windows サーバです。

n RDS デスクトップは RDS ホストへのセッションに基づきます。これに対し、自動デスクトップ プール内のデス
クトップは仮想マシンに基づき、手動デスクトップ プール内のデスクトップは仮想マシンまたは物理マシンに基
づきます。

n RDS デスクトップは RDP、PCoIP、および Blast（HTML Access向け）表示プロトコルをサポートします。
HTML Access を有効にするには、https://www.vmware.com/support/viewclients/doc/
viewclients_pubs.htmlから利用できる『HTML Access の使用』ドキュメントの「セットアップとインストー
ル」の章の「HTML Access のためのデスクトップ、プール、ファームの準備」を参照してください。

n RDS デスクトップ プールは、RDS ロールをサポートし、View によりサポートされる Windows Server オペレ
ーティング システムでのみサポートされます。『View のインストール』の「ゲスト OS のシステム要件」を参照
してください。

n View は、接続要求をアクティブなセッションの数が最小の RDS ホストに転送することによって、ファーム内の
RDS ホストの負荷分散を提供します。

n RDS デスクトップ プールはセッションベースのデスクトップを提供するため、更新、再構成、再分散のような、
リンク クローン デスクトップ プールに特有な操作はサポートされません。
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n RDS ホストが vCenter Server により管理される仮想マシンの場合、基本イメージとしてスナップショットを使
用できます。vCenter Server を使用してスナップショットを管理できます。RDS ホストの仮想マシンでのスナ
ップショットの使用は、View に対して透過的です。

n RDS デスクトップは View Persona Management をサポートしません。

n HTML Access では、コピーおよび貼り付け機能がデフォルトで無効になっています。この機能を有効にするに
は、https://www.vmware.com/support/viewclients/doc/viewclients_pubs.html で公開されている
『HTML Access の使用』ドキュメントの「エンド ユーザー用に HTML Access を構成」の「HTML Access グル
ープ ポリシー設定」を参照してください。

RDS デスクトップ プールの作成
RDS デスクトップへのアクセス権をユーザーに付与するプロセスの一環として、RDS デスクトップ プールを作成し
ます。

前提条件

n RDS ホストをセットアップします。7 章 リモート デスクトップ サービス ホストの設定を参照してください。

n それらの RDS ホストが含まれるファームを作成します。8 章 ファームの作成を参照してください。

n プール設定の構成方法を決定します。RDS デスクトップ プールのデスクトップ プール設定を参照してくださ
い。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 [追加] をクリックします。

3 [RDS デスクトップ プール] を選択します。

4 プール ID、表示名、および説明を指定します。

プール ID は、View Administrator でプールを識別する一意の名前です。表示名は、ユーザーが Horizon Client
にログインするときに表示される RDS デスクトップ プールの名前です。表示名を指定しない場合は、表示名は
プール ID と同じになります。

5 プール設定を選択します。

6 このプールのファームを選択または作成します。

View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択すると、RDS デスクトップ プールを表示できま
す。

次のステップ

プールにアクセスするための資格をユーザーに付与します。デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格
の追加を参照してください。

エンド ユーザーが Horizon Client 3.0 以降のソフトウェアにアクセスできることを確認します。これは RDS デス
クトップ プールをサポートするために必要です。
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RDS デスクトップ プールのデスクトップ プール設定
RDS デスクトップ プールの作成時に特定のプール設定を指定できます。すべてのプール設定がすべての種類のデス
クトップ プールに適用されるわけではありません。

すべてのプール設定の説明については、すべてのデスクトップ プール タイプのデスクトップ プール設定を参照して
ください。次のプール設定が RDS デスクトップ プールに適用されます。

表 10-1. RDS デスクトップ プールの設定

設定 デフォルト値

状態 有効

接続サーバ restrictions（接続サーバの制限） なし

Adobe Flash quality（Adobe Flash の品質） 制御しない

Adobe Flash throttling（Adobe Flash のスロットル） 無効

Adobe Flash のスロットルを RDS デスクトップ プール用に Internet
Exploler で構成する
RDS デスクトップで Adobe Flash のスロットルが Internet Explorer で確実に動作するようにするには、ユーザー
がサード パーティ製のブラウザ拡張を有効にする必要があります。

手順

1 Horizon Client を起動し、ユーザーのデスクトップにログインします。

2 Internet Explorer で、[ツール] - [インターネット オプション] をクリックします。

3 [詳細設定] タブをクリックし、[サード パーティ製のブラウザ拡張を有効にする] を選択して、[OK] をクリック
します。

4 Internet Explorer を再起動します。
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デスクトップ プールのプロビジョニ
ング 11
デスクトップ プールを作成するときに、プールの管理方法およびユーザーのデスクトップ操作方法を決定する構成オ
プションを選択します。

これらのプロビジョニング タスクは、シングルユーザー マシン上に展開されるデスクトップ プールに適用されます。
RDS デスクトップ プールには適用されません。ただし、Adobe Flash の品質とスロットル設定は、RDS を含むすべ
てのタイプのデスクトップ プールに適用されます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n デスクトップ プールでのユーザー割り当て

n マシンの手動での名前付けまたは名前付けパターンの指定

n マシンの手動でのカスタマイズ

n すべてのデスクトップ プール タイプのデスクトップ プール設定

n Adobe Flash の品質とスロットル

n デスクトップ プールの電源ポリシーの設定

n デスクトップ用の 3D レンダリングの構成

n View デスクトップへの RDP を使用したアクセスの防止

n 大規模なデスクトップ プールの展開

デスクトップ プールでのユーザー割り当て
ユーザーがプール内のマシンに専用割り当てまたは流動割り当てされるように、デスクトップ プールを構成できま
す。フル仮想マシンを含む自動プール、自動リンク クローン プール、および手動プールに対して、ユーザー割り当
てを選択する必要があります。

専用割り当てでは、View は、資格を付与された各ユーザーをプール内の 1 台のマシンに割り当てます。ユーザーが
プールに接続すると、そのユーザーは常に同じマシンにログインします。ユーザーの設定およびデータはセッション

間で保存されます。プール内の他のユーザーはそのマシンにアクセスできません。

流動割り当てでは、View は、資格を付与されたユーザーにプール内のマシンを動的に割り当てます。ユーザーはロ
グインするたびに異なるマシンに接続します。ユーザーがログオフすると、マシンはプールに戻されます。
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ユーザーのログオフ時に流動割り当てマシンが削除されるように構成できます。自動削除を使用すると、同時に必要

な数だけ仮想マシンを保持できます。自動削除は、マシン名前付けパターンおよびマシンの合計数を使ってプロビジ

ョニングする自動プールでのみ使用できます。

流動割り当てのマシンを使用すると、ソフトウェア ライセンス コストを削減できます。

マシンの手動での名前付けまたは名前付けパターンの指定

マシン名のリストを手動で指定して、または名前付けパターンとプール内で必要なマシンの数を指定して、自動プー

ル内のマシンをプロビジョニングすることができます。これら 2 つの方法は利点が異なります。

リストを指定してマシンに名前を付ける場合は、会社の名前付け方式を使用し、各マシン名とユーザーとを関連付け

ることができます。

名前付けパターンを指定する場合、View ではユーザーが必要とするときに動的にマシンを作成して割り当てること
ができます。

フル仮想マシンまたはリンク クローンを含む自動プールをプロビジョニングするには、これらの名前付け方法のいず
れかを使用する必要があります。

表 11-1. マシンの手動での名前付けまたはマシン名前付けパターンの指定 では、2 つの名前付け方法を比較し、それ
ぞれの方法がデスクトップ プールの作成および管理方法にどのような影響を及ぼすかを示します。

表 11-1. マシンの手動での名前付けまたはマシン名前付けパターンの指定

機能 マシン名前付けパターンの指定 マシンの手動での名前付け

マシン名 View がマシン名を生成します。

管理者が名前付けパターンを指定します。View が
各マシンを識別するための一意の番号を追加しま

す。

詳細については、自動デスクトップ プールでの名前
付けパターンの使用を参照してください。

管理者がマシン名のリストを指定します。

専用割り当てプールでは、ユーザー名とマシン名

を列挙してユーザーとマシンを関連付けること

ができます。

詳細については、マシン名のリストの指定を参照

してください。

プール サイズ 管理者がマシンの最大数を指定します。 マシン名のリストによってマシンの数が決まり

ます。

プールにマシンを追加する場合 最大プール サイズを増やすことができます。 リストにマシン名を追加できます。

詳細については、名前のリストによってプロビジ

ョニングされる自動プールへのマシンの追加を

参照してください。

オンデマンド プロビジョニング 利用可能。

View は、ユーザーが初めてログインするとき、ま
たは管理者がユーザーにマシンを割り当てるとき

に、指定されている最小数およびスペア数のマシン

を動的に作成してプロビジョニングします。

View は、管理者がプールを作成するときにも、す
べてのマシンを作成してプロビジョニングできま

す。

利用不可。

View は、プールが作成されたときに、リストに
指定されたすべてのマシンを作成してプロビジ

ョニングします。

初期カスタマイズ 利用可能。

マシンのプロビジョニング時に、View は選択され
たカスタマイズ仕様を実行できます。

利用可能。

マシンのプロビジョニング時に、View は選択さ
れたカスタマイズ仕様を実行できます。
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機能 マシン名前付けパターンの指定 マシンの手動での名前付け

専用マシンの手動カスタマイズ マシンをカスタマイズし、ユーザーがマシンにアク

セスできるようにするには、各マシンの所有権を削

除し、再度割り当てる必要があります。初回のログ

イン時にマシンを割り当てるかどうかによって、こ

れらの手順の実行が 2 回必要になる場合がありま
す。メンテナンス モードではマシンを起動できま
せん。プールが作成された後、マシンを手動でメン

テナンス モードにすることができます。

所有権を再度割り当てなくても、マシンをカスタ

マイズしてテストできます。

プールを作成するとき、すべてのマシンをメンテ

ナンス モードで起動して、ユーザーがアクセス
できないようにすることができます。マシンを

カスタマイズしたら、メンテナンス モードを終
了してユーザーがアクセスできるようにします。

詳細については、マシンの手動でのカスタマイズ

を参照してください。

動的または固定プール サイズ 動的。

専用割り当てプール内のマシンからユーザー割り当

てを削除した場合、マシンは使用可能なマシンのプ

ールに返されます。

流動割り当てプールでログオフ時にマシンを削除す

ることを選択した場合は、プール サイズがアクティ
ブなユーザー セッションの数に応じて拡大または
縮小することがあります。

固定。

プールには、マシン名のリストで指定した数のマ

シンが含まれます。

マシンに手動で名前を付けた場合は、[ログオフ
時にマシンを削除する] の設定を選択できませ
ん。

スペア マシン View が新しいユーザーのためにパワーオン状態を
維持しておくスペア マシンの数を指定できます。

View は、指定された数を維持するために新しいマ
シンを作成します。最大プール サイズに達すると、
View はスペア マシンの作成を停止します。

View は、プールの電源ポリシーが [パワーオフ] ま
たは [サスペンド] に設定されている場合、または電
源ポリシーが設定されていない場合でも、スペア マ
シンをパワーオン状態で維持します。

View が新しいユーザーのためにパワーオン状
態を維持しておくスペア マシンの数を指定でき
ます。

View は、指定された数を維持するための新しい
スペア マシンを作成しません。

View は、プールの電源ポリシーが [パワーオフ]
または [サスペンド] に設定されている場合、ま
たは電源ポリシーが設定されていない場合でも、

スペア マシンをパワーオン状態で維持します。

ユーザー割り当て 専用割り当ておよび流動割り当てプールに対して名

前付けパターンを使用できます。

専用割り当ておよび流動割り当てプールに対し

てマシン名を指定できます。

注:    流動割り当てプールでは、ユーザー名をマ
シン名に関連付けることはできません。マシン

は、関連付けられたユーザー専用ではありませ

ん。流動割り当てプールでは、ログインするユー

ザーは、現在使用されていないどのマシンでもア

クセスできます。

マシン名のリストの指定

マシン名のリストを手動で指定して、自動デスクトップ プールをプロビジョニングすることができます。この命名方
法では、会社の命名規則を使用してプール内のマシンを識別することができます。

マシン名を明示的に指定すると、ユーザーには、リモート デスクトップへのログイン時に会社の組織に基づくわかり
やすい名前が表示されます。

マシン名を手動で指定するには、次のガイドラインに従います。

n 各マシン名は個別の行に入力します。

n マシン名には、最大 15 文字の英数字を使用できます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 135



n 各マシン エントリにユーザー名を追加できます。カンマを使用して、ユーザー名とマシン名を区切ります。

この例では、2 つのマシンが指定されています。2 番目のマシンはユーザーに関連付けられています。

Desktop-001

Desktop-002,abccorp.com\jdoe

注:    流動割り当てプールでは、ユーザー名をマシン名に関連付けることはできません。マシンは、関連付けられたユ
ーザー専用ではありません。流動割り当てプールでは、ログインするユーザーは、現在使用されていないどのマシン

でもアクセスできます。

前提条件

各マシンの名前が一意であることを確認します。vCenter Server の既存の仮想マシンの名前を使用することはでき
ません。

手順

1 マシン名のリストを含むテキスト ファイルを作成します。

少数のマシンを含むデスクトップ プールを作成する場合は、マシン名を直接 [デスクトップ プールを追加] ウィ
ザードに入力できます。別のテキスト ファイルを作成する必要はありません。

2 View Administrator で [デスクトップ プールを追加] ウィザードを起動して、自動デスクトップ プールの作成を
開始します。

3 プロビジョニングの設定ページで [名前を手動で指定] を選択し、[名前の入力] をクリックします。

4 [マシン名を入力] ページにマシン名のリストをコピーし、[次へ] をクリックします。

[マシン名を入力] ウィザードにデスクトップのリストが表示され、検証エラーが赤い [!] で示されます。

5 無効なマシン名を修正します。

a カーソルを無効な名前の上に置くと、ページの下部に関連するエラー メッセージが表示されます。

b [戻る] をクリックします。

c 正しくない名前を編集し、[次へ] をクリックします。

6 [終了] をクリックします。

7 （オプション） [メンテナンス モードでマシンを開始] を選択します。

このオプションにより、ユーザーがログインして使用する前にマシンをカスタマイズできます。

8 ウィザードの指示に従って、デスクトップ プールの作成を終了します。

View で、リスト内の名前ごとに 1 つのマシンが作成されます。エントリにマシンとユーザー名が含まれている場合、
View により、そのユーザーにマシンが割り当てられます。

デスクトップ プールの作成後、追加のマシン名およびユーザーを含む別のリスト ファイルをインポートしてマシン
を追加できます。『View 管理ガイド』の「名前のリストによってプロビジョニングされる自動プールへのマシンの追
加」を参照してください。
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自動デスクトップ プールでの名前付けパターンの使用

名前付けパターンとプール内で必要なマシンの総数を指定して、プール内のマシンをプロビジョニングすることがで

きます。デフォルトでは、View は、パターンをすべてのマシン名のプレフィックスとして使用し、一意の番号を付
加して各マシンを識別します。

マシン名の名前付けパターンの長さ

マシン名の文字数の上限は、名前付けパターンと自動的に生成される番号も含めて 15 文字です。

表 11-2. マシン名の名前付けパターンの最大の長さ

プールで設定するマシンの数 プレフィックスの最大長

1-99 13 文字

100-999 12 文字

1,000 以上 11 文字

固定長トークンを含む名前では、長さの上限が異なります。固定長トークンを使用する場合の名前付けパターンの長

さを参照してください。

マシン名でのトークンの使用

トークンを使用して、自動生成された番号を名前に付加できます。プール名を入力するとき、トークンを指定するに

は「{n}」と入力します。

例：amber-{n}-desktop

View は、マシンを作成するときに、{n} を一意の番号に置き換えます。

「{n:fixed=桁数}」と入力すると、固定長トークンを生成できます。

View は、トークンを指定された桁数を含む番号に置き換えます。

たとえば、「amber-{n:fixed=3}」と入力した場合、View は {n:fixed=3} を 3 桁の番号に置き換え、次のよう

なマシン名を作成します。amber-001、amber-002、amber-003 などです。

固定長トークンを使用する場合の名前付けパターンの長さ

固定長トークンを含む名前の文字数の上限は、名前付けパターンとトークンの桁数も含めて 15 文字です。

表 11-3. 固定長トークンを使用する場合の名前付けパターンの最大長

固定長トークン 名前付けパターンの最大長

{n:fixed=1} 14 文字

{n:fixed=2} 13 文字

{n:fixed=3} 12 文字
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マシンの名前付けの例

この例は、マシン名が同じで番号は異なる 2 つの自動デスクトップ プールを作成する方法を示しています。この例で
使用する方法は、個別のユーザー目的を達成し、マシンの名前付け方法の柔軟性を示します。

目的は、VDIABC-XX などの同じ命名規則を使用する 2 つのプールを作成することです。ここで、XX は番号を表し
ます。各プールは異なる連続番号を持ちます。たとえば、最初のプールにはマシン VDIABC-01 から VDIABC-10 が
含まれます。2 つ目のプールにはマシン VDIABC-11 から VDIABC-20 が含まれます。

いずれかのマシンの名前付け方法を使用して、この目的を達成できます。

n マシンの固定セットを一度に作成するには、マシン名を手動で指定します。

n ユーザーが初めてログインするときに動的にマシンを作成するには、名前付けパターンを提供し、トークンを使

用して連続番号を指定します。

手動での名前の指定

1 VDIABC-01 から VDIABC-10 のマシン名のリストを含む最初のプール用のテキスト ファイルを準備します。

2 View Administrator でプールを作成し、マシン名を手動で指定します。

3 [名前を入力] をクリックし、リストを [マシン名を入力] リスト ボックスにコピーします。

4 VDIABC-11 から VDIABC-20 の名前を使用して、2 つ目のプールに対してこれらの手順を繰り返します。

詳しい手順については、マシン名のリストの指定を参照してください。

各プールの作成後、マシンを追加できます。たとえば、最初のプールにマシン VDIABC-21 から VDIABC-30 を追加
し、2 つ目のプールに VDIABC-31 から VDIABC-40 を追加できます。名前のリストによってプロビジョニングされ
る自動プールへのマシンの追加を参照してください。

トークンを含む名前パターンの提供

1 View Administrator で、最初のプールを作成し、名前付けパターンを使用してマシン名をプロビジョニングし
ます。

2 名前付けパターンのテキスト ボックスに、「VDIABC-0{n}」と入力します。

3 プールの最大サイズを 9 に制限します。

4 2 つ目のプールに対してこれらの手順を繰り返しますが、名前付けパターンのテキスト ボックスには
「VDIABC-1{n}」と入力します。

最初のプールにはマシン VDIABC-01 から VDIABC-09 が含まれます。 2 つ目のプールにはマシン VDIABC-11 から
VDIABC-19 が含まれます。

または、2 桁の固定長トークンを使用して、プールをそれぞれ最大 99 のマシンを含むように構成できます。

n 最初のプールに対して、「VDIABC-0{n:fixed=2}」と入力します。

n 2 つ目のプールに対して、「VDIABC-1{n:fixed=2}」と入力します。

各プールの最大サイズを 99 に制限します。 この構成により、3 桁の連続名パターンを含むマシンが作成されます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 138



最初のプール：

VDIABC-001

VDIABC-002

VDIABC-003

2 つ目のプール：

VDIABC-101

VDIABC-102

VDIABC-103

名前付けパターンおよびトークンの詳細については、自動デスクトップ プールでの名前付けパターンの使用を参照し
てください。

名前のリストによってプロビジョニングされる自動プールへのマシンの追加

手動でマシン名を指定してプロビジョニングされる自動デスクトップ プールにマシンを追加するには、新しいマシン
名の別のリストを指定します。この機能により、デスクトップ プールを拡大し、会社の命名規則を使用し続けること
ができます。

マシン名を手動で追加するには、次のガイドラインに従います。

n 各マシン名は個別の行に入力します。

n マシン名には、最大 15 文字の英数字を使用できます。

n 各マシン エントリにユーザー名を追加できます。カンマを使用して、ユーザー名とマシン名を区切ります。

この例では、2 つのマシンが追加されています。2 番目のマシンはユーザーに関連付けられています。

Desktop-001

Desktop-002,abccorp.com/jdoe

注:    流動割り当てプールでは、ユーザー名をマシン名に関連付けることはできません。マシンは、関連付けられたユ
ーザー専用ではありません。流動割り当てプールでは、ログインするユーザーは、現在使用されていないどのマシン

でもアクセスできます。

前提条件

マシン名を手動で指定してデスクトップ プールを作成したことを確認します。名前付けパターンを指定してプール
を作成した場合は、新しいマシン名を指定することによってマシンを追加することはできません。

手順

1 追加のマシン名のリストを含むテキスト ファイルを作成します。

少数のマシンのみを追加する場合は、[デスクトップ プールを追加] ウィザードでマシン名を直接入力できます。
別のテキスト ファイルを作成する必要はありません。

2 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

3 展開するデスクトップ プールを選択します。
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4 [編集] をクリックします。

5 [プロビジョニングの設定] タブをクリックします。

6 [マシンを追加] をクリックします。

7 [マシン名を入力] ページにマシン名のリストをコピーし、[次へ] をクリックします。

[マシン名を入力] ウィザードによってマシンのリストが表示され、検証エラーが赤い [X] で示されます。

8 無効なマシン名を修正します。

a カーソルを無効な名前の上に置くと、ページの下部に関連するエラー メッセージが表示されます。

b [戻る] をクリックします。

c 正しくない名前を編集し、[次へ] をクリックします。

9 [終了] をクリックします。

10 [OK] をクリックします。

View が、プールに新しいマシンを追加します。

vCenter Server で、新しい仮想マシンの作成を監視できます。

View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択すると、デスクトップ プールに追加されるマシ
ンを表示できます。

マシンの手動でのカスタマイズ

自動プールを作成した後、所有権を再度割り当てることなく特定のマシンをカスタマイズできます。マシンをメンテ

ナンス モードで起動すると、割り当て済みユーザーにマシンをリリースしたり、プール内の資格を付与されたすべて
のユーザーがマシンを使用できるようにしたりする前に、マシンを変更してテストできます。

メンテナンス モードでのマシンのカスタマイズ

メンテナンス モードでは、ユーザーはデスクトップにアクセスできません。マシンをメンテナンス モードで起動し
た場合、View は、マシンが作成されると各マシンをメンテナンス モードにします。

専用割り当てプールでは、自分の管理者アカウントに所有権を再度割り当てなくても、メンテナンス モードを使用し
てマシンにログインできます。カスタマイズの終了後、マシンに関連付けられているユーザーに所有権を返す必要は

ありません。

流動割り当てプールでは、ユーザーにログインを許可する前に、メンテナンス モードでマシンをテストできます。

自動プール内のすべてのマシンで同じカスタマイズを実行するには、テンプレートまたは親として準備する仮想マシ

ンをカスタマイズします。View は、すべてのマシンにカスタマイズを展開します。プールを作成するときに、
Sysprep カスタマイズ仕様を使用して、すべてのマシンをライセンス情報、ドメインへの関連付け、DHCP 設定など
のコンピュータ プロパティを使って構成することもできます。

注:    マシンをメンテナンス モードで起動できるのは、名前付けパターンを指定してマシンに名前を付ける場合では
なく、プールのマシン名を手動で指定する場合です。
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個別マシンのカスタマイズ

マシンをメンテナンス モードで起動して、プールの作成後に個別マシンをカスタマイズすることができます。

手順

1 View Administrator で、[デスクトップ プールを追加] ウィザードを起動して自動デスクトップ プールの作成を
開始します。

2 プロビジョニングの設定ページで [名前を手動で指定] を選択します。

3 [メンテナンス モードでマシンを開始] を選択します。

4 [デスクトップ プールを追加] ウィザードを終了して、デスクトップ プールの作成を終了します。

5 vCenter Server で、個別仮想マシンにログインし、カスタマイズしてテストします。

マシンは、手動でカスタマイズすることも、Altiris、SMS、LanDesk、BMC などの標準の Windows システム
管理ソフトウェアを使用してカスタマイズすることもできます。

6 View Administrator で、デスクトップ プールを選択します。

7 フィルタ ツールを使用してユーザーにリリースする特定のマシンを選択します。

8 [その他のコマンド] - [メンテナンス モードを終了] をクリックします。

次のステップ

デスクトップにログインできることをユーザーに通知します。

すべてのデスクトップ プール タイプのデスクトップ プール設定
フル仮想マシン、リンク クローン デスクトップ プール、手動デスクトップ プール、および RDS デスクトップ プー
ルを含む自動プールを構成するときには、マシンとデスクトップ プールの設定を指定する必要があります。すべての
設定がすべての種類のデスクトップ プールに適用されるわけではありません。

表 11-4. デスクトップ プールの設定オプション

設定 オプション

状態 n [有効化]：デスクトップ プールは作成後に有効になり、すぐに使用できます。

n [無効化]：デスクトップ プールは作成後に無効になり、使用できません。またプールのプロビジョニングも停止しま
す。展開後にテストなどの標準メンテナンスのような作業を行う場合にはこの設定が適しています。

この状態が有効の場合、リモート デスクトップは使用できません。

接続サーバ restrictions
（接続サーバの制限）

n [なし]。デスクトップ プールには、すべての View 接続サーバ インスタンスがアクセスできます。

n [タグ付き]：1 つ以上の View 接続サーバ タグを選択して、これらのタグを持つ View 接続サーバ インスタンスのみ
がデスクトップ プールにアクセスできるようにします。チェック ボックスを使用して複数のタグを選択できます。

Workspace Portal からデスクトップへのアクセスを提供することを意図して View 接続サーバ制限を構成すると、これ
らのデスクトップが実際には制限されている場合でも Workspace App Portal でユーザーにデスクトップが表示される
ことがあります。Workspace Portal ユーザーはこれらのデスクトップを起動できません。
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設定 オプション

リモート マシンの電源ポ
リシー

関連付けられたデスクトップからユーザーがログオフするときの仮想マシンの動作方法を決定します。

電源ポリシー オプションの詳細については、デスクトップ プールの電源ポリシーを参照してください。

電源ポリシーが自動プールに与える影響の詳細については、デスクトップ プールの電源ポリシーの設定を参照してくださ
い。

Automatically logoff
after disconnect（切断
後に自動的にログオフ）

n [直後]：ユーザーが接続を切断すると、すぐにログオフされます。

n [なし]：ユーザーはログオフされません。

n [時間が経過した後]：ユーザーが接続を切断してからこの時間が経過すると、ログオフされます。時間は分単位で入
力します。

ログオフ時間は今後の切断時に適用されます。ログオフ時間を設定したときにデスクトップ セッションがすでに切
断されていた場合、そのユーザーのログオフ経過時間の開始は、ログオフ時間を設定したときとなり、セッションが

最初に切断されたときではありません。たとえば、この値を 5 分に設定した場合に、セッションが 10 分前に切断さ
れたとすると、そのセッションは値を設定してから 5 分後に View でログオフされます。

ユーザーによるマシンの

リセットを許可

ユーザーが管理者の支援なしに自身のデスクトップをリセットすることを許可します。

ユーザーが複数のクライ

アント デバイスからセッ
ションを個別に開始でき

るようにする

この設定が選択されている場合、複数のクライアント デバイスから同じデスクトップ プールに接続しているユーザーは
複数のデスクトップ セッションを取得します。ユーザーが既存セッションに再接続するには、このセッションを開始した
クライアント デバイスから行う必要があります。この設定が選択されていない場合、ユーザーは使用しているクライアン
ト デバイスに関係なく、自身の既存セッションに再接続できます。

ログオフ後にマシンを削

除

流動割り当て、フル仮想マシンを削除するかどうかを選択します。

n [[いいえ]]仮想マシンは、ユーザーのログオフ後にデスクトップ プールに残ります。

n [[はい]]仮想マシンは、ユーザーがログオフするとすぐにパワーオフされて削除されます。

ログオフ時にマシンを削

除または更新

流動割り当てのリンク クローン仮想マシンを削除するか、更新するか、またはそのまま残すかを選択します。

n [なし]：仮想マシンは、ユーザーのログオフ後にデスクトップ プールに残り、更新されません。

n [すぐに削除]：仮想マシンは、ユーザーがログオフするとすぐにパワーオフされて削除されます。ユーザーがログオ
フすると、仮想マシンはただちに削除中状態になります。

n [すぐに更新]：仮想マシンは、ユーザーがログオフするとすぐに更新されます。ユーザーがログオフすると、仮想マ
シンはただちにメンテナンス モードになります。これは、更新操作の開始時に他のユーザーがログインできないよう
にするためです。

Refresh OS disk after
logoff（ログオフ後に OS
ディスクを更新）

専用割り当てのリンク クローン仮想マシンの OS ディスクを更新するかどうかと、そのタイミングを選択します。

n [なし]：OS ディスクは更新されません。

n [常時]：ユーザーがログオフするたびに OS ディスクが更新されます。

n [間隔]：OS ディスクは、指定された日数で定期的に更新されます。日数を入力します。

日数は、最終の更新から、または一度も更新されていない場合には最初のプロビジョニングから数えられます。たと

えば、指定した値が 3 日で、最終更新から 3 日が経過している場合、ユーザーがログオフした後にマシンが更新され

ます。

n [このサイズのとき]：OS ディスクは、現在のサイズが最大許容サイズの指定した割合に達したときに更新されます。
リンク クローンの OS ディスクの最大サイズはレプリカの OS ディスクのサイズです。割合を入力します。この割
合に達すると、更新操作が実行されます。

[このサイズのとき] オプションを使用すると、データストア内のリンク クローンの OS ディスクのサイズが、許容可
能な最大サイズと比較されます。このディスク使用率 (%) には、マシンのゲスト OS の内部で表示される可能性のあ
るディスク使用量が反映されません。

専用割り当てのリンク クローン プールで OS ディスクを更新する場合、View Composer の通常ディスクは影響を受け
ません。
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設定 オプション

デフォルト表示プロトコ

ル

View 接続サーバがクライアントと通信するために使用する表示プロトコルを選択します。

PCoIP サポートされている場合は常にデフォルト オプションです。PCoIP は、Teradici ハ
ードウェアを備える仮想マシンおよび物理マシン用の表示プロトコルとしてサポート

されます。PCoIP は、LAN 上または WAN 経由の広範なユーザーにイメージ、オー
ディオ、ビデオ コンテンツを配信するための最適化された PC 体験を提供します。

Microsoft RDP Microsoft Remote Desktop Connection (RDC) は、RDP を使用してデータを伝送
します。RDP は、ユーザーがコンピュータにリモート接続できるようにするマルチチ
ャネル プロトコルです。

ユーザーがプロトコルを

選択できるようにする

ユーザーが Horizon Client を使用してデスクトップのデフォルトの表示プロトコルをオーバーライドできるようにしま
す。

3D レンダラー プールが Windows 7 以降のデスクトップで構成されている場合、3D グラフィックス レンダリングを有効にするかどう
かを選択できます。[3D レンダラー] を構成して、ESXi 5.1 以降のホストにインストールされた物理的な GPU グラフィ
ックス カードに基づいて、ソフトウェア レンダリングまたはハードウェア レンダリングを使用できます。

この機能を有効にするには、プロトコルとして PCoIP を選択し、[ユーザーがプロトコルを選択できるようにする] 設定
を無効にする必要があります（[いいえ] を選択します）。

ハードウェア ベースの [3D レンダラー] オプションを使用すると、ユーザーは設計、モデリング、マルチメディア用のグ
ラフィックス アプリケーションを活用できます。ソフトウェアの [3D レンダラー] オプションを使用すると、ユーザーは
AERO、Microsoft Office、Google Earth などの要求の低いアプリケーションの高度なグラフィックス機能を活用でき
ます。システム要件については、デスクトップ用の 3D レンダリングの構成を参照してください。

View 展開が vSphere 5.0 以降で動作しているのではない場合、この設定は利用できず、View Administrator でも非ア
クティブになります。

この機能を選択し、[自動]、[ソフトウェア]、または [ハードウェア] オプションを選択する場合は、プールにあるマシン
に割り当てる VRAM の量を構成できます。モニタの最大数は 2 台で、最大解像度は 1920 x 1200 です。

[vSphere Client を使用して管理] や [NVIDIA GRID vGPU] を選択する場合は、vCenter Server で 3D メモリの量とモ
ニタ数を構成する必要があります。モニタの解像度に応じて、リモート デスクトップとして使用されるマシンに最大で 4
つのモニタを選択できます。

注:    この設定を構成または編集したときには、新しい設定を有効にするために、既存の仮想マシンをいったんパワーオフ
し、それらのマシンが vCenter Server で再構成されていることを確認したうえで、マシンをパワーオンする必要があり
ます。仮想マシンを再起動しても新しい設定は有効になりません。

詳細については、デスクトップ用の 3D レンダリングの構成、3D レンダラーのオプション、および 3D レンダリング構
成のベスト プラクティスを参照してください。

Max number of
monitors（モニタの最大
数）

表示プロトコルとして PCoIP を使用する場合は、ユーザーがデスクトップを表示できる [モニタの最大数] を選択できま
す。

最大で 4 つのモニタを選択できます。

[3D レンダラー] 設定が選択されていない場合、[モニタの最大数] の設定は、プール内のマシンに割り当てられる VRAM
の量に影響を与えます。モニタ数を増やすと、関連付けられた ESXi ホスト上でより多くのメモリが消費されます。

[3D レンダラ] 設定が選択されていない場合、Aero が無効になっている Windows 7 ゲスト OS では、最大 3 台のモニ
タが 3840x2160 の解像度でサポートされます。その他のオペレーティング システムまたは Aero が有効な Windows
7 では、1 台のモニタが 3840x2160 の解像度でサポートされます。

[3D レンダラ] 設定が選択されている場合、1 台のモニタが 3840x2160 の解像度でサポートされます。モニタを複数使
用する場合は、解像度を低くすると最良のサポートが得られます。解像度を高くする場合はモニタの数を少なくします。

注:    この設定を有効にするには、既存の仮想マシンをパワーオフしてからパワーオンする必要があります。仮想マシンを
再起動しても設定は有効になりません。
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設定 オプション

Max resolution of any
one monitor（特定のモ
ニタの最大解像度）

表示プロトコルとして PCoIP を使用する場合は、[各モニタの最大解像度] を指定する必要があります。

デフォルトでは、[各モニタの最大解像度] は 1920x1200 ピクセルに設定されていますが、この値は構成可能です。

[3D レンダラー] 設定が選択されていない場合、[特定のモニタの最大解像度] の設定は、プール内のマシンに割り当てら
れる VRAM の量に影響を与えます。この解像度を上げると、関連付けられた ESXi ホスト上でより多くのメモリが消費さ
れます。

[3D レンダラ] 設定が選択されていない場合、Aero が無効になっている Windows 7 ゲスト OS では、最大 3 台のモニ
タが 3840x2160 の解像度でサポートされます。その他のオペレーティング システムまたは Aero が有効な Windows
7 では、1 台のモニタが 3840x2160 の解像度でサポートされます。

[3D レンダラ] 設定が選択されている場合、1 台のモニタが 3840x2160 の解像度でサポートされます。モニタを複数使
用する場合は、解像度を低くすると最良のサポートが得られます。解像度を高くする場合はモニタの数を少なくします。

注:    この設定を有効にするには、既存の仮想マシンをパワーオフしてからパワーオンする必要があります。仮想マシンを
再起動しても設定は有効になりません。

HTML Access ユーザーに自分の Web ブラウザ内からリモート デスクトップに接続することを許可するには、[有効化] を選択します。

ユーザーが VMware Horizon Web ポータル ページまたは Workspace App Portal を使用してログインし、リモート
デスクトップを選択した場合、HTML Access Agent はそのユーザーが HTTPS 経由でデスクトップに接続できるように
します。デスクトップがユーザーのブラウザに表示ざれます。PCoIP や RDP など、その他の表示プロトコルは使用され
ません。Horizon Client ソフトウェアがクライアント デバイスにインストールされている必要はありません。

HTML Access を使用するには、View 展開に HTML Access をインストールする必要があります。詳細については、
https://www.vmware.com/support/viewclients/doc/viewclients_pubs.htmlで公開されている『HTML Access
の使用』を参照してください。

Workspace Portal で HTML Access を使用するには、『View 管理ガイド』の説明に従って View 接続サーバを SAML
認証サーバとペアにする必要があります。Workspace Portal をインストールして、View 接続サーバで使用するために
構成する必要があります。

Adobe Flash quality
（Adobe Flash の品質）

Web ページに表示される Adobe Flash コンテンツの品質を決定します。

n [制御しない]：品質は Web ページの設定で決まります。

n [低]：この設定では、帯域幅が最も節約されます。品質レベルを指定しないと、デフォルトで Low（低） に設定さ
れます。

n [中]：この設定では、帯域幅の節約は中程度です。

n [高]：この設定では、帯域幅の節約は最も少なくなります。

詳細については、Adobe Flash の品質とスロットル を参照してください。

Adobe Flash throttling
（Adobe Flash のスロッ
トル）

Adobe Flash ムービーのフレーム レートを決定します。この設定を有効にすると、レベルを選択することによって、1
秒あたりに表示されるフレームの数を増やしたり減らしたりすることができます。

n [無効化]：スロットルは行われません。タイマー間隔は変更されません。

n [低]：タイマー間隔は 100 ミリ秒です。この設定では、抜けるフレームの数が最も少なくなります。

n [中]：タイマー間隔は 500 ミリ秒です。

n [高]：タイマー間隔は 2,500 ミリ秒です。この設定では、抜けるフレームの数が最も多くなります。

詳細については、Adobe Flash の品質とスロットル を参照してください。

Mirage 設定全体をオー
バーライドする

すべてのデスクトップ プールに同一の Mirage サーバを指定するには、このプール固有設定ではなく全体的な View 構成
設定を使用してください。

Mirage サーバの構成 mirage://server-name:port または mirages://server-name:port という形式で Mirage サーバの URL を

指定できるようにします （server-name は完全修飾ドメイン名）。ポート番号を指定しないと、デフォルトのポート番号
8000 が使用されます。

Mirage クライアントのインストール時に Mirage サーバを指定する代わりに、View Administrator で Mirage サーバ
を指定することもできます。View Administrator での Mirage サーバの指定をサポートしているのはどの Mirage バ
ージョンかを確認するには、https://www.vmware.com/support/pubs/mirage_pubs.html で公開されている
Mirage ドキュメントを参照してください。
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Adobe Flash の品質とスロットル
Adobe Flash コンテンツの品質の許容される最大レベルを指定して、Web ページでの設定を上書きできます。Web
ページの Adobe Flash 品質が許容される最大レベルより高い場合、品質は指定されている最大レベルまで下げられ
ます。品質が低いほど帯域幅が節約されます。

Adobe Flash 帯域幅削減の設定を使用するには、Adobe Flash をフル スクリーン モードで実行していてはいけませ
ん。

表 11-5. Adobe Flash の品質設定 に使用可能な Adobe Flash のレンダリング品質設定を示します。

表 11-5. Adobe Flash の品質設定

品質設定 説明

[制御しない] 品質は Web ページの設定で決まります。

[低] この設定では、帯域幅が最も節約されます。

[中] この設定では、帯域幅の節約は中程度です。

[高] この設定では、帯域幅の節約は最も少なくなります。

品質の最高レベルを指定しないと、デフォルトで [低] に設定されます。

Adobe Flash はタイマー サービスを使用して、特定の時点で画面に表示されるものを更新します。一般的な Adobe
Flash タイマー間隔の値は、4 ～ 50 ミリ秒の範囲です。間隔をスロットルつまり延長すると、フレーム レートを減
らすことができ、それによって帯域幅を少なくできます。

表 11-6. Adobe Flash のスロットル設定 に使用可能な Adobe Flash のスロットル設定を示します。

表 11-6. Adobe Flash のスロットル設定

スロットル設定 説明

[無効] スロットルは行われません。タイマー間隔は変更されません。

[低] タイマー間隔は 100 ミリ秒です。この設定では、抜けるフレームの数が最も少なくなります。

[中] タイマー間隔は 500 ミリ秒です。

[高] タイマー間隔は 2500 ミリ秒です。この設定では、抜けるフレームの数が最も多くなります。

オーディオの速度はスロットル設定の選択に関係なく一定です。

デスクトップ プールの電源ポリシーの設定
デスクトップ プールの仮想マシンを vCenter Server で管理している場合、その仮想マシンの電源ポリシーを構成で
きます。

電源ポリシーは、関連付けられたデスクトップが使用中でないときの仮想マシンの動作方法を制御します。デスクト

ップは、ユーザーがログインする前と、ユーザーが切断またはログオフした後は使用中でないと見なされます。電源

ポリシーは、更新、再構成、再分散などの管理タスクが完了した後の仮想マシンの動作方法も制御します。
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View Administrator でデスクトップ プールを作成または編集するときに電源ポリシーを構成します。

注:    非管理対象のマシンを含むデスクトップ プールに対しては電源ポリシーを構成できません。

デスクトップ プールの電源ポリシー

電源ポリシーは、関連付けられたリモート デスクトップが使用中でないときの仮想マシンの動作方法を制御します。

デスクトップ プールを作成または編集するときに電源ポリシーを設定します。表 11-7. 電源ポリシーで、利用できる
電源ポリシーについて説明します。

表 11-7. 電源ポリシー

電源ポリシー 説明

[電源操作を行わない] View は、ユーザーがログオフした後に電源ポリシーを適用しません。こ
の設定による影響は 2 つあります。

n View は、ユーザーがログオフした後に仮想マシンの電源状態を変更
しません。

たとえば、ユーザーが仮想マシンをシャットダウンした場合、仮想マ

シンはパワーオフのままです。ユーザーがシャットダウンせずにロ

グオフした場合、仮想マシンはパワーオンのままです。ユーザーがデ

スクトップに再接続すると、仮想マシンは電源がオフであった場合は

再起動します。

n View は、管理タスクの完了後に電源状態を適用しません。

たとえば、ユーザーがシャットダウンせずにログオフしたとします。

仮想マシンはパワーオンのままです。スケジュール設定されている

再構成が行われると、仮想マシンはパワーオフされます。再構成の完

了後、View は仮想マシンの電源状態を変えるための操作を何も行い
ません。仮想マシンはパワーオフのままです。

[マシンは常にパワーオン] 仮想マシンは、未使用時でもパワーオンされたままです。ユーザーが仮想

マシンをシャットダウンした場合、すぐに再起動されます。また、仮想マ

シンは、更新、再構成、再分散などの管理タスクが完了した後も再起動さ

れます。

スケジュール設定された時刻に仮想マシンに接続する必要のあるバッチ

プロセスまたはシステム管理ツールを実行する場合は、[マシンは常にパ
ワーオン] を選択します。
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電源ポリシー 説明

[サスペンド] 仮想マシンは、ユーザーがログオフしたときにサスペンド状態になります

が、ユーザーが切断したときにはサスペンド状態になりません。

ユーザーがログオフせずに切断したときに専用プールのマシンをサスペ

ンドするように構成することもできます。このポリシーを構成するには、

View LDAP に属性を設定する必要があります。ユーザーが切断した後
にサスペンドするよう専用マシンを構成するを参照してください。

複数の仮想マシンがサスペンド状態から再開すると、一部の仮想マシンの

パワーオンが遅延する場合があります。遅延が発生するかどうかは、ESXi
ホスト ハードウェアおよび ESXi ホストに構成される仮想マシンの数に
依存します。Horizon Client からデスクトップに接続しているユーザー
は、一時的にデスクトップが使用できないというメッセージを目にする場

合があります。デスクトップにアクセスするために、ユーザーは再接続で

きます。

[パワーオフ] 仮想マシンは、ユーザーがログオフしたときにシャットダウンされます

が、ユーザーが切断したときにはシャットダウンされません。

注:    マシンを手動プールに追加する場合は、[パワーオフ] または [電源操作を行わない] 電源ポリシーが選択されてい
る場合でも、View はマシンをパワーオンして完全に構成されるようにします。構成が済んだ View Agent は 動作可
能とマークされ、プールの通常の電源管理設定が適用されます。

vCenter Server によって管理されるマシンが含まれている手動プールの場合は、ユーザーがスペア マシンに接続で
きるように、View は必ず 1 つのスペア マシンがパワーオンされているようにします。このスペア マシンは、どの電
源ポリシーが有効でもパワーオンされます。

表 11-8. View が電源ポリシーを適用するタイミングに、構成された電源ポリシーを View が適用するタイミングを
示します。

表 11-8. View が電源ポリシーを適用するタイミング

デスクトップ プール タイプ 電源ポリシーの適用

1 つのマシン（vCenter Server によって管理される仮想マシン）を含む
手動プール

電源操作はセッション管理によって起動されます。仮想マシンは、ユーザ

ーがデスクトップを要求するとパワーオンされ、ユーザーがログオフする

とパワーオフされるかサスペンドされます。

注:    単一のマシン プールで流動割り当てを使用しているか、専用割り当
てを使用しているか、およびマシンが割り当て済みか、未割り当てかにか

かわらず、[マシンは常にパワーオン] ポリシーが適用されます。

専用割り当てによる自動プール 未割り当てマシンに対してのみ。

割り当て済みマシンでは、電源操作はセッション管理によって開始されま

す。仮想マシンは、ユーザーが割り当て済みのマシンを要求するとパワー

オンされ、ユーザーがログオフするとパワーオフされるかサスペンドされ

ます。

注:    [マシンは常にパワーオン] ポリシーは割り当て済みおよび未割り当
てマシンに適用されます。

流動割り当てによる自動プール マシンが使用されていないとき、およびユーザーがログオフした後。

流動割り当てデスクトップ プールに対して [パワーオフ] または [サスペ
ンド] 電源ポリシーを構成する場合は、セッションの破棄または孤立を防
止するために [切断後に自動的にログオフ] を [直後] に設定します。
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デスクトップ プール タイプ 電源ポリシーの適用

専用割り当てによる手動プール 未割り当てマシンに対してのみ。

割り当て済みマシンでは、電源操作はセッション管理によって開始されま

す。仮想マシンは、ユーザーが割り当て済みのマシンを要求するとパワー

オンされ、ユーザーがログオフするとパワーオフされるかサスペンドされ

ます。

注:    [マシンは常にパワーオン] ポリシーは割り当て済みおよび未割り当
てマシンに適用されます。

流動割り当てによる手動プール マシンが使用されていないとき、およびユーザーがログオフした後。

流動割り当てデスクトップ プールに対して [パワーオフ] または [サスペ
ンド] 電源ポリシーを構成する場合は、セッションの破棄または孤立を防
止するために [切断後に自動的にログオフ] を [直後] に設定します。

View が、構成された電源ポリシーを自動プールにどのように適用するかは、マシンが使用可能かどうかによって異
なります。詳細については、自動デスクトップ プールに対する電源ポリシーの影響を参照してください。

ユーザーが切断した後にサスペンドするよう専用マシンを構成する

[サスペンド] 電源ポリシーにより、ユーザーがログオフしたときに仮想マシンはサスペンドしますが、切断したとき
にはサスペンドしません。ユーザーがログオフせずにデスクトップから切断したときに、専用プールのマシンをサス

ペンドするように構成することもできます。切断時にサスペンドを使用することで、リソースを節約することができ

ます。

専用マシンで切断時にサスペンドを有効にするには、View LDAP に属性を設定する必要があります。

手順

1 View 接続サーバ ホスト上で ADSI Edit ユーティリティを起動します。

2 コンソール ツリーで、[[接続]] を選択します。

3 [ドメインまたはサーバを選択または入力] フィールドに、サーバ名として localhost:389 を入力します。

4 [接続ポイント] で [識別名または命名規則を選択または入力] をクリックし、識別名として
DC=vdi,DC=vmware,DC=int を入力して、[OK] をクリックします。

[ADAM ADSI Edit] メイン ウィンドウが表示されます。

5 ADAM ADSI ツリーを展開して [OU=Properties] を展開します。

6 [OU=Global] を選択してから、右ペインで [CN=Common] を選択します。

7 [アクション] - [プロパティ] の順に選択し、[pae-NameValuePair] 属性の下に新規エントリ
suspendOnDisconnect=1 を追加します。

8 VMware Horizon View 接続サーバ サービスまたは View 接続サーバを再起動します。

自動デスクトップ プールに対する電源ポリシーの影響

View が、構成された電源ポリシーを自動プールにどのように適用するかは、マシンが使用可能かどうかによって異
なります。
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自動プール内のマシンは、以下の条件を満たす場合に使用可能であると見なされます。

n アクティブである

n ユーザー セッションを含んでいない

n ユーザーに割り当てられていない

マシンで実行されている View Agent サービスにより、マシンの可用性が View 接続サーバに対して確認されます。

自動プールを構成するときに、プロビジョニングする必要がある仮想マシンの最小数と最大数、およびいつでもパワ

ーオン状態を維持し、使用可能にしておく必要があるスペア マシンの数を指定できます。

流動割り当てを使用する自動プールの電源ポリシーの例

流動割り当てを使用して自動プールを構成するときに、いつでも特定の数のマシンを使用可能にしておくよう指定で

きます。プール ポリシーがどのように設定されていても、使用可能なスペア マシンは常にパワーオンの状態になり
ます。

電源ポリシーの例 1

表 11-9. 流動割り当てを使用する自動プールのデスクトップ プール設定の例 1 は、この例で使用される流動割り当て
の自動プールを示しています。このプールは、マシン名前付けパターンを使用して、マシンのプロビジョニングと名

前付けを行います。

表 11-9. 流動割り当てを使用する自動プールのデスクトップ プール設定の例 1

デスクトップ プールの設定 値

マシン数（最小） 10

マシン数（最大） 20

スペアのパワーオン状態のマシンの数 2

リモート マシンの電源ポリシー パワーオフ

このデスクトップ プールがプロビジョニングされると、10 台のマシンが作成され、2 台のマシンはパワーオンされ
てすぐに使用可能になり、8 台のマシンはパワーオフされます。

使用可能なスペア マシン数を維持するために、新しいユーザーがプールに接続するたびに 1 台のマシンがパワーオン
になります。接続ユーザー数が 8 名を超えると、スペア マシンの数を維持するために追加マシン（最大で 20 台）が
作成されます。最大数に達した後も、スペア マシンの数を維持するために、最初に切断した 2 名のユーザーのマシン
はパワーオンのままになります。後続の各ユーザーのマシンは、電源ポリシーに従ってパワーオフされます。

電源ポリシーの例 2

表 11-10. 流動割り当てを使用する自動プールのデスクトップ プール設定の例 2 は、この例で使用される流動割り当
ての自動プールを示しています。このプールは、マシン名前付けパターンを使用して、マシンのプロビジョニングと

名前付けを行います。
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表 11-10. 流動割り当てを使用する自動プールのデスクトップ プール設定の例 2

デスクトップ プールの設定 値

マシン数（最小） 5

マシン数（最大） 5

スペアのパワーオン状態のマシンの数 2

リモート マシンの電源ポリシー パワーオフ

このデスクトップ プールがプロビジョニングされると、5 台のマシンが作成され、2 台のマシンはパワーオンされて
すぐに使用可能になり、3 台のマシンはパワーオフされます。

このプールの 4 台目のマシンがパワーオフされると、既存のマシンのいずれかがパワーオンされます。マシンの最大
数にすでに達しているため、追加マシンがパワーオンされることはありません。

専用割り当てを使用する自動プールの電源ポリシーの例

流動割り当てを使用する自動プール内のパワーオン状態のマシンとは異なり、専用割り当てを使用する自動プール内

のパワーオン状態のマシンは必ずしも使用可能ではありません。マシンがユーザーに割り当てられていない場合にの

み使用可能です。

表 11-11. 専用割り当てを使用する自動プールのデスクトップ プール設定の例は、この例で使用される専用割り当て
の自動プールを示しています。

表 11-11. 専用割り当てを使用する自動プールのデスクトップ プール設定の例

デスクトップ プールの設定 値

マシン数（最小） 3

マシン数（最大） 5

スペアのパワーオン状態のマシンの数 2

リモート マシンの電源ポリシー マシンは常にパワーオン

このデスクトップ プールがプロビジョニングされると、3 台のマシンが作成され、パワーオンされます。vCenter
Server でマシンがパワーオフされた場合、電源ポリシーに従って、マシンはすぐに再度パワーオンになります。

ユーザーがプール内のマシンに接続した後、マシンはそのユーザーに永続的に割り当てられます。ユーザーがマシン

から切断した後も、他のユーザーはそのマシンを使用できません。ただし、[マシンは常にパワーオン] ポリシーは適
用されたままとなります。割り当て済みマシンが vCenter Server でパワーオフされた場合、すぐに再度パワーオン
されます。

別のユーザーが接続すると、2 番目のマシンが割り当てられます。2 番目のユーザーが接続すると、スペア マシンの
数が制限を下回るため、別のマシンが作成およびパワーオンされます。最大マシンの制限に達するまで、新しいユー

ザーが割り当てられるたびに、追加マシンが作成およびパワーオンされます。

View の電源ポリシーの競合の防止

View Administrator を使用して電源ポリシーを構成するときは、電源ポリシーをゲスト OS の電源オプション コン
トロール パネルの設定と比較することによって、電源ポリシーの競合を防止する必要があります。
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仮想マシンで構成されている電源ポリシーがゲスト OS で構成されている電源オプションと互換性がない場合、仮想
マシンが一時的にアクセス不能になることがあります。同じプールに他のマシンがある場合は、それらも影響を受け

ることがあります。

以下の構成は、電源ポリシーの競合の例です。

n View Administrator で、仮想マシンに対して [サスペンド] の電源ポリシーが構成されています。このポリシー
により、仮想マシンは未使用時にサスペンド状態になります。

n ゲスト OS の電源オプション コントロール パネルで、[コンピュータをスリープ状態にする] が 3 分に設定され
ています。

この構成では、View 接続サーバとゲスト OS の両方が仮想マシンをサスペンドできます。View 接続サーバで仮想マ
シンがパワーオンであることが必要な場合に、ゲスト OS の電源オプションが原因で仮想マシンが使用できないこと
があります。

デスクトップ用の 3D レンダリングの構成
仮想マシンのデスクトップ プールを作成または編集するときに、デスクトップの 3D グラフィックス レンダリングを
構成できます。 デスクトップは、Virtual Shared Graphics Acceleration (vSGA)、Virtual Dedicated Graphics
Acceleration（vDGA）、または共有 GPU ハードウェア アクセラレーション（NVIDIA GRID vGPU）を活用できま
す。 vDGA と NVIDIA GRID vGPU は、ESXi ホストにインストールされている物理グラフィックス カードを使用し、
仮想マシン間でグラフィック プロセッシング ユニット (GPU) リソースを管理する vSphere の機能です。

エンド ユーザーは、効率的に実行するには多くの場合 GPU ハードウェアが必要になる設計、モデリング、マルチメ
ディア用の 3D アプリケーションを活用できます。 物理 GPU を必要としないユーザーは、ソフトウェア オプション
によって、Windows AERO、Microsoft Office、Google Earth など、負担の少ないアプリケーションをサポートで
きる高度なグラフィックス機能を利用できます。 次に、3D グラフィックス オプションについて簡単に説明します。

NVIDIA GRID vGPU（共有
GPU ハードウェア アクセ
ラレーション）

vSphere 6.0 以降で提供されるこの機能を使用して、ESXi ホスト上の 1 つの物理
GPU を仮想マシン間で共有できます。 この機能により、軽量な 3D タスクを処理す
るユーザーから、ハイエンド ワークステーションでグラフィックスを処理するパワ
ー ユーザーまで、ハードウェアで高速化された柔軟性のある 3D プロファイルを使
用できるようになります。

Virtual Dedicated
Graphics Acceleration
(vDGA)

vSphere 5.5 以降で提供されるこの機能を使用して、ESXi ホスト上の単一の物理
GPU を単一の仮想マシン専用にすることができます。この機能は、ハイエンドのハ
ードウェア高速ワークステーション グラフィックスが必要な場合に使用します。

Virtual Shared Graphics
Acceleration (vSGA)

vSphere 5.1 以降で提供されるこの機能により、ESXi ホスト上の物理的な GPU を
複数の仮想マシンで共有できます。この機能は、中間 3D 設計、モデリング、およ
びマルチメディア アプリケーションに適しています。

ソフト 3D vSphere 5.0 以降で提供されるソフトウェア アクセラレータによるグラフィック
スで、物理的な GPU を必要とすることなく、DirectX 9 と OpenGL 2.1 アプリケ
ーションを実行できます。この機能は、Windows Aero テーマ、Microsoft Office
2010、Google Earth など、リソース要求が少ない 3D アプリケーションで使用し
ます。
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NVIDIA GRID vGPU および vDGA は ESXi ホストで PCI パススルーを使用するため、ライブ VMotion はサポートさ
れていません。 vSGA および Soft 3D ではライブ VMotion はサポートされています。

ビデオ ゲームや 3D ベンチマークなどのアプリケーションによってディスプレイが強制的に全画面解像度で表示さ
れると、場合によっては、デスクトップ セッションが切断される可能性があります。可能な回避策には、アプリケー
ションをウィンドウ モードで実行するように設定することや、View セッションのデスクトップ解像度をアプリケー
ションが要求する既定の解像度に合わせることなどがあります。

すべてのタイプの 3D レンダリングに対する要件

3D グラフィックス レンダリングを有効にするには、プール展開が次の要件を満たしている必要があります。

n 仮想マシンの OS が Windows 7 以降である（Horizon 6 バージョン 6.1 は Windows XP または Vista ゲスト
OS をサポートしていません）。

n プールではデフォルト表示プロトコルとして PCoIP が使用されている。

n ユーザーにプロトコルの選択を許可しない。

重要:    [3D レンダラー] 設定を構成または編集する際は、既存の仮想マシンをパワーオフし、マシンが vCenter
Server で再構成されていることを確認してから、マシンをパワーオンして新しい設定を有効にする必要があります。
仮想マシンを再起動しても新しい設定は有効になりません。

NVIDIA GRID vGPU を使用する場合のその他の要件

NVIDIA GRID vGPU を使用する場合、ESXi ホスト上の単一の物理 GPU を複数の物理マシンで共有できます。 この
タイプの共有 GPU ハードウェア アクセラレーションをサポートするには、プールが次の追加要件を満たしている必
要があります。

n 仮想マシンが ESXi 6.0 以降のホストで実行されており、仮想ハードウェア バージョン 11 以降であり、vCenter
Server 6.0 以降のソフトウェアによって管理されている必要があります。

View にデスクトップ プールを作成する前に、共有 PCI デバイスを使用するように親仮想マシンまたは仮想マシ
ン テンプレートを構成する必要があります。詳細な手順については、『NVIDIA GRID vGPU Deployment
Guide for VMware Horizon 6.1』を参照してください。

n 仮想マシンのゲスト オペレーティング システムに、GPU ベンダーからグラフィックス ドライバをインストール
する必要があります。

注:    サポートされている GPU ハードウェアのリストについては、http://www.vmware.com/resources/
compatibility/search.phpの VMware ハードウェア互換性一覧を参照してください。

n [3D レンダラー] オプションを [NVIDIA GRID vGPU] に設定する必要があります。

vDGA を使用する場合のその他の要件

vDGA は ESXi ホスト上の単一の物理 GPU を単一の仮想マシン専用にします。 vDGA をサポートするには、プール
が次の追加要件を満たしている必要があります。

n 仮想マシンが ESXi 5.5 以降のホストで実行されており、仮想ハードウェア バージョン 9 以降であり、vCenter
Server 5.5 以降のソフトウェアによって管理されている必要があります。
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View でデスクトップ プールが作成された後、ESXi ホスト上で GPU パススルーを有効にし、専用 PCI デバイス
を使用するように各仮想マシンを構成する必要があります。 vDGA に親仮想マシンまたはテンプレートを構成
してからデスクトップ プールを作成することはできません。同じ物理的な GPU がプール内のすべての仮想マシ
ン専用になるためです。グラフィックス アクセラレーションについては、『VMware ホワイト ペーパー』の
「vDGA インストール」を参照してください。

リンク クローン仮想マシンでは、vDGA 設定が更新、再構成、および再分散操作後に保存されます。

n 仮想マシンのゲスト オペレーティング システムに、GPU ベンダーからグラフィックス ドライバをインストール
する必要があります。

注:    サポートされている GPU ハードウェアのリストについては、http://www.vmware.com/resources/
compatibility/search.phpの VMware ハードウェア互換性一覧を参照してください。

n [3D レンダラー] オプションを [vSphere Client を使用して管理] に設定する必要があります。

vSGA を使用する場合のその他の要件

vSGA を使用して、ESXi ホスト上の物理的な GPU を複数の仮想マシンで共有できます。 vSGA をサポートするに
は、プールが次の追加要件を満たしている必要があります。

n 仮想マシンは ESXi 5.1 以降のホストで動作し、vCenter Server 5.1 以降のソフトウェアで管理される必要があり
ます。

n GPU グラフィックス カードおよび関連付けられた vSphere Installation Bundles（VIB）が ESXi ホストにイン
ストールされている。サポートされている GPU ハードウェアのリストについては、http://
www.vmware.com/resources/compatibility/search.phpの VMware ハードウェア互換性一覧を参照して
ください。

n Windows 7 マシンは、仮想ハードウェア バージョン 8 以降である必要があります。Windows 8 マシンは、仮
想ハードウェア バージョン 9 以降である必要があります。Windows 10 マシンは、仮想ハードウェア バージョ
ン 10 以降である必要があります。

n [3D レンダラー] オプションを、[vSphere Client を使用して管理]、[自動]、または [ハードウェア] のいずれか
の設定に指定できます。 3D レンダラー用のビデオ RAM 構成オプション も参照してください。

[自動] オプションでは、ESXi ホストに有効で使用可能なハードウェア GPU がある場合にハードウェア アクセラ
レーションが使用されます。 ハードウェア GPU を使用できない場合、仮想マシンは 3D タスクにソフトウェア
3D レンダリングを使用します。

Soft 3D を使用する場合のその他の要件

ソフトウェアの 3D レンダリングをサポートするには、プールが次の追加の要件を満たしている必要があります。

n 仮想マシンは ESXi 5.0 以降のホストで動作し、vCenter Server 5.0 以降のソフトウェアで管理される必要があり
ます。

n マシンは、仮想ハードウェア バージョン 8 以降である必要があります。

n [3D レンダラー] オプションを [ソフトウェア] に設定する必要があります。 3D レンダラー用のビデオ RAM 構
成オプション も参照してください。
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3D レンダラー用のビデオ RAM 構成オプション

[3D レンダラー] 設定を有効にし、[自動]、[ソフトウェア]、または [ハードウェア] オプションを選択した場合、[3D
ゲストの VRAM を構成] ダイアログ ボックスのスライダーを動かして、プール内の仮想マシンに割り当てられる
VRAM の量を構成できます。 最小の VRAM サイズは 64MB です。次のように、VRAM のデフォルト容量は仮想ハ
ードウェアのバージョンによって異なります。

n 仮想ハードウェア バージョン 8（vSphere 5.0）仮想マシンの場合、VRAM のデフォルト サイズは 64 MB であ
り、最大サイズの 128MB に構成できます。

n 仮想ハードウェア バージョン 9（vSphere 5.1）および 10（vSphere 5.5 Update 1）仮想マシンの場合、VRAM
のデフォルト サイズは 96 MB であり、最大サイズの 512MB に構成できます。

n 仮想ハードウェア バージョン 11（vSphere 6.0）仮想マシンの場合、VRAM のデフォルト サイズは 96 MB で
あり、最大サイズの 128 MB に構成できます。 vSphere 6.0 以降の仮想マシンでは、この設定はグラフィックス
カード内のディスプレイ メモリ容量のみを示しているため、3D オブジェクトを保管するためにディスプレイ メ
モリとゲスト メモリの両方が含まれていた以前の仮想ハードウェア バージョンよりも、最大値の設定が低くな
っています。

View Administrator で構成する VRAM 設定は、[vSphere Client を使用して管理] オプションを選択しない限り、
vSphere Client または vSphere Web Client の仮想マシン向けに構成可能な VRAM 設定よりも優先されます。

[自動]、[ソフトウェア]、または [ハードウェア] 3D レンダリング オプションの詳細については、「3D レンダラーの
オプション」を参照してください。

3D レンダラーのオプション

デスクトップ プール用の [3D レンダラー] 設定には、さまざまな方法でグラフィックス レンダリングを構成できるオ
プションがあります。

次の表は、View Administrator で使用可能なさまざまなタイプの 3D レンダリング オプションの相違を示していま
す。ただし、Virtual Shared Graphics Acceleration (vSGA)、Virtual Dedicated Graphics Acceleration（vDGA）、
または NVIDIA GRID vGPU（共有 GPU ハードウェア アクセラレーション）用に仮想マシンや ESXi ホストを構成す
る方法についての詳細は示されていません。これらのタスクは、View Administrator でデスクトップ プールを作成
する前に vSphere Web Client で行う必要があります。vDGA と NVIDIA GRID vGPU は vSphere で同じようにセ
ットアップする必要があります。vSGA と vDGA に関するこれらのタスクの手順については、『VMware ホワイト ペ
ーパー』のグラフィック アクセラレーションに関する項目を参照してください。NVIDIA GRID vGPU に関する手順
については、『NVIDIA GRID vGPU Deployment Guide for VMware Horizon 6.1』を参照してください。
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表 11-12. vSphere 5.1 以降で実行されるプール用の 3D レンダラーのオプション

オプション 説明

vSphere Client を使用
して管理

vSphere Web Client（または vSphere 5.1 以降の vSphere Client）で設定する仮想マシン用の [3D レンダラー] オプ
ションによって、使用される 3D グラフィックス レンダリングのタイプが決まります。View は 3D レンダリングを制御
しません。

vSphere Web Client で、[自動]、[ソフトウェア]、または [ハードウェア] のオプションを構成できます。これらのオプ
ションは、View Administrator で設定した場合と同じ効果を持ちます。

この設定は、vDGA を構成するときに使用します。この設定は、vSGA のオプションでもあります。

[vSphere Client を使用して管理] オプションを選択すると、[3D ゲストの VRAM を構成]、[モニタの最大数]、[特定の
モニタの最大解像度] の設定が View Administrator で非アクティブになります。vSphere Web Client でメモリ量を
構成できます。

自動 3D レンダリングが有効です。ESXi ホストが使用される 3D レンダリングのタイプを制御します。

たとえば、ESXi ホストは仮想マシンがパワーオンされる順番に従って GPU ハードウェア リソースを予約します。仮想マ
シンがパワーオンされた時点ですべての GPU ハードウェア リソースがすでに予約されている場合、ESXi はそのマシン用
にソフトウェア レンダラーを使用します。

この設定は、vSGA を構成するときのオプションです。

ESXi ホストは、[3D ゲストの VRAM を構成] ダイアログ ボックスで設定した値に基づいて VRAM を仮想マシンに割り
当てます。

ソフトウェア 3D レンダリングが有効です。ESXi ホストはソフトウェア 3D グラフィックス レンダリングを使用します。GPU グラフ
ィックス カードが ESXi ホストにインストールされると、このプールはそれを使用しなくなります。

この設定は、Soft 3D を構成するときに使用します。

ESXi ホストは、[3D ゲストの VRAM を構成] ダイアログ ボックスで設定した値に基づいて VRAM を仮想マシンに割り
当てます。

ハードウェア 3D レンダリングが有効です。ESXi ホストは仮想マシンがパワーオンされる順番に従って GPU ハードウェア リソース
を予約します。

この設定は、vSGA を構成するときのオプションです。

ESXi ホストは、[3D ゲストの VRAM を構成] ダイアログ ボックスで設定した値に基づいて VRAM を仮想マシンに割り
当てます。

重要:    [ハードウェア] オプションを構成する場合、次のような制約が考えられることを考慮してください。

n すべての GPU ハードウェア リソースが予約されている場合にユーザーがマシンに接続しようとすると、仮想マシン
がパワーオンされず、ユーザーにエラー メッセージが表示されます。

n vMotion を使用して、GPU ハードウェアが構成されていない ESXi ホストにマシンを移動すると、仮想マシンの電
源はオンになりません。

ハードウェア ベースの 3D レンダリングを構成すると、ESXi ホストの各仮想マシンに割り当てられた GPU リソースを調
べられます。詳細については、以下を参照してください。ESXi ホストでの GPU リソースの調査。
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オプション 説明

NVIDIA GRID vGPU 3D レンダリングが有効です。ESXi ホストは仮想マシンがパワーオンされる順番に従って GPU ハードウェア リソース
を予約します。ホスト上の他の仮想マシンによってすべての GPU ハードウェア リソースが使用されている場合にユー
ザーがマシンに接続しようとすると、View 接続サーバはその仮想マシンをクラスタ内の別の ESXi ホストに移動させてか
ら、電源をオンにします。

この設定は、NVIDIA GRID vGPU を構成しているときに使用します。

[NVIDIA GRID vGPU] オプションを選択すると、[3D ゲストの VRAM を構成]、[モニタの最大数]、および[1 台のモニタ
の最大解像度] の設定が View Administrator で非アクティブになります。vSphere Web Client を使用して親仮想マ
シンまたは仮想マシン テンプレートを構成する場合、すべてのメモリを予約するように求められます。

重要:    [NVIDIA GRID vGPU] オプションを構成する場合は、次のような制約が課せられる可能性があることを考慮して
ください。

n 仮想マシンは、サスペンドまたはレジュームできません。このため、仮想マシンをサスペンドするためのリモート マ
シンの電源ポリシー オプションは使用できません。

n vMotion を使用して、GPU ハードウェアが構成されていない ESXi ホストにマシンを移動すると、仮想マシンの電
源はオンになりません。ライブ vMotion は使用できません。

n クラスタ内のすべての ESXi ホストがバージョン 6.0 以降であり、仮想マシンはハードウェア バージョン 11 以降で
ある必要があります。

n ESXi クラスタに、NVIDIA GRID vGPU が有効になっているホストと、NVIDIA GRID vGPU が無効になっているホ
ストが含まれている場合、それらのホストの View Administrator ダッシュボードに黄色（警告）ステータスが表示
されます。ホスト上の他の仮想マシンによってすべての GPU ハードウェア リソースが使用されている場合にユー
ザーがマシンに接続しようとすると、View 接続サーバはその仮想マシンをクラスタ内の別の ESXi ホストに移動させ
てから、電源をオンにします。このような場合、NVIDIA GRID vGPU が無効になっているホストを、このタイプの
動的移行に使用することはできません。

無効 3D レンダリングが非アクティブです。

表 11-13. vSphere 5.0 で実行されるプール用の 3D レンダラーのオプション

オプション 説明

有効 [3D レンダラー] オプションが有効です。ESXi ホストはソフトウェア 3D グラフィックス レンダリングを使用します。

ソフトウェア レンダリングが構成されている場合、デフォルトの VRAM サイズは 64MB であり、これが最小サイズで
す。[3D ゲストの VRAM を構成] ダイアログ ボックスでは、スライダを使用して予約されている VRAM の量を増やすこ
とができます。ソフトウェア レンダリングでは、ESXi ホストが仮想マシンごとに最大 128MB を割り当てます。それよ
り大きい VRAM サイズを設定すると、無視されます。

無効 3D レンダリングが非アクティブです。

デスクトップ プールが 5.0 より前のバージョンの vSphere で実行されている場合、[3D レンダラー] 設定が非アクテ
ィブになり、View Administrator では使用できません。

3D レンダリング構成のベスト プラクティス

3D レンダリングのオプションなどのプール設定には、さまざまな利点と問題点があります。自分の vSphere ハード
ウェア インフラストラクチャ、およびグラフィックス レンダリングに関するユーザーの要件に最も合ったオプショ
ンを選択してください。

注:    ここでは、View Administrator で見つけたコントロールの概要について説明します。3D レンダリングにおけ
るさまざまな選択内容や要件の詳細については、グラフィック アクセラレーションに関する『VMware ホワイト ペ
ーパー』を参照してください。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 156

http://www.vmware.com/files/pdf/techpaper/vmware-horizon-view-graphics-acceleration-deployment.pdf
http://www.vmware.com/files/pdf/techpaper/vmware-horizon-view-graphics-acceleration-deployment.pdf


自動オプションを選択したほうがよい状況

[自動] オプションは、3D レンダリングを必要とする多くの View 展開にとって最適な選択肢です。vSGA (Virtual
Shared Graphics Acceleration) が有効な仮想マシンは、再構成しなくてもソフトウェアとハードウェア間の 3D レ
ンダリングを動的に切り替えることができます。このオプションを使用すると、GPU リソースがすべて予約済みだっ
たとしても、特定のタイプの 3D レンダリングを使用できます ESXi 5.1 と ESXi 5.0 ホストの混合クラスタ内でこの
オプションを使用すると、たとえば、vMotion が仮想マシンを ESXi 5.0 ホストに移動していた場合であっても、仮
想マシンを正常にパワーオンして 3D レンダリングを使用することができます。

[自動] オプションの唯一の問題点は、仮想マシンがハードウェアとソフトウェアのどちらの 3D レンダリングを使用
するかを容易には判断できないことです。

ハードウェア オプションを選択したほうがよい状況

[ハードウェア] オプションを使用すると、GPU リソースが ESXi ホストで使用可能である限り、プール内のすべての
仮想マシンがハードウェア 3D レンダリングを使用できます。このオプションは、すべてのユーザーがグラフィック
ス集約型アプリケーションを実行する場合の最適な選択肢です。このオプションは、vSGA (Virtual Shared
Graphics Acceleration) を構成するときに使用できます。

[ハードウェア] オプションを使用した場合、vSphere 環境を厳密に制御する必要があります。すべての ESXi ホスト
はバージョン 5.1 以降であり、GPU グラフィックス カードがインストールされている必要があります。

ESXi ホストのすべての GPU リソースが予約されている場合、View は次にデスクトップにログインしようとしたユ
ーザーのために仮想マシンをパワーオンすることができません。GPU リソースの割り当てと vMotion の使用を管
理して、リソースがデスクトップで使用できるようにする必要があります。

vSphere Client を使用して管理するオプションを選択したほうがよい状況

[vSphere Client を使用して管理] オプションを選択すると、vSphere Web Client を使用し、さまざまなオプション
や VRAM 値を設定して個々の仮想マシンを構成できます。

n vSGA (Virtual Shared Graphics Acceleration) の場合は、プール内の仮想マシンに対して 3D レンダリングと
VRAM サイズを組み合わせた構成をサポートできます。

n vDGA (Virtual Dedicated Graphics Acceleration) の場合は、各仮想マシンを個別に構成して特定の PCI デバ
イスを ESXi ホストと共有し、すべてのメモリを予約する必要があります。

すべての ESXi ホストはバージョン 5.5 以降であり、GPU グラフィックス カードがインストールされている必要
があります。

このオプションは、親仮想マシンからの設定をクローンに継承させることで、クローンとリンクされたクローンのグ

ラフィック設定を明示的に管理する場合にも選択できます。
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NVIDIA GRID vGPU オプションを使用したほうがよい状況

[NVIDIA GRID vGPU] オプションを使用すると、同じパフォーマンス レベルを確保しながら、vDGA を使用した場
合よりも、NVIDIA GRID vGPU が有効な ESXi ホストで仮想マシンの統合率を高めることができます。vDGA
(Dedicated Virtual Graphics) の場合と同様に、ESXi および仮想マシンも NVIDIA GRID vGPU に GPU パススルー
を使用します。

注:    仮想マシンの統合率を向上させるために、統合モードを使用するように ESXi ホストを設定できます。/etc/

vmware/config ファイルを ESXi ホストで編集して、次のエントリを追加します。

vGPU.consolidation = "true"

デフォルトの場合、ESXi ホストは、すでに割り当てられている仮想マシンの数が最も少ない物理 GPU に仮想マシン
を割り当てます。これはパフォーマンス モードと呼ばれます。仮想マシンが最大数に到達するまで ESXi ホストが仮
想マシンを同じ物理 GPU に割り当ててから、次の物理 GPU 上に仮想マシンを配置するようにする場合は、統合モー
ドを使用できます。

GPU は 1 つの特定の仮想マシン専用にする必要はないため、[NVIDIA GRID vGPU] オプションを使用して、親仮想
マシンまたは仮想マシン テンプレートで NVIDIA GRID vGPU が有効になるように作成および構成し、同じ物理 GPU
を共有できる仮想マシンのデスクトップ プールを作成できます。

ESXi ホスト上のすべての GPU リソースが他の仮想マシンによって使用されている場合、次のユーザーがデスクトッ
プにログインしようとすると、View はクラスタ内の別の NVIDIA GRID vGPU が有効な ESXi サーバに仮想マシンを
移動し、仮想マシンの電源をオンにすることができます。すべての ESXi ホストはバージョン 6.0 以降であり、GPU
グラフィックス カードがインストールされている必要があります。

ソフトウェア オプションを選択したほうがよい状況

[ソフトウェア] オプションは、ESXi 5.0 ホストしかない場合、ESXi 5.1 以降のホストに GPU グラフィックス カード
がインストールされていない場合、ユーザーが AERO や Microsoft Office など、ハードウェア グラフィックス アク
セラレーションを必要としないアプリケーションのみを実行する場合に選択します。

GPU リソースを管理するためのデスクトップ設定の構成

その他のデスクトップ設定を構成して、ユーザーがアクティブに使用しないときに GPU リソースが無駄にならない
ようにできます。

流動プールについては、ユーザーがデスクトップを使用していないときにその他のユーザーのために GPU リソース
が開放されるようにセッション タイムアウトを設定します。

専用プールでは、ユーザーにとって適切であれば、[切断後に自動的にログオフ] 設定を [直後] および [サスペンド] 電
源ポリシーに構成できます。たとえば、長時間のシミュレーションを実行する研究者のプールについては、これらの

設定を使用しないでください。[NVIDIA GRID vGPU] オプションを使用する場合は、[サスペンド] 電源ポリシーを使
用できないことに注意してください。
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NVIDIA GRID vGPU の機能に対応した準備を行うための手順の概要

ここでは、View Administrator でデスクトップ プールを作成または構成するために vSphere で実行する必要のあ
る作業の概要を説明します。詳細な情報と手順については、『NVIDIA GRID vGPU Deployment Guide for VMware
Horizon 6.1』を参照してください。

1 VT-d または AMD IOMMU が ESXi ホストで有効になっていることを確認します。

2 共有 PCI デバイスを仮想マシンに追加し、適切な PCI デバイスを選択して仮想マシンで GPU パススルーを有効
にします。

共有 PCI デバイスを追加すると、ESXi ホストの GPU カードから使用できる、サポートされているすべてのグラ
フィックス プロファイル タイプのリストが表示されます。

3 仮想マシンの作成時に、すべてのメモリを予約します。

4 GPU ベンダーから GPU ドライバを取得し、仮想マシンのゲスト オペレーティング システムに GPU デバイスの
ドライバをインストールします。

5 VMware Tools と View Agent をゲスト オペレーティング システムにインストールし、再起動します。

これらのタスクを実行した後、仮想マシンを手動プールの View デスクトップ プールに追加し、PCoIP を使用してゲ
スト オペレーティング システムにアクセスできるようにする必要があります。これで、PCoIP セッションで NVIDIA
ディスプレイ アダプタをゲスト オペレーティング システムでアクティブ化できるようになります。

この時点で、仮想マシンをテンプレートとして構成したり、仮想マシンのスナップショットを取得して View
Composer リンククローン プールで基本イメージとして使用したりすることができます （スナップショットを取る
前に、仮想マシンの電源をオフにする必要があります）。[デスクトップ プールの追加] ウィザードを使用する場合、
[3D レンダラー] に [NVIDIA GRID vGPU] オプションを選択すると、NVIDIA GRID vGPU が有効な ESXi ホストと
NVIDIA GRID vGPU が有効な仮想マシンのテンプレートとスナップショットのみがウィザードの選択肢として表示
されます。

vDGA の機能に対応した準備を行うための手順の概要

ここでは、View Administrator でデスクトップ プールを作成または構成するために vSphere で実行する必要のあ
る作業の概要を説明します。詳細な情報と手順については、『VMware ホワイト ペーパー』のグラフィック アクセラ
レーションに関する項目を参照してください。

1 VT-d または AMD IOMMU が ESXi ホストで有効になっていることを確認します。

2 GPU デバイスのパススルーを ESXi ホストで有効にします。

3 PCI デバイスを仮想マシンに追加し、適切な PCI デバイスを選択して仮想マシンで GPU パススルーを有効にし
ます。

4 仮想マシンの作成時に、すべてのメモリを予約します。

5 GPU ベンダーから GPU ドライバを取得し、仮想マシンのゲスト オペレーティング システムに GPU デバイスの
ドライバをインストールします。

6 VMware Tools と View Agent をゲスト オペレーティング システムにインストールし、再起動します。
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これらのタスクを実行した後、仮想マシンを手動デスクトップ プールに追加し、PCoIP を使用してゲスト OS にアク
セスできるようにする必要があります。これで、PCoIP セッションで NVIDIA または AMD ディスプレイ アダプタを
ゲスト OS でアクティベーションできるようになります。

ESXi ホストでの GPU リソースの調査

ESXi ホストで使用できる GPU リソースをより良く管理するために、現在の GPU リソース予約を調査できます。
ESXi コマンド ラインの問い合わせユーティリティである gpuvm は、ESXi ホストにインストールされる GPU をリス

トし、ホストの各仮想マシンに予約される GPU メモリ量を表示します。この GPU メモリ予約は、仮想マシンの
VRAM サイズと同じではないことに注意してください。

このユーティリティを実行するには、ESXi ホスト上のシェル プロンプトから gpuvm と入力します。ホストのコンソ

ールまたは SSH 接続を使用できます。

たとえば、このユーティリティによって次のような出力が表示される場合があります。

~ # gpuvm

Xserver unix:0, GPU maximum memory 2076672KB

        pid 118561, VM "JB-w7-64-FC3", reserved 131072KB of GPU memory.

        pid 64408, VM "JB-w7-64-FC5", reserved 261120KB of GPU memory.

        GPU memory left 1684480KB.

同様に、nvidia-smi コマンドを ESXi ホストで使用して NVIDIA GRID vGPU が有効な仮想マシン、消費されたフ

レーム バッファー メモリの量、および仮想マシンが使用されている物理 GPU のスロット ID のリストを表示できま
す。

View デスクトップへの RDP を使用したアクセスの防止
特定の View 環境では、RDP 表示プロトコルを使用した View デスクトップへのアクセスを禁止することが重要な場
合があります。プール設定およびグループ ポリシー設定を構成することにより、ユーザーおよび管理者が RDP を使
用して View デスクトップにアクセスすることを防止できます。

デフォルトの設定の場合、ユーザーは、View デスクトップ セッションにログイン中に RDP を使用して、View の外
側から仮想マシンに接続できます。RDP 接続によって View デスクトップ セッションが終了し、View ユーザーの保
存されていないデータや設定は失われます。View ユーザーは、外部の RDP 接続が閉じられるまで、デスクトップに
ログインできません。この状況を回避するには、AllowDirectRDP 設定を無効にします。

注:    リモート デスクトップ サービスは、プールの作成に使用する仮想マシンおよびそのプールで展開される仮想マ
シン上で起動している必要があります。リモート デスクトップ サービスは View Agent のインストール、SSO、お
よびその他の View のセッション管理操作に必要です。

前提条件

View Agent の構成管理用テンプレート (ADM) ファイルが Active Directory にインストールされていることを確
認します。 View グループ ポリシー管理用テンプレート ファイルの使用を参照してください。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 160



手順

1 View 接続サーバが Horizon Client デバイスと通信するために使用する表示プロトコルとして PCoIP を選択し
ます。

オプション 説明

デスクトップ プールを作成する a View Administrator で、[デスクトップ プールの追加] ウィザードを起動します。

b [デスクトップ プールの設定] ページで、[PCoIP] をデフォルト表示プロトコルとして選択
します。

既存のデスクトップ プールを編集する a View Administrator で、デスクトップ プールを選択し、[編集] をクリックします。

b [デスクトップ プールの設定] タブで、[PCoIP] をデフォルト表示プロトコルとして選択し
ます。

 
2 [ユーザーがプロトコルを選択できるようにする] 設定で [いいえ] を選択します。

3 AllowDirectRDP グループ ポリシー設定を無効にすることにより、Horizon Client を実行していないデバイス

が、RDP 経由で直接 View デスクトップに接続するのを防ぎます。

a Active Directory サーバ上でグループ ポリシー管理コンソールを開き、[コンピュータの構成] - [ポリシー] -
[管理用テンプレート] - [従来の管理用テンプレート (ADM) ] - [VMware View Agent の構成] を選択しま
す。

b AllowDirectRDP 設定を無効にします。

大規模なデスクトップ プールの展開
多くのユーザーが同じデスクトップ イメージを必要とする場合、単一のテンプレートまたは親仮想マシンから 1 つの
大規模な自動プールを作成できます。単一の基本イメージとプール名を使用することで、マシンを個別に管理する必

要のある小規模なグループに任意で分割するのを避けることができます。この戦略により、View 展開と管理タスク
が簡素化されます。

大規模なプールをサポートするために、最大 32 台の ESXi ホストを含む ESXi クラスタでプールを作成できます。複
数のネットワーク ラベルを使用するプールを構成して、複数のポート グループの IP アドレスをプールの仮想マシン
で使用可能にすることもできます。

8 台を超えるホストを含むクラスタでのデスクトップ プールの構成

vSphere 5.1 以降では、最大 32 の ESXi ホストを含むクラスタでリンク クローン デスクトップ プールを展開できま
す。クラスタ内のすべての ESXi ホストはバージョン 5.1 以降である必要があります。ホストは VMFS または NFS
データストアを使用できます。VMFS データストアは、VMFS5 以降である必要があります。

vSphere 5.0 では、8 台を超える ESXi ホストを含むクラスタでリンク クローンを展開できますが、この場合は NFS
データストアにレプリカ ディスクを格納する必要があります。VMFS データストアでレプリカ ディスクを格納でき
るのは、8 台以下のホストを含むクラスタの場合のみです。
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vSphere 5.0 で 8 台を超えるホストを含むクラスタでリンク クローン プールを構成する場合は、次のルールが適用
されます。

n OS ディスクと同じデータストアにレプリカ ディスクを格納する場合は、レプリカと OS ディスクを NFS データ
ストアに格納する必要があります。

n OS ディスクとは別のデータストアにレプリカ ディスクを格納する場合は、レプリカ ディスクを NFS データス
トアに格納する必要があります。OS ディスクは、NFS データストアまたは VMFS データストアに格納できま
す。

n View Composer 通常ディスクを別のデータストアに格納する場合、通常ディスクは NFS データストアまたは
VMFS データストアで構成できます。

vSphere 4.1 以前のリリースでは、8 台以下のホストを含むクラスタでのみデスクトップ プールを展開できます。

デスクトップ プールへの複数のネットワーク ラベルの割り当て

View 5.2 以降のリリースでは、複数のネットワーク ラベルを使用するように自動デスクトップ プールを構成できま
す。複数のネットワーク ラベルを、リンク クローン プール、またはフル仮想マシンを含む自動プールに割り当てら
れます。

以前のリリースでは、プール内の仮想マシンが親仮想マシンまたはテンプレートの NIC で使用されていたネットワー
ク ラベルを継承していました。一般的な親仮想マシンまたはテンプレートには、1 つの NIC と 1 つのネットワーク
ラベルが含まれています。ネットワーク ラベルによって、ポート グループと VLAN が定義されます。1 つの VLAN
のネットマスクによって、一般的に使用可能な IP アドレスの範囲が制限されます。

View 5.2 以降のリリースでは、デスクトップ プールが展開されるクラスタ内のすべての ESXi ホスト用に、vCenter
Server で使用可能なネットワーク ラベルを割り当てられます。プール用に複数のネットワーク ラベルを構成するこ
とにより、プール内の仮想マシンに割り当てられる IP アドレスの数を大幅に増やすことができます。

複数のネットワーク ラベルをプールに割り当てるには、View PowerCLI cmdlet を使用する必要があります。この
タスクを View Administrator で実行することはできません。

View PowerCLI を使用したこのタスクの実行の詳細については、『View の統合』の「View PowerCLI の使用」の章
の「デスクトップ プールに複数のネットワーク ラベルを割り当てる」を参照してください。
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資格のあるユーザーとグループ 12
資格を構成して、ユーザーがアクセス可能なリモート デスクトップとアプリケーションを制御することができます。
また、制限付き資格の機能を構成して、ユーザーがリモート デスクトップを選択する際に、接続先の View 接続サー
バ インスタンスに基づいてデスクトップ アクセスを制御することもできます。

Cloud Pod アーキテクチャ環境では、グローバル資格を作成して、ポッド フェデレーション内の複数のポッドをま
たぐ複数のデスクトップに対してユーザーまたはグループに資格を付与します。グローバル資格を使用する場合、リ

モート デスクトップのローカル資格を構成および管理する必要はありません。グローバル資格および Cloud Pod ア
ーキテクチャ環境の設定については、『View Cloud Pod アーキテクチャの管理』を参照してください。

この章には、次のトピックが含まれています。

n デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格の追加

n デスクトップまたはアプリケーション プールからの資格の削除

n デスクトップまたはアプリケーション プールの資格の確認

n リモート デスクトップ アクセスの制限

デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格の追加
ユーザーがリモート デスクトップまたはアプリケーションにアクセスするには、デスクトップまたはアプリケーショ
ン プールを使用するための資格を付与されている必要があります。

前提条件

デスクトップまたはアプリケーション プールを作成します。

手順

1 デスクトップまたはアプリケーション プールを選択します。

オプション 操作

デスクトップ プールに対する資格の追加 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択して、デスクトップ プー
ルの名前をクリックします。

アプリケーション プールに対する資格の追加 View Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] を選択して、アプリケーシ
ョン プールの名前をクリックします。

 
2 [資格] ドロップダウン メニューから [資格を追加] を選択します。
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3 [追加] をクリックして、1 つ以上の検索基準を選択し、[検索] をクリックして検索基準に基づいてユーザーまた
はグループを検索します。

注:    混在モードのドメインでは、ドメイン ローカル グループは検索結果から除外されます。ドメインが混在モ
ードで構成されている場合は、ドメイン ローカル グループ内のユーザーに資格を付与することはできません。

4 プール内のデスクトップまたはアプリケーションに対する資格を付与するユーザーまたはグループを選択して、

[OK] をクリックします。

5 [OK] をクリックして変更を保存します。

デスクトップまたはアプリケーション プールからの資格の削除
デスクトップまたはアプリケーション プールから資格を削除して、特定のユーザーまたはグループがデスクトップま
たはアプリケーションにアクセスできないようにすることができます。

手順

1 デスクトップまたはアプリケーション プールを選択します。

オプション 説明

デスクトップ プールの資格の削除 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択し、デスクトップ プール
の名前をクリックします。

アプリケーション プールの資格の削除 View Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] を選択し、アプリケーショ
ン プールの名前をクリックします。

 
2 [資格] ドロップダウン メニューから [資格を削除] を選択します。

3 資格を削除するユーザーまたはグループを選択し、[削除] をクリックします。

4 [OK] をクリックして変更を保存します。

デスクトップまたはアプリケーション プールの資格の確認
ユーザーまたはグループが資格を付与されているデスクトップまたはアプリケーション プールを確認できます。

手順

1 View Administrator で、[ユーザーとグループ] を選択し、ユーザーまたはグループの名前をクリックします。

2 [資格] タブをクリックして、ユーザーまたはグループが資格を付与されているデスクトップまたはアプリケーシ
ョン プールを確認します。

オプション 操作

ユーザーまたはグループが資格を付与されて

いるデスクトップ プールを一覧表示する
[デスクトップ プール] をクリックします。

ユーザーまたはグループが資格を付与されて

いるアプリケーション プールを一覧表示する
[アプリケーション プール] をクリックします。
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リモート デスクトップ アクセスの制限
制限付き資格を構成して、ユーザーがデスクトップを選択する際に、接続先の View 接続サーバ インスタンスに基づ
いてリモート デスクトップ アクセスを制限することができます。

制限付き資格では、1 つ以上のタグを View 接続サーバ インスタンスに割り当てます。その後、デスクトップ プール
を構成するときに、デスクトップ プールにアクセスできるようにする View 接続サーバ インスタンスのタグを選択し
ます。

ユーザーがタグ付きの View 接続サーバ インスタンスを通してログインするとき、ユーザーは少なくとも 1 つのタグ
が一致するか、タグがないデスクトップ プールにのみアクセスできます。

注:    リモート アプリケーションへのアクセスを制限するために制限付き資格の機能を構成することはできません。

n 制限付き資格の例

この例は、2 つの View 接続サーバ インスタンスを含む View 展開を示しています。第 1 のインスタンスは内
部ユーザーをサポートします。第 2 のインスタンスはセキュリティ サーバと対になって、外部ユーザーをサポ
ートします。

n タグ一致

制限付き資格の機能は、タグの一致を使用して、View 接続サーバ インスタンスが特定のデスクトップ プール
にアクセスできるかどうかを決定します。

n 制限付き資格に関する考慮事項と制限事項

制限付き資格を実装する前に、考慮事項と制限事項について理解しておく必要があります。

n View 接続サーバ インスタンスへのタグの割り当て

View 接続サーバ インスタンスにタグを割り当てると、その View 接続サーバに接続するユーザーは、一致する
タグを持っているか、またはタグがないデスクトップ プールにのみアクセスできます。

n デスクトップ プールへのタグの割り当て

デスクトップ プールにタグを割り当てると、一致するタグを持つ View 接続サーバ インスタンスに接続したユ
ーザーのみが、そのプール内のデスクトップにアクセスできます。

制限付き資格の例

この例は、2 つの View 接続サーバ インスタンスを含む View 展開を示しています。第 1 のインスタンスは内部ユー
ザーをサポートします。第 2 のインスタンスはセキュリティ サーバと対になって、外部ユーザーをサポートします。

外部ユーザーが特定のデスクトップにアクセスできないようにするには、次のように制限付き資格を設定します。

n タグ「Internal」を、内部ユーザーをサポートする View 接続サーバ インスタンスに割り当てます。

n タグ「External」を、セキュリティ サーバと対になって外部ユーザーをサポートする View 接続サーバ インスタ
ンスに割り当てます。

n 内部ユーザーのみがアクセスできるようにするデスクトップ プールに、「Internal」タグを割り当てます。

n 外部ユーザーのみがアクセスできるようにするデスクトップ プールに、「External」タグを割り当てます。
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外部ユーザーは、External というタグの付いた View 接続サーバを使用してログインするので、Internal というタグ
の付いたデスクトップ プールにはアクセスできません。また、内部ユーザーは、Internal というタグの付いた View
接続サーバを使用してログインするので、External というタグの付いたデスクトップ プールにはアクセスできませ
ん。 図 12-1. 制限付き資格の構成 は、この構成を示しています。

図 12-1. 制限付き資格の構成
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制限付き資格を使用して、特定の View 接続サーバ インスタンスに対して構成されているユーザー認証方法に基づい
て、デスクトップ アクセスを制御することもできます。たとえば、スマート カードで認証されているユーザーのみ
が特定のデスクトップ プールを使用できるようにすることができます。

タグ一致

制限付き資格の機能は、タグの一致を使用して、View 接続サーバ インスタンスが特定のデスクトップ プールにアク
セスできるかどうかを決定します。

最も基本的なレベルでは、タグの一致は、特定のタグを持つ View 接続サーバ インスタンスが同じタグを持つデスク
トップ プールにアクセスできることを決定します。

タグの割り当てがないことも、View 接続サーバ インスタンスがデスクトップ プールにアクセスできるかどうかに影
響を与える場合があります。たとえば、タグを持たない View 接続サーバ インスタンスは、やはりタグを持たないデ
スクトップ プールにのみアクセスできます。

表 12-1. タグ一致のルール では、制限された資格機能により View Connection Server がデスクトップ プールにア
クセスできる時期を決定する方法について示します。.

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 166



表 12-1. タグ一致のルール

View 接続サーバ デスクトップ プール アクセスの許可

タグなし タグなし 行う

タグなし 1 つ以上のタグ ×

1 つ以上のタグ タグなし 行う

1 つ以上のタグ 1 つ以上のタグ タグが一致する場合のみ

制限付き資格の機能は、タグの一致を適用するだけです。特定のクライアントが特定の View 接続サーバ インスタン
スを通して接続するように、ネットワーク トポロジを設計する必要があります。

制限付き資格に関する考慮事項と制限事項

制限付き資格を実装する前に、考慮事項と制限事項について理解しておく必要があります。

n 1 つの View 接続サーバ インスタンスまたはデスクトップ プールが、複数のタグを持つことができます。

n 複数の View 接続サーバ インスタンスおよびデスクトップ プールが、同じタグを持つことができます。

n タグを持たないデスクトップ プールには、すべての View 接続サーバ インスタンスがアクセスできます。

n タグを持たない View 接続サーバ インスタンスは、やはりタグを持たないデスクトップ プールにのみアクセスで
きます。

n セキュリティ サーバを使用する場合は、セキュリティ サーバと対になっている View 接続サーバ インスタンス
に制限付き資格を構成する必要があります。セキュリティ サーバに制限付き資格を構成することはできません。

n あるタグがデスクトップ プールにまだ割り当てられていて、そのタグがただ 1 つの View 接続サーバ インスタ
ンスに割り当てられている場合、その View 接続サーバ インスタンスでそのタグを変更または削除することはで
きません。

n 制限付き資格は、他のデスクトップ資格またはデスクトップ割り当てより優先されます。たとえば、ユーザーに

特定のマシンが割り当てられている場合でも、デスクトップ プールのタグが、ユーザーが接続している View 接
続サーバ インスタンスに割り当てられているタグと一致しない場合、ユーザーはそのマシンにアクセスできませ
ん。

n Workspace Portal からデスクトップへのアクセスを提供することを意図して View 接続サーバ制限を構成する
と、これらのデスクトップが実際には制限されている場合でも Workspace App Portal でユーザーにデスクトッ
プが表示されることがあります。Workspace Portal ユーザーがデスクトップにログインを試みるとき、デスク
トップ プールのタグが、ユーザーが接続する View 接続サーバ インスタンスに指定されているタグと一致しなけ
れば、起動されません。

View 接続サーバ インスタンスへのタグの割り当て

View 接続サーバ インスタンスにタグを割り当てると、その View 接続サーバに接続するユーザーは、一致するタグ
を持っているか、またはタグがないデスクトップ プールにのみアクセスできます。

手順

1 View Administrator で、[View 構成] - [サーバ] を選択します。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 167



2 [接続サーバ] タブをクリックし、View 接続サーバ インスタンスを選択して [編集] をクリックします。

3 [タグ] テキスト ボックスに 1 つ以上のタグを入力します。

複数のタグはカンマまたはセミコロンで区切ります。

4 [OK] をクリックして変更を保存します。

次のステップ

デスクトップ プールにタグを割り当てます。

デスクトップ プールへのタグの割り当て

デスクトップ プールにタグを割り当てると、一致するタグを持つ View 接続サーバ インスタンスに接続したユーザー
のみが、そのプール内のデスクトップにアクセスできます。

デスクトップ プールを追加または編集するときに、タグを割り当てることができます。

前提条件

1 つ以上の View 接続サーバ インスタンスにタグを割り当てます。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 タグを割り当てるプールを選択します。

オプション 操作

新しいプールにタグを割り当てる [追加] をクリックして [デスクトップ プールを追加] ウィザードを起動し、プールを定義して識
別します。

既存のプールにタグを割り当てる プールを選択し、[編集] をクリックします。

 
3 [デスクトップ プールの設定] ページに移動します。

オプション 操作

新しいプールのプール設定 [デスクトップ プールを追加] ウィザードで、[デスクトップ プールの設定] をクリックします。

既存のプールのプール設定 [デスクトップ プールの設定] タブをクリックします。

 
4 [接続サーバの制限] の横にある [参照] をクリックし、デスクトップ プールにアクセスできる View 接続サーバ
インスタンスを構成します。

オプション 操作

プールをすべての View 接続サーバ インスタ
ンスからアクセス可能にする

[制限なし] を選択します。

プールをこれらのタグを持つ View 接続サー
バ インスタンスからのみアクセス可能にする

[次のタグに制限] を選択し、1 つ以上のタグを選択します。チェック ボックスを使用して複数
のタグを選択できます。

 
5 [OK] をクリックして変更を保存します。
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リモート デスクトップ機能の構成 13
View Agent とともにインストールされる特定のリモート デスクトップ機能は、コア View リリースおよび Feature
Pack アップデートのリリースで更新できます。これらの機能を構成して、エンド ユーザーのリモート デスクトップ
エクスペリエンスを強化できます。

これらの機能には HTML Access、Unity Touch、Flash URL リダイレクト、リアルタイム オーディオ ビデオ、
Windows Media マルチメディア リダイレクト (MMR)、USB リダイレクト、スキャナ リダイレクト、シリアル ポ
ート リダイレクトなどがあります。

HTML Access の詳細については、VMware Horizon Client ドキュメントの Web ページにある『HTML Access の
使用』を参照してください。

USB リダイレクトの詳細については、14 章 リモート デスクトップおよびアプリケーションでの USB デバイスの使
用を参照してください。

この章には、次のトピックが含まれています。

n Unity Touch の構成

n マルチキャストまたはユニキャスト ストリーミング用の Flash URL リダイレクトの構成

n リアルタイム オーディオ ビデオの構成

n スキャナ リダイレクトの構成

n シリアル ポート リダイレクトの構成

n Windows Media マルチメディア リダイレクト (MMR) へのアクセスの管理

n クライアント ドライブ リダイレクトへのアクセスの管理

Unity Touch の構成
Unity Touch を使用すると、タブレットおよびスマートフォン ユーザーは Windows アプリケーションやファイル
の参照、検索、およびオープンを簡単に行ったり、お気に入りのアプリケーションやファイルを選択したり、スター

ト メニューまたはタスクバーを使用せずに実行しているアプリケーションを切り替えたりすることができます。
Unity Touch サイドバーに表示されるデフォルトのお気に入りアプリケーションのリストを構成できます。

[Unity Touch を有効化] グループ ポリシー設定を構成すると、Unity Touch のインストール後に Unity Touch 機能
を無効または有効にできます。View Agent の構成 ADM テンプレートの設定を参照してください。

iOS および Android デバイス向けの VMware Horizon Client ドキュメントには、Unity Touch で提供されるエン
ド ユーザー機能についての詳細が記載されています。
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Unity Touch のシステム要件

Horizon Client をインストールする Horizon Client ソフトウェアおよびモバイル デバイスは、Unity Touch をサポ
ートするために特定のバージョン要件を満たす必要があります。

View デスクトツプ Unity Touch をサポートため、以下のソフトウェアは、エンド ユーザーがアクセス
する仮想マシンにインストールする必要があります:

n View Agent 6.0 以降をインストールすることにより、Unity Touch 機能をイ
ンストールします。仮想マシンへの View Agent のインストールを参照して
ください。

n オペレーティング システム：Windows 7（32 ビットまたは 64 ビット）、
Windows 8（32 ビットまたは 64 ビット）、Windows 8.1（32 ビットまたは
64 ビット）、Windows Server 2008 R2 または Windows Server 2012 R2、
Windows 10（32 ビットまたは 64 ビット）

Horizon Client ソフトウェ
ア

Unity Touch は以下の Horizon Client バージョンでサポートされます:

n iOS 版 Horizon Client 2.0 以降

n Android 版 Horizon Client 2.0 以降

モバイル デバイス オペレー
ティング システム

Unity Touch は以下のモバイル デバイス オペレーティング システムでサポートさ
れます:

n iOS 5.0 以降

n Android 3（Honeycomb）、Android 4（Ice Cream Sandwich）、および
Android 4.1/4.2（Jelly Bean）。

Unity Touch で表示されるお気に入りアプリケーションの構成

Unity Touch 機能を使用すれば、タブレットおよびスマート フォン ユーザーは、Unity Touch スライドバーから
View デスクトップ アプリケーションまたはファイルに素早く移動できます。エンド ユーザーはサイドバーにどの
お気に入りアプリケーションが表示されるかを指定できますが、利便性のために管理者はお気に入りアプリケーショ

ンのデフォルト リストを構成できます。

流動割り当てデスクトップ プールを使用する場合、エンド ユーザーが指定するお気に入りのアプリケーションおよ
びお気に入りのファイルは、Active Directory でローミング ユーザー プロファイルを有効にしない限り、デスクト
ップから切断すると失われます。

お気に入りのアプリケーションのデフォルト リストは、エンド ユーザーが Unity Touch が有効にされているデスク
トップに最初に接続したときに有効になります。ただし、ユーザーが自分のお気に入りのアプリケーション リストを
構成すると、デフォルト リストは無視されます。ユーザーのお気に入りのアプリケーション リストは、ユーザーの
ローミング プロファイルに残り、流動プールまたは専用プールで別のマシンにユーザーが接続すると使用できるよう
になります。
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お気に入りのアプリケーションのデフォルト リストを作成し、1 つ以上のアプリケーションが View デスクトップ オ
ペレーティング システムにインストールされない場合やそれらのアプリケーションへのパスが [スタート] メニュー
に表示されない場合、アプリケーションはお気に入りのリストに表示されません。この動作を使用して、代わりのア

プリケーションの異なるセットで複数の仮想マシン イメージに適用できるお気に入りのアプリケーションのマスタ
ー デフォルト リストを設定することができます。

たとえば、Microsoft Office と Microsoft Visio が 1 台の仮想マシンにインストールされ、Windows Powershell と
VMware vSphere Client が 2 台目の仮想マシンにインストールされている場合、4 つのアプリケーションすべてを
含む 1 つのリストを作成できます。インストールされたアプリケーションだけが、それぞれのデスクトップにデフォ
ルトのお気に入りのアプリケーションとして表示されます。

異なる方法を使用して、お気に入りのアプリケーションのデフォルト リストを指定できます。

n デスクトップ プール内の仮想マシンの Windows レジストリに値を追加します

n View Agent インストーラから管理インストール パッケージを作成し、仮想マシンにそのパッケージを配布しま
す

n 仮想マシンのコマンド ラインから View Agent インストーラを実行します

注:    Unity Touch では、[スタート] メニューの [プログラム] フォルダにアプリケーションへのショートカットが置
かれていると想定しています。ショートカットが [プログラム] フォルダの外に置かれている場合、プリフィクス
Programs をショートカット パスに追加します。たとえば、Windows Update.lnk は ProgramData

\Microsoft\Windows\Start Menu フォルダに格納されています。デフォルトのお気に入りのアプリケーショ

ンとしてこのショートカットをパブリッシュするには、プリフィックス Programs をショートカット パスに追加し

ます。例："Programs/Windows Update.lnk"。

前提条件

n View Agent が仮想マシンにインストールされていることを確認します。

n 仮想マシンに対して管理者権限を持っていることを確認します。この手順では、レジストリ設定を編集する必要

はありません。

n 流動割り当てデスクトップ プールを使用する場合、Active Directory を使用してローミング ユーザー プロファ
イルを設定します。Microsoft によって提供されている手順に従ってください。

流動割り当てデスクトップ プールのユーザーには、ログインするたびにお気に入りのアプリケーションおよびお
気に入りのファイルのリストが表示されます。
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手順

u （オプション） Windows レジストリに値を追加してお気に入りのアプリケーションのデフォルト リストを作成
します。

a regedit を開き、HKLM\Software\VMware, Inc.\VMware Unity レジストリ設定に移動します。

64 ビット仮想マシンでは、HKLM\Software\Wow6432Node\VMware, Inc.\VMware Unity ディレク

トリに移動します。

b FavAppList と呼ばれる文字列値を作成します。

c デフォルトのお気に入りのアプリケーションを指定します。

以下のフォーマットを使用して、[スタート] メニューで使用されるアプリケーションへのショートカット パ
スを指定します。

                path-to-app-1|path-to-app-2|path-to-app-3|…

例：

Programs/Accessories/Accessibility/Speech Recognition.lnk|Programs/VMware/VMware vSphere 

Client.lnk|Programs/Microsoft Office/Microsoft Office 2010 Tools/Microsoft Office 2010 

Language Preferences.lnk

u （オプション） View Agent インストーラから管理インストール パッケージを作成してお気に入りのアプリケー
ションのデフォルト リストを作成します。

a コマンド ラインから、以下のフォーマットを使用して管理インストール パッケージを作成します。

VMware-viewagent-x86_64-y.y.y-xxxxxx.exe /s /a /v"/qn TARGETDIR=""a network share to store 

the admin install package"" UNITY_DEFAULT_APPS=""the list of default favorite apps that 

should be set in the registry"""

例：

VMware-viewagent-x86_x64-y.y.y-xxxxxx.exe /s /a /v"/qn TARGETDIR=""\\foo-installer-share

\ViewFeaturePack\"" UNITY_DEFAULT_APPS=""Programs/Accessories/Accessibility/Ease of 

Access.lnk|Programs/Accessories/System Tools/Character Map.lnk|Programs/Accessories/Windows 

PowerShell/Windows PowerShell.lnk|Programs/Internet Explorer (64-bit).lnk|Programs/Google 

Chrome/Google Chrome.lnk|Programs/iTunes/iTunes.lnk|Programs/Microsoft Office/Microsoft 

SharePoint Workspace 2010.lnk|Programs/PuTTY/PuTTY.lnk|Programs/Skype/Skype.lnk|Programs/

WebEx/Productivity Tools/WebEx Settings.lnk|"""

b 社内で導入されている標準の Microsoft Windows Installer (MSI) 展開ツールを使用して、ネットワーク共
有からデスクトップ仮想マシンに管理インストール パッケージを配布します。
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u （オプション） 仮想マシンにコマンド ラインで直接 View Agent インストーラを実行してお気に入りのアプリケ
ーションのデフォルト リストを作成します。

次のフォーマットを使用します。

VMware-viewagent-x86_x64-y.y.y-xxxxxx.exe /s /v"/qn UNITY_DEFAULT_APPS=""the list of default 

favorite apps that should be set in the registry"""

注:    上記のコマンドは、View Agent のインストールと、お気に入りアプリケーションのデフォルト リストの
指定を組み合わせたものです。このコマンドを実行する前に View Agent をインストールする必要はありませ
ん。

次のステップ

仮想マシンでこのタスクを直接実行した場合（Windows レジストリを編集するか、コマンド ラインから View
Agent をインストールすることによって）、新たに構成した仮想マシンを展開する必要があります。スナップショッ
トまたはテンプレートを作成してからデスクトップ プールを作成することも、既存のプールを再構成することもでき
ます。または、Active Directory グループ ポリシを作成して新しい構成を導入することができます。

マルチキャストまたはユニキャスト ストリーミング用の Flash URL
リダイレクトの構成

Adobe Media Server およびマルチキャストまたはユニキャストを使用して仮想デスクトップ インフラストラクチ
ャ (VDI) 環境でライブ ビデオ イベントを配信できるようになりました。VDI 環境でマルチキャストまたはユニキャ
ストのライブ ビデオ ストリームを配信するには、メディア ストリームを、リモート デスクトップをバイパスしてメ
ディア ソースからエンド ポイントに直接送信する必要があります。Flash URL リダイレクト機能は、リモート デス
クトップからクライアント エンドポイントに ShockWave Flash (SWF) ファイルをインターセプトおよびリダイレ
クトすることで、この機能をサポートします。

そして、Flash コンテンツは、クライアントのローカル Flash メディア プレーヤを使用して表示されます。

Adobe Media Server からクライアント エンドポイントに Flash コンテンツを直接ストリーミングするとデータセ
ンタ ESXi ホストへの負荷が軽減され、データセンタを経由する余分なルーティングが不要になり、複数のクライア
ント エンドポイントに Flash コンテンツを同時にストリームするために必要となる帯域幅が削減されます。

Flash URL リダイレクト機能は、Web ページの管理者によって HTML Web ページ内に組み込まれた JavaScript を
使用します。リモート デスクトップ ユーザーが Web ページ内に指定された URL リンクをクリックすると、
JavaScript は SWF ファイルをインターセプトし、リモート デスクトップ セッションからクライアント エンドポイ
ントにリダイレクトします。エンドポイントは次に、リモート デスクトップ セクションの外のローカル Flash
Projector を開き、メディア ストリームをローカルで再生します。
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Flash URL リダイレクトを構成するには、HTML Web ページおよびクライアント デバイスをセットアップする必要
があります。

手順

1 Flash URL リダイレクトのシステム要件

Flash URL リダイレクトをサポートするには、View の展開が特定のソフトウェアおよびハードウェア要件を満
たす必要があります。

2 Flash URL リダイレクト機能がインストールされていることの確認

この機能を使用する前に、Flash URL リダイレクト機能がインストールされ、仮想デスクトップで実行されて
いることを確認します。

3 マルチキャストまたはユニキャストのストリームを提供する Web ページの設定

Flash URL リダイレクトの実行を許可するには、マルチキャストまたはユニキャストのストリームにリンクを
提供する MIME HTML (MHTML) Web ページに JavaScript コマンドを組み込む必要があります。ユーザーは
ビデオ ストリームにアクセスするために、リモート デスクトップのブラウザでこれらの Web ページを表示し
ます。

4 Flash URL リダイレクト用にクライアント デバイスを設定

Flash URL リダイレクト機能は、リモート デスクトップからクライアント デバイスに SWF ファイルをリダイ
レクトします。これらのデバイスでマルチキャストまたはユニキャストのストリームから Flash ビデオの再生
を許可するには、適切な Adobe Flash Player がクライアント デバイスにインストールされていることを確認
する必要があります。クライアントは、メディア ソースに対する IP 接続性を持つ必要もあります。

5 Flash URL リダイレクトを無効または有効

Flash URL リダイレクトは、コマンド引数 FlashURLRedirection を指定して View Agent のサイレント イ

ンストールを実行すると有効になります。選択されたリモート デスクトップの Windows レジストリ キーの
値を設定することで、それらの仮想マシンでの Flash URL リダイレクト機能を無効にするか、または再度有効
にすることができます。

Flash URL リダイレクトのシステム要件

Flash URL リダイレクトをサポートするには、View の展開が特定のソフトウェアおよびハードウェア要件を満たす
必要があります。

View デスクトツプ n Flash URL リダイレクトは、View Agent 6.0 以降のサイレント インストール
でコマンド ライン引数 FlashURLRedirection を入力することによってイ

ンストールします。View Agent のサイレント インストールのプロパティを
参照してください。

n デスクトップは、64 ビットまたは 32 ビットの Windows 7 オペレーティング
システムで実行する必要があります。
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n サポートされているデスクトップ ブラウザには、Internet Explorer 8、9、お
よび 10、Chrome 29.x、および Firefox 20.x が含まれます。

Flash メディア プレイヤー
と ShockWave Flash
(SWF)

Strobe Media Playback などの適切な Flash メディア プレイヤーを、お使いの
Web サイトに統合する必要があります。マルチキャスト コンテンツをストリーミ
ングするには、お使いの Web ページで multicastplayer.swf または

StrobeMediaPlayback.swf を使用できます。ライブのユニキャスト コンテン

ツをストリーミングするには、StrobeMediaPlayback.swf を使用する必要があ

ります。RTMP ストリーミングや HTTP ダイナミック ストリーミングなどの、サポ
ートされる他の機能には、StrobeMediaPlayback.swf も使用できます。

Horizon Client ソフトウェ
ア

次の Horizon Client リリースは、マルチキャストとユニキャストをサポートしてい
ます。

n Linux 版 Horizon Client 2.2 または以降のリリース

n Windows 版 Horizon Client 2.2 または以降のリリース

以下の Horizon Client リリースはマルチキャストのみをサポートしています (ユニ
キャストはサポートしていません)。

n Linux 版 Horizon Client 2.0 または 2.1

n Windows 版 Horizon Client 5.4

Horizon Client コンピュー
タまたはクライアント アク
セス デバイス

n Flash URL リダイレクトは、x86 シン クライアント デバイスで Linux 版
Horizon Client を実行するすべてのオペレーティング システムでサポートさ
れます。この機能は ARM プロセッサではサポートされません。

n Flash URL リダイレクトは、Windows 版 Horizon Client を実行するすべての
オペレーティング システムでサポートされます。詳細については、『Windows
版 VMware Horizon Client の使用』を参照してください。

n Windows クライアント デバイスでは、Internet Explorer 用の Adobe Flash
Player 10.1 以降をインストールする必要があります。

n Linux シン クライアント デバイスでは、libexpat.so.0 と

libflashplayer.so ファイルをインストールする必要があります。Flash

URL リダイレクト用にクライアント デバイスを設定を参照してください。

注:    Flash URL リダイレクトを使用すれば、マルチキャストまたはユニキャストの
ストリームは、社内のファイアウォールの外にあるクライアント デバイスにリダイ
レクトされます。クライアントは、マルチキャストまたはユニキャストのストリー

ミングを開始する ShockWave Flash (SWF) ファイルをホストする Adobe Web
サーバにアクセスする必要があります。必要に応じて、クライアント デバイスがこ
のサーバにアクセスすることを許可するために適切なポートを開くためにファイア

ウォールを構成します。
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Flash URL リダイレクト機能がインストールされていることの確認

この機能を使用する前に、Flash URL リダイレクト機能がインストールされ、仮想デスクトップで実行されているこ
とを確認します。

Flash URL リダイレクト機能は、マルチキャストまたはユニキャストのリダイレクトを使用するすべてのデスクトッ
プにインストールしておく必要があります。View Agent のインストール手順については、View Agent のサイレン
ト インストールのプロパティを参照してください。

手順

1 PCoIP を使用するリモート デスクトップ セッションを開始します。

2 タスク マネージャを開きます。

3 ViewMPServer.exe プロセスがデスクトップで動作していることを確認します。

マルチキャストまたはユニキャストのストリームを提供する Web ページの設定

Flash URL リダイレクトの実行を許可するには、マルチキャストまたはユニキャストのストリームにリンクを提供す
る MIME HTML (MHTML) Web ページに JavaScript コマンドを組み込む必要があります。ユーザーはビデオ スト
リームにアクセスするために、リモート デスクトップのブラウザでこれらの Web ページを表示します。

また、Flash URL リダイレクトで問題が発生した場合にエンド ユーザーに対して表示される英語のエラー メッセー
ジをカスタマイズできます。各国語のエラー メッセージをエンド ユーザーに対して表示する場合は、このオプショ
ンの手順を実行します。var vmwareScriptErroMessage 構成を各国語のテキスト文字列と一緒に MHTML

Web ページに埋め込む必要があります。

前提条件

swfobject.js ライブラリが MHTML Web ページにインポートされていることを確認します。

手順

1 MHTML Web ページに viewmp.js JavaScript コマンドを組み込みます。

例：<script type="text/javascript" src="http://localhost:33333/viewmp.js"></

script>

2 （オプション） エンド ユーザーに送信される Flash URL リダイレクトのエラー メッセージをカスタマイズしま
す。

例："var vmwareScriptErroMessage=localized error message"

3 ShockWave Flash (SWF) ファイルが MHTML Web ページにインポートされる前に、viewmp.js JavaScript

コマンドを埋め込んだことを確認し、オプションで Flash URL リダイレクトのエラー メッセージをカスタマイ
ズします。

ユーザーがリモート デスクトップで Web ページを表示すると、viewmp.js JavaScript コマンドがリモート デスク

トップで Flash URL リダイレクト機能を起動し、デスクトップからホスティングしているクライアント デバイスに
SWF ファイルをリダイレクトします。
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Flash URL リダイレクト用にクライアント デバイスを設定

Flash URL リダイレクト機能は、リモート デスクトップからクライアント デバイスに SWF ファイルをリダイレクト
します。これらのデバイスでマルチキャストまたはユニキャストのストリームから Flash ビデオの再生を許可する
には、適切な Adobe Flash Player がクライアント デバイスにインストールされていることを確認する必要がありま
す。クライアントは、メディア ソースに対する IP 接続性を持つ必要もあります。

注:    Flash URL リダイレクトを使用すれば、マルチキャストまたはユニキャストのストリームは、社内のファイアウ
ォールの外にあるクライアント デバイスにリダイレクトされます。クライアントは、マルチキャストまたはユニキャ
ストのストリーミングを開始する SWF ファイルをホストする Adobe Web サーバにアクセスする必要があります。
必要に応じて、クライアント デバイスがこのサーバにアクセスすることを許可するために適切なポートを開くために
ファイアウォールを構成します。

手順

u クライアント デバイスに Adobe Flash Player をインストールします。

オペレーティング システム 操作

Windows Internet Explorer 用に Adobe Flash Player 10.1 以降をインストールします。

Linux a libexpat.so.0 ファイルをインストールするか、このファイルが既にインストールされ

ていることを確認します。

ファイルが /usr/lib または /usr/local/lib ディレクトリにインストールされてい

ることを確認します。

b libflashplayer.so ファイルをインストールするか、このファイルが既にインストー

ルされていることを確認します。

このファイルが Linux オペレーティング システムの適切な Flash プラグイン ディレクト
リにインストールされていることを確認します。

c wget プログラムをインストールするか、プログラム ファイルが既にインストールされて

いることを確認します。

 

Flash URL リダイレクトを無効または有効

Flash URL リダイレクトは、コマンド引数 FlashURLRedirection を指定して View Agent のサイレント インス

トールを実行すると有効になります。選択されたリモート デスクトップの Windows レジストリ キーの値を設定す
ることで、それらの仮想マシンでの Flash URL リダイレクト機能を無効にするか、または再度有効にすることができ
ます。

手順

1 仮想マシンで Windows レジストリ エディタを起動します。
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2 Flash URL リダイレクトを制御する Windows レジストリ キーに移動します。

オプション 説明

Windows 7 64 ビット HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node\VMware,Inc.\VMware ViewMP

\enabled = value

Windows 7 32 ビット HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\VMware,Inc.\VMware ViewMP\enabled =

value

 
3 Flash URL リダイレクトを無効化または有効化する値を設定します。

オプション 値

無効 0

有効 1

 
デフォルトでは、値は 1 に設定されます。

リアルタイム オーディオ ビデオの構成
リアルタイム オーディオ ビデオを利用すると、View ユーザーは Skype、Webex、Google Hangouts や他のオン
ライン会議アプリケーションをリモート デスクトップで実行できます。リアルタイム オーディオ ビデオを使用すれ
ば、クライアント システムにローカルで接続される webcam およびオーディオ デバイスは、リモート デスクトッ
プにリダイレクトされます。この機能は、USB リダイレクトを使用して達成できるよりも大幅に低い帯域幅でビデオ
およびオーディオ データをデスクトップにリダイレクトします。

リアルタイム オーディオ ビデオは、標準的な会議アプリケーションおよびブラウザベースのビデオ アプリケーショ
ンと互換性があり、標準的な webcam、オーディオ USB デバイス、およびアナログ オーディオ入力をサポートしま
す。

この機能は、VMware Virtual Webcam および VMware Virtual Microphone をデスクトップ オペレーティング シ
ステムにインストールします。VMware Virtual Web カメラは、ブラウザ ベースのビデオ アプリケーションや他の
サードパーティ製の会議ソフトウェアとの高度な互換性を備えたカーネル モードの Web カメラドライバを使用し
ます。

会議アプリケーションやビデオ アプリケーションが起動すると、VMware 仮想デバイスを表示および使用します。
これらの VMware 仮想デバイスは、クライアントでローカル接続されたデバイスからのオーディオ ビデオ リダイレ
クトを処理します。VMware Virtual Web カメラおよび VMware Virtual Microphone は、デスクトップ オペレー
ティング システムのデバイス マネージャに表示されます。

オーディオおよびWeb カメラデバイス用のドライバは、リダイレクトを有効にするために Horizon Client システム
にインストールする必要があります。

リアルタイム オーディオ ビデオの構成の選択

リアルタイム オーディオ ビデオと共に View Agent をインストール後、この機能はさらに構成しなくとも View デ
スクトップで動作します。Web カメラ フレーム レートおよび画像解像度のデフォルト値は、ほとんどの標準デバイ
スおよびアプリケーションで推奨されます。
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グループ ポリシ設定を構成して、これらのデフォルト値を変更して、特定のアプリケーション、Web カメラ、また
は環境に適応することができます。ポリシーを設定して機能をすべて無効または有効にすることもできます。ADM
テンプレート ファイルにより、Active Directory または個々のデスクトップにリアルタイム オーディオ ビデオ グル
ープ ポリシー設定をインストールできます。リアルタイム オーディオ ビデオ グループ ポリシ設定の構成を参照し
てください。

クライアント コンピュータに内蔵または接続されている複数の Web カメラおよびオーディオ入力デバイスがある
場合、デスクトップにリダイレクトされる優先される Web カメラおよびオーディオ入力デバイスを構成できます。
優先される Web カメラとマイクロフォンを選択を参照してください。

注:    優先されるオーディオ デバイスを選択できますが、他のオーディオ構成オプションは使用できません。

Web カメラ画像およびオーディオ入力がリモート デスクトップにリダイレクトされると、ユーザーはローカル コン
ピュータの Web カメラおよびオーディオ デバイスにアクセスできません。逆に言えば、これらのデバイスがローカ
ル コンピュータで使用中であれば、リモート デスクトップでそれらにアクセスできません。

サポートされるアプリケーションについては、VMware ナレッジ ベースの記事『Guidelines for Using Real-Time
Audio-Video with 3rd-Party Applications on Horizon View Desktops (リアルタイム オーディオ-ビデオを
Horizon View デスクトップのサードパーティ アプリケーションで使用するためのガイドライン)』(http://
kb.vmware.com/kb/2053754) を参照してください。

リアルタイム オーディオビデオのシステム要件

リアルタイム オーディオビデオは、標準的な webcam、USB オーディオ、およびアナログ オーディオ デバイス、
そして Skype、WebEx、および Google Hangouts などの標準的な会議アプリケーションで動作します。リアルタ
イム オーディオビデオをサポートするには、View の展開が特定のソフトウェアおよびハードウェア要件を満たす必
要があります。

View リモート デスクトッ
プ

View Agent 6.0 以降をインストールすることにより、リアルタイム オーディオビ
デオ機能をインストールします。この機能は、単一ユーザーの仮想マシンにデプロ

イされたデスクトップ プールではサポートされていますが、RDS デスクトップ プ
ールでははサポートされていません。仮想マシンへの View Agent のインストー
ルを参照してください。

Horizon Client ソフトウェ
ア

Windows 版 Horizon Client 2.2 または以降のリリース

Linux 版 Horizon Client 2.2 以降のリリース。Linux 版 Horizon Client 3.1 以前
の場合、この機能はサードパーティ ベンダーによって提供される Linux 版 Horizon
Client のバージョンでのみ使用できます。Linux 版 Horizon Client 3.2 以降の場
合、この機能は VMware から入手できるクライアントのバージョンでも入手できま
す。

Mac OS X 版 Horizon Client 2.3 以降のリリース

Horizon Client コンピュー
タまたはクライアント アク
セス デバイス

n Windows 版 Horizon Client を実行するすべてのオペレーティング システム。

n x86 デバイスで Linux 版 Horizon Client を実行するすべてのオペレーティン
グ システム。この機能は ARM プロセッサではサポートされません。
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n Mac OS X Mountain Lion (10.8) 以降。それよりも前のすべての Mac OS X
オペレーティング システムでは無効になっています。

n サポートされているクライアント オペレーティング システムの詳細について
は、該当するシステムまたはデバイスの VMware Horizon Client の使用を参
照してください。

n webcam およびオーディオ デバイス ドライバをインストールする必要があ
り、webcam およびオーディオ デバイスがクライアント コンピュータで操作
可能である必要があります。リアルタイム オーディオビデオをサポートする
ために、View Agent がインストールされているデスクトップ オペレーティン
グ システムにデバイス ドライバをインストールする必要はありません。

View 用の表示プロトコル PCoIP

リアルタイム オーディオビデオは、RDP デスクトップ セッションでサポートされ
ません。

リアルタイム オーディオ ビデオが USB リダイレクトの代わりに使用されること
を確認

リアルタイム オーディオ ビデオは、会議アプリケーションでの使用のために、Web カメラおよびオーディオ入力の
リダイレクトをサポートします。View Agent でインストールできる USB リダイレクト機能はWeb カメラのリダ
イレクトをサポートしません。オーディオ入力デバイスを USB リダイレクト経由でリダイレクトすると、オーディ
オ ストリームはリアルタイム オーディオビデオ セッション中にビデオと適切に同期せず、ネットワーク帯域幅の要
求を抑制する利点が失われます。Web カメラおよびオーディオ入力デバイスが USB リダイレクトではなくリアル
タイム オーディオ ビデオ経由でデスクトップにリダイレクトされるように対策を講じることができます。

デスクトップが USB リダイレクトで構成されている場合、エンド ユーザーは Windows クライアント メニュー バー
の [USB デバイスの接続] オプションを選択するか、または Mac OS X クライアントの [デスクトップ > USB] メニュ
ーを選択することで、ローカルに接続されている USB デバイスに接続および表示できます。Linux クライアントはデ
フォルトでオーディオおよびビデオ デバイスの USB リダイレクトをブロックし、エンド ユーザーに USB デバイス
オプションを提供しません。

エンド ユーザーが [USB デバイスの接続] または [デスクトップ > USB] リストから USB デバイスを選択すると、そ
のデバイスはビデオまたはオーディオ会議に使用できなくなります。たとえば、ユーザーが Skype 電話をかけている
場合、ビデオ画像が表示されない、またはオーディオ ストリームが低下する可能性があります。エンド ユーザーが
会議セッション中にデバイスを選択すると、Web カメラまたはオーディオのリダイレクトは中断されます。

これらのデバイスをエンド ユーザーに表示せず、中断の危険性を防ぐには、USB リダイレクト グループ ポリシー設
定を構成し、Web カメラやオーディオ入力デバイスを VMware Horizon Client で表示できないようにします。
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特に、View Agent に対し USB リダイレクト フィルタ規則を作成し、audio-in および video デバイス ファミリ

名を無効に指定します。グループ ポリシーの設定と USB リダイレクトに対するフィルタ規則の指定の詳細は、USB
リダイレクトを制御するポリシーの使用を参照してください。

注意:    USB デバイス ファミリを無効にする USB リダイレクトのフィルタ規則を設定しない場合、エンド ユーザー
に、VMware Horizon Client メニュー バーの [USB デバイスの接続] または [デスクトップ > USB] リストから Web
カメラやオーディオ デバイスを選択できないことを通知してください。

優先される Web カメラとマイクロフォンを選択

クライアント コンピュータに複数の Web カメラおよびマイクロフォンがある場合、リアルタイム オーディオ ビデ
オがデスクトップにリダイレクトする優先 Web カメラおよびデフォルトのマイクロフォンを構成できます。これら
のデバイスは、ローカル クライアント コンピュータに内蔵または接続できます。

Windows クライアント コンピュータでは、レジストリ キー値を設定することで、優先する Web カメラを選択しま
す。OS X クライアント コンピュータでは、Mac OS X デフォルト システムを使用して、優先するWeb カメラまた
はマイクロフォンを指定できます。Linux クライアント コンピュータでは、構成ファイルを編集することで、優先す
る Web カメラまたはマイクロフォンを指定できます。リアルタイム オーディオ ビデオは、優先される Web カメラ
が使用できればそれをリダイレクトします。使用できない場合、リアルタイム オーディオ ビデオはシステム列挙に
よって提供される最初の Web カメラを使用します。

デフォルトのマイクロフォンを選択するために、クライアント コンピュータの Windows、Mac OS X または Linux
オペレーティング システムで [サウンド] コントロールを構成できます。

Windows クライアント システムでのデフォルトのマイクロフォンの選択

クライアント システムに複数のマイクロフォンがある場合、1 つだけが View デスクトップで使用されます。デフォ
ルトで使用するマイクロフォンを指定するために、クライアント システムの [サウンド] コントロールを使用できま
す。

リアルタイム オーディオ ビデオ機能を使用すれば、オーディオ入力デバイスおよびオーディオ出力デバイスは USB
リダイレクトを使用せずに動作し、必要となるネットワーク帯域幅量は大幅に削減されます。アナログ オーディオ入
力デバイスもサポートされます。

重要:    USB マイクロフォンを使用している場合は、Horizon Client の [USB デバイスを接続] メニューから接続しな
いでください。これを行うと USB リダイレクトからデバイスをルーティングされるので、デバイスはリアルタイム
オーディオ ビデオ機能を使用できません。

前提条件

n USB マイクロフォンまたは他のタイプのマイクロフォンがインストールされ、クライアント システムで動作で
きる状態であることを確認します。

n リモート デスクトップに PCoIP 表示プロトコルを使用していることを確認します。

手順

1 電話中の場合は電話を切ってください。
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2 システム トレイのスピーカー アイコンを右クリックし、[デバイスのレコーディング] を選択します。

その代わりに、[コントロール パネル] から [サウンド] コントロールを開いて [レコーディング] タブをクリック
できます。

3 [サウンド] ダイアログ ボックスの [レコーディング] タブで使用するマイクロフォンを右クリックします。

4 [デフォルト デバイスとして設定] を選択して [OK] をクリックします。

5 View デスクトップから新たに電話をかけます。

Windows クライアント システムでの優先 webcam の選択

リアルタイム オーディオ ビデオ機能があり、クライアント システムに複数の webcam がある場合、1 台だけが
View デスクトップで使用されます。どの webcam を優先するかを指定するために、レジストリ キー値を設定でき
ます。

優先される webcam が使用できる場合はそれがリモート デスクトップで使用され、使用できない場合は他の
webcam が使用されます。

前提条件

n USB webcam がインストールされ、クライアント システムで動作できる状態であることを確認します。

n リモート デスクトップに PCoIP 表示プロトコルを使用していることを確認します。

手順

1 使用する webcam を接続します。

2 呼び出しを開始し、そして呼び出しを停止します。

このプロセスでログ ファイルが作成されます。

3 テキスト エディタでデバッグ ログ ファイルを開きます。

オペレーティング システム ログ ファイルの場所

Windows XP C:\Documents and Settings\username\Local Settings\Application Data

\VMware\VDM\Logs\debug-20YY-MM-DD-XXXXXX.txt

Windows 7 または Windows 8 C:\Users\%username%\AppData\Local\VMware\VDM\Logs\debug-20YY-MM-

DD-XXXXXX.txt

 
ログ ファイルのフォーマットは、debug-20YY-MM-DD-XXXXXX.txt で、20YY は年、MM は月、DD は日で、

XXXXXX は数値です。

4 [ViewMMDevRedir] VideoInputBase::LogDevEnum のログ ファイルを検索し、接続される webcam を参照す

るログ ファイル エントリを探します。

以下は Microsoft Lifecam HD-5000 webcam を識別するログ ファイルの抜粋です:

[ViewMMDevRedir] VideoInputBase::LogDevEnum - 2 Device(s) found

[ViewMMDevRedir] VideoInputBase::LogDevEnum - Index=0 Name=Integrated Webcam   

UserId=vid_1bcf&pid_2b83&mi_00#7&1b2e878b&0&0000   SystemId=\\?\usb#vid_1bcf&pid_2b83&mi_00#
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[ViewMMDevRedir] VideoInputBase::LogDevEnum - Index=1 Name=Microsoft LifeCam HD-5000  

UserId=vid_045e&pid_076d&mi_00#8&11811f49&0&0000  SystemId=\\?\usb#vid_045e&pid_076d&mi_00#

5 優先される webcam のユーザー ID をコピーします。

たとえば、vid_045e&pid_076d&mi_00#8&11811f49&0&0000 をコピーして、デフォルトの webcam として

Microsoft LifeCam HD-5000 を設定します。

6 Registry Editor (regedit.exe) を起動し、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\VMware, Inc.\VMware

VDM\RTAV に移動します。

7 REG_SZ 値の [srcWCamId] に文字列の ID 部分を貼り付けます。

たとえば、vid_045e&pid_076d&mi_00#8&11811f49&0&0000 を [srcWCamId] に貼り付けます。

8 変更を保存してレジストリを終了します。

9 新しい呼び出しを開始します。

Mac OS X クライアント システムでのデフォルトのマイクロフォンの選択

クライアント システムに複数のマイクロフォンがある場合、リモート デスクトップで使用されるのは 1 つだけです。
クライアント システムの [システム環境設定] を使用して、リモート デスクトップ用のデフォルトのマイクロフォン
を指定できます。

リアルタイム オーディオ ビデオ機能を使用すれば、オーディオ入力デバイスおよびオーディオ出力デバイスは USB
リダイレクトを使用せずに動作し、必要となるネットワーク帯域幅量は大幅に削減されます。アナログ オーディオ入
力デバイスもサポートされます。

この手順では、クライアント システムのユーザー インターフェイスからマイクロフォンを選択する方法について説
明します。管理者は、Mac OS X のデフォルト システムを使用して優先するマイクロフォンを構成することもできま
す。Mac OS X クライアント システムでの優先する Web カメラまたはマイクロフォンの構成を参照してください。

重要:    USB マイクロフォンを使用している場合は、Horizon Client の [接続] - [USB] メニューから接続しないでく
ださい。このメニューから接続すると、デバイスは USB リダイレクトによってルーティングされるので、デバイス
はリアルタイム オーディオ ビデオ機能を使用できなくなります。

前提条件

n USB マイクロフォンまたは他のタイプのマイクロフォンがインストールされ、クライアント システムで動作で
きる状態であることを確認します。

n リモート デスクトップに PCoIP 表示プロトコルを使用していることを確認します。

手順

1 クライアント システムで [Apple メニュー] - [システム環境設定] を選択して、[サウンド] をクリックします。

2 [サウンド環境設定] の [入力] ペインを開きます。

3 使用するマイクロフォンを選択します。
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次回、リモート デスクトップに接続して呼び出しを開始すると、クライアント システムで選択したデフォルトのマ
イクロフォンがデスクトップで使用されます。

Mac OS X クライアント上でのリアルタイム オーディオ ビデオの構成

リアルタイム オーディオ ビデオ設定は、Mac OS X のデフォルト システムを使用して、コマンド ラインで構成でき
ます。デフォルト システムでは、ターミナル（/Applications/Utilities/ ターミナル.app）を使用することで、

Mac OS X ユーザーのデフォルト設定の読み取り、書き込み、および削除を行うことができます。

Mac OS X デフォルトはドメインに属しています。ドメインは通常、個々のアプリケーションに対応します。リアル
タイム オーディオ ビデオ機能のドメインは com.vmware.rtav です。

リアルタイム オーディオ ビデオを構成するための構文

次のコマンドを使用して、リアルタイム オーディオ ビデオ機能を構成できます。

表 13-1. リアルタイム オーディオ ビデオ構成のコマンド構文

コマンド 説明

defaults write com.vmware.rtav scrWCamId " webcam-
userid "

リモート デスクトップで優先して使用する Web カメラを設定します。こ
の値を設定しない場合、Web カメラはシステム列挙によって自動的に選択
されます。クライアント システムに接続されている（または組み込まれて
いる）任意の Web カメラを指定できます。

defaults write com.vmware.rtav srcAudioInId "

audio-device-userid "
リモート デスクトップで優先して使用するマイクロフォン（オーディオ入
力デバイス）を設定します。この値を設定しない場合、リモート デスクト
ップでは、クライアント システムで設定されているデフォルトの録音デバ
イスが使用されます。クライアント システムに接続されている（または組
み込まれている）任意のマイクロフォンを指定できます。

defaults write com.vmware.rtav srcWCamFrameWidth

pixels 
画像の幅を設定します。この値には、ハードコードされた値である 320 ピ
クセルがデフォルトとして設定されています。画像の幅は、どのようなピ

クセル値にも変更できます。

defaults write com.vmware.rtav srcWCamFrameHeight

pixels 
画像の高さを設定します。この値には、ハードコードされた値である 240
ピクセルがデフォルトとして設定されています。画像の高さは、任意のピ

クセル値に変更できます。

defaults write com.vmware.rtav srcWCamFrameRate fps フレーム レートを設定します。この値には、15 fps がデフォルトとして設
定されています。フレーム レートは、どのような値にも変更できます。

defaults write com.vmware.rtav LogLevel " level " リアルタイム オーディオ ビデオ ログ ファイル (~/Library/Logs/

VMware/vmware-RTAV-pid.log) のログ レベルを設定します。ログ

レベルをトレースまたはデバッグに設定できます。

defaults write com.vmware.rtav IsDisabled value リアルタイム オーディオ ビデオを有効にするか無効にするかを決定しま
す。リアルタイム オーディオ ビデオはデフォルトで有効に設定されてい
ます（この値は適用されていません）。リアルタイム オーディオ ビデオを
クライアント上で無効にするには、値を true に設定します。
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コマンド 説明

defaults read com.vmware.rtav リアルタイム オーディオ ビデオの構成設定を表示します。

defaults delete com.vmware.rtav setting リアルタイム オーディオ ビデオの構成設定を削除します。以下に例を示
します。defaults delete com.vmware.rtav

srcWCamFrameWidth

注:    フレーム レートを 1 fps から最大 25 fps まで、解像度を最大 1920x1080 まで調整できます。デバイスまたは
環境によっては、高速フレーム レートでの高解像度がサポートされないことがあります。

Mac OS X クライアント システムでの優先する Web カメラまたはマイクロフォンの構成

リアルタイム オーディオ ビデオ機能を使用し、クライアント システムに複数の web カメラとマイクロフォンがあ
る場合、リモート デスクトップで使用できるのは 1 台の Web カメラと 1 台のマイクロフォンだけです。Mac OS X
のデフォルト システムを使用して、優先する Web カメラとマイクロフォンをコマンド ラインで指定します。

リアルタイム オーディオ ビデオ機能を使用すると、Web カメラ、オーディオ入力デバイス、オーディオ出力デバイ
スは、USB リダイレクトなしで動作し、必要なネットワーク帯域幅量が大幅に軽減します。アナログ オーディオ入
力デバイスもサポートされます。

ほとんどの環境では、優先マイクロフォンまたは Web カメラを設定する必要はありません。優先マイクロフォンを
設定しない場合、リモート デスクトップでは、クライアント システムの [システム環境設定] で設定されたデフォル
トのオーディオ デバイスが使用されます。以下を参照してください。 Mac OS X クライアント システムでのデフォ
ルトのマイクロフォンの選択.優先 Web カメラを構成しない場合、リモート デスクトップでは、列挙された順に従っ
て Web カメラが選択されます。

前提条件

n 優先 USB Web カメラを構成する場合は、その Web カメラがクライアント システムにインストールされ、動作
できる状態であることを確認します。

n 優先 USB マイクロフォンまたは他のタイプのマイクロフォンを構成する場合は、そのマイクロフォンがクライ
アント システムにインストールされ、動作できる状態であることを確認します。

n リモート デスクトップに PCoIP 表示プロトコルを使用していることを確認します。

手順

1 Mac OS X クライアント システムで Web カメラまたはマイクロフォン アプリケーションを起動して、カメラ
デバイスまたはオーディオ デバイスの列挙を Real-Time Audio-Video ログ ファイルにトリガします。

a Web カメラまたはオーディオ デバイスを取り付けます。

b [アプリケーション] フォルダで、[VMware Horizon View Client] (Horizon Client 3.0) または [VMware
Horizon Client] （Horizon Client 3.1 以降）をダブルクリックして Horizon Client を起動します。

c 呼び出しを開始し、そして呼び出しを停止します。
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2 リアルタイム オーディオ ビデオ ログ ファイル内で、Web カメラまたはマイクロフォンのログ エントリを見つ
けます。

a リアルタイム オーディオ ビデオ ログ ファイルをテキスト エディタで開きます。

リアルタイム オーディオ ビデオ ログ ファイルには ~/Library/Logs/VMware/vmware-RTAV-

pid.log という名前が付けられています。pid は現在のセッションの処理 ID です。

b リアルタイム オーディオ ビデオ ログ ファイルで、接続された Web カメラまたはマイクロフォンを特定す
るエントリを探します。

次の例では、リアルタイム オーディオ ビデオ ログ ファイルで Web カメラのエントリがどのように表示される
かを示します。

2013-12-16T12:18:17.404Z| vthread-3| I120: RTAV: static void VideoInputBase::LogDevEnum() - 1 

Device(s) found

2013-12-16T12:18:17.404Z| vthread-3| I120: RTAV: static void VideoInputBase::LogDevEnum() - 

Name=FaceTime HD Camera (Built-in)   UserId=FaceTime HD Camera (Built-in)#0xfa20000005ac8509   

SystemId=0xfa20000005ac8509

次の例では、リアルタイム オーディオ ビデオ ログ ファイルでマイクロフォンのエントリがどのように表示され
るかを示します。

2013-12-16T12:18:17.404Z| vthread-3| I120: RTAV: int 

AVCaptureEnumerateAudioDevices(MMDev::DeviceList&) - 

2013-12-16T12:18:17.404Z| vthread-3| I120: RTAV: static void AudioCaptureBase::LogDevEnum() - 2 

Device(s) found

2013-12-16T12:18:17.404Z| vthread-3| I120: RTAV: static void AudioCaptureBase::LogDevEnum() - 

Index=255   Name=Built-in Microphone   UserId=Built-in 

Microphone#AppleHDAEngineInput:1B,0,1,0:1   SystemId=AppleHDAEngineInput:1B,0,1,0:1

2013-12-16T12:18:17.404Z| vthread-3| I120: RTAV: static void AudioCaptureBase::LogDevEnum() - 

Index=255   Name=Built-in Input   UserId=Built-in Input#AppleHDAEngineInput:1B,0,1,1:2   

SystemId=AppleHDAEngineInput:1B,0,1,1:2

3 リアルタイム オーディオ ビデオ ログ ファイルで、優先する Web カメラまたはマイクロフォンを見つけて、そ
のユーザー ID をメモします。

ログ ファイルでは、ユーザー ID が文字列 UserId= の後に表示されます。たとえば、内蔵フェイス タイム カメ
ラのユーザー ID は FaceTime HD Camera（組み込み）で、内蔵マイクロフォンのユーザー ID は Built-in
Microphone です。
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4 ターミナル（/Applications/Utilities/Terminal.app）で defaults write コマンドを使用して、優

先する Web カメラまたはマイクロフォンを設定します。

オプション アクション

優先する Web カメラを設定する defaults write com.vmware.rtav srcWCamId "webcam-userid"」と入力しま

す。ここで、webcam-userid は、リアルタイム オーディオ ビデオ ログ ファイルで取得し
た、優先する Web カメラのユーザー ID です。例：

defaults write com.vmware.rtav srcWCamId "HD Webcam C525”

優先するマイクロフォンを設定する defaults write com.vmware.rtav srcAudioInId "audio-device-userid"」

と入力します。ここで、audio-device-userid は、リアルタイム オーディオ ビデオ ログ ファ
イルで取得した、優先するマイクロフォンのユーザー ID です。例：

defaults write com.vmware.rtav srcAudioInId "Built-in 
Microphone"

 
5 （オプション） defaults read コマンドを使用して、リアルタイム オーディオ ビデオ機能への変更を確認し

ます。

例：defaults read com.vmware.rtav

このコマンドにより、リアルタイム オーディオ ビデオ設定のすべてが表示されます。

次回、リモート デスクトップに接続して新しい呼び出しを開始すると、構成した優先 Web カメラまたはマイクロフ
ォンが使用されます（利用可能な場合）。優先 Web カメラまたはマイクロフォンが利用できない場合、リモート デ
スクトップは別の利用可能な Web カメラまたはマイクロフォンを使用できます。

Linux クライアント システムでのデフォルトのマイクロフォンの選択

クライアント システムに複数のマイクロフォンがある場合、1 つだけが View デスクトップで使用されます。デフォ
ルトで使用するマイクロフォンを指定するために、クライアント システムの [サウンド] コントロールを使用できま
す。

リアルタイム オーディオ ビデオ機能を使用すれば、オーディオ入力デバイスおよびオーディオ出力デバイスは USB
リダイレクトを使用せずに動作し、必要となるネットワーク帯域幅量は大幅に削減されます。アナログ オーディオ入
力デバイスもサポートされます。

この手順では、クライアント システムのユーザー インターフェイスからデフォルトのマイクロフォンを選択する方
法について説明します。管理者が構成ファイルを編集して、優先するマイクロフォンを構成することもできます。

Linux クライアント システムでの優先する Web カメラまたはマイクロフォンの選択を参照してください。

前提条件

n USB マイクロフォンまたは他のタイプのマイクロフォンがインストールされ、クライアント システムで動作で
きる状態であることを確認します。

n リモート デスクトップに PCoIP 表示プロトコルを使用していることを確認します。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 187



手順

1 Ubuntu グラフィカル ユーザー インターフェイスで、[システム] - [プリファレンス] - [サウンド] を選択します。

または、画面の上にあるツール バーの右側の [サウンド] アイコンをクリックします。

2 [Sound Preferences] ダイアログ ボックスの [入力] タブをクリックします。

3 優先するデバイスを選択して [閉じる] をクリックします。

Linux クライアント システムでの優先する Web カメラまたはマイクロフォンの選択

リアルタイム オーディオ ビデオ機能があり、クライアント システムに複数の Web カメラとマイクロフォンがある
場合、1 台の Web カメラと 1 台のマイクロフォンだけを View デスクトップで使用できます。優先する Web カメ
ラとマイクロフォンを指定するには、構成ファイルを編集します。

優先する Web カメラまたはマイクロフォンは、使用できる場合は View デスクトップで使用され、使用できない場
合は他の Web カメラまたはマイクロフォンが使用されます。

リアルタイム オーディオ ビデオ機能を使用すれば、Web カメラ、オーディオ入力デバイスおよびオーディオ出力デ
バイスは、USB リダイレクトを使用せずに動作し、必要となるネットワーク帯域幅量は大幅に削減されます。アナロ
グ オーディオ入力デバイスもサポートされます。

/etc/vmware/config ファイルにプロパティを設定し、優先するデバイスを指定するには、デバイス ID を確定す

る必要があります。

n Web カメラの場合、この後の手順の説明にしたがって、rtav.srcWCamId プロパティをログ ファイルに出力

されている Web カメラの記述の値に設定します。

n オーディオ デバイスの場合、rtav.srcAudioInId プロパティを Pulse Audio device.description フィ

ールドの値に設定します。

このフィールドの値を探すには、この後の手順の説明にしたがって、ログ ファイルを検索します。

前提条件

優先する Web カメラ、優先するマイクロフォン、または両方のいずれを構成するかに応じて、所定の準備作業を実
行します。

n USB webcam がインストールされ、クライアント システムで動作できる状態であることを確認します。

n USB マイクロフォンまたは他のタイプのマイクロフォンがインストールされ、クライアント システムで動作で
きる状態であることを確認します。

n リモート デスクトップに PCoIP 表示プロトコルを使用していることを確認します。
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手順

1 クライアントを起動し、Web カメラまたはマイクロフォンのアプリケーションを開始して、カメラ デバイスま
たはオーディオ デバイスの一覧がクライアント ログに出力されるようにします。

a 使用する Web カメラまたはオーディオ デバイスを接続します。

b vmware-view コマンドを使用して Horizon Client を起動します。

c 呼び出しを開始し、そして呼び出しを停止します。

このプロセスでログ ファイルが作成されます。
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2 Web カメラ またはマイクロフォンというログのエントリを探します。

a テキスト エディタでデバッグ ログ ファイルを開きます。

リアルタイム オーディオ ビデオのログ メッセージが出力されるログ ファイルは、/tmp/vmware-

&lt;username&gt;/vmware-RTAV-&lt;pid&gt;.log に保存されています。クライアント ログ

は /tmp/vmware-&lt;username&gt;/vmware-view-&lt;pid&gt;.log に保存されます。

b ログ ファイルを検索して、接続されている Web カメラおよびマイクロフォンを参照しているログ ファイル
のエントリを探します。

Web カメラを抽出する例を以下に示します。

main| I120:RTAV:static void VideoInputBase::LogDevEnum() - 3 Device(s) found

main| I120:RTAV:static void VideoInputBase::LogDevEnum() - Name=UVC Camera (046d:0819)   

UserId=UVC Camera (046d:0819)#/sys/devices/pci0000:00/0000:00:1a.7/usb1/1-3/1-3.4/1-3.4.5   

SystemId=/dev/video1

main| I120:RTAV:static void VideoInputBase::LogDevEnum() - Name=gspca main driver   

UserId=gspca main driver#/sys/devices/pci0000:00/0000:00:1a.7/usb1/1-3/1-3.4/1-3.4.7   

SystemId=/dev/video2

main| I120:RTAV:static void VideoInputBase::LogDevEnum() - 

Name=Microsoft® LifeCam HD-6000 for Notebooks   UserId=Microsoft® LifeCam HD-6000 for 

Notebooks#/sys/devices/pci0000:00/0000:00:1a.7/usb1/1-3/1-3.6   SystemId=/dev/video0

main| W110:RTAV: static bool AudioCaptureLin::EnumCaptureDevices(MMDev::DeviceList&) - 

enumeration data unavailable

オーディオ デバイスとそれぞれの現在のオーディオ レベルを抽出する例を以下に示します。

vthread-18| I120:RTAV:bool AudioCaptureLin::TriggerEnumDevices() - Triggering enumeration

vthread-18| I120:RTAV:static void AudioCaptureLin::PulseAudioGetSourceCB(pa_context*, const 

pa_source_info*, int, void*) - PulseAudio Get Source (idx=1 'alsa_output.usb-

Logitech_Logitech_USB_Headset-00-Headset.analog-stereo.monitor' 'Monitor of Logitech USB 

Headset Analog Stereo')

vthread-18| I120:RTAV:static void AudioCaptureLin::PulseAudioGetSourceCB(pa_context*, const 

pa_source_info*, int, void*) - channel:0 vol:65536

vthread-18| I120:RTAV:static void AudioCaptureLin::PulseAudioGetSourceCB(pa_context*, const 

pa_source_info*, int, void*) - channel:1 vol:65536

vthread-18| I120:RTAV:static void AudioCaptureLin::PulseAudioGetSourceCB(pa_context*, const 

pa_source_info*, int, void*) - PulseAudio Get Source (idx=2 'alsa_input.usb-

Logitech_Logitech_USB_Headset-00-Headset.analog-mono' 'Logitech USB Headset Analog Mono')

vthread-18| I120:RTAV:static void AudioCaptureLin::PulseAudioGetSourceCB(pa_context*, const 

pa_source_info*, int, void*) - channel:0 vol:98304

vthread-18| I120:RTAV:static void AudioCaptureLin::PulseAudioGetSourceCB(pa_context*, const 

pa_source_info*, int, void*) - PulseAudio Get Source (idx=3 'alsa_output.usb-

Microsoft_Microsoft_LifeChat_LX-6000-00-LX6000.analog-stereo.monitor' 'Monitor of Microsoft 

LifeChat LX-6000 Analog Stereo')

vthread-18| I120:RTAV:static void AudioCaptureLin::PulseAudioGetSourceCB(pa_context*, const 

pa_source_info*, int, void*) - channel:0 vol:65536
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選択したデバイスのいずれかのソース オーディオ レベルが PulseAudio 基準を満たしていない場合 (ソー
スが 100% (0dB) に設定されていない場合)、または選択したソース デバイスがミュートになっている場合
は、以下の警告が表示されます。

vthread-18| I120:RTAV:static void AudioCaptureLin::PulseAudioSourceInfoCB(pa_context*, const 

pa_source_info*, int, void*) - Note, selected device channel volume: 0:  67%

vthread-18| I120:RTAV:static void AudioCaptureLin::PulseAudioSourceInfoCB(pa_context*, const 

pa_source_info*, int, void*) - Note, selected device channel is muted

3 デバイスの記述をコピーし、それを利用して /etc/vmware/config ファイルに正しくプロパティを設定しま

す。

Web カメラ の場合には、たとえば Microsoft Web カメラを優先する Web カメラとして指定するために
Microsoft® LifeCam HD-6000 for Notebooks をコピーし、プロパティを次のように設定します。

rtav.srcWCamId="Microsoft® LifeCam HD-6000 for Notebooks"

この例では、プロパティを rtav.srcWCamId="Microsoft" に設定することもできます。

オーディオ デバイスの場合には、たとえば Logitech ヘッドセットを優先オーディオ デバイスとして指定するた
めに Logitech USB Headset Analog Mono をコピーし、プロパティを次のように設定します。

rtav.srcAudioInId="Logitech USB Headset Analog Mono"

4 変更を保存し、/etc/vmware/config 構成ファイルを閉じます。

5 デスクトップ セッションをログオフして、新しいセッションを開始します。

リアルタイム オーディオ ビデオ グループ ポリシ設定の構成

View デスクトップでのリアルタイム オーディオ ビデオ (RTAV) の動作を制御するグループ ポリシ設定を構成でき
ます。これらの設定は、仮想 webcam の最大フレーム レートおよび画像の解像度を決定します。これらの設定によ
って、1 人のユーザーが消費できる最大帯域幅を管理できます。追加設定は RTAV 機能を無効または有効にします。

これらのポリシ設定を構成する必要はありません。リアルタイム オーディオ ビデオは、クライアント システいの
webcam に設定されるフレーム レートおよび画像の解像度で動作します。デフォルト設定がほとんどの webcam
およびオーディオ アプリケーションで推奨されます。

リアルタイム オーディオ ビデオ中に使用する帯域幅の例については、リアルタイム オーディオ ビデオの帯域幅を参
照してください。

これらのポリシ設定は、物理デバイスが接続されているクライアント システムではなく、View デスクトップに影響
します。これらの設定をデスクトップで構成するには、Active Directory に RTAV グループ ポリシー管理テンプレ
ート (ADM) ファイルを追加します。

クライアント システムでの設定については、VMware ナレッジベースの記事、『Setting Frame Rates and
Resolution for Real-Time Audio-Video on Horizon View Clients (Horizon View Client でのリアルタイム オー
ディオ-ビデオのフレームレートと解像度の設定)』(http://kb.vmware.com/kb/2053644) を参照してください。
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アクティブ ディレクトリに RTAV ADM テンプレートを追加した設定の構成

RTAV ADM ファイル、vdm_agent_rtav.adm、のポリシー設定を Active Directory のグループ ポリシー オブジ

ェクト (GPO) に追加し、Group Policy Object Editor の設定を構成することができます。

前提条件

n デスクトップに RTAV 設定オプションがインストールされていることを確認します。この設定オプションはデ
フォルトでインストールされますが、インストール中に選択を解除することができます。この設定は RTAV がイ
ンストールされなければ効果がありません。仮想マシンへの View Agent のインストールを参照してください。

n Active Directory GPO が RTAV グループ ポリシ設定で作成されることを確認します。GPO は、デスクトップを
含む OU にリンクする必要があります。Active Directory グループ ポリシーの例を参照してください。

n Active Directory サーバで、Microsoft MMC およびグループ ポリシー オブジェクト エディタ スナップインが
使用できることを確認します。

n RTAV グループ ポリシ設定をよく理解してください。リアルタイム オーディオ ビデオ グループ ポリシ設定 を
参照してください。

手順

1 View GPO Bundle .zip ファイルを VMware ダウンロードサイト（https://my.vmware.com/web/vmware/

downloads）からダウンロードします。

デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで VMware Horizon 6 のダウンロードを選択します。これ
には GPO Bundle が含まれます。

ファイル名は VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zipで、x.x.x はバージョン、

yyyyyyy はビルド番号を表します。View のグループ ポリシー設定用の ADM ファイルと ADMX ファイルはす
べて、このファイルで提供されています。

2 VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zip ファイルを解凍して、RTAV ADM ファイ

ル vdm_agent_rtav.adm を Active Directory サーバにコピーします。

3 Active Directory サーバで、[スタート] - [管理ツール] - [グループ ポリシ管理] を選択し、その GPO を右クリッ
クし、[編集] を選択して GPO を編集します。

4 グループ ポリシ オブジェクト エディタで、 [コンピュータの構成] - [管理テンプレート] フォルダを右クリック
して、[テンプレートの追加と削除] を選択します。

5 [追加] をクリックして vdm_agent_rtav.adm ファイルを参照し、[開く] をクリックします。

6 [閉じる] をクリックして ADM ファイルのポリシ設定を GPO に適用します。

設定は、[コンピュータの構成] - [ポリシー] - [管理用テンプレート] - [従来の管理用テンプレート] - [VMware
View Agent の構成] - [RTAV 構成を表示] フォルダに格納されています。

7 RTAV グループ ポリシ設定を構成します。
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リアルタイム オーディオ ビデオ グループ ポリシ設定

リアルタイム オーディオ ビデオ (RTAV) グループ ポリシー設定により、仮想 Web カメラの最大フレーム レートお
よび画像の最大解像度を制御できます。追加設定により RTAV 機能を無効または有効にできます。このポリシー設
定は View デスクトップに影響し、物理デバイスが接続されたクライアント システムには影響しません。

RTAV グループ ポリシー設定を構成しない場合、RTAV はクライアント システムに設定されている値を使用します。
クライアント システムでは、デフォルトの Web カメラフレーム レートは 1 秒あたり 15 フレームです。デフォルト
の Web カメラ画像の解像度は 320x240 ピクセルです。

[解像度 - 最大画像...] グループ ポリシー設定で、使用できる最大値を決定します。クライアント システムで設定され
るフレーム レートと解像度は絶対値です。たとえば、RTAV 設定の画像の最大解像度を 640x480 ピクセルに構成す
ると、Web カメラではクライアントで設定された最大 640x480 ピクセルまでの解像度を表示します。クライアント
の画像解像度を 640x480 ピクセルよりも高い値に設定すると、クライアント解像度は 640x480 ピクセルが上限とな
ります。

構成によっては、1 秒あたり 25 フレームで 1920x1080 の解像度の最大グループ ポリシー設定を達成できない場合
があります。指定された解像度に対して構成で達成できる最大フレーム レートは、使用するWeb カメラ、クライア
ント システム ハードウェア、View Agent 仮想ハードウェア、利用可能な帯域幅によって異なります。

[解像度 - デフォルト イメージ...] グループ ポリシー設定は、ユーザーによって解像度の値が設定されていない場合に
使用されるデフォルト値を決定します。

グループ ポリシー設定 説明

RTAV の無効化 この設定を有効にすると、リアルタイム オーディオ ビデオ機能が無効になります。

この設定が構成されていない場合、または無効になっている場合は、リアルタイム オーディオ ビデオが有効になりま
す。

この設定は [RTAV 構成を表示] フォルダにあります。

1 秒あたりの最大フレーム Web カメラがフレームをキャプチャできる、1 秒あたりの最大レートを決定します。この設定を使用して、低帯域幅ネ
ットワーク環境でのWeb カメラ フレーム レートを制限できます。

最小値は 1 秒あたり 1 フレームです。最大値は 1 秒あたり 25 フレームです。

この設定が構成されていない場合、または無効になっている場合は、最大フレーム レートは設定されません。リアルタ
イム オーディオ ビデオはクライアント システムで Web カメラに選択されたフレーム レートを使用します。

デフォルトでは、クライアント Web カメラのフレーム レートは 1 秒あたり 15 フレームです。クライアント システム
で設定が構成されておらず、[1 秒あたりの最大フレーム] 設定が構成されていない場合、または無効になっている場合
は、Web カメラは 1 秒あたり 15 フレームをキャプチャします。

この設定は [RTAV 構成を表示] - [RTAV Web カメラ設定を表示] フォルダにあります。

解像度 - ピクセル単位での
画像の最大幅

Web カメラによってキャプチャされる画像フレームのピクセル単位での最大幅を決定します。画像の最大幅を低く設
定することで、キャプチャされるフレームの解像度を下げ、低帯域幅ネットワーク環境でのイメージングの使用環境を

改善することができます。

この設定が構成されていない場合、または無効になっている場合は、画像の最大幅は設定されません。RTAV はクライア
ント システムで設定された画像の幅を使用します。クライアント システムのデフォルトの Web カメラ画像の幅は
320 ピクセルです。

Web カメラ画像の上限は 1920x1080 ピクセルです。この設定を 1920 ピクセルよりも大きい値で構成した場合、有効
となる画像の最大幅は 1920 ピクセルです。

この設定は [RTAV 構成を表示] - [RTAV Web カメラ設定を表示] フォルダにあります。
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グループ ポリシー設定 説明

解像度 - ピクセル単位での
画像の最大の高さ

Web カメラによってキャプチャされる画像フレームのピクセル単位での最大の高さを決定します。画像の最大の高さ
を低く設定することで、キャプチャされるフレームの解像度を下げ、低帯域幅ネットワーク環境でのイメージングの使

用環境を改善することができます。

この設定が構成されていない場合、または無効になっている場合は、画像の最大の高さは設定されません。RTAV はクラ
イアント システムで設定された画像の高さを使用します。クライアント システムのデフォルトの Web カメラ画像の高
さは 240 ピクセルです。

Web カメラ画像の上限は 1920x1080 ピクセルです。この設定を 1080 ピクセルよりも大きい値で構成した場合、有効
となる画像の最大の高さは 1080 ピクセルです。

この設定は [RTAV 構成を表示] - [RTAV Web カメラ設定を表示] フォルダにあります。

解像度 - ピクセル単位での
デフォルト イメージ解像
度の幅

Web カメラによってキャプチャされる画像フレームのピクセル単位でのデフォルトの解像度の幅を決定します。この
設定は解像度の値がユーザーによって定義されていない場合に使用されます。

この設定が構成されていない場合、または無効になっている場合は、デフォルト イメージの幅は 320 ピクセルになりま
す。

このポリシー設定によって構成された値は、View Agent 6.0 以降および Horizon Client 3.0 以降の両方が使用されて
いる場合にのみ有効になります。View Agent または Horizon Client のバージョンが古い場合はこのポリシー設定が
無効となり、デフォルト イメージの幅は 320 ピクセルになります。

この設定は [RTAV 構成を表示] - [RTAV Web カメラ設定を表示] フォルダにあります。

解像度 - ピクセル単位での
デフォルト イメージ解像
度の高さ

Web カメラによってキャプチャされる画像フレームのピクセル単位でのデフォルトの解像度の高さを決定します。こ
の設定は解像度の値がユーザーによって定義されていない場合に使用されます。

この設定が構成されていない場合、または無効になっている場合には、デフォルト イメージの高さは 240 ピクセルにな
ります。

このポリシー設定によって構成された値は、View Agent 6.0 以降および Horizon Client 3.0 以降の両方が使用されて
いる場合にのみ有効になります。View Agent または Horizon Client のバージョンが古い場合はこのポリシー設定が
無効となり、デフォルト イメージの高さは 240 ピクセルになります。

この設定は [RTAV 構成を表示] - [RTAV Web カメラ設定を表示] フォルダにあります。

リアルタイム オーディオ ビデオの帯域幅

リアルタイム オーディオ ビデオの帯域幅は、Web カメラの画像解像度およびフレーム レート、キャプチャされてい
る画像やオーディオ データによって異なります。

表 13-2. Horizon Client から View Agent へのリアルタイム オーディオ ビデオ データの送信の帯域幅の結果のサ
ンプルに示すサンプルのテストは、リアルタイム オーディオ ビデオが標準的な Web カメラとオーディオ入力デバイ
スを含む View 環境で使用する帯域幅を測定します。このテストは Horizon Client から View Agent へのビデオお
よびオーディオ データの両方を送信する帯域幅を測定します。Horizon Client からデスクトップ セッションを実行
するのに必要な帯域幅の合計は、この数字よりも大きくなる可能性があります。これらのテストでは、Web カメラ
はイメージを各画像解像度に対し毎秒 15 フレームでキャプチャします。

表 13-2. Horizon Client から View Agent へのリアルタイム オーディオ ビデオ データの送信の帯域幅の結果のサ
ンプル

画像解像度（幅 x 高さ） 使用されている帯域幅 (Kbps)

160 x 120 225

320 x 240 320

640 x 480 600
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スキャナ リダイレクトの構成
スキャナ リダイレクトを使用することで、View ユーザーはクライアント コンピュータにローカルに接続されたスキ
ャナやイメージング デバイスを使用して、リモート デスクトップおよびアプリケーション内の情報をスキャンでき
ます。スキャナ リダイレクトは Horizon 6.0.2 以降のリリースで使用できます。

スキャナ リダイレクトは、TWAIN および WIA 形式と互換性がある標準のスキャナやイメージング デバイスをサポ
ートしています。

スキャナ リダイレクトのセットアップ オプションを使用して View Agent をインストールすると、後から構成しな
くても、リモート デスクトップおよびアプリケーションでスキャナ リダイレクトが機能します。リモート デスクト
ップまたはアプリケーションにスキャナ固有のドライバを構成する必要はありません。

グループ ポリシー設定を構成してデフォルト値を変更し、特定のスキャニングおよびイメージング アプリケーショ
ンまたは環境に適応することができます。ポリシーを設定して機能をすべて無効または有効にすることもできます。

ADM テンプレート ファイルを使用すると、スキャナ リダイレクト グループ ポリシー設定を Active Directory また
は個別のデスクトップにインストールできます。スキャナ リダイレクトのグループ ポリシー設定の構成を参照して
ください。

スキャニング データがリモート デスクトップまたはアプリケーションにリダイレクトされると、ユーザーはローカ
ル コンピュータのスキャナやイメージング デバイスにアクセスできません。逆に言えば、デバイスがローカル コン
ピュータで使用中であれば、リモート デスクトップでそのデバイスにアクセスできません。

スキャナ リダイレクトのシステム要件

スキャナ リダイレクトをサポートするには、View の展開が特定のソフトウェアおよびハードウェア要件を満たす必
要があります。

View リモート デスクトッ
プまたはアプリケーション

この機能は、単一ユーザーの仮想マシンに展開された RDS デスクトップ、RDS ア
プリケーション、および VDI デスクトップでサポートされています。

親またはテンプレート仮想マシンまたは RDS ホストに View Agent 6.0.2 以降を
インストールして、スキャナ リダイレクト セットアップ オプションを選択する必
要があります。

Windows デスクトップおよび Windows Server ゲスト OS では、View Agent ス
キャナ リダイレクト セットアップ オプションがデフォルトで選択解除されていま
す。

単一ユーザーの仮想マシンおよび（記載されている場合は） RDS ホストでは、次の
ゲスト OS がサポートされます。

n 32 ビットまたは 64 ビットの Windows 7

n 32 ビットまたは 64 ビットの Windows 8。x

n 32 ビットまたは 64 ビットの Windows 10

n デスクトップまたは RDS ホストとして構成されている Windows Server
2008 R2
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n デスクトップまたは RDS ホストとして構成されている Windows Server
2012 R2

重要:    デスクトップとして構成されているか RDS ホストとして構成されてい
るかに関係なく、Windows Server ゲスト OS にはデスクトップ エクスペリエ
ンス機能をインストールしておく必要があります。

View Agent がインストールされているデスクトップ オペレーティング システム
にスキャナ デバイス ドライバをインストールする必要はありません。

Horizon Client ソフトウェ
ア

Windows 版 Horizon Client 3.2 以降のリリース

Horizon Client コンピュー
タまたはクライアント アク
セス デバイス

サポートされるオペレーティング システムは次のとおりです。

n 32 ビットまたは 64 ビットの Windows 7

n 32 ビットまたは 64 ビットの Windows 8。x

n 32 ビットまたは 64 ビットの Windows 10

スキャナ デバイス ドライバをインストールする必要があり、スキャナがクライアン
ト コンピュータで操作可能である必要があります。

スキャン デバイスの標準 TWAIN または WIA

View 用の表示プロトコル PCoIP

スキャナ リダイレクトは、RDP デスクトップ セッションでサポートされません。

スキャナ リダイレクトのユーザー操作

スキャナ リダイレクトを使用すると、クライアント コンピュータに接続されている物理スキャナとイメージング デ
バイスを、リモート デスクトップおよびアプリケーションでスキャン操作を実行する仮想デバイスとして操作できま
す。

ユーザーは、ローカル接続されたクライアント コンピュータ上のスキャナを使用する場合とよく似た方法で仮想スキ
ャナを操作できます。

n View Agent でスキャナ リダイレクト オプションをインストールした後、スキャナ ツール トレイ アイコン
（ ）がデスクトップに追加されます。RDS アプリケーションでは、ツール トレイ アイコンはローカル クライア
ント コンピュータにリダイレクトされます。

スキャナ ツール トレイ アイコンを使用する必要はありません。スキャンのリダイレクトは何も構成しなくても
機能します。アイコンを使用すると、複数のデバイスがクライアント コンピュータに接続されている場合に使用
するデバイスの変更など、オプションの構成を実行できます。

n スキャナ アイコンをクリックすると、[VMware Horizon のスキャナ リダイレクト] メニューが表示されます。
クライアント コンピュータに互換性のないスキャナが接続されている場合、メニュー リストにスキャナは表示
されません。
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n デフォルトでは、スキャン デバイスが自動選択されます。TWAIN スキャナと WIA スキャナは個別に選択されま
す。TWAIN スキャナと WIA スキャナは同時に 1 つずつ選択できます。

n ローカル接続されたスキャナが複数構成されている場合は、デフォルトで選択されているスキャナとは別のスキ

ャナを選択できます。

n WIA スキャナは、リモート デスクトップの [デバイス マネージャ] メニューの [イメージング デバイス] に表示さ
れます。WIA スキャナの名前は [VMware Virtual WIA スキャナ] です。

n [VMware Horizon のスキャナ リダイレクト] メニューで [環境設定] オプションをクリックすると、スキャナ リ
ダイレクト メニューでの Web カメラの非表示やデフォルト スキャナの選択方法の決定などのオプションを選
択できます。

また、Active Directory でスキャナ リダイレクト グループ ポリシー設定を構成して、この機能をコントロール
することもできます。スキャナ リダイレクトのグループ ポリシー設定を参照してください。

n TWAIN スキャナを操作する場合は、[VMware Horizon の TWAIN スキャナ リダイレクト] メニューに、イメー
ジの領域を選択したり、カラー、白黒、またはグレースケールでスキャンしたり、その他の一般的な機能を選択

したりするための追加のオプションが表示されます。

n デフォルトではウィンドウを表示しない TWAIN スキャン ソフトウェアの TWAIN ユーザー インターフェイス
ウィンドウを表示するには、[VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボックスの [[ス
キャナ設定] ダイアログを常に表示] オプションを選択します。

ただし、ほとんどの TWAIN スキャン ソフトウェアはデフォルトで TWAIN ユーザー インターフェイス ウィン
ドウを表示します。このソフトウェアでは、[[スキャナ設定] ダイアログを常に表示] オプションを選択している
かどうかに関係なく、このウィンドウは常に表示されます。

注:    異なるファームでホストされている 2 つの RDS アプリケーションを実行している場合、クライアント コンピュ
ータには 2 つのスキャナ リダイレクト ツール トレイ アイコンが表示されます。通常、クライアント コンピュータに
は 1 つのスキャナのみが接続されています。この場合は、両方のアイコンが同じデバイスを操作するため、どちらの
アイコンを選択してもかまいません。状況によっては、ローカル接続されたスキャナが 2 つあり、異なるファームで
稼働する 2 つの RDS アプリケーションを実行している場合があります。その場合は、各アイコンを開いて、どちら
のスキャナ リダイレクト メニューがどちらの RDS アプリケーションをコントロールするかを確認する必要があり
ます。

エンド ユーザーがリダイレクトされるスキャナを操作する手順については、『Windows 版 VMware Horizon Client
の使用』を参照してください。

スキャナ リダイレクトのグループ ポリシー設定の構成

View デスクトップとアプリケーションでのスキャナ リダイレクトの動作を制御するグループ ポリシー設定を構成
できます。これらのポリシー設定を使用すると、ユーザーのデスクトップおよびアプリケーションの VMware
Horizon スキャナ リダイレクトの [環境設定] ダイアログ ボックスで使用可能なオプションを、Active Directory か
ら集中管理できます。

これらのポリシー設定を構成する必要はありません。スキャナ リダイレクトは、リモート デスクトップやクライア
ント システムのスキャナ デバイス用に構成されたデフォルトの設定で機能します。
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これらのポリシー設定はユーザーのリモート デスクトップとアプリケーションには影響しますが、物理スキャナが接
続されたクライアント システムには影響しません。これらの設定をデスクトップとアプリケーションで構成するに
は、Active Directory にスキャナ リダイレクト グループ ポリシー管理テンプレート (ADM) ファイルを追加します。

スキャナ リダイレクト ADM テンプレートを Active Directory に追加する

スキャナ リダイレクト ADM ファイル、vdm_agent_scanner.adm のポリシー設定を Active Directory のグルー

プ ポリシー オブジェクト (GPO) に追加し、グループ ポリシー オブジェクト エディタで設定を構成することができ
ます。

前提条件

n スキヤナリダイレクトのセットアップ オプションがデスクトップと RDS ホストにインストールされていること
を確認します。スキヤナリダイレクトがインストールされていないと、グループ ポリシー設定は有効になりませ
ん。仮想マシンへの View Agent のインストールを参照してください。

n スキヤナリダイレクトのグループ ポリシー設定用に Active Directory GPO が作成されていることを確認しま
す。GPO は、デスクトップと RDS ホストを含む OU にリンクする必要があります。Active Directory グループ
ポリシーの例を参照してください。

n MMC およびグループ ポリシー オブジェクト エディタ スナップインが Active Directory サーバで使用できる
ことを確認します。

n スキヤナリダイレクトのグループ ポリシー設定について理解しておきます。スキャナ リダイレクトのグループ
ポリシー設定を参照してください。

手順

1 View GPO Bundle .zip ファイルを VMware ダウンロードサイト（https://my.vmware.com/web/vmware/

downloads）からダウンロードします。

デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで VMware Horizon 6 のダウンロードを選択します。これ
には GPO Bundle が含まれます。

ファイル名は VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zipで、x.x.x はバージョン、

yyyyyyy はビルド番号を表します。View のグループ ポリシー設定用の ADM ファイルと ADMX ファイルはす
べて、このファイルで提供されています。

2 VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zip ファイルを解凍して、スキャナ リダイレ

クト ADM ファイル vdm_agent_scanner.adm を Active Directory サーバにコピーします。

3 Active Directory サーバで、[スタート] - [管理ツール] - [グループ ポリシー管理] を選択し、その GPO を右クリ
ックし、[編集] を選択して GPO を編集します。

4 グループ ポリシー オブジェクト エディタで、[コンピュータの構成] - [管理テンプレート] フォルダを右クリック
して、[テンプレートの追加と削除] を選択します。

5 [追加] をクリックして、vdm_agent_scanner.adm ファイルを参照し、[開く] をクリックします。

6 [閉じる] をクリックして ADM ファイルのポリシー設定を GPO に適用します。

この設定は、[コンピュータの構成] - [ポリシー] - [管理テンプレート] - [従来の管理テンプレート] - [VMware
View Agent の構成] - [スキャナ リダイレクト] フォルダ内にあります。
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ほとんどの設定も、[ユーザー構成] - [ポリシー] - [管理テンプレート] - [従来の管理テンプレート] - [VMware
View Agent の構成] - [スキャナ リダイレクト] 内の [ユーザー構成] フォルダに追加されます。

7 スキャナ リダイレクトのグループ ポリシー設定を構成します。

スキャナ リダイレクトのグループ ポリシー設定

スキャナ リダイレクトのグループ ポリシーの設定は、[VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイア
ログ ボックスでユーザーのデスクトップおよびアプリケーションに対して使用できるオプションを制御します。

スキャナ リダイレクト ADM ファイルには、コンピュータの構成とユーザーの構成の両方のポリシーが含まれます。
ユーザーの構成ポリシーを使用すると、VDI デスクトップ、RDS デスクトップ、RDS アプリケーションのユーザー
に対してさまざまな構成を設定できます。ユーザーのデスクトップ セッションやアプリケーションが同じ RDS ホス
ト上で実行されている場合であっても、さまざまなユーザーの構成ポリシーを適用できます。

グループ ポリ
シー設定 説明

機能を無効に

する

スキャナ リダイレクト機能を無効にします。

この設定は、コンピュータの構成ポリシーとしてのみ使用できます。

この設定を有効にすると、スキャナはリダイレクトできなくなり、ユーザーのデスクトップおよびアプリケーションのスキャナ メニ
ューに表示されません。

この設定を無効にすると、または構成しないと、スキャナ リダイレクトは動作し、スキャナ メニューにスキャナが表示されます。

構成をロック

する

スキャナ リダイレクトのユーザー インターフェイスをロックし、ユーザーがデスクトップおよびアプリケーションで構成オプショ
ンを変更できないようにします。

この設定は、コンピュータの構成ポリシーとしてのみ使用できます。

この設定を有効にすると、ユーザーはデスクトップおよびアプリケーションのトレイ メニューから使用できるオプションを構成でき
ません。ユーザーは [VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボックスを表示することはできますが、オ
プションが非アクティブになっていて、変更できません。

この設定を無効にすると、または構成しないと、ユーザーは [VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボ
ックスでオプションを構成できます。

圧縮 リモート デスクトップまたはアプリケーションへのイメージ転送時のイメージ圧縮率を設定します。

以下の圧縮モードから選択できます。

n [無効化]。イメージの圧縮を無効にします。

n [ロスレス]。イメージの品質が低下しないロスレス (zlib) 圧縮を使用します。

n [JPEG]。品質の低下がある JPEG 圧縮を使用します。[JPEG 圧縮品質] フィールドでイメージ品質のレベルを指定します。
JPEG 圧縮品質に指定できる値は 0 ～ 100 です。

この設定を有効にすると、このポリシーが適用されるすべてのユーザーに対して選択した圧縮モードが設定されます。ただし、ユー

ザーは [VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボックスで [圧縮] オプションを変更することで、ポリシ
ー設定をオーバーライドできます。

このポリシー設定を無効にすると、または構成しないと、[JPEG] 圧縮モードが使用されます。
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グループ ポリ
シー設定 説明

Web カメラ
を非表示

[VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボックスのスキャナ選択メニューに、Web カメラが表示されな
いようにします。

この設定は、コンピュータの構成ポリシーおよびユーザーの構成ポリシーとして使用できます。

デフォルトでは、Web カメラをデスクトップおよびアプリケーションにリダイレクトできます。ユーザーは Web カメラを選択し、
仮想スキャナとして使用してイメージをキャプチャできます。

この設定をコンピュータの構成ポリシーとして有効にすると、Web カメラは影響を受けるコンピュータのすべてのユーザーに対し
て表示されなくなります。ユーザーは、[VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボックスの [Web カメ
ラを非表示] オプションを変更できません。

この設定をユーザーの構成ポリシーとして有効にすると、Web カメラは影響を受けるすべてのユーザーに対して表示されなくなり
ます。ただし、ユーザーは、[VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボックスの [Web カメラを非表示]
オプションを変更できます。

この設定をコンピュータの構成およびユーザーの構成の両方で有効にすると、影響を受けるコンピュータのすべてのユーザーについ

て、コンピュータの構成における [Web カメラを非表示] 設定によって、ユーザーの構成における対応するポリシー設定がオーバー
ライドされます。

どちらかのポリシー構成でこの設定を無効にするか、または構成しないと、[Web カメラを非表示] 設定は、対応するポリシー設定
（ユーザーの構成またはコンピュータの構成）または [VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボックスに
おけるユーザーの選択によって決まります。

デフォルト ス
キャナ

スキャナの自動選択を集中管理できるようにします。

この設定は、コンピュータの構成ポリシーおよびユーザーの構成ポリシーとして使用できます。

スキャナの自動選択オプションは、TWAIN スキャナと WIA スキャナで個別に選択します。以下の自動選択オプションから選択で
きます。

n [なし]。スキャナを自動的に選択しません。

n [自動選択]。ローカル接続されているスキャナを自動的に選択します。

n [前回使用]。最後に使用されたスキャナを自動的に選択します。

n [指定]。[指定したスキャナ] テキスト ボックスに入力したスキャナ名を選択します。

この設定をコンピュータの構成ポリシーとして有効にすると、影響を受けるコンピュータのすべてのユーザーについて、この設定に

よりスキャナの自動選択モードが決まります。ユーザーは、[VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボッ
クスの [デフォルト スキャナ] オプションを変更できません。

この設定をユーザーの構成ポリシーとして有効にすると、影響を受けるすべてのユーザーについて、この設定によりスキャナの自動

選択モードが決まります。ただし、ユーザーは、[VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボックスの [デ
フォルト スキャナ] オプションを変更できます。

この設定をコンピュータの構成およびユーザーの構成の両方で有効にすると、影響を受けるコンピュータのすべてのユーザーについ

て、コンピュータの構成におけるスキャナの自動選択モードによって、ユーザーの構成における対応するポリシー設定がオーバーラ

イドされます。

どちらかのポリシー構成でこの設定を無効にするか、または構成しないと、スキャナの自動選択モードは、対応するポリシー設定

（ユーザーの構成またはコンピュータの構成）または [VMware Horizon スキャナ リダイレクトの環境設定] ダイアログ ボックスに
おけるユーザーの選択によって決まります。

シリアル ポート リダイレクトの構成
シリアル ポート リダイレクトを使用すると、ユーザーは内蔵の RS232 ポートまたは USB シリアル アダプタなどの、
ローカルに接続されたシリアル（COM）ポートをリダイレクトできます。プリンタ、バーコード リーダー、その他
のシリアル デバイスなどのデバイスをこれらのポートに接続し、リモート デスクトップで使用できます。

シリアル ポート リダイレクトは Windows 版 Horizon Client 3.4 以降のリリースを搭載した Horizon 6 バージョ
ン 6.1.1 以降のリリースで使用できます。
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View Agent をインストールし、シリアル ポート リダイレクトの機能を設定したら、それ以上の構成なしにリモート
デスクトップ上で機能が動作できます。たとえば、リモート デスクトップ上に COM ポートがすでに存在する場合を
除いて、ローカル クライアント システム上の COM1 はリモート デスクトップ上で COM1 としてリダイレクトさ
れ、COM2 は COM2 としてリダイレクトされます。COM ポートがすでに存在する場合は、COM ポートがマップさ
れ、競合は回避されます。たとえば、COM1 と COM2 がリモート デスクトップにすでに存在する場合、デフォルト
でクライアントの COM1 は COM3 にマップされます。COM ポートを構成したり、デバイス ドライバをリモート
デスクトップにインストールする必要はありません。

リダイレクトされた COM ポートをアクティブにするには、ユーザーはデスクトップ セッション中にシリアル ポー
ト ツール トレイ アイコンのメニューから、 [[接続]] オプションを選択します。また、ユーザーはリモート デスクト
ップへのログイン時に COM ポート デバイスが必ず自動的に接続するよう設定することも可能です。シリアル ポー
ト リダイレクトのユーザー操作を参照してください。

デフォルトの構成を変更するには、グループ ポリシー設定を構成できます。たとえば、設定をロックして、COM ポ
ート マッピングまたはプロパティをユーザーが変更できないようにすることができます。ポリシーを設定して機能
をすべて無効または有効にすることもできます。ADM テンプレート ファイルを使用すると、ポート リダイレクト
グループ ポリシー設定を Active Directory または個別のデスクトップにインストールできます。シリアル ポート
リダイレクトのグループ ポリシー設定の構成を参照してください。

リダイレクトされた COM ポートがリモート デスクトップ上で開かれ使用されると、ローカル コンピュータ上のポ
ートにアクセスすることはできません。逆に、COM ポートがローカル コンピュータ上で使用されているときは、リ
モート デスクトップのポートにはアクセスできません。

シリアル ポート リダイレクトの要件

この機能を使用するとユーザーは、内蔵の RS232 ポートまたは USB シリアル アダプタなど、ローカルに接続された
シリアル（COM）ポートをリモート デスクトップにリダイレクトできます。シリアル ポート リダイレクトをサポー
トするには、View の展開が特定のソフトウェアおよびハードウェア要件を満たす必要があります。

View リモート デスクトッ
プ

親またはテンプレート仮想マシン上のリモート デスクトップには、View Agent
6.1.1 以降をインストールし、シリアル ポート リダイレクト設定オプションを設定
する必要があります。デフォルトではこの設定オプションは選択解除されていま

す。

次のゲスト オペレーティング システムは単一ユーザーの仮想マシンでサポートさ
れています。

n 32 ビットまたは 64 ビットの Windows 7

n 32 ビットまたは 64 ビットの Windows 8.x

n 32 ビットまたは 64 ビットの Windows 10

n デスクトップとして構成されている Windows Server 2008 R2

n デスクトップとして構成されている Windows Server 2012 R2

この機能は Windows Server RDS ホスト向けには現在サポートされていません。
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View Agent がインストールされているデスクトップ オペレーティング システム
にシリアル ポート デバイス ドライバをインストールする必要はありません。

Horizon Client コンピュー
タまたはクライアント アク
セス デバイス

n クライアント システムには、Windows 版 Horizon Client 3.4 以降をインスト
ールしておく必要があります。

n シリアル ポート リダイレクトは、32 ビット版または 64 ビット版の Windows
7 クライアント システム、32 ビット版または 64 ビット版の Windows 8.x ク
ライアント システム、32 ビット版または 64 ビット版の Windows 10 クライ
アント システムでサポートされています。

n 必要なシリアル ポート デバイス ドライバをすべてインストールする必要があ
り、シリアル ポートがクライアント コンピュータ上で操作可能である必要があ
ります。View Agent がインストールされているリモート デスクトップのオ
ペレーティング システムにデバイス ドライバをインストールする必要はあり
ません。

View 用の表示プロトコル PCoIP

VMware Horizonシリアル ポート リダイレクトは、RDP デスクトップ セッション
でサポートされません。

シリアル ポート リダイレクトのユーザー操作

ユーザーは、クライアント コンピュータに接続された物理 COM ポート デバイスを操作でき、シリアル ポートの仮
想化を使用して、デバイスをリモート デスクトップに接続できます。デバイスはここでサード パーティ アプリケー
ションにアクセスできます。

n View Agent を使用してシリアル ポート リダイレクト オプションをインストールした後、シリアル ポート ツー
ル トレイ アイコン（ ）がリモート デスクトップに追加されます。

アイコンは必要なバージョンの View Agent と Windows 版 Horizon Client を使用し、PCoIP を介して接続し
ている場合に表示されます。Mac、Linux、モバイル クライアントからリモート デスクトップに接続している場
合、アイコンは表示されません。

アイコンを使用して、マップされた COM ポートの接続、切断、カスタマイズを行うためのオプションを構成で
きます。

n シリアル ポート アイコンをクリックすると、[VMware Horizon のシリアル COM リダイレクト] メニューが表
示されます。

n デフォルトではローカルに接続された COM ポートは、リモート デスクトップ上の対応する COM ポートにマッ
プされます。たとえば、[COM1 は COM3 にマップされます]。マップされたポートはデフォルトでは接続され
ません。

n マップされた COM ポートを使用するには、[VMware Horizon のシリアル COM リダイレクト]メニューで手動
で[接続]オプションを選択するか、以前のデスクトップ セッション時、またはグループ ポリシー設定の構成で、
[自動接続]オプションを選択しておく必要があります。[自動接続]は、リモート デスクトップ セッション開始時
に、マップされたポートを自動で接続するよう構成します。
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n [接続]オプションを選択すると、リダイレクトされたポートはアクティブになります。リモート デスクトップ上
のゲスト オペレーティング システムの [デバイス マネージャ] で、リダイレクトされたポートは [VMware
Horizon のシリアル ポート リダイレクタ (COMn)] として表示されます。

COM ポートが接続されると、サードパーティ アプリケーションでポートを開くことができ、これによってクラ
イアント マシンに接続された COM ポート デバイスとデータを交換できます。アプリケーションでポートが開
いているときは、[VMware Horizon のシリアル COM リダイレクト] メニューのポートは切断できません。

COM ポートを切断するには、その前に、アプリケーションのポートを閉じるか、アプリケーションを閉じる必
要があります。その後、[切断]オプションを選択してポートを切断し、物理 COM ポートをクライアント マシン
で使用できるようにできます。

n [VMware Horizon のシリアル COM リダイレクト] メニューで、 リダイレクトされたポートを右クリックする
と、[Port Properties] コマンドを選択できます。

[COM プロパティ] ダイアログ ボックスで、ポートがリモート デスクトップ セッション開始時に自動的に接続し
たり、[データ セット準備完了（DSR）] 信号を無視したりするよう構成でき、また、[カスタム ポート名]ドロッ
プダウン リストでポートを選択して、クライアントのローカル ポートがリモート デスクトップ上の異なる
COM ポートにマップされるよう構成できます。

リモート デスクトップ ポートは重複して表示されることがあります。たとえば、[COM1（重複）] のように見え
ることがあります。この場合、仮想マシンは ESXi ホスト上の仮想ハードウェアの COM ポートで構成されます。
仮想マシン上で重複するポートにマップされている場合でも、リダイレクトされたポートを使用できます。仮想

マシンは ESXi ホストを介して、またはクライアント システムから、シリアル データを受信します。

n ゲスト オペレーティング システムの [デバイス マネージャ] で、[プロパティ] - [ポートの設定]タブを使用して、
リダイレクトされた COM ポートの設定を構成できます。たとえば、デフォルトのボーレートとデータビットを
設定できます。ただしアプリケーションがポートの設定を指定した場合、[デバイス マネージャ] で構成した設定
は無視されます。

エンド ユーザーがリダイレクトされるシリアル COM ポートを操作する手順については、『Windows 版 VMware
Horizon Client の使用』を参照してください。

シリアル ポート リダイレクトの構成に関するガイドライン

グループ ポリシーの設定を使用してシリアル ポート リダイレクトを構成し、リダイレクトされた COM ポートをユ
ーザーがどの程度カスタマイズできるかを制御できます。選択肢は社内のユーザーのロールとサードパーティ アプ
リケーションによって異なります。

グループ ポリシー設定の詳細については、シリアル ポート リダイレクトのグループ ポリシー設定を参照してくださ
い。

n ユーザーが同じサードパーティ アプリケーションと COM ポート デバイスを使用している場合は、リダイレク
トされたポートが同じように構成されていることを確認します。たとえば、POS（販売時点情報管理）デバイス
を使用する銀行や小売店では、すべての COM ポート デバイスがクライアント エンドポイントの同じポートに
接続され、すべてのポートがリモート デスクトップ上の同じリダイレクトされた COM ポートにマップされてい
ることを確認してください。
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クライアント ポートをリダイレクトされたポートへマップするには、[PortSettings] ポリシー設定を設定しま
す。各デスクトップ セッションの開始時に、[PortSettings] の [自動接続]の項目を選択し、リダイレクトされた
ポートが接続されていることを確認してください。ユーザーがポート マッピングを変更したり、ポートの構成を
カスタマイズできないようにするには、[構成のロック] ポリシー設定を有効にします。このシナリオでは、ユー
ザーは手動で接続や切断を行う必要がなく、ユーザーが誤ってリダイレクトされた COM ポートがサードパーテ
ィ アプリケーションにアクセスできないようにしてしまうことを防ぎます。

n ユーザーが各種のサードパーティ アプリケーションを使用するナレッジ ワーカーで、クライアント マシンでロ
ーカルに COM ポートを使用する可能性がある場合、ユーザーがリダイレクトされた COM ポートから接続およ
び切断を行えるようにする必要があります。

デフォルトのポート マッピングが間違っている場合は、[PortSettings] ポリシー設定を設定できます。ユーザー
の要件に応じて、[自動接続] の項目を設定する場合としない場合があります。[構成のロック] ポリシー設定は有
効にしません。

n サードパーティ アプリケーションがリモート デスクトップにマップされている COM ポートを開くことを確認
します。

n デバイスに使用中のボーレートがサードパーティ アプリケーションが使用しようとしているボーレートと一致
することを確認します。

n クライアント システムからリモート デスクトップへ最大 5 個の COM ポートをリダイレクトできます。

シリアル ポート リダイレクトのグループ ポリシー設定の構成

リモート デスクトップでのシリアル ポート リダイレクトの動作を制御するグループ ポリシー設定を構成できます。
これらのポリシー設定を使用して、ユーザのデスクトップの [[VMware Horizon のシリアル COM リダイレクト]] メ
ニューで使用できるオプションを、一元的に Active Directory から制御できます。

これらのポリシ設定を構成する必要はありません。シリアル ポート リダイレクトは、リモート デスクトップやクラ
イアント システム上のリダイレクトされた COM ポート用に構成されたデフォルトの設定で機能します。

このポリシー設定はユーザーのリモート デスクトップに影響し、物理 COM ポート デバイスが接続されたクライア
ント システムには影響しません。これらの設定をデスクトップで構成するには、Active Directory にシリアル ポー
ト リダイレクト グループ ポリシー管理テンプレート (ADM) ファイルを追加します。

シリアル ポート リダイレクト ADM テンプレートを Active Directory に追加する

シリアル ポート リダイレクト ADM ファイル、vdm_agent_serialport.adm のポリシー設定を Active

Directory のグループ ポリシー オブジェクト (GPO) に追加し、グループ ポリシー オブジェクト エディタで設定を
構成することができます。

前提条件

n デスクトップにシリアル ポート リダイレクト設定オプションがインストールされていることを確認します。シ
リアル ポート リダイレクトがインストールされていないと、グループ ポリシー設定は有効になりません。仮想
マシンへの View Agent のインストールを参照してください。

n シリアル ポート リダイレクトのグループ ポリシー設定用に Active Directory GPO が作成されていることを確
認します。GPO は、デスクトップを含む OU にリンクする必要があります。Active Directory グループ ポリシ
ーの例を参照してください。
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n MMC およびグループ ポリシー オブジェクト エディタ スナップインが Active Directory サーバで使用できる
ことを確認します。

n シリアル ポート リダイレクトのグループ ポリシー設定について理解しておきます。シリアル ポート リダイレ
クトのグループ ポリシー設定を参照してください。

手順

1 View GPO Bundle .zip ファイルを VMware ダウンロードサイト（https://my.vmware.com/web/vmware/

downloads）からダウンロードします。

デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで VMware Horizon 6 のダウンロードを選択します。これ
には GPO Bundle が含まれます。

ファイル名は VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zipで、x.x.x はバージョン、

yyyyyyy はビルド番号を表します。View のグループ ポリシー設定用の ADM ファイルと ADMX ファイルはす
べて、このファイルで提供されています。

2 VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zip ファイルを解凍して、シリアル ポート リ

ダイレクト ADM ファイル vdm_agent_serialport.adm を Active Directory サーバにコピーします。

3 Active Directory サーバで、[スタート] - [管理ツール] - [グループ ポリシー管理] を選択し、その GPO を右クリ
ックし、[編集] を選択して GPO を編集します。

4 グループ ポリシー オブジェクト エディタで、[コンピュータの構成] - [管理テンプレート] フォルダを右クリック
して、[テンプレートの追加と削除] を選択します。

5 [追加] をクリックして、vdm_agent_serialport.adm ファイルを参照し、[開く] をクリックします。

6 [閉じる] をクリックして ADM ファイルのポリシ設定を GPO に適用します。

この設定は、[コンピュータの構成] - [ポリシー] - [管理テンプレート] - [従来の管理テンプレート] - [VMware
View Agent の構成] - [シリアル COM ] フォルダ内にあります。

ほとんどの設定も、[ユーザー構成] - [ポリシー] - [管理テンプレート] - [従来の管理テンプレート] - [VMware
View Agent の構成] - [シリアル COM] 内の [ユーザー構成] フォルダに追加されます。

7 シリアル ポート リダイレクトのグループ ポリシー設定を構成します。

シリアル ポート リダイレクトのグループ ポリシー設定

シリアル ポート リダイレクトのグループ ポリシー設定は、リダイレクトされた COM ポートの構成を制御します。
これにはリモート デスクトップの [VMware Horizon のシリアル COM リダイレクト ]メニューで使用できるオプシ
ョンが含まれます。

シリアル ポート リダイレクト ADM ファイルには、コンピュータの構成とユーザーの構成の両方のポリシーが含ま
れます。ユーザーの構成ポリシーによって、VDI デスクトップの指定されたユーザに異なる構成を設定できます。コ
ンピュータの構成で構成されたポリシー設定は、ユーザーの構成で構成された対応する設定よりも優先されます。
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グループ ポリシー設
定 説明

PortSettings クライアント システム上の COM ポートと、リモート デスクトップ上のリダイレクトされた COM ポートの間のマッピング
を決定し、リダイレクトされた COM ポートに影響する他の設定を決定します。

リダイレクトされた 各 COM ポートを個別に構成します。[PortSettings1] から [PortSettings5] まで、5 個の
[PortSettings] ポリシー設定を利用でき、最大 5 個の COM ポートをクライアントからリモート デスクトップにマップでき
ます。構成する各 COM ポートの [PortSettings] ポリシー設定を 1 つ選択します。

[PortSettings] ポリシー設定を有効にすると、リダイレクトされた COM ポートに影響する以下の項目を構成できます。

n [ソース ポート番号]の設定は、クライアント システムに接続される物理 COM ポートの数を指定します。

n [ターゲット仮想ポート番号]の設定は、リモート デスクトップ上のリダイレクトされた仮想 COM ポートの数を指定し
ます。

n [自動接続]の設定は各デスクトップ セッションの開始時に、COM ポートをリダイレクトされた COM ポートに自動的
に接続します。

n [IgnoreDSR] の設定では、リダイレクトされた COM ポート デバイスは [データセットの準備完了（DSR）] 信号を無視
します。

n [ポートを閉じる前に停止（ミリ秒）]の設定は、ユーザーがリダイレクトされたポートを閉じた後と、ポートが実際に閉
じる前に待機する時間（ミリ秒）を指定します。特定の USB シリアル アダプタでは、転送されたデータが確実に保持
するために、この遅延を必要とします。この設定はトラブルシューティングを目的としています。

n [Serial2USBModeChangeEnabled] の設定は、GlobalSat BU353 GPS アダプタを含め、Prolific チップセットを使
用する USB シリアル アダプタに該当する問題を解決します。Prolific チップセット アダプタ用のこの設定を有効にし
ない場合、接続したデバイスはデータを転送できますが、データを受信することはできません。

n [待機マスクのエラーの無効化]の設定は、COM ポート マスクのエラー値を無効にします。このトラブルシューティング
設定は特定のアプリケーション向けに必要です。詳細については、http://msdn.microsoft.com/en-us/library/
windows/desktop/aa363479(v=vs.85).aspxの WaitCommEvent機能に関する Microsoft の文書を参照してくださ

い。

n [HandleBtDisappear] の設定は BlueTooth COM ポートの動作をサポートします。この設定はトラブルシューティ
ングを目的としています。

n [UsbToComTroubleShooting] の設定は USB シリアル ポート アダプタに該当する一部の問題を解決します。この
設定はトラブルシューティングを目的としています。

特定の COM ポートの [PortSettings] の設定を有効にすると、ユーザーはリダイレクトされたポートを接続したり切断した
りできますが、リモート デスクトップ上のポートのプロパティを構成することはできません。たとえば、ユーザーはデスク
トップへのログイン時にポートが自動的にリダイレクトされるように設定することはできません。また、DSR 信号は無視で
きませせん。これらのプロパティはグループ ポリシー設定によって制御されます。

注:    リダイレクトされた COM ポートは物理 COM ポートがローカルでクライアント システムに接続されている場合のみ
接続されアクティブになります。クライアントに存在しない COM ポートをマップする場合、リダイレクトされたポートは
非アクティブの表示になり、リモート デスクトップ上のツール トレイ メニューでは使用できません。

[PortSettings] 設定が無効になっているか構成されていない場合、リダイレクトされた COM ポートはユーザーがリモート
デスクトップ上で構成した設定を使用します。[VMware Horizon のシリアル COM リダイレクト] メニュー オプションは
アクティブでユーザーが使用できます。

この設定は、コンピュータの構成ポリシーおよびユーザーの構成ポリシーとして使用できます。

ローカル設定の優先 リモート デスクトップ上で構成された設定を優先します。

このポリシーを有効にすると、ユーザーがリモート デスクトップで構成するシリアル ポート リダイレクト設定が、グループ
ポリシー設定よりも優先されます。グループ ポリシー設定は、設定がリモート デスクトップで構成されていない場合のみ有
効になります。

この設定が無効になっているか構成されていない場合は、リモート デスクトップ上で構成された設定よりも、グループ ポリ
シー設定が優先されます。

この設定は、コンピュータの構成ポリシーおよびユーザーの構成ポリシーとして使用できます。
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グループ ポリシー設
定 説明

機能を無効にする シリアル ポート リダイレクト機能を無効にします。

この設定を有効にすると、COM ポートはリモート デスクトップにリダイレクトされません。リモート デスクトップ上のシ
リアル ポート ツール トレイ アイコンも表示されません。

この設定が無効になっている場合、シリアル ポート リダイレクトは機能し、シリアル ポート ツール トレイ アイコンが表示
され、[VMware Horizon のシリアル COM リダイレクト] メニューに COM ポートが表示されます。

この設定が構成されていない場合、リモート デスクトップへのローカルの設定によって、シリアル ポート リダイレクトが無
効か有効かが決まります。

この設定は、コンピュータの構成ポリシーとしてのみ使用できます。

ロックの構成 シリアル ポート リダイレクトのユーザー インターフェイスをロックし、ユーザーがリモート デスクトップの構成オプショ
ンを変更するのを防止します。

この設定を有効にすると、ユーザーはデスクトップのツール トレイ メニューから使用できるオプションを構成できません。
ユーザーは [VMware Horizon のシリアル COM リダイレクト] メニューを表示できますが、オプションは非アクティブで
変更はできません。

この設定が無効になっている場合、ユーザーは [VMware Horizon のシリアル COM リダイレクト] メニューのオプション
を設定できます。

この設定が構成されていない場合、リモート デスクトップのローカル プログラムの設定によって、ユーザーが COM ポート
リダイレクト設定を構成できるかどうかが決まります。

帯域幅の限界 データ転送速度の限界を、リダイレクトされたシリアル ポートとクライアント システムの間の 1 秒あたりのキロバイト数で
設定します。

この設定を有効にすると、リダイレクトされたシリアル ポートとクライアントの間の最大データ転送速度を決定する[帯域幅
の限界（キロバイト/秒）] ボックスの値を設定できます。値「0」は帯域幅制限を無効にします。

この設定が無効になっている場合、帯域幅の限界は設定されていません。

この設定が構成されていない場合、リモート デスクトップのローカル プログラムの設定によって、帯域幅の限界が設定され
るかどうか決定します。

この設定は、コンピュータの構成ポリシーとしてのみ使用できます。

USB シリアル アダプタの構成

シリアル ポート リダイレクト機能によって、Prolific チップセットを使用する USB シリアル アダプタを、リモート
デスクトップにリダイレクトするように構成することができます。

Prolific チップセット アダプタでデータの適切な転送を確実に行うには、Active Directory または個別のデスクトッ
プ仮想マシンのシリアル ポート リダイレクト グループ ポリシー設定を有効にします。

Prolific チップセット アダプタの問題を解決するようグループ ポリシー設定を構成しない場合、接続されたデバイス
はデータを転送できますが、データを受信することはできません。

クライアント システムのポリシー設定またはレジストリ キーは構成する必要はありません。

前提条件

n デスクトップにシリアル ポート リダイレクト設定オプションがインストールされていることを確認します。シ
リアル ポート リダイレクトがインストールされていないと、グループ ポリシー設定は有効になりません。仮想
マシンへの View Agent のインストールを参照してください。

n シリアル ポート リダイレクト ADM ファイルが Active Directory またはデスクトップ仮想マシンに追加されて
いることを確認します。シリアル ポート リダイレクト ADM テンプレートを Active Directory に追加するを参
照してください。
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n [PortSettings] グループ ポリシー設定の [Serial2USBModeChangeEnabled] の項目について理解しておきま
す。シリアル ポート リダイレクトのグループ ポリシー設定を参照してください。

手順

1 Active Directory または仮想マシン上で、[グループ ポリシー オブジェクト エディタ] を開きます。

2 [コンピュータの構成] - [ポリシー] - [管理テンプレート] - [従来の管理テンプレート] - [VMware View Agent の
構成] - [シリアル COM] フォルダの順に移動します。

3 [PortSettings] フォルダを選択します。

4 [PortSettings] グループ ポリシー設定を選択し有効にします。

5 COM ポートをマップするための、ソースおよびターゲットの COM ポート番号を指定します。

6 [Serial2USBModeChangeEnabled] チェックボックスを選択します。

7 必要に応じて [PortSettings] ポリシー設定の他の項目を構成します。

8 [OK] をクリックし、グループ ポリシー オブジェクト エディタを閉じます。

ユーザーが次のデスクトップ セッションを開始すると、USB シリアル アダプタはリモート デスクトップにリダイレ
クトでき、データを正常に受信できます。

Windows Media マルチメディア リダイレクト (MMR) へのアクセス
の管理

View は、単一ユーザーのマシンで実行される VDI デスクトップと、 RDS デスクトップ向けの Windows Media
MMR 機能を提供します。

MMR は、マルチメディア ストリームをクライアント コンピュータに直接提供します。MMR を使用すると、クライ
アント システムでマルチメディア ストリームが処理（デコード）されます。クライアント システムはメディア コン
テンツを再生し、それによって ESXi ホストの要求を開放します。

MMR データはアプリケーション ベースの暗号化なしにネットワーク経由で送信されますが、リダイレクトされるコ
ンテンツによっては、機密データが含まれていることもあります。このデータがネットワークで盗まれないことを保

証するには、セキュア ネットワークで MMR だけを使用してください。

セキュア トンネルが有効になっている場合、Horizon Clients と View Secure Gateway の間の MMR 接続は保護さ
れますが、View Secure Gateway からデスクトップ マシンへの接続は暗号化されません。セキュア トンネルが無効
になっている場合、Horizon Clients からデスクトップ マシンへの MMR 接続は暗号化されません。

View でのマルチメディア リダイレクトの有効化

以下の手順によって、MMR がアクセス可能であるのは、ローカル マルチメディア デコーディングを処理するための
十分なリソースを持ち、セキュア ネットワークの View に接続されている Horizon Client システムのみであること
を確認できます。

デフォルトでは、View Administrator のグローバル ポリシーで、[マルチメディア リダイレクト (MMR)] は [拒否]
に設定されています。

MMR を使用するには、この値を明示的に [許可] に設定する必要があります。
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MMR へのアクセスを制御するには、個別のデスクトップ プール、または特定のユーザーに対してグローバルに [マ
ルチメディア リダイレクト (MMR)] ポリシーを有効または無効にします。

View Administrator でグローバル ポリシーを設定するための手順については、View ポリシーを参照してください。

Windows Media MMR のシステム要件

Windows Media マルチメディア リダイレクト (MMR) をサポートするには、View の展開が特定のソフトウェアお
よびハードウェア要件を満たす必要があります。Windows Media MMR は、Horizon 6.0.2 以降のリリースで提供
されます。

View リモート デスクトッ
プ

n この機能は、単一ユーザーの仮想マシンにデプロイされた VDI デスクトップ
と、RDS デスクトップでサポートされます。

RDS デスクトップでこの機能をサポートするには、View Agent 6.1.1 以降が
必要です。

単一ユーザーのマシンでこの機能をサポートするには、View Agent 6.0.2 以降
が必要です。

n 次のゲスト オペレーティング システムがサポートされています。

n 64 ビットまたは 32 ビット Windows 7 SP1 Enterprise または Ultimate
（単一ユーザーのマシン）Windows 7 Professional はサポートされませ
ん。

n 64 ビットまたは 32 ビットの Windows 8/8.1 Professional または
Enterprise（単一ユーザーのマシン）

n RDS ホストとして構成されている Windows Server 2008 R2

n RDS ホストとして構成されている Windows Server 2012 および 2012
R2

n [3D レンダリング] はデスクトップ プールで有効または無効にできます。

n ユーザーは Windows Media Player 12 以降または Internet Explorer 8 以降
でビデオを再生する必要があります。

Internet Explorer を使用するには、保護モードを無効にする必要があります。
[インターネット オプション] ダイアログ ボックスで、[セキュリティ] タブをク
リックし、[保護モードを有効にする] をオフにします。

Horizon Client ソフトウェ
ア

単一ユーザーのマシンで Windows Media MMR をサポートするには、Windows
版 Horizon Client 3.2 以降のリリースが必要です。
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Horizon Client コンピュー
タまたはクライアント アク
セス デバイス

n クライアントは、64 ビットまたは 32 ビットの Windows 7 または Windows
8/8.1 オペレーティング システムで実行する必要があります。

サポートされるメディア フ
ォーマット

Windows Media Player でサポートされるメディア フォーマットがサポートされ
ます。たとえば、M4V、MOV、MP4、WMP、MPEG-4 Part 2、WMV 7/8/9、
WMA、AVI、ACE、MP3、WAV などです。

注:    DRM で保護されたコンテンツは、Windows Media MMR 経由でリダイレク
トされません。

View ポリシー View Administrator で、[マルチメディア リダイレクト (MMR)] ポリシーを [許可]
に設定します。デフォルト値は [拒否] です。

バックエンド ファイアウォ
ール

お使いの View で DMZ ベースのセキュリティ サーバと社内ネットワークの間にバ
ックエンド ファイアウォールが置かれている場合は、バックエンド ファイアウォー
ルがお使いのデスクトップのポート 9427 へのトラフィックを許可していることを
確認します。

ネットワーク遅延に基づく Windows Media MMR の使用の決定

デフォルトでは、Windows Media MMR は、Windows 8 以降上で実行されている単一ユーザーのデスクトップ、
あるいは Windows Server 2012 か 2012 R2 以降で実行されている RDS デスクトップのネットワーク状態に適応
します。Horizon Client とリモート デスクトップの間のネットワーク遅延が 29 ミリ秒以下の場合、ビデオは
Windows Media MMR を使用してリダイレクトされます。 ネットワーク遅延が 30 ミリ秒以上の場合、ビデオはリ
ダイレクトされません。 代わりに、ビデオは ESXi ホストでレンダリングされ、PCoIP を介してクライアントに送信
されます。

この機能は Windows 8 以降の単一ユーザー デスクトップと、Windows Server 2012 または 2012 R2 以降 の RDS
デスクトップに適用されます。ユーザーはサポートされているクライアント システム、Windows 7、または
Windows 8/8.1 を実行できます。

この機能は Windows 7 単一ユーザー デスクトップまたは Windows Server 2008 R2 RDS デスクトップには適用
されません。これらのゲスト オペレーティング システムで、Windows Media MMR はネットワーク遅延と関わり
なく常にマルチメディア リダイレクトを実行します。

デスクトップ上で RedirectionPolicy レジストリ設定を構成して、ネットワーク遅延に関係なく Windows

Media MMR がマルチメディア リダイレクトを実行するように強制することで、この機能を上書きできます。

手順

1 リモート デスクトップで Windows レジストリ エディタを起動します。
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2 リダイレクト ポリシーを制御する Windows レジストリ キーに移動します。

オプション 説明

64 ビット デスクトップ HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node\VMware,Inc.\VMware tsmmr

32 ビット デスクトップ HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\VMware,Inc.\VMware tsmmr

 
3 RedirectionPolicy の値を always に設定します。

Value name = RedirectionPolicy

Value Type = REG_SZ

Value data = always

4 Windows Media Player をデスクトップで再起動して、更新した値を有効にします。

クライアント ドライブ リダイレクトへのアクセスの管理
Horizon Client 3.5 以降とクライアント ドライブ リダイレクト (CDR) 機能を実装する View Agent 6.2 以降をデプ
ロイすると、フォルダとファイルは暗号化されネットワークを介して送信されます。クライアントと View Secure
Gateway との CDR 接続と View Secure Gateway からデスクトップ マシンへの接続の安全性は確保されていま
す。

以前のクライアントや View Agent リリースでは、CDR フォルダとファイルは暗号化なしでネットワークを介して
送信され、リダイレクトされる内容によっては機密データが含まれる場合があります。セキュア トンネルを有効にす
ると、Horizon Client と View Secure Gateway の CDR 接続は保護されますが、View Secure Gateway からデス
クトップ マシンへの接続は暗号化されません。セキュア トンネルが無効になっている場合、Horizon Client からデ
スクトップ マシンへの CDR 接続は暗号化されません。バージョン 3.5 よりも前の Horizon Client やバージョン
6.2 より前の View Agent を使用している場合、このデータがネットワークで監視されないようにするために、安全
なネットワークでのみ CDR を使用します。

View Agent インストーラのクライアント ドライブ リダイレクト設定オプションは、デフォルトで選択されていま
す。ベスト プラクティスとして、クライアント ドライブ リダイレクト設定オプションは、ユーザーがこの機能を必
要とするデスクトップ プールにのみインストールします。

Active Directory 内のリモート デスクトップおよび RDS ホストで Microsoft リモート デスクトップ サービスのグ
ループ ポリシー設定を構成して、CDR を無効にできます。

1 グループ ポリシー エディタで、[コンピュータの構成\ポリシー\管理用テンプレート\Windows コンポーネント
\リモート デスクトップ サービス\リモート デスクトップ セッション ホスト\デバイスとリソースのリダイレク
ト]の順に移動します。

これは、Windows Server 2012 の Active Directory におけるナビゲーション パスです。他の Windows オペ
レーティング システムではナビゲーション パスは異なります。
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2 [[ドライブ リダイレクトを許可しない]] グループ ポリシー設定を有効にします。

注:    お使いの View デプロイで DMZ ベースのセキュリティ サーバと社内ネットワークの間にバックエンド ファイ
アウォールが置かれている場合は、バックエンド ファイアウォールがお使いの単一ユーザーおよび RDS デスクトッ
プのポート 9427 へのトラフィックを許可していることを確認します。ポート 9427 の TCP 接続では、CDR のサポ
ートが必要です。

現在、この機能は Mac OS X 版 Horizon Client、Windows 版 Horizon Client、および Linux 版 Horizon Client で
サポートされています。詳細については、特定のタイプのデスクトップ クライアント デバイスに関する『VMware
Horizon Client の使用』ドキュメントを参照してください。https://www.vmware.com/support/
viewclients/doc/viewclients_pubs.htmlをご覧ください。
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リモート デスクトップおよびアプリ
ケーションでの USB デバイスの使用 14
管理者は、サム フラッシュ ドライブ、カメラ、VoIP (Voice over IP) デバイス、プリンタなどの USB デバイスをリ
モート デスクトップから使用できるように構成できます。この機能は USB リダイレクトと呼ばれ、RDP または
PCoIP 表示プロトコルの使用をサポートします。リモート デスクトップでは、最大 128 個の USB デバイスに対応で
きます。

RDS デスクトップおよびアプリケーションで使用する場合、ローカルで接続された USB サム フラッシュ ドライブと
ハード ディスクをリダイレクトすることもできます。 他のタイプのストレージ デバイスを含め、他のタイプの USB
デバイスは RDS デスクトップおよびアプリケーションでサポートされていません。

単一ユーザー マシンに展開されているデスクトップ プールでこの機能を使用すると、ローカル クライアント システ
ムに接続されているほとんどの USB デバイスをリモート デスクトップで使用できるようになります。リモート デ
スクトップから iPad に接続して管理することもできます。たとえば、リモート デスクトップにインストールした
iTunes と iPad を同期できます。Windows や Mac OS X コンピュータなどの一部のクライアント デバイスでは、
USB デバイスが Horizon Client のメニューに一覧表示されます。デバイスの接続や接続解除にもこのメニューを使
用します。

ほとんどの場合、クライアント システムとリモート デスクトップまたはアプリケーションの USB デバイスを同時に
使用することはできません。ごく一部のタイプの USB デバイスのみ、リモート デスクトップとローカル コンピュー
タ間で共有できます。そのようなデバイスには、スマート カード リーダーと、キーボードやポインティング デバイ
スなどのヒューマン インターフェイス デバイスがあります。

管理者はエンド ユーザーに接続を許可する USB デバイスのタイプを指定できます。一部のクライアント システム
上のビデオ入力デバイスとストレージ デバイスなど複数タイプのデバイスが含まれる複合デバイスについては、管理
者はデバイスを分離し、あるデバイス (たとえば、ビデオ入力デバイス) は許可し、その他のデバイス (たとえば、ス
トレージ デバイス) は許可しないようにできます。

USB リダイレクト機能は、一部のクライアントのタイプだけで使用できます。この機能が特定のタイプのクライアン
トでサポートされるかどうかを確認するには、デスクトップまたはモバイル クライアント デバイスのそれぞれのタ
イプに関する「VMware Horizon Client の使用」に含まれる機能サポート マトリックスを参照してください。
「https://www.vmware.com/support/viewclients/doc/viewclients_pubs.html」をご覧ください。

重要:    USB リダイレクト機能を展開すると、USB デバイスに影響を及ぼす可能性のあるセキュリティ上の脆弱性か
ら組織を保護する措置を講じることができます。保護された View 環境での USB デバイスの展開を参照してくださ
い。

この章には、次のトピックが含まれています。

n USB デバイス タイプに関する制限事項
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n USB リダイレクトの設定の概要

n ネットワーク トラフィックと USB リダイレクト

n USB デバイスへの自動接続

n 保護された View 環境での USB デバイスの展開

n ログ ファイルを使用してのトラブルシューティングと USB デバイス ID の確認

n USB リダイレクトを制御するポリシーの使用

n USB リダイレクトに関する問題のトラブルシューティング

USB デバイス タイプに関する制限事項
リモート デスクトップにおけるデバイスの動作を View が明示的に阻止することはありませんが、ネットワークの遅
延や帯域幅などの要因で、デバイスのパフォーマンスには差があります。デフォルトでは、使用されないように一部

のデバイスがフィルタリングまたはブロックされます。

Horizon 6.0.1 を Horizon Client 3.1 以降と一緒に使用すると、Windows、Linux、および Mac OS X クライアント
のクライアント マシンで USB 3.0 デバイスを USB 3.0 ポートに接続できます。USB 3.0 デバイスは、単一ストリー
ムのみでサポートされます。複数のストリームのサポートはこのリリースで実装されていないため、USB デバイスの
パフォーマンスは強化されません。常に高いスループットを出さないと適切に動作しない一部の USB 3.0 デバイス
の場合、ネットワークの待機時間によって VDI セッションで動作しない可能性があります。

以前の View のリリースでは、超高速 USB 3.0 デバイスはサポートされていませんが、USB 3.0 デバイスは多くの場
合、クライアント マシンの USB 2.0 ポートに接続すると動作します。ただし、クライアント システムのマザーボー
ドの USB チップセットのタイプによっては、動作しないことがあります。

次のタイプのデバイスは、シングル ユーザー マシンに展開されているリモート デスクトップへの USB リダイレクト
に適さない可能性があります。

n Web カメラは、その帯域幅要件（通常 60Mbps を超える帯域幅を使用する）上の理由で、USB リダイレクトで
はサポートされません。Web カメラではリアルタイム オーディオ ビデオ機能を使用できます。

n USB オーディオ デバイスのリダイレクトは、ネットワークの状態に依存し、信頼できません。一部のデバイス
では、アイドル状態のときでさえ、高いデータ スループットが必要です。リアルタイム オーディオ ビデオ機能
があれば、オーディオ入出力デバイスはこの機能を使用して問題なく動作します。それらのデバイス用に USB
リダイレクトを使用する必要はありません。

n USB CD/DVD の焼き付けはサポートされていません。

n 一部の USB デバイスは、ネットワークの遅延や信頼性次第でパフォーマンスが大幅に変化します。特に、WAN
経由の場合、この変化が顕著です。たとえば、USB ストレージ デバイスの 1 回の読み取り要求では、クライア
ントとリモート デスクトップ間のラウンドトリップを 3 回必要とします。ファイル全体の読み取りは複数の
USB 読み取り操作が必要になることもあり、遅延が大きくなるほど、ラウンドトリップにかかる時間が長くなり
ます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 214



ファイル構造は、ファイル形式次第でかなり大きくなることがあります。大容量 USB ディスク ドライブは、デ
スクトップに表示されるまでに数分かかる場合があります。USB デバイスを FAT ではなく NTFS でフォーマッ
トすると、最初の接続時間が短縮されます。信頼性の低いネットワーク リンクは再試行を引き起こし、パフォー
マンスをさらに低下させます。

同様に、USB CD/DVD リーダー、スキャナ、署名付きタブレットなどのタッチ デバイスは、WAN などの速度
の遅いネットワーク上では機能しません。

n USB スキャナのリダイレクトはネットワークの状態に左右されるため、スキャンの完了には通常より時間がかか
ることがあります。

RDS デスクトップまたはアプリケーションには、次のタイプのデバイスをリダイレクトできます。

n USB サム フラッシュ ドライブ

n USB ハード ディスク

その他のタイプの USB デバイスや、セキュリティ ストレージ ドライブや USB CD-ROM などのその他のタイプの
USB ストレージ デバイスを RDS デスクトップやアプリケーションにリダイレクトすることはできません。

USB リダイレクトの設定の概要
エンド ユーザーが USB フラッシュ ドライブ、カメラ、ヘッドセットなどのリムーバブル デバイスに接続できるよう
に展開を設定するには、リモート デスクトップまたは RDS ホストとクライアント デバイスの両方に特定のコンポー
ネントをインストールし、View Administrator で USB デバイスのグローバル設定が有効になっていることを確認す
る必要があります。

このチェックリストには、企業で USB リダイレクトを設定するための必須タスクとオプション タスクの両方が含ま
れます。

USB リダイレクト機能は、Windows クライアント、Mac OS X クライアント、パートナー提供の Linux クライアン
トなど、一部のクライアント タイプのみで使用できます。この機能が特定タイプのクライアントでサポートされるか
どうかを確認するには、特定タイプのクライアント デバイスに関する「VMware Horizon Client の使用」に含まれ
る機能サポート一覧を参照してください。「https://www.vmware.com/support/viewclients/doc/
viewclients_pubs.html」をご覧ください。

重要:    USB リダイレクト機能を展開すると、USB デバイスに影響を及ぼす可能性のあるセキュリティ上の脆弱性か
ら組織を保護する措置を講じることができます。たとえば、グループ ポリシー設定を使用して、一部のリモート デ
スクトップおよびユーザーに対して USB リダイレクトを無効にしたり、リダイレクトできる USB デバイスのタイプ
を制限したりすることができます。保護された View 環境での USB デバイスの展開を参照してください。

1 リモート デスクトップ ソースまたは RDS ホストで View Agent インストール ウィザードを実行するときは、
必ず USB リダイレクト コンポーネントを含めてください。

デフォルトでは、このコンポーネントが選択されていません。このコンポーネントを選択してインストールする

必要があります。

2 クライアント システムで VMware Horizon Client インストール ウィザードを実行する際は、必ず USB リダイ
レクト コンポーネントを含めてください。

デフォルトでは、このコンポーネントは含まれています。
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3 View Administrator で、リモート デスクトップまたはアプリケーションから USB デバイスへのアクセスが有効
になっていることを確認します。

View Administrator で、[ポリシー] - [グローバル ポリシー] に移動し、[USB アクセス] が [許可] になっている
ことを確認します。

4 （オプション）リダイレクトを許可するデバイスのタイプを指定する View Agent グループ ポリシーを構成しま
す。

USB リダイレクトを制御するポリシーの使用を参照してください。

5 （オプション）クライアント デバイスで、同様の設定を構成します。

Horizon Client がリモート デスクトップまたはアプリケーションに接続するとき、またはエンド ユーザーが
USB デバイスを接続するときに、デバイスが自動的に接続されるかどうかも構成できます。クライアント デバ
イスで USB 設定を構成する方法は、デバイスのタイプによって異なります。たとえば、Windows クライアント
エンドポイントの場合はグループ ポリシーを構成できますが、Mac OS X エンドポイントの場合はコマンドライ
ン コマンドを使用します。手順については、特定タイプのクライアント デバイスの『VMware Horizon Client
の使用』を参照してください。

6 エンド ユーザーにリモート デスクトップまたはアプリケーションに接続し、USB デバイスをローカル クライア
ント システムに接続するように指示します。

USB デバイスのドライバがまだリモート デスクトップまたは RDS ホストにインストールされていない場合、物
理 Windows コンピュータ上と同じように、ゲスト OS は USB デバイスを検出して適切なドライバを探します。

ネットワーク トラフィックと USB リダイレクト
USB リダイレクトは表示プロトコル（RDP または PCoIP）とは別に動作し、USB トラフィックは通常 TCP ポート
32111 を使用します。

クライアント システムとリモート デスクトップまたはアプリケーションとの間のネットワーク トラフィックは、ク
ライアント システムが企業ネットワーク内部にあるかどうか、および管理者がセキュリティの設定をどのように選択
したかにより、さまざまな経路をとる可能性があります。

1 クライアント システムが企業ネットワーク内部にある場合、クライアントとデスクトップまたはアプリケーショ
ンとの間に直接接続が確立されるように、USB トラフィックは TCP ポート 32111 を使用します。

2 クライアント システムが企業ネットワーク外部にある場合、クライアントは View セキュリティ サーバを経由し
て接続することができます。

セキュリティ サーバは DMZ 内に存在し、信頼されるネットワーク内の接続に対してプロキシ ホストの役割を果
たします。この設計では、公衆網に接するインターネットから View 接続サーバ インスタンスを遮断し、保護さ
れていないすべてのセッション要求が強制的にセキュリティ サーバを通過するようにして、セキュリティのレイ
ヤを追加します。

DMZ ベースのセキュリティ サーバの展開では、クライアントが DMZ 内のセキュリティ サーバに接続できるよ
うにファイアウォール上で数個のポートを開く必要があります。また、セキュリティ サーバと内部ネットワーク
内の View 接続サーバ インスタンスが通信できるように、ポートを構成する必要があります。

特定のポートの詳細は、『View アーキテクチャの計画ガイド』の「DMZ ベースのセキュリティ サーバのファイ
アウォール ルール」を参照してください。
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3 クライアント システムが企業ネットワーク外部にある場合、View Administrator を使用して HTTPS 安全なト
ンネルを有効にすることができます。ユーザーがリモート デスクトップまたはアプリケーションに接続すると
きに、クライアントは View 接続サーバまたはセキュリティ サーバ ホストへの HTTPS 接続を追加します。 接続
は HTTPS ポート 443 を使用してセキュリティ サーバにトンネリングされ、サーバからリモート デスクトップ
またはアプリケーションへの USB トラフィックの以降の接続に　TCP ポート 32111 が使用されるようになり
ます。 このトンネルを使用すると、USB デバイスのパフォーマンスがわずかに低下します。

注:    ゼロ クライアントを使用している場合、USB トラフィックは、TCP 32111 経由ではなく PCoIP 仮想チャ
ネルを使用してリダイレクトされます。データはカプセル化され、TCP/UDP ポート 4172 を使用して、PCoIP
Secure Gateway により暗号化されます。ゼロ クライアントのみを使用している場合、TCP ポート 32111 を開
く必要はありません。

USB デバイスへの自動接続
一部のクライアント システムでは、管理者、エンド ユーザー、またはその両方が、リモート デスクトップへの USB
デバイスの自動接続を構成できます。自動接続は、ユーザーが USB デバイスをクライアント システムに差し込んだ
とき、またはクライアントがリモート デスクトップに接続したときに確立することができます。

スマート フォンやタブレットなどの一部のデバイスでは、アップグレード中にデバイスが再起動されて接続が切れる
ため、自動接続が必要となります。これらのデバイスがリモート デスクトップに自動的に再接続するように設定され
ていない場合、アップグレード中、デバイスの再起動後に、代わりにローカル クライアント システムに接続します。

管理者がクライアントに設定する、またはエンド ユーザーが Horizon Client メニュー項目を使用して設定する自動
USB 接続の構成プロパティは、デバイスが USB リダイレクトから除外されるように構成されている場合を除いて、
すべての USB デバイスに適用されます。たとえば、一部のクライアントのバージョンでは、Web カメラとマイクロ
フォンはリアルタイム オーディオビデオ機能を使用する方が良好に動作するため、デフォルトで USB リダイレクト
から除外されています。場合によっては、USB デバイスがデフォルトでリダイレクトから除外されておらず、管理者
が明示的にデバイスをリダイレクトから除外する必要があります。たとえば、次のタイプの USB デバイスは USB リ
ダイレクトには適しておらず、リモート デスクトップに自動的に接続してはなりません。

n USB イーサネット デバイス。USB イーサネット デバイスをリダイレクトすると、そのデバイスが唯一のイーサ
ネット デバイスの場合、クライアント システムのネットワーク接続が切断されます。

n タッチ画面デバイス。タッチ画面デバイスをリダイレクトすると、リモート デスクトップはタッチ入力を受け付
けますが、キーボード入力は受け付けません。

リモート デスクトップを USB デバイスに自動接続するように設定している場合、タッチ画面デバイスやネットワー
ク デバイスなどの特定のデバイスを除外するようにポリシーを構成することができます。詳細については、USB デ
バイスのフィルタ ポリシー設定の構成 を参照してください。

Windows クライアントでは、除外されたデバイスを除くすべてのデバイスに自動的に接続する設定を使用する代わ
りに、Horizon Client がスマート フォンやタブレットなどの特定のデバイスもしくは特定の複数デバイスのみをリ
モート デスクトップに再接続するように設定する構成ファイルをクライアントで編集することができます。手順に
ついては、『Windows 版 VMware Horizon Client の使用』を参照してください。
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保護された View 環境での USB デバイスの展開
USB デバイスは BadUSB と呼ばれるセキュリティ脅威に対して脆弱である可能性があり、一部の USB デバイスでは
ファームウェアがハイジャックされたり、マルウェアに置き換えられたりする場合があります。 たとえば、ネットワ
ーク トラフィックをリダイレクトしたり、キーボードをエミュレートしてキーストロークを取得したりするデバイス
を作成できます。 このようなセキュリティ上の脆弱性から View の展開が保護されるように USB リダイレクト機能
を構成できます。

USB リダイレクトを無効にすることで、すべての USB デバイスがユーザーの View デスクトップやアプリケーショ
ンにリダイレクトされないようにできます。 あるいは、特定の USB デバイスのリダイレクト機能を無効にすること
で、ユーザーが自分のデスクトップやアプリケーションで特定のデバイスにしかアクセスできないようにすることが

できます。

組織のセキュリティ要件に従って、このような設定を施すかどうかを決定してください。 これらの設定は必須ではあ
りません。 View の展開で、USB リダイレクトをインストールし、すべての USB デバイスでその機能を有効なまま
にしておくこともできます。 少なくとも、組織がこのセキュリティ上の脆弱性に晒される可能性をどの程度まで限定
する必要があるかについて、慎重に検討してください。

すべてのタイプのデバイスに対する USB リダイレクトの無効化

一部の非常にセキュリティ要件が厳しい環境では、ユーザーがクライアント デバイスに接続した可能性のあるすべて
の USB デバイスがリモート デスクトップおよびアプリケーションにリダイレクトされるのを回避する必要がありま
す。すべてのデスクトップ プール、特定のデスクトップ プール、またはデスクトップ プール内の特定のユーザーの
USB リダイレクトを無効にすることができます。

状況に応じて、次に示す方法の中から任意のものを使用してください。

n View Agent をデスクトップ イメージまたは RDS ホストでインストールする場合、[USB リダイレクト] セット
アップ オプションを選択解除してください （このオプションはデフォルトで選択されていません）。この手法で
は、デスクトップ イメージまたは RDS ホストから展開されるすべてのリモート デスクトップおよびアプリケー
ションで、USB デバイスへのアクセスが回避されます。

n View Administrator で、特定のプールに対する [USB アクセス] ポリシーを編集して、アクセスを拒否または許
可します。この手法では、デスクトップ イメージを変更する必要はなく、特定のデスクトップおよびアプリケー
ション プールで USB デバイスへのアクセスを制御できます。

RDS デスクトップおよびアプリケーション プールには、グローバル [USB アクセス] ポリシーのみを使用できま
す。個々の RDS デスクトップまたはアプリケーション プールに対してこのポリシーを設定することはできませ
ん。

n View Administrator で、デスクトップまたはアプリケーション プール レベルでポリシーを設定した後、[ユー
ザー上書き] 設定を選択し、ユーザーを選択することで、プール内の特定のユーザーに対するポリシーを上書き
できます。

n 必要に応じて、View Agent 側またはクライアント側で Exclude All Devices ポリシーを true に設定しま

す。
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Exclude All Devices ポリシーを true に設定すると、Horizon Client はどの USB デバイスもリダイレクトさ

れないようにします。その他のポリシー設定を使用して、特定のデバイスまたはデバイス ファミリがリダイレクトさ
れるように変更できます。このポリシーを false に設定すると、Horizon Client は、その他のポリシー設定でブロ

ックされているものを除き、すべての USB デバイスがリダイレクトされるようにします。このポリシーは、View
Agent と Horizon Client の両方に設定できます。次の表は、View Agent と Horizon Client に設定できる
Exclude All Devices ポリシーを組み合わせて、クライアント コンピュータに効果的なポリシーを作成する方法

を示しています。デフォルトでは、ブロックされていない限り、すべての USB デバイスがリダイレクトされるよう
になっています。

表 14-1. Exclude All Devices（すべてのデバイスを除外する）ポリシーの組み合わせた場合の効果

View Agent での Exclude All Devices（すべ
てのデバイスを除外する）ポリシー

Horizon Client での Exclude All Devices
（すべてのデバイスを除外する）ポリシー

組み合わせた場合の効果的な Exclude All
Devices（すべてのデバイスを除外する）ポリシ
ー

false または未定義（すべての USB デバイスを

含む）

false または未定義（すべての USB デバイス

を含む）

すべての USB デバイスを含む

false （すべての USB デバイスを含む） true （すべての USB デバイスを除外する） すべての USB デバイスを除外する

true （すべての USB デバイスを除外する） いずれか、または未定義 すべての USB デバイスを除外する

Disable Remote Configuration Download ポリシーを true に設定すると、View Agent での Exclude

All Devices の値が Horizon Client に渡されませんが、View Agent と Horizon Client は Exclude All

Devices のローカル値を適用します。

これらのポリシーは、View Agent の構成 ADM テンプレート ファイル (vdm_agent.adm) に含まれています。詳細

については、View Agent の構成 ADM テンプレートの USB 設定を参照してください。

特定のデバイスに対する USB リダイレクトの無効化

ユーザーの中には、ローカル側で接続された特定の USB デバイスをリダイレクトして、リモート デスクトップまた
はアプリケーションでそれらのデバイスがタスクを実行できるようにする必要のあるユーザーもいます。 たとえば、
医師は Dictaphone USB デバイスを使用して、患者の医療情報を記録しなければならない場合があります。 このよ
うな場合、すべての USB デバイスへのアクセスを無効にすることはできません。 グループ ポリシー設定を使用し
て、特定のデバイスに対して USB リダイレクトを有効または無効にすることができます。

特定のデバイスに対して USB リダイレクトを有効にする前に、会社内のクライアント マシンに接続される物理デバ
イスを信用できることを確認してください。 サプライ チェーンを信用できることを確認します。 可能であれば、
USB デバイスの加工および流通過程の管理体制を追跡します。

また、従業員に不明な発行元からのデバイスを接続しないように周知します。 可能な場合は、環境内のデバイスを署
名付きファームウェア更新のみ、つまり FIPS 140-2 レベル 3 認定のもののみに限定し、現場で更新可能なすべての
種類のファームウェアをサポートしないようにします。 このようなタイプの USB デバイスは発行元を特定するのが
困難であり、デバイスの要件によっては検出不可能である可能性があります。 このような選択肢は実用的ではないか
もしれませんが、検討する価値はあります。

各 USB デバイスにはコンピュータにそれ自体を認識させるためのベンダー ID と製品 ID が付けられています。
View Agent 構成グループのポリシー設定を構成することで、既知のデバイス タイプを含めるポリシーを設定できま
す。 この手法により、不明なデバイスが環境内で使用されるリスクをなくすことができます。
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たとえば、既知のデバイス ベンダー ID および製品 ID である vid/pid=0123/abcd を除くすべてのデバイスがリモ

ート デスクトップまたはアプリケーションにリダイレクトされるのを回避できます。

ExcludeAllDevices   Enabled

IncludeVidPid       o:vid-0123_pid-abcd

注:    この例の構成では保護することはできますが、感染したデバイスによって何らかの vid/pid が報告される可能性
があるため、攻撃の可能性は依然としてあります。

デフォルトで、View は特定のデバイス ファミリがリモート デスクトップまたはアプリケーションにリダイレクトさ
れるのをブロックします。 たとえば、HID（ヒューマン インターフェイス デバイス）やキーボードなどはゲスト内
への表示がブロックされます。 出回っている一部の BadUSB コードは USB キーボード デバイスをターゲットにし
ています。

特定のデバイス ファミリがリモート デスクトップまたはアプリケーションにリダイレクトされるのを回避できま
す。 たとえば、すべてのビデオ、オーディオ、および大規模ストレージ デバイスをブロックできます。

ExcludeDeviceFamily   o:video;audio;storage

反対に、ホワイトリストを作成し、すべてのデバイスがリダイレクトされないようにしても特定のデバイス ファミリ
のみは使用できるようにすることもできます。 たとえば、ストレージ デバイスを除くすべてのデバイスをブロック
できます。

ExcludeAllDevices     Enabled

IncludeDeviceFamily   o:storage

リモート ユーザーがデスクトップまたはアプリケーションにログインして、それを感染させる場合、別のリスクが発
生する可能性があります。 会社のファイアウォールの外側から行われたすべての View 接続への USB アクセスを回
避できます。 USB デバイスは内的には使用できますが、外的には使用できなくなります。

USB デバイスへの外部アクセスを行えないようにすることで、セキュリティ サーバからリモート デスクトップおよ
びアプリケーションへの TCP ポート 32111 をブロックできます。 ゼロ クライアントの場合、USB トラフィックは
UDP ポート 4172 の仮想チャネル内に組み込まれます。 ポート 4172 は USB リダイレクトの他にディスプレイ プ
ロトコルにも使用されるため、ポート 4172 をブロックすることはできません。 必要な場合は、ゼロ クライアントに
対して USB リダイレクトを無効に設定できます。 詳細については、ゼロ クライアント製品パンフレットを参照する
か、ゼロ クライアント ベンダーにお問い合わせください。

特定のデバイス ファミリまたは特定のデバイスをブロックするポリシーを設定すると、BadUSB マルウェアによって
感染させられるリスクを軽減できる可能性があります。 これらのポリシーによってすべてのリスクが軽減されるわ
けではありませんが、全体的なセキュリティ戦略の一部として有効に機能する可能性があります。
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ログ ファイルを使用してのトラブルシューティングと USB デバイス
ID の確認
USB に有用なログ ファイルは、クライアント システムとリモート デスクトップの両方のオペレーティング システム
または RDS ホストにあります。トラブルシューティングを行うには、両方の場所にあるログ ファイルを使用します。
特定のデバイスの製品 ID を見つけるには、クライアント側のログを使用します。

USB デバイスの分割またはフィルタリングを構成しようとしている場合、または特定のデバイスが Horizon Client
メニューに表示されない理由を判断しようとしている場合は、クライアント側のログを確認します。クライアント ロ
グは USB アービトレータ（USB 仲裁デバイス）および Horizon View USB サービスのために生成されます。
Windows および Linux クライアントでのログ記録はデフォルトで有効になっています。Mac OS X クライアント
では、ログ記録はデフォルトで無効になっています。Mac OS X クライアントでのログ記録を有効にするには、『Mac
OS X 版 VMware Horizon Client の使用』を参照してください。

USB デバイスの分割およびフィルタリングのポリシーを構成する場合、設定する一部の値で USB デバイス用の VID
（ベンダー ID）および PID（製品 ID）が必要になります。VID および PID を見つけるには、vid および pid と組み

合わされた製品名をインターネット検索できます。あるいは、Horizon Client の実行中に、USB デバイスをローカ
ル システムに接続してクライアント側のログを調べることができます。次の表は、ログ ファイルのデフォルトの場
所を示しています。

表 14-2. ログ ファイルの場所

クライアントまたはエージェン

ト ログ ファイルのパス

Windows クライアント %PROGRAMDATA%\VMware\VDM\logs\debug-*.txt

C:\Windows\Temp\vmware-SYSTEM\vmware-usbarb-*.log

View Agent %PROGRAMDATA%\VMware\VDM\logs\debug-*.txt

Mac OS X クライアント /var/root/Library/Logs/VMware/vmware-view-usbd-xxxx.log

/Library/Logs/VMware/vmware-usbarbitrator-xxxx.log

Linux クライアント （デフォルトの場所）/tmp/vmware-root/vmware-view-usbd-*.log

デバイスがリモート デスクトップまたはアプリケーションにリダイレクトされた後に、デバイスに関する問題が発生
する場合は、クライアント側とエージェント側両方のログを調べてください。

USB リダイレクトを制御するポリシーの使用
リモート デスクトップまたはアプリケーション (View Agent) と Horizon Client の両方に USB ポリシーを構成で
きます。 これらのポリシーは、クライアント デバイスで複合 USB デバイスを個別のコンポーネントに分割してリダ
イレクト可能にするかどうかを指定します。デバイスを分割して、クライアントがリダイレクト可能とする USB デ
バイスのタイプを制限し、View Agent で特定の USB デバイスがクライアント コンピュータから転送されないよう
に防止します。

View Agent または Horizon Client の旧バージョンがインストールされている場合は、すべての USB リダイレクト
ポリシーの機能が使用できるわけではありません。表 14-3. USB ポリシー設定の互換性 に、View Agent と
Horizon Client のさまざまな組み合わせにおいて、View で適用するポリシーの状況を示しています。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 221



表 14-3. USB ポリシー設定の互換性

View Agent のバー
ジョン

Horizon Client
のバージョン USB ポリシー設定の USB リダイレクトへの影響

5.1 以降 5.1 以降 USB ポリシー設定は、View Agent と Horizon Client の両方に適用されます。View Agent USB ポリ
シー設定を使用して、USB デバイスがデスクトップに転送されないようブロックできます。View
Agent では、デバイス分割およびフィルタリング ポリシーの設定を Horizon Client に送信可能です。
Horizon Client USB ポリシー設定を使用して、USB デバイスがクライアント コンピュータからデスク
トップにリダイレクトされないよう防止できます。

注:    View Agent 6.1 以降と Horizon Client 3.3 以降では、これらの USB リダイレクト ポリシー設定
が単一ユーザー マシンで実行されるリモート デスクトップに加えて、RDS デスクトップとアプリケーシ
ョンにも適用されます。

5.1 以降 5.0.x 以前 USB ポリシー設定は、View Agent のみに適用されます。View Agent USB ポリシー設定を使用して、
USB デバイスがデスクトップに転送されないようブロックできます。Horizon Client USB ポリシー設
定を使用して、クライアント コンピュータからデスクトップにリダイレクト可能なデバイスの選択を制
御することはできません。Horizon Client では、デバイス分割およびフィルタリング ポリシーの設定を
View Agent から受信できません。Horizon Client による USB リダイレクトの既存のレジストリ設定
は有効なままです。

5.0.x 以前 5.1 以降 USB ポリシー設定は、Horizon Client にのみ適用されます。Horizon Client USB ポリシー設定を使用
して、USB デバイスがクライアント コンピュータからデスクトップにリダイレクトされないよう防止で
きます。View Agent USB ポリシー設定を使用して、USB デバイスがデスクトップに転送されないよう
ブロックすることはできません。View Agent では、デバイス分割およびフィルタリング ポリシーの設
定を Horizon Client に送信できません。

5.0.x 以前 5.0.x 以前 USB ポリシー設定は適用されません。Horizon Client による USB リダイレクトの既存のレジストリ設
定は有効なままです。

Horizon Client をアップグレードする場合、HardwareIdFilters など USB リダイレクトに関する既存のレジス

トリ設定は、Horizon Client 用に USB ポリシーを定義するまで、すべて有効なままです。

クライアントサイドの USB ポリシーをサポートしていないクライアント デバイスでは、View Agent に USB ポリシ
ーを使用してクライアントからデスクトップまたはアプリケーションへの転送を許可する USB デバイスを制御でき
ます。

複合 USB デバイスのデバイス分割ポリシー設定の構成

複合 USB デバイスは、ビデオ入力デバイスとストレージ デバイス、もしくはマイクロフォンとマウス デバイスな
ど、2 つ以上のデバイスの組み合わせで構成されます。1 つ以上のコンポーネントをリダイレクトに利用できるよう
にする必要がある場合は、複合デバイスをコンポーネント インターフェイスに分割し、特定のインターフェイスをリ
ダイレクト対象から除外し、残りのインターフェイスをリダイレクトに含めることができます。

複合デバイスを自動的に分割するポリシーを設定できます。特定のデバイスで自動デバイス分割が機能しない場合

や、使用しているアプリケーションで必要な結果が自動分割で得られない場合には、複合デバイスを手動で分割でき

ます。

自動デバイス分割

自動デバイス分割を有効にすると、View は現在適用されているフィルタ ルールに従って複合デバイス内の機能もし
くはデバイスを分割しようとします。たとえば、マウス デバイスをクライアントでしか使えない状態に保つために口
述マイクロフォンを自動分割しても他のデバイスはリモート デスクトップに転送するというケースが考えられます。
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次の表は、Horizon Client が複合 USB デバイスを自動分割するかどうかを決定する Allow Auto Device

Splitting の設定値を示しています。デフォルトでは、自動分割は無効になっています。

表 14-4. Disable Auto Device Splitting（自動デバイス分割を無効にする）ポリシーを組み合わせた場合の効果

View Agent での自動デバイス分割を許可する
ポリシー

Horizon Client での自動デバイス分割を許可
するポリシー

組み合わせた場合の効果的な自動デバイス分割

を許可するポリシー

Allow - Default Client Setting false（自動分割が無効） 自動分割が無効

Allow - Default Client Setting true（自動分割が有効） 自動分割が有効

Allow - Default Client Setting 未定義 自動分割が有効

Allow - Override Client Setting いずれか、または未定義 自動分割が有効

未定義 未定義 自動分割が無効

注:    これらのポリシーは、View Agent の構成 ADM テンプレート ファイル (vdm_agent.adm) に含まれています。

詳細については、View Agent の構成 ADM テンプレートの USB 設定 を参照してください。

デフォルトでは、View の自動分割は無効であり、複合 USB デバイスのオーディオ出力、キーボード、マウス、スマ
ート カードのコンポーネントはすべてリダイレクト対象から除外されます。

View では、デバイス分割ポリシー設定を適用してから、フィルタ ポリシー設定をすべて適用します。自動分割を有
効にしたときに、ベンダー/プロダクト ID を指定し、分割対象から複合 USB デバイスを明示的に除外しない場合は、
View が複合 USB デバイスの各インターフェイスを調べ、フィルタ ポリシー設定に従って、除外するインターフェイ
スか、含めるインターフェイスかを判断します。自動デバイス分割を無効にしたときに、分割する複合 USB デバイ
スのベンダー/プロダクト ID を明示的に指定しない場合、View はデバイス全体にフィルタ ポリシー設定を適用しま
す。

自動分割を有効にすると、Vid/Pid デバイスを分割から除外する ポリシーを使用して、分割対象から除外する複合 USB

デバイスを指定できます。

手動デバイス分割

Split Vid/Pid Device（Vid/Pid デバイスを分割する） ポリシーを使用して、分割したい複合 USB デバイスのベ

ンダーおよびプロダクト ID を指定できます。リダイレクト対象から除外したい複合 USB デバイスのコンポーネン
トについては、そのインターフェイスも指定できます。 このようにして除外したコンポーネントに対しては、どのフ
ィルタ ポリシー設定も View で適用されません。

重要:    Split Vid/Pid Device ポリシーを使用する場合、明示的に除外しなかったコンポーネントは、View で

自動的に含まれることはありません。これらのコンポーネントを含めるには、Include Vid/Pid Device

（Vid/Pid デバイスを含める） などのフィルタ ポリシーを指定する必要があります。

表 14-5. View Agent でのデバイス分割ポリシー設定の分割修飾子 では、Horizon Client に View Agent と同等の
デバイス分割ポリシー設定が存在する場合に、Horizon Client で View Agent デバイス分割ポリシー設定を処理す
る方法を指定する修飾子を示しています。これらの修飾子は、すべてのデバイス分割ポリシー設定に適用されます。
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表 14-5. View Agent でのデバイス分割ポリシー設定の分割修飾子

修飾子 説明

m（マージ） Horizon Client は、Horizon Client デバイス分割ポリシー設定に加えて、View Agent デバイス分割ポリシー
設定を適用します。

o（上書き） Horizon Client は、Horizon Client デバイス分割ポリシー設定の代わりに、View Agent デバイス分割ポリシ
ー設定を使用します。

表 14-6. デバイス分割ポリシー設定への分割修飾子の適用例 では、別の分割修飾子を指定したときに、Horizon
Client で Exclude Device From Split by Vendor/Product ID の設定を処理する方法の例を示していま

す。

表 14-6. デバイス分割ポリシー設定への分割修飾子の適用例

View Agent でのベンダー/製品 ID によりデバ
イスを分割から除外するポリシー

Horizon Client でのベンダー/製品 ID により
デバイスを分割から除外するポリシー

Horizon Client で使用される効果的なベンダ
ー/製品 ID によりデバイスを分割から除外する
ポリシー

m:vid-XXXX_pid-XXXX vid-YYYY_pid-YYYY vid-XXXX_pid-XXXX;vid-YYYY_pid-

YYYY

o:vid-XXXX_pid-XXXX vid-YYYY_pid-YYYY vid-XXXX_pid-XXXX

m:vid-XXXX_pid-XXXX;vid-YYYY_pid-

YYYY

vid-YYYY_pid-YYYY vid-XXXX_pid-XXXX;vid-YYYY_pid-

YYYY

o:vid-XXXX_pid-XXXX;vid-YYYY_pid-

YYYY

vid-YYYY_pid-YYYY vid-XXXX_pid-XXXX;vid-YYYY_pid-

YYYY

View Agent は、デバイス分割ポリシー設定を接続先で適用しません。

Horizon Client は、次の優先順序で、デバイス分割ポリシー設定を評価します。

n Exclude Vid/Pid Device From Split

n Split Vid/Pid Device

分割対象からデバイスを除外するデバイス分割ポリシー設定は、デバイスを分割するためのどのポリシー設定よりも

優先されます。分割対象から除外するインターフェイスまたはデバイスを定義すると、Horizon Client は、一致する
コンポーネント デバイスをリダイレクトに利用可能なデバイスから除外します。

複合 USB デバイスを分割するためのポリシーの設定例

自動分割後に、特定のベンダーおよび製品 ID のデバイスをリダイレクト対象から除外するデスクトップの分割ポリ
シーを設定し、そのポリシーをクライアント コンピュータに渡します。

n View Agent の場合、Allow Auto Device Splitting ポリシーを Allow - Override Client

Setting に設定します。

n View Agent の場合、Exclude VidPid From Split ポリシーを o:vid-xxx_pid-yyyy に設定します（xxx
と yyyy は該当する ID）。
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デスクトップの自動デバイス分割を許可し、クライアント コンピュータで特定のデバイスを分割するポリシーを指定
します。

n View Agent の場合、Allow Auto Device Splitting ポリシーを Allow - Override Client

Setting に設定します。

n クライアント デバイスの場合、Include Vid/Pid Device フィルタ ポリシーを、分割したい特定のデバイス

を含めるように設定します（例：vid-0781_pid-554c）。

n クライアント デバイスの場合、Split Vid/Pid Device ポリシーを、指定した複合 USB デバイスを分割して

インターフェイス 00 とインターフェイス 01 をリダイレクト対象から除外するように設定します（例：
vid-0781_pid-554c(exintf:00;exintf:01)）。

USB デバイスのフィルタ ポリシー設定の構成

View Agent および Horizon Client に対して構成するフィルタ ポリシー設定では、クライアント コンピュータから
リモート デスクトップまたはアプリケーションまでリダイレクト可能な USB デバイスが指定されます。USB デバ
イス フィルタリングは、多くの場合、企業がリモート デスクトップ上の大容量ストレージ デバイスの使用を無効に
したり、クライアント デバイスをリモート デスクトップに接続する USB イーサネット アダプタのような、特定タイ
プのデバイスが転送されないようにブロックするために使用されます。

デスクトップまたはアプリケーションに接続すると、Horizon Client は View Agent の USB ポリシー設定をダウン
ロードし、Horizon Client USB ポリシー設定とともにそれらの設定を使用して、クライアント コンピュータからの
リダイレクトを許可する USB デバイスを決定します。

View では、デバイス分割ポリシー設定をすべて適用してから、フィルタ ポリシー設定を適用します。複合 USB デバ
イスを分割した場合、View では各デバイスのインターフェイスが調べられ、フィルタ ポリシー設定に従って、含め
るものと含めないものが判断されます。複合 USB デバイスを分割しなかった場合、View でフィルタ ポリシー設定が
デバイス全体に適用されます。

デバイス分割ポリシーは View Agent の構成 ADM テンプレート ファイル (vdm_agent.adm) に含まれます。詳細

については、View Agent の構成 ADM テンプレートの USB 設定を参照してください。

エージェント適用型 USB 設定の操作

次の表に、Horizon Client に同等のフィルタ ポリシー設定が存在する場合に、Horizon Client でエージェント適用
型設定の View Agent フィルタ ポリシー設定を処理する方法を指定する修飾子を示します。

表 14-7. エージェント適用型設定のフィルタ修飾子

修飾子 説明

m（マージ） Horizon Client により、Horizon Client フィルタ ポリシー設定に加えて、View Agent フィルタ ポリシー設定
が適用されます。ブール (true/false) 設定の場合、クライアント ポリシーが設定されていなければエージェント
の設定が使用されます。クライアント ポリシーが設定されている場合、Exclude All Devices 設定の場合を

除き、エージェントの設定は無視されます。Exclude All Devices ポリシーがエージェント側に設定されて

いる場合、このポリシーはクライアント設定よりも優先されます。

o（上書き） Horizon Client は Horizon Client フィルタ ポリシー設定ではなく、View Agent フィルタ ポリシー設定を使用
します。
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たとえば、エージェント側で次のポリシー設定を行うと、クライアント側のすべての包含ルールに優先し、デバイス

VID-0911_PID-149a にのみ包含ルールが適用されます。

IncludeVidPid: o:VID-0911_PID-149a

アスタリスクをワイルドカードとして使用することもできます（例：o:vid-0911_pid-****）。

重要:    o または m 修飾子なしでエージェント側の構成を行うと、構成ルールは無効と見なされ、無視されます。

クライアント解釈型 USB 設定の操作

次の表に、クライアント解釈型設定の View Agent フィルタ ポリシー設定を、Horizon Client で処理する方法を指
定する修飾子を示します。

表 14-8. クライアント解釈型設定のフィルタ修飾子

修飾子 説明

Default （レジストリ設定では
d）

Horizon Client フィルタ ポリシー設定が存在しない場合、Horizon Client は View Agent フィルタ ポリシー設
定を使用します。

Horizon Client フィルタ ポリシー設定が存在する場合、Horizon Client はそのポリシー設定を適用し、View
Agent フィルタ ポリシー設定は無視します。

Override（レジストリ設定では

o）
Horizon Client では、同等の Horizon Client フィルタ ポリシー設定ではなく、View Agent フィルタ ポリシー
設定が使用されます。

View Agent は、クライアント解釈型設定のフィルタ ポリシー設定を接続先で適用しません。

次の表に、別のフィルタ修飾子を指定したときに、Horizon Client で Allow Smart Cards の設定を処理する方法

の例を示します。

表 14-9. クライアント解釈型設定へのフィルタ修飾子の適用例

View Agent での Allow Smart Cards（スマー
ト カードを許可する）設定

Horizon Client での Allow Smart Cards（ス
マート カードを許可する）設定

Horizon Client で使用される効果的な Allow
Smart Cards（スマート カードを許可する）ポ
リシー設定

Disable - Default Client Setting

（レジストリ設定では d:false）
true （許可する） true （許可する）

Disable - Override Client Setting

（レジストリ設定では o:false）
true （許可する） false （無効にする）

Disable Remote Configuration Download ポリシーを true に設定すると、Horizon Client は、View

Agent から送信されるフィルタ ポリシー設定をすべて無視します。

View Agent は、別のフィルタ ポリシー設定を使用するよう Horizon Client を構成しても、または Horizon Client
において View Agent からのフィルタ ポリシー設定のダウンロードを無効にしても、エージェント適用型設定にある
フィルタ ポリシー設定を常に接続先で適用します。Horizon Client では、View Agent がデバイスの転送をブロッ
クしていることをレポートしません。
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設定の優先

Horizon Client では、優先順位に従って、フィルタ ポリシー設定が評価されます。一致デバイスがリダイレクトさ
れないようにするフィルタ ポリシー設定は、デバイスを含む同等のフィルタ ポリシー設定よりも優先されます。デ
バイスを除外するフィルタ ポリシー設定が Horizon Client にない場合は、Exclude All Devices ポリシーを

true に設定していない限り、Horizon Client ではデバイスのリダイレクトが許可されます。しかし、デバイスを除

外するように View Agent でフィルタ ポリシー設定を構成した場合、デスクトップまたはアプリケーションはデバイ
スをそれにリダイレクトしようとする試みをすべてブロックします。

Horizon Client は、Horizon Client 設定と View Agent 設定に加え、View Agent 設定に適用する修飾子の値を考
慮し、優先順位に従いフィルタ ポリシー設定を評価します。次のリストに優先順位（項目 1 が最優先）を示します。

1 Exclude Path

2 Include Path

3 Exclude Vid/Pid Device

4 Include Vid/Pid Device

5 Exclude Device Family

6 Include Device Family

7 Allow Audio Input Devices、Allow Audio Output Devices、Allow HIDBootable、Allow HID

(Non Bootable and Not Mouse Keyboard)、Allow Keyboard and Mouse Devices、Allow

Smart Cards、Allow Video Devices

8 すべての USB デバイスを除外するか含めるかが判断される、組み合わせた場合の効果的な Exclude All

Devices ポリシー

Exclude Path および Include Path フィルタ ポリシー設定は、Horizon Client に対してのみ設定できます。別

のデバイス ファミリ向けの Allow フィルタ ポリシー設定は、優先順位が同じです。

ベンダーおよびプロダクト ID の値に基づいてデバイスを除外するポリシー設定を構成すると、デバイスが属するフ
ァミリの Allow ポリシー設定を構成していたとしても、Horizon Client によりベンダーとプロダクト ID の値がこの

ポリシー設定と一致するデバイスは除外されます。

ポリシー設定の優先順位により、ポリシー設定間の競合が解決されます。スマート カードのリダイレクトを可能にす
るために Allow Smart Cards を構成した場合、それよりも優先順位の高い除外ポリシー設定を構成すると、この

ポリシーは上書きされます。たとえば、パス、ベンダー、プロダクト ID の値が一致するスマート カード デバイスを
除外するよう Exclude Vid/Pid Device ポリシー設定を構成する場合が考えられます。また、Exclude

Device Family デバイス ファミリ全体も除外する smart-card ポリシー設定を構成する場合も同様です。

何らかの View Agent フィルタ ポリシー設定を構成すると、View Agent はリモート デスクトップまたはアプリケ
ーション上で次の優先順位（項目 1 が最優先）に従って、フィルタ ポリシー設定を評価して適用します。

1 Exclude Vid/Pid Device

2 Include Vid/Pid Device

3 Exclude Device Family

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 227



4 Include Device Family

5 すべての USB デバイスを除外するか含めるかが設定されている、エージェント適用型の Exclude All

Devices ポリシー

View Agent は、この限定的なフィルタ ポリシー設定のセットを接続先で適用します。

View Agent のフィルタ ポリシー設定を定義することで、管理されていないクライアント コンピュータのフィルタリ
ング ポリシーを作成できます。また、この機能により、Horizon Client のフィルタ ポリシー設定でリダイレクトが
許可されている場合でも、クライアント コンピュータから転送されないようデバイスをブロックすることもできま
す。

たとえば、Horizon Client がデバイスのリダイレクトを可能にするのを許可するポリシーを構成する場合、デバイス
を除外するよう View Agent のポリシーを構成すれば、View Agent はデバイスをブロックします。

USB デバイスをフィルタリングするためのポリシーの設定例

これらの例で使用されるベンダー ID とプロダクト ID は、単なる例です。特定デバイスに対するベンダー ID とプロ
ダクト ID の決定については、ログ ファイルを使用してのトラブルシューティングと USB デバイス ID の確認を参照
してください。

n クライアントで特定のデバイスがリダイレクトされないようにする

Exclude Vid/Pid Device:     Vid-0341_Pid-1a11

n すべてのストレージ デバイスがこのデスクトップまたはアプリケーション プールにリダイレクトされないよう
にブロックします。次のエージェント側設定を使用します。

Exclude Device Family:      o:storage  

n デスクトップ プールのすべてのユーザーに対してオーディオおよびビデオ デバイスをブロックし、これらのデ
バイスがリアルタイム オーディオ ビデオ機能で常時利用可能になるようにする次のエージェント側設定を使用
します。

Exclude Device Family:      o:video;audio 

ベンダーおよびプロダクト ID を使用して特定のデバイスを除外することもできることに注意してください。

n クライアントで 1 つの特定のデバイスを除くすべてのデバイスがリダイレクトされないようにブロックする

Exclude All Devices:        true

Include Vid/Pid Device:     Vid-0123_Pid-abcd

n エンド ユーザーに問題が起こるため、特定の企業で製造されたすべてのデバイスを除外する次のエージェント側
設定を使用します。

Exclude Vid/Pid Device:     o:Vid-0341_Pid-*
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n クライアントで 2 つの特定のデバイスを含め、その他すべてを除外する

Exclude All Devices:        true

Include Vid/Pid Device:     Vid-0123_Pid-abcd;Vid-1abc_Pid-0001

USB デバイス ファミリ

Horizon Client または View Agent の USB フィルタリング規則を作成する場合にファミリを指定できます。

注:    一部のデバイスはデバイス ファミリを報告しません。

表 14-10. USB デバイス ファミリ

デバイス ファミリ名 説明

audio すべてのオーディオ入力またはオーディオ出力デバイス。

audio-in マイクロフォンなどのオーディオ入力デバイス。

audio-out ラウドスピーカーおよびヘッドホンなどのオーディオ出力デバイス。

bluetooth Bluetooth に接続されたデバイス。

comm モデムおよび有線ネットワーク アダプタなどの通信デバイス。

hid キーボードおよびポインティング デバイスを除くヒューマン インターフェイス デバイス。

hid-bootable キーボードおよびポインティング デバイスを除く、起動時に使用できるヒューマン インターフェイス デバイス。

imaging スキャナなどの画像デバイス。

keyboard キーボード デバイス。

mouse マウスなどのポインティング デバイス。

other ファミリが指定されていません。

pda 携帯情報端末。

physical 力フィードバック ジョイスティックなどの力フィードバック デバイス。

printer 印刷デバイス。

security 指紋読み取りなどのセキュリティ デバイス。

smart-card スマート カード デバイス。

storage フラッシュ ドライブおよび外部ハードディスク ドライブなどの大容量ストレージ デバイス。

unknown ファミリが不明です。

vendor ベンダ固有の機能のあるデバイス。

video ビデオ入力デバイス。

wireless 無線ネットワーク アダプタ。

wusb 無線 USB デバイス。
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View Agent の構成 ADM テンプレートの USB 設定

View Agent と Horizon Client の両方で USB ポリシー設定を定義できます。接続時に、Horizon Client は USB ポ
リシー設定を View Agent からダウンロードし、それらを Horizon Client USB ポリシー設定と一緒に使用して、ク
ライアント コンピュータからのリダイレクトに利用できるようにするデバイスを指定します。

View Agent の構成 ADM テンプレート ファイル (vdm_agent.adm) には、View Agent の認証および環境コンポー

ネントに関連するポリシー設定（USB リダイレクトなど）が含まれています。設定はコンピュータ レベルで適用さ
れます。View Agent は、コンピュータ レベルで GPO からの設定を優先的に読み取ります。GPO からの設定がない
場合は、レジストリの HKLM\Software\Policies\VMware, Inc.\VMware VDM\Agent\USB から設定を読み

取ります。

USB デバイス分割を構成するための設定

次の表で、View Agent の構成 ADM テンプレート ファイル内にある、複合 USB デバイスの分割に関する各ポリシ
ー設定について説明します。View Agent は、これらの設定を適用しません。View Agent は、設定を Horizon
Client に渡し、マージ (m) またはオーバーライド (o) のどちらの修飾子を指定したかに応じて、解釈と適用が行われ

ます。Horizon Client は設定を使用して、複合 USB デバイスをコンポーネント デバイスに分割するかどうか、そし
てコンポーネント デバイスをリダイレクトに利用可能なデバイスから除外するかどうかを決定します。複合 USB デ
バイスの分割ポリシーの View での適用方法については、複合 USB デバイスのデバイス分割ポリシー設定の構成を参
照してください。
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表 14-11. View Agent の構成テンプレート：デバイス分割設定

設定 プロパティ

Allow Auto Device Splitting

プロパティ：

AllowAutoDeviceSplitting

複合 USB デバイスの自動分割を許可します。

デフォルト値は未定義で、false と同じです。

Exclude Vid/Pid Device From

Split

プロパティ：SplitExcludeVidPid

ベンダーおよびプロダクト ID で指定された複合 USB デバイスは、分割対象から除外します。設定の形
式：{m|o}:vid-xxx1_pid-yyy2[;vid-xxx2_pid-yyy2]...

ID 番号は 16 進数で指定する必要があります。ID の個々の数字の位置にワイルドカード文字（*）を使用

できます。

例：o:vid-0781_pid-55**

デフォルト値は定義されていません。

Split Vid/Pid Device

プロパティ：SplitVidPid

ベンダーおよびプロダクト ID で指定した複合 USB デバイスのコンポーネントを、別のデバイスとして扱
います。設定の形式：

{m|o}:vid-xxxx_pid-yyyy(exintf:zz[;exintf:ww])

または

{m|o}:vid-xxxx_pid-yyyy(exintf:zz[;exintf:ww])

exintf というキーワードを使用すれば、インターフェイス番号を指定することで、コンポーネントをリ

ダイレクトから除外することができます。ID 番号は 16 進数で指定し、インターフェイス番号は先行ゼロ
をすべて含む 10 進数で指定する必要があります。ID の個々の数字の位置にワイルドカード文字（*）を

使用できます。

例：o:vid-0781_pid-554c(exintf:01;exintf:02)

注:    明示的に除外しなかったコンポーネントは、View で自動的に含まれることはありません。これらの
コンポーネントを含めるには、Include Vid/Pid Device（Vid/Pid デバイスを含める） などのフィル

タ ポリシーを指定する必要があります。

デフォルト値は定義されていません。

View Agent 適用型 USB 設定

次の表で、View Agent の構成 ADM テンプレート ファイルにある、USB 用の各エージェント適用型ポリシー設定に
ついて説明します。View Agent は設定を使用して、USB デバイスがホスト マシンに転送かどうかを判断します。
View Agent はまた、設定を Horizon Client に渡し、マージ (m) またはオーバーライド (o) のどちらの修飾子を指定

したかに応じて、解釈と適用が行われます。Horizon Client は設定を使用して、USB デバイスがリダイレクトに利
用可能かどうかを決定します。View Agent は、エージェント適用型ポリシー設定を常に適用するため、Horizon
Client に設定したポリシーとは逆の結果になることがあります。USB デバイスをフィルタリングするためのポリシ
ーを View で適用する方法については、USB デバイスのフィルタ ポリシー設定の構成を参照してください。
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表 14-12. View Agent の構成テンプレート：エージェント適用型設定

設定 プロパティ

Exclude All Devices

プロパティ：ExcludeAllDevices

転送対象からすべての USB デバイスを除外します。true に設定すると、その他のポリシー設定を使用し

て、特定のデバイスまたはデバイス ファミリが転送されるようにすることができます。false に設定す

ると、その他のポリシー設定を使用して、特定のデバイスまたはデバイス ファミリが転送されるのを防止
できます

true に設定し、Horizon Client に渡すようにすると、この設定は Horizon Client での設定を常にオー
バーライドします。この設定では、マージ（m）または上書き（o）の修飾子は使用できません。

デフォルト値は未定義で、false と同じです。

Exclude Device Family

プロパティ：ExcludeFamily

転送対象からデバイス ファミリを除外します。設定の形式：{m|

o}:family_name_1[;family_name_2]...

例：o:bluetooth;smart-card

自動デバイス分割を有効にした場合、View は複合 USB デバイスの各インターフェイスのデバイス ファミ
リを調べ、除外するインターフェイスを判断します。自動デバイス分割を無効にした場合、View はコン
ポジット USB デバイス全体のデバイス ファミリを調べます。

デフォルト値は定義されていません。

Exclude Vid/Pid Device

プロパティ：ExcludeVidPid

指定したベンダーとプロダクト ID のデバイスを、転送対象から除外します。設定の形式：{m|o}:vid-

xxx1_pid-yyy2[;vid-xxx2_pid-yyy2]...

ID 番号は 16 進数で指定する必要があります。ID の個々の数字の位置にワイルドカード文字（*）を使用

できます。

例：m:vid-0781_pid-****;vid-0561_pid-554c

デフォルト値は定義されていません。

Include Device Family

プロパティ：IncludeFamily

デバイス ファミリを転送対象に含めます。設定の形式：{m|o}:family_name_1[;family_name_2]...

例：m:storage

デフォルト値は定義されていません。

Include Vid/Pid Device

プロパティ：IncludeVidPid

指定したベンダーとプロダクト ID のデバイスを、転送対象に含めます。設定の形式：{m|o}:vid-

xxx1_pid-yyy2[;vid-xxx2_pid-yyy2]...

ID 番号は 16 進数で指定する必要があります。ID の個々の数字の位置にワイルドカード文字（*）を使用

できます。

例：o:vid-0561_pid-554c

デフォルト値は定義されていません。

クライアント解釈型 USB 設定

次の表で、View Agent の構成 ADM テンプレート ファイル内にある各クライアント解釈型ポリシー設定について説
明します。View Agent は、これらの設定を適用しません。View Agent は、Horizon Client に設定を渡し、解釈と
適用が行われます。Horizon Client は設定を使用して、USB デバイスがリダイレクトに利用可能かどうかを決定し
ます。
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表 14-13. View Agent の構成テンプレート：クライアント解釈型設定

設定 プロパティ

Allow Audio Input Devices

プロパティ：AllowAudioIn

オーディオ入力デバイスの転送を許可します。

デフォルト値は定義されていませんが、これは true が設定されている場合に相当します。

Allow Audio Output Devices

プロパティ：AllowAudioOut

オーディオ出力デバイスの転送を許可します。

デフォルト値は未定義で、false と同じです。

Allow HIDBootable

プロパティ：AllowHIDBootable

キーボートとマウス以外で、起動時に利用可能な入力デバイス（別名 HID 起動可能なデバイス）の転送
を許可します。

デフォルト値は定義されていませんが、これは true が設定されている場合に相当します。

Allow Other Input Devices HID 起動可能なデバイスや統合型ポインティング デバイス付きキーボード以外の入力デバイスの転送を
許可します。

デフォルト値は定義されていません。

Allow Keyboard and Mouse

Devices

プロパティ：AllowKeyboardMouse

統合型ポインティング デバイス（マウス、トラックボール、タッチ パッドなど）付きキーボードの転送
を許可します。

デフォルト値は未定義で、false と同じです。

Allow Smart Cards

プロパティ：AllowSmartcard

スマート カード デバイスの転送を許可します。

デフォルト値は未定義で、false と同じです。

Allow Video Devices

プロパティ：AllowVideo

ビデオ デバイスの転送を許可します。

デフォルト値は定義されていませんが、これは true が設定されている場合に相当します。

USB リダイレクトに関する問題のトラブルシューティング
Horizon Client で USB リダイレクトに関する各種の問題が発生することがあります。

問題

Horizon Client の USB リダイレクトで、ローカル デバイスをリモート デスクトップで使用可能にできなかったり、
Horizon Client で一部のデバイスがリダイレクトに使用できるように表示されなかったりします。

原因

USB リダイレクトが正常に機能しない場合、または予想どおりに機能しない場合、可能性のある原因は次のとおりで
す。

n デバイスが複合 USB デバイスであり、含まれるデバイスの 1 つがデフォルトでブロックされています。たとえ
ばマウスを含む読み上げデバイスはデフォルトでブロックされています。これはマウス デバイスがデフォルト
でブロックされているためです。この問題を解決するには、複合 USB デバイスのデバイス分割ポリシー設定の
構成を参照してください。

n USB リダイレクトは、リモート デスクトップおよびアプリケーションが展開されている Windows Server 2008
RDS ホストではサポートされません。USB リダイレクトは、単一ユーザー デスクトップとして使用されいる
Windows Server 2008 R2 システムでサポートされます。
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n RDS デスクトップおよびアプリケーションでは、USB フラッシュ ドライブとハード ディスクのみがサポートさ
れます。その他のタイプの USB デバイスや、セキュリティ ストレージ ドライブや USB CD-ROM などのその他
のタイプの USB ストレージ デバイスを RDS デスクトップやアプリケーションにリダイレクトすることはでき
ません。

n Web カメラはリダイレクトの対象としてサポートされていません。

n USB オーディオ デバイスのリダイレクトは、ネットワークの状態に依存し、信頼できません。一部のデバイス
では、アイドル状態のときでさえ、高いデータ スループットが必要です。

n ブート デバイスでは USB リダイレクトがサポートされていません。USB デバイスからブートする Windows
システムで Horizon Client を実行しており、このデバイスをリモート デスクトップにリダイレクトした場合、
ローカル オペレーティング システムが応答しなかったり使用できなかったりすることがあります。http://
kb.vmware.com/kb/1021409を参照してください。

n Windows 版 Horizon Client では、デフォルトで、キーボード、マウス、スマート カード、オーディオ出力デ
バイスをリダイレクト対象として選択できません。http://kb.vmware.com/kb/1011600を参照してくださ
い。

n RDP は、コンソール セッションの USB HID またはスマート カード リーダのリダイレクトをサポートしていま
せん。http://kb.vmware.com/kb/1011600を参照してください。

n Windows Mobile デバイス センターにより、RDP セッションの USB デバイスのリダイレクトが妨げられるこ
とがあります。http://kb.vmware.com/kb/1019205を参照してください。

n 一部の USB HID では、マウス ポインタの位置を更新するように、仮想マシンを構成する必要があります。
http://kb.vmware.com/kb/1022076を参照してください。

n 一部のオーディオ デバイスでは、ポリシー設定またはレジストリ設定を変更する必要がある場合があります。
http://kb.vmware.com/kb/1023868を参照してください。

n ネットワークのレイテンシーが原因で、デバイスの相互作用が低速になったり、アプリケーションがフリーズし

ているように見えることがあります。これはアプリケーションがローカル デバイスと相互作用するように設計
されているからです。非常に大容量の USB ディスク ドライブは、Windows エクスプローラに表示されるまで
に数分かかることがあります。

n FAT32 ファイル システムでフォーマットされた USB フラッシュ カードはロードが遅くなります。http://
kb.vmware.com/kb/1022836を参照してください。

n リモート デスクトップまたはアプリケーションに接続する前に、ローカル システムでプロセスまたはサービス
がデバイスを開いていた。

n リダイレクトされた USB デバイスは、デスクトップまたはアプリケーションにそのデバイスが使用可能である
ことが表示されている場合でも、デスクトップまたはアプリケーション セッションを再接続すると、動作が停止
します。

n View Administrator で USB リダイレクトが無効になっている。

n ゲスト上で、USB リダイレクト ドライバが存在しないか、無効になっている。

解決方法

u PCoIP が使用可能な場合は、RDP の代わりにプロトコルとして使用します。
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u 一時的な切断後に、リダイレクトされたデバイスが使用できないままであるか、動作を停止した場合、デバイス

を取り外し、再度接続して、リダイレクトを再試行してください。

u View Administrator で、[ポリシー] - [グローバル ポリシー] に移動して、[View ポリシー] で USB アクセスが
[許可] に設定されていることを確認します。

u ゲストのログでクラス ws_vhub のエントリの有無、クライアントのログでクラス vmware-view-usbd のエント

リの有無を調べます。

ユーザーが管理者でない場合、または USB リダイレクト ドライバがインストールされていないか、機能してい
ない場合には、これらのクラスのエントリがログに書き込まれます。これらのログの場所については、ログ ファ
イルを使用してのトラブルシューティングと USB デバイス ID の確認を参照してください。

u ゲスト上でデバイス マネージャを開き、[ユニバーサル シリアル バス コントローラ] を展開して、VMware View
仮想 USB ホスト コントローラのドライバおよび VMware View 仮想 USB ハブのドライバが表示されない場合
はそれらを再インストールし、無効になっている場合は再度有効にします。
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ストレージ要件の低減と管理 15
vCenter Server によって管理される仮想マシンにデスクトップを展開すると、以前には仮想化されたサーバのみで利
用できたストレージの効率性をすべて実現できます。View Composer を使用すると、プール内のすべての仮想マシ
ンが仮想ディスクを基本イメージと共有するため、ストレージの節減が促進されます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n vSphere によるストレージの管理

n View Composer によるストレージ要件の低減

n リンク クローン デスクトップ プールのストレージのサイズ設定

n リンククローン仮想マシンのストレージ オーバーコミット

n リンク クローンのデータ ディスク

n ローカル データストアへのリンク クローンの保存

n 別のデータストアへの View Composer レプリカおよびリンク クローンの格納

n デスクトップ プール用に View Storage Accelerator を構成する

n リンク クローン仮想マシンのディスク領域を再利用する

n ネイティブ NFS スナップショット テクノロジー（VAAI）を含む View Composer アレイ統合の使用

n View 仮想マシンにおける ESXi 操作の停電期間の設定

vSphere によるストレージの管理
vSphere を使用すると、ディスク ボリュームおよびファイル システムを仮想化できるため、データの物理的な格納
場所を考慮に入れる必要なく、ストレージを管理および構成できます。

ファイバ チャネル SAN アレイ、iSCSI SAN アレイ、および NAS アレイは広く使用されているストレージ テクノロ
ジであり、データセンターのストレージのさまざまなニーズを満たすために vSphere によってサポートされていま
す。これらのストレージ アレイは、ストレージ エリア ネットワークを介してサーバのグループに接続され、サーバ
のグループ間で共有されます。このような配置によってストレージ リソースを集約でき、仮想マシンに対してストレ
ージ リソースをより柔軟にプロビジョニングできます。
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互換性のある vSphere 5.0 および 5.1 以降の機能

vSphere 5.0 以降のリリースでは、以下の機能を使用できます。

n View storage accelerator機能を使用すると、仮想マシンのディスク データをキャッシュするように ESXi ホス
トを構成できます。

このコンテンツベースの読み取りキャッシュ (CBRC) を使用すると、多くのマシンが同時に起動してウイルス対
策スキャンを実行するときに、IOPS を軽減してパフォーマンスを改善することができます。ホストは、OS 全体
をストレージ システムから何度も読み取るのではなく、共通のデータ ブロックをキャッシュから読み取ること
ができます。

n リモート デスクトップが vSphere 5.1 以降のバージョンで使用できる領域効率的なディスク形式を使用する場
合、ゲスト OS 内の無効または削除されたデータは、自動的にワイプおよび縮小プロセスで再利用されます。

n 特定の制限付きで、最大 32 の ESXi ホストを含むクラスタにデスクトップ プールを展開できます。

レプリカ ディスクは、VMFS5 以降のデータストアまたは NFS データストアに保存する必要があります。
VMFS5 より前の VMFS バージョンにレプリカを保存する場合、クラスタは最大で 8 ホストを持つことができま
す。OS ディスクおよび通常ディスクは、NFS データストアまたは VMFS データストアに格納できます。

互換性のある vSphere 5.5 Update 1 以降の機能

vSphere 5.5 Update 1 以降のリリースでは、Virtual SAN を使用できます。これは、ESXiホストで使用可能な ロー
カルの物理的な半導体ディスク ドライブとハード ディスク ドライブをクラスタ内のすべてのホストで共有される単
一データストアに仮想化します。Virtual SAN はポリシー ベース管理による高パフォーマンス ストレージを提供し
ます。これによって、デスクトップ プールを作成するときにデータストアを 1 つだけ指定すると、仮想マシンのファ
イル、レプリカ、ユーザー データ、およびオペレーティング システムのファイルなど、さまざまなコンポーネント
が適切な半導体ディスク ドライブ(SSD) または直接接続されたハード ディスク (HDD) に配置されます。

Virtual SAN では、ストレージ ポリシー プロファイルを使用して仮想マシンのストレージとパフォーマンスを管理す
ることもできます。ホスト、ディスク、またはネットワークの障害、あるいはワークロードの変更によってポリシー

が非準拠になると、Virtual SAN は影響を受けている仮想マシンのデータを構成し直し、クラスタ全体のリソースの
利用を最適化します。最大 20 台の ESXi ホストを含むクラスタにデスクトップ プールを展開できます。

重要:    vSphere 6.0 以降のリリースで使用可能な Virtual SAN 機能には、vSphere 5.5 Update 1 で使用可能になっ
た機能を上回る、多数のパフォーマンス上の改善が含まれています。vSphere 6.0 では、この機能により広範囲にわ
たる HCL（ハードウェア互換性）サポートも含まれています。vSphere 6 以降の Virtual SAN の詳細については、
『VMware Virtual SAN の管理』ドキュメントを参照してください。

注:    Virtual SAN は View Storage Accelerator 機能と互換性がありますが、ディスクのワイプおよび縮小によって
ディスク領域を再利用する領域効率的なディスク形式機能とは互換性がありません。

互換性のある vSphere 6.0 以降の機能

vSphere 6.0 以降のリリースでは仮想ボリューム (VVols) を使用できます。この機能は、仮想デスクとそれらの派生
物、クローン、スナップショット、およびレプリカを、ストレージ システム上の仮想ボリュームと呼ばれるオブジェ
クトに直接マッピングします。このマッピングにより、vSphere はスナップショットの取得、クローンの作成、およ
びレプリケーションなど、集約的なストレージ オペレーションをストレージ システムにオフロードできます。
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仮想ボリュームでは、vSphere でストレージ ポリシー プロファイルを使用して仮想マシンのストレージとパフォー
マンスを管理することもできます。これらのストレージ ポリシー プロファイルでは、仮想マシンごとにストレージ
サービスに指示が行われます。このタイプの詳細なプロビジョニングでは、容量の使用率が高まります。最大 32 台
の ESXi ホストを含むクラスタにデスクトップ プールを展開できます。

注:    仮想ボリュームは View Storage Accelerator 機能と互換性がありますが、ディスクのワイプおよび縮小によっ
てディスク領域を再利用する領域効率的なディスク形式機能とは互換性がありません。

高パフォーマンス ストレージとポリシー ベース管理のための Virtual SAN の使
用

VMware Virtual SAN はソフトウェア定義のストレージ層で、vSphere 5.5 Update 1 以降のリリースで使用できま
す。vSphere ホストのクラスタで使用可能なローカル物理ストレージ ディスクを仮想化します。自動デスクトップ
プールまたは自動ファームを作成するときにデータストアを 1 つだけ指定すると、仮想マシンのファイル、レプリ
カ、ユーザー データ、およびオペレーティング システムのファイルなど、さまざまなコンポーネントが適切な半導
体ドライブ (SSD) ディスクまたは直接接続されたハード ディスク (HDD) に配置されます。

Virtual SAN はポリシー ベースのアプローチをストレージ管理に実装します。Virtual SAN を使用する場合は、View
によって容量、パフォーマンス、可用性などの仮想マシン ストレージ要件が、デフォルト ストレージ ポリシー プロ
ファイルの形で定義されます (このプロファイルは変更できます)。ストレージは、割り当てられたポリシーに従って
プロビジョニングされ、自動的に設定されます。Virtual SAN は、リンククローン デスクトップ プール、フルクロー
ン デスクトップ プール、および自動ファームで使用できます。

各仮想マシンはクラスタ内の物理的な位置にかかわらず、そのポリシーを保持します。ポリシーが、ホスト、ディス

ク、またはネットワーク障害のために不適合になったり、ワークロードが変更される場合、Virtual SAN は各仮想マ
シンのポリシーを満たすために、影響のある仮想マシンとロード バランスのデータを最構成します。

Virtual SAN では、HA、vMotion、および DRS などの共有ストレージを必要とする VMware 機能がサポートされ
るとともに、外部の共有ストレージ インフラストラクチャが要らなくなり、ストレージ構成と仮想マシンのプロビジ
ョニング アクティビティが簡素になります。

重要:    vSphere 6.0 以降のリリースで使用可能な Virtual SAN 機能には、vSphere 5.5 Update 1 で使用可能になっ
た機能を上回る、多数のパフォーマンス上の改善が含まれています。vSphere 6.0 では、この機能により広範囲にわ
たる HCL（ハードウェア互換性）サポートも含まれています。また、VMware Virtual SAN 6.0 は、キャッシングと
固定ストレージの両方にフラッシュベースのデバイスを使用するオールフラッシュ アーキテクチャをサポートしま
す。

View の Virtual SAN ワークフロー

1 vCenter Server 5.5 Update 1 以降のリリースを使用して Virtual SAN を有効にします。vSphere 5.5 Update
1 の Virtual SAN の詳細については、『vSphere ストレージ』ドキュメントを参照してください。 vSphere 6 以
降の Virtual SAN の詳細については、『VMware Virtual SAN の管理』ドキュメントを参照してください。

2 View Administrator で自動デスクトップ プールまたは自動ファームを作成する場合、[ストレージ ポリシー管
理] で [VMware Virtual SAN を使用する] を選択し、使用する Virtual SAN データストアを選択します。

[VMware Virtual SAN を使用する] を選択すると、Virtual SAN データストアのみが表示されます。
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デフォルトのストレージ ポリシープロファイルは、選択するオプションに従って作成されます。たとえば、リン
ク クローンの流動デスクトップ プールを作成すると、レプリカ ディスク プロファイルとオペレーティング シス
テムのディスク プロファイルは自動的に作成されます。リンク クローンの通常のデスクトップ プールを作成す
ると、レプリカ ディスク プロファイルと通常のディスク プロファイルが作成されます。自動ファームの場合、
レプリカ ディスク プロファイルが作成されます。デスクトップ プールと自動ファームのどちらのタイプの場合
も、仮想マシン ファイルのプロファイルが作成されます。

3 既存の View Composer デスクトップ プールを他のタイプのデータストアから Virtual SAN のデータストアに
移動するには、View Administrator でプールを編集して古いデータストアを選択解除し、その代りに Virtual
SAN のデータストアを選択し、Rebalance コマンドを使用します。自動ファームは再調整できないため、この
操作は自動ファームでは実行できません。

4 (オプション) vCenter Server を使用してストレージ ポリシー プロファイルのパラメータを変更します。これに
は、許容できる障害の回数や、予約する SSD の読み取りキャッシュの量などが含まれます。

ポリシーの名前は、OS_DISK（オペレーティング システム ファイルを示す）、PERSISTENT_DISK（ユーザー デ
ータ ファイルを示す）、REPLICA_DISK（レプリカを示す）、VM_HOME（.vmx ファイルや .vmsn ファイルな

どの仮想マシン ファイルを示す）です。ポリシーの変更は、デスクトップ プールまたは自動ファームに新規に
作成される仮想マシンと既存の仮想マシンのすべてに伝達されます。

5 vCenter Server を使用して、データストアに参加する Virtual SAN クラスタとディスクを監視します。詳細に
ついては、『vSphere ストレージ マニュアル』と『vSphere 監視とパフォーマンス マニュアル』を参照してく
ださい。vSphere 6 以降については、『VMware Virtual SAN の管理』ドキュメントを参照してください。

6 (オプション) View Composer のリンククローン デスクトップ プールの場合は、通常のように Refresh コマン
ドと Recompose コマンドを使用します。自動ファームの場合、データストアのタイプに関係なく、
Recompose コマンドのみがサポートされます。

要件および制限

Virtual SAN 機能には、View 展開で使用する場合に以下の制限があります。

n このリリースでは、ディスクのワイプおよび縮小によってディスク領域を再利用する View 領域効率的なディス
ク形式機能がサポートされていません。

n Virtual SAN は NAS デバイスを使用しないため、View Composer Array Integration (VAAI) 機能がサポートさ
れていません。

n Virtual SAN データストアはこのリリースの Virtual Volumes データストアと互換性がありません。

注:    Virtual SAN は View Storage Accelerator 機能と互換性があります。Virtual SAN は SSD ディスクでキャッ
シュ レイヤを提供し、View Storage Accelerator 機能は起動時の IOPS を削減してパフォーマンスを向上させるコ
ンテンツ ベースのキャッシュ機能を提供します。

Virtual SAN 機能には以下の要件があります。

n vSphere 5.5 Update 1 以降のリリース。

n 適切なハードウェア。たとえば、VMware では容量に関係する各ノードには、10GB の NIC、少なくとも 1 つの
SSD、1 つの HDD を推奨しています。個別の要件については、『VMware 互換性ガイド』を参照してください。
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n 少なくとも 3 つの ESXi ホストのクラスタ。セットアップに対応する十分な ESXi ホストが必要です。詳細につ
いては、https://www.vmware.com/support/pubs/vsphere-esxi-vcenter-server-pubs.html で入手可能な
『vSphere 構成の上限』ドキュメントを参照してください。

n HDD の容量の少なくとも 10% である SSD の容量。

n セットアップに対応する十分な HDD 容量。磁気ディスクの使用率が 75% を超過しないようにします。

Virtual SAN 要件の詳細については、『vSphere 5.5 Update 1 ストレージ』ドキュメントの「Virtual SAN の操作」
を参照してください。 vSphere 6 以降については、『VMware Virtual SAN の管理』ドキュメントを参照してくださ
い。VMware Virtual SAN の View 仮想デスクトップ インフラストラクチャの主要コンポーネントのサイズ調整と
設計のガイダンスについては、http://www.vmware.com/files/pdf/products/vsan/VMW-TMD-Virt-SAN-Dsn-
Szing-Guid-Horizon-View.pdf から提供されているホワイト ペーパーを参照してください。

Virtual SAN データストアのデフォルトのストレージ ポリシー プロファイル

Virtual SAN を使用する場合は、View によって容量、パフォーマンス、可用性などの仮想マシン ストレージ要件が、
デフォルト ストレージ ポリシー プロファイルの形で定義されます (このプロファイルは変更できます)。ストレージ
は、割り当てられたポリシーに従ってプロビジョニングされ、自動的に設定されます。

デスクトップ プールの作成時に作成されるデフォルトのポリシーは、作成するプールの種類によって異なります。ポ
リシーの名前は、OS_DISK（オペレーティング システム ファイルを示す）、PERSISTENT_DISK（ユーザー データ フ
ァイルを示す）、REPLICA_DISK（レプリカを示す）、VM_HOME（.vmx ファイルや .vmsn ファイルなどの仮想マ

シン ファイルを示す）です。たとえば、REPLICA_DISK ポリシーが作成されるのは、リンククローン プールの場合
だけです。ポリシーの変更は、デスクトップ プールに新規に作成される仮想マシンと既存の仮想マシンのすべてに伝
達されます。

Virtual SAN はストレージ ポリシー フレームワークを提供します。このフレームワークを使用して Virtual SAN デ
ータストア上に存在するさまざまな仮想マシン オブジェクトの動作を制御できます。Virtual SAN には、仮想ディス
ク (VMDK) ファイルなどのオブジェクトが含まれます。各オブジェクトには、ポリシーによって制御される 4 つの特
性があります。

n [ストライプ]: データのストライプの数。ディスク ストライプの数は磁気ディスク (HDD) の数に影響を与えま
す。

n [復元性]: 許容する障害の数。許容するホスト障害の数は、当然ながら、使用されているホストの数によって異な
ります。

n [ストレージ プロビジョニング]: シックまたはシン。

n [キャッシュ予約]: 読み取りキャッシュ予約。

ストライプとキャッシュ予約の設定は、パフォーマンスの制御に使用されます。復元性の設定は可用性を制御します。

ストレージ プロビジョニングの設定は容量を制御します。これらの設定が、全体として vSphere ホストと磁気ディ
スクの必要数に影響を与えます。
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たとえば、オブジェクトあたりのディスク ストライプの数を 2 に設定すると、Virtual SAN は少なくとも 2 台の HDD
にわたってそのオブジェクトのストライピングを行います。この設定と併用して、許容するホスト障害の数を 1 に設
定すると、Virtual SAN は復元用としてコピーをもう 1 つ作成します。この結果、HDD が 4 台必要となります。さ
らに、許容するホスト障害の数を 1 に設定する場合、ESXi ホストは最低 3 台必要です（復元用に 2 台、パーティシ
ョン化されている場合にタイブレークを実行するために 1 台）。

注:    矛盾する設定を誤って行った場合には、その設定の適用時に操作が失敗し、状況（十分な数のホストが存在しな
いことなど）を説明するエラー メッセージが表示されます。

これらのデフォルト ポリシーに関連するユーザー操作の要件はありません。ポリシーは、リンククローン デスクト
ップ プール、完全クローン デスクトップ プール、および自動ファームの場合に作成されます。

デフォルトのストレージ ポリシー プロファイルは、vSphere コマンドライン インターフェイス (esxcli) または

vSphere Web Client を使用して変更できます。各仮想マシンはクラスタ内の物理的な位置にかかわらず、そのポリ
シーを保持します。ポリシーが、ホスト、ディスク、またはネットワーク障害のために不適合になったり、ワークロ

ードが変更される場合、Virtual SAN は各仮想マシンのポリシーを満たすために、影響のある仮想マシンとロード バ
ランスのデータを最構成します。

仮想マシン中心ストレージとポリシー ベース管理のための仮想ボリュームの使
用

vSphere 6.0 以降のリリースで利用可能な Virtual Volumes (VVols) を使用すると、データストアではなく、個々の
仮想マシンがストレージ管理のユニットになります。ストレージ ハードウェアで仮想ディスクの内容、レイアウトお
よび管理をコントロールできます。

Virtual Volumes では、LUN または NFS 共有をベースにした伝統的なストレージ ボリュームを抽象ストレージ コン
テナに置き換えます。Virtual Volumes では、仮想ディスクとその派生物、クローン、スナップショット、レプリカ
を仮想ボリュームと呼ばれるストレージ システム上のオブジェクトに直接マッピングします。このマッピングによ
り、vSphere はスナップショットの取得、クローンの作成、およびレプリケーションなど、集約的なストレージ オ
ペレーションをストレージ システムにオフロードできます。この結果、たとえば以前は 1 時間かかっていたクローン
作成オペレーションも、仮想ボリュームを使用してわずか数分間で完了できるようになりました。

重要:    Virtual Volumes の主な利点のひとつは、ソフトウェア ポリシーベース管理 (SPBM) が使用できる機能です
が、このリリースの View については、Virtual SAN の機能を使用する場合と異なり、View はデフォルトで詳細なス
トレージ ポリシーを作成しません。代わりに、全 Virtual Volumes データストアに適用される vCenter Server のグ
ローバル デフォルト ポリシーを設定できます。

Virtual Volumes には次の利点があります。

n Virtual Volumes はストレージ ハードウェアに対する多くの操作のオフロードをサポートします。これらの操
作には、スナップショット、クローン作成および Storage DRS を含みます。

n Virtual Volumes で、個々の仮想マシンのレプリケーション、暗号化、重複排除および圧縮を含む先進的なスト
レージ サービスを使用できます。

n Virtual Volumes では、vMotion、Storage vMotion、スナップショット、リンク クローン、Flash Read Cache
および DRS などの vSphere 機能がサポートされます。
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n vSphere APIs for Array Integration (VAAI) をサポートするストレージ アレイで Virtual Volumes を使用でき
ます。

要件および制限

Virtual Volumes 機能には、View 展開で使用する場合に次の制限があります。

n このリリースでは、ディスクのワイプおよび縮小によってディスク領域を再利用する View 領域効率的なディス
ク形式機能がサポートされていません。

n Virtuall Volumes では View Composer Array Integration (VAAI) の使用はサポートされません。

n Virtual Volumes データストアはこのリリースの Virtual SAN データストアと互換性がありません。

注:    Virtual Volumes は View Storage Accelerator 機能と互換性があります。Virtual SAN は SSD ディスクでキ
ャッシュ レイヤを提供し、View Storage Accelerator 機能は起動時の IOPS を削減してパフォーマンスを向上させ
るコンテンツ ベースのキャッシュ機能を提供します。

Virtual Volumes 機能には以下の要件があります。

n vSphere 6.0 以降のリリース。

n 適切なハードウェア。特定のストレージ ベンダーは、vSphere の統合や Virtual Volumes のサポートができる
ストレージ プロバイダを供給する責任があります。すべてのストレージ プロバイダは VMware に認定され、適
切に配置される必要があります。

n 仮想マシン上にプロビジョニングするすべての仮想ディスクは、1 MB の偶数倍である必要があります。

Virtual Volumes は vSphere 6.0 の機能です。要件、機能性、背景、およびセットアップ要件の詳細については、
『vSphere ストレージ』ドキュメントの Virtual Volumes に関するトピックを参照してください。

View Composer によるストレージ要件の低減
View Composer を使用すると、仮想ディスクを基本イメージと共有するデスクトップ イメージが作成されるため、
必要なストレージ容量を 50 ～ 90% 削減できます。

View Composer では、基本イメージ、つまり親仮想マシンが使用され、最大 2,000 のリンク クローン仮想マシンの
プールが作成されます。各リンク クローンは一意のホスト名および IP アドレスを持ち、独立したデスクトップのよ
うに動作しますが、リンク クローンの方がストレージの必要量がはるかに少なくなります。

同じデータストア上のレプリカおよびリンク クローン

Microsoft RDS ホストのリンククローン デスクトップ プールやファームを作成するときに、フル クローンが親仮想
マシンから最初に作成されます。 完全クローン、つまりレプリカと、それにリンクされたクローンは、同じデータ ス
トア、つまり LUN（Logical Unit Number）に配置できます。必要に応じて、再分散機能を使用してレプリカとリ
ンククローン デスクトップ プールを 1 つの LUN から別の LUN に移動することも、リンククローン デスクトップ
プールを Virtual SAN データストアに移動することも、リンククローン デスクトップ プールを Virtual SAN データ
ストアから LUN に移動することもできます。
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異なるデータストアにあるレプリカおよびリンク クローン

あるいは、View Composer レプリカとリンク クローンをパフォーマンス特性の異なる別々のデータストアに配置す
ることもできます。たとえば、レプリカの仮想マシンは半導体ディスク ドライブ (SSD) に格納するようにします。半
導体ディスク ドライブはストレージ容量は低いものの 1 秒あたりの I/O 動作回数 (IOPS) で数万回をサポートするほ
どに高い読み取りパフォーマンスを備えています。リンク クローンは従来の回転メディア対応のデータストアに格
納できます。このディスクはパフォーマンスは低いですが、価格が安くて格納容量が大きいので、大規模なプールに

多数のリンク クローンを格納する場合に適しています。ストレージ構成を階層化すると、多数の仮想マシンを同時に
リブートしたり、アンチウィルス スキャンをスケジュールして実行したりする場合のように多大の I/O が発生するシ
ナリオを費用対効果の高い方法で処理できます。

詳細については、ベスト プラクティス ガイドである『Storage Considerations for VMware View』を参照してく
ださい。

Virtual SAN データストアまたはは Virtual Volumes データストアを使用する場合、レプリカ用とリンク クローン用
に別々のデータストアを手動で選択することはできません。 Virtual SAN および Virtual Volumes 機能では、自動的
に適切なタイプのディスクにオブジェクトが配置され、すべての I/O 操作がキャッシュされます。このため、Virtual
SAN データストアおよび仮想 Virtual Volumes データストアのためにレプリカ階層を使用する必要はありません。

ページングおよび一時ファイルのためのディスポーザブル ディスク

リンククローン プールやファームを作成する場合、ユーザー セッション中に生成されるゲスト オペレーティング シ
ステムのページングや一時ファイルを格納するために一時利用する仮想ディスクを別個に構成しておくこともできま

す。仮想マシンがパワーオフになると、ディスポーザブルディスクは削除されます。一時利用のディスクを使用する

ことにより、リンク クローンの増加を抑えてストレージ領域を節約でき、またパワーオフ後も仮想マシンによって使
用されていた領域を削減できます。

専用デスクトップのための通常ディスク

専用割り当てデスクトップ プールを作成する場合、View Composer によって各仮想デスクトップ用に別個の通常仮
想ディスクが作成されるようにすることもできます。その通常ディスクにエンド ユーザーの Windows プロファイ
ルおよびアプリケーション データが保存されます。リンク クローンが更新、再構成、または再分散されても、通常
仮想ディスクの内容は保たれます。View Composer の通常ディスクは別のデータストアに保持することをお勧め
します。その場合、通常ディスクを保持している LUN 全体をバックアップできます。

リンク クローン デスクトップ プールのストレージのサイズ設定
View には、リンク クローン デスクトップ プールに必要なストレージの量を特定するのに役立つ大まかなガイドライ
ンが用意されています。[デスクトップ プールを追加] ウィザードの表には、プールを作成する時点、およびリンク ク
ローンが徐々に拡大する過程での、リンク クローン ディスクのストレージ要件の一般的な見積もりが示されます。

ストレージのサイズ設定の表には、OS ディスク、View Composer 通常ディスク、およびレプリカを格納するため
に選択するデータストア上の空き領域も表示されます。実際の空き領域をリンク クローン ディスクに対する見積も
りの要件と比較することによって、どのデータストアを使用するかを決定できます。
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View が使用する式は、ストレージ使用の一般的な見積もりを計算するだけです。リンク クローンの実際のストレー
ジの拡大は、次のような多くの要因に依存します。

n 親仮想マシンに割り当てられたメモリの量

n 更新操作の頻度

n ゲスト OS のページング ファイルのサイズ

n ページングと一時ファイルを別のディスクにリダイレクトするかどうか

n 個別の View Composer 通常ディスクを構成するかどうか

n リンク クローン マシン上のワークロード（主に、ユーザーがゲスト OS で実行するアプリケーションの種類によ
って決まります）

注:    数百または数千のリンク クローンが含まれている展開では、特定のデータストアのセットが特定の ESXi クラス
タ専用に使用されるようにリンク クローン プールを構成してください。プールをすべてのデータストアにわたって
ランダムに構成することは避けてください。ほとんどまたはすべての ESXi ホストが、ほとんどまたはすべての LUN
にアクセスしなければならなくなります。

特定の LUN 上のリンク クローン OS ディスクに書き込もうとする ESXi ホストが多すぎると、競合の問題が発生し
て、パフォーマンスが低下し、拡張性が妨げられることがあります。大規模な展開でのデータストアの計画の詳細に

ついては、『View アーキテクチャ プランニング 』ドキュメントを参照してください。

リンク クローン プールのサイズ設定ガイドライン

リンク クローン デスクトップ プールを作成または編集すると、[リンク クローンのデータストアを選択] ページに、
ストレージのサイズ設定ガイドラインを示す表が表示されます。この表は、リンク クローン ディスクにどのデータ
ストアを選択するかを決定するのに役立ちます。これらのガイドラインから、新しいリンク クローンに必要な容量を
計算できます。

リンク クローン ディスクのサイズ設定の表

表 15-1. リンク クローン ディスクのサイズ設定の表の例 に、親仮想マシンに 1GB のメモリと 10GB のレプリカがあ
る場合に、10 台の仮想マシンのプールに対して表示される、ストレージのサイズ設定に対する推奨値の例を示しま
す。この例では、OS ディスクと View Composer 通常ディスク用に異なるデータストアが選択されています。

表 15-1. リンク クローン ディスクのサイズ設定の表の例

データの種類 選択された空き領域（GB） 推奨される最小領域（GB）
50% Utilization (GB)
（50% の使用率（GB）） 推奨される最大領域（GB）

OS ディスク 184.23 40.00 80.00 130.00

通常ディスク 28.56 4.00 10.00 20.00

[選択された空き領域] 列は、OS ディスクなどのディスクの種類のために選択したすべてのデータストア上の使用可
能な合計領域を示します。

[推奨される最小領域] 列は、プールに対して推奨されるストレージの最小の容量を示します。
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[50% の使用率] 列は、リンク クローン ディスクが親仮想マシンの 50% に拡大したときの推奨されるストレージを
示します。

[推奨される最大領域] 列は、リンク クローン ディスクが親仮想マシン全体のサイズに近づいたときの推奨されるスト
レージを示します。

OS ディスクと通常ディスクを同じデータストアに格納する場合、View は、両方のディスクの種類のストレージ要件
を計算します。[データの種類] には、特定のディスクの種類ではなく [リンク クローン] と表示されます。

View Composer レプリカを別のデータストアに格納する場合、この表にはレプリカのストレージに対する推奨値も
示され、OS ディスクに対する推奨値が調整されます。

サイズ設定ガイドライン

この表は、一般的なガイドラインを示します。ストレージの計算では、リンク クローン プール内の実際のストレー
ジの拡大に影響を与える可能性のある追加の要因を考慮する必要があります。

OS ディスクの場合、サイズ設定の見積もりは、プールの更新や再構成の頻度によって異なります。

リンク クローン プールを 1 日に 1 回～ 1 週間に 1 回の間で更新する場合は、[選択された空き領域] が [推奨される
最小領域] から [50% の使用率] の概算までの間のストレージ使用に対応できることを確認します。

プールの更新や再構成をめったに行わない場合は、リンク クローン ディスクが拡大し続けます。[選択された空き領
域] が [50% の使用率] から [推奨される最大領域] の見積もりまでの間のストレージ使用に対応できることを確認し
ます。

通常ディスクの場合、サイズ設定の見積もりは、ユーザーがデスクトップ上に生成する Windows プロファイル デー
タの量によって異なります。更新操作や再構成操作は、通常ディスクには影響を与えません。

既存のデスクトップ プールを編集する場合のサイズ設定ガイドライン

View によって、新しいリンク クローンに必要なストレージ容量が見積もられます。デスクトップ プールを作成する
場合は、サイズ設定ガイドラインはプール全体が対象となります。既存のデスクトップ プールを編集する場合は、プ
ールに追加する新しいリンク クローンのみがガイドラインの対象となります。

たとえば、デスクトップ プールに 100 個のリンク クローンを追加し、新しいデータストアを選択する場合、新しい
クローン 100 個に必要な容量が View によって見積もられます。

新しいデータストアを選択する場合でもデスクトップ プールを同じサイズに保つ場合、もしくはリンク クローンの
数を減らす場合などには、サイズ設定ガイドラインは 0 と示されます。値 0 は、選択されているデータストアで新し
いクローンを作成する必要がないことを意味します。既存のクローンですでに容量要件に達しています。

View でのサイズ設定に対する最小の推奨値の計算方法

OS ディスクに対する最小の推奨値を得るために、View は、各クローンが最初に作成されて起動されるときに、その
クローンのメモリ サイズの 2 倍が消費されると見積もります。クローンに対してメモリが予約されていない場合は、
クローンがパワーオンされるとすぐに、そのクローンの ESXi スワップ ファイルが作成されます。また、ゲスト OS
のページング ファイルのサイズも、クローンの OS ディスクの拡大に影響を与えます。
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OS ディスクに対する最小の推奨値では、View は各データストア上の 2 つのレプリカの領域も含めます。View
Composer は、プールが作成されるときにレプリカを 1 つ作成します。そのプールが初めて再構成されると、View
Composer はデータストア上に 2 番目のレプリカを作成し、リンク クローンを新しいレプリカに関連付けた後、他
のクローンが元のスナップショットを使用していない場合は最初のレプリカを削除します。再構成操作中、データス

トアには 2 つのレプリカを格納するための容量が必要です。

デフォルトでは、レプリカは vSphere Thin Provisioning を使用しますが、ガイドラインをシンプルにするために、
View は親仮想マシンと同じ領域を使用する 2 つのレプリカを計算に含めます。

通常ディスクに対する最小の推奨値を得るために、View は [デスクトップ プールを追加] ウィザードの [View
Composer のディスク] ページで指定されたディスク サイズの 20% を計算します。

注:    通常ディスクの計算は、静的なしきい値（GB 単位）に基づいています。たとえば、1024MB ～ 2047MB の任
意の値の通常ディスク サイズを指定した場合、View は、この通常ディスク サイズを 1GB として計算します。
2048MB のディスク サイズを指定した場合、View は、このディスク サイズを 2GB として計算します。

レプリカを別のデータストアに格納するための推奨値を得るために、View は、データストア上の 2 つのレプリカの
ための領域を考慮します。最小と最大の使用量に対して同じ値が計算されます。

詳細については、リンク クローン プールのサイズ設定の式を参照してください。

サイズ設定ガイドラインとストレージ オーバーコミット

ユーザーがストレージ要件を見積もり、データストアを選択して、プールを展開した後、View は各データストア上
の空き領域と既存のクローンに基づいて、それぞれのデータストア上のリンク クローン仮想マシンをプロビジョニン
グします。

[デスクトップ プールを追加] ウィザードの [リンク クローンのデータストアを選択] ページで選択されたストレージ
オーバーコミット オプションに基づいて、View は新しいクローンのプロビジョニングを停止し、既存のクローンの
ために空き領域を予約します。この動作によって、データストア上の各マシンに対してバッファを拡大できるように

なります。

ストレージ オーバーコミット レベルを高く設定した場合は、見積もりのストレージ要件が、[選択された空き領域] 列
に示されている容量を超える可能性があります。ストレージ オーバーコミット レベルは、View がデータストア上に
実際に作成する仮想マシンの数に影響を与えます。

詳細については、リンククローン仮想マシンのストレージのオーバーコミット レベルの設定を参照してください。

リンク クローン プールのサイズ設定の式

ストレージのサイズ設定の式は、OS ディスク、View Composer 通常ディスク、およびレプリカのために選択する
データストア上の空き領域に対するリンク クローン ディスクのサイズを見積もるのに役立ちます。

ストレージのサイズ設定の式

表 15-2. 選択されたデータストア上のリンク クローン ディスクのためのストレージのサイズ設定の式は、プールの作
成時と、リンク クローン マシンが次第に拡大するにつれての、リンク クローン ディスクの見積もりサイズを計算す
る式を示しています。これらの式には、クローンとともにデータストアに格納されるレプリカ ディスクのための領域
が含まれています。
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既存のプールを編集するか、またはレプリカを別のデータストアに格納する場合、View は別のサイズ設定の式を使
用します。リンク クローンを作成するためのサイズ設定の式（プールを編集する場合、またはレプリカを別のデータ
ストアに格納する場合）を参照してください。

表 15-2. 選択されたデータストア上のリンク クローン ディスクのためのストレージのサイズ設定の式

データの種類 選択された空き領域（GB） 推奨される最小領域（GB）
50% Utilization (GB)
（50% の使用率（GB）） 推奨される最大領域（GB）

OS ディスク 選択されたデータストア

上の空き領域

VM の数 * (2 * VM のメモ
リ) + (2 * レプリカ ディ
スク)

VM の数 * (レプリカ ディ
スクの 50% + VM のメモ
リ) + (2 * レプリカ ディ
スク)

VM の数 * (レプリカ ディス
クの 100% + VM のメモ
リ) + (2 * レプリカ ディス
ク)

通常ディスク 選択されたデータストア

上の空き領域

VM の数 * 通常ディスク
の 20%

VM の数 * 通常ディスク
の 50%

VM の数 * 通常ディスクの
100%

ストレージのサイズ設定の見積もりの例

この例では、親仮想マシンに 1GB のメモリが構成されています。親仮想マシンのディスク サイズは 10GB です。1
つのリンク クローン プールは 10 台のマシンで作成されています。通常ディスクのサイズは 2048MB として構成さ
れています。

OS ディスクは、現在 184.23GB の使用可能な領域があるデータストア上に構成されています。通常ディスクは、
28.56GB の使用可能な領域がある別のデータストア上に構成されています。

表 15-3. 選択されたデータストア上に展開されているリンク クローン ディスクのサイズ設定の見積もりの例は、この
リンク クローン デスクトップ プール例の見積もりのストレージ要件がサイズ設定の式によってどのように計算され
るかを示しています。

表 15-3. 選択されたデータストア上に展開されているリンク クローン ディスクのサイズ設定の見積もりの例

データの種類 選択された空き領域（GB） 推奨される最小領域（GB）
50% Utilization (GB)
（50% の使用率（GB）） 推奨される最大領域（GB）

OS ディスク 184.23 10 * (2*1GB) +
(2*10GB) =

40.00

10 * (10GB の 50% +
1GB) + (2*10GB) =

80.00

10 * (10GB の 100% +
1GB) + (2*10GB) =

130.00

通常ディスク 28.56 10 * (2GB の 20%) =

4.00

10 * (2GB の 50%) =

10.00

10 * (2GB の 100%) =

20.00

リンク クローンを作成するためのサイズ設定の式（プールを編集する場合、また
はレプリカを別のデータストアに格納する場合）

既存のリンク クローン デスクトップ プールを編集するか、またはレプリカを別のデータストアに格納する場合、
View は、プールを初めて作成する場合とは異なるサイズ設定の式で計算します。

既存のプールを編集し、そのプールのデータストアを選択した場合、View Composer は選択されたデータストア上
に新しいクローンを作成します。これらの新しいクローンは既存のスナップショットに関連付けられ、既存のレプリ

カ ディスクを使用します。新しいレプリカは作成されません。
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View は、デスクトップ プールに追加された新しいクローンのサイズ要件を見積もります。既存のクローンは計算に
含めません。

レプリカを別のデータストアに格納した場合は、他の選択したデータストアがリンク クローン ディスク専用に使用
されます。

これらの場合、View は、リンク クローン ディスクに対するストレージの推奨値を計算するときにレプリカのための
領域を含めません。

表 15-4. リンク クローン ディスクのためのストレージのサイズ設定の式（プールを編集する場合、またはレプリカを
別のデータストアに格納する場合） は、プールを編集したりレプリカを別のデータストアに格納する際に、リンク ク
ローン ディスクの見積もりサイズを計算する式を示しています。

表 15-4. リンク クローン ディスクのためのストレージのサイズ設定の式（プールを編集する場合、またはレプリカを
別のデータストアに格納する場合）

データの種類 選択された空き領域（GB） 推奨される最小領域（GB）
50% Utilization (GB)
（50% の使用率（GB）） 推奨される最大領域（GB）

OS ディスク 選択されたデータストア

上の空き領域

新しい仮想マシンの数 *
（2 * 仮想マシンのメモリ）

新しい仮想マシンの数 *
（レプリカ ディスクの
50% + 仮想マシンのメモ
リ）

新しい仮想マシンの数 * （レ
プリカ ディスクの 100% +
仮想マシンのメモリ）

通常ディスク 選択されたデータストア

上の空き領域

新しい仮想マシンの数 *
通常ディスクの 20%

新しい仮想マシンの数 *
通常ディスクの 50%

新しい仮想マシンの数 * 通
常ディスクの 100%

ストレージのサイズ設定の見積もりの例（プールを編集する場合、またはレプリカを別のデータ

ストアに格納する場合）

この例では、親仮想マシンに 1GB のメモリが構成されています。親仮想マシンのディスク サイズは 10GB です。1
つのリンク クローン プールは 10 台のマシンで作成されています。通常ディスクのサイズは 2048MB として構成さ
れています。

OS ディスクは、現在 184.23GB の使用可能な領域があるデータストア上に構成されています。通常ディスクは、
28.56GB の使用可能な領域がある別のデータストア上に構成されています。

表 15-5. リンク クローン ディスクのサイズ設定の見積もりの例（プールを編集する場合、またはレプリカを別のデー
タストアに格納する場合） は、サイズ設定の式で、サンプルのリンク クローン プールの見積もりのストレージ要件
を計算する方法を示しています。

表 15-5. リンク クローン ディスクのサイズ設定の見積もりの例（プールを編集する場合、またはレプリカを別のデー
タストアに格納する場合）

データの種類 選択された空き領域（GB） 推奨される最小領域（GB）
50% Utilization (GB)
（50% の使用率（GB）） 推奨される最大領域（GB）

OS ディスク 184.23 10 * (2*1GB) =

20.00

10 * (10GB の 50% +
1GB) =

60.00

10 * (10GB の 100% +
1GB) =

110.00

通常ディスク 28.56 10 * (2GB の 20%) =

4.00

10 * (2GB の 50%) =

10.00

10 * (2GB の 100%) =

20.00
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リンククローン仮想マシンのストレージ オーバーコミット
ストレージ オーバーコミット機能を使用して、フル仮想マシンで可能な数より多くのリンククローン仮想マシンをデ
ータストアに配置することによりストレージ コストを削減できます。リンク クローンは、データストアの物理容量
の数倍の論理ストレージ領域を使用できます。

この機能は、データストアの容量をオーバーコミットできるストレージ レベルを選択して、View が作成するリンク
クローン数の制限を設定する際に役立ちます。プロビジョニングが控え目すぎるためにストレージを無駄にすること

や、リンククローンがディスク領域を使い果たしてオペレーティング システムまたはアプリケーションに問題が発生
するような事態になるのを避けることができます。

たとえば、各仮想マシンが 10 GB の場合、100 GB のデータストアに作成できるフル仮想マシンは最大でも 10 個で
す。10 GB の親仮想マシンからリンク クローンを作成した場合、各クローンのサイズはその何分の 1 かになります。

オーバーコミット レベルを低く設定した場合、View はクローンがデータストアの物理サイズの 4 倍を使用すること
を可能にし、各クローンを親仮想マシンのサイズとして測定します。100 GB のデータストアで、親が 10 GB の場
合、View は約 40 個のリンク クローンをプロビジョニングします。View は、データストアに空き領域がある場合で
も、追加のクローンをプロビジョニングしません。この制限により、既存のクローン用のバッファの拡大を管理しま

す。

表 15-6. ストレージのオーバーコミット レベルに、設定できるストレージのオーバーコミット レベルを示します。

表 15-6. ストレージのオーバーコミット レベル

オプション ストレージのオーバーコミット レベル

なし ストレージはオーバーコミットされません。

低 データストアのサイズの 4 倍。これはデフォルトのレベルです。

中 データストアのサイズの 7 倍。

高 データストアのサイズの 15 倍。

ストレージのオーバーコミット レベルはストレージ容量を決定するための大まかな目安になります。最適なレベル
を決定するため、実際の環境でリンク クローンの増加を監視してください。

OS ディスクが可能な最大サイズまで増加することがない場合は、高いレベルを設定します。オーバーコミット レベ
ルを高くする場合は注意が必要です。リンク クローンがディスク領域を使い果たすことがないようにするには、デス
クトップ プールを定期的に更新または再分散し、リンク クローンの OS データをその元のサイズに縮小します。自動
ファームでは、更新または再調整はサポートされていません。自動ファームのリンク クローンにディスク領域を使い
果たす危険性がある場合、オーバーコミット レベルを変更します。

たとえば、ログオフ後に仮想マシンが削除または更新されるように設定されている流動割り当てデスクトップ プール
の場合は、オーバーコミット レベルを高く設定することは有効です。

各データストアのさまざまなレベルのスループットに対応するため、データストアのタイプによって、ストレージの

オーバーコミット レベルを変えることができます。たとえば、NAS データストアと SAN データストアを別の設定に
することができます。
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リンククローン仮想マシンのストレージのオーバーコミット レベルの設定

ストレージ オーバーコミット機能を使用して、View がデータストアにどのようにリンククローン仮想マシンを作成
するかを制御できます。この機能により、データストアの物理ストレージ上限を超える合計論理サイズになるリンク

クローンを作成できます。

この機能はリンククローン プールおよび自動ファームでのみ機能します。

ストレージのオーバーコミット レベルは、各クローンがフル仮想マシンであった場合に使用するデータストアの物理
サイズより大きくストレージの量を見積もります。詳細については、以下を参照してください。リンククローン仮想

マシンのストレージ オーバーコミット。次の手順は、リンククローン デスクトップ プールに適用されます。手順は、
自動ファームの場合と同様です。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 新しいデスクトップ プールを作成するとき、または既存のプールを編集するときは、[vCenter 設定] ページに移
動します。

オプション アクション

新しいデスクトップ プール a [追加] をクリックします。

b [vCenter 設定] ページが表示されるまで、[デスクトップ プールを追加] ウィザードの処理
を続行します。

既存のデスクトップ プール a リンククローン プールを選択し、[編集] をクリックします。

b [vCenter 設定] タブをクリックします。

 
3 [vCenter 設定] ページで、[データストア] の横にある [参照] をクリックします。

4 [リンク クローンのデータストアを選択] ページで、データストアを選択します。

選択したデータストアの [ストレージ オーバーコミット] 列にドロップダウン メニューが表示されます。

5 ドロップダウン メニューから、ストレージ オーバーコミット レベルを選択します。

オプション 説明

なし ストレージはオーバーコミットされません。

低 データストアのサイズの 4 倍。これはデフォルトのレベルです。

中 データストアのサイズの 7 倍。

高 データストアのサイズの 15 倍。

境界なし View は、データストアの物理的な容量に基づいて作成されるリンククローン マシンの数を制
限しません。このレベルは、すべてのマシンとそれらの将来のデータ増加に対応するために、

データストアに十分なストレージ容量があることが確実である場合に限って選択してくださ

い。

 
6 [OK] をクリックします。
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リンク クローンのデータ ディスク
View Composer は、リンク クローン仮想マシンのコンポーネントを格納するための複数のデータ ディスクを作成
します。

OS ディスク

View Composer は、リンク クローンごとに OS ディスクを作成します。このディスクには、基本イメージへのリン
クを維持し、一意の仮想マシンとして機能するためにクローンが必要とするシステム データが格納されます。

QuickPrep 構成データ ディスク

View Composer は、OS ディスクとともに 2 つ目のディスクを作成します。2 つ目のディスクには、更新および再
構成操作時に保持する必要がある QuickPrep 構成データおよびその他の OS 関連データが格納されます。このディ
スクは小容量で、通常、約 20MB です。仮想マシンをカスタマイズするため、このディスクは QuickPrep または
Sysprep のどちらを使用した場合でも作成されます。

ユーザー プロファイルを格納するために別個の View Composer 通常ディスクを構成した場合は、各リンク クロー
ンに OS ディスク、2 つ目の仮想マシン ディスク、View Composer 通常ディスクの 3 つのディスクが関連付けられ
ます。

2 つ目の仮想マシン ディスクは、OS ディスクと同じデータストアに格納されます。このディスクを構成することは
できません。

View Composer 通常ディスク

専用割り当てプールでは、Windows ユーザー プロファイル データを格納するために別個の View Composer 通常
ディスクを構成できます。このディスクはオプションです。

別個の通常ディスクを使用すると、ユーザー データおよび設定を保持できます。View Composer の更新、再構成、
および再分散操作は、通常ディスクに影響を与えません。通常ディスクをリンク クローンから切断し、別のリンク ク
ローンに接続することができます。

別個の通常ディスクを構成しない場合、Windows プロファイルは OS ディスクに格納されます。ユーザー データお
よび設定は、更新、再構成、および再分散操作時に削除されます。

通常ディスクは OS ディスクと同じデータストアまたは別のデータストアに格納できます。

破棄可能データ ディスク

リンク クローン プールを作成するときに、ユーザー セッション中に生成されるゲスト OS のページング ファイルと
一時ファイルを格納するために別の読み取り専用ディスクを構成することができます。ディスク サイズはメガバイ
ト単位で指定する必要があります。

このディスクはオプションです。

リンク クローンがパワーオフされると、View は破棄可能データ ディスクを、View Composer がリンク クローン
プールで作成した元のディスクのコピーに置き換えます。ユーザーがデスクトップを操作するたびに、リンク クロー
ンのサイズが増える可能性があります。破棄可能データ ディスクを使用すると、リンク クローンの拡大を抑えるこ
とでストレージ領域を節約できます。
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破棄可能データ ディスクは、OS ディスクと同じデータストアに格納します。

ローカル データストアへのリンク クローンの保存
リンククローン仮想マシンは、ESXi ホストの内部スペア ディスクであるローカル データストアに保存できます。ロ
ーカル ストレージには、安価なハードウェア、仮想マシンの迅速なプロビジョニング、高性能の電力操作、およびシ
ンプルな管理などの利点があります。ただし、ローカル ストレージを使用すると、利用可能な vSphere インフラス
トラクチャの構成オプションが制限されます。ローカル ストレージの使用は、View 環境によっては利点がある場合
もありますが、不適当となる場合もあります。

注:    このトピックに記載されている制限は、Virtual SAN データストアには適用されません。Virtual SAN データス
トアはローカル ストレージ ディスクも使用しますが、特定のハードウェアを必要とします。

お使いの環境の View デスクトップがステートレスである場合には、通常、ローカル データストアを使用する利点が
あります。たとえば、ステートレスなキオスクやクラスルームおよびトレーニング ステーションを展開する場合に
は、ローカル データストアを活用できる場合があります。

仮想マシンで流動割り当てを行う場合、ローカル データストアの使用を検討してください。ローカル データストア
は個々のエンド ユーザー専用ではなく、ユーザー データ用の通常ディスクは必要ありません。また、定期的に（ユ
ーザーのログオフ時など）削除または更新できます。この方法を使用すれば、データストアをまたぐ仮想マシンの移

動や負荷分散を行わずに、個々のローカル データストアのディスク使用率を制御できます。

ただし、ローカル データストアの使用で View デスクトップまたはファーム デプロイに生じる次の制限について考慮
する必要があります。

n VMotion を使用して、ボリュームを管理することはできません。

n リソース プール全体で仮想マシンの負荷分散を行うことはできません。たとえば、ローカル データストアに保
存されたリンククローンでは、View Composer 再分散操作を使用できません。

n VMware High Availability は使用できません。

n vSphere Distributed Resource Scheduler (DRS) は使用できません。

n View Composer レプリカがローカル データストアにある場合、異なるデータストアに View Composer レプ
リカまたはリンク クローンを保存できません。

ローカル データストアにリンク クローンを保存している場合、リンク クローンと同じボリュームにレプリカを
保存することを強く推奨します。クラスタのすべての ESXi ホストがレプリカにアクセスできる場合、リンク ク
ローンをローカル データストアに保存し、レプリカを共有データストアに保存することもできますが、VMware
ではこの構成は推奨しません。

n ローカル スピニングディスク ドライブを選択する場合、市販のストレージ アレイのパフォーマンスよりも劣る
可能性があります。ローカル スピニングディスク ドライブとストレージ アレイは同様の容量である可能性があ
りますが、ローカル スピニングディスク ドライブには、ストレージ アレイほどのスループットはありません。
スピンドルの数が増えれば、スループットも向上します。

直接接続のソリッド ステート ディスク (SSD) を選択する場合、ほとんどの場合、多くのストレージ アレイを超える
パフォーマンスが出ます。
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単一の ESXi ホストまたは単一の ESXi ホストを含むクラスタでデスクトップ プールまたはファームを構成すれば、
制限なしにローカル データストアにリンク クローンを保存できます。ただし、単一の ESXi ホストを使用すると、構
成可能なデスクトップ プールまたはファームのサイズが制限されます。

大容量のデスクトップ プールまたはファームを構成するには、複数の ESXi ホストを含むクラスタを選択して集合的
な容量を確保し、多数の仮想マシンに対応するようにする必要があります。

ローカル ストレージの利点を活用するのであれば、VMotion、HA、DRS およびその他の機能を利用できない重大性
を慎重に考慮する必要があります。仮想マシンの数とディスクの増加を制御して、ローカル ディスク使用率を管理し
ており、流動割り当てを使用し、定期的な更新および削除操作を実行している場合、ローカル データストアにリンク
クローンを正しく展開できます。

別のデータストアへの View Composer レプリカおよびリンク クロ
ーンの格納

View Composer レプリカおよびリンク クローンを、パフォーマンス特性の異なる別のデータストアに配置できま
す。この柔軟な構成により、一度に多くのリンク クローンをプロビジョニングしたりウイルス対策スキャンを実行し
たりするなどの集中的な操作を迅速に行うことができます。

たとえば、レプリカ仮想マシンをソリッド ステート ディスク対応のデータストアに格納できます。ソリッド ステー
ト ディスクは、ストレージ容量が少なく、読み取りのパフォーマンスが高く、通常、1 秒あたり 20,000 I/O（IOPS）
をサポートします。View Composer は、各 ESXi クラスタで各 View Composer 基本イメージ スナップショットの
レプリカを 1 つだけ作成するため、レプリカはあまりストレージ領域を必要としません。ソリッド ステート ディス
クを使うと、多数のリンク クローンでタスクが同時に実行される場合に、ESXi がレプリカの OS ディスクを読み取
る速度を向上させることができます。

リンク クローンは従来の回転メディア対応のデータストアに格納できます。これらのディスクは、パフォーマンスが
低く、通常、200 IOPS をサポートします。安価で大容量のため、大規模なプールに多数のリンク クローンを格納す
る場合に適しています。ESXi は、リンク クローンで集中的な同時読み取り操作を実行する必要はありません。

レプリカとリンク クローンをこの方法で構成すると、一度に多くのリンク クローンが作成されるときに発生する I/O
ストームの影響を軽減できます。たとえば、ログオフ時にマシンを削除するポリシーを使用して流動割り当てプール

を展開した場合、ユーザーが同時に作業を開始すると、View はユーザー用の新しいマシンを同時にプロビジョニン
グする必要があります。

重要:    この機能は、高パフォーマンスのディスク ソリューションを提供するベンダが使用する特定のストレージ構
成向けに設計されています。ストレージ ハードウェアが高い読み取りパフォーマンスをサポートしていない場合は、
レプリカを別のデータストアに保存しないでください。

レプリカとリンク クローンを別のデータストアのプールに格納する場合は、特定の要件に従う必要があります。

n 1 つのプールに指定できる別のレプリカ データストアは 1 つだけです。

n レプリカ データストアを共有する場合は、クラスタ内のすべての ESXi ホストからアクセスできる必要がありま
す。

n リンク クローン データストアを共有する場合は、レプリカ データストアも共有する必要があります。レプリカ
をローカル データベースに配置することはできません。
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リンク クローン データストアがローカルの場合、VMware はレプリカをリンク クローンと同じボリュームに保
存することを強く推奨しています。クラスタのすべての ESXi ホストがレプリカにアクセスできる場合、リンク
クローンをローカル データストアに保存し、レプリカを共有データストアに保存することもできますが、
VMware ではこの構成は推奨しません。

n Virtual SAN データストアまたは Virtual Volumes データストアを使用する場合、この機能は使用できません。
これらのタイプのデータストアでは、ソフトウェア ポリシーベース管理が使用されるため、ストレージ プロフ
ァイルにより、どのコンポーネントでどのタイプのディスクを使用するかを定義します。

別のデータストアまたは共有データストアにレプリカを格納する際の可用性に関
する考慮事項

View Composer レプリカを別のデータストアまたはリンク クローン仮想マシンと同じデータストアに格納するこ
とができます。これらの構成は、さまざまな形でプールの可用性に影響を与えます。

レプリカをリンク クローンと同じデータストアに格納すると、可用性を向上させるために、View Composer は各デ
ータストアに個別のレプリカを作成します。データストアが使用できなくなった場合、そのデータストアのリンク ク
ローンのみが影響を受けます。他のデータストアのリンク クローンは引き続き動作します。

レプリカを別のデータストアに格納すると、プール内のすべてのリンク クローンがそのデータストアのレプリカに関
連付けられます。データストアが使用できなくなった場合、プール全体が使用できなくなります。

リンク クローン仮想マシンの可用性を高めるために、レプリカを格納するデータストアに対して高可用性ソリューシ
ョンを構成することができます。

デスクトップ プール用に View Storage Accelerator を構成する
ESXi ホストが仮想マシンのディスク データをキャッシュできるようデスクトップ プールを構成できます。この
View Storage Accelerator と呼ばれている機能は、ESXi ホストで Content Based Read Cache（CBRC）機能を使
用します。View Storage Accelerator により、ブート ストーム発生時（多くのマシンが一斉に起動するか、ウイル
ス対策スキャンを同時に実行する場合など）の IOPS を削減し、パフォーマンスを向上させることが可能です。この
機能は、管理者またはユーザーがアプリケーションまたはデータを頻繁にロードする場合にも役立ちます。この機能

を使用するには、個別のデスクトップ プールに対して View Storage Accelerator が有効であることを確認する必要
があります。

仮想マシンを作成すると、View は各仮想ディスク ファイルの内容にインデックスを付けます。インデックスは仮想
マシンのダイジェスト ファイルに格納されます。実行時に、ESXi ホストはそのダイジェスト ファイルを読み取り、
データの共通ブロックをメモリにキャッシュします。ESXi ホストのキャッシュを最新に保つために、指定した間隔
で、および仮想マシンが再構成されるときに、View でダイジェスト ファイルが再生成されます。再生成の間隔は変
更可能です。

View Storage Accelerator は、デフォルトでプール用に有効になっています。この機能は、プールを作成または編
集するときに無効または有効に設定できます。デスクトップ プールを初めて作成するときにこの機能を有効にする
ことをお勧めします。既存のプールを編集してこの機能を有効にする場合は、リンク クローンをプロビジョニングす
る前に、新しいレプリカとそのダイジェスト ディスクが作成されていることを確認する必要があります。新しいレプ
リカは、プールを新しいスナップショットに再構成するか、プールを新しいデータストアに再分散することによって

作成できます。ダイジェスト ファイルは、デスクトップ プール内の仮想マシンがパワーオフされているときにのみ、
構成できます。
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リンク クローンを含むプールと、フル仮想マシンを含むプールで View Storage Accelerator を有効にすることがで
きます。

View Storage Accelerator は、View レプリカ階層を使用する構成で動作するために適しており、レプリカはリンク
クローンでなく別のデータストアに保存されます。View レプリカ階層で View Storage Accelerator を使用するパ
フォーマンスの利点は実質的には大きくありませんが、特定の容量に関わる利点は別のデータストアでレプリカを保

存することによって実現できます。したがって、この組み合わせがテストおよびサポートされます。

重要:    この機能を使用する計画であり、いくつかの ESXi ホストを共有する複数の View ポッドを使用している場合
は、共有 ESXi ホストのすべてのプールについて View Storage Accelerator 機能を有効にする必要があります。複
数ポッドの設定に一貫性がない場合は、共有 ESXi ホストの仮想マシンが不安定になることがあります。

前提条件

n vCenter Server ホストおよび ESXi ホストのバージョンが 5.0 以降であることを確認します。

ESXi クラスタで、すべてのホストのバージョンが 5.0 以降であることを確認します。

n vCenter Server の [ホスト] > [構成] > [詳細] 設定の権限が vCenter Server ユーザに割り当てられていること
を確認します。vCenter Server ユーザーに必要な View および View Composer の権限については、『View の
インストール』マニュアルのトピックを参照してください。

n View Storage Accelerator が vCenter Server で有効になっていることを確認します。『View 管理ガイド』を
参照してください。

手順

1 View Administrator で、[[詳細なストレージ]] ページを表示します。

オプション 説明

新しいデスクトップ ツール（推奨） [デスクトップ プールを追加] ウィザードを起動して、自動デスクトップ プールの作成を開始し
ます。ウィザードの構成に関する指示に従って、[[詳細なストレージ]] ページが表示されるま
で進みます。

既存のデスクトップ プール 既存のプールを選択し、[編集] をクリックして、[詳細なストレージ] タブをクリックします。

既存のプールでは、パワーオフされるまで仮想マシン用に View Storage Accelerator ダイジ
ェスト ファイルは構成されません。

 
2 プール用に View Storage Accelerator を有効にするには、[View Storage Accelerator を使用] チェック ボッ
クスがオンになっていることを確認します。

デフォルトでは、この設定はオンになっています。この設定を無効にするには、[View Storage Accelerator を
使用] ボックスをオフにします。

3 （オプション） [ディスク タイプ] メニューから [OS ディスク] のみを選択するか [OS ディスクと通常ディスク]
を選択することで、キャッシュするディスク タイプを指定します。

デフォルトでは、[OS ディスク] が選択されています。

フル仮想マシンに対して View Storage Accelerator を構成する場合、ディスク タイプは選択できません。
View Storage Accelerator は、仮想マシン全体で実行されます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 255



4 （オプション） [次の期間後にストレージ アクセラレータを再作成] テキスト ボックスで、View Storage
Accelerator ダイジェスト ファイルの再生成までの間隔を日数で指定します。

デフォルトの再生成までの間隔は、7 日間です。

次のステップ

ディスク領域再利用と View Storage Accelerator の再生成が行われない停電期間を日数および時間で構成できま
す。View 仮想マシンにおける ESXi 操作の停電期間の設定を参照してください。

既存のプールを編集して View Storage Accelerator を有効にする場合は、リンク クローンをプロビジョニングする
前に、デスクトップ プールを新しいスナップショットに再構成するか、プールを新しいデータストアに再分散しま
す。

リンク クローン仮想マシンのディスク領域を再利用する
vSphere 5.1 以降では、リンククローン デスクトップ プールおよび自動ファームに対してディスク領域再利用機能
を構成できます。vSphere 5.1 から、View は、ESXi ホストがリンク クローン上の未使用ディスク領域を再利用でき
るようにする効率の良いディスク フォーマットでリンク クローン仮想マシンを作成するようになったため、リンク
クローンに必要なストレージの合計領域が減少しました。

ユーザーが仮想マシンを操作するたびに、リンク クローンの OS ディスクが大きくなり、最終的にはフルクローン仮
想マシンとほとんど同じディスク領域を使用する場合もあります。ディスク領域再利用により、リンク クローンを更
新または再構成しなくても、OS ディスクのサイズを減らすことができます。領域は、仮想マシンがパワーオンして
いて、ユーザーがマシンを操作している間に再利用できます。

View Administrator では、ディスク領域再利用をプールに対して直接開始できません。View がディスク領域再利用
を開始するタイミングを決定するには、操作をトリガーする、リンク クローン OS ディスク上に蓄積する必要がある
未使用ディスク領域の最小量を指定します。未使用ディスク領域が指定したしきい値を超過すると、View は ESXi ホ
ストにその OS ディスク上の未使用領域を再利用するように指示します。View は、しきい値をプール内の仮想マシ
ンごとに適用します。

vdmadmin -M オプションを使用すると、デモまたはトラブルシューティングの目的で、特定の仮想マシンでディス

ク領域再利用を開始することができます。『View 管理ガイド』を参照してください。

新しいプールを作成するとき、または既存のプールを編集するときに、リンク クローン上でディスク領域再利用を構
成できます。既存のプールについては、『View アップグレード ガイド』の「領域を再利用するためにプールをアップ
グレードする作業」を参照してください。

注:    Virtual SAN データストアまたは仮想ボリューム

View Composer がリンク クローンを更新、再構成または再分散している場合、ディスク領域再利用はそのリンク ク
ローン上では実行されません。

ディスク領域再利用は、リンク クローン内の OS ディスクのみで動作します。この機能は、View Composer の通常
ディスクに影響せず、フル クローン仮想マシンでは動作しません。

ネイティブ NFS スナップショット テクノロジー（VAAI）は、領域効率の高いディスクが使用されている仮想マシン
を含むプールでサポートされていません。

次の手順は、リンククローン デスクトップ プールに適用されます。手順は、自動ファームの場合と同様です。
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前提条件

n vCenter Server および ESXi ホストについて、クラスタにすべての ESXi ホストが含まれ、ダウンロード パッチ
ESXi510-201212001 以降を適用済みの ESXi 5.1 以降が搭載されたバージョン 5.1 であることを確認します。

n vSphere バージョン 5.1 以降で提供される VMware Tools が、プール内のすべてのリンク クローン仮想マシン
にインストールされていることを確認します。

n プール内のすべてのリンク クローン仮想マシンが仮想ハードウェア バージョン 9 以降であることを確認しま
す。

n 仮想マシンが SCSI コントローラを使用することを確認します。ディスク領域再利用は、IDE コントローラを備
えた仮想マシンではサポートされていません。

n Windows 10 仮想マシンの場合、マシンが vSphere 5.5 U3 以降で実行されていることを確認します。

n Windows 8 または 8.1 仮想マシンの場合、マシンが vSphere 5.5 以降で実行されていることを確認します。デ
ィスク領域の再利用は、vSphere 5.5 以降で実行されている Windows 8 または 8.1 仮想マシンでサポートされ
ます。

n Windows 7 仮想マシンの場合、マシンが vSphere 5.1 以降で実行されていることを確認します。

n ディスク領域再利用が vCenter Server で有効になっていることを確認します。このオプションにより、プール
内の仮想マシンは、ディスク領域再利用に必要な効率の良いディスク フォーマットで作成されるようになりま
す。『View 管理ガイド』を参照してください。

手順

1 View Administrator で、[詳細なストレージ] ページを表示します。

オプション 説明

新しいデスクトップ プール [デスクトップ プールを追加] ウィザードを起動して、自動デスクトップ プールの作成を開始し
ます。ウィザードの構成に関する指示に従って、[[詳細なストレージ]] ページが表示されるま
で進みます。

既存のデスクトップ プール 既存のプールを選択し、[編集] をクリックして、[詳細なストレージ] タブをクリックします。
領域再利用をサポートするためにプールをアップグレードする場合は、『View アップグレード
ガイド』の「領域再利用のためのデスクトップ プールのアップグレード」を参照してくださ
い。

 
2 [VM ディスク スペースを再利用] チェック ボックスを選択します。

3 [仮想マシンの未使用領域が次の値を超えると再利用が開始されます] テキスト ボックスに、リンク クローン OS
ディスク上に蓄積する必要がある未使用のディスク領域の最小量 (GB) を入力します。この値を超過すると、
ESXi はそのディスク上で領域の再利用を開始します。

例：2 GB。

デフォルト値は 1 GB です。

次のステップ

ディスク領域の再利用と View Storage Accelerator での再生成を実行しない停電日数と停電時間数を構成できま
す。View 仮想マシンにおける ESXi 操作の停電期間の設定を参照してください。
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View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択し、領域再利用が行われた最終時刻とデスクトッ
プ上で最後に再利用された領域の容量を表示するマシンを選択します。

ネイティブ NFS スナップショット テクノロジー（VAAI）を含む View
Composer アレイ統合の使用
vStorage APIs for Array Integration (VAAI) をサポートする NAS デバイスが展開に含まれている場合、リンク クロ
ーン プールで View Composer アレイ統合 (VCAI) 機能を有効にすることができます。この機能では、ネイティブ
NFS スナップショット テクノロジーを使用して、仮想マシンのクローンを作成します。

このテクノロジーを使用すると、ESXi ホストでデータの読み取りや書き取りをすることなく、NFS ディスク アレイ
で仮想マシンのクローンが作成されます。この操作で仮想マシンのクローンが作成されると、時間が短縮され、ネッ

トワーク負荷が軽減されることがあります。

ネイティブ NFS スナップショット テクノロジーを使用する場合は、次のガイドラインに従ってください。

n この機能を使用できるのは、VAAI を介したネイティブ クローン作成操作をサポートする NAS デバイスに存在
するデータストアでデスクトップ プールまたは自動ファームを構成する場合だけです。

n View Composer 機能を使用して、ネイティブ NFS スナップショット テクノロジーで作成されたリンク クロー
ンを管理できます。たとえば、通常ディスクの更新、再構成、再分散、作成が可能です。また、作成されたクロ

ーンで QuickPrep カスタマイズ スクリプトを実行できます。

n レプリカと OS ディスクを別々のデータストアに格納している場合、この機能は使用できません。

n この機能は vSphere 5.0 以降でサポートされています。

n プールを編集し、ネイティブ NFS クローン作成機能の選択または選択解除を行っても、既存の仮想マシンは影響
を受けません。

既存の仮想マシンをネイティブ NFS クローンから従来の REDO ログ クローンに変更するには、ネイティブ NFS
クローン作成機能の選択を解除し、新しい基本イメージに対してプールを再構成する必要があります。プール内

のすべての仮想マシンについてクローン作成方法を変更し、別のデータストアを使用するには、新しいデータス

トアを選択し、ネイティブ NFS クローン作成機能の選択を解除して、新しいデータストアにプールを再分散し、
新しい基本イメージに対してプールを再構成する必要があります。

同様に、仮想マシンを従来の REDO ログ クローンからネイティブ NFS クローンに変更するには、VAAI をサポ
ートする NAS データストアを選択し、ネイティブ NFS クローン作成機能を選択して、NAS データストアにプー
ルを再分散し、プールを再構成します。詳細については、http://kb.vmware.com/kb/2088995を参照してく
ださい。

n ESXi クラスタの View Administrator で選択された NFS データストアでネイティブ クローン作成機能を構成
するには、クラスタ内のすべての ESXi ホストの VAAI でネイティブ クローン作成操作をサポートするベンダー
固有の NAS プラグインをインストールしなければならない場合があります。構成要件のガイダンスについて
は、ストレージ ベンダーのドキュメントを参照してください。

n ネイティブ NFS スナップショット テクノロジー (VAAI) は、領域効率の高いディスクが使用されている仮想マシ
ンではサポートされていません。

n Virtual SAN データストアまたは Virtual Volumes データストアを使用する場合、この機能は使用できません。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 258

http://kb.vmware.com/kb/2088995


n View での VCAI サポートの FAQ については、VMware ナレッジ ベース (KB) の記事 2061611 を参照してくだ
さい。

重要:    NAS ストレージ ベンダーは、VAAI のパフォーマンスおよび操作に影響を及ぼす追加設定を用意している場
合があります。ベンダーの推奨事項に従い、NAS ストレージ アレイと ESXi の両方で適切な設定を構成する必要があ
ります。ベンダーの推奨設定の構成に関するガイダンスについては、ストレージ ベンダーのドキュメントを参照して
ください。

View 仮想マシンにおける ESXi 操作の停電期間の設定
View Storage Accelerator のダイジェスト ファイルの再生成および仮想マシン ディスク領域の再利用で、ESXi の
リソースを使用できます。必要に応じて ESXi のリソースがフォアグラウンド タスク専用になるように、ESXi ホスト
でこれらの操作を実行しない日時を指定できます。

たとえば、ユーザーが業務を開始する平日の午前中、起動時、ウイルス対策スキャンの I/O ストーム発生時に、停電
期間を指定できます。さまざまな日の時間帯を指定することが可能です。

設定した停電期間中は、ディスク領域の再利用および View Storage Accelerator ダイジェスト ファイルの再生成は
行われません。各操作に個別の停電期間を設定することはできません。

停電期間が有効な場合でも、View では、プロビジョニング ステージで新しいマシン用の View Storage Accelerator
ダイジェスト ファイルを作成することができます。

次の手順は、リンククローン デスクトップ プールに適用されます。手順は、自動ファームの場合と同様です。

前提条件

n [View Storage Accelerator を有効にする] または [領域再利用を有効にする]、あるいは両方の機能が、vCenter
Server で選択されていることを確認します。

n [View Storage Accelerator を使用] または [VM ディスク スペースを再利用]、あるいは両方の機能が、デスク
トップ プールで選択されていることを確認します。

手順

1 [デスクトップ プールを追加] ウィザードの [詳細なストレージ] ページで、[停電期間] に移動し、[追加] をクリッ
クします。

既存のプールを編集している場合は、[詳細なストレージ] タブをクリックします。

2 停止日数を確認し、開始時刻と終了時刻を指定します。

時刻は 24 時間制で選択します。たとえば、10:00 は午前 10:00、22:00 は午後 10:00 です。

3 [OK] をクリックします。

4 別の停止期間を追加するには、[追加] をクリックし、別の期間を指定します。

5 停電期間を変更または削除するには、[停電期間] リストから期間を選択し、[編集] または [削除] をクリックしま
す。
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デスクトップ プールとアプリケーシ
ョン プールのポリシーの構成 16
デスクトップ プール、アプリケーション プール、マシン、およびユーザーの動作を制御するポリシーを構成できま
す。View Administrator を使用して、クライアント セッションのポリシーを設定できます。Active Directory グル
ープ ポリシー設定を使用して、シングルユーザー マシン、RDS ホスト、または PCoIP 表示プロトコルに影響を及ぼ
す、View Agent の動作、Windows 用 Horizon Client の動作、および各種機能の動作を制御できます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n View Administrator でのポリシーの設定

n Active Directory グループ ポリシーの使用

n View グループ ポリシー管理用テンプレート ファイルの使用

n View ADM および ADMX テンプレート ファイル

n View Agent の構成 ADM テンプレートの設定

n View PCoIP のセッション変数 ADM テンプレート設定

n リモート デスクトップ サービス グループ ポリシーの使用

n ロケーションベースの印刷の設定

n Active Directory グループ ポリシーの例

View Administrator でのポリシーの設定
View Administrator を使用して、クライアント セッションのポリシーを構成できます。

これらのポリシーを設定して、特定のユーザー、特定のデスクトップ プール、またはすべてのクライアント セッシ
ョン ユーザーに適用できます。特定のユーザーとデスクトップ プールに適用するポリシーは、ユーザー レベルのポ
リシーおよびデスクトップ プール レベルのポリシーと呼ばれます。すべてのセッションとユーザーに適用するポリ
シーはグローバル ポリシーと呼ばれます。

ユーザー レベルのポリシーでは、対応するデスクトップ プール レベルのポリシー設定から設定が継承されます。同
様に、デスクトップ プール レベルのポリシーでは、対応するグローバル ポリシー設定から設定が継承されます。デ
スクトップ プール レベルのポリシー設定は、対応するグローバル ポリシー設定より優先されます。ユーザー レベル
のポリシー設定は、対応するグローバル ポリシー設定およびデスクトップ プール レベルのポリシー設定より優先さ
れます。

VMware, Inc. 260



低いレベルのポリシー設定は、対応する高いレベルの設定より、制限を厳しくすることも緩くすることもできます。

たとえば、グローバル ポリシーを [拒否] に設定し、対応するデスクトップ プール レベルのポリシーを [許可] に設定
することも、この逆に設定することもできます。

注:    RDS デスクトップおよびアプリケーション プールでは、グローバル ポリシーのみを使用できます。RDS デスク
トップおよびアプリケーション プールに対して、ユーザー レベル ポリシーまたはプール レベル ポリシーを設定する
ことはできません。

グローバル ポリシー設定の構成

すべてのクライアント セッション ユーザーの動作を制御するグローバル ポリシーを構成できます。

前提条件

ポリシーの説明を理解しておきます。View ポリシーを参照してください。

手順

1 View Administrator で、[ポリシー] - [グローバル ポリシー] を選択します。

2 [View ポリシー] ペインで [ポリシーを編集] をクリックします。

3 [OK] をクリックして変更を保存します。

デスクトップ プールのポリシーの構成

特定のデスクトップ プールに影響を与えるデスクトップ レベルのポリシーを構成できます。デスクトップ レベルの
ポリシー設定は、対応するグローバル ポリシー設定より優先されます。

前提条件

ポリシーの説明を理解しておきます。View ポリシーを参照してください。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 デスクトップ プールの ID をダブルクリックし、[ポリシー] タブをクリックします。

[ポリシー] タブには、現在のポリシー設定が表示されます。設定が対応するグローバル ポリシーから継承されて
いる場合は、[デスクトップ プール ポリシー] 列に [継承] と表示されます。

3 [View ポリシー] ペインで [ポリシーを編集] をクリックします。

4 [OK] をクリックして変更を保存します。

ユーザーのポリシーの構成

特定のユーザーに影響を与えるユーザー レベルのポリシーを構成できます。ユーザー レベルのポリシー設定は、常
に、対応するグローバルおよびデスクトップ プール レベルのポリシー設定より優先されます。

前提条件

ポリシーの説明を理解しておきます。View ポリシーを参照してください。
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手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 デスクトップ プールの ID をダブルクリックし、[ポリシー] タブをクリックします。

[ポリシー] タブには、現在のポリシー設定が表示されます。設定が対応するグローバル ポリシーから継承されて
いる場合は、[デスクトップ プール ポリシー] 列に [継承] と表示されます。

3 [ユーザーによる上書き] をクリックし、[ユーザーの追加] をクリックします。

4 ユーザーを見つけるには、[追加] をクリックし、ユーザーの名前または説明を入力して、[検索] をクリックしま
す。

5 リストから 1 名以上のユーザーを選択し、[OK] をクリックし、[次へ] をクリックします。

Add Individual Policy（個別のポリシーの追加） ダイアログ ボックスが表示されます。

6 View ポリシーを構成し、[終了] をクリックして変更を保存します。

View ポリシー

すべてのクライアント セッションに影響を与えるように View ポリシーを構成することも、特定のデスクトップ プー
ルまたはユーザーに影響を与えるように View ポリシーを適用することもできます。

表 16-1. View ポリシー 各 View ポリシー設定について説明します。

表 16-1. View ポリシー

ポリシー 説明

マルチメディア リダイレクト (MMR) クライアント システムで MMR を有効にするかどうかを指定します。

MMR は Windows Media Foundation のフィルタであり、マルチメディア データをリモート デ
スクトップ上の特定のコーデックから TCP ソケット経由で直接クライアント システムに転送しま
す。その後、データはクライアント システム上で直接デコードされ、そこで再生されます。

デフォルト値は [拒否] です。

クライアント システムにローカル マルチメディアのデコードを処理する十分なリソースがない場
合、設定を [拒否] のままにします。

マルチメディア リダイレクト (MMR) データは、アプリケーション ベースの暗号化なしでネット
ワークを介して送信され、リダイレクトされる内容によっては機密データが含まれる場合がありま

す。このデータがネットワークで盗まれないことを保証するには、セキュア ネットワークで MMR
だけを使用してください。

USB Access（USB アクセス） リモート デスクトップがクライアント システムに接続されている USB デバイスを使用できるか
どうかを指定します。

デフォルト値は [許可] です。セキュリティ上の理由のため、外部デバイスを使用できないようにす
るには、設定を [拒否] に変更します。

PCoIP ハードウェアのアクセラレーション PCoIP 表示プロトコルのハードウェアのアクセラレーションを有効にするかどうか、および
PCoIP ユーザー セッションに割り当てられるアクセラレーションの優先度を指定します。

この設定は、リモート デスクトップをホストする物理コンピュータ上に PCoIP ハードウェアのア
クセラレーション デバイスが存在する場合にのみ有効です。

デフォルト値は [許可] で、優先度が [中] です。
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Active Directory グループ ポリシーの使用
Microsoft Windows グループ ポリシーを使用して、リモート デスクトップの最適化とセキュリティ保護、View コ
ンポーネントの動作の制御、ロケーションベースの印刷の設定を行うことができます。

グループ ポリシーは、Active Directory 環境でのコンピュータとリモート ユーザーの一元化された管理および構成
を提供する、Microsoft Windows オペレーティング システムの機能です。

グループ ポリシー設定は、グループ ポリシー オブジェクト (GPO) と呼ばれるエンティティに格納されます。GPO
は Active Directory オブジェクトに関連付けられます。View 環境のさまざまな領域を制御するために、ドメイン全
体にわたるレベルで GPO を View コンポーネントに適用できます。適用後、GPO 設定は指定されたコンポーネント
のローカル Windows レジストリに格納されます。

Microsoft Windows グループ ポリシー オブジェクト エディタを使用して、グループ ポリシー設定を管理します。
グループ ポリシー オブジェクト エディタは Microsoft 管理コンソール（MMC）スナップインです。MMC は
Microsoft グループ ポリシー管理コンソール（GPMC）に含まれています。GPMC のインストールと使用について
は、Microsoft TechNet Web サイトを参照してください。

リモート デスクトップの OU の作成

Active Directory 内に、リモート デスクトップ固有の組織単位 (OU) を作成する必要があります。

リモート デスクトップと同じドメイン内の他の Windows サーバまたはワークステーションにグループ ポリシー設
定が適用されないようにするには、View グループ ポリシーの GPO を作成し、それをリモート デスクトップが含ま
れる OU にリンクします。

OU および GPO の作成については、Microsoft TechNet Web サイトの Microsoft Active Directory のマニュアル
を参照してください。

リモート デスクトップのループバック処理の有効化

デフォルトでは、ユーザーのポリシー設定は、Active Directory 内のユーザー オブジェクトに適用される一連の GPO
から取得されます。ただし、View 環境では、ユーザーがログインするコンピュータに基づいて GPO をユーザーに適
用する必要があります。

ループバック処理を有効にすると、Active Directory 内の場所には関係なく、一貫した一連のポリシーが、特定のコ
ンピュータにログインするすべてのユーザーに適用されます。

ループバック処理を有効にする方法については、Microsoft Active Directory のマニュアルを参照してください。

注:    ループバック処理は、View で GPO を処理する方法の一つにすぎません。別の方法を実装する必要がある場合
もあります。

View グループ ポリシー管理用テンプレート ファイルの使用
View には、コンポーネント固有のグループ ポリシー管理用（ADM および ADMX）テンプレート ファイルがいくつ
か含まれています。これらの ADM および ADMX テンプレート ファイル内のポリシー設定を Active Directory 内
の新しい GPO または既存の GPO に追加することによって、リモート デスクトップとアプリケーションを最適化し、
セキュリティ保護することができます。
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View のグループ ポリシー設定を提供する ADM および ADMX ファイルはすべて、VMware-Horizon-View-

Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zip という .zip バンドル ファイル内にあります。x.x.x はバージョン、

yyyyyyy はビルド番号です。このファイルは、https://my.vmware.com/web/vmware/downloadsの VMware
ダウンロード サイトからダウンロードできます。デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで、VMware
Horizon 6 のダウンロードを選択します。これには.zip バンドル ファイルが含まれます。

View の ADM および ADMX テンプレート ファイルには、コンピュータの構成とユーザーの構成の両方のグループ
ポリシーが含まれています。

n コンピュータの構成ポリシーは、だれがデスクトップに接続するかにはかかわらず、すべてのリモート デスクト
ップに適用されるポリシーを設定します。

n ユーザーの構成ポリシーは、ユーザーが接続するリモート デスクトップやアプリケーションにはかかわらず、す
べてのユーザーに適用されるポリシーを設定します。ユーザーの構成ポリシーは、対応するコンピュータの構成

ポリシーより優先されます。

Microsoft Windows は、デスクトップの起動時とユーザーのログイン時にポリシーを適用します。

View ADM および ADMX テンプレート ファイル
View ADM および ADMX テンプレート ファイルでは、View コンポーネントを制御および最適化できるグループ ポ
リシー設定が提供されます。

表 16-2. View ADM および ADMX テンプレート ファイル

テンプレート名 テンプレート ファイル 説明

View Agent の構成 vdm_agent.adm View Agent の認証および環境コンポーネントに関するポ
リシー設定が含まれています。

View Agent の構成 ADM テンプレートの設定を参照して
ください。

Horizon Client 構成 vdm_client.adm Windows 版 Horizon Client に関するポリシー設定が含ま
れています。

View 接続サーバ ホスト ドメインの外部から接続するクラ
イアントは、Horizon Client に適用されるポリシーの影響
を受けません。

『Windows 版 VMware Horizon Client の使用』を参照し
てください。

View Server の構成 vdm_server.adm View 接続サーバに関するポリシー設定が含まれています。

『View 管理』を参照してください。

View Common の構成 vdm_common.adm すべての View コンポーネントに共通のポリシー設定が含
まれています。

『View 管理』を参照してください。

View PCoIP のセッション変数 pcoip.adm PCoIP 表示プロトコルに関するポリシー設定が含まれてい
ます。

View PCoIP のセッション変数 ADM テンプレート設定を
参照してください。
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テンプレート名 テンプレート ファイル 説明

View PCoIP クライアントのセッション変
数

pcoip.client.adm Windows 版 Horizon Client に影響を与える PCoIP 表示
プロトコルに関するポリシー設定が含まれています。

『Windows 版 VMware Horizon Client の使用』を参照し
てください。

View Persona Management 構成 ViewPM.adm View Persona Management に関するポリシー設定が含
まれています。

View Persona Management グループ ポリシー設定を参
照してください。

View リモート デスクトップ サービス vmware_rdsh.admx
vmware_rdsh_server.admx

リモート デスクトップ サービスに関するポリシー設定が含
まれています。

リモート デスクトップ サービス グループ ポリシーの使用
を参照してください。

リアルタイム オーディオ ビデオ構成 vdm_agent_rtav.adm リアルタイム オーディオ ビデオ機能で使用される Web カ
メラに関するポリシー設定が含まれています。

リアルタイム オーディオ ビデオ グループ ポリシ設定 を参
照してください。

スキャナ リダイレクト vdm_agent_scanner.adm リモート デスクトップおよびアプリケーションで使用する
ためにリダイレクトされるスキャン デバイスに関するポリ
シー設定が含まれています。

スキャナ リダイレクトのグループ ポリシー設定を参照して
ください。

シリアル ポート リダイレクト vdm_agent_serialport.adm リモート VDI デスクトップで使用するためにリダイレクト
されるシリアル（COM）ポートに関するポリシー設定が含
まれています。

シリアル ポート リダイレクトのグループ ポリシー設定を参
照してください。

View Agent の構成 ADM テンプレートの設定
View Agent の構成 ADM テンプレート ファイル(vdm_agent.adm)には、View Agent の認証および環境コンポー

ネントに関するポリシー設定が含まれています。

この ADM ファイルは、VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zip という .zip バンド

ル ファイル内にあり、 https://my.vmware.com/web/vmware/downloadsVMware ダウンロードサイトからダ
ウンロードできます。デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで、VMware Horizon 6 のダウンロードを
選択します。これには.zip バンドル ファイルが含まれます。

次の表で、USB デバイスで使用されているポリシー設定以外に、View Agent の構成 ADM テンプレート ファイル内
にあるポリシー設定について説明します。テンプレートには、コンピュータの構成とユーザーの構成の両方の設定が

含まれています。ユーザーの構成設定は、対応するコンピュータの構成設定より優先されます。
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表 16-3. View Agent の構成テンプレートの設定

設定 コンピュータ ユーザー プロパティ

AllowDirectRDP X Horizon Client デバイス以外のクライアントが RDP を使用して
View デスクトップに直接接続できるかどうかを指定します。この設定
が無効になっていると、View Agent では、Horizon Client 経由での
View によって管理される接続のみが許可されます。

Mac OS X 版 Horizon Client からリモート デスクトップに接続する
場合は、AllowDirectRDP の設定を無効にしないでください。この設

定を無効にすると、Access is denied（アクセスが拒否されました） エラ

ーが発生して接続に失敗します。

デフォルトの設定の場合、ユーザーは、View デスクトップ セッション
にログイン中に RDP を使用して、View の外側から仮想マシンに接続
できます。RDP 接続によって View デスクトップ セッションが終了
し、View ユーザーの保存されていないデータや設定は失われます。
View ユーザーは、外部の RDP 接続が閉じられるまで、デスクトップ
にログインできません。この状況を回避するには、AllowDirectRDP

設定を無効にします。

デフォルトでは、この設定は有効になっています。

AllowSingleSignon X シングル サインオン（SSO）を使用して、ユーザーを View デスクトッ
プに接続するかどうかを指定します。この設定が有効になっていると、

ユーザーは Horizon Client に接続するときに、自分の認証情報を入力
するだけで済みます。無効にすると、ユーザーはリモート接続の確立時

に再認証する必要があります。

デフォルトでは、この設定は有効になっています。

CommandsToRunOnConnect X セッションに初めて接続するときに実行されるコマンドまたはコマン

ド スクリプトのリストを指定します。

詳細については、View デスクトップ上でのコマンドの実行を参照して
ください。

CommandsToRunOnDisconnect X セッションが切断されたときに実行されるコマンドまたはコマンド ス
クリプトのリストを指定します。

詳細については、View デスクトップ上でのコマンドの実行を参照して
ください。

CommandsToRunOnReconnect X セッションが切断された後、再接続されるときに実行されるコマンドま

たはコマンド スクリプトのリストを指定します。

詳細については、View デスクトップ上でのコマンドの実行を参照して
ください。

ConnectionTicketTimeout X View 接続チケットが有効な時間（秒）を指定します。

Horizon Client デバイスは、View Agent に接続するときに、検証と
シングル サインオンのために接続チケットを使用します。セキュリテ
ィ上の理由から、接続チケットは限られた期間のみ有効です。ユーザー

が View デスクトップに接続するときは、接続チケットのタイムアウト
期間内に認証を行う必要があります。そうでないとセッションがタイ

ムアウトになります。

この設定が構成されていない場合、デフォルトのタイムアウト期間は

900 秒になります。
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設定 コンピュータ ユーザー プロパティ

CredentialFilterExceptions X エージェントの CredentialFilter のロードを許可されていない実行可
能ファイルを指定します。ファイル名にパスまたはサフィックスを含

めることはできません。複数のファイル名を区切るにはセミコロンを

使用します。

Disable Time Zone

Synchronization
X X View デスクトップのタイム ゾーンを接続されたクライアントのタイ

ムゾーンと同期化するかどうかを指定します。設定を有効にすると、

Horizon Client の構成ポリシーの Disable time zone

forwarding 設定が無効に設定されていない場合にのみ適用されま

す。

デフォルトでは、この設定は無効になっています。

Enable multi-media acceleration X View デスクトップでマルチメディア リダイレクト (MMR) を有効に
するかどうかを指定します。

MMR は、TCP ソケットを介してリモート システムの固有のコーデッ
クからマルチメディア データをクライアントに直接転送する
Windows Media Foundation フィルタです。その後、データはクラ
イアント上で直接デコードされ、そこで再生されます。クライアントが

ローカル マルチメディア デコーディングを処理するために十分なリソ
ースを持たない場合は、MMR を無効にできます。

デフォルトでは、この設定は有効になっています。

Enable system tray redirection

for Hosted Apps
X ユーザーがリモート アプリケーションを実行しているときに、システム

トレイのリダイレクトを有効にするかどうかを決定します。

この設定は、グループ ポリシー管理エディタの [VMware View Agent
の構成] - [Unity Touch およびホスト型アプリケーション フォルダ ]
にあります。

デフォルトでは、この設定は有効になっています。

Enable Unity Touch X View デスクトップで Unity Touch 機能を有効にするかどうかを決定
します。Unity Touch は、View でリモート アプリケーションの配信
をサポートし、モバイル デバイス ユーザーが Unity Touch サイドバー
のアプリケーションにアクセスできるようにします。

この設定は、グループ ポリシー管理エディタの [VMware View Agent
の構成] - [Unity Touch およびホスト型アプリケーション フォルダ ]
にあります。

デフォルトでは、この設定は有効になっています。

ShowDiskActivityIcon X この設定は、このリリースではサポートされていません。

Toggle Display Settings Control X クライアント セッションで PCoIP 表示プロトコルを使用するときに、
[Display（画面）] コントロール パネルの [Settings（設定）] タブを無効
にするかどうかを指定します。

デフォルトでは、この設定は有効になっています。

注:    Connect using DNS Nameの設定は、Horizon 6 バージョン 6.1 リリースで削除されました。View LDAP

属性、[pae-PreferDNS] を設定して View 接続サーバが、デスクトップ マシンと RDS ホストのアドレスをクライア
ントとゲートウェイに送信するときは、DNS 名に環境設定を与えるようにすることができます。 『View のインスト
ール』ドキュメントの「View 接続サーバがアドレス情報を返す場合、DNS 名に環境設定を与える」を参照してくだ
さい。
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View Agent 用の USB 設定

View Agent の構成 ADM テンプレートの USB 設定を参照してください。

View デスクトップに送信されるクライアント システム情報

ユーザーが View デスクトップに接続するか、再接続すると、Horizon Client がクライアント システムに関する情報
を収集し、View 接続サーバがその情報をリモート デスクトップに送信します。

View Agent は、クライアント コンピュータ情報を、シングルユーザー マシンに展開されたリモート デスクトップ
のシステム レジストリ パス HKCU\Volatile Environment に書き込みます。

RDS セッションに展開されたリモート デスクトップの場合、View Agent は、クライアント コンピュータ情報をシ
ステム レジストリ パス HKCU\Volatile Environment\x に書き込みます。この x は RDS ホストでのセッショ

ン ID です。

View Agent の CommandsToRunOnConnect、CommandsToRunOnReconnect および

CommandsToRunOnDisconnect グループ ポリシー設定にコマンドを追加し、ユーザーがデスクトップに接続およ

び再接続するときに、この情報をシステム レジストリから読み取るコマンドまたはコマンド スクリプトを実行する
ことができます。詳細については、View デスクトップ上でのコマンドの実行を参照してください。

表 16-4. クライアント システム情報 に、クライアント システム情報を含むレジストリ キーについて説明し、それら
をサポートするクライアント システムのタイプを一覧表示します。

表 16-4. クライアント システム情報

レジストリ キー 説明

サポートされるデスクト

ップ

サポートされるクライアント

システム

ViewClient_IP_Address クライアント システムの IP アドレス。 VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Linux、Mac、
Android、iOS、Metro

ViewClient_MAC_Address クライアント システムの MAC アドレス。 VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Linux、Mac、
Android

ViewClient_Machine_Nam

e
クライアント システムのマシン名。 VDI（シングルユーザー マ

シン）

RDS

Windows、Linux、Mac、
Android、iOS、Metro

ViewClient_Machine_Dom

ain
クライアント システムのドメイン。 VDI（シングルユーザー マ

シン）

RDS

Windows、Metro

ViewClient_LoggedOn_Us

ername
クライアント システムへのログインに使用したユ
ーザー名。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Linux、Mac
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レジストリ キー 説明

サポートされるデスクト

ップ

サポートされるクライアント

システム

ViewClient_LoggedOn_Do

mainname
クライアント システムへのログインに使用したド
メイン名。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Metro

Linux クライアントまたは
Mac クライアントの場合、
ViewClient_Machine_Do

main を参照してください。
ViewClient_LoggedOn_D

omainname は、Linux およ

び Mac アカウントが
Windows ドメインにバイン
ドされていないため、Linux
クライアントまたは Mac ク
ライアントでは指定されませ

ん。

ViewClient_Type クライアント システムのシン クライアント名また
はオペレーティング システムの種類。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Linux、Mac、
Android、iOS、Metro

ViewClient_Broker_DNS_

Name
View 接続サーバ インスタンスの DNS 名。 VDI（シングルユーザー マ

シン）

RDS

値は、Horizon Client により
収集されるのではなく、View
接続サーバから直接送信され

ます。

ViewClient_Broker_URL View 接続サーバ インスタンスの URL。 VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

値は、Horizon Client により
収集されるのではなく、View
接続サーバから直接送信され

ます。

ViewClient_Broker_Tunn

eled
View 接続サーバのトンネル接続のステータス。
true（有効）または false（無効）です。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

値は、Horizon Client により
収集されるのではなく、View
接続サーバから直接送信され

ます。

ViewClient_Broker_Tunn

el_URL
View 接続サーバのトンネル接続が有効になってい
る場合のトンネル接続の URL。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

値は、Horizon Client により
収集されるのではなく、View
接続サーバから直接送信され

ます。

ViewClient_Broker_Remo

te_IP_Address
View 接続サーバ インスタンスから見えるクライ
アント システムの IP アドレス。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

値は、Horizon Client により
収集されるのではなく、View
接続サーバから直接送信され

ます。

ViewClient_TZID Olson タイム ゾーン ID。

タイム ゾーンの同期を無効にするには、View
Agent の Disable Time Zone
Synchronization（タイム ゾーンの同期を無効にす

る） グループ ポリシー設定を有効にします。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Linux、Mac、
Android、iOS

ViewClient_Windows_Tim

ezone
GMT 標準時間。

タイム ゾーンの同期を無効にするには、View
Agent の Disable Time Zone
Synchronization（タイム ゾーンの同期を無効にす

る） グループ ポリシー設定を有効にします。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Metro
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レジストリ キー 説明

サポートされるデスクト

ップ

サポートされるクライアント

システム

ViewClient_Broker_Doma

inName
View 接続サーバの認証に使用されるドメイン名。 VDI（シングルユーザー マ

シン）

RDS

値は、Horizon Client により
収集されるのではなく、View
接続サーバから直接送信され

ます。

ViewClient_Broker_User

Name
View 接続サーバの認証に使用されるユーザー名。 VDI（シングルユーザー マ

シン）

RDS

値は、Horizon Client により
収集されるのではなく、View
接続サーバから直接送信され

ます。

ViewClient_Client_ID ライセンス キーへのリンクとして使用される
Unique Client HardwareId を指定します。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Linux、Mac、
Android、iOS、Metro

ViewClient_Displays.Nu

mber
クライアントで使用されているモニタの数を指定

します。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Linux、Mac、
Android、iOS、Metro

ViewClient_Displays.To

pology
クライアントのディスプレイの配置、解像度、寸法

を指定します。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Linux、Mac、
Android、iOS、Metro

ViewClient_Keyboard.Ty

pe
クライアントで使用されているキーボードの種類

を指定します。例：日本語、韓国語。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows

ViewClient_Launch_Sess

ionType
セッション タイプを指定します。指定できるタイ
プはデスクトップまたはアプリケーションです。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

値は、Horizon Client により
収集されるのではなく、View
接続サーバから直接送信され

ます。

ViewClient_Mouse.Ident

ifier
マウスの種類を指定します。 VDI（シングルユーザー マ

シン）

RDS

Windows

ViewClient_Mouse.NumBu

ttons
マウスでサポートするボタンの数を指定します。 VDI（シングルユーザー マ

シン）

RDS

Windows

ViewClient_Mouse.Sampl

eRate
PS/2 マウスからの入力のサンプリング レートを 1
秒あたりのレポート数で指定します。

VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows

ViewClient_Protocol 使用されているプロトコルを指定します。 VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Linux、Mac、
Android、iOS、Metro

ViewClient_Language オペレーティング システムの言語を指定します。 VDI（シングルユーザー マ
シン）

RDS

Windows、Linux、Mac、
Android、iOS、Metro

ViewClient_Launch_ID デスクトップ プールの一意の ID を指定します。 VDI（シングルユーザー マ
シン）

Windows、Linux、Mac、
Android、iOS、Metro
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注:    表 16-4. クライアント システム情報にある ViewClient_LoggedOn_Username および

ViewClient_LoggedOn_Domainname の定義は、Windows 版 Horizon Client 2.2 以降のリリースに適用されま

す。

Windows 版 Horizon Client 5.4 以前のリリースでは、Horizon Client で入力されたユーザー名が
ViewClient_LoggedOn_Username により送信され、Horizon Client で入力されたドメイン名が

ViewClient_LoggedOn_Domainname により送信されます。

Windows 版 Horizon Client 2.2 は Windows 版 Horizon Client 5.4 より後のリリースです。Horizon Client 2.2
から、Windows 版のリリース番号は、他のオペレーティング システムおよびデバイスの Horizon Client リリース
と整合性が取れています。

View デスクトップ上でのコマンドの実行

View Agent の CommandsToRunOnConnect、CommandsToRunOnReconnect および

CommandsToRunOnDisconnect グループ ポリシー設定を使用して、ユーザーが接続、再接続、切断するときに

View デスクトップ上でコマンドおよびコマンド スクリプトを実行できます。

コマンドまたはコマンド スクリプトを実行するには、コマンド名またはスクリプトのファイル パスを、グループ ポ
リシー設定のコマンド リストに追加します。例：

date

C:\Scripts\myscript.cmd

コンソール アクセスが必要なスクリプトを実行するには、先頭に -C または -c オプションと領域を付加します。

例：

-c C:\Scripts\Cli_clip.cmd

-C e:\procexp.exe

サポートされているファイルのタイプには、.CMD、.BAT、.EXE が含まれます。 .VBS ファイルは、cscript.exe

または wscript.exe で解析されない限り実行されません。例：

-C C:\WINDOWS\system32\wscript.exe C:\Scripts\checking.vbs

文字列の合計の長さ（-C または -c オプションを含む）が 260 文字を超えないようにする必要があります。

View PCoIP のセッション変数 ADM テンプレート設定
View PCoIP のセッション変数 ADM テンプレート ファイル（pcoip.adm）には、PCoIP 表示プロトコルに関連す

るポリシー設定が含まれています。これらの設定をデフォルト値（管理者による上書きが可能）にすることも、上書

きできない値にすることもできます。

この ADM ファイルは、VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zip という .zip バンド

ル ファイル内にあり、 https://my.vmware.com/web/vmware/downloadsVMware ダウンロードサイトからダ
ウンロードできます。デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで、VMware Horizon 6 のダウンロードを
選択します。これには.zip バンドル ファイルが含まれます。
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View PCoIP のセッション変数 ADM テンプレート ファイルには、2 つのサブカテゴリが含まれています。

上書き可能な管理者デフォ

ルト

PCoIP セッション変数のデフォルト値を指定します。管理者はこれらの設定を上書
きできます。これらの設定は、レジストリ キーの値を HKLM¥¥¥¥

¥_admin_defaults に書き込みます。

上書き不可の管理者設定 上書き可能な管理者デフォルトと同じ設定を含みますが、管理者はこれらの設定を

上書きできません。これらの設定は、レジストリ キーの値を HKLM¥¥¥¥¥_admin

に書き込みます。

このテンプレートには、コンピュータの構成設定のみが含まれます。

ポリシー以外のレジストリ キー

ローカル マシン設定を適用する必要があり、HKLM¥¥¥ 下に格納できない場合は、ローカル マシン設定を HKLM¥¥ 内

のレジストリ キーに格納できます。HKLM¥¥¥ にあるのと同じレジストリ キーを HKLM¥¥ に入れることができます。

両方の場所に同じレジストリ キーが存在する場合は、HKLM¥¥¥ 内の設定がローカル マシン値に優先されます。

View PCoIP の一般的なセッション変数

View PCoIP Session Variables ADM テンプレート ファイルには、PCoIP イメージの品質、USB デバイス、ネット
ワーク ポートなどの一般的なセッション特性を構成するグループ ポリシー設定が含まれます。
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表 16-5. View PCoIP の一般的なセッション変数

設定 説明

Configure clipboard redirection クリップボード リダイレクトを許可する方向を決定します。次のいずれかの値を選択で
きます。

n [クライアントからエージェントの方向のみ有効] （すなわち、クライアント システム
からリモート デスクトップにのみ、コピーおよび貼り付けを許可します）。

n [どちらの方向も無効]

n [どちらの方向も有効]

n [エージェントからクライアントの方向のみ有効] （すなわち、リモート デスクトップ
からクライアント システムにのみ、コピーおよび貼り付けを許可します）。

クリップボードのリダイレクトは、仮想チャネルとして実装されます。仮想チャネルが無

効になっている場合、クリップボードのリダイレクトは機能しません。

この設定は View Agent にのみ適用されます。

この設定が無効または構成されていない場合、デフォルト値は [クライアントからエージ
ェントの方向のみ有効] です。

Configure PCoIP client image cache size

policy
PCoIP クライアントのイメージ キャッシュのサイズを制御します。クライアントは、イ
メージ キャッシュを使用して以前に送信された表示の一部を保存します。イメージ キャ
ッシュにより、再送されるデータ量が削減されます。

この設定は、Horizon Client、View Agent、および View 接続サーバが View 5.0 以降
のリリースの場合に、Windows、Linux および Mac クライアントのみに適用されます。

この設定を構成しないか、無効にすると、PCoIP はデフォルトのクライアント イメージ
キャッシュ サイズである 250MB を使用します。

Horizon Client 3.1 以降のリリースでは、使用可能なメモリの量を 2 で割ったよりも小
さい数値を指定した場合、キャッシュ サイズは次の式を使用して設定されます。

user-setting - 10 MB

Horizon Client 3.1 以降のリリースでは、使用可能なメモリを 2 で割ったよりも大きい
数値を指定した場合、キャッシュ サイズは次の式を使用して設定されます。

available-memory / 2 - 10 MB

たとえば、1,024 MB の最大キャッシュ サイズを指定すると使用可能な メモリは 1,600
MB で、最大キャッシュ サイズは 790 MB に設定されます。

全 Horizon Client バージョンで、デフォルト サイズは 250 MB で、最小サイズは 50 MB
です。

Horizon Client 1.6 以降のリリースでは、最大サイズは 1,024 MB です。Horizon
Client 1.5 以前のリリースでは、最大サイズは 300 MB です。

Configure PCoIP event log cleanup by

size in MB
サイズ (MB) に基づく PCoIP イベント ログ クリーンアップの構成を有効にします。

このポリシーが構成されている場合は、クリーンアップが実行される前のログ ファイルの
最大サイズが設定で管理されます。m がゼロ以外に設定されている場合は、m MB より
大きいファイルが自動的かつサイレントに削除されます。0 に設定されている場合は、サ
イズに基づくファイルのクリーンアップは行われません。

このポリシーが無効になっているか設定されていない場合は、サイズに基づくイベント ロ
グ クリーンアップのデフォルト値は 100 MB です。

ログ ファイルのクリーンアップは、セッション起動時に 1 回実行されます。設定の変更
は、次のセッションまで適用されません。
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設定 説明

Configure PCoIP event log cleanup by

time in days
時間（日数）に基づく PCoIP イベント ログ クリーンアップの構成を有効にします。

このポリシーが構成されている場合は、ログ ファイルのクリーンアップが実行されるまで
の日数が管理されます。n がゼロ以外に設定されている場合は、日数が n 日より長いログ
ファイルが自動的かつサイレントに削除されます。0 に設定されている場合は、時間に基
づくファイルのクリーンアップは行われません。

このポリシーが無効になっているか設定されていない場合は、イベント ログ クリーンア
ップのデフォルトの日数は 7 日です。

ログ ファイルのクリーンアップは、セッション起動時に 1 回実行されます。設定の変更
は、次のセッションまで適用されません。

Configure PCoIP event log verbosity PCoIP イベント ログの冗長性を設定します。この値は、0 (最も簡素) から 3 (最も詳細)
です。

この設定を有効にすると、冗長性のレベルを 0 から 3 に設定できます。設定を行わない
か、無効にすると、デフォルトのイベント ログの冗長性レベルは 2 になります。

この設定をアクティブ PCoIP セッション中に変更すると、新しい設定が直ちに反映され
ます。

Configure PCoIP image quality levels ネットワーク輻輳期間中の PCoIP でのイメージ描画方法を制御します。[最低イメージ品
質]、[最高初期イメージ品質]、および [最大フレーム レート] の値の相互作用により、ネ
ットワーク帯域幅に制約のある環境での精密な制御が可能になります。

帯域幅が制限されるシナリオでイメージ品質とフレーム レートのバランスをとるには、
[最低イメージ品質] の値を使用します。30 から 100 までの値を指定できます。デフォ
ルト値は 40 です。小さい値を指定するとフレーム レートが高くなりますが、表示の品質
が低下する可能性があります。大きい値を指定するとイメージ品質が向上しますが、ネッ

トワーク帯域幅に制約がある場合にフレーム レートが低下する可能性があります。ネッ
トワーク帯域幅に制約がない場合は、この値にかかわらず、PCoIP で最高品質が維持され
ます。

表示イメージ内の変更された領域の初期品質を制限することで、PCoIP に必要な最大ネッ
トワーク帯域幅を削減するには、[最高初期イメージ品質] の値を使用します。30 から
100 までの値を指定できます。デフォルト値は 80 です。小さい値を指定するとコンテ
ンツの変更部分のイメージ品質が低下し、必要な最大帯域幅が削減されます。大きい値を

指定するとコンテンツの変更部分のイメージ品質が向上し、必要な最大帯域幅が増加しま

す。イメージの変更されていない領域は、この値にかかわらず、プログレッシブ方式でロ

スレス（完全）品質まで構築されます。80 以下の値を指定すると、使用可能な帯域幅を
最大限に活用できます。

[最低イメージ品質] の値が [最高初期イメージ品質] の値を超えないようにする必要があ
ります。

1 秒あたりの画面の更新回数を制限して、ユーザーあたりの平均使用帯域幅を管理するに
は、[最大フレーム レート] の値を使用します。毎秒 1 フレームから 120 フレームまでの
値を指定できます。デフォルト値は 30 です。大きい値を指定すると、使用帯域幅が増加
する場合がありますが、ジッタが減少するため、ビデオなどの変化するイメージの遷移が

スムーズになります。小さい値を指定すると、使用帯域幅が削減されますが、ジッタが増

加します。

これらのイメージ品質の値は、ソフト ホストにのみ適用され、ソフト クライアントには
影響しません。

この設定を無効にするか、構成しない場合は、デフォルト値が使用されます。

この設定をアクティブ PCoIP セッション中に変更すると、新しい設定が直ちに反映され
ます。
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設定 説明

Configure PCoIP session encryption

algorithms
セッション ネゴシエーション中に PCoIP エンドポイントによってアドバタイズされる暗
号化アルゴリズムを制御します。

いずれかのチェック ボックスをオンにすると、関連付けられた暗号化アルゴリズムが無効
になります。1 つ以上のアルゴリズムを有効にする必要があります。

この設定はエージェントとクライアントの両方に適用されます。エンドポイントは、使用

される実際のセッション暗号化アルゴリズムをネゴシエートします。FIPS140-2 承認モ
ードが有効な場合は、[Disable AES-128-GCM encryption（AES-128-GCM 暗号化を
無効にする）] の値が常に上書きされ、AES-128-GCM 暗号化が有効になります。

サポートされている暗号化アルゴリズムは、SALSA20/12-256、AES-GCM-128、AES-
GCM-256（優先順位順）です。 デフォルトでは、サポートされているすべての暗号化ア
ルゴリズムを、このエンドポイントのネゴシエーションに使用できます。

両方のエンドポイントが 3 つすべてのアルゴリズムをサポートするように構成され、接続
でセキュリティ ゲートウェイ (SG) が使用されない場合は、SALSA20 アルゴリズムがネ
ゴシエートされ使用されます。ただし接続で SG が使用される場合は、SALSA20 は自動
的に無効になり、AES128 がネゴシエートされ使用されます。一方のエンドポイントまた
は SG が SALSA20 を無効に、もう一方のエンドポイントが AES128 を無効にすると、
AES256 がネゴシエートされ使用されます。
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設定 説明

Configure PCoIP USB allowed and

unallowed device rules
Teradici ファームウェアを実行するゼロ クライアントを使用する PCoIP セッションで
使用を許可する USB デバイスと許可しない USB デバイスを指定します。PCoIP セッシ
ョンで使用される USB デバイスは、USB 許可テーブルに表示されている必要がありま
す。USB 不許可テーブルに表示されている USB デバイスは、PCoIP セッションで使用で
きません。

最大 10 の USB 許可ルールと最大 10 の USB 不許可ルールを定義できます。複数のルー
ルは縦棒（|）文字で区切ります。

各ルールは、ベンダー ID（VID）と製品 ID（PID）の組み合わせ、または USB デバイス
のクラスの記述で指定できます。クラス ルールでは、デバイス クラス全体、1 つのサブ
クラス、またはサブクラス内のプロトコルの許可または不許可を指定できます。

VID/PID を組み合わせたルールの形式は、1xxxxyyyy です。ここで xxxx は 16 進数形

式の VID、yyyy は 16 進数形式の PID です。たとえば、VID 0x1a2b、PID 0x3c4d の

デバイスを許可またはブロックするルールは、11a2b3c4d です。

クラス ルールの場合は、次のいずれかの形式を使用します。

すべての USB デバ
イスを許可する

形式：23XXXXXX

例：23XXXXXX

特定のクラス ID の
USB デバイスを許可
する

形式：22classXXXX

例：22aaXXXX

特定のサブクラスを

許可する

形式：21class-subclassXX

例：21aabbXX

特定のプロトコルを

許可する

形式：20class-subclass-protocol

例：20aabbcc

たとえば、USB HID(マウスおよびキーボード）デバイス（クラス ID 0x03) と Web カメ
ラ（クラス ID 0x0e）を許可する USB 許可文字列は 2203XXXX|220eXXXX です。USB

マス ストレージ デバイス（クラス ID 0x08）を許可しない USB 不許可文字列は、
2208XXXX です。

空の USB 許可文字列は、どの USB デバイスも許可されないことを意味します。空の
USB 不許可文字列は、どの USB デバイスも禁止されないことを意味します。

この設定は、View Agent にのみ、およびリモート デスクトップが Teradici ファームウ
ェアを実行するゼロ クライアントとセッション中の場合にのみ適用されます。デバイス
の使用はエンドポイント間でネゴシエートされます。

デフォルトでは、すべてのデバイスが許可され、どのデバイスも禁止されません。
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設定 説明

Configure PCoIP virtual channels PCoIP セッションで動作できる仮想チャネルと動作できない仮想チャネルを指定します。
この設定によって、PCoIP ホスト上でのクリップボードの処理を無効にするかどうかも指
定されます。

PCoIP セッションで使用される仮想チャネルは、許可仮想チャネルリストに表示されてい
る必要があります。不許可仮想チャネル リストに表示されている仮想チャネルは、PCoIP
セッションでは使用できません。

PCoIP セッションで使用する仮想チャネルを 15 まで指定できます。

複数のチャネル名は縦棒（|）文字で区切ります。たとえば、mksvchan と
vdp_rdpvcbridge の仮想チャネルを許可する仮想チャネル許可文字列は、
mksvchan|vdp_vdpvcbridge です。

チャネル名に縦棒文字またはバックスラッシュ（\）文字が含まれる場合は、その前にバ
ックスラッシュ文字を入れてください。たとえば、チャネル名 awk|ward\channel は
awk\|ward\\channel として入力します。

許可仮想チャネル リストが空の場合は、すべての仮想チャネルが禁止されます。不許可仮
想チャネル リストが空の場合は、すべての仮想チャネルが許可されます。

仮想チャネルの設定はエージェントとクライアントの両方に適用されます。仮想チャネ

ルを使用するには、エージェントとクライアントの両方で仮想チャネルを有効にする必要

があります。

仮想チャネルの設定には、PCoIP ホスト上でのクリップボードのリモート処理を無効にで
きるチェック ボックスが別にあります。この値はエージェントにのみ適用されます。

デフォルトでは、クリップボードの処理を含め、すべての仮想チャネルが有効です。

Configure the PCoIP transport header PCoIP 転送ヘッダを構成し、転送セッションの優先度を設定します。

PCoIP 転送ヘッダは、すべての PCoIP UDP パケットに追加される 32 ビット ヘッダです
（転送ヘッダが有効にされ、両側でサポートされる場合に限ります）。PCoIP 転送ヘッダに
よって、ネットワーク デバイスは、ネットワークの輻輳を処理するときに、より良い優先
順位/QoS 決定を行うことができます。デフォルトでは、転送ヘッダは有効になっていま
す。

転送セッションの優先度は、PCoIP 転送ヘッダで報告される PCoIP セッション優先度を
決定します。ネットワーク デバイスは、指定した転送セッション優先度に基づいてより良
い優先順位/QoS 決定を行います。

Configure the PCoIP transport header 設定を有効にすると、以下の転送セッ

ション優先度が使用できるようになります。

n [高]

n [中] (デフォルト値)

n [低]

n [未定義]

転送セッション優先度値は、PCoIP エージェントとクライアントによって取り決められま
す。PCoIP エージェントが転送セッション優先度値を指定する場合、セッションはエージ
ェントが指定したセッション優先度を使用します。クライアントだけが転送セッション

優先度を指定した場合、セッションはクライアントが指定したセッション優先度を使用し

ます。エージェントとクライアントのどちらもが転送セッション優先度を指定しなけれ

ば、または[未定義の優先度] が指定された場合、セッションはデフォルト値である [中] 優
先度を使用します。
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設定 説明

Configure the TCP port to which the

PCoIP host binds and listens
ソフトウェア PCoIP ホストがバインドされる TCP エージェント ポートを指定します。

TCP ポートの値によって、エージェントがバインドを試行するベース TCP ポートが指定
されます。TCP ポート範囲の値によって、ベース ポートが使用可能でない場合に使用を
試行する追加ポートの数が指定されます。ポート範囲は 1 から 10 までの間にする必要
があります。

この範囲は、ベース ポートから、ベース ポートにポート範囲を加えた数値までになりま
す。たとえば、ベース ポートが 4172 でポート範囲が 10 の場合、範囲は 4172 から
4182 までになります。

リトライ ポート範囲の値を 0 に設定しないでください。 この値を 0 に設定すると、
PCoIP 表示プロトコルでユーザーがデスクトップにログインする時に接続に失敗します。
Horizon Client は、このデスクトップの表示プロトコルは現在使用できません。システム管理者にお問

い合わせください。というエラー メッセージを返します。

この設定は View Agent にのみ適用されます。

シングル ユーザー マシンでは、View 4.5 以降でのデフォルトのベース TCP ポートは
4172 です。View 4.0.x 以前でのデフォルトのベース TCP ポートは 50002 です。デフ
ォルトのポート範囲は 1 です。

RDS ホストでは、デフォルトのベース TCP ポートは 4173 です。 PCoIP が RDS ホスト
で使用される場合、ユーザー接続ごとに個別の PCoIP ポートが使用されます。リモート
デスクトップ サービスによって設定されるデフォルトのポート範囲は、同時ユーザー接続
の予想される最大数に対応できる十分な大きさです。

重要:    ベスト プラクティスとして、このポリシー設定を使用して RDS ホストのデフォル
トのポート範囲を変更したり、TCP ポート値をデフォルトの 4173 から変更したりしない
でください。最も重要なこととして、TCP ポート値を 4172 に設定しないでください。こ
の値を 4172 に設定すると、RDS セッション中の PCoIP パフォーマンスに悪影響を及ぼ
します。
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設定 説明

Configure the UDP port to which the

PCoIP host binds and listens
ソフトウェア PCoIP ホストがバインドされる UDP エージェント ポートを指定します。

UDP ポートの値によって、エージェントがバインドを試行するベース UDP ポートが指定
されます。UDP ポート範囲の値によって、ベース ポートが使用可能でない場合に使用を
試行する追加ポートの数が指定されます。ポート範囲は 1 から 10 までの間にする必要
があります。

リトライ ポート範囲の値を 0 に設定しないでください。 この値を 0 に設定すると、
PCoIP 表示プロトコルでユーザーがデスクトップにログインする時に接続に失敗します。
Horizon Client は、このデスクトップの表示プロトコルは現在使用できません。システム管理者にお問

い合わせください。というエラー メッセージを返します。

この範囲は、ベース ポートから、ベース ポートにポート範囲を加えた数値までになりま
す。たとえば、ベース ポートが 4172 でポート範囲が 10 の場合、範囲は 4172 から
4182 までになります。

この設定は View Agent にのみ適用されます。

シングル ユーザー マシンでは、View 4.5 以降でのデフォルトのベース UDP ポートは
4172、View 4.0.x 以前でのデフォルトのベース UDP ポートは 50002 です。デフォルト
のポート範囲は 10 です。

RDS ホストでは、デフォルトのベース UDP ポートは 4173 です。 PCoIP が RDS ホスト
で使用される場合、ユーザー接続ごとに個別の PCoIP ポートが使用されます。リモート
デスクトップ サービスによって設定されるデフォルトのポート範囲は、同時ユーザー接続
の予想される最大数に対応できる十分な大きさです。

重要:    ベスト プラクティスとして、このポリシー設定を使用して RDS ホストのデフォル
トのポート範囲を変更したり、UDP ポート値をデフォルトの 4173 から変更したりしな
いでください。 最も重要なこととして、UDP ポート値を 4172 に設定しないでくださ
い。 この値を 4172 に設定すると、RDS セッション中の PCoIP パフォーマンスに悪影響
を及ぼします。

Enable access to a PCoIP session from a

vSphere console
vSphere Client コンソールにアクティブな PCoIP セッションの表示およびデスクトッ
プへの入力の送信を許可するかどうかを決定します。

デフォルトでは、クライアントが PCoIP によって接続されている場合、vSphere Client
コンソール画面は空白になり、コンソールは入力を送信できません。デフォルト設定によ

って、PCoIP セッションがアクティブなときに悪意あるユーザーがユーザーのデスクトッ
プを閲覧したりホストにローカルで入力できなくなります。

この設定は View Agent にのみ適用されます。

この設定を無効にするか、構成しない場合は、コンソール アクセスは許可されません。こ
の設定を有効にすると、コンソールに PCoIP セッションが表示され、コンソール入力が
許可されます。

この設定を有効にした場合、Windows 7 システム上で実行している PCoIP セッション
は、Windows 7 仮想マシンがハードウェア v8 である場合にのみコンソールに表示でき
ます。ハードウェア v8 は ESXi 5.0 以降でのみ使用できます。一方、Windows 7 システ
ムへのコンソール入力は、仮想マシンがどのハードウェア バージョンであっても許可され
ます。
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設定 説明

Enable the FIPS 140-2 approved mode of

operation
リモート PCoIP 接続の確立に、FIPS 140-2 で承認された暗号化アルゴリズムおよびプロ
トコルのみを使用するかどうかを指定します。この設定を有効にすると、AES128-GCM
暗号化を無効にする設定が上書きされます。

この設定はエージェントとクライアントの両方に適用されます。一方または両方のエン

ドポイントを、FIPS モードで動作するように構成できます。FIPS モードで動作するよう
に 1 つのエンドポイントを構成すると、セッション ネゴシエーションに使用できる暗号
化アルゴリズムが制限されます。

FIPS モードは View 4.5 以降で使用できます。View 4.0.x 以前では、FIPS モードは使用
できず、この設定を構成しても効果がありません。

この設定を無効にするか、構成しない場合は、FIPS モードが使用されます。

Enable/disable audio in the PCoIP

session
PCoIP セッションでオーディオを有効にするかどうかを指定します。両方のエンドポイ
ントでオーディオが有効になっている必要があります。この設定を有効にすると、PCoIP
オーディオが許可されます。この設定を無効にすると、PCoIP オーディオが無効になりま
す。この設定を構成しないと、デフォルトでオーディオが有効になります。

Enable/disable microphone noise and DC

offset filter in PCoIP session
PCoIP セッション中にマイク入力のマイク ノイズ フィルタおよび DC オフセット フィ
ルタを有効にするかどうかを決定します。

この設定は View Agent と Teradici オーディオ ドライバのみに適用されます。

この設定が構成されていない場合、Teradici オーディオ ドライバは、デフォルトでマイ
ク ノイズ フィルタおよび DC オフセット フィルタを使用します。

Turn on PCoIP user default input

language synchronization
PCoIP セッションでのユーザーのデフォルト入力言語と、PCoIP クライアント エンドポ
イントのデフォルト入力言語を同期するかどうかを指定します。この設定を有効にする

と、同期が許可されます。この設定を無効にするか、構成しない場合は、同期が許可され

ません。

この設定は View Agent にのみ適用されます。

View PCoIP のセッション帯域幅変数

View PCoIP Session Variables ADM テンプレート ファイルには、PCoIP セッションの帯域幅特性を構成するグル
ープ ポリシー設定が含まれます。
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表 16-6. View PCoIP のセッション帯域幅変数

設定 説明

Configure the maximum PCoIP session

bandwidth
PCoIP セッションの最大帯域幅をキロビット/秒単位で指定します。この帯域幅には、イ
メージ、オーディオ、仮想チャネル、USB、および制御 PCoIP のすべてのトラフィック
が含まれます。

この値を、予期される同時 PCoIP セッションの数を考慮して、エンドポイントが接続さ
れるリンクの合計容量に設定してください。たとえば、4 メガビット/秒のインターネット
接続を介して接続されるシングルユーザー VDI 構成（シングル PCoIP セッション）では、
この値を 4 メガビット、または他のネットワーク トラフィックに多少の余裕を残すため
にそれから 10% 引いた値に設定します。複数の VDI ユーザーまたは RDS 構成のいずれ
かで構成された、リンクを共有する複数の同時 PCoIP セッションが予想される場合、そ
れに応じて設定の調整をした方がよい場合があります。ただし、この値を下げると、各ア

クティブ セッションの最大帯域幅が制限されます。

この値を設定すると、エージェントがリンク容量よりも高い速度での送信を試行して、過

剰なパケット ロスが発生したり、ユーザーの操作性が低下したりすることがなくなりま
す。この値は対称型です。クライアント側とエージェント側で設定されている 2 つの値
のうち、小さい方の値がクライアントとエージェントで強制的に使用されます。たとえ

ば、最大帯域幅を 4 メガビット/秒に設定すると、それがクライアント側で行われた設定
でも、エージェントは強制的にそれ以下の速度で送信するようになります。

エンドポイント上でこの設定を無効にするか、構成しない場合、エンドポイントは帯域幅

を制限しません。この設定を構成する場合、その設定はエンドポイントの最大帯域幅制限

としてキロビット/秒単位で使用されます。

この設定が構成されていない場合のデフォルト値は、900000 キロビット/秒になります。

この設定は View Agent とクライアントに適用されます。2 つのエンドポイントの設定
が異なる場合は、小さい方の値が使用されます。

Configure the PCoIP session bandwidth

floor
PCoIP セッションによって予約される帯域幅の下限をキロバイト/秒単位で指定します。

この設定では、エンドポイントの帯域幅で期待される最小送信速度が構成されます。この

設定を使用してエンドポイントの帯域幅を予約すると、ユーザーは帯域幅が使用可能にな

るまで待つ必要がなくなるため、セッションの応答性が向上します。

すべてのエンドポイントの合計予約帯域幅を過剰にサブスクライブしないように注意し

てください。また、構成内の全接続の帯域幅下限の合計がネットワークの容量を超えない

ように注意してください。

デフォルト値は 0 です。これは、最小帯域幅が予約されないことを意味します。この設定
を無効にするか、構成しない場合、最小帯域幅は予約されません。

この設定は View Agent とクライアントに適用されますが、構成されたエンドポイント
にのみ影響します。

この設定をアクティブ PCoIP セッション中に変更すると、変更がただちに反映されます。

Configure the PCoIP session MTU PCoIP セッションでの UDP パケットの最大転送ユニット（MTU）サイズを指定します。

この MTU サイズには、IP および UDP のパケット ヘッダーが含まれます。TCP では
MTU の設定に標準の MTU 検出メカニズムが使用されるため、この設定による影響を受
けません。

最大 MTU サイズは 1500 バイトです。最小 MTU サイズは 500 バイトです。デフォル
ト値は 1300 バイトです。

通常、MTU サイズを変更する必要はありません。PCoIP パケットの断片化の原因とな
る、通常と異なるネットワーク設定を使用する場合は、この値を変更してください。

この設定は View Agent とクライアントに適用されます。2 つのエンドポイントの
MTU サイズ設定が異なる場合は、小さい方のサイズが使用されます。

この設定を無効にするか、構成しない場合、クライアントでは View Agent とのネゴシ
エーションにデフォルト値が使用されます。
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設定 説明

Configure the PCoIP session audio

bandwidth limit
PCoIP セッションでオーディオ（サウンドの再生）に使用できる最大帯域幅を指定しま
す。

オーディオ処理では、オーディオに使用される帯域幅が監視されます。この処理によっ

て、現在の帯域幅使用率で可能な最善のオーディオを提供するオーディオ圧縮アルゴリズ

ムが選択されます。帯域幅の制限が設定されている場合、帯域幅の制限内に収まるように

なるまで、圧縮アルゴリズムの選択が変更されて品質が低下します。指定された帯域幅の

制限内で最低品質のオーディオを提供できない場合は、オーディオが無効になります。

圧縮なしの高品質なステレオ オーディオを再生できるようにするには、この値を 1600 キ
ロビット/秒以上に設定します。450 キロビット/秒以上に設定すると、高品質な圧縮ステ
レオ オーディオを提供できます。50 ～ 450 キロビット/秒の値を設定すると、FM ラジ
オから電話までの品質のオーディオになります。50 キロビット/秒未満の値を設定する
と、オーディオが再生されない可能性があります。

この設定は View Agent にのみ適用されます。この設定による効果を得るには、両方の
エンドポイントでオーディオを有効にする必要があります。

また、この設定は USB オーディオには影響しません。

この設定を無効にするか、構成しない場合、デフォルトのオーディオ帯域幅制限である

500 キロビット/秒が構成され、オーディオ圧縮アルゴリズムの選択が制限されます。こ
の設定を構成すると、値がキロビット/秒単位で計測され、デフォルトのオーディオ帯域
幅制限は 500 キロビット/秒となります。

この設定は View 4.6 以降に適用されます。それ以前のバージョンの View では影響があ
りません。

この設定をアクティブ PCoIP セッション中に変更すると、変更がただちに反映されます。

Turn off Build-to-Lossless feature PCoIP プロトコルのロスレス構築機能をオフまたはオンのどちらにするかを指定します。
この機能は、デフォルトでオフになっています。

この設定を有効にするか、構成しない場合、ロスレス構築機能はオフになり、イメージや

その他のデスクトップおよびアプリケーション コンテンツがロスレス状態まで構築され
ることはありません。帯域幅が制約されたネットワーク環境では、ロスレス構築機能をオ

フにすることで帯域幅を節約できます。

この設定を無効にするとロスレス構築機能がオンになります。イメージおよびその他の

デスクトップおよびアプリケーション コンテンツをロスレス状態まで構築することが必
要な環境では、ロスレス構築機能をオンにすることが推奨されています。

この設定をアクティブ PCoIP セッション中に変更すると、変更がただちに反映されます。

PCoIP のロスレス構築機能の詳細については、View PCoIP ロスレス構築機能を参照して
ください。

キーボード用の View PCoIP のセッション変数

View PCoIP Session Variables ADM テンプレート ファイルには、キーボードの使用方法に影響を及ぼす PCoIP セ
ッションの特性を構成するグループ ポリシー設定が含まれます。
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表 16-7. キーボード用の View PCoIP のセッション変数

設定 説明

Disable sending CAD when users press

Ctrl+Alt+Del
このポリシーが有効になっている場合、PCoIP セッション中に Secure Attention
Sequence (SAS) をリモート デスクトップに送信するには、Ctrl+Alt+Del ではなく Ctrl
+Alt+Insert を押す必要があります。

ユーザーがクライアント エンドポイントをロックするために <Ctrl> + <Alt> + <Del>
を押したとき、ホストとゲストの両方に SAS が送信されるために混乱が生じる場合は、
この設定を有効にするとよいでしょう。

この設定は View Agent にのみ適用されて、クライアントには影響しません。

このポリシーが構成されていない、または無効になっている場合は、Ctrl+Alt+Del また
は Ctrl+Alt+Insert を押して SAS をリモート デスクトップに送信できます。

Use alternate key for sending Secure

Attention Sequence
Secure Attention Sequence（SAS）を送信するための、<Insert> キーの代替キーを
指定します。

この設定を使用して、PCoIP セッション中にリモート デスクトップの内部から起動され
た仮想マシンで Ctrl+Alt+Ins のキー シーケンスを保持できます。

たとえば、ユーザーが PCoIP デスクトップ内から vSphere Client を起動し、vCenter
Server で仮想マシンのコンソールを開くことができます。vCenter Server 仮想マシン
上のゲスト オペレーティング システム内で <Ctrl> + <Alt> + <Ins> シーケンスを使
用すると、仮想マシンに <Ctrl> + <Alt> + <Del> の SAS が送信されます。この設定を
構成すると、<Ctrl> + <Alt> + 代替キー のシーケンスで PCoIP デスクトップに <Ctrl>
+ <Alt> + <Del> の SAS を送信できます。

この設定を有効にする場合は、代替キーをドロップダウン メニューから選択する必要があ
ります。この設定を有効にして、値を未指定のままにすることはできません。

この設定を無効にするか、構成しない場合は、<Ctrl> + <Alt> + <Ins> のキー シーケ
ンスが SAS として使用されます。

この設定は View Agent にのみ適用されて、クライアントには影響しません。

View PCoIP ロスレス構築機能

PCoIP 表示プロトコルを構成して、プログレッシブ構築またはロスレス構築と呼ばれるエンコーディング方法を使用
できます。この方法により、制約のあるネットワーク条件下でも全体的に最適なユーザー体験を提供できます。この

機能は、デフォルトでオフになっています。

ロスレス構築機能ではロッシー イメージと呼ばれる高度に圧縮された初期イメージを提供し、その後プログレッシブ
に完全なロスレス状態まで構築します。ロスレス状態とは、イメージが意図したとおり完全に忠実に表示されること

です。

LAN 上では、PCoIP は、テキストを常にロスレス圧縮を使用して表示します。ロスレス機能が有効になっていて、セ
ッションあたりの使用可能帯域幅が 1Mbs を下回った場合には、PCoIP は最初にロッシー テキスト イメージを表示
し、そのイメージを素早くロスレス状態に構築します。このアプローチにより、ネットワーク条件が変化する中でも

デスクトップの応答が早い状態に保ち、可能な限り最高の状態のイメージを表示することで、ユーザーに最適な体験

を提供できます。

ロスレス構築機能には次の特長があります。

n 動的にイメージ品質を調整

n 混雑しているネットワーク上でイメージ品質を低減

n 画面更新の待ち時間を減らすことにより、応答性を維持
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n ネットワークの混雑解消時には最大イメージ品質を回復

Turn off Build-to-Lossless feature グループ ポリシー設定を無効にして、ロスレス構築機能をオンにする

ことができます。View PCoIP のセッション帯域幅変数を参照してください。

リモート デスクトップ サービス グループ ポリシーの使用
リモート デスクトップ サービス (RDS) グループ ポリシーを使用し、RDS ホスト、RDS デスクトップ セッション、
および RDS アプリケーション セッションの構成とパフォーマンスを制御できます。View には、View でサポートさ
れる Microsoft RDS グループ ポリシーが含まれている ADMX ファイルが提供されています。

ベスト プラクティスとして、対応する Microsoft グループ ポリシーではなく View ADMX ファイルで提供されてい
るグループ ポリシーを構成することをお勧めします。View グループ ポリシーは、View 展開をサポートすることが
保証されています。

リモート デスクトップ サービス ADMX ファイルを Active Directory へ追加

View RDS ADMX ファイルのポリシー設定を Active Directory のグループ ポリシー オブジェクト (GPO) に追加す
ることができます。個々の RDS ホストに RDS ADMX ファイルをインストールすることもできます。

前提条件

n RDS グループ ポリシー設定の GPO を作成し、それらを RDS ホストを含む OU にリンクさせます。

n Active Directory サーバでグループ ポリシー管理機能が使用できることを確認します。

グループ ポリシー管理コンソールを開く手順は、Windows 2012、Windows 2008、および Windows 2003
Active Directory の各バージョンによって異なります。View グループ ポリシーの GPO の作成を参照してくだ
さい。

手順

1 View GPO Bundle .zip ファイルを VMware ダウンロードサイト（https://my.vmware.com/web/vmware/

downloads）からダウンロードします。

デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで VMware Horizon 6 のダウンロードを選択します。これ
には GPO Bundle が含まれます。

ファイル名は VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zipで、x.x.x はバージョン、

yyyyyyy はビルド番号を表します。View のグループ ポリシー設定用の ADM ファイルと ADMX ファイルはす
べて、このファイルで提供されています。

2 VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zip ファイルを解凍して、RDS ADMX ファイ

ルを Active Directory または RDS ホストにコピーします。

a vmware_rdsh.admx ファイル、 vmware_rdsh_server.admx ファイル、および en-US フォルダを

Active Directory または RDS ホストの C:\Windows\PolicyDefinitions フォルダにコピーします。

b （オプション） 言語リソース ファイル vmware_rdsh.adml および vmware_rdsh_server.adml を

Active Directory または RDS ホストの C:\Windows\PolicyDefinitions\ 内の適切なサブフォルダ

にコピーします。
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3 Active Directory ホストで、[グループ ポリシー管理エディタ] を開きます。

個々の RDS ホストでは、gpedit.msc ユーティリティで [ローカル グループ ポリシー エディタ] を開きます。

View RDS グループ ポリシー設定は、[コンピュータの構成] - [ポリシー] - [管理用テンプレート] - [Windows コ
ンポーネント] - [Horizon View RDSH サービス] - [リモート デスクトップ セッション ホスト] フォルダにイン
ストールされています。

4 （オプション） [Horizon View RDSH サービス] - [リモート デスクトップ セッション ホスト] [] フォルダで、グ
ループ ポリシー設定を構成します。

RDS アプリケーションの互換性の設定

RDS アプリケーションの互換性グループ ポリシー設定は、Windows インストーラの互換性、リモート デスクトッ
プの IP 仮想化、ネットワーク アダプタの選択、RDS ホスト IP アドレスの使用などを制御します。

表 16-8. RDS アプリケーションの互換性グループ ポリシー設定

設定 説明

Turn off Windows Installer RDS Compatibility このポリシー設定は、Windows Installer RDS Compatibility が、フルイン
ストールされたアプリケーションのユーザーごとに実行されるかどうかを指

定します。Windows インストーラで一度に実行できる msiexec プロセス

インスタンスは 1 つです。デフォルトでは、Windows Installer RDS
Compatibility が有効になります。

このポリシー設定を有効にすると、Windows Installer RDS Compatibility
が無効になり、一度に実行できる msiexec プロセス インスタンスは 1 つに

なります。

このポリシー設定を無効にするか、または構成しないままにすると、

Windows Installer RDS Compatibility が有効になり、複数のユーザーごと
のアプリケーションのインストール要求が待機中になり、それらが受け取ら

れた順に msiexec プロセスによって処理されます。

Turn on Remote Desktop IP Virtualization このポリシー設定は、リモート デスクトップの IP 仮想化を有効にするかどう
かを指定します。

デフォルトでは、リモート デスクトップの IP 仮想化は無効です。

このポリシー設定を有効にすると、リモート デスクトップの IP 仮想化が有効
になります。この設定が適用されるモードを選択できます。プログラム単位

モードを使用する場合は、仮想 IP アドレスを使用するプログラムのリストを
入力する必要があります。各プログラムを個別の行に入力してください（プ

ログラム間に空の行を入れないでください）。例：

explorer.exe
mstsc.exe

このポリシー設定を無効にするか、または構成しないままにすると、リモー

ト デスクトップの IP 仮想化は無効になります。
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設定 説明

Select the network adapter to be used for Remote

Desktop IP Virtualization
このポリシー設定は、仮想 IP アドレスに使用されるネットワーク アダプタに
対応する IP アドレスとネットワーク マスクを指定します。IP アドレスとネ
ットワーク マスクは、Classless Inter-Domain Routing の表記で入力する
必要があります。例： 192.0.2.96/24.

このポリシー設定を有効にすると、指定した IP アドレスとネットワーク マス
クが使用されて、仮想 IP アドレスに使用されるネットワーク アダプタが選択
されます。

このポリシー設定を無効にするか、または構成しないままにすると、リモー

ト デスクトップの IP 仮想化は無効になります。リモート デスクトップの IP
仮想化を機能させるためには、ネットワーク アダプタを構成する必要があり
ます。

Do not use Remote Desktop Session Host server IP

address when virtual IP address is not available
このポリシー設定は、仮想 IP アドレスが使用できない場合にリモート デスク
トップ セッション ホスト サーバの IP アドレスをセッションが使用するかど
うかを指定します。

このポリシー設定を有効にすると、仮想 IP が使用できない場合に RD セッシ
ョン ホスト サーバの IP アドレスが使用されません。このセッションではネ
ットワーク接続が確立されていません。

このポリシー設定を無効にするか、または構成しないままにすると、仮想 IP
が使用できない場合、RD セッション ホスト サーバの IP アドレスが使用され
ます。

RDS 接続の設定

RDS 接続グループ ポリシー設定により、CPU スケジュール設定の公平なシェアを無効にすることができます。

表 16-9. RDS 接続グループ ポリシー設定

設定 説明

Turn off Fair Share CPU Scheduling CPU スケジュール設定の公平なシェアは、同じ RD セッション ホスト サー
バ上のすべてのリモート デスクトップ サービス セッション間で、セッション
の数と、各セッション内でのプロセッサ時間の要求に基づき、プロセッサ時

間を動的に分散します。

このポリシー設定を有効にすると、CPU スケジュール設定の公平なシェアは
オフになります。

このポリシー設定を無効にするか、または構成しない場合、CPU スケジュー
ル設定の公平なシェアはオンになります。

RDS デバイスおよびリソースのリダイレクトの設定

RDS デバイスおよびリソース リダイレクト グループ ポリシー設定により、リモート デスクトップ サービス セッシ
ョンのクライアント コンピュータのデバイスおよびリソースへのアクセスを制御します。
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表 16-10. RDS デバイスおよびリソース リダイレクト グループ ポリシー設定

設定 説明

Allow time zone redirection このポリシー設定は、クライアント コンピュータがタイム ゾーン設定をリモ
ート デスクトップ サービス セッションにリダイレクトするかどうかを決定
します。

このポリシー設定を有効にすると、タイム ゾーン リダイレクトが可能なクラ
イアントはタイム ゾーン情報をサーバに送信します。サーバ ベースの時間
は現在のセッション時間を計算するために使用されます（現在のセッション

時間 = サーバ ベースの時間 + クライアント タイム ゾーン）。

このポリシー設定を無効にする場合、または構成しない場合、クライアント

コンピュータはタイム ゾーン情報をリダイレクトしません。セッション タ
イム ゾーンはサーバ タイム ゾーンと同じです。

RDS ライセンスの設定

RDS ライセンス グループ ポリシー設定では、RDS ライセンス サーバが参照される順番、問題通知を表示するかどう
か、RDS クライアント アクセス ライセンス (CAL) でユーザーごとのライセンスまたはデバイスごとのライセンスの
どちらを使用するかを管理します。
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表 16-11. RDS ライセンス グループ ポリシー設定

設定 説明

Use the specified Remote Desktop license servers このポリシー設定により、RD セッション ホスト サーバがリモート デスクト
ップ ライセンス サーバを探す順番を指定できます。

このポリシーを有効にすると、RD セッション ホスト サーバは指定したライ
センス サーバを最初に探します。指定したライセンス サーバが見つからな
い場合、RD セッション ホスト サーバにより自動ライセンス サーバ検出が試
行されます。

自動ライセンス サーバ検出では、Windows Server ベースのドメインの RD
セッション ホスト サーバにより、次の順番でライセンス サーバへのアクセス
が試行されます。

1 リモート デスクトップ セッション ホスト構成ツールで指定されたライ
センス サーバ

2 Active Directory ドメイン サービスで公開されたライセンス サーバ

3 RD セッション ホスト サーバと同じドメインのドメイン コントローラ
にインストールされたライセンス サーバ

このポリシー設定を無効にするか、構成しなかった場合、RD セッション ホ
スト サーバでは、リモート デスクトップ セッション ホスト構成ツールで指
定されたライセンス サーバ検出モードが使用されます。

Hide notifications about RD Licensing problems

that affect the RD Session Host server
このポリシー設定により、RD セッション ホスト サーバに影響する RD ライ
センスに問題がある場合、RD セッション ホスト サーバに通知を表示するか
どうかを決定します。

デフォルトでは、RD セッション ホスト サーバに影響する RD ライセンスに
問題がある場合、ローカル管理者としてログインした後に RD セッション ホ
スト サーバに通知が表示されます。RD セッション ホスト サーバのライセ
ンス有効期間が切れるまでの日数も通知されます（該当する場合）。

このポリシー設定を有効にすると、これらの通知は RD セッション ホスト サ
ーバに表示されません。

このポリシー設定を無効にするか、構成しなかった場合、ローカル管理者と

してログインした後に、RD セッション ホスト サーバにこれらの通知が表示
されます。

Set the Remote Desktop licensing mode このポリシー設定により、この RD セッション ホスト サーバへの接続に必要
なリモート デスクトップ サービス クライアント アクセス ライセンス (RDS
CAL) のタイプを指定できます。

このポリシー設定を使用して、次の 2 つのライセンス モードのうちいずれか
を選択します。ユーザーごとまたはデバイスごと

接続ユーザー数によるライセンス モードでは、この RD セッション ホスト サ
ーバに接続する各ユーザー アカウントには、RDS CAL（接続ユーザー数）が
必要になります。

接続デバイス数によるライセンス モードでは、この RD セッション ホスト サ
ーバに接続する各デバイスには、RDS CAL（接続デバイス数）が必要になり
ます。

このポリシー設定を有効にすると、ここで指定したライセンス モードは、リ
モート デスクトップ セッション ホストのインストール時に指定した、または
リモート デスクトップ セッション ホスト構成ツールで指定したライセンス
モードに優先します。

このポリシー設定を無効にするか、構成しなかった場合、リモート デスクト
ップ セッション ホスト ロール サービスのインストール時に指定した、また
はリモート デスクトップ セッション ホスト構成ツールで指定したライセン
ス モードが使用されます。
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RDS プロファイルの設定

RDS プロファイル グループ ポリシー設定では、リモート デスクトップ サービス セッションの移動プロファイルお
よびホーム ディレクトリの設定を制御します。
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表 16-12. RDS プロファイル グループ ポリシー設定

設定 説明

Limit the size of the entire roaming user

profile cache
このポリシー設定により、ローカル ドライブ上の移動ユーザー プロファイル
のキャッシュ全体のサイズを制限できます。このポリシー設定は、リモート

デスクトップ セッション ホスト ロール サービスがインストールされている
コンピュータにのみ適用されます。

注:    個別のユーザー プロファイルのサイズを制限する場合は、[User
Configuration\Policies\Administrative Templates\System\User
Profiles] にある Limit profile size ポリシー設定を使用します。

このポリシー設定を有効にする場合は、移動ユーザー プロファイルのキャッ
シュ全体の監視間隔（分単位）と最大サイズ（ギガバイト単位）を指定する

必要があります。監視間隔で、移動ユーザー プロファイルのキャッシュ全体
のサイズをチェックする頻度を決定します。移動ユーザー プロファイルのキ
ャッシュ全体のサイズが指定した最大サイズを超えると、下回るまで最も古

い（最も長く使われていない）移動ユーザー プロファイルが削除されます。

このポリシー設定を無効にする、または構成しない場合、ローカル ドライブ
上の移動ユーザー プロファイルのキャッシュ全体のサイズに制限は設定され
ません。

注：[Computer Configuration\Policies\Administrative Templates
\System\User Profiles] にある Prevent Roaming Profile changes

from propagating to the server ポリシー設定が有効になっている

場合、このポリシー設定は無視されます。

Set Remote Desktop Services User Home Directory リモート デスクトップ サービスが、指定されたネットワーク共有またはロー
カル ディレクトリ パスを、リモート デスクトップ サービス セッションでユ
ーザーのホーム ディレクトリのルートとして使用するかどうかを指定しま
す。

この設定を使用するには、[場所] ドロップダウン リストからホーム ディレク
トリ（ネットワークまたはローカル）の場所を選択します。ディレクトリを

ネットワーク共有に置く場合は、ホーム ディレクトリのルート パスを \

\Computername\Sharename の形式で入力してから、ネットワーク共有

をマッピングするドライブ文字を選択します。

ホーム ディレクトリをローカル コンピュータに保持する場合は、ホーム ディ
レクトリのルート パスを環境変数や省略記号なしで Drive:\Path の形式

で入力します。ログイン時にリモート デスクトップ サービスで自動的に追
加されるため、ユーザー エイリアスのプレースホルダは指定しないでくださ
い。

注:    ローカル パスを指定する場合、[ドライブ レター] フィールドは無視され
ます。ローカル パスを指定することを選択したが、ホーム ディレクトリのル
ート パスにネットワーク共有名を入力した場合、リモート デスクトップ サー
ビスはユーザーのホーム ディレクトリをネットワーク上の場所に配置しま
す。

ステータスが [有効] に設定されている場合、リモート デスクトップ サービス
はユーザーのホーム ディレクトリを、ローカル コンピュータまたはネットワ
ーク上で指定した場所に作成します。各ユーザーのホーム ディレクトリのパ
スは、指定されたホーム ディレクトリのルート パスおよびユーザーのエイリ
アスです。

ステータスが [無効] または [構成されていません] に設定されている場合、ユ
ーザーのホーム ディレクトリはサーバで指定されたものになります。
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設定 説明

Use mandatory profiles on the RD Session Host

server
このポリシー設定により、RD セッション ホスト サーバにリモートで接続し
ているすべてのユーザーについて、リモート デスクトップ サービスが必須の
プロファイルを使用するかどうかを指定できます。

このポリシー設定を有効にした場合、リモート デスクトップ サービスは Set
path for Remote Desktop Services Roaming User Profile

ポリシー設定で指定したパスを、必須のユーザー プロファイルのルート フォ
ルダとして使用します。RD セッション ホスト サーバにリモートで接続して
いるすべてのユーザーは、同じユーザー プロファイルを使用します。

このポリシー設定を無効にする、または構成しない場合、RD セッション ホ
スト サーバにリモートで接続しているユーザーは必須のユーザー プロファ
イルを使用しません。

注:    このポリシー設定を有効にするには、Set path for Remote
Desktop Services Roaming User Profile ポリシー設定も有効に

して構成する必要があります。

Set path for Remote Desktop Services Roaming

User Profile
このポリシー設定では、リモート デスクトップ サービスが移動ユーザー プロ
ファイルに使用するネットワーク パスを指定できます。

デフォルトでは、リモート デスクトップ サービスはすべてのユーザー プロフ
ァイルを RD セッション ホスト サーバにローカルに保存します。このポリ
シー設定を使用して、ユーザープロファイルを一元的に保存できるネットワ

ーク共有を指定できます。これにより、ユーザーはユーザー プロファイルに
ネットワーク共有を使用するように構成されているすべての RD セッション
ホスト サーバ上のセッションで、同じプロファイルにアクセスできます。

このポリシー設定を有効にすると、リモート デスクトップ サービスは指定さ
れたパスをすべてのユーザー プロファイルのルート ディレクトリとして使
用します。このプロファイルは、各ユーザーのアカウント名が名前として付

けられたサブフォルダに含まれます。

このポリシー設定を構成するには、ネットワーク共有へのパスを \

\Computername\Sharename の形式で入力します。ユーザーがログオン

してプロファイルが作成される際にリモート デスクトップ サービスで自動
的に追加されるため、ユーザー アカウント名のプレースホルダは指定しない
でください。指定したネットワーク共有が存在しない場合、リモート デスク
トップ サービスにより RD セッション ホスト サーバにエラー メッセージが
表示され、ユーザー プロファイルは RD セッション ホストサーバ上にローカ
ルに保存されます。

このポリシー設定を無効にする、または構成しない場合、ユーザー プロファ
イルは RD セッション ホスト サーバ上にローカルに保存されます。ユーザ
ーのアカウントの [プロパティ] ダイアログ ボックスの [リモート デスクト
ップ サービス プロファイル] タブで、ユーザーのプロファイルのパスを構成
できます。

注：

1 ポリシー設定によって有効になる移動ユーザー プロファイルは、リモー
ト デスクトップ サービス接続にのみ適用されます。Windows 移動ユ
ーザー プロファイルを構成させる場合もあります。リモート デスクト
ップ サービスの移動ユーザー プロファイルは、常にリモート デスクト
ップ サービス セッションで優先されます。

2 RD セッション ホスト サーバにリモートで接続しているすべてのユーザ
ーについて、必須のリモート デスクトップ サービスの移動ユーザー プ
ロファイルを構成するには、このポリシー設定を [Computer
Configuration\Administrative Templates\Windows
Components\Remote Desktop Services\RD Session Host
\Profiles]. にある Use mandatory profiles on the RD

Session Host server ポリシー設定と同時に使用します。Set
path for Remote Desktop Services Roaming User

Profile ポリシー設定で設定するパスには、必須のプロファイルを含め

る必要があります。
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RDS リモート セッション環境の設定

RDS リモート セッション環境のグループ ポリシー設定では、リモート デスクトップ サービス セッションでのユー
ザー インターフェイスの構成を制御します。

表 16-13. RDS リモート セッション環境のグループ ポリシー設定

設定 説明

Remove Windows Security item from Start menu リモート デスクトップ クライアントの [設定] メニューから [Windows セ
キュリティ] の項目を削除するかどうかを指定します。この設定を使用して、
未熟なユーザーがリモート デスクトップ サービスから間違ってログオフす
るのを防ぐことができます。

ステータスが [有効] に設定されている場合、[スタート] メニューの [設定] に
[Windows セキュリティ] は表示されません。このため、クライアント コン
ピュータで [Windows セキュリティ] ダイアログ ボックスを開くには、Ctrl
+Alt+End などの Secure Attention Sequence (SAS) を入力する必要が
あります。

ステータスが [無効] または [構成されていません] に設定されている場合、
[Windows セキュリティ] は [設定] メニューに残ります。

RDS セキュリティの設定

RDS Security group ポリシー設定で、ローカル管理者が権限のカスタマイズをできるようにするかどうかを制御し
ます。

表 16-14. RDS Security Group ポリシー設定

設定 説明

Do not allow local administrators to customize

permissions
リモート デスクトップ セッション ホスト構成ツールで、セキュリティ権限を
カスタマイズする管理者権限を無効にするかどうかを指定します。

この設定を使用して、管理者がリモート デスクトップ セッション ホスト構成
ツールの [アクセス権限] タブでユーザー グループを変更できないようにす
ることができます。デフォルトでは、管理者はこのような変更を行うことが

できます。

ステータスが [有効] に設定されている場合、リモート デスクトップ セッショ
ン ホスト構成ツールの [アクセス権限] タブでは、接続ごとのセキュリティ記
述子をカスタマイズしたり、既存のグループのデフォルトのセキュリティ記

述子を変更したりすることはできません。すべてのセキュリティ記述子は読

み取り専用です。

ステータスが [無効] または [構成されていません] に設定されている場合で
も、サーバ管理者にはリモート デスクトップ セッション ホスト構成ツールの
[アクセス権限] タブのユーザーのセキュリティ記述子へのすべての読み取
り/書き込み権限があります。

注:    ユーザーのアクセスを管理する際には、リモート デスクトップ ユーザ
ー グループにユーザーを追加することをお勧めします。

RDS 一時フォルダの設定

RDS 接続グループ ポリシー設定は、リモート デスクトップ サービス セッション用の一時フォルダの作成および削除
を制御します。
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表 16-15. RDS 一時フォルダのグループ ポリシー設定

設定 説明

Do not delete temp folder upon exit リモート デスクトップ サービスで、ユーザーのセッションごとの一時フォル
ダをログオフ時に保持するかどうかを指定します。

この設定を使用して、ユーザーがセッションからログオフしても、リモート

コンピュータ上のユーザーのセッション固有の一時フォルダを保持すること

ができます。デフォルトでは、リモート デスクトップ サービスは、ユーザー
がログオフする際にユーザーの一時フォルダを削除します。

このステータスが [有効] に設定されている場合、ユーザーのセッションごと
の一時フォルダは、ユーザーがセッションからログオフしても保持されます。

このステータスが [無効] に設定されている場合、管理者がリモート デスクト
ップ セッション ホスト構成ツールで他の設定をしたとしても、一時フォルダ
はユーザーがログオフするときに削除されます。

このステータスが [構成されていません] に設定されている場合、サーバ管理
者が他の設定をしない限り、リモート デスクトップ サービスはログオフ時に
一時フォルダをリモート コンピュータから削除します。

注:    この設定は、セッションごとの一時フォルダがサーバで使用されている
場合のみ有効になります。つまり、[セッションごとの一時フォルダを使用し
ない] 設定を有効にした場合、この設定は無効になります。

Do not use temporary folders per session このポリシー設定により、リモート デスクトップ サービスがセッション固有
の一時フォルダを作成することを防止できます。

このポリシー設定を使用して、各セッション用の別の一時フォルダをリモー

ト コンピュータ上に作成することを無効にできます。デフォルトでは、リモ
ート デスクトップ サービスは、ユーザーがリモート コンピュータに保持す
る、各アクティブ セッション用の別の一時フォルダを作成します。これらの
一時フォルダは、ユーザーのプロファイルフォルダ内一時フォルダにあるリ

モート コンピュータ上で、sessionid という名前で作成されます。

このポリシー設定を有効にすると、セッションごとの一時フォルダは作成さ

れません。その代わりに、リモート コンピュータ上のすべてのセッション用
のユーザーの一時ファイルが、リモート コンピュータ上のユーザーのプロフ
ァイルフォルダ内の共通の一時フォルダに保存されます。

このポリシー設定を無効にすると、リモート デスクトップ セッション ホスト
構成ツールで他の設定をしたとしても、セッションごとの一時フォルダが常

に作成されます。

このポリシー設定を構成しないと、リモート デスクトップ セッション ホスト
構成ツールで他の設定をしない限り、セッションごとの一時フォルダが作成

されます。

ロケーションベースの印刷の設定

ロケーションベースの印刷機能は、物理的に近いクライアント システムであるプリンタを View デスクトップにマッ
ピングして、ユーザーが View デスクトップからローカル プリンタやネットワーク プリンタに印刷できるようにしま
す。

ロケーションベースの印刷により、IT 組織は、エンドポイントのクライアント デバイスに最も近いプリンタに対し
て、View デスクトップをマッピングすることができます。たとえば、病院の医師が次々と部屋を移動している場合、
その医師がドキュメントを印刷する度に、印刷ジョブはその医師が現在いる部屋に最も近いプリンタに送信されます。
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ロケーションベースの印刷機能は、Windows、Mac OS X、Linux、およびモバイル クライアント デバイスで使用
できます。

Horizon 6.0.1 以降の場合、ロケーションベースの印刷は次のリモート デスクトップとアプリケーションでサポート
されます。

n Windows Desktop や Windows Server マシンなど、単一ユーザーのマシンに展開されたデスクトップ

n 仮想マシンである RDS ホストに展開されたデスクトップ

n ホスト型アプリケーション

n リモート デスクトップ内部の Horizon Client から起動されるホスト型アプリケーション

Horizon 6.0 以前の場合、ロケーションベースの印刷は、単一ユーザーの Windows デスクトップ マシンで展開され
ているデスクトップでサポートされます。

ロケーション ベースの印刷機能を使用するには、デスクトップに View Agent と一緒に仮想印刷セットアップ オプ
ションをインストールするとともに、正しいプリンタドライバをインストールする必要があります。

ロケーションベースの印刷を設定するには、Active Directory グループ ポリシー設定 AutoConnect Map

Additional Printers for VMware View を設定します。この設定は、Microsoft グループ ポリシー オブジェ

クト エディタの [コンピュータの構成] の下の [ソフトウェアの設定] フォルダにあります。

注:    AutoConnect Map Additional Printers for VMware View はコンピュータ固有のポリシーです。

コンピュータ固有のポリシーは、デスクトップに接続するユーザーに関係なく、すべての View デスクトップに適用
されます。

AutoConnect Map Additional Printers for VMware View は名前変換表として実装されます。表の各行

を使用して、特定のプリンタを識別し、そのプリンタの一連の変換ルールを定義します。変換ルールは、プリンタが

特定のクライアント システムの View デスクトップにマッピングされているかどうかを判定します。

ユーザーが View デスクトップに接続すると、View は、クライアント システムを表の各プリンタに関連付けられて
いる変換ルールと比較します。クライアント システムがプリンタに設定されているすべての変換ルールに該当する
場合、またはプリンタに変換ルールが関連付けられていない場合、View はユーザーのセッション中にプリンタを
View デスクトップにマッピングします。

クライアント システムの IP アドレス、名前、および MAC アドレス、さらにユーザーの名前とグループに基づいて
変換ルールを定義できます。特定のプリンタに対し、1 つの変換ルールまたは複数の変換ルールを組み合わせて指定
できます。

プリンタを View デスクトップにマッピングするために使われる情報は、View デスクトップの
HKEY_LOCAL_MACHINE¥u165 \u165 \u165 { のレジストリ エントリに保存されます。

ロケーションベースの印刷のプリンタ設定

Horizon 6.0.2 以降では、ユーザーがデスクトップからログアウトまたは切断した後も、ロケーションベースの印刷
のプリンタ設定が保持されます。たとえば、白黒モードを使用するようにユーザーがロケーションベースのプリンタ

を設定したとします。ユーザーがデスクトップからログアウトして再度ログインした後も、ロケーションベースのプ

リンタでは引き続き白黒モードが使用されます。
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ホスト型アプリケーションのセッション間でプリンタの設定を保存するには、ユーザーはアプリケーションの印刷ダ

イアログ ボックスからロケーションベースのプリンタを選択し、選択したプリンタを右クリックして、[印刷設定] を
選択する必要があります。ユーザーがプリンタを選択し、アプリケーションの印刷ダイアログ ボックスで [環境設定]
ボタンをクリックした場合、プリンタの設定は保存されません。

設定が、Microsoft が推奨するプリンタ ドライバの DEVMODE の拡張部分ではなく、プリンタ ドライバのプライベ
ート空間に保存される場合、ロケーションベースのプリンタの永続設定はサポートされません。永続設定をサポート

するには、プリンタ ドライバの DEVMODE 部分に設定が保存されるプリンタを展開します。

ロケーション ベース

ロケーション ベース 

Horizon 6.0.1 以降では、32 ビット版と 64 ビット版の TPVMGPoACmap.dll は、VMware-Horizon-View-

Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zip というバンドル化された .zip ファイルで提供されます。x.x.x はバージ

ョン、yyyyyyy はビルド番号です。このファイルは、VMware Horizon の 6 ダウンロード サイトからダウンロード
できます。

以前の View リリースの場合、32 ビット版と 64 ビット版の TPVMGPoACmap.dll は、View 接続サーバ ホスト上の

ディレクトリ install_directory\VMware\VMware View\Server\extras\GroupPolicyFiles

\ThinPrint 内にあります。

手順

1 Active Directory サーバまたはグループ ポリシーの構成に使用するドメイン コンピュータに、
TPVMGPoACmap.dll の適切なバージョンをコピーします。

2 regsvr32 ユーティリティを使用して TPVMGPoACmap.dll ファイルを登録します。

例：regsvr32 "C:\TPVMGPoACmap.dll"

次のステップ

ロケーション ベース

ロケーションベースの印刷グループ ポリシーの構成

ロケーションベースの印刷を設定するには、AutoConnect Map Additional Printers for VMware View

（VMware View の追加のプリンタを自動接続マッピングする） グループ ポリシー設定を構成します。このグループ ポリシ

ー設定は、プリンタを View デスクトップにマッピングする名前変換表です。

前提条件

n Active Directory サーバまたはグループ ポリシーの構成に使用するドメイン コンピュータで、Microsoft MMC
およびグループ ポリシー オブジェクト エディタ スナップインが使用できることを確認します。

n Active Directory サーバまたはグループ ポリシーの構成に使用するドメイン コンピュータに、DLL ファイル
TPVMGPoACmap.dll を登録します。ロケーション ベースを参照してください。
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n AutoConnect Map Additional Printers for VMware View（VMware View の追加のプリンタを自動接

続マッピングする） グループ ポリシー設定の構文について理解しておきます。ロケーションベースの印刷グループ

ポリシー設定の構文を参照してください。

n ロケーションベースのグループ ポリシー設定の GPO を作成し、それを View デスクトップが格納されている
OU にリンクします。View グループ ポリシーの GPO の作成方法の例については、View グループ ポリシーの
GPO の作成を参照してください。

n デスクトップに View Agent と共に仮想印刷設定オプションがインストールされているのを確認してください。
確認するには、デスクトップ オペレーティング システムに TP AutoConnect サービスおよび TP VC Gateway
サービスがインストールされているか確認してください。

n 印刷ジョブは View デスクトップからプリンタに直接送信されるため、必要なプリンタ ドライバがデスクトップ
にインストールされていることを確認します。

手順

1 Active Directory サーバで GPO を編集します。

AD バージョン ナビゲーション パス

Windows 2003 a [スタート] - [すべてのプログラム] - [管理ツール] - [Active Directory ユーザーおよびコ
ンピュータ] を選択します。

b View デスクトップを格納する OU を右クリックし、[プロパティ] を選択します。

c [グループ ポリシ] タブで、[開く] をクリックして Group Policy Management プラグイ
ンを開きます。

d 右ペインで、ロケーションベースの印刷グループ ポリシー設定用に作成した GPO を右ク
リックし、[編集] を選択します。

Windows 2008 a [スタート] - [管理ツール] - [グループ ポリシー管理] を選択します。

b ドメインを展開し、ロケーション ベースの印刷のグループ ポリシー設定で作成した GPO
を右クリックして、[編集] を選択します。

 
[Group Policy Object Editor（グループ ポリシー オブジェクト エディタ）] ウィンドウが表示されます。

2 [コンピュータの構成] を展開し、[ソフトウェアの設定] フォルダを開き、[VMware View の追加のプリンタを自
動接続マッピングする] を選択します。

3 ポリシー ペインで、[追加のプリンタの自動接続マッピングを構成する] をダブルクリックします。

[VMware View の追加のプリンタを自動接続マッピングする] ウィンドウが表示されます。

4 [有効化] を選択してグループ ポリシー設定を有効にします。

グループ ポリシー ウィンドウに変換表の見出しとボタンが表示されます。

重要:    [無効化] をクリックすると、すべての表エントリが削除されます。万一のため、後でインポートできるよ
うに構成を保存してください。

5 View デスクトップにマッピングするプリンタを追加し、それらの関連変換ルールを定義します。

6 [OK] をクリックして変更を保存します。
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ロケーションベースの印刷グループ ポリシー設定の構文

AutoConnect Map Additional Printers for VMware View グループ ポリシー設定を使用して、プリンタ

をリモート デスクトップにマッピングします。

AutoConnect Map Additional Printers for VMware View は、プリンタを識別し、関連付けられた変換

ルールを定義する名前変換表です。表 16-16. 変換表の列と値では、変換表の構文について説明します。

ロケーションベースの印刷により、ローカル プリンタがリモート デスクトップにマッピングされますが、UNC パス
を使用して構成されたネットワーク プリンタのマッピングはサポートされません。

表 16-16. 変換表の列と値

列 説明

IP Range クライアント システムの IP アドレスの範囲を指定する変換ルール。

特定の範囲の IP アドレスを指定するには、次の表記を使用します。

ip_address-ip_address

例： 10.112.116.0-10.112.119.255

特定のサブネットのすべての IP アドレスを指定するには、次の表記を使用します。

ip_address/subnet_mask_bits

例： 10.112.4.0/22

この表記は、10.112.4.1 から 10.112.7.254 までの使用可能な IPv4 アドレスを指定し
ています。

任意の IP アドレスに一致させるには、アスタリスクを入力します。

Client Name コンピュータ名を指定する変換ルール。

例：Mary's Computer

任意のコンピュータ名に一致させるには、アスタリスクを入力します。

Mac Address MAC アドレスを指定する変換ルール。GPO エディタでは、クライアント システムで使
用されている形式と同じものを使用する必要があります。例：

n Windows クライアントではハイフンを使用します：01-23-45-67-89-ab

n Linux クライアントではコロンを使用します：01:23:45:67:89:ab

任意の MAC アドレスに一致させるには、アスタリスクを入力します。

User/Group ユーザーまたはグループ名を指定する変換ルール。

特定のユーザーまたはグループを指定するには、次の表記を使用します。

\\domain\user_or_group
例：\\mydomain\Mary

完全修飾ドメイン名 (FQDN) は、ドメイン名の表記としてサポートされていません。 任
意のユーザー名またはグループ名を指定するには、アスタリスクを入力します。

Printer Name リモート デスクトップにマッピングするプリンタの名前。

例：PRINTER-2-CLR

マッピングされる名前は、クライアント システム上のプリンタ名と一致している必要は
ありません。

プリンタはクライアント デバイスのローカル プリンタである必要があります。ネット
ワーク プリンタの UNC パスへのマッピングはサポートされていません。
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列 説明

Printer Driver プリンタで使用するドライバの名前。

例：HP Color LaserJet 4700 PS

重要:    印刷ジョブはデスクトップからプリンタに直接送られるため、プリンタ ドライ
バをデスクトップにインストールする必要があります。

IP Port/ThinPrint Port ネットワーク プリンタの場合は、先頭に IP_ が付いたプリンタの IP アドレス。

例：IP_10.114.24.1

デフォルトのポートは 9100 です。ポート番号を IP アドレスに付加することで、デフォ
ルト以外のポートを指定できます。

例：IP_10.114.24.1:9104

Default プリンタがデフォルトのプリンタであるかどうかを示します。

列見出しの上に表示されるボタンを使用して、行を追加、削除、移動し、表エントリを保存およびインポートします。

各ボタンには対応するキーボード ショートカットがあります。各ボタンの上にマウスを置くと、ボタンの説明とその
対応するキーボード ショートカットが表示されます。たとえば、表の末尾に行を挿入するには、先頭の表ボタンをク
リックするか、<Alt> + <A> を押します。表エントリをインポートして保存するには、最後の 2 つのボタンをクリ
ックします。

表 16-17. ロケーションベースの印刷グループ ポリシー設定の例に 2 つの変換表の行の例を示します。

表 16-17. ロケーションベースの印刷グループ ポリシー設定の例

IP Range（IP 範囲）

Client
Name
（クライ

アント

名）

Mac
Address
（Mac アド
レス）

User/

Group（ユ
ーザー/グ
ループ）

Printer Name（プ
リンタ名）

Printer Driver（プ
リンタ ドライバ）

IP Port/ThinPrint
Port（IP ポート/
ThinPrint ポート）

デフォル

ト

* * * * PRINTER-1-CLR HP Color LaserJet
4700 PS

IP_10.114.24.1

10.112.116.140-10.
112.116.145

* * * PRINTER-2-CLR HP Color LaserJet
4700 PS

IP_10.114.24.2 X

最初の行に指定されているネットワーク プリンタは、すべての変換ルール列にアスタリスクが表示されているため、
すべてのクライアント システムのリモート デスクトップにマッピングされます。2 行目に指定されているネットワ
ーク プリンタは、クライアント システムの IP アドレスが 10.112.116.140 から 10.112.116.145 の範囲である場合
のみ、リモート デスクトップにマッピングされます。

Active Directory グループ ポリシーの例
View で Active Directory グループ ポリシーを実装するには、リモート デスクトップ セッションを配信する View
マシンの OU を作成して、その OU に 1 つ以上の GPO をリンクします。これらの GPO を使用して、View マシン
にグループ ポリシー設定を適用します。

GPO をドメインに直接リンクするには、ポリシー設定をドメイン内のすべてのコンピュータに適用します。ただし、
ベスト プラクティスでは、ドメイン内のすべてのコンピュータでポリシー処理を回避するために、ほとんどの展開で
GPO を個別の OU にリンクする必要があります。
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Active Directory サーバまたはドメイン内の任意のコンピュータでポリシーを構成できます。次の例に、Active
Directory サーバで直接ポリシーを構成する方法を示します。

注:    View 環境はそれぞれ異なるため、組織固有のニーズに合わせて異なる手順の実行が必要な場合があります。

View マシンの OU の作成

同じ Active Directory ドメインのその他の Windows コンピュータに影響を与えずにリモート デスクトップ セッ
ションを提供する View マシンにグループ ポリシーを適用するには、View マシン専用の OU を作成します。View
展開全体用に 1 つの OU を作成することや、シングルユーザー マシンおよび RDS ホスト用に個別の OU を作成する
ことができます。

手順

1 Active Directory サーバで、[起動] - [すべてのプログラム] - [管理ツール] - [Active Directory ユーザーおよびコ
ンピュータ] を選択します。

2 View マシンを含むドメインを右クリックし、[新規] - [組織単位] を選択します。

3 OU の名前を入力し、[OK] をクリックします。

左ペインに新しい OU が表示されます。

4 View マシンを新しい OU に追加するには：

a 左ペインの [コンピュータ] をクリックします。

ドメイン内のすべてのコンピュータ オブジェクトが右ペインに表示されます。

b 右パネルの View マシンを表すコンピュータ オブジェクトの名前を右クリックし、[移動] を選択します。

c OU を選択し、[OK] をクリックします。

OU を選択すると、右ペインに View マシンが表示されます。

次のステップ

View グループ ポリシーの GPO を作成します。

View グループ ポリシーの GPO の作成

View コンポーネントとロケーションベースの印刷のグループ ポリシーを格納する GPO を作成し、それらを View
マシンの OU にリンクします。

前提条件

n View マシンの OU を作成します。

n Active Directory サーバでグループ ポリシー管理機能が使用できることを確認します。
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手順

1 Active Directory サーバで、グループ ポリシー管理コンソールを開きます。

AD バージョン ナビゲーション パス

Windows 2012 [Server Manager] - [ツール] - [グループ ポリシー管理] を選択します。

Windows 2008 [スタート] - [管理ツール] - [グループ ポリシー管理] を選択します。

Windows 2003 a [スタート] - [すべてのプログラム] - [管理ツール] - [Active Directory ユーザーおよびコ
ンピュータ] を選択します。

b View マシンを格納する OU を右クリックし、[プロパティ] を選択します。

c [グループ ポリシ] タブで、[開く] をクリックして Group Policy Management プラグイ
ンを開きます。

 
2 ドメインを展開し、View マシンを格納する OU を右クリックし、[このドメインに GPO を作成して、ここにリ
ンクする] を選択します。

Windows 2003 Active Directory では、このオプションは [ここに GPO を作成してリンクする] という名前で
す。

3 GPO の名前を入力し、[OK] をクリックします。

左ペインの OU の下に新しい GPO が表示されます。

4 （オプション） OU の特定の View マシンにのみ GPO を適用するには

a 左ペインで GPO を選択します。

b [セキュリティ フィルタ処理] - [追加] を選択します。

c View マシンのコンピュータ名を入力し、[OK] をクリックします。

[セキュリティ フィルタ処理] ペインに View マシンが表示されます。GPO の設定はこれらのマシンにのみ
適用されます。

次のステップ

View ADM テンプレートをグループ ポリシーの GPO に追加します。

GPO への View ADM テンプレートの追加

View コンポーネントのグループ ポリシー設定をリモート デスクトップおよびアプリケーションに適用するには、そ
の ADM テンプレート ファイルを GPO に追加します。

前提条件

n View コンポーネントのグループ ポリシー設定のための GPO を作成し、それらを View マシンが格納されてい
る OU にリンクします。

n Active Directory サーバでグループ ポリシー管理機能が使用できることを確認します。

グループ ポリシー管理コンソールを開く手順は、Windows 2012、Windows 2008、および Windows 2003
Active Directory の各バージョンによって異なります。View グループ ポリシーの GPO の作成を参照してくだ
さい。
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手順

1 View GPO Bundle .zip ファイルを VMware ダウンロードサイト（https://my.vmware.com/web/vmware/

downloads）からダウンロードします。

デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで VMware Horizon 6 のダウンロードを選択します。これ
には GPO Bundle が含まれます。

ファイル名は VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zipで、x.x.x はバージョン、

yyyyyyy はビルド番号を表します。View のグループ ポリシー設定用の ADM ファイルと ADMX ファイルはす
べて、このファイルで提供されています。

2 ファイルを Active Directory サーバにコピーして展開します。

3 Active Directory サーバで、グループ ポリシー管理コンソールを開きます。

4 ドメインを展開し、グループ ポリシ設定を作成した GPO を右クリックして、[[編集]] を選択します。

5 グループ ポリシー管理エディタで、[コンピュータの構成] - [ポリシー] - [管理用テンプレート：ポリシー定義] フ
ォルダを右クリックし、[テンプレートの追加と削除] を選択します。

6 [追加]をクリックし、ADM テンプレート ファイルを参照して、[開く]をクリックします。

7 [閉じる]をクリックして、ADM テンプレート ファイルのポリシー設定を GPO に適用します。

Windows Server 2012 または 2008 Active Directory では、テンプレート名は、[管理用テンプレート] - [従来
の管理用テンプレート (ADM)] の下の左ペインに表示されます。Windows Server 2003 Active Directory で
は、テンプレートは [管理用テンプレート] の下に表示されます。

8 グループ ポリシー設定を構成します。

次のステップ

View マシンのループバック処理を有効にします。

リモート デスクトップのループバック処理の有効化

通常はある特定のコンピュータに適用されるユーザーの構成設定が、そのコンピュータにログインするすべてのユー

ザーに適用されるようにするには、ループバック処理を有効にします。

前提条件

n View コンポーネントのグループ ポリシー設定のための GPO を作成し、それらを View マシンが格納されてい
る OU にリンクします。

n Active Directory サーバでグループ ポリシー管理機能が使用できることを確認します。

グループ ポリシー管理コンソールを開く手順は、Windows 2012、Windows 2008、および Windows 2003
Active Directory の各バージョンによって異なります。View グループ ポリシーの GPO の作成を参照してくだ
さい。

手順

1 Active Directory サーバで、グループ ポリシー管理コンソールを開きます。

View でのデスクトップ プールとアプリケーション プールの設定

VMware, Inc. 301

https://my.vmware.com/web/vmware/downloads
https://my.vmware.com/web/vmware/downloads


2 ドメインを展開し、グループ ポリシー設定を作成した GPO を右クリックして、[編集] を選択します。

3 [グループ ポリシー管理エディタ] で、[コンピュータの構成] - [ポリシー] - [管理用テンプレート: ポリシー定義] -
[システム] - [グループ ポリシー] に移動します。

4 右側のペインで、[ユーザー グループ ポリシー ループバックの処理モード] をダブルクリックします。

5 [有効化] を選択し、[モード] ドロップダウン メニューからループバック処理モードを選択します。

オプション アクション

Merge（マージ） 適用されるユーザー ポリシー設定は、コンピュータ GPO とユーザー GPO の両方に含まれる
ものを組み合わせたものです。競合がある場合は、コンピュータ GPO が優先されます。

Replace（置き換える） ユーザー ポリシーはコンピュータに関連付けられている GPO からすべて定義されます。ユー
ザーに関連付けられているすべての GPO が無視されます。

 
6 [OK] をクリックして変更を保存します。
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View Persona Management でのユー
ザー プロファイルの構成 17
View Persona Management では、リモート プロファイル リポジトリと動的に同期するユーザー プロファイルを
構成できます。この機能により、ユーザーはデスクトップにログインすればいつでも各自のデスクトップ環境にアク

セスできます。View Persona Management により機能が拡張し、Windows 移動プロファイルのパフォーマンス
が向上しますが、Windows 移動プロファイルの操作は必要ありません。

View Persona Management を有効にして View Persona Management 展開のさまざまな側面を管理するため
に、グループ ポリシー設定を構成します。

View Persona Management を有効にして使用するには、適切な VMware Horizon ライセンスが必要です。
http://www.vmware.com/download/eula の VMware エンド ユーザー ライセンス契約 (EULA) を参照してくだ
さい。

この章には、次のトピックが含まれています。

n View でのユーザーの個人設定の提供

n スタンドアロン システムでの View Persona Management の使用

n View Persona Management によるユーザー プロファイルの移行

n 個人設定管理と Windows 移動プロファイル

n View Persona Management 展開の構成

n View Persona Management 展開を構成するためのベスト プラクティス

n View Persona Management グループ ポリシー設定

View でのユーザーの個人設定の提供
View Persona Management 機能により、ユーザーが View デスクトップにログインするときに、ユーザーのリモ
ート プロファイルが動的にダウンロードされます。安全な中央管理のリポジトリにユーザー プロファイルを保存す
るよう、View を構成することができます。View により、ユーザーが必要なときに適宜、個人設定情報がダウンロー
ドされます。

View Persona Management は、Windows 移動プロファイルの代替機能です。View Persona Management によ
り機能が拡張し、Windows 移動プロファイルよりもパフォーマンスが向上します。

View 内で個人設定をすべて構成し管理できます。Windows 移動プロファイルを構成する必要はありません。
Windows 移動プロファイル構成がある場合、View で既存のリポジトリ構成を使用できます。
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ユーザー プロファイルは、View デスクトップから独立しています。ユーザーが任意のデスクトップにログインする
と、同じプロファイルが表示されます。

たとえば、ユーザーが流動割り当て、リンク クローン デスクトップ プールにログインし、デスクトップの背景と
Microsoft Word の設定を変更するとします。ユーザーが次のセッションを開始すると、仮想マシンは異なりますが、
ユーザーには同じ設定が表示されます。

ユーザー プロファイルはユーザーが生成したさまざまな情報から構成されます。

n ユーザー固有のデータおよびデスクトップ設定

n アプリケーション データおよび設定

n ユーザー アプリケーションで構成された Windows レジストリ エントリ

ThinApp アプリケーションでデスクトップをプロビジョニングする場合、ThinApp サンドボックス データをユーザ
ー プロファイルに保存し、ユーザーとともに移動することが可能です。

View Persona Management で、デスクトップへのログイン、ログオフ時間を最小化します。ログイン、ログオフ
時間は、Windows 移動プロファイルでは問題になる場合があります。

n ログイン時に、View により、ユーザー レジストリ ファイルのような Windows に必要なファイルのみがダウン
ロードされます。その他のファイルは、ユーザーやアプリケーションがローカルのプロファイル フォルダからそ
れらを開くときに、ローカル デスクトップにコピーされます。

n ローカル プロファイルの最近の変更は View によって通常数分に 1 回、リモート リポジトリにコピーされます。
デフォルトは 10 分ごとです。ローカル プロファイルのアップロード頻度を指定することができます。

n ログオフ時には、前回のレプリケーション以降に更新されたファイルのみがリモート リポジトリにコピーされま
す。

スタンドアロン システムでの View Persona Management の使用
スタンドアロン バージョンの View Persona Management を、View によって管理されていない物理コンピュータ
および仮想マシンにインストールすることができます。このソフトウェアを使用すると、View デスクトップおよび
スタンドアロン システム全体でユーザー プロファイルを管理することができます。

スタンドアロン View Persona Management ソフトウェアは、Windows 7、Windows 8、Windows 10、Windows
Server 2008 R2、および Windows Server 2012 R2 オペレーティング システムで動作します。

スタンドアロン View Persona Management ソフトウェアを使用して、次の目標を達成することができます。

n スタンドアロン システムおよび View デスクトップ全体でユーザー プロファイルを共有します。

ユーザーは、View Persona Management を使用して、引き続きスタンドアロン システムおよび View デスク
トップを使用できます。同じ View Persona Management グループ ポリシー設定を使用して View デスクト
ップおよび物理システムを管理する場合は、ユーザーは、レガシー コンピュータと View デスクトップのどちら
を使用しているかに関わらず、ログインするたびに最新のプロファイルを受け取ることができます。

注:    View Persona Management は、同時アクティブ セッションをサポートしません。ユーザーは、別のセッ
ションにログインする前に現在のセッションからログアウトする必要があります。

n ユーザー プロファイルを物理システムから View デスクトップへ移行します。
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View 展開で使用するためにレガシー物理コンピュータの目的を再設定する場合は、View デスクトップをユーザ
ーに公開する前に、スタンドアロン View Persona Management をレガシー システムにインストールできま
す。ユーザーがレガシー システムにログインすると、そのプロファイルは View リモート プロファイル リポジ
トリに格納されます。ユーザーが初めて View デスクトップにログインすると、既存のプロファイルがユーザー
の View デスクトップにダウンロードされます。

n 物理システムから View デスクトップへの段階的な移行を実行します。

段階的に展開を移行する場合、View デスクトップにまだアクセスしていないユーザーはスタンドアロン View
Persona Management を使用できます。View デスクトップの各セットが展開されると、ユーザーは View デ
スクトップのプロファイルにアクセスでき、レガシー システムは段階的に廃止されます。このシナリオには、以
前のシナリオが組み合わされています。

n ユーザーがオフラインになったときに最新のプロファイルをサポートします。

スタンドアロンのノート PC のユーザーは、ネットワークから切断することができます。ユーザーが再接続する
と、View Persona Management はユーザーのローカル プロファイルの最新の変更をリモート プロファイル
リポジトリにアップロードします。

注:    ユーザーがオフラインになる前に、ユーザー プロファイルがローカル システムに完全にダウンロードされ
ている必要があります。

View Persona Management によるユーザー プロファイルの移行
View Persona Management を使用して、さまざまな設定の既存のユーザー プロファイルを View デスクトップに
移行できます。プロファイルの移行が完了した後にユーザーが View デスクトップにログインすると、レガシー シス
テムで使用していた個人設定と個人データが提示されます。

ユーザー プロファイルを移行することにより、次のデスクトップの移行目標を達成することができます。

n Windows 7、Windows 8、Windows Server 2008 R2、または Windows Server 2012 R2 View デスクトップ
を Windows 10 View デスクトップにアップグレードできます。

n ユーザーのシステムをレガシーの Windows XP から Windows 7、Windows 8、Windows Server 2008 R2、
または Windows Server 2012 R2 にアップグレードし、ユーザーを物理コンピュータから View に初めて移行
することができます。

n レガシー Windows XP View デスクトップを Windows 7、Windows 8、Windows Server 2008 R2、または
Windows Server 2012 R2 View デスクトップにアップグレードできます。

n オペレーティング システムをアップグレードしなくても、物理コンピュータから View デスクトップに移行する
ことができます。
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これらのシナリオをサポートするために、View Persona Management には、View Agent 5.x がインストールされ
ていない物理マシンまたは仮想マシン用のプロファイル移行ユーティリティおよびスタンドアロン View Persona
Management インストーラが用意されています。

重要:    View Agent 6.1 以降のリリースでは、Windows XP および Windows Vista デスクトップはサポートされて
いません。これらのゲスト OS をサポートしている最後の View リリースは View Agent 6.0.2 です。Windows XP
および Vista に関して Microsoft と拡張サポート契約を行っているお客様、およびこれらのゲスト OS システムに関
して VMware と拡張サポート契約を行っているお客様は、View 接続サーバ 6.1 を使用して Windows XP および
Vista デスクトップの View Agent 6.0.2 バージョンをデプロイできます。

View ユーザー プロファイル移行ユーティリティを使用して、レガシー Windows XP デスクトップ デプロイから、
将来の View リリースで継続的にサポートされるデスクトップ デプロイへの移行で重要なタスクを実行できます。

表 17-1. ユーザー プロファイルの移行シナリオ では、さまざまな移行シナリオと、各シナリオで実行するタスクの概
要を示しています。
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表 17-1. ユーザー プロファイルの移行シナリオ

移行元の展開 移行先の展開 実行するタスク:

Windows 7、Windows 8、Windows
Server 2008 R2、または Windows
Server 2012 R2 View デスクトップ

Windows 10 View デスクトップ 1 View Persona Management を使用して、ユーザー向
けの Windows 10 View デスクトップを構成します。
View Persona Management 展開の構成を参照して
ください。

注:    手順 2 を完了するまで、Windows 10 View デス
クトップをユーザーに公開しないでください。

2 View V2 から V5 へのプロファイル移行ユーティリテ
ィを実行します。

n 移行元プロファイルについては、既存の Windows
7、Windows 8、Windows Server 2008 R2、ま
たは Windows Server 2012 R2 View デスクトッ
プのリモート プロファイル リポジトリを指定しま
す。

n 移行先プロファイルについては、Windows 10
View デスクトップ用に構成したリモート プロファ
イル リポジトリを指定します。

詳細については、『View ユーザー プロファイル移行ガイ
ド』を参照してください。

3 ユーザーが Windows 10 View デスクトップにログイ
ンできるようにします。

Windows XP 物理コンピュータ Windows 7、Windows 8、Windows
Server 2008 R2、または Windows
Server 2012 R2 View デスクトップ

1 View Persona Management を使用して、ユーザー向
けに Windows 7、Windows 8、Windows Server
2008 R2、または Windows Server 2012 R2 View デ
スクトップを構成します。View Persona
Management 展開の構成を参照してください。

注:    手順 2 を完了するまで、Windows 7、Windows
8、Windows Server 2008 R2、または Windows
Server 2012 R2 View デスクトップをユーザーに公開
しないでください。

2 View V1 から V2 へのプロファイル移行ユーティリテ
ィを実行します。

n 移行元プロファイルについては、Windows XP 物
理コンピュータのローカル プロファイルを指定し
ます。

n 移行先プロファイルについては、View 展開用に構
成したリモート プロファイル リポジトリを指定し
ます。

詳細については、『View ユーザー プロファイル移行ガイ
ド』を参照してください。

3 ユーザーが Windows 7、Windows 8、Windows
Server 2008 R2、または Windows Server 2012 R2
View デスクトップにログインできるようにします。
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移行元の展開 移行先の展開 実行するタスク:

移動ユーザー プロファイル ソリューシ
ョンを使用する Windows XP 物理コン
ピュータまたは仮想マシン。たとえば、

展開で次のいずれかのソリューションを

使用している場合があります。

n View Persona Management

n RTO Virtual Profile

n Windows 移動プロファイル

このシナリオでは、元のユーザー プロフ
ァイルはリモート プロファイル リポジ
トリに保持されている必要があります。

Windows 7、Windows 8、Windows
Server 2008 R2、または Windows
Server 2012 R2 View デスクトップ

1 View Persona Management を使用して、ユーザー向
けに Windows 7、Windows 8、Windows Server
2008 R2、または Windows Server 2012 R2 View デ
スクトップを構成します。View Persona
Management 展開の構成を参照してください。

注:    手順 2 を完了するまで、Windows 7、Windows
8、Windows Server 2008 R2、または Windows
Server 2012 R2 View デスクトップをユーザーに公開
しないでください。

2 View V1 から V2 へのプロファイル移行ユーティリテ
ィを実行します。

n 移行元プロファイルについては、Windows XP シ
ステムのリモート プロファイル リポジトリを指定
します。

n 移行先プロファイルについては、View 展開用に構
成したリモート プロファイル リポジトリを指定し
ます。

詳細については、『View ユーザー プロファイル移行ガイ
ド』を参照してください。

3 ユーザーが Windows 7、Windows 8、Windows
Server 2008 R2、または Windows Server 2012 R2
View デスクトップにログインできるようにします。

Windows 7、Windows 8、Windows
Server 2008 R2、または Windows
Server 2012 R2 物理コンピュータまた
は仮想マシン。

レガシー システムには、View Agent 5.x
をインストールすることはできません。

Windows 7、Windows 8、Windows
Server 2008 R2、または Windows
Server 2012 R2 View デスクトップ

1 View Persona Management を使用して、ユーザー向
けに Windows 7、Windows 8、Windows Server
2008 R2、または Windows Server 2012 R2 View デ
スクトップを構成します。View Persona
Management 展開の構成を参照してください。

2 Windows 7、Windows 8、Windows Server 2008 R2
または Windows Server 2012 R2 システムに、スタン
ドアロン View Persona Management ソフトウェア
をインストールします。スタンドアロン View Persona
Management をインストールする を参照してくださ
い。

3 View デスクトップと同じリモート プロファイル リポ
ジトリを使用するように、レガシー Windows 7、
Windows 8、Windows Server 2008 R2 または
Windows Server 2012 R2 システムを構成します。ユ
ーザー プロファイル リポジトリ の構成を参照してくだ
さい。

最も簡単なのは、Active Directory で View Persona
Management の同じグループ ポリシー設定を使用し
て、レガシー システムと View デスクトップの両方を管
理する方法です。View Persona Management の
ADM テンプレート ファイルの追加を参照してくださ
い。

4 Windows 7、Windows 8、Windows Server 2008 R2
または Windows Server 2012 R2 View デスクトップ
をユーザーに公開します。
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個人設定管理と Windows 移動プロファイル
個人設定管理（Persona Management）が有効になっている場合は、Windows 移動プロファイル機能を使用して
View ユーザーの個人設定を管理することはできません。

たとえば、デスクトップのゲスト OS システムにログインしたときに、[システムのプロパティ] ダイアログ ボックス
の [詳細設定] タブに移動し、ユーザー プロファイル設定を [移動プロファイル] から [ローカル プロファイル] に変更
すると、View Persona Management は、ローカル デスクトップとリモートの個人設定リポジトリ間で、ユーザー
の個人設定の同期を継続します。

ただし、View Persona Management ではなく、Windows 移動プロファイル機能に管理されているユーザーの個
人設定内のファイルとフォルダを指定できます。[Windows 移動プロファイルの同期] ポリシーを使用して、これら
のファイルとフォルダを指定します。

View Persona Management 展開の構成
View Persona Management を構成するには、ユーザー プロファイルを格納するリモート リポジトリのセットアッ
プ、View Agent のインストール（リモート デスクトップ セッションを提供する仮想マシンで [View Persona
Management] セットアップ オプションを指定）、View Persona Management グループ ポリシー設定の追加およ
び構成、デスクトップ プールの展開を行います。

また、非 View 展開に View Persona Management を構成することもできます。スタンドアロン バージョンの
View Persona Management を、ユーザーの非 View ラップトップ、デスクトップ、または仮想マシンにインスト
ールします。またリモート リポジトリを設定して、View Persona Management グループ ポリシー設定を構成する
必要があります。

View Persona Management 展開の設定の概要

View Persona Management を使用して View デスクトップ展開またはスタンドアロン コンピュータを設定するに
は、上位レベルの複数のタスクを実行する必要があります。

ここに示す順序でタスクを実行することが推奨されていますが、別の順序で実行することも可能です。たとえば、デ

スクトップ プールを展開してから、Active Directory でグループ ポリシー設定を構成または再構成することができ
ます。

1 ユーザー プロファイルを格納するリモート リポジトリを構成します。

ネットワーク共有を構成することも、Windows 移動プロファイル用に構成した既存の Active Directory ユーザ
ー プロファイル パスを使用することもできます。

2 デスクトップ プールの作成に使用する仮想マシンで、[View Persona Management] セットアップ オプション
を指定して View Agent をインストールします。

View 以外のラップトップ、デスクトップまたは仮想マシンに対して View Persona Management を構成する
には、スタンドアロン View Persona Management ソフトウェアを対象となる展開の各コンピュータにインス
トールします。

3 Active Directory サーバ、または親仮想マシンのローカル コンピュータ ポリシー構成に、View Persona
Management Administrative（ADM）テンプレート ファイルを追加します。
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View 展開全体または View 以外の展開に対して View Persona Management を構成するには、ADM テンプレ
ート ファイルを Active Directory に追加します。

1 つのデスクトップ プールに対して View Persona Management を構成するには、次の操作を行います。

n プールの作成に使用する仮想マシンに、ADM テンプレート ファイルを追加します。

n ADM テンプレート ファイルを Active Directory に追加し、プール内のマシンを含む OU にグループ ポリ
シー設定を適用します。

4 [ユーザーの個人設定を管理] グループ ポリシー設定を有効にすることで、View Persona Management を有効
にします。

5 リモート プロファイル リポジトリ用のネットワーク共有を構成した場合は、[個人設定リポジトリの場所] グルー
プ ポリシー設定を有効にし、ネットワーク共有のパスを指定します。

6 （オプション） Active Directory やローカル コンピュータ ポリシー構成で、その他のグループ ポリシー設定を
構成します。

7 [View Persona Management] セットアップ オプションを指定して View Agent をインストールした仮想マシ
ンからデスクトップ プールを作成します。

ユーザー プロファイル リポジトリ の構成

ユーザー プロファイル内のユーザー データと設定、アプリケーション固有のデータ、およびその他のユーザー生成
情報を格納するリモート リポジトリを構成できます。Windows 移動プロファイルが展開内に構成されている場合
は、既存の Active Directory ユーザー プロファイルのパスを代わりに使用できます。

注:    Windows 移動プロファイルを構成しなくても、View Persona Management を構成できます。

前提条件

n 共有フォルダを構成するために必要な最小限のアクセス権限について理解しておきます。View Persona
Management の共有フォルダのアクセス権の設定を参照してください。

n ユーザー プロファイル リポジトリの作成におけるガイドラインについて理解しておきます。View グループ ポ
リシーの GPO を作成する方法の例については、View Persona Management のネットワーク共有の作成

手順

1 既存の Active Directory ユーザー プロファイルのパスを使用するか、ネットワーク共有にユーザー プロファイ
ル リポジトリを構成するかを決定します。

オプション 操作

既存の Active Directory ユーザー プロファ
イルのパスを使用する

既存の Windows 移動プロファイル構成がある場合は、移動プロファイルをサポートする
Active Directory 内のユーザー プロファイルのパスを使用できます。この手順の残りのステ
ップはスキップできます。

ユーザー プロファイル リポジトリを格納する
ネットワーク共有を構成する

既存の Windows 移動プロファイル構成がない場合は、ユーザー プロファイル リポジトリ用
のネットワーク共有を構成する必要があります。この手順の残りのステップに従います。
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2 ユーザーがデスクトップ上のゲスト OS からアクセス可能なコンピュータに共有フォルダを作成します。

構成するフォルダ パスに %username% が含まれていない場合は、View Persona Management により

%username%.%userdomain% がパスに追加されます。

例：\\server.domain.com\VPRepository\%username%.%userdomain%

3 ユーザー プロファイルを格納する共有フォルダのアクセス権限を設定します。

注意:    アクセス権限が正しく構成されていることを確認します。共有フォルダのアクセス権限の不正な構成は、
View Persona Management に関連する問題の最多要因です。

View Persona Management の共有フォルダのアクセス権の設定

View Persona Management および Windows 移動プロファイルには、ユーザー プロファイル リポジトリに対する
特定の最小限の権限が必要です。さらに View Persona Management では、データを共有フォルダに入れるユーザ
ーの Security group に、共有フォルダに対する読み取り属性が必要です。

ユーザー プロファイル リポジトリおよびリダイレクトされるフォルダ共有に対し必要なアクセス権限を設定しま
す。

表 17-2. ユーザー プロファイル リポジトリおよびリダイレクトされるフォルダ共有に対し必要な最小限の NTFS 権
限

ユーザー アカウント 必要な最小限の権限

作成オーナー フル コントロール、サブフォルダおよびファイルのみ

管理者 なし。代わりに、Windows グループ ポリシー設定 [Administrators Security group を移動ユーザー プ
ロファイルに追加] を有効にします。グループ ポリシー オブジェクト エディタで、このポリシー設定は
[Computer Configuration\Administrative Templates\System\User Profiles\] にあります。

データを共有にするのに必要なユーザ

ーの security group
List Folder/Read Data、Create Folders/Append Data、Read Attributes - このフォルダのみ

全員 権限なし

ローカル システム フル コントロール、このフォルダ、サブフォルダおよびファイル

表 17-3. ユーザー プロファイル リポジトリおよびリダイレクトされるフォルダ共有に対し必要な共有レベル (SMB)
権限

ユーザー アカウント デフォルトの権限 必要な最小限の権限

全員 読み取り専用 権限なし

データを共有にするのに必要なユーザーの security
group

該当なし フル コントロール

移動ユーザー プロファイル セキュリティの詳細については、Microsoft TechNet のトピック「Security
Recommendations for Roaming User Profiles Shared Folders （移動ユーザー プロファイル共有フォルダのセキ
ュリティ推奨事項）」を参照してください。 http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc757013(WS.10).aspx
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View Persona Management のネットワーク共有の作成

プロファイル リポジトリとして使用するために共有フォルダを作成する場合には、特定のガイドラインに従う必要が
あります。

n Windows 8 デスクトップを使用していて、ネットワーク共有で EMC Isilon NAS デバイス上の OneFS ファイル
システムを使用している場合、OneFS ファイル システムはバージョン 6.5.5.11 以降である必要があります。

n 共有フォルダは、サーバ上、ネットワーク接続型ストレージ（NAS）デバイス上、またはネットワーク サーバ上
で作成できます。

n 共有フォルダは、View接続サーバと同じドメインにある必要はありません。

n 共有フォルダは、共有フォルダにプロファイルを保存するユーザーと同じ Active Directory フォレストに存在さ
せる必要があります。

n ユーザーのユーザー プロファイル情報を保存するのに十分な大きさの共有ドライブを使用する必要があります。
大規模な View 展開をサポートするために、さまざまなデスクトップ プールに個別のリポジトリを構成できま
す。

複数のプールに対する資格が付与されているユーザーの場合、ユーザーを共有するプールは同じプロファイル リ
ポジトリで構成されなければなりません。プロファイル リポジトリがそれぞれ異なる 2 つのプールに対する資
格をユーザーに付与すると、そのユーザーは各プール内のデスクトップから同一バージョンのプロファイルにア

クセスできなくなります。

n ユーザー プロファイル フォルダが作成される場所のフル プロファイル パスを作成する必要があります。パス
の一部が存在しない場合は、ユーザーが最初にログインするときに Windows によって不明フォルダが作成さ
れ、ユーザーのセキュリティ上の制約がそれらのフォルダに割り当てられます。Windows は、そのパスの下に
作成するすべてのフォルダに対して、同じセキュリティ上の制約を割り当てます。

たとえば、user1 に対して、View Persona Management のパスとして \\server\VPRepository

\profiles\user1 と構成するとします。ネットワーク共有として \\\\server\\VPRepository を作成し

た場合、profiles フォルダが存在しないと、user1 がログインするときに Windows によって \\profiles

\\user1 というパスが作成されます。 また、\\profiles\\user1 フォルダへのアクセスが user1 アカウン

トに制限されます。別のユーザーがログインし、そのプロファイル パスが \\server\VPRepository

\profiles の場合、この 2 番目のユーザーはリポジトリにアクセスできず、ユーザーのプロファイルのレプリ

ケーションも失敗します。

View Persona Management オプションを指定して View Agent をインストー
ル

View デスクトップで View Persona Management を使用するには、デスクトップ プールの作成に使用する仮想マ
シンにおいて、[View Persona Management] セットアップ オプションを指定して View Agent をインストールす
る必要があります。

自動プールを使用する場合は、親またはテンプレートとして使用する仮想マシンにおいて、[View Persona
Management] セットアップ オプションを指定して View Agent をインストールします。デスクトップ プールを
仮想マシンから作成すると、View Persona Management ソフトウェアが View デスクトップで展開されます。
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手動プールを使用する場合は、プールでデスクトップとして使用されている各仮想マシンにおいて、[View Persona
Management] セットアップ オプションを指定して View Agent をインストールする必要があります。Active
Directory を使用して、手動プールの View Persona Management グループ ポリシーを構成します。または、ADM
テンプレート ファイルを追加し、各マシンで個別にグループ ポリシーを構成します。

前提条件

n Windows 7、Windows 8、Windows 10、Windows Server 2008 R2、または Windows Server 2012 R2 仮
想マシンでインストールを実行していることを確認してください。View Persona Management は Microsoft
RDS ホストでは動作しません。

[View Persona Management] セットアップ オプションを指定して View Agent をインストールすると、物理
コンピュータでは動作しません。物理コンピュータには、スタンドアロン View Persona Management ソフト
ウェアをインストールできます。スタンドアロン View Persona Management をインストールする を参照し
てください。

n 仮想マシンに管理者としてログインできることを確認します。

n ネイティブ RTO Virtual Profiles 2.0 が仮想マシンにインストールされていないことを確認します。ネイティブ
RTO Virtual Profile 2.0 がインストールされている場合は、それをアンインストールしてから、[View Persona
Management] セットアップ オプションを指定して View Agent をインストールします。

n View Agent のインストールについて理解しておきます。仮想マシンへの View Agent のインストールまたは
非管理対象マシンへの View Agent のインストールを参照してください。

手順

u 仮想マシンに View Agent をインストールするときに、[View Persona Management] セットアップ オプショ
ンを選択します。

次のステップ

Active Directory サーバ、または仮想マシン自体のローカル コンピュータ ポリシー構成に、View Persona
Management ADM テンプレート ファイルを追加します。View Persona Management の ADM テンプレート
ファイルの追加を参照してください。

スタンドアロン View Persona Management をインストールする

View Persona Management を View 以外の物理コンピュータまたは仮想マシンで使用するには、View Persona
Management のスタンドアロン バージョンをインストールします。コマンド ラインでインタラクティブなインス
トールまたはサイレント インストールを実行できます。

スタンドアロン View Persona Management ソフトウェアを対象となる展開の各コンピュータまたは仮想マシン
にインストールします。
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前提条件

n Windows 7、Windows 8、Windows 10、Windows Server 2008 R2、または Windows Server 2012 R2 物
理コンピュータまたは仮想マシンでインストールを実行していることを確認してください。View Persona
Management は Windows Server や Microsoft RDS ホストでは動作しません。システムが『View のインス
トール』ドキュメントの「スタンドアロン View Persona Management でサポートされるオペレーティング シ
ステム」に記載されている要件を満たしていることを確認します。

n システムに管理者としてログインできることを確認します。

n View Agent 5.x 以降がコンピュータにインストールされていないことを確認します。

n ネイティブ RTO Virtual Profiles 2.0 が仮想マシンにインストールされていないことを確認します。

n サイレント インストールを実行する場合は、MSI インストーラのコマンド ライン オプションについて理解して
おきます。Microsoft Windows インストーラ コマンド ライン オプションを参照してください。

手順

1 スタンドアロン View Persona Management インストーラ ファイルを VMware 製品ページ（http://
www.vmware.com/products/）からダウンロードします。

インストーラのファイル名は、VMware-personamanagement-y.y.y-xxxxxx.exe または VMware-

personamanagement-x86_64-y.y.y-xxxxxx.exe です。y.y.y はバージョン番号、xxxxxx はビルド番号で

す。

2 インタラクティブなインストール プログラムを実行するか、サイレント インストールを実行します。

オプション 説明

インタラクティブなインストール a インストール プログラムを開始するには、インストーラ ファイルをダブルクリックしま
す。

b VMware のライセンス条件に同意します。

c [インストール] をクリックします。

デフォルトでは、View Persona Management は C:\Program Files\VMware

\VMware View Persona Management ディレクトリにインストールされます。

d [終了] をクリックします。

サイレント インストール マシンで Windows のコマンド プロンプトを開き、インストール コマンドを 1 行で入力しま
す。

たとえば、VMware-personamanagement-y.y.y-xxxxxx.exe /s /v"/qn /l*v

""c:\persona.log"" ALLUSERS=1" のようにします。

重要:    コマンド ラインには ALLUSERS=1 プロパティを含める必要があります。

 
3 システムを再起動してインストールの変更を有効にします。

次のステップ

View Persona Management ADM テンプレート ファイルを Active Directory またはローカル グループ ポリシー
構成に追加します。
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View Persona Management の ADM テンプレート ファイルの追加

View Persona Management の Administrative（ADM）テンプレート ファイルには、View Persona
Management の構成を可能にするグループ ポリシー設定が含まれています。ポリシーを構成する際には、ADM テ
ンプレート ファイルをローカル システムまたは Active Directory サーバに追加する必要があります。

単一のシステムで View Persona Management を構成する場合は、そのローカル システムのローカル コンピュー
タ ポリシー構成にグループ ポリシー設定を追加できます。

デスクトップ プールの View Persona Management を構成する場合は、デスクトップ プールの展開における親ま
たはテンプレートとして使用する仮想マシンのローカル コンピュータ ポリシー構成に、グループ ポリシー設定を追
加できます。

ドメイン全体のレベルで View Persona Management を構成し、その構成を多くの View マシンまたは展開全体に
適用する場合は、Active Directory サーバのグループ ポリシー オブジェクト (GPO) にグループ ポリシー設定を追加
できます。Active Directory では、View Persona Management を使用する View マシンの OU の作成、1 つ以上
の GPO の作成、さらに OU への GPO のリンクを行えます。さまざまなタイプのユーザー向けに個別の View
Persona Management ポリシーを構成するために、View マシンの特定セットの OU を作成し、さまざまな GPO
を OU に適用できます。

たとえば、View Persona Management を使用する View マシンに OU を 1 つ作成し、スタンドアロンの View
Persona Management ソフトウェアがインストールされている物理コンピュータに別の OU を作成できます。

Active Directory のグループ ポリシーの View への実装例については、Active Directory グループ ポリシーの例を
参照してください。

個人設定管理 ADM テンプレートをシングル システムに追加する

シングル デスクトップ プール向けの View Persona Management を構成するには、プールを作成するために使用
する仮想マシン上のローカル コンピュータ ポリシーに個人設定管理 ADM テンプレート ファイルを追加する必要が
あります。シングル システムで View Persona Management を構成するには、そのシステムに個人設定管理 ADM
テンプレート ファイルを追加する必要があります。

前提条件

n View Persona Management セットアップ オプションを指定して View Agent がシステムにインストールさ
れていることを確認します。View Persona Management オプションを指定して View Agent をインストー
ルを参照してください。

n システムに管理者としてログインできることを確認します。

手順

1 View GPO Bundle .zip ファイルを VMware ダウンロードサイト（https://my.vmware.com/web/vmware/

downloads）からダウンロードします。

デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで VMware Horizon 6 のダウンロードを選択します。これ
には GPO Bundle が含まれます。

ファイル名は VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zipで、x.x.x はバージョン、

yyyyyyy はビルド番号を表します。View のグループ ポリシー設定用の ADM ファイルと ADMX ファイルはす
べて、このファイルで提供されています。
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2 zip ファイルを展開して、ADM ファイル ViewPM.adm をローカル システムにコピーします。

3 ローカル システムで [スタート] - [ファイル名を指定して実行] をクリックします。

4 「gpedit.msc」と入力し、[OK] をクリックします。

5 [ローカル コンピュータ ポリシー] ウィンドウで [コンピュータの構成] に移動し、[管理用テンプレート] を右ク
リックします。

注:    [ユーザーの構成] の下の [管理用テンプレート] は選択しないようにしてください。

6 [テンプレートの追加と削除] をクリックし、[追加] をクリックします。

7 ViewPM.adm ファイルが含まれるディレクトリを参照します。

8 ViewPM.adm を選択し、[追加] をクリックします。

9 [テンプレートの追加と削除] ウィンドウを閉じます。

View Persona Management グループ ポリシー設定が、ローカル システムのローカル コンピュータ ポリシー構成
に追加されます。この構成を表示するには、gpedit.msc を使用する必要があります。

次のステップ

ローカル システムで View Persona Management グループ ポリシー設定を構成します。View Persona
Management ポリシーを構成を参照してください。

個人設定管理 ADM テンプレートを Active Directory に追加する

展開用に View Persona Management を構成するために、Persona Management ADM テンプレート ファイルを
Active Directory サーバのグループ ポリシー オブジェクト (GPO) に追加できます。

前提条件

n View Persona Management 展開用の GPO を作成して、View Persona Management を使用する View マシ
ンを含む OU に作成した GPO をリンクします。Active Directory グループ ポリシーの例を参照してください。

n Active Directory サーバで、Microsoft MMC およびグループ ポリシー オブジェクト エディタ スナップインが
使用できることを確認します。

n Active Directory サーバにアクセス可能なシステムに、View Persona Management 設定オプションを使用し
て View Agent がインストールされていることを確認します。View Persona Management オプションを指
定して View Agent をインストールを参照してください。

手順

1 View GPO Bundle .zip ファイルを VMware ダウンロードサイト（https://my.vmware.com/web/vmware/

downloads）からダウンロードします。

デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで VMware Horizon 6 のダウンロードを選択します。これ
には GPO Bundle が含まれます。
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ファイル名は VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zipで、x.x.x はバージョン、

yyyyyyy はビルド番号を表します。View のグループ ポリシー設定用の ADM ファイルと ADMX ファイルはす
べて、このファイルで提供されています。

2 zip ファイルを展開して、View Persona Management ADM テンプレート ファイルの ViewPM.adm を

Active Directory サーバにコピーします。

3 Active Directory サーバで、グループ ポリシー管理コンソールを開きます。

たとえば [ファイル名を指定して実行] ダイアログ ボックスで、「gpmc.msc」と入力して [OK] をクリックしま

す。

4 左側のペインで、View マシンが含まれるドメインまたは OU を選択します。

5 右ペインで、グループ ポリシー設定に作成した GPO を右クリックし、[編集] を選択します。

[Group Policy Object Editor（グループ ポリシー オブジェクト エディタ）] ウィンドウが表示されます。

6 グループ ポリシー オブジェクト エディタで、[コンピュータの構成] の下の [管理用テンプレート] を右クリック
して、[テンプレートの追加と削除] を選択します。

7 [追加] をクリックして ViewPM.adm ファイルを参照し、[開く] をクリックします。

8 [閉じる]をクリックして、ADM テンプレート ファイルのポリシー設定を GPO に適用します。

左ペインの [管理用テンプレート]の下にテンプレート名が表示されます。

次のステップ

Active Directory サーバで View Persona Management グループ ポリシー設定を構成します。

View Persona Management ポリシーを構成

View Persona Management を使用するには、[ユーザーの個人設定を管理] グループ ポリシー設定を有効にする必
要があります。これにより、View Persona Management ソフトウェアがアクティベーションされます。Active
Directory ユーザー プロファイルのパスを使用せずに、ユーザー プロファイル リポジトリをセットアップするには、
[個人設定リポジトリの場所] グループ ポリシー設定を構成する必要があります。

オプションのグループ ポリシー設定では、View Persona Management 展開のその他の設定について構成できま
す。

Windows 移動プロファイルが展開内にすでに構成されている場合は、既存の Active Directory ユーザー プロファ
イルのパスを使用できます。[個人設定リポジトリの場所] の設定は、無効または未構成のままにしておくことが可能
です。

前提条件

n [ユーザーの個人設定を管理] および [個人設定リポジトリの場所] グループ ポリシーの設定について理解してお
きます。移動と同期に関するグループ ポリシー設定を参照してください。

n ローカル システムでグループ ポリシーを設定する場合は、[グループ ポリシー] ウィンドウを開く方法について
理解しておきます。個人設定管理 ADM テンプレートをシングル システムに追加するの手順 手順 3 および手順
4を参照してください。
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n Active Directory サーバでグループ ポリシーを設定する場合は、グループ ポリシー オブジェクト エディタの開
始方法について理解しておきます。個人設定管理 ADM テンプレートを Active Directory に追加する の手順 手
順 3 から 手順 5を参照してください。

手順

1 [グループ ポリシー] ウィンドウを開きます。

オプション 説明

ローカル システム [ローカル コンピュータ ポリシー] ウィンドウを開きます。

Active Directory サーバ [グループ ポリシー オブジェクト エディタ] ウィンドウを開きます。

 
2 [コンピュータ構成] フォルダを展開し、[個人設定管理] フォルダに移動します。

オプション 説明

Windows 7 以降、または Windows Server
2008 以降

次のフォルダを展開します:[管理テンプレート]、[従来の管理テンプレート（ADM）]、[VMware
View Agent の構成]、[個人設定管理]

Windows Server 2003 次のフォルダを展開します:[管理テンプレート]、[VMware View Agent の構成]、[個人設定管
理]

 
3 [移動と同期] フォルダを開きます。

4 [ユーザーの個人設定を管理] をダブルクリックして、[有効化] をクリックします。

この設定にすると、View Persona Management がアクティベーションされます。この設定が無効または未構
成の場合、View Persona Management は機能しません。

5 プロファイルのアップロード間隔を分単位で入力し、[OK] をクリックします。

プロファイルのアップロード間隔は、View Persona Management がユーザー プロファイルの変更をリモート
リポジトリにコピーする頻度を決定するものです。デフォルトのアップロード間隔は 10 分です。

6 [個人設定リポジトリの場所] をダブルクリックして、[有効化] をクリックします。

すでに Windows 移動プロファイル展開がある場合は、リモート プロファイル リポジトリに対して Active
Directory ユーザー プロファイルのパスを使用できます。[個人設定リポジトリの場所] を構成する必要はありま
せん。

7 ユーザー プロファイルを格納するネットワーク ファイル サーバ共有までの UNC パスを入力します。

例：\\server.domain.com\UserProfilesRepository\%username%

ネットワーク共有は、展開内の仮想マシンまでアクセス可能でなければなりません。

Active Directory ユーザー プロファイルのパスを使用する場合、UNC パスを指定する必要はありません。
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8 Active Directory ユーザー プロファイルのパスが展開内で構成されている場合は、このパスを使用するか、上書
きするかを指定します。

オプション アクション

ネットワーク共有を使用 [Active Directory ユーザー プロファイルのパスが構成されている場合はこれを上書きする]
チェックボックスをオンにします。

存在する場合は Active Directory ユーザー
プロファイルのパスを使用する

[Active Directory ユーザー プロファイルのパスが構成されている場合はこれを上書きする]
チェックボックスをオフにします。

 
9 [OK] をクリックします。

10（オプション） その他の View Persona Management グループ ポリシー設定を構成します。

個人設定管理を使用するデスクトップ プールの作成

View デスクトップで View Persona Management を使用するには、各マシンにインストールされている View
Persona Management エージェントを使用してデスクトップ プールを作成する必要があります。

View Persona Management を、リモート デスクトップ サービス (RDS) ホストで実行している RDS デスクトップ
プールで使用することはできません。

前提条件

n デスクトップ プールの作成に使用する仮想マシンに、[View Persona Management] セットアップ オプション
を指定して View Agent がインストールされていることを確認します。View Persona Management オプシ
ョンを指定して View Agent をインストールを参照してください。

n View Persona Management ポリシーをこのデスクトップ プールのみに構成する場合は、View Persona
Management の ADM テンプレート ファイルを仮想マシンに追加し、ローカル コンピュータ ポリシー構成で
グループ ポリシー設定を構成したことを確認します。個人設定管理 ADM テンプレートをシングル システムに
追加するおよび View Persona Management ポリシーを構成を参照してください。

手順

u 仮想マシンからスナップショットまたはテンプレートを生成し、自動デスクトップ プールを作成します。

フル仮想マシンまたはリンク クローンを格納するプールで View Persona Management を設定できます。プ
ールでは、専用割り当てと流動割り当てを使用できます。

u （オプション） 手動デスクトップ プールで View Persona Management を使用するには、[View Persona
Management] オプションで View Agent がインストールされているマシンを選択します。

注:    View Persona Management を View デスクトップ プールに展開した後に、View マシン上の [View Persona
Management] セットアップ オプションを削除したり、View Agent 全体をアンインストールすると、現在ログイ
ンしていないユーザーのマシンからローカル ユーザー プロファイルが削除されます。現在ログインしているユーザ
ーについては、アンインストール処理中にリモート プロファイル リポジトリからユーザー プロファイルがダウンロ
ードされます。
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View Persona Management 展開を構成するためのベスト プラクテ
ィス

ユーザーのデスクトップ使用環境を強化し、デスクトップのパフォーマンスを向上させ、他の View 機能とともに
View Persona Management が効率よく動作するようにするには、View Persona Management を構成するため
のベスト プラクティスに従ってください。

ローカル ユーザー プロファイルをログオフ時に削除するかどうかを指定

View Persona Management のデフォルトでは、ユーザーがログオフするときにローカル マシンからユーザー プロ
ファイルは削除されません。[ログオフ時にローカルの個人設定を削除] ポリシーが無効になっています。多くの場
合、デフォルト設定は、I/O 処理数を削減し、冗長な動作を回避するものであるため、ベスト プラクティスと言えま
す。

たとえば、流動割り当てプールを展開し、ログオフ時にマシンを更新または削除する場合、このポリシーは無効のま

まにします。ローカル プロファイルが削除されるのは、仮想マシンが更新または削除されるときです。流動割り当て
の自動プールでは、ログオフ後にフル仮想マシンを削除できます。流動割り当てのリンク クローン プールでは、ロ
グオフ時にクローンを更新または削除できます。

専用割り当てプールを展開する場合、ユーザーはセッションごとに同じマシンに戻るため、ポリシーを無効のままに

しておくことができます。ポリシーが無効になっていると、ユーザーのログイン時に View Persona Management
はローカル プロファイルで示されているファイルをダウンロードする必要がありません。専用割り当てのリンク ク
ローン プールを通常ディスクで構成する場合は、通常ディスクからユーザー データが削除されないように、ポリシ
ーを無効のままにします。

場合によっては、[ログオフ時にローカルの個人設定を削除] ポリシーを有効にすることがあります。

View Persona Management および Windows 移動プロファイルを含む展開へ
の対応

Windows 移動プロファイルが構成されていて、ユーザーが、View デスクトップへのアクセスに View Persona
Management を、標準デスクトップへのアクセスに Windows 移動プロファイルを使用している展開において、ベ
スト プラクティスは、2 つのデスクトップ環境に対して異なるプロファイルを使用することです。View デスクトッ
プと、デスクトップが起動するクライアント コンピュータが同じドメイン内にあり、かつ Active Directory GPO を
使用して Windows 移動プロファイルと View Persona Management の両方を構成する場合は、[個人設定リポジ
トリの場所] ポリシーを有効にして、[Active Directory ユーザー プロファイルのパスが構成されている場合はこれを
オーバーライドする] を選択します。

この対応により、ユーザーがクライアント コンピュータからログオフするときに、Windows 移動プロファイルで
View Persona Management プロファイルが上書きされなくなります。

リダイレクト対象フォルダのパスの構成

[フォルダ リダイレクト] グループ ポリシー設定を使用する場合、フォルダ パスに %username% を含むように構成し

ますが、パスの最後のサブフォルダには My Videos などのリダイレクト対象フォルダ名を使用するようにします。

ユーザーのデスクトップ上ではフォルダ名としてパスの最後のフォルダが表示されます。
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たとえば、\\myserver\videos\%username%\My Videos というパスを構成すると、ユーザーのデスクトップ

に表示されるフォルダ名は My Videos になります。

パス内の最後のサブフォルダが %username% である場合、フォルダ名としてユーザの名前が表示されます。たとえ

ば、デスクトップ上に My Videos が表示されず、ユーザー JDoe には JDoe という名前のフォルダが表示され、フ

ォルダを簡単に識別できません。

View Persona Management 展開を監視するための Windows イベント ログの
使用

展開の管理を支援するために、View Persona Management には改良されたログ メッセージ、プロファイル サイズ
およびファイル、そしてフォルダ カウント トラッキングが用意されています。View Persona Management は、
Windows イベント ログのリダイレクト用フォルダを提案するためにファイルおよびフォルダ カウントを使用し、こ
れらのフォルダに統計を提供します。たとえば、ユーザーがログインすると、Windows イベント ログにフォルダを
リダイレクトする次の推奨事項が表示される場合があります。

Profile path: \\server.domain.com\persona\user1V2

...

Folders to redirect:

\\server.domain.com\persona\user1V2  Reason: Folder size larger than 1GB

\\server.domain.com\persona\user1V2\Documents  Reason: More than 10000 files and folders

その他のベスト プラクティス

次の推奨事項にも従うことができます。

n 多くのウイルス対策製品はデフォルトでオフライン ファイルをスキャンしません。たとえば、ユーザーがデスク
トップにログインしたときに、これらウイルス対策製品では、[事前ロードするファイルとフォルダ] または
[Windows 移動プロファイルの同期] グループ ポリシー設定で指定されていないユーザー プロファイルに対し
てのスキャンは行われません。多くの展開において、デフォルトの動作は、オンデマンドでのスキャン時にファ

イルをダウンロードするのに必要な I/O 処理数を削除するため、ベスト プラクティスと言えます。

リモート リポジトリからファイルを取得し、オフライン ファイルのスキャンを有効にする必要がある場合は、
お使いのウイルス対策製品のマニュアルを参照してください。

n 標準的な方法で、View Persona Management がプロファイル リポジトリを保存するネットワーク シェアをバ
ックアップすることを強くお勧めします。

注:    View デスクトップにあるユーザー プロファイルをバックアップするときに、View Persona
Management で、MozyPro や Windows のボリューム バックアップ サービスなどのバックアップ ソフトウェ
アを使用しないでください。

View Persona Management では、リモートのプロファイル リポジトリにユーザー プロファイルが確実にバッ
クアップされるため、デスクトップのユーザー データをバックアップするために別のツールを追加する必要はあ
りません。場合によっては、MozyPro や Windows のボリューム バックアップ サービスなどのツールが View
Persona Management の正常な処理を妨げ、データが損失したり破壊されたりする可能性があります。
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n View Persona Management ポリシーを設定して、ユーザーが ThinApp アプリケーションを起動したときの
パフォーマンスを向上させることができます。 ThinApp サンドボックス フォルダを含むようにユーザー プロ
ファイルを構成を参照してください。

n ユーザーが大量の個人設定データを生成するときに、更新や再構成を使用して専用割り当てのリンク クローン
デスクトップを管理する場合は、個別の View Composer 通常ディスクを使用するようデスクトップ プールを
構成します。通常ディスクは、View Persona Management のパフォーマンスを向上させることができます。
View Persona Management での View Composer 通常ディスクの構成を参照してください。

n View Persona Management をスタンドアロンのノート PC 用に構成する場合は、ユーザーがオフラインにな
ったときにプロファイルの同期が維持されるようにする必要があります。スタンドアロン ノート型コンピュー
タでのユーザー プロファイルの管理を参照してください。

n Windows CSC（クライアントサイド キャッシュ）を View Persona Management とともに使用しないでくだ
さい。Windows CSC システムは、Windows オフライン ファイル機能をサポートするメカニズムです。このシ
ステムがローカル システムで有効な場合、フォルダ リダイレクト、ログオン時のオフライン ファイル書き込み、
バックグラウンド ダウンロード、ローカル プロファイル ファイルのリモート プロファイル リポジトリへのレプ
リケーションなどの View Persona Management 機能は正しく動作しません。

ベスト プラクティスとして、View Persona Management の使用を開始する前に Windows オフライン ファイ
ル機能を無効にします。デスクトップで Windows CSC が有効になっていたために View Persona
Management に問題が発生した場合には、ローカルのクライアントサイド キャッシング データベースに現在存
在しているプロファイル データを同期し、Windows オフライン ファイル機能を無効にすることで問題を解決す
ることができます。詳細な手順については、KB 2016416: Windows CSC（クライアントサイド キャッシュ）シ
ステムが有効な場合、View Persona Management 機能が動作しないを参照してください。

ThinApp サンドボックス フォルダを含むようにユーザー プロファイルを構成

View Persona Management は、ThinApp サンドボックス フォルダをユーザー プロファイルに含めることで、
ThinApp アプリケーションに関連付けられているユーザー設定を維持します。View Persona Management ポリ
シーを設定して、ユーザーが ThinApp アプリケーションを起動したときのパフォーマンスを向上させることができ
ます。

View Persona Management は、ユーザーのログイン時に ThinApp サンドボックス フォルダとファイルをローカ
ル ユーザー プロファイルに事前ロードします。 ThinApp サンドボックス フォルダが作成されると、ユーザーはロ
グオンを完了できます。パフォーマンスを向上させるために View Persona Management ではログイン時に
ThinApp サンドボックス データをダウンロードしません。ただし、ユーザーのリモート プロファイル内の
ThinApp サンドボックス ファイルと同じ基本属性とサイズでローカル デスクトップ上にファイルが作成されます。

ベスト プラクティスとしては、実際の ThinApp サンドボックス データをバックグラウンドでダウンロードします。
[バックグラウンドでダウンロードするフォルダ] グループ ポリシー設定を有効にし、ThinApp サンドボックス フォ
ルダを追加します。移動と同期に関するグループ ポリシー設定を参照してください。

実際の ThinApp サンドボックス ファイルは、大きい場合があります。[バックグラウンドでダウンロードするフォル
ダ] 設定が有効になっていると、ユーザーはアプリケーションを起動したときに大きなファイルがダウンロードされ
るのを待たなくて済みます。また、大きなファイルについて [事前ロードするファイルとフォルダ] 設定を使用してい
ると、ユーザーはログイン時にファイルが事前ロードされるのを待つ必要もなくなります。
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View Persona Management での View Composer 通常ディスクの構成

View Composer 通常ディスクを使用すると、リンク クローン OS ディスクの管理として更新、再構成、再分散の操
作を行っているときにもユーザーのデータと設定を保持できます。通常ディスクを構成すると、ユーザーが大量の個

人設定情報を生成する際の View Persona Management のパフォーマンスを向上させることができます。通常デ
ィスクは、専用割り当てのリンク クローン デスクトップでのみ構成できます。

View Persona Management は、ネットワーク共有で構成されるリモート リポジトリにおいて、各ユーザー プロフ
ァイルを維持します。ユーザーがデスクトップにログインした後で、ユーザーの必要に応じて、個人設定ファイルが

動的にダウンロードされます。

View Persona Management で通常ディスクを構成すると、リンク クローン OS ディスクを更新および再構成し、
各ユーザー プロファイルのローカル コピーを通常ディスクに保存しておくことができます。

通常ディスクは、ユーザー プロファイルのキャッシュとして機能させることができます。ユーザーが個人設定ファイ
ルを必要としたときに、ローカルの通常ディスクおよびリモート リポジトリと同じデータについては、View Persona
Management でダウンロードする必要はありません。ダウンロードが必要なのは、同期されていない個人設定デー
タのみです。

通常ディスクを構成する場合は、[ログオフ時にローカルの個人設定を削除] ポリシーを有効にしないようにしてくだ
さい。このポリシーを有効にすると、ユーザーのログオフ時に通常ディスクからユーザー データが削除されます。

スタンドアロン ノート型コンピュータでのユーザー プロファイルの管理

View Persona Management を（View 以外の）スタンドアロン ノート型コンピュータにインストールする場合、
ユーザーがそのスタンドアロン ノート型コンピュータをオフラインの状態にするときに、ユーザー プロファイルの
同期化が持続していることを確認します。

スタンドアロン ノート型コンピュータのユーザーが最新のローカル プロファイルを保有していることを確認するに
は、View Persona Management のグループ ポリシー設定である Enable background download for

laptops を構成します。この設定により、ユーザー プロファイル全体がスタンドアロン ノート型コンピュータにバ

ックグラウンドでダウンロードされます。

ベスト プラクティスとして、ネットワーク接続から外す前にユーザー プロファイルが完全にダウンロードされたこ
とを確認するように、ユーザーに伝えてください。接続を外す前に、Background download complete（バックグラ

ウンドでのダウンロードが完了しました） の通知がノート型コンピュータ画面に表示されるまで待つように、ユーザーに知ら

せてください。

ユーザーのノート型コンピュータに Background download complete（バックグラウンドでのダウンロードが完了しまし

た） の通知を表示させるには、View Persona Management のグループ ポリシー設定である Show critical

errors to users via tray icon alerts を構成します。

プロファイルのダウンロードが完了する前に、ユーザーがネットワーク接続から外した場合、ローカル プロファイル
とリモート プロファイルは非同期の状態になる場合があります。オフライン状態の間では、ユーザーは全体がダウン
ロードされなかったローカル ファイルをアップデートする可能性があります。ユーザーがネットワークに再接続す
ると、ローカル プロファイルはアップロードされ、リモート プロファイルは上書きされます。元のリモート プロフ
ァイルにあったデータは失われる場合があります。

手順の例を次に示します。
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前提条件

View Persona Management がユーザーのスタンドアロン ノート型コンピュータ用に構成されていることを確認
します。View Persona Management 展開の構成を参照してください。

手順

1 スタンドアロン ノート型コンピュータを制御する Active Directory OU で、Enable background

download for laptops 設定を有効にします。

グループ ポリシー オブジェクト エディタで、次のフォルダを開きます。[コンピュータの構成]、[管理テンプレ
ート]、[従来の管理テンプレート (ADM)]、[VMware View Agent の構成]、[個人設定管理]、[移動と同期]。

[従来の管理テンプレート (ADM)] フォルダが表示されるのは、Windows 7 以降および Windows Server 2008
以降のリリースのみです。

2 スタンドアロン ノート型コンピュータでは、View 以外の方法を使用して、ログイン時にユーザーに通知する必
要があります。

たとえば、次のようなメッセージの配信もアイディアの一つです。

個人データはログインした後に、お使いのノート型コンピュータに動的にダウンロードされます。 ノート型コンピュータをネットワーク接

続から外す前に、個人データのダウンロードが終了していることを確認してください。個人データのダウンロードが終了すると、「バック

グラウンドでのダウンロードが終了しました」という通知が表示されます。

View Persona Management グループ ポリシー設定
View Persona Management の ADM テンプレート ファイルには、個別のシステムまたは Active Directory サーバ
上のグループ ポリシー構成に追加するグループ ポリシー設定が含まれます。グループ ポリシー設定は、View
Persona Management のさまざまな機能をセットアップおよび制御するために構成する必要があります。

ADM テンプレート ファイルの名前は、ViewPM.adm です。

この ADM ファイルは、VMware-Horizon-View-Extras-Bundle-x.x.x-yyyyyyy.zip という .zip バンド

ル ファイル内にあり、 https://my.vmware.com/web/vmware/downloadsVMware ダウンロードサイトからダ
ウンロードできます。デスクトップおよびエンドユーザーのコンピュータで、VMware Horizon 6 のダウンロードを
選択します。これには.zip バンドル ファイルが含まれます。

ViewPM.adm ファイルをグループ ポリシー構成に追加すると、ポリシー設定は [グループ ポリシー] ウィンドウの

[個人設定管理] フォルダに表示されるようになります。

表 17-4. [グループ ポリシー] ウィンドウでの View Persona Management 設定の場所

オペレーティング システム 場所

Windows 7 以降、または Windows Server 2008 以
降

[Computer Configuration（コンピュータの構成）] > [Administrative Templates（管理
テンプレート）] > [Classic Administrative Templates (ADM)（従来の管理テンプレート
（ADM））] > [VMware View Agent Configuration（VMware View Agent の構成）] >
[Persona Management（個人設定管理）]

Windows Server 2003 [Computer Configuration（コンピュータの構成）] > [Administrative Templates（管理
テンプレート）] > [VMware View Agent Configuration（VMware View Agent の構
成）] > [Persona Management（個人設定管理）]
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グループ ポリシー設定は、次のフォルダに含まれています。

n 移動と同期

n Folder Redirection（フォルダ リダイレクト）

n Desktop UI（デスクトップ UI）

n ログ記録

移動と同期に関するグループ ポリシー設定

移動と同期に関するグループ ポリシー設定では、View Persona Management のオンとオフの切り替え、リモート
プロファイル リポジトリの場所の設定、ユーザー プロファイルに属するフォルダとファイルの指定、フォルダとフ
ァイルの同期方法の制御を行えます。

グループ ポリシー設定 説明

ユーザーの個人設定を管理 ユーザー プロファイルを View Persona Management で動的に管理するか、Windows 移動プロファイルで管
理するかを決定します。この設定により、View Persona Management の有効と無効が切り替わります。

この設定が有効になっていると、View Persona Management はユーザー プロファイルを管理します。

設定が有効になっているときは、プロファイルのアップロード間隔を分単位で指定できます。この値で、ユーザー

プロファイルの変更がリモート リポジトリにコピーされる頻度が決まります。デフォルト値は 10 分です。

この設定が無効または未構成の場合、ユーザー プロファイルは Windows で管理されます。

個人設定リポジトリの場所 ユーザー プロファイル リポジトリの場所を指定します。この設定により、View Persona Management で指定
されているネットワーク共有を使用するか、Windows 移動プロファイルをサポートする Active Directory で構
成されているパスを使用するかも決まります。

この設定が有効になっていると、[共有パス] を使用してユーザー プロファイル リポジトリの場所を指定できます。

[共有パス] テキスト ボックスで、View Persona Management デスクトップからアクセス可能なネットワーク
共有の UNC パスを指定します。この設定により、View Persona Management でユーザー プロファイル リポ
ジトリの場所を制御できます。

例：\\server.domain.com\VPRepository

構成するフォルダ パスに %username% が含まれていない場合は、View Persona Management により

%username%.%userdomain% がパスに追加されます。

例：\\server.domain.com\VPRepository\%username%.%userdomain%

[共有パス] で場所を指定すると、Windows で移動プロファイルをセットアップしたり、Windows 移動プロファ
イルをサポートするために Active Directory でユーザー プロファイルのパスを構成したりする必要がありませ
ん。

View Persona Management 向け UNC ネットワーク共有の構成の詳細については、ユーザー プロファイル リ
ポジトリ の構成を参照してください。

デフォルトでは、Active Directory ユーザー プロファイル パスが使用されます。

厳密に言えば、[共有パス] が空白になっていると、Active Directory ユーザー プロファイル パスが使用されると
いうことです。この設定が無効または未構成の場合、[共有パス] は空白で非アクティブとなります。この設定が有
効になっていても、パスを空白にしておくことができます。

この設定が有効になっている場合、[Active Directory ユーザー プロファイルのパスが構成されている場合はこれ
を上書きする] チェックボックスをオンにすれば、[共有パス] で指定されているパスが確実に View Persona
Management で使用されるようになります。デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっており、両
方の場所が構成されている場合は View Persona Management で Active Directory ユーザー プロファイルの
パスが使用されます。
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グループ ポリシー設定 説明

ログオフ時にローカルの個人設

定を削除

ユーザーがログオフするときに、ローカルに保存されている各ユーザーのプロファイルを View マシンから削除し
ます。

また、ユーザー プロファイルが削除されるときに、各ユーザーのローカル設定フォルダも削除する場合は、チェ
ックボックスをオンにします。このチェック ボックスをオンにすると、AppData\Local フォルダが削除されま

す。

この設定の使用に関するガイドラインについては、View Persona Management 展開を構成するためのベスト
プラクティスを参照してください。

この設定が無効または未構成の場合、ローカルで保存されているユーザー プロファイル（ローカル設定フォルダ
を含む）は、ユーザーのログオフ時に削除されません。

Roam local settings folders
（ローカル設定フォルダを移動）

残りの各ユーザー プロファイルとともに、ローカル設定フォルダを移動します。

このポリシーは AppData\Local フォルダに影響を及ぼします。

デフォルトでは、ローカル設定は移動しません。

事前ロードするファイルとフォ

ルダ

ユーザーのログイン時にローカル ユーザー プロファイルにダウンロードされるファイルとフォルダのリストを指
定します。ファイルが変更されると、変更内容がリモート リポジトリにコピーされます。

状況によっては、ローカルで保存されているユーザー プロファイルに特定のファイルとフォルダを事前ロードし
た方がよい場合があります。この設定を使用して、これらのファイルとフォルダを指定します。

ローカル プロファイルのルートへの相対パスを指定します。パス名にドライブを指定しないでください。

例：Application Data\Microsoft\Certificates

指定したファイルとフォルダが事前ロードされると、View Persona Management では、別のプロファイル デ
ータを管理する場合と同じように、ファイルとフォルダを管理します。事前ロードしたファイルとフォルダをユー

ザーが更新すると、View Persona Management はセッション中に、次回のプロファイル アップロードの間隔
で、更新されたデータをリモート プロファイル リポジトリにコピーします。

Files and folders to preload
(exceptions)（事前ロードするフ
ァイルとフォルダ（例外））

指定したファイルとフォルダは事前ロードされないようにします。

選択したフォルダ パスは、[事前ロードするファイルとフォルダ] 設定で指定したフォルダ内でなければなりませ
ん。

ローカル プロファイルのルートへの相対パスを指定します。パス名にドライブを指定しないでください。

Windows roaming profiles
synchronization（Windows 移
動プロファイルの同期）

標準の Windows 移動ファイルで管理されるファイルとフォルダのリストを指定します。ユーザーのログイン時
に、リモート リポジトリからファイルとフォルダが取得されます。ユーザーがログオフするまで、ファイルはリ
モート リポジトリにコピーされません。

指定したファイルとフォルダについては、[ユーザーの個人設定を管理] 設定の [プロファイルのアップロード間隔]
で構成されるプロファイル レプリケーション間隔が View Persona Management で無視されます。

ローカル プロファイルのルートへの相対パスを指定します。パス名にドライブを指定しないでください。

Windows roaming profiles
synchronization (exceptions)
（Windows 移動プロファイルの
同期（例外））

選択したファイルとフォルダは、[Windows 移動プロファイルの同期] 設定で指定されているパスの例外となりま
す。

選択したフォルダ パスは、[Windows 移動プロファイルの同期] 設定で指定したフォルダ内になければなりませ
ん。

ローカル プロファイルのルートへの相対パスを指定します。パス名にドライブを指定しないでください。

Files and folders excluded
from roaming（移動対象から除
外されるファイルとフォルダ）

残りのユーザー プロファイルと一緒に移動しないようにするファイルとフォルダのリストを指定します。指定し
たファイルとフォルダはローカル システムのみに存在します。

場合によっては、特定のファイルとフォルダについて、ローカルで保存されているユーザー プロファイルのみに
存在することが求められます。たとえば、一時ファイルやキャッシュ ファイルを移動から除外できます。これら
のファイルは、リモート リポジトリへのレプリケーションが不要です。

ローカル プロファイルのルートへの相対パスを指定します。パス名にドライブを指定しないでください。

デフォルトでは、ユーザー プロファイルの一時フォルダ、ThinApp のキャッシュ フォルダ、および Internet
Explorer、Firefox、Chrome、Opera 用のキャッシュ フォルダは、移動対象から除外されます。
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グループ ポリシー設定 説明

Files and folders excluded
from roaming (exceptions)
（移動対象から除外されるファイ

ルとフォルダ（例外））

選択したファイルとフォルダは、[移動対象から除外されるファイルとフォルダ] 設定で指定されているパスの例外
となります。

選択したフォルダ パスは、[移動対象から除外されるファイルとフォルダ] 設定で指定したフォルダ内になければ
なりません。

ローカル プロファイルのルートへの相対パスを指定します。パス名にドライブを指定しないでください。

ノート PC に対するバックグラ
ウンドでのダウンロードの有効

化

ユーザーが View Persona Management ソフトウェアがインストールされているノート PC にログインしたと
きに、ユーザー プロファイル内のすべてのファイルがダウンロードされます。ファイルはバックグラウンドでダ
ウンロードされます。

操作が完了すると、ユーザー画面に次のポップアップ通知が表示されます。バックグラウンドでのダウンロードが完了しまし

た。この通知をユーザーのノート PC に表示するには、トレイ アイコン アラートを使用して重大なエラーをユーザーに表示

設定を有効にする必要があります。

注:    この設定を有効にした場合、ベスト プラクティスとして、ネットワークから切断する前に、プロファイルが
完全にダウンロードされたことを確認するようにユーザーに通知します。

プロファイルのダウンロードが完了する前に、スタンドアロンのノート PC をオフラインにすると、ユーザーはロ
ーカル プロファイル ファイルにアクセスできなくなる場合があります。ユーザーは、オフラインの間、一部しか
ダウンロードされなかったローカル ファイルを開くことができません。

スタンドアロン ノート型コンピュータでのユーザー プロファイルの管理を参照してください。

バックグラウンドでダウンロー

ドするフォルダ

選択したフォルダは、ユーザーがデスクトップにログインした後で、バックグラウンドでダウンロードされます。

場合によっては、特定のフォルダの中身をバックグランドでダウンロードすることで、View Persona
Management を最適化できます。この設定が有効になっていると、ユーザーはアプリケーションを起動したと
きに大きなファイルがダウンロードされるのを待たなくて済みます。また、非常に大きなファイルで [事前ロード
するファイルとフォルダ] 設定を使用していると、ユーザーはログイン時にファイルが事前ロードされるのを待た
なくて済みます。

たとえば、VMware ThinApp サンドボックス フォルダを [バックグラウンドでダウンロードするフォルダ] 設定
に含めることができます。バックグラウンドでのダウンロードは、デスクトップでユーザーがログインするときや

別のアプリケーションを使用するときのパフォーマンスに影響しません。ユーザーが ThinApp アプリケーショ
ンを起動すると、必要な ThinApp サンドボックス ファイルがリモート リポジトリからダウンロードされる可能
性が高くなり、アプリケーションの起動時間が短縮されます。

ローカル プロファイルのルートへの相対パスを指定します。パス名にドライブを指定しないでください。

バックグラウンドでダウンロー

ドするフォルダ（例外）

選択したフォルダは、[バックグラウンドでダウンロードするフォルダ] 設定で指定したパスの例外となります。

選択したフォルダ パスは、[バックグラウンドでダウンロードするフォルダ] 設定で指定したフォルダ内になけれ
ばなりません。

ローカル プロファイルのルートへの相対パスを指定します。パス名にドライブを指定しないでください。

除外されるプロセス 指定したプロセスの I/O は View Persona Management から無視されます。

パフォーマンスの問題を回避するために、特定のウイルス対策アプリケーションを [除外されるプロセス] リスト
に追加しなければならない場合があります。ウイルス対策アプリケーションに、オンデマンドでのスキャン時にオ

フライン ファイルの取得を無効にする機能がない場合は、[除外されるプロセス] 設定により、ウイルス対策アプ
リケーションは不必要にファイルを取得しなくなります。ただし、View Persona Management は、除外され
るプロセスによって行われるユーザー プロファイル内のファイルおよび設定に対する変更は行いません。

プロセスを [除外されるプロセス] リストに追加するには、この設定を有効にし、[表示] をクリックし、プロセス
名を入力して、[OK] をクリックします。例：process.exe。

CLFS ファイルのクリーンアップ ログオン時に ntuser.dat と usrclass.dat 用として共通ログ ファイル システム (CLFS) によって移動プロ

ファイルから生成されるファイルを削除します。

この設定を有効にするのは、これらのファイルに問題が起きているユーザー プロファイルを修正する必要がある
場合だけに限定してください。これらのファイルに問題がない限り、設定を無効または未構成のままにしておいて

ください。
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フォルダ リダイレクトのグループ ポリシー設定

フォルダ リダイレクトのグループ ポリシー設定を使用すると、ユーザー プロファイル フォルダをネットワーク共有
にリダイレクトできます。フォルダがリダイレクトされると、ユーザー セッション中にすべてのデータがネットワー
ク共有に直接保存されます。

この設定は、高可用性を必要とするフォルダをリダイレクトする際に使用できます。View Persona Management
により、プロファイル アップロード間隔の設定値に応じて、1 分ごとに、ローカル ユーザー プロファイルからリモ
ート プロファイルに更新がコピーされます。ただし、ローカル システムでネットワーク停止や障害が発生した場合、
前回のレプリケーション以降のユーザーの更新については、リモート プロファイルに保存されないことがあります。
数分間の一時的な作業データ紛失を許容できないユーザーの場合は、このような重要なデータを格納しているフォル

ダをリダイレクトできます。

フォルダのリダイレクトについては、次のルールとガイドラインが適用されます。

n この設定をフォルダに対して有効にすると、フォルダのリダイレクト先となるネットワーク共有の UNC パスを
入力する必要があります。

n 構成するフォルダ パスに %username% が含まれていない場合は、View 個人設定管理 により %username% が

UNC パスに追加されます。

n ベスト プラクティスとして、フォルダ パスに %username% が含まれるように構成しますが、パスの最後のサブ

フォルダには My Videos などのリダイレクト対象フォルダ名を使用するようにします。ユーザーのデスクト

ップ上ではフォルダ名としてパスの最後のフォルダが表示されます。詳細については、以下を参照してください。

リダイレクト対象フォルダのパスの構成。

n 各フォルダに個別の設定を構成します。リダイレクト対象として特定のフォルダを選択し、それ以外をローカル

の View デスクトップに残したままにすることができます。また、別のフォルダを別の UNC パスにリダイレク
トすることも可能です。

n フォルダのリダイレクト設定が無効または未構成の場合、フォルダはローカルの View デスクトップに保存され、
View Persona Management のグループ ポリシー設定に従って管理されます。

n View Persona Management と Windows 移動プロファイルで同一フォルダへのリダイレクトが構成されてい
る場合は、View Persona Management のフォルダ リダイレクトが Windows 移動プロファイルよりも優先さ
れます。

n フォルダのリダイレクトは、Windows シェル API を使用して共通フォルダ パスにリダイレクトするアプリケー
ションに対してのみ適用されます。たとえば、ファイルを %USERPROFILE%\AppData\Roaming に書き込むア

プリケーションの場合、そのファイルはローカル プロファイルに書き込まれ、ネットワークの格納場所にはリダ
イレクトされません。

n デフォルトでは、Windows のフォルダ リダイレクトにより、リダイレクトされるフォルダへの排他的権限がユ
ーザーに与えられます。新しくリダイレクトされたフォルダへのアクセスをドメイン管理者に与えるには、View
Persona Management グループ ポリシー設定を使用できます。
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Windows のフォルダ リダイレクトには [[ユーザーに folder-name に対する排他的権限を与える]] というチェ
ックボックスがあり、リダイレクトされるフォルダにユーザー固有の排他的権限を与えます。セキュリティ対策

のため、このチェックボックスはデフォルトで選択されています。このチェックボックスを選択すると、管理者

はリダイレクトされたフォルダにアクセスできません。管理者がユーザーのリダイレクトされたフォルダに対す

るアクセス権を強制的に変更しようとすると、そのユーザーに対して View Persona Management が機能しな
くなります。

[リダイレクトされたフォルダに管理者グループを追加] グループ ポリシー設定を使用して、新しくリダイレクト
されたフォルダにドメイン管理者がアクセスできるようにすることができます。この設定により、ドメイン管理

者グループに、リダイレクトされた各フォルダへのフル コントロールを付与することができます。表 17-5. フォ
ルダ リダイレクトを制御するグループ ポリシー設定を参照してください。

既存のリダイレクトされたフォルダについては、既存のリダイレクト対象フォルダへのアクセスをドメイン管理

者に付与するを参照してください。

フォルダ リダイレクトから除外されるフォルダ パスを指定できます。表 17-5. フォルダ リダイレクトを制御するグ
ループ ポリシー設定を参照してください。

注意:    View では、View Persona Management によって管理されるプロファイルにすでにあるフォルダに対する
フォルダ リダイレクトの有効化はサポートされていません。この構成により、View Persona Management で障害
が発生し、ユーザー データが失われる場合があります。

たとえば、リモート プロファイル リポジトリのルート フォルダが \\Server\%username%\ であり、フォルダを

\\Server\%username%\Desktop にリダイレクトすると、これらの設定により、View Persona Management

でフォルダ リダイレクトの障害が発生し、以前は \\Server\%username%\Desktop フォルダにあったコンテンツ

が失われます。

次のフォルダをネットワーク共有にリダイレクトできます。

n Application Data（アプリケーション データ）（移動）

n Contacts（連絡先）

n Cookies（クッキー）

n デスクトップ

n ダウンロード

n お気に入り

n History（履歴）

n Links（リンク）

n マイ ドキュメント

n My Music（マイ ミュージック）

n My Pictures（マイ ピクチャ）

n My Videos（マイ ビデオ）

n Network Neighborhood（ネットワーク コンピュータ）
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n Printer Neighborhood（近くのプリンタ）

n Recent Items（最近使った項目）

n Save Games（セーブ ゲーム）

n Searches（検索）

n Start Menu（スタート メニュー）

n Startup Items（スタートアップ項目）

n Templates（テンプレート）

n Temporary Internet Files（インターネット一時ファイル）

表 17-5. フォルダ リダイレクトを制御するグループ ポリシー設定

グループ ポリシー設定 説明

リダイレクトされたフォルダ

に管理者グループを追加

リダイレクトされた各フォルダに管理者グループを追加するかどうかを指定します。デフォルトでは、ユーザーにリ

ダイレクトされたフォルダへの排他的権限があります。この設定を有効にすると、管理者もリダイレクトされたフォ

ルダにアクセスできます。

デフォルトでは、この設定は構成されていません。

Files and Folders excluded
from Folder Redirection（フ
ォルダ リダイレクトから除外
されるファイルとフォルダ）

選択されたファイルおよびフォルダ パスはネットワーク共有にリダイレクトされません。

場合によっては、特定のファイルとフォルダがローカル ユーザー プロファイルにとどまっている必要があります。

フォルダ パスを [フォルダ リダイレクトから除外されるファイルとフォルダ] リストに追加するには、この設定を有
効にして [表示] をクリックし、パス名を入力して [OK] をクリックします。

ユーザーのローカル プロファイルのルートへの相対的なフォルダ パスを指定します。例：
Desktop\New Folder。

フォルダ リダイレクトから除
外されるファイルとフォルダ

（例外）

選択されたファイルとフォルダ パスは、[フォルダ リダイレクトから除外されるファイルとフォルダ] 設定で指定さ
れたパスの例外となります。

フォルダ パスを [フォルダ リダイレクトから除外されるファイルとフォルダ（例外）] リストに追加するには、この
設定を有効にして[表示] をクリックし、パス名を入力して [OK] をクリックします。

[フォルダ リダイレクトから除外されるフォルダ] 設定で指定されたフォルダ内にあり、ユーザーのローカル プロフ
ァイルに対して相対的なフォルダ パスを指定します。例：Desktop\New Folder\Unique Folder。

既存のリダイレクト対象フォルダへのアクセスをドメイン管理者に付与する

デフォルトでは、Windows のフォルダ リダイレクトにより、リダイレクトされるフォルダへの排他的権限がユーザ
ーに与えられます。リダイレクトされた既存のフォルダへのアクセス権をドメイン管理者に付与するには、icacls

ユーティリティを使用する必要があります。

View Persona Management で使用するために、新規にリダイレクトされたフォルダを設定する場合、[リダイレク
トされたフォルダに管理者グループを追加] グループ ポリシー設定を使用して、ドメイン管理者が新規にリダイレク
トされたフォルダにアクセスできるようにすることができます。表 17-5. フォルダ リダイレクトを制御するグルー
プ ポリシー設定を参照してください。

手順

1 ファイルやフォルダで管理者の所有権を設定します。

icacls "\\file-server\persona-share\*" /setowner "domain\admin" /T /C /L /Q
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例： icacls "\\myserver-123abc\folders\*" /setowner "mycompanydomain
\vcadmin" /T /C /L /Q

2 ファイルやフォルダの ACL を変更します。

icacls "\\file-server\persona-share\*" /grant "admin-group":F /T /C /L /Q

例： icacls "\\myserver-123abc\folders\*" /grant "Domain-Admins":F /T /C /L /Q

3 ユーザー フォルダごとに、管理者から該当ユーザーに所有権を戻します。

icacls "\\file-server\persona-share\*" /setowner "domain\folder-

owner" /T /C /L /Q

例： icacls "\\myserver-123abc\folders\*" /setowner "mycompanydomain\user1" /T /C /
L /Q

デスクトップ UI のグループ ポリシー設定

デスクトップ UI のグループ ポリシー設定は、ユーザーのデスクトップに表示される View Persona Management
設定を制御します。

グループ ポリシー設定 説明

Hide local offline file icon（ローカルのオ
フライン ファイル アイコンを非表示にする）

ユーザー プロファイルに属しているローカル保存のファイルをユーザーが表示するときに、オフライ
ン アイコンを非表示するかどうかを指定します。この設定を有効にすると、Windows エクスプロー
ラおよび大部分の Windows ダイアログ ボックスでオフライン アイコンが非表示になります。

デフォルトでは、オフライン アイコンは表示されません。

Show progress when downloading
large files（大きなファイルのダウンロード
時には進行状況を示す）

クライアントがリモート リポジトリから大きなファイルを取得する場合に、ユーザーのデスクトップ
に進行状況ウィンドウを表示するかどうかを指定します。

この設定を有効にすると、進行状況ウィンドウの表示を開始する最小ファイル サイズをメガバイト単
位で指定できます。このウィンドウは、指定した量のデータがリモート リポジトリから取得されると
View Persona Management で判断されたときに表示されます。この値は、一度に取得するすべて
のファイルの集計です。

たとえば、設定値が 50 MB のときに 40 MB のファイルを取得すると、ウィンドウは表示されませ
ん。最初のファイルのダウンロード中に 30 MB のファイルを取得すると、ダウンロードの合計量が設
定値を超えるため、進行状況ウィンドウが表示されます。ウィンドウは、ファイルのダウンロードが

開始されるときに表示されます。

デフォルトでは、この値は 50 MB です。

デフォルトでは、この進行状況ウィンドウは表示されません。

Show critical errors to users via tray
icon alerts（トレイ アイコン アラートを使
用して重大なエラーをユーザーに表示）

レプリケーションまたはネットワーク接続で障害が発生したときに、重大なエラー アイコン アラート
をデスクトップ トレイに表示します。

デフォルトでは、このアイコン アラートは非表示になっています。

ログのグループ ポリシー設定

ログのグループ ポリシー設定は、View Persona Management ログ ファイルの名前、場所、動作を指定します。

View Persona Management ログ構成は、Horizon 6 バージョン 6.1 以降のリリースで簡略化されています。更新
されたログ設定を使用するには、View Persona Management ADM ファイル (ViewPM.adm) を Horizon 6 バージ

ョン 6.1 (with View) 以降で提供されているバージョンにアップグレードする必要があります。
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グループ ポリシー設定 説明

Logging filename（ログ
ファイル名）

ローカルの View Persona Management ログ ファイルの完全パス名を指定します。

デフォルトのパスは、ProgramData\VMware\VDM\logs\filename です。

デフォルトのログファイル名は、VMWVvp.txt です。

Logging destination（ロ
グの書き込み先）

すべてのログ メッセージをログ ファイルに書き込むか、デバッグ ポートに書き込むか、その両方に書き込むかを指定
します。

デフォルトでは、ログ メッセージはログ ファイルに送信されます。

Logging flags（ログ フラ
グ）

生成するログ メッセージのタイプを指定します。

n 情報メッセージをログに記録する。

n デバッグ メッセージをログに記録する。

この設定が無効になるか構成されない場合、およびデフォルトで設定が構成されている場合にると、この設定が無効に

されるか構成されないと、ログ メッセージが情報レベルに設定されます。

ログの履歴の深さ View Persona Management で維持する履歴ログ ファイルの数を決定します。

維持する履歴ログ ファイルの数を最小 1 から最大 10 まで設定可能です。

デフォルトでは、1 つの履歴ログ ファイルが維持されます。

ネットワークへのログのア

ップロード

View Persona Management ログ ファイルを、ユーザーがログオフする時に、指定したネットワーク共有へアップロ
ードします。

この設定が有効になっている場合、ネットワーク共有のパスを指定します。ネットワーク共有のパスは、UNC パスであ
る必要があります。View Persona Management では、ネットワーク共有は作成されません。

デフォルトでは、ログ ファイルはネットワーク共有にアップロードされません。
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マシンとデスクトップ プールのトラ
ブルシューティング 18
マシンおよびデスクトップ プールの作成および使用中に発生する可能性のある問題を診断および解決するために、さ
まざまな手順を使用できます。

ユーザーが Horizon Client を使用してデスクトップおよびアプリケーションにアクセスしているときに問題が発生
することがあります。トラブルシューティングの手順を使用して問題の原因を調べ、解決を試みることも、VMware
のテクニカル サポートから支援を受けることもできます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n 問題のあるマシンの表示

n デスクトップ ユーザーへのメッセージの送信

n デスクトップ プールの作成に関する問題のトラブルシューティング

n ネットワーク接続に関する問題のトラブルシューティング

n USB リダイレクトに関する問題のトラブルシューティング

n 資格のないユーザーのマシンおよびポリシーの管理

n ViewDbChk コマンドを使用したデータベース不整合の解決

n トラブルシューティングの追加情報

問題のあるマシンの表示

動作が疑わしいとして View によって検出されたマシンのリストを表示できます。

View Administrator には、次の問題があるマシンが表示されます。

n パワーオンされているが、応答していない

n 長時間プロビジョニング状態のままである

n 作動可能状態だが、接続を受け入れていないと報告している

n vCenter Server に存在しないように見える

n コンソール上のアクティブなログイン、資格のないユーザーによるログイン、または View 接続サーバ インスタ
ンスを経由しないで行われたログインがある
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手順

1 View Administrator で、[リソース] - [マシン] を選択します。

2 [vCenter 仮想マシン] タブで、[問題のあるマシン] をクリックします。

次のステップ

必要な処置は、View Administrator が各マシンについて報告した問題によって異なります。

n リンク クローン マシンがエラー状態にある場合、View の自動リカバリ メカニズムはそのリンク クローンのパ
ワーオン、またはシャットダウンと再起動を試みます。リカバリが繰り返し失敗すると、そのリンク クローンは
削除されます。状況によって、リンク クローンが繰り返し削除されて再作成される場合があります。繰り返し削
除と再作成が行われるマシンのトラブルシューティングを参照してください。

n マシンがパワーオンされているが応答しない場合は、仮想マシンを再起動します。それでもマシンが応答しない

場合は、使用している View Agent のバージョンがマシンのオペレーティング システムでサポートされているこ
とを確認します。vdmadmin コマンドと -A オプションを使用して、View Agent バージョンを表示できます。

詳細については、『View 管理ガイド』を参照してください。

n マシンが長時間プロビジョニング状態のままになる場合は、その仮想マシンを削除して、再度クローンを作成し

ます。マシンをプロビジョニングするために十分なディスク領域があることを確認します。以下を参照してくだ

さい。 仮想マシンのプロビジョニング状態の継続.

n マシンが作動可能と報告しているが、接続を受け入れない場合は、ファイアウォール構成をチェックして、表示

プロトコル（RDP または PCoIP）がブロックされていないことを確認します。マシンと View 接続サーバ イン
スタンスの接続の問題を参照してください。

n マシンが vCenter Server に存在しないように見える場合は、その仮想マシンが予期された vCenter Server 上に
構成されているかどうか、別の vCenter Server に移動したかを確認します。

n マシンにアクティブなログインがあるが、それがコンソールに表示されない場合、そのセッションはリモートで

す。ログインしているユーザーと通信できない場合は、仮想マシンの再起動によるユーザーの強制ログアウトが

必要になることがあります。

デスクトップ ユーザーへのメッセージの送信
現在デスクトップにログインしているユーザーへのメッセージの送信が必要になることがあります。たとえば、マシ

ンのメンテナンスを行う必要がある場合は、一時的にログアウトするようにユーザーに依頼したり、今後のサービス

停止をユーザーに警告したりすることができます。1 つのメッセージを複数のユーザーに送信することができます。

手順

1 View Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] をクリックします。

2 プールをダブルクリックし、[セッション] タブをクリックします。

3 1 つ以上のマシンを選択し、[メッセージを送信] をクリックします。

4 メッセージを入力し、メッセージのタイプを選択して、[OK] をクリックします。

メッセージのタイプは、[情報]、[警告]、または [エラー] のいずれかになります。
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メッセージは、アクティブなセッションで選択されているすべてのマシンに送信されます。

デスクトップ プールの作成に関する問題のトラブルシューティング
デスクトップ プールの作成に関する問題を診断および解決するために、いくつかの手順を使用できます。

カスタマイズ仕様が見つからない場合のプール作成の失敗

デスクトップ プールを作成しようとして、カスタマイズ仕様が見つからないと、操作が失敗します。

問題

デスクトップ プールを作成できず、イベント データベースに次のメッセージが表示されます。

Provisioning error occurred for Machine <varname>Machine_Name</varname>:（マシン <varname>Machine_Name</

varname> でプロビジョニング エラーが発生しました：）Customization failed for Machine（マシンのカスタマイズに失敗しました）

原因

この問題で最も可能性の高い原因は、カスタマイズ仕様にアクセスするため、またはプールを作成するために十分な

権限がないことです。もう 1 つ可能性のある原因は、カスタマイズ仕様の名前が変更されたか、カスタマイズ仕様が
削除されたことです。

解決方法

u カスタマイズ仕様にアクセスするため、およびプールを作成するために十分な権限があることを確認します。

u 必要なカスタマイズ仕様が名前の変更または削除により存在しない場合は、別の仕様を選択します。

権限の問題によるプール作成の失敗

SX/ESXi ホスト、SX/ESXi クラスタ、またはデータベースに権限の問題がある場合、デスクトップ プールを作成でき
ません。

問題

テンプレート、SX/ESXi ホスト、SX/ESXi クラスタ、またはデータセンターにアクセスできないため、View
Administrator でデスクトップ プールを作成できません。

原因

この問題には、多くの原因が考えられます。

n プールを作成するために正しい権限がない。

n テンプレートにアクセスするために正しい権限がない。

n ESX/ESXi ホスト、ESX/ESXi クラスタ、またはデータセンターにアクセスするための適切な権限がない。

解決方法

u [Template Selection（テンプレートの選択） ] 画面に使用可能なテンプレートが表示されない場合、テンプレ
ートにアクセスするための十分な権限があることを確認します。
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u ESX/ESXi ホスト、ESX/ESXi クラスタ、またはデータセンターにアクセスするための十分な権限があることを確
認します。

u プールを作成するために十分な権限があることを確認します。

構成の問題によるプールのプロビジョニングの失敗

テンプレートが使用できないか、仮想マシン イメージが移動または削除された場合、デスクトップ プールのプロビ
ジョニングが失敗することがあります。

問題

デスクトップ プールがプロビジョニングされず、イベント データベースに次のメッセージが表示されます。

Provisioning error occurred on Pool <varname>Desktop_ID</varname> because of a configuration problem（構

成の問題のため、プール <varname>Desktop_ID</varname> でプロビジョニング エラーが発生しました）

原因

この問題には、多くの原因が考えられます。

n テンプレートにアクセスできない。

n vCenter でテンプレート名が変更されている。

n vCenter でテンプレートが別のフォルダに移動された。

n 仮想マシン イメージが ESX/ESXi ホスト間で移動したか、削除されている。

解決方法

u テンプレートにアクセスできることを確認します。

u テンプレートの名前とフォルダが正しく指定されていることを確認します。

u 仮想マシン イメージを ESX/ESXi ホスト間で移動した場合は、仮想マシンを正しい vCenter フォルダに移動し
ます。

u 仮想マシン イメージが削除されている場合は、View Administrator でその仮想マシンのエントリを削除し、イ
メージを再作成または復元します。

View 接続サーバ インスタンスが vCenter に接続できないことによるプールの
プロビジョニングの失敗

接続サーバが vCenter に接続できない場合、デスクトップ プールのプロビジョニングが失敗することがあります。

問題

デスクトップ プールのプロビジョニングが失敗し、イベント データベースに次のいずれかのメッセージが表示され
ます。

n Cannot log in to vCenter at address VC_Address（アドレス VC_Address の vCenter にログイン

できません）
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n The status of vCenter at address VC_Address is unknown（アドレス VC_Address の vCenter

のステータスが不明です）

原因

View 接続サーバ インスタンスが次のいずれかの理由で vCenter に接続できません。

n vCenter Server 上の Web サービスが停止した。

n View 接続サーバ ホストと vCenter Server の間にネットワークの問題がある。

n vCenter または View Composer のポート番号とログインの詳細が変更された。

解決方法

u vCenter で Web サービスが実行されていることを確認します。

u View 接続サーバ ホストと vCenter の間にネットワークの問題がないことを確認します。

u View Administrator で、vCenter および View Composer に構成されているポート番号とログインの詳細を確
認します。

データストアの問題によるプールのプロビジョニングの失敗

データストアのディスク領域が不足しているか、データストアにアクセスする権限がない場合、デスクトップのプロ

ビジョニングが失敗することがあります。

問題

デスクトップ プールのプロビジョニングが失敗し、イベント データベースに次のいずれかのメッセージが表示され
ます。

n Provisioning error occurred for Machine Machine_Name:（マシン Machine_Name でプロビジョニン

グ エラーが発生しました：）Cloning failed for Machine（マシンのクローンの作成に失敗しました）

n Provisioning error occurred on Pool Desktop_ID because available free disk space

is reserved for linked clones（使用可能な空きディスク領域がリンク クローン用に予約されているため、プール

Desktop_ID でプロビジョニング エラーが発生しました）

n Provisioning error occurred on Pool Desktop_ID because of a resource problem（リソー

スの問題のため、プール Desktop_ID でプロビジョニング エラーが発生しました）

原因

選択したデータストアにアクセスする権限がないか、プールに使用されているデータストアのディスク領域が不足し

ています。

解決方法

u 選択したデータストアにアクセスするために十分な権限があることを確認します。

u データストアが構成されているディスクがいっぱいになっていないことを確認します。
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u ディスクがいっぱいになっているか領域が予約されている場合は、ディスク上の領域を解放するか、使用可能な

データストアを再分散するか、データストアをより大容量のディスクに移行します。

vCenter Server の過負荷によるプールのプロビジョニングの失敗

vCenter Server が要求で過負荷になると、デスクトップ プールのプロビジョニングが失敗することがあります。

問題

デスクトップ プールのプロビジョニングが失敗し、イベント データベースに次のエラー メッセージが表示されます。

カスタマイズ中のタイムアウトにより、プール <varname id="varname_76C2270646664C0B89AC2F37A5F3F201">Desktop_ID</varname> 

でプロビジョニング エラーが発生しました

原因

vCenter で要求が過負荷になっています。

解決方法

u View Administrator で、vCenter Server での同時プロビジョニング操作と同時電源操作の最大数を減らしま
す。

u 追加の vCenter Server インスタンスを構成します。

vCenter Server の構成の詳細については、『View インストール ガイド』を参照してください。

仮想マシンのプロビジョニング状態の継続

クローンを作成した後、仮想マシンがプロビジョニング状態のままになります。

問題

仮想マシンがプロビジョニング状態のままになります。

原因

この問題の最も可能性の高い原因は、クローンの作成操作の途中で View 接続サーバ インスタンスを再起動したこと
です。

解決方法

u 仮想マシンを削除して、再度クローンを作成します。

仮想マシンのカスタマイズ状態の継続

クローンを作成した後、仮想マシンがカスタマイズ状態のままになります。

問題

仮想マシンがカスタマイズ状態のままになります。
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原因

この問題の最も可能性の高い原因は、仮想マシンを起動するために十分なディスク領域がないことです。カスタマイ

ズを行う前に、仮想マシンを起動する必要があります。

解決方法

u 仮想マシンを削除して、カスタマイズ状態から復旧します。

u ディスクがいっぱいになっている場合は、ディスク上の領域を解放するか、データストアをより大容量のディス

クに移行します。

孤立または削除されたリンク クローンの削除

特定の条件下では、View、View Composer、および vCenter Server のリンク クローン データの同期が解除される
場合があり、リンク クローン マシンをプロビジョニングまたは削除できない場合があります。

問題

n リンク クローン デスクトップ プールをプロビジョニングできません。

n リンク クローン マシンのプロビジョニングは失敗し、次のエラーが発生します。入力仕様のある仮想マシンはすで

に存在しています

n View Administrator では、リンク クローン マシンは Deleting状態のままになります。マシンはすでに

Deleting状態にあるため、View Administrator で削除コマンドを再起動できません。

原因

この問題は、View Composer データベースに、View LDAP、Active Directory、または vCenter Server の情報と
一致しないリンク クローン情報が含まれている場合に発生します。次のようないくつかの状況が、不一致の原因にな
る場合があります。

n プールが作成された後に、vCenter Server でリンク クローン仮想マシンの名前を手動で変更したために、View
Composer と vCenter Server が同じ仮想マシンを異なる名前で参照する。

n ストレージの障害や手動操作により、仮想マシンが vCenter Server から削除される。リンク クローン仮想マシ
ン データは、引き続き View Composer データベース、View LDAP、および Active Directory に存在していま
す。

n View Administrator からプールが削除されている間に、ネットワーキングなどの障害が発生すると、仮想マシ
ンが vCenter Server に残ったままになる。

デスクトップ プールをプロビジョニングした後で vSphere Client で仮想マシンの名前を変更した場合、仮想マシン
の名前を、View に展開されていたときに使用されていた名前に変更します。

他のデータベース情報に不一致がある場合は、SviConfig RemoveSviClone コマンドを使用して、次の項目を削

除します。

n View Composer データベースのリンク クローン データベース エントリ

n Active Directory のリンク クローン マシン アカウント

n vCenter Server のリンク クローン仮想マシン
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SviConfig ユーティリティは、View Composer アプリケーションと同じ場所にあります。デフォルト パスは

C:\Program Files (x86)\VMware\VMware View Composer\sviconfig.exe です。

重要:    SviConfig ユーティリティは、経験豊富な View Composer 管理者のみが使用してください。このユーティ

リティは、View Composer サービスに関連する問題を解決するためのものです。

次の手順を実行します。

1 View Composer サービスが動作していることを確認します。

2 View Composer コンピュータの Windows コマンド プロンプトから、次の形式で SviConfig

RemoveSviClone コマンドを実行します。

sviconfig -operation=removesviclone

          -VmName=仮想マシン名

          [-AdminUser=ローカル管理者ユーザー名]

          -AdminPassword=ローカル管理者パスワード

          [-ServerUrl=View Composer サーバ URL]

例：

sviconfig -operation=removesviclone -vmname=MyLinkedClone

 -adminuser=Admin -adminpassword=Pass -serverurl=ViewComposerURL

VmName パラメータと AdminPassword パラメータは必須です。AdminUser パラメータのデフォルト値は

Administrator です。ServerURL パラメータのデフォルト値は https://localhost:18443/

SviService/v2_0 です。

View LDAP からの仮想マシン情報の削除に関する詳細は、VMware ナレッジ ベースの記事 2015112: 「VMware
View Manager 4.5 以降からのリンク クローンまたは古い仮想デスクトップ エントリの手動削除」を参照してくだ
さい。

繰り返し削除と再作成が行われるマシンのトラブルシューティング

View は、エラー状態のリンク クローン マシンと完全クローン マシンを繰り返し削除し再作成することができます。

問題

リンク クローン マシンまたは完全クローン マシンは、エラー状態で作成されると、エラー状態で削除および再作成
されます。このサイクルは何度も繰り返されます。

原因

大規模なデスクトップ プールがプロビジョニングされると、1 つ以上の仮想マシンがエラー状態になる場合がありま
す。View の自動リカバリ メカニズムでは、エラー状態の仮想マシンのパワー オンが試行されます。試行が一定回数
行われても仮想マシンがパワーオンしない場合、View は仮想マシンを削除します。

View は、プール サイズ要件に従って新しい仮想マシンを作成しますが、多くの場合、マシンの名前は元のマシンと
同じになります。新しい仮想マシンが同じエラーでプロビジョニングされる場合、その仮想マシンは削除され、サイ

クルが繰り返されます。
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自動リカバリは、リンク クローン マシンと完全クローン マシンで実行されます。

仮想マシンで自動リカバリの試行が失敗すると、仮想マシンがユーザーに割り当てられていない流動マシンか専用マ

シンである場合に限り、View はその仮想マシンを削除します。また View は、プールのプロビジョニングが無効に
なっている場合は仮想マシンを削除しません。

デスクトップ プールの作成に使用された親仮想マシンまたはテンプレートを調べます。仮想マシンでのエラーの原
因になる可能性のある仮想マシンまたはゲスト OS のエラーを確認します。

リンク クローンの場合、親仮想マシンのエラーを解決し、新しいスナップショットを作成します。

n エラー状態のマシンが多い場合は、新しいスナップショットまたはテンプレートを使用してプールを再作成しま

す。

n ほとんどのマシンが正常な状態である場合は、View Administrator でデスクトップ プールを選択し、[編集] を
クリックします。次に [vCenter 設定] タブを選択し、デフォルトの基本イメージとして新しいスナップショット
を選択して、編集内容を保存します。

新しいスナップショットを使用して、新しいリンク クローン マシンが作成されます。

完全クローンの場合は、仮想マシンのエラーを解決し、新しいテンプレートを生成し、プールを再作成します。

QuickPrep のカスタマイズに関する問題のトラブルシューティング

View Composer QuickPrep カスタマイズ スクリプトがさまざまな理由で失敗することがあります。

問題

QuickPrep 同期後スクリプトまたはパワーオフ スクリプトが実行されません。リンク クローンによって、スクリプ
トが正常に完了したり、失敗したりすることがあります。

原因

QuickPrep スクリプトの失敗の一般的な原因には次のものがあります。

n スクリプトがタイムアウトした

n スクリプトのパスがインタープリタを必要とするスクリプトを参照している

n スクリプトを実行するアカウントに、スクリプト タスクを実行するための十分な権限がない

解決方法

u カスタマイズ スクリプト ログを調べます。

QuickPrep カスタマイズ情報が Windows temp ディレクトリのログ ファイルに書き込まれます。

C:\Windows\Temp\vmware-viewcomposer-ga-new.log

u スクリプトがタイムアウトしているかどうかを判断します。

View Composer は 20 秒以上かかっているカスタマイズ スクリプトを終了させます。ログ ファイルに、スクリ
プトが開始されたことを示すメッセージとその後のタイムアウトを示すメッセージが表示されます。

2010-02-21 21:05:47,687 [1500] INFO Ready -

[Ready.cpp, 102] Running the PostSync script:cmd /c
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C:\temp\build\composer.bat

2010-02-21 21:06:07,348 [1500] FATAL Guest -

[Guest.cpp, 428] script cmd /c 

C:\temp\build\composer.bat timed out

タイムアウトの問題を解決するには、スクリプトのタイムアウトの制限を引き上げて、再実行します。

u スクリプト パスが有効かどうかを判断します。

スクリプトの実行にインタープリタが必要なスクリプト言語を使用する場合は、スクリプト パスをインタープリ
タのバイナリで始める必要があります。

たとえば、QuickPrep カスタマイズ スクリプトとして C:¥¥.vbs を指定した場合、View Composer Agent は

スクリプトを実行できません。次のように、インタープリタのバイナリ パスで始まるパスを指定する必要があり
ます。

C:\windows\system32\cscript.exe c:\script\myvb.vbs

u スクリプトを実行するアカウントに、スクリプト タスクを実行するための適切な権限があるかどうかを判断しま
す。

QuickPrep は、VMware View Composer Guest Agent Server サービスの実行が構成されたアカウントでスク
リプトを実行します。デフォルトでは、このアカウントはローカル システムです。

このログオン アカウントは変更しないでください。変更すると、リンク クローンが起動しなくなります。

未使用の View Composer レプリカの検索と保護解除

特定の条件下では、View Composer レプリカが vCenter Server と関連付けられたリンク クローンを保持しなくな
ってもそのまま vCenter Server に残る場合があります。

問題

未使用レプリカが vCenter Server フォルダにそのまま残っています。vSphere Client を使用してもレプリカを削
除することができません。

原因

View Composer の操作時にネットワークが停止したか、または適切な View コマンド使用せずに関連のリンク クロ
ーンを vSphere から直接削除した場合、vCenter Server に未使用レプリカが残る可能性があります。

レプリカは、vCenter Server 内の保護されたエンティティです。通常の vCenter Server または vSphere Client 管
理コマンドではそれらを削除できません。

SviConfig FindUnusedReplica コマンドを使用して、指定したフォルダ内のレプリカを検索します。-Move パ

ラメータを使用すると、レプリカを別のフォルダに移動することができます。-Move パラメータにより、移動前に未

使用レプリカの保護が解除されます。

重要:    SviConfig ユーティリティは、経験豊富な View Composer 管理者のみが使用してください。このユーティ

リティは、View Composer サービスに関連する問題を解決するためのものです。
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SviConfig ユーティリティは、View Composer アプリケーションと同じ場所にあります。デフォルト パスは

C:\Program Files (x86)\VMware\VMware View Composer\sviconfig.exe です。

開始する前に、レプリカと関連付けられたリンク クローンが存在しないことを確認します。

SviConfig FindUnusedReplica パラメータについて理解しておく必要があります。

n DsnName。データベースへの接続に使用する DSN。

n UserName。データベースへの接続に使用するユーザー名。このパラメータを指定しない場合、Windows 認証

が使用されます。

n Password（パスワード）-データベースに接続するユーザーのパスワード。このパラメータが指定されておらず、

Windows 認証が使用されない場合、後でパスワードの入力を求められます。

n ReplicaFolder。レプリカ フォルダの名前。ルート フォルダには空の文字列を使用します。デフォルト値は

VMwareViewComposerReplicaFolder です。

n UnusedReplicaFolder。すべての未使用レプリカを含めるフォルダの名前。デフォルト値は

UnusedViewComposerReplicaFolder です。Move パラメータを使用する際にこのパラメータを使用して

ターゲット フォルダを指定します。

n OutputDir。unused-replica-*.txt ファイルに保存される、未使用レプリカのリストを示す出力ディレク

トリの名前が収集されます。デフォルト値は現在のワーキング ディレクトリです。

n Move。未使用レプリカ仮想マシンの保護を解除し、それらを指定したフォルダに移動するかどうかを決定しま

す。UnusedReplicaFolder パラメータでは、ターゲット フォルダが指定されます。Move パラメータのデフ

ォルト値は false です。

DsnName、Username、Password の各パラメータが必要です。DsnName は空の文字列にはできません。

次の手順を実行します。

1 View Composer サービスを停止します。

2 View Composer コンピュータの Windows コマンド プロンプトから、次の形式で SviConfig

FindUnusedReplica コマンドを実行します。

sviconfig -operation=findunusedreplica

          -DsnName=DSN の名前

          -Username=データベース管理者ユーザー名

          -Password=データベース管理者パスワード

          [-ReplicaFolder=レプリカ フォルダ名]

          [-UnusedReplicaFolder=未使用のレプリカ フォルダ名]

          [-OutputDir=出力ファイル ディレクトリ]

          [-Move=true or false] 

例：

sviconfig -operation=FindUnusedReplica -DsnName=SVI

   -Username=SVIUser -Password=1234 -Move=True

3 View Composer サービスを再起動します。
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4 （オプション）レプリカを新しいフォルダに移動したら、vCenter Server からレプリカ仮想マシンを削除します。

View Composer のプロビジョニング エラー

View Composer でリンク クローン マシンのプロビジョニングまたは再構成が行われてエラーが発生する場合、エ
ラー コードに障害の原因が示されます。エラー コードは、 View Administrator のマシン ステータス列に表示され
ます。

表 18-1. View Composer のプロビジョニング エラー に、View Composer のプロビジョニング エラー コードを示
します。

この表には、View Composer および QuickPrep によるカスタマイズに関連するエラーが一覧表示されています。
View 接続サーバ、および他の View コンポーネントで、マシンのプロビジョニングに影響を及ぼす可能性のあるそ
の他のエラーが発生することがあります。

表 18-1. View Composer のプロビジョニング エラー

エラー 説明

0 ポリシーが正常に適用されました。

注:    結果コード 0 は View Administrator に表示されません。View Composer のドメイン外で View エラーが発生した場合
を除き、リンク クローン マシンは作動可能状態に移行します。この結果コードは、完全性を確保するために含められています。

1 コンピュータ名の設定に失敗しました。

2 ユーザー プロファイルを View Composer 通常ディスクにリダイレクトしようとして失敗しました。

3 コンピュータのドメイン アカウント パスワードの設定に失敗しました。

4 ユーザーのプロファイル キーのバックアップに失敗しました。ユーザーが、再構成操作後に次回このリンク クローン マシンにロ
グインすると、OS によってこのユーザーの新しいプロファイル ディレクトリが作成されます。新しいプロファイルが作成される
ため、ユーザーは以前のプロファイル データを表示できなくなります。

5 ユーザーのプロファイルの復元に失敗しました。プロファイルの状態が定義されていないため、ユーザーがこの状態でマシンにロ

グインしないようにする必要があります。

6 他のエラー コードに該当しないエラー。ゲスト OS 内の View Composer Agent のログ ファイルで、これらのエラーの原因に
関する詳細情報が提供されることがあります。

たとえば、Windows プラグ アンド プレイ（PnP）タイムアウトによってこのエラー コードが生成されます。この場合、View
Composer は PnP サービスによってリンク クローン仮想マシン用の新しいボリュームがインストールされるまで待機し、その後
タイムアウトになります。

プールの構成に応じ、PnP によって最大 3 つのディスクがマウントされます。

n View Composer 通常ディスク

n ゲスト OS の一時ファイルおよびページング ファイルをリダイレクトするための読み取り専用ディスク

n QuickPrep の構成およびその他の OS 関連データを格納する内部ディスク。このディスクには常にリンク クローンが構成さ
れます。

タイムアウトの長さは 10 分です。PnP によるディスクのマウントが 10 分以内に終了しないと、エラー コード 6 が生成されて
View Composer が機能停止します。

7 リンク クローンに接続されている View Composer 通常ディスクが多すぎます。1 つのクローンに接続できる View
Composer 通常ディスクは 3 つまでです。

8 プールの作成時に選択されたデータストアに通常ディスクをマウントできませんでした。

9 View Composer が破棄可能データのファイルを読み取り専用ディスクにリダイレクトできませんでした。ページング ファイル
または一時ファイルのフォルダがリダイレクトされませんでした。
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エラー 説明

10 指定された内部ディスク上で View Composer が QuickPrep の構成ポリシー ファイルを検出できません。

12 View Composer が QuickPrep の構成ポリシー ファイルおよびその他の OS 関連データを含む内部ディスクを検出できません。

13 複数の通常ディスクが Windows ユーザー プロファイルをリダイレクトするように構成されています。

14 View Composer が内部ディスクのマウント解除に失敗しました。

15 View Composer が構成ポリシー ファイルから読み取ったコンピュータ名が、リンク クローンの最初のパワーオン後、現在のシ
ステム名と一致しません。

16 ゲスト OS のボリューム ライセンスがアクティブになっていないため、View Composer Agent が起動しませんでした。

17 View Composer Agent が起動しませんでした。エージェントは Sysprep が起動するまで待機している間にタイムアウトにな
りました。

18 View Composer Agent がカスタマイズ中にリンク クローン仮想マシンをドメインに結合できませんでした。

19 View Composer Agent は、同期後スクリプトの実行に失敗しました。

20 View Composer Agent は、マシン パスワード同期イベントの処理に失敗しました。

このエラーは一時的なものである場合があります。リンク クローンがドメインに参加しているのであれば、パスワードに問題はあ
りません。

クローンがドメインに参加できない場合には、エラーが発生した前に実行した操作を再度行ってください。クローンを再起動して

いる場合には、再起動をもう一度行ってください。クローンを更新している場合には、更新をもう一度行ってください。それでも

クローンがドメインに参加できない場合には、クローンを再構成してください。

21 View Composer Agent は、システム ディスポーザブル ディスクのマウントに失敗しました。

22 View Composer Agent は、View Composer 通常ディスクのマウントに失敗しました。

ネットワーク接続に関する問題のトラブルシューティング

マシン、Horizon Client デバイス、View 接続サーバ インスタンスとのネットワーク接続に関する問題を診断および
解決するために、さまざまな手順を使用できます。

マシンと View 接続サーバ インスタンスの接続の問題

マシンと View 接続サーバ インスタンスの接続に関して、問題が発生することがあります。

問題

マシンと View 接続サーバ インスタンスとの接続に失敗した場合、イベント データベースに次のいずれかのメッセー
ジが表示されます。

n Provisioning error occurred for Machine Machine_Name:（マシン Machine_Name でプロビジョニン

グ エラーが発生しました：）Customization error due to no network communication between the

View agent and Connection Server（View Agent と View 接続サーバとのネットワーク通信がないことによる

カスタマイズ エラー）

n Provisioning error occurred on Pool Desktop_ID because of a networking problem

with a View Agent（View Agent のネットワークの問題のため、プール Desktop_ID でプロビジョニング エラーが発

生しました）
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n Unable to launch from Pool Desktop_ID for user User_Display_Name:（ユーザー

User_Display_Name のプール Desktop_ID から起動できません：）Failed to connect to Machine

MachineName using Protocol（Protocol を使用して、マシン MachineName に接続できませんでした）

原因

マシンと View 接続サーバ インスタンスとの接続の問題は、さまざまな理由によって発生する可能性があります。

n マシンでの、View 接続サーバ ホストの DNS 名の参照エラー。

n JMS、RDP、または AJP13 通信用のポートがファイアウォール ルールによってブロックされている。

n View 接続サーバ ホストでの JMS ルータの障害。

解決方法

u マシンのコマンド プロンプトで、nslookup コマンドを入力します。

nslookup CS_FQDN

CS_FQDN は、View 接続サーバ ホストの完全修飾ドメイン名（FQDN）です。このコマンドによって View 接
続サーバ ホストの IP アドレスが返されない場合は、一般的なネットワーク トラブルシューティング テクニック
を適用して DNS の構成を修正します。

u マシンのコマンド プロンプトで telnet コマンドを入力して、TCP ポート 4001 が機能していることを確認し

ます。これは、View Agent が View 接続サーバ ホストとの JMS 通信を確立するために使用するポートです。

telnet CS_FQDN 4001

telnet 接続が確立される場合は、JMS のネットワーク接続が機能しています。

u DMZ にセキュリティ サーバが展開されている場合は、TCP ポート 3389 でセキュリティ サーバと仮想マシンと
の RDP 接続を許可する例外ルールが内部ファイアウォールで構成されていることを確認します。

u 安全な接続がバイパスされている場合は、クライアントが TCP ポート 3389 で仮想マシンへの直接 RDP 接続を
確立すること、または TCP ポート 4172 および UDP ポート 4172 で仮想マシンへの直接 PCoIP 接続を確立する
ことがファイアウォール ルールで許可されていることを確認します。

u TCP ポート 4001（JMS）および TCP ポート 8009（AJP13）で各セキュリティ サーバとそれに関連付けられた
View 接続サーバ ホストとの接続を許可する例外ルールが内部ファイアウォールで構成されていることを確認し
ます。

Horizon Client と PCoIP Secure Gateway の接続の問題

PCoIP を介して通信する外部ユーザーを認証するように PCoIP Secure Gateway が構成されている場合は、
Horizon Client とセキュリティ サーバ ホストまたは View 接続サーバ ホストとの接続に関して、問題が発生するこ
とがあります。
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問題

PCoIP を使用するクライアントが View デスクトップに接続または表示できません。セキュリティ サーバまたは
View 接続サーバ インスタンスへの最初のログインは成功しますが、ユーザーが View デスクトップを選択すると接
続が失敗します。この問題は、PCoIP Secure Gateway がセキュリティ サーバ ホストまたは View 接続サーバ ホス
ト上に構成されている場合に発生します。

注:    通常、PCoIP Secure Gateway はセキュリティ サーバ上で活用されます。外部クライアントが View 接続サー
バ ホストに直接接続するネットワーク構成では、PCoIP Secure Gateway も View 接続サーバ上に構成できます。

原因

PCoIP Secure Gateway との接続の問題は、さまざまな理由で発生する可能性があります。

n Windows Firewall によって、PCoIP Secure Gateway に必要なポートが閉じられている。

n PCoIP Secure Gateway がセキュリティ サーバまたは View 接続サーバ インスタンスで有効になっていない。

n PCoIP 外部 URL 設定が正しく構成されていない。この設定は、クライアントがインターネットを介してアクセ
スできる外部 IP アドレスとして指定する必要があります。

n PCoIP 外部 URL、安全なトンネルの外部 URL、Blast 外部 URL、および他のアドレスは、異なるセキュリティ
サーバまたは View 接続サーバ ホストを指すように構成されます。これらのアドレスをセキュリティ サーバま
たは View 接続サーバ ホストを構成するとき、すべてのアドレスでクライアント システムが現在のホストに到達
するできる必要があります。

n クライアントが、PCoIP Secure Gateway に必要なポートを閉じている外部 Web プロキシ経由で接続してい
る。たとえば、ホテル ネットワーク接続やパブリック ワイヤレス接続での Web プロキシは必要なポートをブロ
ックする可能性があります。

n PCoIP Secure Gateway が構成されているセキュリティ サーバと対になっている View 接続サーバ インスタン
スのバージョンが View 4.5 以前である。セキュリティ サーバおよびそれと対になっている View 接続サーバ
インスタンスのバージョンは View 4.6 以降である必要があります。

解決方法

u セキュリティ サーバ ホストまたは View 接続サーバ ホストのファイアウォール上で、次のネットワーク ポート
が開いていることを確認します。

ポート 説明

TCP 4172 Horizon Client からセキュリティ サーバ ホストまたは View 接続サーバ ホスト。

UDP 4172 Horizon Client とセキュリティ サーバ ホストまたは View 接続サーバ ホスト間（双方向）。

TCP 4172 セキュリティ サーバ ホストまたは View 接続サーバ ホストから View デスクトップ

UDP 4172 セキュリティ サーバ ホストまたは View 接続サーバ ホストと View デスクトップ間（双方向）

u View Administrator で、PCoIP セキュア ゲートウェイが有効であることを確認してください。

a [View 構成] - [サーバ] をクリックします。

b [接続サーバ] タブで View 接続サーバ インスタンスを選択し、[編集] をクリックします。
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c [マシンへの PCoIP 接続に PCoIP Secure Gateway を使用する] を選択します。

デフォルトでは、PCoIP Secure Gateway は無効になっています。

d [OK] をクリックします。

u View Administrator で、PCoIP 外部 URL が正しく構成されていることを確認してください。

a [View 構成] - [サーバ] をクリックします。

b 構成するホストを選択します。

n ユーザーがセキュリティ サーバで PCoIP セキュア ゲートウェイに接続する場合、[セキュリティ サー
バ] タブでセキュリティ サーバを選択します。

n ユーザーが View 接続サーバ インスタンスで PCoIP セキュア ゲートウェイに接続する場合、[接続サー
バ] タブでインスタンスを選択します。

c [編集] をクリックします。

d [PCoIP 外部 URL] テキスト ボックスで、URL に、クライアントがインターネットを介してアクセスできる
セキュリティ サーバまたは View 接続サーバ ホストの外部 IP アドレスが含まれていることを確認します。

ポート 4172 を指定します。プロトコル名を含めないでください。

例： 10.20.30.40:4172

e このダイアログのすべてのアドレスでクライアント システムがこのホストに到達できることを確認します。

[セキュリティ サーバ設定を編集] ダイアログのすべてのアドレスで、クライアント システムがこのセキュリ
ティ サーバ ホストに到達できる必要があります。[View 接続サーバ設定を編集] ダイアログのすべてのア
ドレスで、クライアント システムがこの View 接続サーバ インスタンスに到達できる必要があります。

f [OK] をクリックします。

ユーザーが PCoIP Secure Gateway に接続する基盤となる、各セキュリティ サーバおよび View 接続サーバ イ
ンスタンスでこれらの手順を繰り返します。

u ユーザーがネットワークの外部にある Web プロキシ経由で接続していて、そのプロキシが必要なポートをブロ
ックしている場合は、ユーザーにネットワークの別の場所から接続するように指示します。

マシンと View 接続サーバ インスタンスの接続の問題

マシンと View 接続サーバ インスタンスの接続に関して、問題が発生することがあります。

問題

マシンと View 接続サーバ インスタンスとの接続に失敗した場合、イベント データベースに次のいずれかのメッセー
ジが表示されます。

n Provisioning error occurred for Machine Machine_Name:（マシン Machine_Name でプロビジョニン

グ エラーが発生しました：）Customization error due to no network communication between the

View agent and Connection Server（View Agent と View 接続サーバとのネットワーク通信がないことによる

カスタマイズ エラー）
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n Provisioning error occurred on Pool Desktop_ID because of a networking problem

with a View Agent（View Agent のネットワークの問題のため、プール Desktop_ID でプロビジョニング エラーが発

生しました）

n Unable to launch from Pool Desktop_ID for user User_Display_Name:（ユーザー

User_Display_Name のプール Desktop_ID から起動できません：）Failed to connect to Machine

MachineName using Protocol（Protocol を使用して、マシン MachineName に接続できませんでした）

原因

マシンと View 接続サーバ インスタンスとの接続の問題は、さまざまな理由によって発生する可能性があります。

n マシンでの、View 接続サーバ ホストの DNS 名の参照エラー。

n JMS、RDP、または AJP13 通信用のポートがファイアウォール ルールによってブロックされている。

n View 接続サーバ ホストでの JMS ルータの障害。

解決方法

u マシンのコマンド プロンプトで、nslookup コマンドを入力します。

nslookup CS_FQDN

CS_FQDN は、View 接続サーバ ホストの完全修飾ドメイン名（FQDN）です。このコマンドによって View 接
続サーバ ホストの IP アドレスが返されない場合は、一般的なネットワーク トラブルシューティング テクニック
を適用して DNS の構成を修正します。

u マシンのコマンド プロンプトで telnet コマンドを入力して、TCP ポート 4001 が機能していることを確認し

ます。これは、View Agent が View 接続サーバ ホストとの JMS 通信を確立するために使用するポートです。

telnet CS_FQDN 4001

telnet 接続が確立される場合は、JMS のネットワーク接続が機能しています。

u DMZ にセキュリティ サーバが展開されている場合は、TCP ポート 3389 でセキュリティ サーバと仮想マシンと
の RDP 接続を許可する例外ルールが内部ファイアウォールで構成されていることを確認します。

u 安全な接続がバイパスされている場合は、クライアントが TCP ポート 3389 で仮想マシンへの直接 RDP 接続を
確立すること、または TCP ポート 4172 および UDP ポート 4172 で仮想マシンへの直接 PCoIP 接続を確立する
ことがファイアウォール ルールで許可されていることを確認します。

u TCP ポート 4001（JMS）および TCP ポート 8009（AJP13）で各セキュリティ サーバとそれに関連付けられた
View 接続サーバ ホストとの接続を許可する例外ルールが内部ファイアウォールで構成されていることを確認し
ます。

クローン マシンへの不正な IP アドレス割り当てによる接続の問題

クローン マシンが固定 IP アドレスを使用している場合、それらに接続できないことがあります。
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問題

Horizon Client を使用してクローン マシンに接続することはできません。

原因

DHCP を使用して IP アドレスを取得するのではなく固定 IP アドレスを使用するように、クローン マシンが不正に構
成されています。

解決方法

1 vCenter Server のデスクトップ プールのテンプレートが、DHCP を使用してマシンに IP アドレスを割り当てる
ように構成されていることを確認します。

2 vSphere Web Client で、デスクトップ プールから仮想マシンのクローンを手動で 1 つ作成し、その IP アドレ
スが DHCP から正しく取得されることを確認します。

USB リダイレクトに関する問題のトラブルシューティング
Horizon Client で USB リダイレクトに関する各種の問題が発生することがあります。

問題

Horizon Client の USB リダイレクトで、ローカル デバイスをリモート デスクトップで使用可能にできなかったり、
Horizon Client で一部のデバイスがリダイレクトに使用できるように表示されなかったりします。

原因

USB リダイレクトが正常に機能しない場合、または予想どおりに機能しない場合、可能性のある原因は次のとおりで
す。

n デバイスが複合 USB デバイスであり、含まれるデバイスの 1 つがデフォルトでブロックされています。たとえ
ばマウスを含む読み上げデバイスはデフォルトでブロックされています。これはマウス デバイスがデフォルト
でブロックされているためです。この問題を解決するには、複合 USB デバイスのデバイス分割ポリシー設定の
構成を参照してください。

n USB リダイレクトは、リモート デスクトップおよびアプリケーションが展開されている Windows Server 2008
RDS ホストではサポートされません。USB リダイレクトは、単一ユーザー デスクトップとして使用されいる
Windows Server 2008 R2 システムでサポートされます。

n RDS デスクトップおよびアプリケーションでは、USB フラッシュ ドライブとハード ディスクのみがサポートさ
れます。その他のタイプの USB デバイスや、セキュリティ ストレージ ドライブや USB CD-ROM などのその他
のタイプの USB ストレージ デバイスを RDS デスクトップやアプリケーションにリダイレクトすることはでき
ません。

n Web カメラはリダイレクトの対象としてサポートされていません。

n USB オーディオ デバイスのリダイレクトは、ネットワークの状態に依存し、信頼できません。一部のデバイス
では、アイドル状態のときでさえ、高いデータ スループットが必要です。
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n ブート デバイスでは USB リダイレクトがサポートされていません。USB デバイスからブートする Windows
システムで Horizon Client を実行しており、このデバイスをリモート デスクトップにリダイレクトした場合、
ローカル オペレーティング システムが応答しなかったり使用できなかったりすることがあります。http://
kb.vmware.com/kb/1021409を参照してください。

n Windows 版 Horizon Client では、デフォルトで、キーボード、マウス、スマート カード、オーディオ出力デ
バイスをリダイレクト対象として選択できません。http://kb.vmware.com/kb/1011600を参照してくださ
い。

n RDP は、コンソール セッションの USB HID またはスマート カード リーダのリダイレクトをサポートしていま
せん。http://kb.vmware.com/kb/1011600を参照してください。

n Windows Mobile デバイス センターにより、RDP セッションの USB デバイスのリダイレクトが妨げられるこ
とがあります。http://kb.vmware.com/kb/1019205を参照してください。

n 一部の USB HID では、マウス ポインタの位置を更新するように、仮想マシンを構成する必要があります。
http://kb.vmware.com/kb/1022076を参照してください。

n 一部のオーディオ デバイスでは、ポリシー設定またはレジストリ設定を変更する必要がある場合があります。
http://kb.vmware.com/kb/1023868を参照してください。

n ネットワークのレイテンシーが原因で、デバイスの相互作用が低速になったり、アプリケーションがフリーズし

ているように見えることがあります。これはアプリケーションがローカル デバイスと相互作用するように設計
されているからです。非常に大容量の USB ディスク ドライブは、Windows エクスプローラに表示されるまで
に数分かかることがあります。

n FAT32 ファイル システムでフォーマットされた USB フラッシュ カードはロードが遅くなります。http://
kb.vmware.com/kb/1022836を参照してください。

n リモート デスクトップまたはアプリケーションに接続する前に、ローカル システムでプロセスまたはサービス
がデバイスを開いていた。

n リダイレクトされた USB デバイスは、デスクトップまたはアプリケーションにそのデバイスが使用可能である
ことが表示されている場合でも、デスクトップまたはアプリケーション セッションを再接続すると、動作が停止
します。

n View Administrator で USB リダイレクトが無効になっている。

n ゲスト上で、USB リダイレクト ドライバが存在しないか、無効になっている。

解決方法

u PCoIP が使用可能な場合は、RDP の代わりにプロトコルとして使用します。

u 一時的な切断後に、リダイレクトされたデバイスが使用できないままであるか、動作を停止した場合、デバイス

を取り外し、再度接続して、リダイレクトを再試行してください。

u View Administrator で、[ポリシー] - [グローバル ポリシー] に移動して、[View ポリシー] で USB アクセスが
[許可] に設定されていることを確認します。
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u ゲストのログでクラス ws_vhub のエントリの有無、クライアントのログでクラス vmware-view-usbd のエント

リの有無を調べます。

ユーザーが管理者でない場合、または USB リダイレクト ドライバがインストールされていないか、機能してい
ない場合には、これらのクラスのエントリがログに書き込まれます。これらのログの場所については、ログ ファ
イルを使用してのトラブルシューティングと USB デバイス ID の確認を参照してください。

u ゲスト上でデバイス マネージャを開き、[ユニバーサル シリアル バス コントローラ] を展開して、VMware View
仮想 USB ホスト コントローラのドライバおよび VMware View 仮想 USB ハブのドライバが表示されない場合
はそれらを再インストールし、無効になっている場合は再度有効にします。

資格のないユーザーのマシンおよびポリシーの管理

資格が削除されたユーザーに割り当てられているマシン、およびを資格のないユーザーに適用されているポリシーを

表示できます。

資格のないユーザーが組織を完全に離れたり、長期間にわたってそのユーザーのアカウントをサスペンドしている場

合があります。こうしたユーザーにはマシンが割り当てられていますが、マシン プールを使用する資格はありませ
ん。

-O または -P オプションを指定して vdmadmin コマンドを使用し、資格のないマシンおよびポリシーを表示すること

もできます。詳細については、『View 管理ガイド』を参照してください。

手順

1 View Administrator で、[リソース] - [マシン] を選択します。

2 [その他のコマンド] - [資格のないマシンの表示] を選択します。

3 資格のないユーザーに対するマシン割り当てを削除します。

4 [その他のコマンド] - [資格のないマシンを表示] または [その他のコマンド] - [資格のないポリシーを表示] を適
宜選択します。

5 資格のないユーザーに適用されているポリシーを変更または削除します。

ViewDbChk コマンドを使用したデータベース不整合の解決
ViewDbChk コマンドを使用して、自動デスクトップ プールにあるデスクトップ仮想マシンおよび自動ファームにあ

る RDS ホストに関する情報を保管するデータベースの不整合を解決できます。

View 環境では、デスクトップ仮想マシンと自動ファームの RDS ホストの情報は、次の 3 つの場所に保管されます。

n LDAP データベース

n View Composer データベース

n vCenter Server データベース
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通常、View Administrator を使用してデスクトップ仮想マシンや RDS ホストを削除またはリセットすることで、プ
ロビジョニングまたは他の操作中に発生するエラーからリカバリできます。まれに、エラー状態になっているマシン

に関するさまざまなデータベース上の情報が不整合になり、View Administrator を使用してもエラーからリカバリ
できない場合があります。 次のいずれかの兆候が見られる可能性があります。

n 次のエラー メッセージが表示されてプロビジョニングが失敗します。入力仕様のある仮想マシンはすでに存在してい

ます。

n 次のエラー メッセージが表示されてデスクトップ プールの再構築が失敗します Desktop Composer の障害：

入力仕様のある仮想マシンはすでに存在しています

n View Administrator が、デスクトップ マシンや RDS ホストが削除中状態のままであることを示します。

n デスクトップ プールや自動ファームは削除できません。

n デスクトップ マシンや RDS ホストは削除できません。

n View Administrator の [インベントリ] タブで、デスクトップ マシンや RDS ホストのステータスが欠落してい
ます。

データベース不整合によってデスクトップ マシンや RDS ホストがリカバリ不可能なエラー状態になるか、View
Administrator のタスクを正常に完了できない状況で、ViewDbChk コマンドを使用して不整合を解決できます。

ViewDbChk コマンドには次の特徴があります。

n View スタンダード サーバまたは View レプリカ サーバをインストールすると、ViewDbChk は自動的にインス

トールされます。 View セキュリティ サーバをインストールするときに、ユーティリティはインストールされま
せん。

n ViewDbChk は、Windows コマンド プロンプトまたはスクリプトから実行できるコマンドです。

n ViewDbChk は自動ファームとフル仮想マシンの自動デスクトップ プールとともに、View Composer リンク ク

ローンをサポートしています。

n マシンを削除する場合、ViewDbChk はマシンでヘルス チェックを実行し、マシンが正常であるかどうかをさら

に確認するプロンプトを表示します。

n ViewDbChk はエラーのある、または不完全な LDAP エントリを削除できます。

n ViewDbChk は国際化文字セットを使用した入力および出力をサポートします。

n ViewDbChk はユーザー データを削除しません。 フル デスクトップ仮想マシンの場合、ViewDbChk はインベン

トリから仮想マシンを削除しますが、ディスクからは削除しません。リンククローン デスクトップ仮想マシンの
場合、ViewDbChk は仮想マシンを削除し、VMFS データストアの場合はルート フォルダに、Virtual SAN およ

び仮想ボリューム データストアの場合は archiveUDD という名前のサブフォルダに、ユーザー ディスクをアー
カイブします。

n ViewDbChk は、非管理対象のデスクトップ マシンや手動ファームの RDS ホストをサポートしません。

ViewDbChk 構文

ViewDbChk --findDesktop --desktopName <desktop pool or farm name> [--verbose]
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ViewDbChk --enableDesktop --desktopName <desktop pool or farm name> [--verbose]

ViewDbChk --disableDesktop --desktopName <desktop pool or farm name> [--verbose]

ViewDbChk --findMachine --desktopName <desktop pool or farm name> --machineName <machine name> [--

verbose]

ViewDbChk --removeMachine --machineName <machine name> [--desktopName <desktop pool or farm name>] [--

force] [--noErrorCheck] [--verbose]

ViewDbChk --scanMachines [--desktopName <desktop pool or farm name>] [--limit <maximum deletes>] [--

force] [--verbose]

ViewDbChk --help [--commandName] [--verbose]

ViewDbChk パラメータ

パラメータ 説明

--findDesktop デスクトップ プールやファームを検索します。

--enableDesktop デスクトップ プールやファームを有効にします。

--disableDesktop デスクトップ プールやファームを無効にします。

--findMachine マシンを検出します。

--removeMachine デスクトップ プールまたはファームからマシンを削除します。マシンを削除する前に、ViewDbChk はユーザーにデ

スクトップ プールまたはファームを無効にするように求めます。マシンを削除した後、ViewDbChk はユーザーにデ

スクトップ プールやファームを再度有効にするように求めます。

--scanMachines エラー状態またはクローンエラー状態のマシン、または仮想マシンが欠落しているマシンを検出し、デスクトップ プ
ールまたはファームごとにグループ化して問題のあるマシンをリストし、マシンを削除するオプションを提供します。

マシンを削除する前に、ViewDbChk はユーザーにデスクトップ プールまたはファームを無効にするように求めます。

デスクトップ プールまたはファーム内でエラーを生じたすべてのマシンを削除した後、ViewDbChk はユーザーにデ

スクトップ プールまたはファームを再度有効にするように求めます。

--help ViewDbChk の構文を表示します。

--desktopName
<desktop name>

デスクトップ プールやファームの名前を指定します。

--machineName
<machine name>

マシン名を指定します。

--limit <maximum
deletes>

ViewDbChk が削除できるマシンの数を制限します。 デフォルトは 1 です。

--force ユーザーの確認なしで強制的にマシンを削除します。

--noErrorCheck エラーを生じていないマシンを強制的に削除します。

--verbose 詳細ログを有効にします。

注:    すべてのパラメータ名は大文字と小文字が区別されます。
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ViewDbChk の使用例

lc-pool2-2 という名前のデスクトップ マシンがエラー状態になっており、View Administrator を使用してそれを削
除することはできません。 ViewDbChk を使用して View 環境からそれを削除します。

C:\>viewdbchk --removeMachine --machineName lc-pool2-2 

Looking for desktop pool "lc-pool2" in LDAP...

   Desktop Pool Name: lc-pool2

   Desktop Pool Type: AUTO_LC_TYPE

   VM Folder: /vdi/vm/lc-pool2/

   Desktop Pool Disabled: false

   Desktop Pool Provisioning Enabled: true

Looking for machine "/vdi/vm/lc-pool2/lc-pool2-2" in vCenter...

   Connecting to vCenter "https://10.133.17.3:443/sdk". This may take some time...

Checking connectivity...

   Connecting to View Composer "https://10.133.17.3:18443". This may take some time...

The desktop pool "lc-pool2" must be disabled before proceeding. Do you want to disable the desktop 

pool? (yes/no):yes

Found machine "lc-pool2-2"

   VM Name: lc-pool2-2

   Creation Date: 1/25/15 1:20:26 PM PST

   MOID: vm-236

   Clone Id: b12a9ed2-8535-44ee-a9d6-6c9b5cf6f878

   VM Folder: /vdi/vm/lc-pool2/lc-pool2-2

   VM State: ERROR

Do you want to remove the desktop machine "lc-pool2-2"? (yes/no):yes

Shutting down VM "/vdi/vm/lc-pool2/lc-pool2-2"...

Archiving persistent disks...

Destroying View Composer clone "b12a9ed2-8535-44ee-a9d6-6c9b5cf6f878"...

Removing ThinApp entitlements for machine "/vdi/vm/lc-pool2/lc-pool2-2"...

Removing machine "/vdi/vm/lc-pool2/lc-pool2-2" from LDAP...

Running delete VM scripts for machine "/vdi/vm/lc-pool2/lc-pool2-2"...

Do you want to enable the desktop pool "lc-pool2"? (yes/no):yes

トラブルシューティングの追加情報

トラブルシューティングの追加情報は、VMware ナレッジベースの記事に掲載されています。

VMware ナレッジベース（KB）は、VMware 製品の新しいトラブルシューティング情報が追加されて継続的に更新
されています。

View のトラブルシューティングの詳細については、VMware KB の Web サイトで利用可能な KB の記事を参照して
ください。

http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/microsite.do
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